















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































◆硲MlTS1製作途上の大形タ＿ev発電機躍毅呪9WigPt’竪羅�i■↓パガ蒸、顯’：：t漁蓮∀Le宮　，礁「・．t鵬メ昭和36年度回顧特集量●ブラジル・ミナス製鉄所向け120inプレーFミル用電機品完成昭和31年日伯合弁で株式会社ミナスジェラィス製鉄所が設立され，高炉より製品に至る鉄鋼一貫作業をめざし最終生産量200万トッを目標としている．日伯の資本構成比率は4：6で，同社の設備は別に設立された日本ウ蛸ミナス株式会社を通じて行なわれる．当社は35年秋同社より製鉄所向け120in（3，048　mm）づレートミ1レ用電機品1式を受注，かねて神戸，伊丹，長崎など各製作所で鋭意分担製作中であったが，このほどいずれも相次いで完成し，近く神戸港から船積輸出されることになった．今回の輸出は，この種づレートミ1レ用電機品を一括輸出するものとしてわが国最初のことであり，またこの中に含まれる定電圧直流装置としての：Jリコワ整流器2台はわが国輸出の第1号器である．｝表紙説明電力需要の伸びはますます激しく，最近では昭和35〜40年の年平均増加率は13．5％と想定されており，これが供給を確保すべく電気事業者は電源開発に折角努力しており，重電機メーカもその要望に答え生産を増強している．当社もその一・翼をにない数多の重電機器を生産しているが，写真はその一部を示し，手前から住友共同電力新居浜西火力発電所向け　88，235kVA　関西電力姫路発電所向けNo．4192，000　kVA東京電力横浜火力発電所向け224，000kVAタ＿ピーJ発電機である．9i■“　’72こ昭和37年　第36巻　第1号　（昭和36年度回顧特集）目次巻　頭　言取締役社長　関義長　17発電機器……・　火力発電・…………・・……　　s一ピv発電機・火力発電所補機器および制御盤・火力発電所主要配電盤　デイーゼ1レ発電…tt…・……一…・・一　　ディーゼル発電1幾と酉己電盤　水力発電…………………………………………　　水車発電機・水力発電所主要整配電盤19192830送配電機器・34L変圧器…………・…・・………　一……・…・…　　一・・……・・　・・・・・・…　tt−……『・…・・…　…・・……・・　・・・・・　・　…　…・・　　34　大形（外鉄形）変圧器・中形（内鉄形）変圧器・特殊変圧器・リァクト1レ・電力用コvi’vサー・負荷時タつづ切　換器の開発交流：JV断器および直流＝JV断器……一一…・・・…　一…・・一・…・……・・一・……・………一……・…・・…　　43　12kV，1，000　MVA，3，000　A磁気＝Jk断器・大形油シャ断器（GW，　GM，　GTR形）・DB−100形低圧気中　：u・t’断器・手動バネ投入式DB形気中：JV断器・直流高速度＝ue断器避雷器，断路器および変圧器その他一…・…・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45　避雷器・断路器・電力ヒューズ・計器用変成器・配電盤および器具・継電器変換機器・58イラナイトロン整流器・イづすイトロv整流器制御装置・化学用および工業用シリコv整流器・電鉄用シリコン整流器・＝Jリコ“J整流器制御装置・直流変電所用配電盤・計算機用電源装置・周波数および相数変換機・正弦波発電機工業用電機品・64，製鉄その他金属工業用電機品・・………一…・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64　圧延設備電機品・帯鋼その他処理設備用電機品・製鉄関係誘導電動機・製鉄，その他金属工業関係同期電　動機・その他の製鉄関係電機品・モータローラ繊維および製紙工業用電機品…・一…一…・…−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　74　繊維工業用電機品・製紙工業用電機品三菱電機株式会社化学・石油およびガス工業用電機品…・・一・・…・…・・……・…・・…　一・…………・・……・…………………………・・77　1司期電動機・大形誘導電動機・標準形工場防爆誘導電動機・防爆および防食用電機品・標準形防食電動機　・防食形電機品tメvトおよびゴム工業用電機品………・…・・一・…・………・……・・……・　　　　　　　　　　　　　　　　　81　セメント工業用電機品・ゴム工業用電機品荷役・運搬および建設機械用電機品………………・……………一…・…・…　　　　　　　　　　　　　　　　　82　クレー“J用電機品・ザート用電機品・電気ホイスト・モーSう一リ・総括制御装置工作機械用電機品および電動工具……………・……一・…・…………・・…・・…・………・・…一・……・…　　　　86　工作機械用電機品・電動工具一般工業用電機品・・90三相誘導電動機・単相誘導電動機・特殊小形回転機・直流動力計・電磁づレーキおよびクラiPチ・制御器具・開閉器，起動器および制御装置・ノーヒューズ・」e断器および分電盤・高周波溶解および焼入用電源ならびに装置・電気溶接機・溶解用電気炉および電機品・通風機鉱山用電機品・110鉱山用誘導電動機・巻上機用電機品・耐圧防爆形三相誘導電動機・防爆形乾式変圧器・集団切羽開閉器・ホーべ！レ制御装置・EX−D形防爆形電磁開閉器・NX形防爆形ノーヒューズ・JV断器・磁気選別機・金属検出装置船用電機品114船用交流発電機・船用配電盤・交流機関室補機・機関室補機用制御装置・交流甲板補機・直流甲板補機・波喋船用電機品・潜水艦主電動機SM−2・潜水艦主発電機SG−2・防衛庁向け掃海艇電源装置・船用直流電機品・船用データロカL車両用電機品・120電気機関車・交直両用電車・主電動機・WN駆動装置・補助回転機・制御装置・自動列車制御装置・づレ＿キ装置・直流避雷器・電気機関車用AQB形＝JV断器集団装置・戸閉装置・連結装置・速度計装置・列車電話装置・ヶイ光灯・通風装置・冷房装置・暖房器・電車電動機試験装置電　装　品・134航空機用電装品・自動車用電装品・スタータ・二輪車用マクネトー・農発用マづ朴一・半導体整流器を内蔵した充電発電機・自動車用半白動変速機・新しい点火装置・三菱オートうつオエレヘータ・エスカレータ142　　エレペータ・エレベータ用直流電動機・電動直流発電機・エスカレータ・0一づウェイ用電機品空気調和・冷凍・空気清浄装置・……………一・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　147　　大形冷凍機・開放形小形冷凍機および応用品・冷房機（ユニテヤ・ウイン升）・小形応用品・クリネ？（電気式空　　気清浄装置）・トリエチレvO’リコ叫レによる液体脱湿装置・施設工事通信機器および電波応用機器・157新形トラガスタVHF．iFM無線電話装置・WT−5形携帯用無線機・日本国有鉄道向けVHF　FM無線機・日本国有鉄道向け列車電話装置・警察庁VR−1　A形受令機・警察庁P−10形，　P−10　A形トランジスタ電源装置・MAR−3形航空機用短波無線機・新機種車両無線機・試験装置J，，fURM−9・新形選択呼出装置・26Mc帯SSB無線電話装置・誘導無線電話装置・超短波および極短波多重通信装置・自動誤字訂正（ARQ）装置・PT−210形医学用テレメータ装置・医学テレメータ用無線刺激装置・マイクロ波空中線・RC−4形気象用レ＿タ・ミ1」波レーダ・観測用oケ1りト追尾レータ（GTR−1形）・気象観測ロケット用電子機器・ECM装置・硬質うド＿ムNCW−6fGPS電子応用機器・174≠イジタル電子計算機とその応用機器・ユ752（2）L　デイJ’sjレ電子計算機MELCOM−1101・デイJ’タ）レ微分解析用付加装置（DDA）・トレイvトラつイック：」三ユレータ　　（TTS）・操車場自動制御用デイジタ1レ計算機（YAC）工作機械自動制御装置……・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　177　MELDAS−3212数f直制御フライス盤・MELDAS−1313数値制御つライス盤・MELDAS−3120数値制御コン　デンサうレート自動穴明機・MELDAS−1032電気ナラィホづ盤　S’一タ処理装置　……　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　178　水車試験設備用i一タ処理装置・変電所用データ処理装置MELDAP−6211・製鉄所冷問圧延設備用データ　　処理装置MELDAP−5211・火力発電所用データ処理装置MELDAP−7371・MELDAP−7372・その他のt’一タ　　処理装置アtoづ　E子計算機とその応用機器………　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　181　　EA−7100形低速度ア加ラ計算機・EA−7303形低速度ア加ラ計算機・EA−9101形過渡安定度計算機　オートメーション機暑呈　…　一・一・　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　183　　自動最適化装置（OPCON）・自動制御用演算品・電鉄用電子制御機器・精密速度検出装置　電子工業機器…・…・…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　186　　FD−5　C形超音波探傷機および自動警報装置・速度差測定装置（ドo一測定装置）・篠斑判定器・金属検出　　装置・鉄，非鉄金属検出装置・RT−2形レータ距離目盛較正器・レータ，スピード，メータ・電動高周波発電機に　　よる誘導加熱装置・真空管式ラジオヒータ・三菱タイァっクス放電加工機・産業用テレぽヨン・運転指令装置・搬　　送保護継電装置用電力線搬送装置・遠隔測定装置電子管および半導体関係………・−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　194　電子管………　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　194　　白黒づラゥv管・カう一つラウン管・ピ≡》コv・光電子増倍管および光電管・溶接機用イクナイトロ“J・キtノンガス入りサ　　イラトロ“J・ユニ業用送信管　半導体関係品……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　197　　トラッジスタ・超小形整流素子・電力用＝Jリコン整流素子・制御整流素子・光導電t｝レ計　測　器……・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　201　　電気計器・工業計器および応用装置・科学測器・放射線計測器ラロづ・照明器具および照明施設…・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　213　　ヶイ光ラvう・電気1レミネtンス（電場発光板EL）・水銀ラvう・安定器・照明器具・自動点滅器・照明施設家庭用電気品…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　221　　三菱テレ脳ヨン受像機・三菱ラジオ，三菱トラvJiスタラジオ・音響機器・扇風機・ミ＝」−J・編機・電気冷蔵庫・電　　気洗タク機・電気掃除機・電9L　Jiユースミキサ・電気力三ソリ・家庭用暖房器・厨房用電熱器・家庭用TG−16形　　タイムスイ1フチ・三菱家庭ボvう材　　　　料…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　243　絶縁材料…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　244　　樹脂・樹脂製品・ヒシレワクス・熱劣化防IE絶縁紙　磁性材料…・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　246　　高抵抗ハイノtロイーA・接着鉄心・つエリコア・OP磁石　構成材料……・−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　249　　バネ材料の高温特性・燃料要素用ステンレスパイづ・メ1レ〕ロィーX・メ1レコロィーD・高純度ニッヶ｝レクDム・Cu−Ni−Al合　　金　その他・・一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　252　　硬質ラド＿ムNCW−6fGPS・ホーン1”レクタァ万す用つoントバネ1レ・国際線航空機用救命いかだ（MR−25　A形）　　・合成ゴムタイPフうム原　子　カ……・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　255　　核分裂実験装置試作品・磁気J’eック形制御棒駆動装置・加圧器の試作・研究用原子炉制御盤・動力用原子（3）34（4）研力づSv卜制御盤・原子炉用安全増幅器・原子炉制御用中性子検出器・臨界未満実験装置・原子炉熱模型試験装置・動的腐食試験装置・VC−3形パv・1・ラう一フ形加速器・線形電子加速器用集束偏向装置・500keVコック・クロつト形加速器・300kV中性子発生装置・大電流イわ源・ペータ線パクトロdラフ・中性子Eノクoメータ作表装置・中性子回折装置・中性子速度選択器・パイ1レ・わレーS・機械式マスタ・スレイづ・マニうレ＿タ・電気式マスタ・スレイづ・マづレーs・Co60照射装置・ヒューマーJ・カウvs・ハvドブ1ワト・クo一ズ・Eニタ・中性子線エリァ・モニタ（ND−6301）究・266電力関係…・…・……・…・・……・…・………・・…・・…一・……………・…・一・…・………・………・・…・…………・…・…　　266　電力系統における短絡電流に関する研究・電力系統における並列リァクトルの適用・強制並列に関する研究　・発電機内部の磁束分布・＝Jk断器等価試験の実施と各種測定装置の開発・＝Jk断器ノカレにおける高速気　流の研究・アークの基礎的諸特性についての研究・低圧＝JV断器の消弧室に関する研究・SF6の消弧特性　に関する研究・真空スイッチの研究・衝撃電圧試験・コロナ試験・水銀整流器の研究・電力用シリコン整流子　の特性研究・電力用＝JリコーJ整流器の応用研究・静止形自励式周波数変換器の研究超高周波関係・・アvテナの研究・超高周波伝送路の研究・マイクo波におけるフェライトの応用・パラメトリック増幅器271原子力関係一……………・・一・・…・…・一・………・・…・・…一・一…・…・一・…・・・・…一……………………・……・・…・・273　高温ううズマの研究・高速中性子チョワパ・高性能中性子回折装置の試作・半導体放射線検出器の開発・加速　器の研究・19JVスイわ源の研究・VE−3形バv・デ・ララーフによる照射実験・速中性子用：J’Jチレ＝vヨン・カゥン　タの関係・放射線を応用した重油燃料分析・原子灯計測関係・・高周波磁気演算増幅器・磁気増幅器形調節計・避雷器動作表示器・質量分析法の研究・干渉分光法・赤外領域の分光研究・分光測定の自動化・化学分析法の研究275制御関係…・……・・一…・………一……・……tt…一・・一・・・・・・・・・・・・・・…一・…・…・…　………・………・・…一………277　外乱そう入法による多変数最適化制御・論理と非線形をふくむ制御系・逆z変換について・無接点制御装置電気計算機関係・・ディ：J’sjレ電子計算機・磁心トランジスタ多数決論理演算回路・記憶用磁心のパルス特性直視装置・同期スイッチ式アナコム非線形素子の半導体化・マイクo・Soづラム方式を用いた万能論理回路・電力系統の過渡現象計算法の確立・研究所設置の電子計算機278電子管および半導体関係…・……………・…・…………・…・…・……・…・……・・…・……・tt……tt……………・・…・・…　280　熱陰極の研究・冷陰極の研究・ヶイ光体の研究・大電力進行波管・モレクトロニクス製品の試作・リボ“J状結晶・　エtes＋・JeJレ・づo一ス・電気冷凍素子・：Jリコン・tS−IXイドの研究・正温度係数サーミスタ・量子エレクト〇ニクス・メー　ザの研究・光電導物質・光電導tJレ・電気1レ三ネンス（EL）・電子写真・燃料電池機械および加工関係………一・一・・…一……・一…一一・・……・一…・tt…−t・・t…　　一一一一・−283　構造物の応力解析・回転体の振動・銅材の疲労強度・大形ラドームの形状・塑性加工の研究・放電加⊥・電　解加工・無電気メッキ・電車用超高速主電動機・ヘリゥム液化装置の開発・吸収式調湿機材料関係一Fe−Al合金の加工性・マン加系つエライトの生成反応・：」ユランク・ガラス・f6卜口・セラミ1リクス・超音波の鋳造への応用・Ag−WおよびAg−WC接点の研究・電子顕微鏡による材材の直接観察・各種材材の低温試験・機器の絶縁構成に関する研究・絶縁材料の熱劣化の研究商品研究所の概況・…・・………………・・…・…tt・ttt…・・……一……・……　機器商品関係・電子商品関係・材料関係・意匠f’ザィv関係・電化教室《最近登録された当社の特許》・《表紙》　2・　づラジ」レ・ミナス製鉄所向け120inうレーhミ1レ用電機品完成　3・　スロ1りトミラー稼動開始　4．　　三菱スデレオ286288631“MITSUBISHI　DENKI”Vol．36・No．1・1962Mitsubishi，s　Engineering　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Developments　During　1961CONTENTSForeword．＿．President　Yoshinaga　SEKI　17Power　Generating　Equipment・……・・一一・…一・・……・一・・一・一…一・…一・・…一・・……一一一・一…・19FSteam　power　generation（Turbine　generators，　Steam　power　station　auxiliary　apparatus　and　control　panel，　　　Steam　power　station　main　switchboards）……・・・・・…一・一・…・…・一一…・・・………一・………・…・・・・・…Diesel　power　generation（Diesel　engine　generators　and　switchboards）・一・一・・・・…一…一・…・一・……・・・…−Water　power　generation（Water．wheel　generators，　Water　power　station　main　switchboards）・一・・………・192830Apparatus　for　Transmission　and　Distribution　of　Power．＿＿＿．．＿．＿＿．＿＿．＿＿・一一…一一　34Transformers（Large　transformers，　Medium　transformers，　Special　transformers，　Reactors，　Power　conden−　　sers，　Developmen　of　driving　mechanism　for　on−load　tap　changer）…・・・……・一・…・・一・…・……・…・・一…AC　circuit　breakers　and　DC　circuit　breakers（ユ2　kV，1，000　MVA，3，000　A　magnetic　air　circuit　breakers，　　　Large　oil　circuit　breaker−Type　GW，　GM，　GTR，　Type　DB−100　circuit　breaker　in　low　pressure，　　　Type　DB　low−voltage　power　circuit　breaker　with　manual−spring　closing　mechanism，　Direct　current　　　high　speed　air　circuit　breaker）……・・…　一・…　……・……　…・・……・…　一…　一・・・・・…　…・・………　一・…・・…　…・・・・・…Lightning　arresters，　Disconnecting　switches，　Potential　transformers　and　others（Lightning　arresters，　Dis−　　　connecting　switches，　Power　fuses，　Potential　transformers，　Switchboards　and　apparatus，　Relays）………344345Converting　Machinery−・・一・一…・・・・・・・……・・・・・・…一・一・…・・一一………・………一…一・・…・…・…・…・・58Ignitron　rectifiers，　Ignitron　rectifiers　control　equipmcnt，　Silicon　rectifiers　for　chemical　and　industrial　ap−　　　plication，　Silicon　recti丘er　for　transportation　service，　Silicon　recti丘er　control　equipment，　DC　substation　　　switchboards，　Electrical　source　equipment　for　computer，　Frequency　and　conversion，　Sine，wave　gene−　　　rator−・一一…　一・・…　一・・・・・・…　一一・・一・一・・一一一一一一・・一・・一…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・…　一・・一一・・一・・・・・・・・・・・…　．一…　　58Electric　Apparatus　for　Industrial　Application．・．・．．．．．．・…　……　一・一一一…　一・一・・・・・・・・・・・・…　…一・・・…　　64Electric　machines　for　steel　mills　and　metal　working　industries（Electric　machines　for　rolling　mills，　Electric　　　machines　for　band　steel　and　other　treatment　cquipment，　Induction　motors　for　steel　mills，　Synchronous　　　motors　for　steel　mills　and　other　metal　working　industries，　Other　electric　apparatus　for　steel　mills，　　　Motor　roller）…・一・・一……一・…一・…一…・…・…・・・・・・・・・・・…一・……・・一………・・一・・…………一・……Electric　machines　for　fextile　and　paper　industries（Electric　machines　for　textile　illdustries，　Electric　ma−　　　chines　for　paper　industries）　・…・・……・・……・………　…・…・・……・・・…　……　…・………・……　……　…………・…Electric　machines　for　chemical，　petroleum　and　gas　industries（Synchronous　motors，　Large　induction　motors，　　　Type　standard　cxplosionproof　induction　motors，　Explosionproof　and　anti−corrosive　electric　machines，　　　Type　standard　corrosion−proof　motors，　Type　corrosion．proof　electric　machines）…一…………・…・一・・Electric　machines　for　cement　and　rubber　industries，（Electric　machines　for　cement　industries，　Electric　　　machines　for　rubber　industries）…・一・・・・・…一一・…・………………………・……・・・・・・・・……・…・・一一・…・Electric　machines　for　cargo，　transport　and　construction　machines（Electric　machines　for　cranes，　Electric　　　machines　for　gate，　Electric　hoists，　Motor　pulleys，　Central　control　equipment）・……・………・……・・…−Electric　apparatus　for　machine　tools　and皿otor．driven　tools（Electric　apparatus　for　machine　tools，　Motor−　　　driven　tools）　・・……　…・・・…　………………・・…・・…・………・・…・・…・・……・…・…………………　…………・…　…・・General　industrial　electric　apparatus（Three．phase　induction　motors，　Single　phase　induction　motors、　　　Special　small　motors，　DC　dynamometer，　Electromagnetic　brokes　and　clutches，　Control　equipment，　　　Switches　starter　and　control　equipment，　No．fuse　breakers　and　distribution　panels，　High　frequency647477818286（5）5welding−plating　electric　source　and　equipment，　Electric　welder，　Electric　furnaces　for　melting　andelectric　apParatus，　Ventilators）・　　　・……・・・・・・……・…・・・・・・・・・・・・…………・・・・　・・・……………・・・・……−　90Electric　Apparatus　for　Mining・・110Induction　motors　for　mining，　Electric　apparatus　for　hoists，　Pressure　resultant　explosionproof　three−phase　　　induction　motors，　Type　explosionproof　dry　transformers，　Group　working　face　switches，　Hobel　control　　　cquipment，　Typc　EX　explosionproof　magnetic　switches，　Type　NX　explosionproof　no−fuse　breakers，　　　Magnetic　separators句Equipment　for　metal　dctector・・…一・・・・・・・・・・・・・・・…一・・・・・・・…『・・・・・・…一…・・・・・・・・・・…　110Marine　Electric　Apparatus114Marine　alternating　current　generators，　Marine　switch−boards，　Engine　room　AC　auxiliary　machines，　Con−　　　trol　equipment　for　engine　room　auxiliary　machines，　AC　Auxiliary　machines　for　deck　use，　DC　auxi−　　　1iary　machines　for　deck　use，　trawlwinch、　Electric　machines　for　dredgers，　Main　clectric　motors　for　　　submarine　SM−2，　Main　electric　motors　for　submarine　SG−2，　Electric　equipment　for　mineswcepers，　　　Data　loggers　for　mines・……・・…・・・・……・一…・・・……一・一…一…・………・・・…一…・・・・…一…一・……・・n4Electric　Apparatus　for　Rolling　Stock120Electric　locomotives，　AC−DC　elcctric　cars，　Traction　motors，　MN　driving　gcar，　Auxiliary　rotating　machines，　　　Control　equipment，　Automatic　train　control　equipment，　Brake　equipment，　DC　lightning　arresters，　Type　　　AgB　circuit　breakers　for　elcctric　car、　Current　collector，　Door　operating　devices，　Couplers，　Speed−　　　meter　equipment，　Train　radio　telephone　equipment，　Fluorescent　light，　Ventilating　dev輌ces，　Air　con−　　　ditioners，　Room　heaters，　Motor　generator　test　equipment………・・…・・……一・…一…・・・・・・・・・…一・・・・…　120Electric　Equipment　for　Aircraft　and　Ground　Vehicles・ユ34Aircraft　electric　apparatus，　Electric　apparatus　for　cars，　Starters，　Magneto　for　two．wheeled　vehicles，　Mag−　　　neto　for　agriculturcl　engine，　Charging　generators　self．containing　a　scmi−collductor　recti丘er．　Semi−au−　　　tomatic　variable　speed　control　for　auto一皿obiles，　New　igniters，　Mitsubishi　autoradio……・一・・・・………　134Elevators　and　Escalators142Elevators，　DC　motors　and　DC　generators　far　elevators，　Escalators，　Electric　equipment　for　ropeway　……ユ42Air．Conditioning，　Refrigeration　and　Air−Purifying　Devices．一・・・・・・・・……・・一…Large　refrigerators，　Open　type　small　refrigerators　and　their　applications，　Air　conditioners（Unitare　and　　　Windaire），　Small　sized　appl｛cations，　Cleanaire（Electric　air　puri丘ers）．　Liquid　dehumidity　equipments　　　by　T．E．G．　Installation　work・・一・…・・・…一・・……・・・・・・・・・・・・…『・・・・・・・……・一・・一・・・・・・・・…『…・・一…・・・・…147／47Communication　Equipment　and　Radio　Applications．．．．．＿．．．、．．．．＿＿，．．．．，．＿．．．、．．．．．．＿＿．．・＿．．．．．−　　　　New　transistorized　VHF／FM　wireless　telephone　equipment，　Type　WT−5　portable　radio　equipment，　VHF！　　　　　　　FM　radio　equipment　for　J．N．R．，　Train　radio　telephone　equipment　for　J．N．R．，　Type　VR−1A　receiver　　　　　　　of　police　department，　Type　P−10，　P−．・10A　transistorized　power　source　equipment　of　police　department，　　　　　　　Type　MAR−3　aircraft　short．wave　radio　equipment、　Radio　equipment　for　new　type　vehicles，　J／URM−　　　　　　　9tcst　equipment，　New　select輌ve　calling　dev輌ce，　Type　26　Mc　band　SSB　base　station　radio　equipment，　　　　　　　Inductive　radio　equip皿ent，　Muliplex　communication　equipment、　Automatic　mutilation　correction　equip−　　　　　　　ment（ARQ），　Type　PT−210　medical　telemetering　transmitter　equipment，　Wireless　stimulator　equip−　　　　　　　ments　for　Inedical　tele皿enters，　Microwave　antennas、　Type　RC−4　meteorological　radar，　Milli−wave　　　　　　　radar，　Tracer　radar　for　observation　rocket（GTR−1），　Electric　cquipment　for　meteorological　observatory　　　　　　　rocket，　ECM　equipmcnt，　Rig三d　reinforced　plastics　radome・……・一・一・・・・・……・…・・・・・・・・・………・『『・・・…157157Electronic　Apparatus　for　Industrial　Application…一・……一・・・…一・…・・一・・・・・…一・・……・・一・・…・・Digital　computers　and　their　application　equipment（Digital　computers　MELCOM　1101，　Digital　differntial　　　analyzer　equipment（DDA），　Train　tra缶c　simulator（TTS），　Digital　computer　for　yard　automatic　con−　　　tro1（YAC））…・・・・・・・・……・・・・・・・・…一…・・・・…………一・…・…・一…’”……9…’−…’’’’’’’’’’”9”………’…’”1741756（6）Machine　tool　auto−control　equipment（MELDAS−3212　numerical　controller　and　milling　machine，　MEL−　　　DAS−3120　numerical　positioning　controlled　boring　machine　of　condenser　plate，　MELDAS−・1032　　　clectric　copying　gear　hobber）…　……　…・・・・・・・・・・・…　……　…・・・・・…　…………　…・・・・・・・・・…　………・・…　…・’一・…　『…Data　logger　equipment（Data　logger　equipment　for　hydraulic　turbine　testing，　Data　logger　for　substation　　　MELDAP−62ユ1，　Data　logger　for　mill　equipment　MELDAP−5211，　Data　logger　for　steam　power　plant　　　MELDAP−7371，　MELDAP−7372，0ther　data　logger　equipment）…・・……一・・一・・・・・・・・・………・…一・一…Analog　electronic　computers　and　their　applications　apparatus，（Type　EA−7100　slow　electric　analog　com−　　　puter，　Typc　EA．−7303　slow　electric　anolog　computer，　Type　EA−9101　transient　stability　computer）…Automation　machinery　（Dcvelopment　of　OPCON　device　turning　optimun　automatically，　Operational　　　ampli丘er　for　automatic　control，　Electronic　controllers　for　electric　railways、　Precision　detecting　equip．　　　ment　for　motor　rotating　speed・・…一……・・一・……一………一・・一一・…一・・・・・……一…………・…・…Electronic　industry　apparatus（FD−5C　UItrasonic　Haw　detector　and　automatic　alarm　equipment，　Draw　　　meter，　Delivery　measuring　bridge　for　textile　yarn，　Metal　detector　equipmcnt，　Metal　detector　for　dis−　　　crimination　of　non−ferrous　from　ferrous　substances，　Type　RT−2　radar　range　calibrater，　Radar．speed−　　　meter，　Inductive　heating　equipment　by　high　frequency皿otor−generator，　Radio　heater　set　of　vacuum　　　tube，　Mitsuhishi　DIAX　electric　discharge　machine，　Industrial　TV　set．　Intercommunication　equipment，　　　Power　line　carrier　equipment　for　carrier−protective　relays，　Telemetering　equipment）・…一一・・一・一・・177／78181183186Electron　Tubes　and　Semi．Conductor　Devices．．・．・・……・一＿・…，・一…………一・・一・一．＿．，＿・…・・1g4Electron　tubes（Black　and　white　Braun　tubes，　Colour　Braun　tubes，　Vigicon，　Electronic　ampli丘er　tubes　　　and　electronic　tubes、　Ignitron　for　welding　stainless　steel，　Xenongas丘lled　Thyratron，　Industrial　trans−　　　mitting　tubes）…・・・・・・…一・・・・・・……・・…・…・…一…・・……・…一・・・・・・……一………・…・・…一・…一一・・一・・Selni−conductor　devices（T・　一．。しors，　Miniaturized　recti丘er，　Silicon　for　electric　power，　Controled　recti丘er，　　　Photo−conducti∨1　celり　……・・・……・・…………・…・一・…　…・・・・・・・・…　…・・…一・・…一・・……・・一……・…　……・・・・・・…194197InStrU　tnentation……・……・・………・・・・……・・一・……・・…・…・・・・・・・・……・…・…・・・・…201Electronic　instrumentation，　Industrial　measurements　and　their　applications，　Physical　instrumcntation，　　　Radio　actlve　lnstrumentatlon・・・・・・……・・…・…・…・…一……一…・……………・・・・・・・・・・・・…一…・一・・…一・…　201Lamps，　Luminaires　and　Lighting　Installations213Fluorescent　lamps，　Electro−1uminescence，　Mercury　lamps，　Ballasts、　Lighting丘xtures，　Automatic　on　and　　　off　switch，　Illuminating　equipment・・……………・一・…一一・・…一一・・…一・一一・・・・・・・・・・・・・・・・・・…………2ユ3Home　Electric　Appliances＿、＿．、．．．．＿．＿＿＿一．．．．．．＿．．＿＿．．．．＿，．＿．，．．．＿．．、．＿＿．．．．．．．＿＿．．＿＿＿．Mitsubishi　TV　receivers，　Mitsubishi　radios，　Mitsubishi　transistor　radios、　Sound　eqiupmcnt，　Fan　motors．　　　Sewing　machine，　Knitting　machine，　Electric　refrigeretors，　Electric　washeres，　Electric　vacuum　clcaners，　　　Juice　mixers，　Electric　razors，　Home　electric　heaters，　Kitchen　heaters，　Home　TG−16　Type　time　　　switches，　Mitsubishi　home　water　pumps・一一・・………・…・…一・…・・．……．＿．．．．．．．＿．、．．＿．．．．．．．．．．．＿．．．．221221MaterialsInsulation　materials（Resin，　Resin　manufactured　good，　Hishirex，　Insulation　paper　preventing　thermal　　　aging）　一一一・・・・・…　…・・・・・・…　…・・一・…・一・…一・・一…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・…　……　…・・一・・・・・…　一・・・…　一・…　一・Magnetic　materials（High　resistancc　Hiperloy．A，　adhered　core，　Ferri，cores，　OP　magnet）…一…＿，＿．＿Constituent　materials（High　temperature　cheracteristics　of　spring　materials，　Stainlcss　pipe　for　fuel　　　elemcnt，　Melcolloy−X，　Melcolloy，D．　High　pure　nickel　chrome）……………一・…一＿．＿・・・・・・・…．．．＿Other　materials（Rigid　radome　NCW−6／GPS，　Front　panel　of　horn　reHector　antenna，　Life　rafts　for　In−　　　ternational　Air　Lines（MR−25A　type），　Synthetic　rubber　diaphragm）……・・・……・・一一……．．．＿，…・243244246249252Nuclear　Power……・・・・……一……・・……・…・・…一・………・…一…・・…一・・・・……・・一・・一一・・…・……・……255Nuclear　division　experiment　equ▲pment　trial　manufacture，　Magnetic　jack　type　control　rod　drive，　me−　　　chanism，　Trial　manufacture　of　pressurizer，　Control　consolc　of　a　nuclear　reactor　for　research，　Dynamic（7）7atomic　power　plant　control　equipment，　Safety　amplifier　for　atomic　reactor，　Fission　counter　atomlcreactor　contro1，　Thermal　testing　loop　of　reactor，　Subcritical　experimental　equipment，　Corrosion　testloop，　Type　VC−3　Van　de　Graff　accelerator，　Focusing　and　deflecting　apparatus　for　electron　linearaccelerator，　Type　Cockscroft　500keV　accelerator，300　keV　Neutron　generator，　Ionic　source　with　largecurrent，β一ray　spectrograph，　Schedule　programming　unit　for　Neutron　Monochromator，　Neutron　dif−fractometers　equipment，　Neutron　velocity　selector，　Pile　oscillator，　Mechanical　moster−slave　mani−pulator8，　Electrical　master．slave−manipulator，　Co60　irradiation　apparatus，　Human　counter，　Hand　footclothes　monitor，　Neutron　Area　Monitor（ND−6301）・・・・・…一……一・……・・・・……・……・………………一・・255Research266Electric　apparatus（Short−circuit　current　and　transient　recovery　voltage　of　power　systems，　Study　on　short−　　　circuit　currcnt　in　power　systems，　Application　of　parallel　reactor　in　power　systems，　Study　on　forced　　　parallel，　Magnetic　fiux　in　the　inner　part　of　generators，　Equivalent　tests　of　circuit　breakers　and　new　　　apparatus　of　various　kinds　of　materials，　Study　on　high　speed　air　current　in　breaker　nozzles，　Study　　　on　some　basic　characteristics　of　arc，　Study　on　explosion　chamber　of　low　voltage　breakers，　Study　on　　　arc　suppressing　characteristics　of　SF6，　Study　oll　vacuum　switching，　Impulse　voltage　tests，　Corona　　　tests，　Study　on　mercury　vapor　recti丘ers，　Study　on　characteristics　of　power　silicon　commutators，　　　Study　on　applications　of　power　silicon　recti丘ers，　Study　on　static　self−excited　frequency　converters）…　266Super−high　frequency（Study　on　antennas，　Study　on　super−high　frequency　transmission　lines，　Applica−　　　tions　of　ferrite　on　micro−waves，　Parametric　ampli丘ers）・……・・一・…一・一……・…・………・…・………　　　271Nuclear　power（Study　on　high　temperature　plasmas，　Fast　neutron　chopper，　High　sensitive　neutron　re−　　　Hacting　devices，　Radiation　detectors　made　of　semi，conductors，　Study　on　accelerator，　Study　on　sources　　　of　pulse　ion，　Irradiation　experiments　by　Van　de　Graff　VE−3，　Scintillatioll　counters　measuring　fast　　　neutron，　Heavy　oil　fuel　analyscrs　applying　the　radiation，　Nuclear　lights）　……・・一……・…一・・・…一…　273Instrumentation（High　frequency　magnetic　ampli丘er，　Controllers　of　the　magnetic　ampli丘er　type，　Arrester　　　discharge　co皿ters，　Study　on　method　of　mass　allalyser，　Interferential　spectral　method，　Study　on　　　spectral　in　infrared　range，　Automatic　spectroscopy，　Study　on　chemical　analysis）…・・・………・・・・…一・275Control　equipment（Optimum　control　of　many　variables　by　disturbance　interpolation，　Control　systems　　　containing　theorems　and　nol1−linear　forms、　On　the　inverse　Z　transform，　No　contact　trallsform）……Electric　computers（Digital　electronic　computers、　majority　logical　operator　circuits　using　magnetic　core　　　transistors，　Tracer　of　pulse　response　of　memory　cores，　Semi．conductorized　anacom　non，1inear　elements　　　of　synchronous　switch，　Universal　logical　circuits　using　micro−program　system，　Establishment　calculat−　　　ing　transient　phenomena　of　electric　power　syste皿s，　Electronic　computer　delivered　to　our　Research　　　Laboratory　…………………………一・・・………………・・・……・……・…・・……・・一・………・……’’’’’’’’’’’”層’’’’”9Electronic　tubes　and　semi−conductors（Study　on　hot　cathods，　Study　on　cold　cathods，　Study　on　phosphors，　　　Large　power　travelling　wave　tubes，　Trial　products　of　molectronics，　Rlbbon−shaped　crystals，　Epitaxial　　　vapor　growth，　Electronic　refrigeratory　elements，　Study　on　Silicon　carbides，　Study　on　thermisters　with　　　positive　temperature　coe伍cients，　Study　on　quantum　electronics　meser，　Photo．conductive　materials，　　　photo−conductive　cells，　Electro−luminescences，　Electronic　photographs，　Fuel　electric　cells）一・・…・……・Machines　and　Manufactured　goods（Stress　analysis　of　structures，　Vibrations　of　rotating　mass，　Fatigue　　　strength　of　copper，　Form　of　large　radomes，　Study　on　plastic　machining，　Discharge　machining，　Electro−　　　lytic　machining，　no　electric　gildings，　Super．high−speed　traction　motors　used　for　electric　cars，　Helieum　　　lique丘ers，　Absorption　type　humidity　colltrollers）……………・・…・・・……・……・・・・…一…・…・…一・…一・・Materials（Machining　of　Fe−Al　alloys，　Grown　reactions　of　mangan　ferrite，　Shrunk　glass，　Devitro　ceramics，　　　Applications　to　casting　of　ultrasonic　waves，　Study　on　AgW　and　Ag．WC　contacts，　Direct　observation　　　of　materials　by　means　of　electron　microscopes，　Low　temperature　test　of　various　kinds　of　materials，　　　Study　on　insulation　collstructions，　Study　on　thermal　aging　of　insulation　materials，　Standard　product　　　engineering　laboratory）……　…・…　一……・・……・…　………………・…一・………一…・…・…・…　…・・……　…・…・…・・2772782802832868（8）電源開発滝発電所納め2・50・000　kVA立テ形水車発電機llkV　lうOrpm　50cs半力サ形カプラン水車発電機としてわが国最大容量機Oelivered　曽o　Toki　，owe■S，ロwion　of　，h●　■le¢，ri‘Power　Developmen，　Co・The　largest　c叩acity　Kaplan　Water・wheet　Gen・e■o†or　　in　　」apan・2−50，000kVA　V’eitical　watei−wheel　generatolsllkV　　l50rpm　　50しsSeml　umbiclla　typc�`驚羅IL　　　｛卿◇｝ぷaN「t．東京電力京浜変電所納め2・260，000　kVA　三相送油風冷式変圧器　｛ノ（　200000kVA　275−268752625kV　　tfく　　220　COO　k、ノA．　　l　i7　k、；　一次　1000GO　kVA　l575kV　　　↓lifLf・；i目IJ　，こ）l　I温」整暑：こイ」Delivered　■o　Keihin　sub5†o†ion　o‘　whe　τokyoEle��†ri‘　　　Power　　Co．2　260000k、アA　3　ph．｛se　　Iolced　　od　all　しooledtl　，lnsiOI　MelPumary　　200000　kVへ27526875−2625k、Secondaly　220000　kV工1十7　kVrertlalv　　　lOO、000　k、�e、　1575　kV　Wlth　a　3　pha〜e　under！oad　regulatlng　transfolmeI＿次　　45，000kVA　（　　）内は140kV運転時lifi　“e列の内部切換えによりkVと共用てきる構造関西電力南大阪変電所納め1　72’500　kVA　三相送油風冷式変圧器一次　150，000kVA（130　OOO　kVA）2752625−250　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kV（140　kV）二次　150、000kVA（130，000　kVA）77　kV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l54kV275kV（280　kV）と　140De■ivered　　　　？o　　　　Minami　　　o50kqKan5ai　　田tectriC　　　Power　　CO．sub5t口tion　of　†he172500kVA　3　phese　fo“ed　oll　alrしooled　trans−fOI　merPrlmary　　150　OOO　kVA（130，000　kVA）　　　　　　　275−2625250kV（140　kV）Secondary　l50000　kVA（130，000　kVA）　77　kVTertla［y　　｝5，000　kVA　　　　　　　　　154kVrhose　sho“n　ln　the　parenthesls　are　the　capacltyopcrated　at　l斗O　kVII　Is　su　しonstru（．ted　that，　by　しhanglng　over　sencsto　palallel　wlthln　the　unlt　can　be　used　for　both275kV（280　kV）and　140　kVttt：1∵「ゴ　’ttt饗〉馬啓「”　　1菜ぷ蔭1・1［○．・∴・’／，tt　　’＜　tt、，．ふ己・ドー　’．　え　　　　　　　　　　　’tt∴ぷべ∴；ぷ∵ごぷ・∫　　tt、、tげ1　　・　　’「　　　，　×　シ　　　　餓「ヒ，　げ　　，’　、ト　　⇒t日本国有鉄道北九州用交直流電車允流20、000Vシリコン整流器方式lIllrl編成で8×100　kW−ll宙動機装備ぎz：v1�d．ミ∫．翌：t’冒　・がふトペハ　　、こ・t・　エゴ　　「「ら　　　　　　　　　　ヨ　ら　　　　　　ぴぢ　コ　らく　　一…�Mべ、�k�d　　　，：t，　　　3，　・ムて・，タ・，ttt　　　／／AC・DC　EIe¢，ric　Car　of　the　J．　N．　R．　for　the　norsthern　　Kyvshu　district・AC　20．000　V　silicon　rectifLer　typel−car　　composition　　8×100　kW　　tt’actioll　　nnotoL・equippcd．、11関西電力伊丹変電所納め250・GW・1500超高圧シャ断器’走　　　　　　　‡各　　　　　　　’F琶　　　　　　　j　　l　二’走　　｛：各　　ぞ厄　　流j走格シt・断〆容吊：定格シト断時川　　300kV2、000、へLl5、000MVA　　　3サイ列レ磁気シャ断器としてわが国最大容量10−DHM−100形12kV　1．000　MV’A3、000AThe　Iorge5■　‘ロpo‘i†y　in　，his¢oun†ry　o5口mogneblo5†��ir¢ui，　　breoker．Delivered　†o　l？omi　Substati●n　of†he　　　Kon5ai　　Ele‘↑ri¢　　　Power　　　CO．250−GW−1500　extra　high　voltagecircuit　breakCrRated　Voltage　　　　　300　kVRated　currぐnt　　　　　2，000　ARatcd　rupturing　capacity　　　　　　　　　　　　　　　　15000MVARatcd　1）reaking　timc　　　3cy℃lcs国有鉄道関門トンネル用交直流シリコン整流器式電気機関車運転十fk　fSii−「rt　L｝s：’FE　ff　系泉　］じ　圧1哨一川’足格出刀　　〃定格引張り　　’”走格〕坐度最高運転速度96t企流20．000V　lil．相60cs直1在　　1．500VL800　kW（DC　L500　V）1−L6　t45．9kmh85kml1U5ed　‘or　Konmon　Submarine　昔unnel　line　of　theJ．N．　R．　Combined　AC・DC　use　sili¢on　re��tifier†ype　elec†ri‘IO‘omo†ive・、V℃ight　e（111ipPcd　for　operalion　901Trollぐy　linc　volt三］gc　　20、000　V　．、C　　　　　singlC　phaSc　60　c　s　　　　　　　　　　　　　　　　L500VDCOne　hotlr　ratcd　oし1tp山　　1、800　kW　（L5（）O　V　DC）　　　　　”　　　　　　　　　　t　l−〔1（−　t　i　、・e　　　e　｛f（）1−t　　　　　　　　　　　l　i，6　　1　　　〃　　　　spccd　　　　　　　　　　　｝5．9　kln　hMaximam　opem加g　speed　85　km　h帝都高速度交通営団荻窪線用新宿変電所納め1・500kW風冷式封じ切リイクナイトロン整流器600V2，500　Alnl　lに　H　仲矛色矛ま乾」長風冷人“x）1器を使月｛Delivered　，o　Shiniuku　substation　for　Ogikubo　lineef　the　Metropolitan　Rapid　Tansit・1，500kSV　dlr　cooled　sealed−off　lngUlltlon　rc〔tlhel　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600V2、500　ADIy　type　alr　cooled　translormei　wlth　t、pe　H　ln−sulation　Is　uscd　for　the　above　unltイント国鉄納め電気機関車運転、整備車頃’占　申　線　占　川連桁しc疋1各ii　1／J　　rl　　弓1張ノ」　　〃　　速　度イクナイトロン752t公称25kV｜「］村1父イ斤L　50（　s．2100k、V115t52kmhlgnitren　electriC　IO‘omO舗ve　deliver・ed　音o　　the　lndian　　Nロ†ionol　Roilwoys．V�d’eight　equlpPed　fot　〈）Pぐr，ltlon　　　　　　　　　　　　752tTrollcv　hne　Noltdgc　Nonnmal　25　kX　　　　　　　　　　　　Sing・　le　ph，tse　50〔s（’ontlnuous　ldte〔l　output　2100　kNN　　〃　　　tlaCUNe　cffOlt　　　　　llst　　tt　　　　speed　　　　　　　　　　52　kni　h日本曹達二本木工場納め5’290kW風冷式シリコン整流器（トレイ方式）ll5V　46000へDelivered　te　Nihongi　fac．†ory　of　サhe　Nippon　SodoCo．う290k、〜　　、B　（oolcd　〜ll1（onIt（tlfiel115V　l6000iX　＼♪ざ　　　　　　　　　　　　1一つ　○　　　　＼又／　s妄’しl　　tl“ξ　辮：」＼vi⊃，　二　　　1・li｝　’ζ　　　　べ＼＼ぐ．．■■，1　　　　x”teWUv．．F＿l　　　puk＞　h　v　　＼　　　　、♂、・判パ　詞，三二」。！に．　嘉　鱒　。　　　　鰺　●　　　　●　一　．ll＿t　　ふ∴k：2−　　　　　　　l　　　nt　　　−　　■　、　1　　圃ゴ而」ゼ　　■　　　1　　口�堰@　ヅ　　ロ　　1　　・＿　…　−　　　o　o　　　　　　．　　　　　　　　ロ　　サ繋鑓ie　「e　　l　　tV亡⊥・一　持　　　｝　　P・−1へ一1　　　　　　　　　←　●　　　　　頒　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　●ぎ　　　　　　　　　よ　■　　1　■　　不　　1●　o　　　　　■e　　　　爵、・　　　　■乏　　　　　　　　av‘mh　’命●v　　　　　　　思　口購饗活・パ宰※，タ　　　　●…As−’　n　へ　　＿　　　　■ww　　　l」購　　　1バ　　　　　留　　　　●一v　　　　　　�d　　　　　●　　　　■　　　　　■　　　　　パ、　　av　　　　●　　　　　■�h牛鼻　勘e−一ぶ　　ぴ●　ぶ●mut　驚●　”・ぺ＾竺　■；‘　　　　　ぷ鰍近畿日本鉄道恩智変電所納め3，000kWシリコン整流器1　500　、ノ　　2000　A膿として最初の1　500X・　J［Jてあ蛾人・醒De‖ivered　　瞥o　　　On？¢h　　　5ub5†o†ion　　　of　　　．h　eKinki　　Joponese　　Roilway　　Co．3000kW　Slllcon　iectihcr　l　500V2000AThe　filst　mstallation　of　l500�j　　as　，1ptl、・1tc　Tails〜a、　an（1　⊇lso　thc　1．ugぐ〜t　ITIC‘［paClt、　　　　　　　　八幡製鉄戸畑製鉄所納め6スタンドタンデムコールドミルSix　stand　tandem　cold　mlll　delivered　曽o　Tobata　Steel　Mill　ef　？he　Yawata　Stee■　Mfg．　Co・No．2スタンドモートル・1）2−1，900　kW直流電動機750V　212520　rpmNo．　2　Stand　rnotors．2−1．900　kXV　DC　motors　750V　　　　　　　　　　　212520　rpm発電機セットの一部1−IL500kW2−2，400kW3−2、000kW1司期電動機直流発電機直流発電機On●　ef　generator　5et・1−11．500　kW　Synchronous　　　　　　　　　motOr2−2，斗00kW　DC　gcnerator3−2，000　kW　DC　generator¢’富士製鉄広畑製鉄所納め5’800　kW巻線形二極誘導電動機11kV　60　c　s　3、600　rpmこの形ではわが国最大のもの5，800kW　Wound　ro†or†ype　bipoloriodロ¢†ion　　mo†or　　　delivered　　　†o　　Hiroho†OS■ee■　mil■of　曹he　Fuii　S†eel　M‘9．　Co・llkV60cs3．600rpmThis　is　thc　largcst　ol−　the　kind　in　thiscountrV．関西高周波納め誘導電動高周波発電機250kVA　800　V　単川10，000　c　s　336極力率LO　3、571rpm　SJM形馳動用誘導電動機（入力330kW）6．600　V60cs二極3．571rpm空気冷却器付1nd“曹ion　mo，or　driven　high　freqvencygeneroWor　　delivered　　†o　　●he　　Kon50i　　High「req凹ency　Co・250kVA　800　V　Singlc　phこlse　10、000　c　s336polcs　Power　factQr　LO　3，571rprn　typcSJM．Driving　induction　motor（input　330　kW）6，600V　60　c・biP・lal’3、571　rpm　withan　air　cooler．中山製鋼会社納め40t（最大50　t）アーク炉（炉殻径5，200mm）40†　（mox．50りAr¢furncr¢e（Furnoceshe■1　5，2eo　mm）　delivered　to　theNakayama　S†eel　Mfg．　Co．低圧配電線用柱上電圧調整器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ポールレグ）通過容IF，：　30　kVA！凋整’容h」：1．5　kVA一次電1ト　210V単相　5060cs共用「調整範FI：1　　．＋5％PO‘e　mounting　voltage　regulator　for　IOWvOltage　diStribUtiOn　line．　《pOleleg）Carrying　capacityRegulating　capacityPrimary　voltageCommon　use　for　single　phascReglllaling　range30kVA1．5kVA　210V5060cs　　±506　　　　小形モートルのフレーム鋼板化Steel　plate　frame　con5trvction　of　small　motors．i　　　　騰�n・：雪箔1、x．　T　　湯　　　　　　　　　へ　　　＿一つ　　　　ρ’　　　　　こ　　　　　　メ　　　〆「M「f　．−we”＃geew’・」糾　　　　”rVtt　　「．．t．・．PtV”　．tt　　　　nw．ttふf　　　　，，s4t沙　．ttntt〆”SL・R形　200　W　4極　コンデンサモートル　Type　SL・R　200　W　4　P　cendenser　motor・　　　　　　　　　　　　　　　　∨SF・R形　200　W　4極　全閉外扇形三相モートル　　　Type　sF・R　200　W　4　P　totally　enclosed　fan　　　　　　　　��ooled　3　phase　mo†or．論SC・R形　250　W　4極　コンデンサ起動単相モートル　　　　　Type　SC・R　250　W　4　P　cendenser　starting　　　　　　　　　　　　　sing‘e　pha5e　motor・聾　　　　∀zttt　　　tU1，パサ麟βドざSB−R形　400　W　6極　防滴保護形三相モートルType　SB．R　400W6Pdripproof　3　pha5e　moto．．京都国際ホテルエレベータ乗場毎分210mの高速度エレベータPlatform　for　high　speed　elevatorsin　　Kyoto　　ln，erna■ional　　Hotel．5peed　210　m　min．MELCOM　1101ティシタル計算機MELCOM−1101の八イ構成‘こ【th算1日速化艮悟FLORAをイ」加Lたものて浮動小数‘lr頑算かハートゥェァとLてid速、こそJ　t£　c　またク）v〜つの加城東算　テーワ）VJレ井ンクを尚速に処EliてきるMELCOM　l　101はこのはかDDAを！j加することにより大親模な微分解析機としても使川することかてぎ、また磁気テーうrr己巳装置4台，人ノ」川テーづリータ2台、出力川テーづパノチf・3台なとを外1品こ付加てきるtlbティンクっロ）クJJ人をと）ているMELCOM・1　1　01　　　digi■ol　　¢ompu†er．Thls　computcl　havmg　，11）asic（omponent　ol　lheMELCOM−llOl　and　to　this，　thぐFLOR、adevicetospeed　Llp　the　operdtlon　ls　addedWlth由1s　computer　tloating　pomt　opeldtlon　ls　feasiblcx〜lth　high　speed　ds　．l　haid“aic　　It　Is　also　p［a（．ticablcto　have　a　high　speed　pro〔csslng　of　aclditton、　substiuc−tlon　and　table　looklng　of　gloupsEl1ざt￥　・・9r・：？三　　　ぶm　興　P，・欝1’紗Fタ、、dwr．。≦減薬§・ロ・ジ1ロ・川逗lP：・19iF；lF≡　　　咳撚3思二轟ぷ4馨麟緋lP≡iP；1｜」‡パ　　ロ　ロ．w≡＞II｝へ慾1　ki　m，t事ns　　　　　1。忽γぺぼlit．　tt辮　、�c防衛庁技術研究所納めシステムテスタ用座標変換機飛しょb体固止の座標系と地球固定の座標系との間の座標変換を行ないあわせてオィラ角の、」算、D−｝レf「1の修正1，i口をflなう全屯了僧式縞’超低速度形アナロクd算機てあって　埣標変換にノコ向余弓玄わ人を川い全電了管式て構成されている口か特長てあるノJjllj余弦，，1算部　1式　　　オイラ角。1算部1牛ξ票変］奥‘，｜算剖〜　2　Jt・ネ1レ　　ロールヂ了ぽ多［L≡【算｝祁径路r，1算部　1千1・ネ1レ　制御ll｜側盤、連結盤．1昼源蔽算増｜r苗器　1斤体K占度　Oloo　総合精度　020〔｝1人1人1式CO・Ordinate　COnverter　fOr　5ystem　　te5ter　delivered，o　technical‖oboro†ory　of　Detense　Agen‘y．Nnalog　computer　used　foi　convertlng　coordinate　be−tween　thc　Ilxedしoordlnate　system　ol　mitlsiles　and　thatot　the　earth　together　wlth　the　correctlon　calculationo〔　Eulellan　angles　and　roll　anqles日本電信電話公社・通信研究所納め　　　　　　　ホーンリフレクタ空中線｝劉〕能人　jJインピータ．ノス　3600〜4200M（　VSWR−103　5925−b1‘25　M（　VSWR　102f桶　　　’皮最k閉il垣1臼Ilii良ifil　t　l頭〔　11　　i“t水・「，　雨［口両偏波共用4m＋15mm以卜60m〜Ho「n　re仰e¢†O「　on†enno　de“vered，o　theNippon　　Telegroph　　ond　　Te■ephone　　Publi��Corporo†ion．Input　impedance　3も00、−1200Mc　vSWR　lOl　⊃、925〜6125M（VSWR・102Common　uge　fol　hor1／ontal　and　N・cititalpolar17ed　wave，　Md入皿um　openlng｝maccuracv　of　mlnol　l〕elow　→1うmnlwlthst．indmg，60m　s〜〜md�c』tN　｛中性子回折装置No．　l　H本原了・力例究所納め　　2　日本電川電話公社　　　　電気通信川究所ホ1‖め　　3　東京大学物・1生研究所納めNeu曹ron　　reflaC曾ing　　devi‘e．No，　l　Delivered　to　thc　Japanese　　　　Atomic　Powcr　Rescarch　　　　Lal）oratory．　　2　Delivぐrcd　to　Electric　　　　Communication　Labora−　　　　tory　of　the　Nippon　Tele’　　　　graph　　and　Telephone　　　　Public　Corporation．　　3　Delivered　to　Institute　for　　　　Solid　State　Physics、　Uni−　　　　versitV　of　Tokvo．モレクトロニクスモレクトロンMole¢■ronic5　　−mole¢曽ron一1‘．．．．、、〉泊巨98口口触”自釦ホンコン向けMX形ゴムボート塗、，）1，・◎1’・巨1誤二曇．．／．Xi・　形　式定　　　日全長×全幅気室の浮力工ン：Jy馬JJMX　22人2，2×LO5　m364kgl．5kwMX　33人2．6×1、05m十」5kg1．5　k“tType　MX　Rubber　boロ†　exported　，oHongkong・　　　type　　　　MX−2　　MX−3capacity　in　pCrson　　　　　2　　　　　　　　3tOtallength×total　　　　　　　　　　　2、2×LO5m2．6×LO51rlwidth瓢悟y°fai「・．・61k・11…、engin　HP　　　　　　　　L5　kW　　　　L5　k〜〜「大形硬質ラドーム1幅16．8m×高さ11．9mLarge　size　ha「d　rademe・16．8mwide×ll．9mhigh］畠TX−727形トランシーバType　TX・727　Tranceiver．AR・300形オートラジオType　AR−300　Autoradfo．　　　DSS・702形ステレオType　DSS■702　5†ereo　gramophone・　MR・160　AF形冷蔵庫TyPe　　MR．1　60　　A『　　Refri9●ra，or．tt　、　［［《tt：1？i−，．．，｛1�d，．rl　’i　　　　　　CW・710形脱水乾燥洗たく機Type　CW・710　dehydrating　and　drying　washing　machine・　　　TC・350形掃除機Type　TC．350　vacuum　cleaner．l　‘　‘　‘　l　l　巻取締役社長頭関昌＝目義長1；塾　昭和37年の新春を迎えるにあたり，つつしんでお祝いのごあいさつを申し上げます．　昨年のわが国経済界は，後半に至って若：Fの調整過程にはいりましたが，電機業界はさいわいに成長繁忙に終始し，技術革新と産業近代化の推進役の一つとして，はたまた民生向上のにない手としてめざましい発展を遂げました．当社もその一翼をになうものとして，前年に続いて躍進的な業績をあげ，いささか社会に貢献することができましたことを喜びといたしている次第であります．　ここに例年のとおり，昭和36年中における当社技術の成果をとりまとめ，記録いたしたいと存じます．　重電部門におきましては，年末には，電源開発田子倉発電所105，000kVA水車発電機第4号機を納入いたしまして，ここに日本最大の380，000kW運転を可能といたしましたが，この第4号機が，コーJ≠−」サ運転をいたしますことも特筆すべきことと存じます．また，エレクトロニクスの重電機器への応用につきましても，国鉄関門トッネ1レ用EF30交直流＝JリコーJts気機関車の量産分を納入し，帝都高速度交通地下鉄日比谷線に初の電子式列車自動運転装置を完成したほか，づoづラム式自動運行装置の試作を完了いたしました．また，画期的な標準化に成功したエレ“s「エレRv卜」の開発，京都国際ホテル毎分2ユ0メートルのエレK一タの完成も，意義あることと存じます．　電子機器関係では，モレクト〇ニクスの中間発表をいたしましたが，さらに鋭意開発を進めており，貨車操車場ヵ一リタータ装置，　0ケット観測用トラリキーJづレータ装置，ホーンリフレクタァーJテすの完成など，世界における電子技術の最高峰を窮めたものも少なくありません．また年末には「関西電子計算uee−Jター」において，電子計算機MELCOM−1101がサーピス運転を開始いたしました．　商品部門におきましても，地味ではありますが，オートts・v卜付三相モート1レ，低圧線電圧調整器「ポ」レレラ」，　CdS応用品「自動時刻点滅器」など，技術的評価の高いものを完成し，家庭電気品につきましても，テレピ・ラジォ・電気冷蔵庫・扇風機などを中心とし，商品研究所の活躍とあいまって，品質の向上と機種の充実に顕著な躍進を示しました．　海外との関係につきましても，メ朽コ・インド・Kトナム・バキスタッ・づラジ1レなどに着実に輸出実績を示しつつありますが，年末には，メキ：JコIEM社に対し電気洗たく機に関する技術援助を内定いたしております．　このような各方面の進展に備えまして，昨年度は各工場に大幅な設備投資を計画し，技術の革新，貿易の自由化に対処するとともに，経営力の増強に努めてまいりましたが，当社の系列でその運営を助ける東京・大阪・名古屋の各月販会社もすでに営業を開始して，業績の向上に大きく寄与しております．　以上，当社といたしましては，生産，販売，技術など，経営全般を通じ万全を期するとともに，「品質の奉仕」をもって社会のご期待に添いたく存ずる次第であります．本年もあいかわらずいっそうのご愛顧とご支援をお願いして，巻頭の言といたします．‘11｜lll【｜1‘lllllMl‘lllM］1‘lllllMll‘lllUl｜ll‘ll‖1川‘SllllHll‘lll｜11111111111｜ll‘‘川1川11■ll｜1111［1‘11MllllllllllUl■‘IIIIIIIII■IMl11M1‘111［川1‘‘llllllll‘11H［111111［1111111■IIIIIII］lll川則1‘11111］Ul‘｜1川llll‘111］［11旧1111川1［llllll川｜lllll川nll［lll］lnll川ll川Illllllllllll［11［111111111［1■llllllll］‘‘m｜11111■iMIIII‘1［IMII　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）171　l　May　this　year　of　1962　turn　out　to　bethe　hapPiest　and　best　to　every　reader．　　　　Despite　of　slowdown　in　the　economic　progress　inthc　latter　half　of　1961，　the　electric　machine　industryHourished　throughout　the　year，　making　a　markedadvance　as　a　step　in　technological　innovation　andpromotion　of　public　welfare．　Mitsubishi　participatedin　this　prosperity　of　the　circles　with　marvellous　achieve．ments　following　the　preceding　year，　and　made　a　con−tribution　to　the　public、　which　is　the　joy　and　grati一丘cation　of　all　concerned．　　　　We　wish，　as　our　annual　function，　t．o　give　briefaccount　of　the　company’s　achievements　in　thc　pastyca「・　　　　In　the　hcavy　eleclric　apparatus　el〕gilleering　thecompany　supplicd　in　the　year　a1ユd　to　the　ElectricPower　Development　Co．　with　a　105，000　kVA　waterwheel　generator　as　the　fourth　unit　to　be　set　up　nlTagokura　Power　StatiolL　This　has　Inade　possible　thcgeneration　of　380，000　kW　power，　the　largcst　bloc　ofpower　to　be　generated　in　one　station　in　this　country．Worthy　of　special　mention　is　that　this　fourth　unit　iscapable　of　synchronous　condenser　operation　as　occasiondemands．　　An　application　of　electronics　to　heavyelectric　machinery　was　recorded　by　building　of　typeEF−30　AC−DC　silicon　recti丘er　electric　locomotivesdestined　for　quantity　production　and　for　use　oll　thesubmarine　tunnel　line　between　the　mainland　and　theKyushu．　AIlother　examplc　was　thc　case　with　theMetropolitan　Rapid　Transit　Co．　on　the　Hibiya　under−ground　line　of　which　was　madc　to　operate　elcctronicautomatic　train　control　equipment　as　a丘rst　projcct　ofthe　kind　in　Japan．　Also　trial　manufacture　of　programautomatic　operation　equipment　was　brought　to　com．pletion．　Another　signi丘cant　fruits　were　the　develop−ment　of“　ELEPET”，　a　success　in　the　epochal　standar．dization　of　high　speed　clevators，　and　the　complction　of210meter／min　units　in　Kyoto　Intcrnational　Hotel．　　　　In　thc　category　of　electronic　equipment，　we　madcan　interim　report．　oTI　the　moIectronics　and　is　stil1pursuing　the　study　and　development　with　ador．　Car．retarder　devices，　tracking　radar　equipment　for　rocketobservation　and　horn　reHector　antennas　were　com−plctcd　just　to　manifest　the　company’s　electronic　tcch．nology　having　reached　the　world　highest　level　in　notafew　respects．　An　electronic　colnputer　MELCOM−1101was　begun　to　operate　ill　the　Kansai　ElectronicComputer　Center　toward　the　close　of　the　year．　　　　Electric　merchandize　made　all　outstanding　advance−mellt　although　not　showy．　Those　coming　ill　thisdivision　were　three　phase　motors　with　an　autocut、　lowIine　voltage　rcgulators　4；POLEREG’一，　and　applicationof　CdS　automatic　timc　interval　flashing　devices．　whichare　of　high　technical　value．　Home　applianccs　includingTV　sets，　radios，　electric　refrigerators　were　in　the　centerof　activity　at　the　mcrchandize　laboratory　witll　im−provement　of　quality　and　repletion　of　kinds．　　　　Oversea　business　made　a　sound　growth　by　steadyexport　to　Mcxico，　India，　Viet　Nam、　Pakistan　andBrazil・Atcchnical　assistance　agreement　was　informallyarranged　with　the　LE．M．　Co．　in　Mexico　in　the　manu−facture　of　washing　machines　in　the　closing　days　ofthe　vear．　　　　To　cope　with　the　devclopment　ill　these　variousproductions，　we　strived　for　large　scale　investment　ofmanufacturing　facilities，　for　renovation　of　technologyand　for　provision　in　anticipation　of　forthcoming　freetrade　through　reinforccment　of　the　management．　Af一丘liate　conccrns　of　Mitsubishi　helping　promote　the　salestarded　their　easy　payment　business　in　Tokyo，　Osakaand　Nagoya・　　　　As　mentioned　abovc，　the　company　has　bcen　doingthe　utmost　throughout　the　management　includ三ng　theproduction，　sale　and　engineering　and　also　the　endevorto　come　up　to　the　expectation　of　the　world　with　aslogan　of“Servicc　by　quality”．　We　sincerely　ask　forcontinued　patronagc　and　assist．ance　of　the　readers　inthe　closc　of　the　foreword．　　18（18）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱電機・Vol．36・No．1・196211fll．，�d・．・−ltllHtL，tlt）！！、．’1川1，lllllllい’・．�j，，il）t川’dbeH，．’．／’．’ll’川11‘1川1・．’・’�jII，1川III‘lllb“L／．川1‘」Lbt「1L川・”・’�_゜‘8n｜，川IHIP・／t”・「IIl111「“IIIII‘1°L　発　　電　　機　　器．lt．，1川MPItl川‘．．ti’，・・1川川tlllbh．．、．�j・’1川川‘1川“’・．ttttltlllt川川，！・・’・白1川川1「1川‘t　・’t・’1‘川1「Iltllll　t’　t・’i1川川｜1川ltt”lll‘1閨川‘）1’　・’川Power　Generating　Equipment　　Recemly　industry　in　Japan　has　kept　advancing　with　a　high　grade　of　prospcrity，　followed　by　rationalizationof　equipment　and　expansion　of　production．　This　is　greatly　effective　for　thc　participation　of　frec　trade　in　theworld　or　the　assistance　to　under，developed　countries．　　Generators　are　one　of　basic　equipment　of　industry．　Enlargement　of　these　facilities　means　the　developmentof　enterprise．　Mitsubishi　has　been　lucky　enough　to　receive　many　ordcrs　for　these　apparatus　and　busy　manu，facturing　them　with　brilliant　success、　which　is　a　contribution　to　the　progress　of　Japanese　industry　and　pleasureto　all　parties　concerned．　　Hcrein　are　given　description　on　outline　of　apparatus　produced　in　1961．　Generators　ordered　in　that　year　in．creased　in　number　and　capacity　compared　with　the　ycar　before　Iast．　Particularly　a　turbine　generator　rated　396，000kVA　was　outstanding　among†hose　manufactured．　On　the　other　hand，　a　water　wheel　gencrator，　for　TagokuraPower　Station，　of　105，000　kVA　as　a　unit　No．40f　the　installation　took　a　lead　of　many　othcr　machines　of　the　kind．　　In　building　these　apparatus，　the　company　has　been　always　attentive　to　employ　the　latest　manufacturing　equip．ment．　and　the　year　of　1961　was　no　exception　to　install　ncw　powerful　machine　tools　to　assure　thc　by　far　dependableproducts．　　Generators　are　good　export　products　of　themselves．　Mitsubishi　has　shippcd　abroad　many　generators，　whicharc　now　operating　successfully　in　South　America，　Mexicoコndia．　Pakistan．　Viet　Nam　and　Taiwan．　Export　is　oneof　indispcnsable　national　policics　in　Japan　from　the　viewpoint　of　economy　and　forthcoming　free　trade・Thc　com−pally　is　well　prepared　for丘lling　this　need　with　its　dependable　quality　and　competive　prices　of　generators．　近年わが国の産業は高度の成長を続けている．設備の合理化は進められ，生産はいっそう拡大されつつある．このことはわが国が世界の自由な貿易に参加しあるいは低開発国の援助などにあたり大いに役だつものと考えられる．　発電機器は産業の基幹設備の一つであって，この部門の伸長はわが国工業の発展を意味するものである．幸い当社の当部門は多数の注文をいただき，多忙なる製作を行ない，そしてそれぞれの成果をあげることができた．このことはわが国産業成長にいささかの寄与をなし得たことと信じ欣快としている次第である．　以下に当社の受注製作の実績の概要を紹介するが，当社の発電機器受注は前年に比しいっそうその数及容量を増加した．とくに火力用ターピv発電機においては記録的大容量機396，000kVAを受注した．また水力機では前年に引続き田子倉発電所納め第4号機105，000kVAの製作をはじめ多数の各種容量機の製作を行なった．　製作に当たり革新技術を加えることは前年または数年前から逐次行なって来ているが，36年はとくに新鋭の工作機を使用するなど一段と信頼度を高める結果となっている．　発電機器はそれ自体有力な輸出機械である．以下文中の表に見られるように当社においても南米，メキシコ，インド，バキスタv，ぺトナム，台湾など数多の外国に向け発電機器を出荷し，それぞれ現地において好評を得ている．現在の経済事情からもまた貿易自由化にあたっても，輸出はいっそう伸長さるべきで，この点発電機器ないしづラ’J卜輸出は品質，価格とも十分に競争に耐えいっそうの発展をきたすよう期している次第である．1．火力発電　36年度も火力発電機の製作は活況を呈し，表1−1に示すとおり全製作台数は製作中のものを含めて44台で，総出力2，700　MVAに達し，さらに受注内定のものを加えれば3，000MVAをこえる．　電力用大容量機においては中国電力新宇部発電所納め192MVA，関西電力姫路発電所納め192　MVA，東京電力横浜発電所納め224MVAなどの内部冷却発電機があいついで完成したが，とくに横浜納め224MVAは3，000回転（50　c！s）の機械としてはわが国最初の内部冷却方式のもので，各方面から注目されていた．これらの機械はみな好成績で工場試験を終了し，現地据付の段階にある．製作中のものには関西電力姫路第二発電所向け1号機320MVA，3号機396　MVAをはじめとして192　MVA　3台，160MVA　2台があるが，なかでも320　MVAおよび396MVAはタッデム形ターピッ発電機としての記録品であり，製作の面でも種々の新機軸を採用している．396MVAもすでに基本設計を完了しているが超大形化にともなう構造上，製作上の問題点も十分に検討している．　水素冷却機の領域では，共同火力や製鉄関係を対象とした比較的に小容量の機械が増加しており，その第一弾として八幡製鉄新洞岡発電所納め43，750kVAが完成した．今後の自家発容量の増大にともなって，水素冷却機（19）19表1−1　夕一ビン発電機製作実績納人先関　西　電　力関　西　電　力東　京　電　力中　国　電　力関　西　電　力関　西　電　力関　西　電　力関　西　電　力東　北　電　力四　国　電　力電　源　開　発電　源　開　発住友チキ｜司電ナJ和歌山共同火力八　幡　製　鉄八　幡　製　鉄インド政府八　幡　製　鉄富　士　製　鉄八　幡　製　鉄三　菱　化　成三　菱　化　成大脇和石油化学ブ　ラ　ジ　ル倉敷レイヨン国土総合開発旭　ガ　ラ　ス三　菱　油　化日　’本　曹　達神　崎　製　紙宇　部　興　産東　海　パ　ル　プ日　石　化　学臼　新　製　鋼大　興　製　紙三　菱　石　油イ　　ン　　ド小野田セメント味　　の　　素倉敷レイヨン倉敷レイヨン東　洋　紡　績姫路第二　＃3姫路第二　＃1横　浜＃2新宇部＃3姫　路　、＃4尼崎第二．＃1f已ties第二三　　．＃　2多奈川．＃3新　潟＃1新徳島＃1若　松＃1若　松＃2新1呂浜西　　：t≠　2和歌山戸　畑＃4新洞岡＃2New　Delhi新洞岡＃1室　　蘭戸　畑＃3水　　島黒　　1崎四日市Campos中　　条6、000kW竣漢船千　　葉り9rl　iN’二本木富　　岡カフロラクタム島　　田千　　鳥呉富　　士水　　島Baroda　Rayon恒　　見佐　　賀富　　山岡　　山敦　　賀避1；竺塵｛塾F396、000320，000224，000192，000192，000］9ZOoeI92，000192，000160，0eo160，0008B，23688，23688，23588．23562，50062，50046β7543，75031，2503125031，25031，25026，25018，75015，62513，52912，50010，62510，00010．00010，0009，3759，3759β758．1257，5006，2506，2504β753．75037503，750内部冷却．rf〃〃ll〃f｛「tSl〃水素冷却1！〃tf〃ll”〃空気冷却ll！1tTll1！〃nlltt1！〃〃rtllftlt〃tl1！rlletttl43333333331122112124，00024，00018，0001S，eOO18，00018，00018ρ0018，00015、00015，00013β0013β0013β0013βOOlLOOO｜LOOOlI，OOO11ρ0011，0001LOOOlLOOOlLOOO｜LOOO13．20011，0006，6006，60033003β003β001LOOO3β006，6001LOOO3、3003，4503β003，3003，4503βOO3β003β00醗戸方式砕・3，6001M−G3，600．M−G3ρ00　M−G3，600　M−G3，6001減速ギャ3、6003，6003，6003、0003，6003，6003，6003，6003，6003，6003，6003，DOO3，6003，0003，6003，6003，6003，6003、6003，0003，6003，0003．6003，6003，6003，6003，6003，0003，6003，0003，6003，0003，6003，6003，6003、6003，600減速ギヤ減速ギヤl減速ギヤM−GM−G直結直結直結直結直結直結直結直結直結直結　自励　自励　自励直結　自励自励直結直結に結自励自励直結自励自励自励自励直結自励自励直結直結自励｜製作川｜　製作中1：納人1｜納人1　納　入11製作中1i製作中11ll1112211111111111211111製作中製作中製竹≡中製作中製作中納　入製i乍中製f乍中製作中製1乍中納　人納　入納　入製作中製作中製作中納　入製作中製1乍中製作中｝製作副納入！製作中製作中納　人納　入納　入製作中製作中納　入納　K納　入納　入納　入製作中の採用もますます普遍的になるものと予想される．　自家発用空気冷却機も35年度に引続き多数製作納入したが，36年度の最大の特色は自励方式が急速に普及したことで，製作中のものの大半が自励となっている．また容量の点でも，空気冷却機として最大の部類に属する31，250kVAまで自励方式が採用された．　輸出発電機としては35年度に完成したパ千スターJ納め15，000kVA　3台が好調に運転を開始したのに引続いて4台の空気冷却機が工場で完成し，またNew　Delhi向け水素冷却機も近く製作完了の予定である．1，タービン発電機　1．1　内部冷却夕一ビン発電機　36年度の完成は中国電力新宇部発電所納め，ならびに関西電力姫路発電所納めの192MVA　2台と，東京電力横浜発電所納め224MVA　1台である．　新宇部納めならびに姫路納めの192MVAは，わが国の内部冷却第ユ，第2号機である大阪発電所ならびに新港発電所納め208．696MVAとほとんど同一仕様の機械20　（20）で，15625　MWのターピ’vと直結されるが，水素ガス圧の定格値が3kg！cm2となっており，ガス圧を4k9／cmL’までLげれば，208．696　MVAの出力が可能である．新宇部発竜所納めの機械には，この容量のものでははじめて電．動励磁機が採用された．これまでは予備励磁機は別として、常用は減速≠ヤを介して・発電機軸端に直結した励磁機であった．また冷却水に全復水を採用していることも特長の一つであろう．　横浜納め224MVAは50c／sの機械としてはわが国最初の内部冷却方式のもので，定格は次のとおりである．　／94、783　kVA　165，565kW　　　　　（水素ガス圧2　kgifcm　L’）224，000kVAユ90，400　kW　　　　（水素ガス圧3　kg！cm2）　85％PF　18，000V50　c／s　3，000rpm　　励磁電圧375V　タ＿b定格　　175，000kW　構造的には上記ユ92MVAとほと　んど変わっていないが，軸長が多少長くなっている．50　clsの機械であるのでづロワの設計には特別の考慮を払い，慎重な試作試験の上で採用したが成績はきわめて良好であった．　36年度製作中のものは表1，1に見られるとおり，多数あるが，なかでも関西電力姫路第二発電所向け1号機320MVAはタッ弘形250MWターピ万に直結される記録的製品であるとともに，1，2・年後図1−1　中国電力新宇・部発電所納め192，000kVA　　　　　　内部冷却ターピV発電機　192，000kVA　inner　cooled　turbine　generator　forChugoku　Electric　Power，　Shin・Ube　Power　Station．三菱電機・Vol．36・No．1・1962［「図1−2　工場で製作中の電力用大容量ターピン発電機群Large　capacity　turbine　generator　group　for　electricpower　use　under　constructlon　at　the　factory．　　図1−3　機械加工中の内部冷却ターピv発電機回転子　　Rotor　of　inner　cooled　turbine　generator　under　　machining．の標準機となるものと考えられるので，種々の新機軸を採用して性能のよりいっそうの向上をはかっている．すなわち，端子電圧が24，000　Vになったのにともなって固定子コイ1レ端部に特殊のアルミフォィ1レを巻きこんで電位傾度を均一にするコoフfイ1レ方式を採用したこと，回転子のターv間絶縁としてこれまで広く用いられてきたマイnテーつのかわりにさらにすぐれた絶縁特性と強い機械的強度をもつ新絶縁材料を使用していることなどである．　関西電力姫路第二発電所向け3号機396MVAは国産最大容量で，ターb定格325MWである．本機は320MVAよりも回転子直径の一段大きいものを採用し，非磁性コイ1レ押えリッつもこの種の材力のものでは最大径のものである．固定子重量も大きくなるので，製作・輸送・据付の面を考慮して分割構造を採用した．この分割方法は外部フレームと内部フレームに分ける二重フレーム方式で，外部フレームはさらに4分割する．固定子コイルは24kVでコoフiイ1レ方式を採用する点は320MVAと同…である．内部冷却機は本質的に大容量になればなるほど，その真価を発揮するので，単機容量増加のすう勢と合致している．　材料入手の而では内部冷却機開発の頭初から，各種材料の国産化に努力を払ってきた結果，非磁性のコイル押えリッづ，Nリリウム銅のクサピなどの主要材料はほとんどみな国産品でまかなえる見通しがついており，輸入に依存している二，三の特殊材料もこの一両年のうちには漸時国産に切換えられる段階にあると判断される．L発電機器（a）関西電力（姫路＃4）納め1，050kW直結減速励磁機（外観）（b）関西電力（姫路＃4）納め1，050kW　［1〃〔結減速励磁機（内部）　　　　　　図1−4　ターtl−J発電機用励磁機　　　　　　Exciters　for　turbine　generators．　また，大容量機量産のための新工場の建設や，新鋭工作機械の設置も着々として進行しており，今後の火力発電所新増設言｛画に十分に対処できる体勢をととのえている．　1，2　内部冷却夕一ビン発電機用励磁機　大容量火力発電機の活況に伴い、励磁機も大形機を多数製作した．直結減速励磁機としては関西電力（姫路＃4）向け1，050kW　1台を納め，同じく尼ヶ崎．多奈川向けとして3台を製作中である．また電動励磁機は常川励磁機として中国電力（新宇部），東京電力（横浜）向けに1，050kW　2台を納入、予備励磁機として関西電力（姫路＃4）、中国電力（新宇部），東京電力（横浜）向けにLO50　kW　3台を納入した、製作巾の電動励磁機としては関西電力（姫路二）向け1、300kWを初め3件3台がある．　励磁機は長期連続運転性能の確保にとくに留意し，良好な整流の確保．運転中のづラ：Jおよび整流子の保守・点検の容易，絶縁抵抗の低・ドの防止のための各部の絶縁強化に考慮を払っている．　1，3　水素冷却タービン発電機　36年度に完成したものは住友共同電力新居浜西発電所納めの　88，235　kVA　と八幡製鉄新洞岡発電所納めの43，750kVAの2台であり，一時にくらべると台数が減じている．これは電力会社用火力発電機の容量が最近急激に増大したためその大多数が内部冷却に移行したためであるが，一方自家発の容量も増加して空気冷却から水（21）21図1−5　八幡製鉄新洞岡発電所納め43，750kVA　水素冷却タービン発電機　43，750kVA　Hydrogen　cooled　turbinegellerator　for　Yawata　Steel　mill．図1−6　富ヒ製鉄室蘭工場納め空気冷却　31，250　kVAタ＿ピン発電機　31，250kVA　Air　cooled　turbine　generator　for　Fuji　Steel　mil1．図1−7　小野田セメ“J卜恒見工場納め　6，250kVA自励タ＿b発電機用：J　リコン整流器　Silicon　recti丘er　for　6，250　kVA　self．excited　　turbine　　genera亡or　delivered　to　Onoda　Cement　mill．図1−8　現地運転中のバ：tスタvFenchuganj納め　15，000kVAタ＿ピン発電機　15，000kVA　Turbine　generator　now　in　operation　at　Fenchuganj，　Pakistan．図1−9工場試験中のづラ：J’JレCampos納め　18，750kVAタ＿ピン発電機　18，750kVA　Turbine　generator　in　test　for　shipment　to　Campos　BraziL22（22）素冷却の領域にはいって来たものも多い．新洞岡向けの機械はその第1号機で好成績のうちに工場試験を終了したが，これが運転にはいったあかつきには自家発運営上画期的な成果を示すものと見られる．　製作中のものは75MW級が2台，50　MW級が2台，35MW級が1台で、75　MW級は電力会社凧50MW級は自家用である．またイフド政府発注のNewDelhi向け46、875　kVAは水素冷却でありわが国としてははじめての本格的電力用火力発電機であるので，その成果が注目されている．　1，4　空気冷却夕一ビン発電機　好景気を反映してn家発用空気冷却機の製作もいぜんとして活況を呈し，36年度完成したものが富士製鉄室蘭納め3ユ，250kVAをはじめとして14台，製作中のものが三菱化成水烏向け31，250kVA以下ユ3台である．　36年度の最大の特色は自励方式が広く採用されるようになったことで，完成納入されたものとして9，375kVA　2台、6250　kVA　1台，4，375　kVA　1台があり，さらに製作中のものでは一二菱化成水、島向け3ユ，250kVAをはじめ11台の多きを数えている．自励発電機の特長とする保守の容易なこと，速応性が非常にすぐれていて最高級のAVRを有する直結励磁機以上の性能を発揮することについては，すでに「三菱電機」誌にも数回にわたり詳細に紹介されているので参照されたい．現状における自励方式の最大の間題点は，自励方式と直結励磁方式のコストを比較した場合，とくにターピッ発電機のような高速の機械では，前者のほうがいくぷん割高になることである．この点と関連して当社では，空気冷却ターピv発電機の全範囲について白励装置の標準化をはかることにより，コストタウッに努めているが，使用者側でも自励方式の特長をよく認識されて適正な評価を与えられるようになることを期待したい．図1−7は小野田セメット恒見工場納め6，250　kVA用のシ1」コッ整流器の外観で，取扱いの便利のためトレイ式を採用している．　形式や構造の点ではとくに変わったものはないが，製造中の国土総合開発向け6，000kW凌喋船用ユ3，529kVAは配置の都合上，軸長を短くしまた発電機の両側に軸方向に空気冷却器を設置して、コvパクトな構造を採用しているほか，AVRのない複巻特性だけの自励方式としていることなど多くの特色をもつ機械である．　35年度にはノ〈十スタン，エジづト，台湾などに多数の空気冷却発電機を輸出し，いずれも好調に運転にはいっているが（図1−8参照），36年度もイーJドBaroda　Rayon向け6，250kVA　2台，づラジ1レCampos向けユ8，750　kVA2台の製作を完了した．図1−9は工場試験中のづ∋1レ向け発電機である．　新しい研究開発の一環として，36年度はつラシレス発電機用の回転整流器を試作し好成績をえた．これはs一ピv発電機の軸端に直結された回転軸上にシリコン整流素子を多数とりつけ，回転電機子形交流励磁機の出力をこの整三菱電機・Vol．36・No．1・1962t流素子で直流に変えたのち，直接に発電機界磁に供給するもので，づラシが全然いらないという特長をもち、将来の励磁方式として注目されているものである．この方式はとくに大容駐機に適しているので．試作もかなりの容量のものを対象にした．交流励磁機や制御系統も含めた開発試験を現在鋭意続行中であるが，その詳細については別の機会に譲る．　35年度回顧号で紹介した超高圧電力研究所向けのil［界最大の150MVA短絡発電機はその後着々と製作進行中であり，組立構造の回転子の組立も終了しスロリト加工の段階にある．　1．5　短絡発電機　現在製作中のもので特記すべきものに超高圧電力研究所向け短絡発電機がある．この定格および概略についてはすでに35年度に紹介しているが，公称定格lso，oookVAの巨大な機械である・　回転子は組立構造式で21枚の厚い円板を数本のポ1レトで締め付ける構造である．　組立構造は円板，ボ1レトの加工およびその締付法に高度の技術を要し関係老大いに努力して順調に製作中である．写真は組立中円板を示す．　1，6　夕一ビン発電機用励磁機　　　　図1−10　短絡発電機　　　　　Short−circuit　generator．表1−2　夕一ビン発電機用励磁機製作実績…　　，欝悟艦瞬嬬［［Sゴ珂電ナノ　　（女臣　路＃4）　　　　〃中国電力（新宇部＃3）東京電力　（横　　浜）関西電力（尼ll奇三1｝ODl　〃．関西電力（多奈川2期）、　　　　　　　　　「r関西電力（尼崎三2期）関西電ナ」　　（姫　路＃2）住友共電（新居浜西＃2）電源開発（若松］，2期）八幡製鉄（新　洞　岡）　〃　　（戸　　　畑）印度政府　　（二」一デリー）日本曹達（二　本　木）倉敷レイヨン（富　llO　　〃　　　（岡　川）ブラジル（カンボス）東海パノしプ（島　　田）1，050ff1，0501，050い050ttし050「f1．0501，3CO270280160180170　35　24野　60　42375tl375375375II375f∫375500375375250250250125110TS2501108978858857408978858978858977103，6003，6003，6003、6003，0003，6003．600〃〃tl156，000tl156，0001ア5，000156，000Il156．000Tt｜56，000250，000ア5．00075，00035，00050，00030，0008，3503、000　〃15，000ア，50e姦1122111111121111112備　　　考納　入　〃　　予備M−G納入常用，予備M−G納人常用，予備M−G製作中　〃　予備　MGlf　〃　予備　M−Gtf　〃　常用　M−G納　入製作中納　人製伽11「f納人　空気冷却器｛」り　　　　　　　It　〃　　　　　　　　tl納　入　tt　　空気冷却f寸L発電機器　水素冷却ター亡万発電機直結励磁機としては、住友共同電力（新居浜西＃2）向け270kW　1台を納入，電源開発（若松）向け280kW　2台を製作中である．またこの種の自家発用としては、八幡製鉄rtgけ160　kW　1台を納入し，180kW　1台を製f乍中である．いずれもターピッ発電機に≠ヤかりづリーvづで直結し，整流fはシュリ：vクリーub’付のフ1レフロート式である．　空気冷却ターピーJ発電機直結励磁機は，自励ター　C’　−J発電機の増加により，製作台数が減じて来た．すなわち自家発用として日本曹達向け35kWを初め5件6台を納入した．このうち4台は空気冷却器付密閉通風方式とし，工場の有害なふんい気から励磁機を保護している．　1，7　静止励磁機　船用として誕生した当社のf］励式交流発電機も昭和35年，陸上用としての第1号自励式ターピーJ発電機が完成し，各種試験に好成績を納めて以来，この種の励磁装置が一般に好評を得，昭和36年度にはその生産台数も陸上だけで月平均1台と増加し，自家発向けの大半にご表1−3　夕一ビン発電機用静止励磁機製作実績　　（夕一ビン発電機出力3［000　kVA以上）・一‥欝，．獣轍鮮難味　　の　素　（佐　賀）ノ］、野田セメント（恒　見｝　　菱石油　（水　島）神崎　製紙　（富　岡）‘倉敷レイヨン　（中　条）東洋　紡績　（敦　賀｝日　石化学　（川　崎）日新製鋼（呉）大興製紙（富士）1　　：　菱≡　イヒ　成　　　（ノ｝く　　島）已協和石油化学四肺）24303350602044384090ア0T10110．1］01　　　　　　　　‘1252501001251io1252202204，3756，2507，50010，DOOT5，6253，7509，3ア59，3758，1253L25026，2503、4503，3003，4503，3001，10003，3006，60011，eOO3，3001LOOOl1，000回転数1台（rpm）　数3、6003，6003．60e3．6003，0003，6003，0003．6003，0003、6003．6CO11112111111CG：　自励交流発電機　　　　　　　CCC：　横流補償器CTa：　補助変流器　　　　　　　90R：電圧調整抵抗器L：　リアクトル　　　　　　　　90A：　r・動電川調整器SCT：　直流励磁式［1∫飽和変満［器　SiREC：　シリコン整流器Tri：操作変圧器　　　　　　　41S：界磁矢（酪旧コンタクタTrL・：　絶縁変［｝三器　　　　　　　　31．　R．11，REC3［：　初期励磁装置CVD：　定電圧装置　図1−11　自家発向け標準静止励磁機単線結線図　　Single　Iine　wirillg　diagram　of　standard　　static　exciter　for　private　power　station．（23）23の方式が採用されるに至った．　この種の励磁方式の採用には整流器の信頼度が一つの重要な条件である．当社の励磁装置用整流器には，SR−200F形シリコッ整流器を使用し十分な信頼性が立証されている．とくに整流素子としてSR−200Fを使用した“励磁装置用整流器”SESシリーズの採用により，さらに各素子にサージァづソーパ，分路抵抗また負荷側パリスタなどを設け完全なサージづ1レーフとしたため信頼性も一段と高まり，発電機容量も11　kV　31250kVAと増大した（三菱化成水島工場向け昭和37年度完成予定）．　自家発向けとして自励式ターピッ発電機の増大に伴い，各機器の特性の安定化と，保守点検の容易さを向上するために，，励磁装置を“静止励磁機”と呼び，その標準方式を確立した．　昭和35年度が自励式ターピーJ発電機の試験期とするならぽ，36年度は標準化への1年間であったといえるであろう．2．火力発電所補機器および制御盤　2，1補機用誘導電動機　発電容量の増大に伴って，補機用誘導電動機もますます大容量化してきた．すなわち昭和36年度では，たとえば循環水d⇔づでは650kW　20極立テ形，予備励磁機1駆動用で1，450kW　10極，また給水ポッづは2，100　kWないし2，280kW　4極，など活発な受注を示し多数の大容昂：機が製作された．　しかもこの大容量機がいずれもカゴ形回転子直入方式である点がもっとも大きな特色である．したがって良好な低起．動特性が要求される．通風機など負荷のGD“’が増大するにつれて，起動時における電動機回転子の熱容量の問題が出てくるが，回転子パーをクサピ形特殊導電材料を使用し，パーと1−J“”リ万づにInduction　Brazingによる銀ロゥ付を行なうなどにより，大容量力ゴ形直入の諸問題に対して信頼度ある設計および工作法が完全に確立された．つぎに最近発電所が，海岸や埋立地などに設置されることが多くなり，塩害より補機電．動機を保護することが重要な問題となって来た．開放屋外形電動機においても暴風雨に対する吹抜け通路および冷却風入口，出口の構造を特殊にし，さらにタイPレづッ絶縁を採用するなど塩害に対して十分な対策を施した．　昭和36年度は表1−4のように，きわめて活発な製作がなされたが，その中から二，三特色あるものについて概略を述べる．　1．図1−12　eS，東京電力納め600　kW　4，000V　50　c／s6極FT−VT形　この電動機は循環水’ドジづ用で，銅冷却管は全閉外扇立テ形屋外で立テ形としては当社で最大のものである．　2．図1−13は，中部電力納め1，400kW　4，000V　60c！sユ0極MKWB形　これは誘引通風機用電動機であるが開放屋外形として24（24）表1−4　昭和36年度製作の発電所用誘導電動機製作実績　　　　　　　　　（IOO　kW以上）納入先「（辮）闇17欝1馴瀦1形式姦　用　　　納入途　　　年月東京電力　　〃ft　　　tt　　　tr　　　rtlflt　　〃　　〃tlu中部電力ll　　　rr　　　tt　　　rt　　　tt　　　rt　　”関西電力lf　　〃Ift，　　〃　　〃tr　　　〃Tlft　　〃　　　tS　　〃　　〃　　　〃　　　tt　　　rr　　〃中国電力　　〃　　　tlllrt　　〃tt九州電力tl常磐共同火　　力〃ttttlf〃〃tlfl住友共同電　　力lrffItttll電発若松ll　　　〃lttt　　　　tt「，　　　〃インドニ）．一デリ　　　〃lt　　　　trIItlブラジル　　　tt！t　　250　4，000　320　〃　600　〃　6ア0　　〃　820　　〃2，000　〃1，100　〃　lOO　　440　　270　　4，0001，150　tt　400　〃　850　〃　　700　3，300　250　　〃1，400　〃2，100　4，0001，000　〃　820　　〃1，400　〃2、100　〃L150　3，300　240　〃　500　　〃2，280　〃　700　　〃　400　〃　710　〃　260　〃　330　〃　320　　〃2．280　　〃　650　　〃　240　　tt　950　　tt　400　〃　400　　〃1，150　〃　260　〃1，450　6．600　　150　3，3001，000　　　　〃　1630　500　〃　520　〃2，200　〃1，】50　〃　740　　rt　660　〃　360　〃　800　3．000　300　　〃　150　〃　150　〃　220　　〃　800　　〃　450　〃　450　〃　220　〃　　750　　3，300　150　〃　300　　〃　120　〃　300　　〃　185　〃　420　〃　150　〃　750　〃　240　〃　300　　〃　220　　〃480　　　　〃　／290　260　　〃　160　　〃　350　　3，000　350　　〃　165　〃　135　　tr　330　　〃　1ア5　〃　　150　　3，300　130　〃　310　〃50〃IIt，rlttf！5050〃t’tf601，t！60Tllftttt60tl〃60〃lt〃〔F〃ll〃ttlt〃IrTF〃tt6060”ttll「t〃ll，1〃50ltlttllttf〃tSll605060tttt〃ttrtrfTt〃〃ltf！lt50lstlHel〃60ttTl：’kI’6》9il192，9’2221，，P229，；9i9「212｝｝、‖911il，1，f28t！62286｜2610421410610／12168264fl8610623，0001，000tt750”6007503，0001，500750333750L8007201β001β00L200ア20ft1，8009001，200327L800720〃3601．2001，8009001，8003601，200900ア20900〃1．200720T，800600　／514　900　9001，800　9001，200　600　7203．000　750　5001，000II3，000　750　tr1，0003，6003，000　9001、200　6001，200　7201β003，600　514　7201，200720　／600　450　9003．0001，0001，500　〃　750LOOO　720L2003，600　MK．EV　MKB］rl｛．　WFT．TV　MKB　　〃MK．WFT　MKBMK．WFCMK．EV．　TV　MK．OMK．WFT．　TVMKWBMK．WBMKWBMKEVMKEVMKWB　MKBMK．WBMK．EV　MKOMKEV．TVMK，EV．TVMK．EVMK　WFT　MKBMK．WB，TVM且EV．TV　MKB！TMKEVMK．、VB．TvNK．EV．TVMK．WB　MKBrl　MK．OMK．EV．TV　MK．OMK．EVTVMK．WB　MKB　MKBMKEV　MK，OMKBMKBMKBMK．EVMKBttMK．WBMK．EVMK．WBtlMK．WBMKEVMK．WB．V　MKBMK．EV，TVMK．WFT，TVMK．WB　MKBMK．EV．TVMKEVMK，EV，TV　MKB　MKB　MKB　MKB　MKBMK．FTMK．WFTMK．WFTMK．WFCMK．WFTMK．FTMK．WB　　SB　　SB210212212222122342224122322422692222222｜322632622356523222314322246410443103高圧重油ボンプ石炭粉砕機アッシュポンプガス再循環通風機強圧通風機誘引通風機ガス再循環通風機蒸留rk　i吸・ヒボンプ復水ポンプ　　M−G循環水ポンプ誘引通風機強圧通風機ガス再循環水ボンプ給水ポンプ　　　　〃強圧通風機ガス再循環水ボンプ誘引通風機給水ポンプ　　M−G復水ポンプ循環水ポンプ給水ボンプ誘引通風機　　　ツ循環水ボンプ復水ポンプ灰流用海水ポンプ石炭粉砕機給水ポンプ環循水ポンプ復水ポンプ誘引通風機ガス再循環水ボンプ強圧通風機　　M−G復水ボンプ予備励磁機駆動用復水ポンプ誘引通風機強圧通風機ミル給水ポンプ　　M−G排炭機誘引通風機強圧通風機汽缶給水ポンプ微粉炭機スーツブロワ　　コンフレツサ排炭機強圧通風機汽飯給水ポンプ誘引通風機tl強圧通風機給水ポンプ灰流海水ボンプ石炭粉砕機復水ポンプ循環水ポンプ強圧通風機誘引通風機復水ポンプ給水ポソブ冷却水取水ポンプミル強圧通風機誘引通風機スーツブロワ空気圧縮機排炭機給水ボンプ2誘引通風機2強圧通風機2冷却水ボンプ2循環水ボンプ4ミル2誘引通風機2強圧通風機3給水ポンプ36−536−636−636−636−636−636−736一ア36−736−836−8製作中35−U35−1135−1136−636−636−636−6製作中36−336−636−636−836−836−9製作中　〃tt　〃「’　〃tl　〃s∫　〃ttllft36−536−536−536−536−536−736−835−1035−1135−1035−1135−1035−1135−1135−1135−1136−136−136−836−836−836−836−8製作中trttlf　〃Ilt！tlII〃tllltfll「’lrllft三菱電機・VoL　36・No．1・1962‘，図1−↑2東京電力納め600kW　4，000V50cs6極銅冷却管付　外扇屋外立テ形循環水ボンう用　誘導電動機600kW　Induction　motor　for　circulating　water　pump　deli−　vered　to　Tokyo　Electric　Power．図1−13　中部電力納め誘引通風機用　1，400kW　4，000　V　60　cls　10極　MKWB形三相誘導電動機　1．400　kW　3　phag．e　lnduction　mot（）r　for　induced　ventilation　fan　sup・　plied　to　Chubu　Electric　Power．�cジ．”仁一一’∨．づ渇当燐　　’　’：　”　”：「　tt　tVt図1−14　中部電力納め給水ボンづ用2，100　kW　4，000　V　60　c／s　4極三相　誘導電動機2，100kW　3　phabe　Inducti《）n　motor　for　feed　water　pump　supplied　to　Chubu　Electric　Power．　勲　　�dバ’表1−5　火力発電所用中央監視制御盤製作実績納人先　イ　　ン　　ドー二二。，，富十製鉄関西電力関西電力≡E子製紙住友共電日本曹達白河パルプ味　の　素センチ．。リレーヨンカンボス発電所　＃1　　　　　　　＃2室蘭製鉄所姫路第一発電所　　　＃　4尼崎第二発電所　＃1春日井工場新居浜西火力　＃2二本木工場白河丁場佐賀工場八幡製鉄　　新洞岡発電所　＃1常磐期火・日・粟罷�e万云一中　国電　力　　新宇部発電所関西電叫多奈川鰯・・制　御　機　器30t’h　ボイラ77tShポィラ×215MWタービン×2110t「hボイラ25MWタービン540tthボイラ156　MWタービン540　t／hボイラ156　MWタ・・’　tfン77t／hボイラ60t／hポィラ260t／hポイラア5MWタービン　制　御　装　置CY形制御盤中央直立制御盤その他中央直立制御盤計器盤中央直立制御盤CY形制御盤その他中央直立制御盤計器盤中央制御盤その他100tih　ポィラ8，350kWタービノ　中央制御盤その他1−　　　　＿CY形制御盤130t，，D何収ボイラ42ti’h　ボイラ3．5MWポィ7150t！hボイラ35MWタービン2×260t／h　ボイラ540t、’hボイラ156　MWタービン540t！hボイラ156　MWターヒ’ンCY形制御盤CY形節lj御盤中央直立制御盤中央直立制御盤計器盤中央直if．制御盤計器盤中央直立制御盤はもっとも大きなものである．14，700kg−m2という人きなGD2のファッを駆動する電動機として，カコ形の起動時諸問題に対する前述の対策が十分に考慮されている．　3．図1−14は中部電力納め2，100kW　4、000V　60　cfs4極MKEV　写真のようなcubicle　typeで，電動機冷却風の出口入口を電動機の上方に置き，回転子にはクサピ形パーを使用し，非磁性＝」ユリフクリンクにより回転子端部の遠心力による応力集中を防止している．dアリンづは軸端のギ酬ワつから給油している．　この種の2，100kWないし2，280kW　4極の給水，陪図1−15　常磐共同火力勿来発電所納め中央計器盤　Central　meter　panel　for　Joban　Kyodo　Thermal　Power．1．発電機器図1−16　常磐共同火力勿来発電所納め机形制御盤　Desk　type　control　board　for　Joban　Kyodo　Thermal　Power．づ用電動機の製作台数は昭和36年中だけで23台の多数に及んだ．　4．関西電力納め　ユ，450kW　6，600V　60　c！s　10極　この電動機はター亡ッ発電機の予備励磁機駆動用である．励磁機と同一のケースの中に設置されRデスタ）レ形で励磁機との中間にフライホィー）レを有している．回転子はカゴ形であり，とくに500％以．ヒの最大卜1レクを持っている．本機はこの種予備励磁機駆動用として当社で最大のもので現在製作中である．（25）25　2，2　火力発電所制御装置　中央監視制御盤　近代まれにみる経済界の活況に伴い，事業凧自家用を問わず火力発電設備の新設，増設があいつぎ，これに従って，ポィラ，ターピーJ補機制御装置も多数製作されきわめて活気あふれる1年であった．36年度中に製作納入したおもな制御装置は表仁5に示すとおりである．事業用，自家発ともに中央制御方式が採用され始めたのは新しいことではないが，特記すべきは35年に比較し一段と大容量化していることである．制御装置としてとくに注目すべき点は，将来の全自動火力発電所を目指して，中央制御方式より一歩前進したデータロガー方式が実用期にはいったことである．八幡製鉄・戸畑発電所4号機および東北電力・新潟発電所1号機では約130点のデータロ，vキンつと効率計算を行なうことになっているが，これは火力発電所の全自動運転へ大きく一・歩接近したものといえよう．　スーツブロワ制御盤　ポィラ運転に欠くことのできないスーッづoワについても，火力発電所の建設と相まって多くの需要があったが，製作実績は表1−6に示すようである．これもまた近年自動　　表1−6　スーツブロワ制御盤および起動盤製作実績納入先中部電力台湾電力中部電力住友共電日本パルプ王子製紙常磐共同火力常磐共同火力新名古屋発電所＃3BSHEN．AO　POWER　STATION新名古屋発電所＃4B新居浜西火力　＃2米r工場春日井工場勿来発電所　＃4勿来発電所　＃5機題エレクトロコントローヲ式制御盤起一動盤エレクトロコントローラ　式制御盤　起動盤ユニレクトロコントローラ　式制御盤　起動盤一エレクトロコントローラ　式制御盤　起動盤モートノレタイマ式制1御難　起動盤モートルタイマ式制御盤　起動盤モートルタイマ式制御盤1台数語1面9面2面6面1面4面1面2面2面1面モー・ルタイ・鵡1陶⇒晒図1−17　台湾電力SHEN−　AO発電所納めスーツづロワ　用エレクトロコ“Jトローラ　Electro，controller　for　soot　blower　ill　Taiwan　Electric−Power．26（26）図1−18　台湾電力SHEN−　AO発電所納めスー1ガロワ　自動制御盤　Soot　blower　automatic　control　panel　for　Taiwan　Electric．Power．化進展の波にのり，当社ではつロワの一［’ケッスイッ，バイパスを自由に行なえる電気式全自動運転方式の制御盤を製作しており，その優秀な制御方式はポィラの燃焼効率の向上に大きな成果をおさめている．　　表1−7　コントロールセンタおよび分電盤製作実績　　　　　　　　　　　（昭和36年度）納人先用中部電力　　　tl　　　rt関西電力北海道電力中国電A常磐共同火力東京電力中　国　電　．ノ」ttフ　フ　シ　ルFl本曹達味　の　素八幡製鉄日／ド石油化学住友共電　　　tlEl新製鋼途三重発電所新名古屋発電所名港発電所姫路発電所滝川発電所新字部発電所勿来発電所新東京　（増設）新宇部　（3　号）lfカ　　ン　ボ　　スニ本木・1；場佐　賀　丁　場新洞岡　（1号）川崎工場新J≡｝浜西　（2　7）’）　〃　（1号増設）呉　　　ユ：　　場ユニ・ソ　トおよびコンモンサービス　　　rlボイラ，タービン　　〃　　その他純水装置運炭装置純水装置タービンポイラ，ターヒン，　雑用運炭装置オξイフ，　タービンボイラ，タービン，　純水装置ボイラ，タービンポイラ，タービン，　純水装置　　　〃ボイラ，タービン，ボイラタービン面竺131613503151ア3121010821113814形名NC−2300T，　CNFftNC−−230eB，　1900B，　CNFNC−2300，　CNFNC−2300T，　BNC−2300B（屋外　形）NC−2300BNNC−2300TtrtlNNC．2300B”flIl〃タsrtll図1−19関西電力姫　路第・火力発電所納　めMSP形限流リァ　クNレ盤Type　MSP　currentlimitting　reactor　panelfor　Kansai　Elec．Power．・一．　　　　＿1司�j1ド　　　違｛N［　　　　講鍵　　　　滅鞠§　　　　＿パ〆st榊惑1大瓶輪壊1遮∨�d　　　｝　’；　　　賠　　　　　｛　　　・N　　　　・・　卜　・　　　1＾　、．編駕気・�j“　　　　　　1、∵　　　｝ア　シ　　亡　　　　｛　　　　　ちン典図1−20　関西電力姫路第一火力発電所納め　NEMA　B形コントo−1レセvタ　Type　NEMA　B　contT・ol　centerfor　Kansai　Electric　Power．三菱電機・VoL　36・No．1・1962‘kt　コントロールセンタおよび分電盤　ポィラ，ターピ万補機関係や電力キ電用として、表1−7のとおり製作納入した．とくに関西電力姫路第一発電所四期工事用として納入したものは，発電所用として標準化されたNEMA−B形で，据付後の配線作業と点検を容易にするため特別に設計されている．　近時発電所設備容量の増大とともに所内変圧器容量も増大し，コ万卜0−1レセッタユニリトの升断器では十分：J？断し得ない短絡電流となった．そのためすでに標準化されたMSP形限流リァクト1レを採用して短絡電流を／5，000Aに制限し，回路の保護を確実にしている．図1−19，1−20はコーJ卜a−JレセーJタの外観とMSP形限流リアクト）VをコーJ卜ローJbセvタの電源に装備したものである．　コットロー1レセッタは制御面，保守，点検などの有利なことから，最近は自家発用にも多く採用されている．これらはノーヒューズづレーカ、電磁開閉器のトリリづ時の警報装置が施されるのが特長である．3，火力発電所主要配電盤　昭和36年度に製作を完了したものおよび製作中の火力発電所用主配電盤は表1−8のとおりである．これらのうちとくに記すべき事項としては次のようなものがある．　ユ．　自動負荷調整装置（ALR），自動無効電力調整装置（AgR），白動力率調整装置（APR）　従来使用して来た接点式をとりやめ無接点式を採用した．（新宇部）　2．　故障表示器　中央制御盤に使用する故障表示器としてラ：ノづ式表示器と差込式密閉形テレホッリレーとを一体に組立てたものに新しく国産品を使用した．　（戸畑，新宇部，姫路）　3．　最低励磁制限装置　進相領域において発電機を運転する場合に定態安定限界をこえないように最低励磁制限装置を設けた．これを実現する方法は発電機端子電圧をEe，発電機リァクターJスをXa，外部リァクタッスをXe，そのときの発電機出力を励として樗（11緬＋瓦）1に比例した電圧・りもlp一垣貿吉劃砒例した電圧のほうが大きくなったときに発電機の励磁を制限するような信号をAVRに与えることにより達成している．なお上述の電圧を作るためにネ・v　bワークが利用されている．（横浜）　4．　力率限定装置　力率限定装置を接点式から無接点式に改めた．ただし従来のように発電機の力率をある範囲に限定するものではなく一点に調整する力率調整装置として進相領域における運転を制限して発電機の安全運転をはかった．（姫路）　3，1火力発電所用データロガー　新鋭火力発電所の監視，制御および保安のための装置として，電子計算機の技術を活用した芸一タ処理装置の導入が真剣にとりあげられ，具体化しつつある．すでに1．発電機器表1−8火力発電所圭配電盤製作実績　納　天富　　ft　製　鉄八　幡　製　鉄7’⊃　ド先室　蘭戸　畑バロ万レーヨン形　元［面所講竺。形　　；キュ　ビクル　　　ヨ：�i�lドIz畢イ言�c　　1メタノレクラッド　　10特殊机付二重形キュービクルメタルクラッド916　備　　　　考31　，250　kVA用31，250kVA用6，250kVA×2台用倉敷レーヨン　　岡　山　　キュービクル　　　1　　3，750kVA用　　　　　　　　　　メタルクヲッド　　　3倉敷レーヨン富山「開放形三　重　　特殊机形　　　二重形3i3．750　kVA用sil部電力1160，000kVA用日　本　曹　達味　　の　　素中　国　電　　ノ」白　石　化　学関　西　電　力二本木佐　賀新宇部川　崎・　姫　路机付二重形キュービクルパワーセンタメタルクラッド二重形机　形パワセンタキューヒクルメタルクラ／ド特殊机付二重形二重形キえ一ビクルパワーセンタメタルクラノドりL付二重形二重形キュービクルパワーセンタメタルクヲッド二重形キ1一ビクルパワーセンタメタルクラvド　　　；も2213，llz49！？1919210、000kVA用4，3／5kVA用（製作中）156，000kW用（製作中）9，375　kVA用（製作中）東海パルプ　　島　田　　机付二重形　　　　　　　　　開放形156，000　kW用（製作中）19・375kVA　M三菱油τ東　s｝i：電　力vu　H　rti藍一浜机付二重形　　　　5驕讐三暫ル1メタルクラ・ドi5，二重形特殊机付二重形キュービクルパワーセンタメタルクラソドぬ11召1　75．000　kW用（製作中）現在八幡製鉄戸畑第四発電所，東北電力新潟第一発電所向けに，主要づロセス変数の常時監視，作表およびポィラ，ターピv，ここに全づラント効率などを計算して，もっとも安全で効率の高いづラーJトの運転を目途とする大規模の芸一タ処理装置を鋭意製作中である．　今後の新鋭火力発電所には，ほとんどこの種の電子計算機を内蔵するデータ処理装置が設置される見込みで，さらに進んで全づラントの計算制御に発展するすう勢にあるが，これらについては別項電子応用機器174ページを参照いただきたい．　3，2　運転指令装置　需要の増加に伴い，36年度は抜本的な改良設計を行ない方式，構造の標準化を行なった．昭和30年関西電力姫路火力発電所第1期工事に納入して以来，手持工事を含めて発電機24基分を製作し，手持工事の中にはKulijian　Co．の仕様にもとつくイ：Jドデリーづラット向けが含まれている．詳細は電子応用機器ユ74やづを参照いただきたい．（27）27ll．ディーゼル発電　　　　　1．ディーゼル発電機と配電盤　Ll　ディール機関駆動交流発電機　建築づ一ムのため125kVAをこえるものだけで36年度は合計26台，ユ6，275kVAの多数を製作した．　電力用として従来島興などの電源として用いられてきたディーtiJb発電機は近年大出力，高速ディーゼル機関の出図1−21　永昌ガラス株　式会社納め210kVA　3，300V　　1，000　rpm　BA形三相交流発電　機　Type　BA　3　phase　AC　generator．表1−9　ディーゼル機関駆動交流発電機製作実績（陸上用）納　　入　　先ウジミナス大成建設（大倉ホテル）東洋陶器電電公社〔池袋）ヤンマー（新名古屋発電所）電電公社（沼津）電電公社（第二千代田）電電公社（豊橋）電電公社（新宿）三菱地所（千代田ビル）三菱地所（富士鉄ビル）福岡ビル電電公社（横須賀）松岡産業（北陸銀行）電電公社（高崎）電電公社（福山）久保田（長崎放送）電電公社（第三金沢）ヤンマー（本社ビル）戸田組（新八重洲ビル）電源開発（若松発電所）永昌ガラスヤンマー（新宇部発電所）菱日重（信濃川発電所）小倉東映会館国立名古屋病院出　力（kVA）1、562．51，000937，575062560050050050050050043ア．54003ア5300300300300300250250210200200150150酬螂・数　3、450　3，300　3、300　3、300　　480　6、600　3，300　6，600　3、300　3，300　3，300　3，300　3，300　6、600　3，300　6，600　3，300　6、600　6，6003，300　16，600　　240　3，300　　220　3，300　3、300　6，60060506050605050605050506050605060606060506050605060601412141210121210L2441010810128121061068688回転数（rpm）5145005｜4500ア205005007205001，5001，5007206009006006009006007201，000720�d0009001，000900900台数4111｜11111111T111111111111備　考自　励自　励自　励自　励現により都市セッ頭負荷用発電所として経済的に成立するに至らんとしている．　1，2　ガスエンジン駆動交流発電機　目下製作中のものに三菱化成（直江津）向け4，000kVA333rpmガスDジン発電機2台がある．　これは菱日重横船製ガスェッ弘駆動で，エンジン，発電機ともにわが国記録品であり斯界において注目されている．　1，3　ディーゼル発電機用配電盤　当社が製作納入した芸イーゼ1レ機関発電機用配電盤は表1−10のとおりである．28（28）表1−10　ディーゼル発電機用配電盤製作実績納　　入　　先形式1⇒備考電電公社（豊田）電電公社（姫路）電電公社（福岡）戸田組（新八重洲ビル）ソニー（相模原）　　、電電公社（秋田）電電公社（大阪第二市外）振興造機（中部電力畑薙　第二）電電公社（高崎）電電公社（第二千代田）電電公社（沼津）電電公社（福山）東洋陶器（小倉）ヤンマージーゼル（中部　電力新名古屋）日本ウジミナス（プラジ　ルミ＋ス）久保田鉄1：（長崎放送）電電公社（第二金沢）†匠電公社（横須賀）電電公社（豊僑）松岡産．業（北陸銀行）開放形キュービクル開放形キュービクル目嘉7キ＝一ビクル開放形開放形＝ユービクル開放形キュービクルキュービクル開放形キュービクル開放形キュービクル開放形キJ．一ビクル開放形キュービクル開放形キ＝一ビクルキュービクルキュービクルメタルクラッド開放形開放形開放形開放形電電公社（新宿）電電公社（池袋）　　　　　開放形三菱地所（富」鉄ビル）　開放形：三菱地所（千代田ビル）インド（パロダレーヨン）キ．L−一ビクル開放形12114250kVA用自励式自動起動300kVA用自動起動500　kVA，250　kVA用自　動起動3　250kVA用自励式自動起動2　375kVA用自動起動　　300kVA用自動起動11111111121一±一　18　9−−2−−2−．−2−．一．2　2−　2−−2−　　　1　　　1　2250kVA用自動起動200kVA用自励式300　kVA用自動起動500kVA用自動起動600kVA用自動起動300kVA用自動起動437．5kVA用自励式，自動起動625kVA用自励式自動起動　　　　　　　　　　　開放形　　　　　　　　　　　特殊机付二重形　　　　625kVA用　　　　　　　　　　　メタノレクラッ　ド　表からわかるとおり自動起動付の需要はますます増大し，25件中2ユ件とほとんど大部分が自動起動付となり，とくに電電公社向けのものはすべて自動起動付が採用され，過去に電電公社に納入した手動起動式のものも自動起動式に改造されっっある．　日本ウジミナス向けのものは停電と同時に自動起動させ，あらかじめ定められた順序で自動同期装置を用いて自動投入を行なわせている．なお自動投入までの時間を短縮するため自動同期装置に使用されている電子管のt一タは常時定格電圧の．半分の電圧をかけ自動同期装置を直ちに使用できるよう準備している．　1，4，小形交流発電機とその配電盤（125kVA以下）　小形発電機とその配電盤の製作実績は表1−11のとおりであり（表1−11には10kVA未満のものは省略してある），非常用としてとくに白励交流発電機が生産された．36年度は通信予備電源用として3〜10kVAのエッづン直接始動機付交流発電機が製作され，確実なエッジフ始動を行ない，予備電源として十分その成果を上げている．　DP形タイヤパワー（小形単相交流，発動発電機）は，36年度も，2kWが多数製作され通信や工事用電源として使用されている．　配電盤の形式と制御’方式は表1−12のとおりで，自励交流発電機用の静止励磁装置を収納したものが多い．静止励磁装置は形式をSE形と称して標準化され，回路方1，250kW×4台用自動起動，自動同期300kVA旧白動起動300kVA用自動起動400kVA用自動起動300kVA用自動起動3フ5kVA用自動起動500kVA用自動起動750kVA用自動起動500　kVA用500kVA用三菱電機・Vol．36・No．1・1962J1L1hB表1−11　昭和36年度交流発電機製作実績（125kVA以下）　　　　　　　　（注標準ダイヤパワーは除く）納　入　先関西電力三菱電機大船製iktT松1胡産業大垣市下水局北海道電力優英社ビル防衛庁技術研究本部日本銀行　（第一生命館）引佐町水利組合名古屋市交通局三菱電機名古屋製作所tl四国建機厚生大臣官房建築部容凶電圧周波回鰍（kVA）　（V）　数　　　（rpm）10220　　601，20010　　　　　220　　50〆60　1，500／�d80010220　　601，20010220　　　60120L12　　　　　　220　　　　50　　　　　LOOO12，5　　　　220　　　　50�d000151515110　　　50　　　　1，500220　　　　60　　　　　1，200220　　　　60　　　　　1，80015　　　　　　220　　　　60　　　　　1，20015　　　200／400　50／60　1，500／1，80015　　　　100「200　50／60　1，500／］．80015　　　　　　220　　　　60　　　　　1，20015　　　　　210　　　50　　　　LOOO三愛物産15220　　60L200北海道電力15200　　　501，000北海道放送15日本銀行（第・　　　　　　　　20生命館〉　　　　22020　　　　22020　　　　220　　50200　　　　50　　　　　1，500　　　　60　　　�d200　　　　50　　　LOOO製｛乍台数北海道電力12111配電盤の形式‘制御方式　　　　　　　　　　　　　　今VR・n界調ン手動起動［開≡璽些M’9sgtiAVR’界調ノ働起動開放垂直自立形　　〃開放垂直壁支持　　　　　　　自動起動形1開放垂直自立形千動起動1鰭）（含Eg用働起動1開放垂直自立形　　〃1壁掛箱7BE⊇　ft1開放垂直自立形　　〃1　　　〃　　　M−Gset1〃TF1，0001〃　　　千動起動｜11TI電τ二電機ll　　　　　　　　　　　　＿＿1、。　1。。ノ2。。5。一］、。。。20　　　　　　220　　　50，「60　1，500／1，800AVR，　界調ノ、　　　　　　　　　　　　l　　　l1閉鎖垂直自立形fi動起動11開放垂直白立形f＝動起動哨放垂直壁支持蘭鋤1開放垂直自立形r：動起動建設省三菱電機名古屋製作所11閉鎖垂直自立形　　〃開放垂直自立形M，Gsetラジオ福島25200　　　50�d000↑開放垂直自立形三菱電機福岡製　　　　　　　　　25　　　　100／200作所50／60　1，500／1，80011〃n動起動M．Gset関西電力25　　　　220　　60�d200南海放送　　　　　一一一3020060L2001開放垂直自立形遠方操作盤自動起動警視庁．．　30　　　　3050�_5001開放垂直自立形〃　　　　　　．伊鳥漁業協同組合　220−−　220601，2001一開放垂直壁支持形手動起動豊田自動織機3060し8001開放垂直自立形IJ　220−r　220　　900一開放垂直自立形手動起動　　　一淡陶社　．一一農林省　　一　35−一幽一　35一・　220　60−−　60�d200　1−　1　1〃東京電力（沼津）　　　　　　　37．5220�h000　　　〃　　　　一開放垂直壁支持形　　　．一．一　　．手動起動東急車輌4022050　　60L8001閉鎖垂直自立形（兼用盤）　一押しボタン起動富山県電気局　　・�`　5022060L2001静止励磁器ノミ手動起動国鉄釧路鉄道管理局5022050LOOO1開放垂直自立形（兼用盤）自動起動一三菱造船ド関50225609こ）0静IL励磁器ノミ手動起動不二家乳業50220501，000開放垂直壁支持形（兼用盤）押しボタン起動東亜燃料丁業5012050�d500閉鎖垂直自立形　　　　．一一一自動起動江戸川化学工業5011022060L200　2　1　1−　1−　1　　　1　　1AVR、界調ノミ手動起動住友不動産50220501，000開放垂直自立形　　　　　　．fS　　　　一北海道電力6022050LOOO開放垂直壁支持形自動起動近畿日本鉄道6022060900AVR．　界調ノ　　　ー一中部電力60220601β00一ミー一閉鎖垂直自立形（兼用盤）　　　一一A形公庫合同ビル603β00�d000　　　一開形放垂直自立手動起動一一一一押しボタン起動一手動起動手動起動　　’一手動起動　　　　一防衛庁62．5　50　−　　60一一　50ア20一開放垂直自立形一．一一AVR，界調ノミ越田商エビルア51201208　A　3β00�d500発明協会753，300501，5GO　τ一」開放垂直壁支持形tl三石星レンガ7522060L800開放垂直自立形（兼用盤）自動起動小野田セメント7540050�d000開放垂直自立形手動起動東亜港湾工業75220601，200閉鎖垂直自立形〔兼用盤）押しボタン起動1．発電機器三菱電機名古屋1製作所一　「珠〔京医科大学病．．院v．鉄鉱業ア5哩電力日本道路公団三菱造船ド関日本銀行越ケ谷市役所豊田車体元三力都築紡ビル秩父セメント長野信用金庫嚥京都財務局一の関市役所住友金属工業808081＿go9093，75100100100100la，一．一loO125125125220440滋賀県日野町3，300220400》26522022521022060．160506060606050501，000／T，2001竺゜一　2206，600420’2426，600125210⊃，3。。3，300220LOOO1，8001，2009°1一L’2°0L990＿・。11，0009006060506050506060900？；o1，0001．200L°9°1，000　900　9001141i閉放垂直壁支持陛　＿一．一一．1・…≧竺1M−・・e・211二1111｜111［1開放垂直自立形閉鎖垂直自立形（兼用盤）閉鎖垂直自立形（兼用盤）静止励磁器ノミ開放垂直自立形’1ll開放垂直壁支持形閉鎖垂直自立形〃AVR．界調ノ開放垂直自立形tt　（袖盤）閉鎖垂直自立形開放垂直自立形手動起動〃押しボタン起動自動起動自動起動手動起動〃1’自動起動〃手動起動自動起動τ動起動自動起動手動起動図1−22　関西電力株式会社納め3kVA　200　V　L8（」（）rpm　始動電動機付単村1父流発電機　Single　phase　AC　generator　direct　c《）upled　with　cell　starter．図1−23　DP−1B形tI　イヤバワ＿1kW　100　V　50：60c，’s2PPt−k目交流　発電機Type　DP−1B　diapower（single　phase　gasolineengine　AC　generator）図1−24　愛知用水公団兼山ゲート納め30kVA　220　V　60　c／s　発電機盤，静止励磁装置　30kVA　220　V　60　c／s　Gellerator　and　static　exciter　panel．（29）29図1−25　SE−2形標準静　tL励磁装置　Type　SE−2　standard　exciter　panel．表1−12　水車発電機製作実績　　＊印は製作中納　入　先電源開発電源開発叩部電力＊台　　　　湾北海道庁＊東北電力＊ベ　ト　ナ　ム＊メ　キ　シ　コ＊関西亀力＊東京電力＊一三菱金属鉱業＊愛媛県庁w　　　　　　rltt’　　　　　rl発E所名田撃倉（4号機増1コ又）畑堆第二石　　　　門川　　　　端柳　　　　津（3号機増設）DA　NHIMSANBARTOLO天　　ケ　瀬生　　　　坂小又川第一道前道後第一一　〃　第二　〃　第三台数×出力（kVA）2×　　50，0001X｜05，0002×　　50，0002×50，000／57，5001×　4，7001×　30，0004×　45，0001×21，000124、1502×　55，0001×　21，5001×　5．0001×　4，IOOI×　12，4001×　｜2，400電　圧（V）11，00013，20013．20013β006，60011，eOO13，2eo13β0013，20011，0003，3006、60011．00011，000回転数（rpm）15016ア273／32ア200300143500600180150」180500514720720周波数（c／s）50505016060505050506050／6050606060水車V．KV．FV．FV．FV．KV，KH，PV．FV．DV．KV．FV．FV．FV，F主励磁機容　　量（kW）320500240240501601609032015535434141式によって1形，2形，3形と分類されて製作台数の夫半を占めるようになった．図1−23はSE　1形を収納したタイW9ワー，図124はSE．2形を収納して愛知用水公団兼山ザートの非常用電源装置として納められた発電機盤，図1−25は同じくSE−2形の標準静止励磁装置である．　機関制御盤は35年度に引続き小容量のものも自動化される傾向が強く各機関メー力別に標準化されてそれぞれの用途に応じたものが製作された．m．水　力　発　電1，水車発電機　昭昭36年度中に製作を完了したものあるいは製作中の水車発電機は表1・−12に記載のとおりであるが，36年の製作ははなはだ多種多様にわたっている．　滝発電所納め50，000kVAは35年末から36年早々に工場試験を完了したものであるが，わが国最大容量の力づラッ水車に直結する発電機であって数々の特長を備えている．まず当社が製作した最初の半力サ形構造である上に水車ラッナの水圧推力が巨大となるため，田子倉発電所納めユ05，000kVAをしのぐ大形推力軸受を採用し，なおピーク・ロード・ステー・Jヨvで起動停止が頻繁に行なわれるので低速時における推力軸受の油膜補強のため、1イ1レリフトを装備している．　田子倉発電所納め105，000kVA　4号機は，さきに当社が3台を納入した記録的大容量機の増設機であって，これが完成の暁には総出力38万kWというわが国最大の水力発電所が完成をみる訳である．　輸出向け水力づラ’」トは近年急速に増加の傾向にあり，目下台湾電力谷関発電所向け50，000kVA　2台を据付中であるが，引続き石門水庫委員会石門発電所1’fijけ50，000157，500kVA　2台を製作している．本機は台湾における最初のカサ形機として期待されている．　さらにべト払・タニム発電所向けとして45，000kVA　4台を製作中である．これは先年当社が台湾電力竜潤発電所向けとして製作した記録的横軸発電機である54，00030（30）V．K：立テ軸カプヲン　V．F：　ケ：テ軸フランシス　HP：横軸ペルトンV．　D：立テ軸デリヤ　図1−26　滝発電所納め50，000kVA　150　rpm50，000kVA　AC　generator　for　Taki　Power　Station．図1−27　畑薙第二発電　所納め　50，000　kVA　27　3f327　rpm．50，000kVA　AC　genera−tor　for　Hatanagi　No．2Power　Station．kvAに次ぐ大容量のもので，固定子コイ∫レを装着したまま固定子を一ヒ下二分割構造とし，軸受には水冷メタ1レを採用するなど数々の特長を備えている．当発電所は水車を東芝，発電機を当社，配電盤は日立，変圧器に富士でそれぞれ製作しているので，完成の上は同業メーカの粋が一堂に結集することになろう．　高速度形の水車発電機としてメ＋シコ向け24，150／21，000kVA　600　rpmと道前道後第二，第三発電所向け12，400kVA　720　rpmがある，またデiJ？水車（斜流水車）に直結する発電機として天ケ瀬発電所向け55，000kVAがある．ご承知のように≠リャ水車は最近に脚光を浴びたも三麦電機・Vol．36・No．1・1962bので水車としては落差の変動が生じても効率をほとんど低下することがなく，揚水発電所に使用すれぽ水車運転時とボッづ運転時とで回転速度を変えないで高能率運転が期待できる特長があり，本機は容量的にいってわが国での記録機であるばかりでなく世界的にも屈指の大容景のものである．　1，1　ランナベーン開度自動調整装置　力づラーJ水車の出力調整装置としてはガイドN−rノとテけK−vがある．このラッナベー−」の開度は、そのときのナ甘ドペー7」開度および落差に対して水車が最高能率になるように調整される必要がある．ラッナペーン開度調整装置はこの動作を自動的に行ない水車の高能率運転を行なわせるためのもので，電源開発滝発電所に製作納入した．　この装置は，ある落差のときにガイドベーッ開度に対して適当なラーJナK−v開度を指令するために、関数力ムを経てガイド“vサーボモータに連動するポテッ・Jヨメータと水位計にょって検出した落差を抵抗値に変換する落差変換器とを組合せ最高能率を発揮するためのラッナペー−J開度を指令する．一方現在のうvナペーッ開度はうvすd−−Jサーボモータに連動するボテーJ・Jヨメータにより検出し，この値と指令値との差を磁気増幅器で増幅し電気油圧式制御器を動作させ，油圧増幅機構を経てラッナペーンサーボモータを駆動させている．とくに油圧増幅部分の増幅段数を減らし機構の簡略化を計るために電気油圧式制御器は力の大きいものを製作した．　この装置は無接点方式でありしかも連続制御を行なうことができる．またこの装置により制御されるラッナペーTJの応答速度は，ガイドベーッ開度の変化に対しては0．8秒程度であり動作は十分安定である．　1，2　電気式水車調速機　昭和36年度中に製作納入したものおよび製作中の電気式水車調速機は表1−13のとおりである．　当社の電気式水車調速機は感度および速応度の点から電子管式を採用しており，その感度は0．01c／s以下で，全負荷升断時の調速機の不動時間は0．05秒である．またインクレメンタ1レ速度垂下率は0’〜ユ0％可変であり，イフクレPt・’Jタ1レ過渡速度垂下率は最大60％である．この電気式水車調速機で複数台の水車発電機の並列運転を行なったり，あるいは水位調整運転を行なった実績をもっている．　また速度垂下率曲線に折線特性をもたせたものもある．表1−13　昭和36年度電気式水車調速機製作実績納　　　人　　　先中部電力電源開発東北電力東京電力関西電力畑薙第二発電所（1，2号機）滝　発　電　所（1，2号機）柳津発電所　（3号機）生坂発電所天ケ瀬発電所（1，2号機）納入年）d36−536−8製作中製作中製｛川1備考並列運転装置付　両周波数切換使用並列運転装置付　速度調定率曲線に折線特性付加両周波数切換使用並列運転装1　t’t1．発電機器図1−28　電源開発滝発電　所納めアクチエータ　Actuator　《）f　electric　governor　　for　　Elec．　Power　Development．図1−29　電源開発　滝発電所納め　調速機笛1j　御〕盤　Control　panel　of　Electric　governor　for　Elec．　Power　Development．　保守上現在は復元用ポテv・yヨメータをセ1レー［v式電圧変成器に変えて，fiテーJ・Jヨメータの摩耗断線による事故を防止するとともに運転積算時間計をとりっけて，ある一定時間後に電子管を取換えることにしている．　1，3　誘導発電機　36年中は水車用の発電機としては表1−14のように製作し，そのうち大部分は客先に納入した．　表中四国電力株式会社加茂発電所向けの誘導発電機は次のような仕様，特長を持っている．形　　　式冷却方式容　　量　定　　　格　水車製作所　特　　　長　1．器を備え，横軸力ゴ形誘導発電機4閉内気循環形1，800kW　3，300　V　60　c／s1，200　rpm　6極連続三菱造船株式会社長崎造船所本機はべ≠スタ1レ形で台床下の6v卜中に空気冷却　　発電機内部フ了ッで内気を循環させて，発電　　　表1−14　誘導発電機製作実績納　入　先イームルエ業イームルエ業イームル．r業四国電力（加茂〉イPムルーr．業出力電圧1周碗回轍（kW）（V）1（・／・）‘（・pm）1502102201，8002203、3003、4503、4503，3003，4506060606060L2007207201，2007201極数形式1610106TOMKBMKBMKBMKGBMKB台数納入年月35−IO35−1236−136−236−9（31）31機を冷却するノゴ式を採用している．　2．　発電機軸端に直接水車を取付け，水車の推力は発電機の水車側の軸受部に設けた推力軸受で受けもっている．　3．軸受の潤滑は，発電機軸に設けられた推カッパの外周に溝を切り，推力iPパの回転によりボンづ作用を起こさせ，水車側軸受下部の油タrノクより油を吸い上げて，図1−30　L800　kW誘導7．電機出力1，800　kW馴13，300　V　周波数60　ci’s回転数1．2（｝O　rPm極数6極　1．800kW　Inductlon　generator．図1−311．800kW誘導発電機回転子　1，800kW　induction　generator　rotor．水車側および反水車側の軸受に給油する方式を採用している．　4．無拘束速度は同期速度の約2．1倍であるので，回転子鉄心およびエンドリ湯など，回転部の材料，構造に注意して製作している．2．水力発電所主整配電盤　36年度における水力発電用配電盤のおもな製作実績は表115のとおりであるが，これらの中には次のような特長がある．　1。　電力系統の中心となる大容量機に対して電気ガパナを採用したことは従来どおりであるが，力づうッ水車におけるうッナ羽根の制御に電気式迫尾制御方式を採用した．すなおち，従来の力づラv水車においては．案内羽根位置の導出、ラーvナ羽根の復元量の導出は鋼桿または鋼索の類で行なわれており油圧制御弁の据付位置はいちじるしく制約されていた．この点にかんがみ，滝発電所向け力づうッ水車においては，ラvナ羽根，案内羽根の両者の開度を電気量として検出し，これにより電磁式油圧制御弁を制御するものである．　2．　電圧調整器として大容量機に対しては速応性の高い磁気増幅器形を近時標準として採用しているが，発電機電圧制御の一環としての電流限定電圧制御装置・発電機並列時の自動電圧平衡装置などを静止化し，円滑かつ迅速な制御方式を得た．　3．　貯水池水位計測方式としては種々の形式のものがあるが，滝発電所向けとしては水位変化を回転運動に変化し回転角に応じた10進3ケタのカゥッタ形符号式として数字管表示とした．これは1cmの分解能を有する高表1−15　水力発電所用配電盤製作実績納　入　先発電所名台数×出力　　　電　圧（kVA）　　　　（kV）台　湾　電　力　　谷中部電力1畑催第二・［・・57’…’・・r99・113・82x50，000電　源　開　発滝中　国　電　力　　新周布nl第二2×50，000四　国　電　力　　加茂＊電　源　開　発　　　田　　　子　　倉＊北　海　道　庁＊台湾川端石門1ン6，2501×L800　kW1＞rlO5，0001×4，7002×57，500ノ「50．000L31？一＊ベ　　ト　ナ　ム＊メ　キ　シ　コ＊東　京　電　力＊関　西　電　力ダ　　ニ　　ムサンパルトロ生坂天　　ケ　　瀬11．011．03313え6．613．84x45，00013．21…35・，，’21，…い3・・1×21、50011．O1×55，00013．2回転数（rpm）300327”273150＊東　北　電　力＊愛　媛　県　庁＊　　　　　　　ll柳津道前道後第一〃　　第二5141．200166．7300200500500150バ802001×30，0001LO1431×4，IOO；L65141・12’…　i1L・1フ2・＊　　　　　〃tt　　　　第：三　　　　　1×12．400周波数1　　　水　車（c／s）1606015a50606050506050505060V．FV．FV．KV．Fチ」一ブヲV，F＿Y：KV．FH，PV．Fv’竺デリア制　御　方　式人　制　御Ttfl全　　自　　動…人制』rl）1lITltlil自動電圧調��1備　　　　　　　　　考506060・・三菱鉱⇒小又順一北陸電力い朔　島・一・｜72・一．＿33　・・L；0竺＿lX5，0001×4500kW3．372060界磁抵抗器形磁気増幅器形〃界磁抵抗器形磁気増中員2s一形界磁抵抗器形磁気増幅器形llfrfrtT・・Kl｝1界磁抵抗器形V・・F己方・・IJ　・・励・V．FV．FV．Fチューブラ〃Il一人制∋〃rt1・醐抗・形遠方御制1電気ガパナtt誘導発電機電気ガパナ　（増設）電気ガバナlP〃　　　（増設）誘導発電機＊製作中32（32）三菱電機・VoL　36・No．1・1962●図1−32　谷関発電所納め主配電盤Front　view　of　main　control　boards．図1−33　谷関発　電所納め　補助　配電盤　Front　view　of　aUxiliary　COntrol　boardS．性能のものである．また畑薙発電所に納入のものはサージタンクより静水圧を受け水圧変化を電気変換する方式のものである．　4・　滝発電所における各種記録計は親時計により駆動される集中制御方式がとられた．この親時計は特殊の水晶発振器によりトラ万づスタ増幅器を制御して正確な商用周波数の交流電圧を得るもので，これにより記録計は同期電動機により駆動することがでぎる．なお，この水品発振器は1×10’6以上の精度を有する高性能のものである．　また，故障記録計として1秒の分解能を有する印字式故障記録計を採用した．この記録計は，故障項口と故障発生時刻を1秒単位で印字記録するものであるから，多重故障発生時の故障原因の解析に有効であるとともに，故障発生時だけ印字記録するため記録紙のむだをなくすことに役だっている．　2，1　自動電圧調整装置　自動電圧調整器（AVR）　水車およびターピv発電機用AVRとして，当社が誇る磁気増幅器形AVRは，35年に引続き，国内の各電力会社に数台納入され，好調裏に運転を続けている．　近年，各種制御装置の無接点化の要望にかんがみ，つぎに掲げる制御装置もまた無接点化し，各電力会社に納入した．　自動電圧平衡装置　発電機を送電系統と並列運転を行なうには，発電機電圧と送電線電圧とを一致させる必要がある．　この装置は，発電機電圧と送電線電圧とを比較し，そ1．発電機器の差を検出して電圧の設定値を変化させ，発電機電圧を送電線電圧に一一致させるものである．　電流限定装置　発電機電流をある規定値以内に限定する装置で、位相および電流値の電流位変動を制限する能力をも有する．　自動界磁追従装置　前述のAVRは発電機の電圧を一・定に保つべく増磁，または減磁出力を出し，励磁機電圧を制御するのであるが、AVRの増磁，または減磁出力がある値をこえ，規定時間以一ヒ継続するときは，この界磁追従装置はこれを検出し，励磁機分巻界磁調整器の操作モータを駆動して，分巻界磁の励磁を増減し，AVRの出力の肩代わりをさせるのである．これにより．AVRは元の状態に復帰し，つぎの動作に備えることができる．っねに最適状態で運転することができる．　2，2水力発電所用コントロールセンタ　水力発電所用の補機制御装置としては，［t［動化された各種自動制御装置とイー」tg−o・1，クして、自動運転されるものが多いので，高度の信頼性があるコτノトロー）レt−」tgを採用することが望ましく，つぎのとおり納入した．　　竺　・・　lt　　形　ア　面＆言源開発「一元元促所　　NC−19。。B−−　16三一源開発　　U日合蹄所　　NC−23°°B　　　11　2、3水車性能試験用データロガー　各種の研究、試験設備の合理化に，迅速正確な測定と作表をt「的とするギータ処理装置が導入されつつある．　新三菱弔工業神戸造船所の水車試験設備拡充計画に対し，当社の電子計算機およびエレクト〇ニクスの技術を活用したi’−9処理装置の設置が昭和34年末より検討され，36年7月，低落差水車試験用を，ついで8月には高落差水車試験用呈一タ処理装置を納入した．　この装置は全トラフづスタ式で、各種の主要測定量の表示，演算，作表を自動的に行なう機能を持ち，当社製の制御装置，動力計その他の設置とともに．水車性能試験の精度と能率向トにいちじるしく寄与するものであるが，これら装置の詳細については別項電子応用機器174ページを参照いただきたい．図1−34　低落差水　車試験用計測盤　MELDAP−5711　MELDAP−5711　for　low　head　hy・　draulic　　　turbine　testing　board．（33）33＞t−、t−ttrlhll‘”tnh．〜・〉・・tPlltLSILtlt‘1．・、．’．“11111LIliHtb‘ンV・”1川，LStllllll．み・’ttlllilHltll‘■いノ・”IHrlllll，L’tl・tt・’・’1111Tll‘」‘lm・’’”・’1‘M》ltPtlllbゴド2．送　配　電　機　器11，r1．ra．．L．・1111”t‘111‘t）．・・．’、川1‘llPl‘ltll、’・d’・川川’1‘UMh’・“．’ψ”！ltltllbS【h・’・・’・’ILIIIIIIIIIIII・・’・一．”1杁IIII、1‘t’11・・’・’t−ti‘」，‘■1｜■ll川・・’・J’・「°，‘1”川1‘1「・・Apparatus　for　Transmission　and　Distribution　of　Power　　Ecollomic　growth　in　Japall　was　so　outstanding　that　almost　all　enterprises　were　eager　to　extend　their　facilities・This　caused　a　great　demand　of　electric　power　and　development　of　power　resources　and　illcrease　of　power　gener−ation　arrangements　vigorously　wcnt　on　in　1961．　Particularly，　thermal　power　stations　were　being　built　at　manysites　in　a　great　haste，　calling　for　a　good　many　large　capacity　machines．　Transformers　at　ultra，high　voltage　andhigh　capacity　were　installed．　Those　for　use　in　thermal　power　stations　were　provided　with　elephant　bushings　toprevent　damage　by　solt　and　dust．　Onload　tap　challgers　were　increasingly　applied　and　thorough　alld　drastic　Iifetests　were　conducted　on　them．　In　switchboards，　illuminative　panels　were　extensively　used　to　permit　the　watchon　the　systems　at　a　glance．　Meters　and　re】ays　were　given　great　improvement　with　new　principle　taken　in．　経済成長のづ一ムに乗り設備投費が盛んで，電源開発，発電設備の増加が昨年も相変わらず，旺盛であった．とくに，火力発電所の建設が急がれたので、このほうの大容量の機械がたくさん納入された．変圧器では超高圧で大容量のものが設置され，しかも火力発電所に用いられるものは耐塩訪害のためエレファーv卜套管を採用され，またタリづ変換器付のものがたくさん採用されその切換器のライフテストを徹底的に行なった．つぎに配電盤器具では系統が一目でわかる照光盤が用いられるようになり計器，継電器も大々的に改良されて，新しい原理になるものがたくさん開発された．1．変圧器1，大形（外鉄形）変圧器　36年度は大形変圧器の製作および受注が驚異的にのび，東京電力京浜変電所納め260MVA変圧器の2号器を始め，多数の大形変圧器が納入された．関西電力姫路第二発電所の2号器370MVA超高圧変圧器の記録品を始め大形変圧器だけで5，000　MVAを越える注文をうけて鋭意製作を進めている．負荷時タリづ切換変圧器はいよいよ普及し，154kV級変圧器にも多数採用された．35年度に引続きYT形負荷時タリづ切換器が多いが，イッド，バッ加一1レ変電所向けの220kV，67．5　MVA変圧器用としてURT形負荷時タっづ切換器が開発された．　とくに新鋭火力の建設が盛んであり，これの主変圧器となる大容量変圧器が多数製作された、火力発電所は海岸地区に建設されるため，耐塩害を考慮しなければならず，このためエレファット形変圧器が多く製作された．　460kV送電に対する変圧器はすでに完成したが，460kVOFケーづ1レとのエレファー」卜方式を住友電工と協同研究し、36年度は直結式エレファント方式を試作して諸般の試験を行ない，この研究を完了した．　図2−1はこの460kV直結式エレファーJ卜変圧器である．なお460kV変圧器に関してはいろいろの基礎的研究を34（34）図2−1460kV直結式エレっアント変圧器および　460kVケーづ1レ’〜vド　460kV　Direct　connected　type　elephant　transformer　and　460　kV　cable　head．続けている．　Ll電源開発　滝，田子倉発電所納め100　MVA　　　　105MVA超高圧変圧器　只見川水系の滝発電所納め100MVA，287．5　kV特別三相式変圧器1台と，田子倉発電所4号器105MVA，287．5kV三相変圧器1台を完成した．前者は変圧器の信頼度を高く見て2×50MVAの水車発電機に共通に接続される．後者は1、2，3号器と同一仕様であるが，1〜3号器が特別三相式であったのと異なり，普通三相変圧器（車両形）で組立輸送した．　仕様は　滝発電所　　特別三相式　外鉄形フt一れ・フィ1・・卜式　50c∫s　　送油風冷式　　電圧　一次　　10．5　kV　△　　　　　二次　　287．5−275−262．5kV　人　　容　　　量　　100MVA　　総重量（油なし）157，000kg三菱電機・Vc）L　36・No．1・1962■F図2−2　電源開発滝発電所納め100MVA特別三相式変圧器　TAKI　Power　Station］00　MVA　special　three　phase　transformer．　　油　　　　　量　　　50，0001　　外形寸法　　7，640×5，140×9，660　mm（高さ）　田子倉発電所　4号器　　三　相　　外鉄形）a一ム・フィー一）卜車両形　50c／�H　　送油水冷式（冷却器別置）　　電　圧　　一次　13．OkV　△　　　　　　　二次　287．5−275−262．5kV　人　　容　量　　105MVA　　総重量（油なし）　　150，000kg　　油　量　　50，0001　　外形寸法　　6，300×5，250×5，785　mm（高さ）　　　　（冷却器含まず）　1，2　関西電力南大阪変電所納め1　72．5　MVA　　　超高圧変圧器　関西電力での超高圧外輪線の一一環となる南大阪変電所に，主変圧器の1号器を納入した．南大阪変電所は現在ユ54kVで運転されているが、近い将来275　kVに昇圧される予定であるので，この変圧器も一次側巻線は275kVとユ40　kVの両方に使用できるよう設計されている．なおこの変電所の2号器も当社で受注して製作中である図2−3　関西電力南大阪変電所納め172．5MVA超高圧変圧暑9　Minami　Osaka　Substation　172．5　MVA　EHV　transformer．2．送配電機器が，これの納入と同時に超高圧昇圧が実施されるので，2号器の・次巻線は275kV専用となっている．1号器の定格は，　　三相　外鉄形　フーX一ム・フィっト式　60c／s　　送油風冷式　電圧　一次　　　　二次　　　　一三次　容量　一次　　　　二次　　　　三次　等価容量　総　重　量　油　　　量　外形寸法1，3275−262．5−250／140kV　人77kV　人15．4kV　△150／130MVA150／130　MVA45MVA172．5MVA194t（油なし）63，00019，570x6，400×9，250　mm（高さ）　　　中国電力新宇部発電所納め190MVA変圧器　この発電所にはすでにユ号器，2号器として90MVA2台を当社より納入しているが，このたび3号器として190MVA主変圧器ユ台を納入した．これは耐塩害設計となっており，中性点避雷器を装置している．定格事項は　　三相　外鉄形　フt一ムフィリト式　60c／s　　送油風冷式　　190MVA　ユ7．21115−110一ユ05　kV　　総重量　136t（油なし）　　油　　量　　37，000　1　　外形寸法　　7，750×5，660×7，520mm（高さ）　1．4関西電力姫路発電所納め180MVA変圧器　当社では関西電力77kV系統に連なる各発電所納めの180MVA主変圧器計5台を製作中であるが，その1台目として，姫路発電所4期工事用180　MVAユ台を納入した．この変圧器は他の4台と同一仕様であるが，塩弘害を考慮して高圧側をエレファット式としている点が異なっている．エレファット套管は間接式で，電流容量は1，410Aという大容量である．本器に引続いて尼崎第三発電所納め2台，多奈川発電所納め2台の180MVA器を製作中である．姫路納め変圧器の定格は第一発電所納め180MVAエレつアント変11三器Hlmeji　＃1　Powerstation　180　MVAelephant　trans−former．（35）35　　三相　外鉄形　フf一ムフィリト式　60　c／s　　送油風冷式　　エレファットづ・v　：」　−uづ式　　180MVA　17．2　kV！80．5−77−73．5　kV　　総　重　量　　133t（油なし）　　油　　　量　　34，500　1　　外形寸法　　7，120×5，200×6，060mm（高さ）　1，5　東京電力各変電所納め1　20　MVA変圧器　東京電力の154kV系統に連なる各変電所へは、36年以来同一仕様の120MVA変圧器を納入しているが．36年の東千葉，駿河，橋本．埼玉各変電所向けに引続き，37年も駿河，新葛飾各変電所向けを納入，引続き橋本，新葛飾，戸塚，鳩ケ谷，駿河各変電所向け各1台を製作中である．このような大容量器が，同一イ」：様の下に10台以ヒも製作されることは画期的であり，変川器の標準化の推進に大きな力となったことは喜ばしい限りである．定格は次のとおりであるが、橋本変電所納めを除いて、いずれも低騒音設計となっており，JEM規格値を20ボーv以．．ヒ，一ド回る好結果を得ている．　　＝三相　外鉄形　フt一ムフィ1・）卜式　50cls　　送油風冷式電圧　一次　　　二次　　　三次容量　一次　　　二次　　　二三次総　垂　量油　　　量外形寸法150．5−／47−143．5−／40kV　人60kV　λ21（または21−10．5）kV　△100MVA110またはユ05MVA30MVA173tOllなし）41．000　19JOO×5，570×7，670　mm（高さ）2，中形（内鉄形）変圧器　36年における，電力用中容量内鉄形変圧器は，活況を呈した．すなわち，35年にひきつづき，東京電力納め10，000kVA　CR−URA形負荷時乾式タっづ切換変圧器31台，関西電力納め10，000kVA　CR−YT形タっづ切換変圧器6台を製作したのをはじめ，東洋ソータ納め22，000kVA　CR形エレファーJ卜変圧器など，10，000　kVA以上の内鉄形変圧器の製作台数は約60台に達した．また6，000kVA以一ドの標準変圧器に対しては，専門の設計製作部門を設け，生産能力を高めるとともに，いちじるしく納期の短縮をはかることができた．ユニっトサづステーショー」用10，000kVA級変圧器が多数納入されたこと，エレフ7−Y卜形変圧器が各所に採用されるようになったことなどが36年の特長といえよう．　2，1　東京電力納め10，　000　kVA　CR−URA形負荷時乾式　　　タップ切換変圧器　31台　35年納入の17台にひきつづき，東京電力各変電所向けとして大量に受注したもので，定格は　　三相　J「　O　c！s　10，000kVA　　電圧　一次　　66，000−63，000−60，000V　△36（36）図2−5　東京電力納め10，000kVA三相50　c．s　66　6・9．　−3・45　kV　CR−URA形負荷時タ・pS切換変圧器　10，000kVA　three　phase　50　c：s　66　’6．9−3．45　kV　type　CR−　URA　on−load．tapchanging　transformer　for　Tokyo　Electric　Power．　　　　　二次　　6，900−3．450　V　△　　言周　　整　　範　　囲　　　　　　　：i：　10　06　屋外用油入自冷式　内鉄形　窒素封入密封形　CR−URA形　　負荷時乾式タリづ切換変圧器　馬蚤音　　　　55ホン　　））L　−i；と35年とほぼ同様であるが，各所に検討改良が加えられた．すなわちタ1ワづ切換器はURA−2形となり，本体はさらに小形，軽吊：、高能率化をはかった結果，重量は35年製の61，000kgから54，500　k9に減少した．形態も改善されて，作りやすくかつ使いやすいものとなった．このほか，設置の場所に応じて，油入白冷式、送油自冷式，送油風冷式の各形式を採用した．　2，2エレファント形変圧器　36年に製作した中容量内鉄形変川器には，東海硫安納めユ5．000kVA三相70　kV変圧器をはじめ，22，000kVA10，000kVA各1台，4，500　kVA　2台計5台に対しエレファ訓・式づリシンづを採用した．とくに東海硫安納めのものは、パイづタイづケーづ1レに対しはじめてエレファント式を採用したものとして注目される．エレファット形変圧器はケーフ1レの普及に伴い，海岸や工場地の重汚損地区においてはきわめて有利であり，今後ますます使用範囲が増大するものと期待される．図2−6東海硫安納め　15，000kVA　：三相　60　c　s　773・45　kV　CR形工レつアント変圧器　15，000kVA　three　phase　60　c　s　77，3．45　kV　type　CR　cable・　connected　transformer　for　Tokai　Ryロan．三菱電機・Vol．36・No．1・19624b図2−7　関西電力納め　10，000kVA一三相60　c　’s　776．9−3．45kV　CR−YT　形負荷時タリづ切換変圧　器　10，000kVA　three　phase　60c、　s　776．9−3．45　kV　type　CR−YT　on−load−　tapchanging　trans・　former　for　Kansai　Electric　Power．　2，3負荷時タップ切換変圧器　電力用変圧器において，負荷時タリづ切換変圧器の占める割合は，ますます増加し，36年には東京電力納め10，000kVA負荷時タリづ切換変圧器を含めて，　CR−URA形負荷時タリづ切換変圧器．電圧調整器など37台をはじめ，YT形では，関西電力納めユ0，000　kVA　CR−YT形6台，東京電力新葛飾変電所納め7，875kVA負荷時電圧調整器1台など，合計16台，URS形では四国電力納め図2−8大阪十合納め2，000kVA三相60　c》s　23f3・3　kV△1△　2，000kVA　three　phase　60　c！s　23，，3．3　kV　△／△　nitrogen　seald　building　type　transformer　for　Osaka　Sogo　depart−　mentstore．表2−1昭和36年度に製作したおもな大形変圧器（4�@MVA以上）7，500kVA　CR−URS形負荷時タリづ切換変圧器をはじめ合計18台を納入し，36年納入の中容量負荷時タ”’7°切換変圧器，調整器合計は約70台に達した．　2，4　ビル用変圧器　ピルの建設が盛んになるに伴って，ピJレ用変圧器の需要も増加し，油入変圧器としては，大阪十合納め2，000kVA　　　　　　　　　三相変圧器2台ほかホテルパレス等合計　　　　　　　　　8台納入した．納入　　1相周波数i　容　量先　　1数．（cis）　　（kVA）東　京　電　力　（京　浜）中　国　電　力　（新宇部）関　西　電　力（姫路第一）　　〃　　　　（南大阪）電　源　開　発　（田丁倉）東　　元（　電　　プJ　　（新葛飾）　　〃　　　　（駿　河）　　〃　　　　（橋　本）電　源　開　発　（　滝　）aヒ　　陸　　膓匡　　プ］　　（i［　　口）り↓　　1ヒ　　電　　プj　　（新郡山）中　部　電　力　（畑　薙）八　幡　製　鉄　（新洞岡）関　西　電　力（姫路第二）　　　rr　　　　　（　〃　）西口本共同火力東　　場て　電　　プJ　　（房　　総）　　〃　　　　（横　浜）関　西　電　力（尼崎第二）　　　rt　　　　　（多奈川）九　州　電　力　（新小倉〉中　国　電　力　（新徳山）関　西　電　力　（南大阪）東　　　」ヒ　　鷲至　　プ戊　　（新　　　テ窯」）オーストラリア（シドニー）東　京　電　力　（駿　河）　　　St　　　　（戸　塚）　　　〃　　　　　（鳩ケ谷）　　　〃　　　　暗　浜）電　源　開　発　（伊　予）　　　〃　　　（若　松）ノL　州　電　戊J　（新小倉）住　友　共　電　〔新居浜）イ　ン　ド（バンガロール）　　　〃　　　　（戸　畑）中　国　電　力　（宇　部）四　国　電　力　（新　改）台　　　　湾（石門委員会）メキシコ（サンタローザ）333333333333333333333333133333333333333350606060505050505060506060606060505060606060605050505050506060606050606060606060200！220’100190180150／150i45105100／11ぴ30IF　　〃lOO8060／66／305045370290250220！200〆40210180180180150／150／50150／150／45150133i125／．25100tlO5／30vtf1009999259090856ア．5，f67．5t3062．5”60’66’3060／60／185ノ．540電　　圧（kV）275／147／15．7517．2／11577／17．2275−140／77115，413／28ア．5150．5∫66／21tt　　　〃10．5．り87．5168，，66154／66，’3312．6∫16860111281．2524281．25．’2422ぴ｜2275｜47’6614ア’17，5577’17．277，18115／17．1220／｜10／66275／77／15．4161／14，2330／｜38川6147／66／21147×66／2［−10．5147！66∫21147166／ll220．’187／15．4110113．211ef6613．2s66231−1｜5．5i66／11れドノロ1，110∫66／44−22187〆66／11161／13．2｜54／13．2冷却方式送油風冷　　〃Ftlf送油水冷送油風冷1！1∫　　〃　　〃　　　〃fl　　〃1！ll11tl　　　〃　　〃　　　〃v　　　〃lelllttlfl1！tf油入自冷送油風冷tltl　　　tt　　〃　　　〃IF〃Il油入風冷台数Il111111111211112122lI2711121211211122備　　考エレファント式負荷時タップ切換ユレファント式IFf；負荷時タソブ切換低騒音形，特別＝三相単　巻　変　圧　器低　騒　　音　　形　　　〃　　　〃エレフ．・・ント式単　巻　変　圧　器エレフアンF式負荷時タップ切換負荷時タノブ切換エレファント式ll特別三相負荷時タップ切換　これらはいずれも地下室または屋内に設けられ，場’所，取扱いなどを考慮して，いずれも窒素封入密封式を採用しキューピクル直結構造としたため，づ・yシンク，外径寸法等に考慮がはらわれ，きわめてコンパクトなものとなっている．　2，5輸出機器　当社から輸出される変圧器は，大形変圧器がその大部分を占めるが，36年には中形変圧器として，台湾電力に3，00013，750kVA　CR形変圧器1台，1，50011，750kVA　CR−URS形負荷時タっづ切換変圧器4台を輸出した．図2−9　不二越鋼材納め三相60cs13，000　kVA負荷時タッづ切換器付アーク炉用変　圧器　3φ　60　c，s　l3，000　kVA　arc　furnace　transformer　with　on−load　tapchanger．2．送配電機器（37）373，特殊変圧器　3，1アーク炉用変圧器　アーク炉の大形化にともない36年度も大容量アーク炉用変圧器の製作が活発に行なわれた．製作実績表に見られるように，大容量器はほとんど負荷時タっづ切換式が採用されるのも最近の特色である．また大容量化とともに室内に設置されるので，室温の上昇を防ぎ，床面積を小さ表2−2　昭和36年度アーク炉用変圧器製作実績くするため送油水冷式が多く採用されるようになった．またこれら変圧器はいずれも大形電力用変圧器に採用して好評を博している外鉄形フ＋ムフィリト構造で製作されている．　3，2整流器用変圧器　昭和36年度のシリコン整流器用変圧器の製作実績を、表、2−3に示す．このうち三善金属納め10，110kVAは主変圧器の直流巻線側に直列変圧器をそう入し，URA形負　　　　　　　　　　　荷時タリづ切換器を使用して直流側電注　　文　　元定相数塞鞭。罰驚鞠ヲ酢概・伸製鋼（株）1・関西製鋼��1・　　　　　　　　　　3・。い5’・∋22・・［15、・・。i　221…−134350〜110台数。。年．1…（t）不二越鋼材（株）UI陽特殊製鋼（株）住　友　電　工（株）臨　　港　　製　鉄（株）口本高周波鋼業（株）函　館　ド　ッ　ク摘要31・・−6　3・｛翻紗。瑚換・・い3’。・・i22136−10　　　30同　上330〜104　　　　160・1・・13ρ0こ」塑こ22！　330〜102．122360　　60ア．000　　22320〜〕15280〜1041136−4扇帥3030製作中25　　　　　コ6’000　i22「250〜101　1製作中15同　上同1送　油　水　冷．！i‘，上送油風冷［　　　　　圧を調整する方式であるが，66，000Vから550Vに直接降す；」リコロ整流器用変圧器としてはわが国最大のものである．3戸1・・「…一一2・1…−92・411　　−一一：・表2−3昭和36年度シリコン整流器用変圧器製作実績納　　入　　先形　　式容　量1（kVA）周波数‘（cts）36−410竺・味　　の　　素　　　（川1崎）三　菱　化　成　　（黒崎）国（弁天町）鉄国　　　　　鉄（吹田，茨木）日本ウジミナスFl大阪チタニウム　　（尼崎）旭　　硝　　　j／　　（淀川）国　　　　　鉄阪．神　電一一葺一一　（移動用）徳　山　曹　達　　（徳山）ll南　海　化　学　（和歌山）三　菱　金　属　（秋田）SRltCR’c＿ll定格電圧（V）結　　線‘麺側直流・交酬直流・台数　直流川力1，7806、0003，3202，2601，8TO　〃　　　　　1，220SUB　　　4．520SRCRflSUBrrSR−URAtl6、2403，3208305，350II4、00010，1105060〃u〃1∫〃It5060〃ll〃503、8204，20020，000tl3，300tt3，6754．13020、00022，00017，700Ff33，00066，000…已形21011801200196ls1151471180675−548145ls155±49讐1。8三角星形Tr三角三角／星形tt星形tl三角星形三角／星形〃三角〃fl↑tff〃二重星形三角f！二重星形rrlt三角星形11121111322211250V6，000A　250V20，000A1，500V2，000A�d500VL333A230V6，520A230V4β50A　［20V32，000A　［75V30，000A1，seOV2，000A1，500VT，OOOA　150V30．000AtT　220V15．000A　650V13，000A表2−4昭和36年H種絶縁乾式変圧器製作実績図2−10三相60c／s　6，000kVA　4，200V／　210VSR形＝Jリコン整流器用変圧器　Type　SR　Silicon　rectifier　transformer．　つぎにイづナイトo万整流器用変圧器の製作実績は皆80MVAであるが，このうち八幡製鉄（堺）納め60c／s3！2×3φ，　13，600V／1，420　V，8，ユ70kVA　6台は内鉄形整流器用変圧器として当社最大の製品である．　3，3乾式変圧器　　納　　入　　先大　　丸（大　阪　店）＊大　蔵　省（印刷局）三　．菱　造　船（広島）＊野　　　　沢　　　　屋＊三菱地所（日本通運）中国’電ノ戊（新宇部P・’S）関西電力（多奈川P／S）〃　　　（尼　　三P，e．S）　　lt　　　（姫　路Pts）弘　電　社（勧銀ピル）名占屋市交通局蕉VA皇」・・ぽ苧電圧3，0002，500�d5001，5001，500L500L2001，2001，200］，OOO�d000333333333316050605050606060605060　23〜　20kV13，3eOV　23〜　20kV13，300　V6．7、　5．7kV！450　V　22〜　19kV／3β00　V　23〜20kV／3，300　V3，450〜2β50V／480V3，600〜3，300V／480　V3，600〜3，300V／480　V3，600〜3，300　V／　480V　22〜20kV／3，300　V6．9〜5．7kV／3，300　V台数丁三22122235223AV−BAV−B　AVAV−BAV−B　AV　AV　AV　AVAV−B　AV＊印は製作r｜138（38）図2−11単相65kVA　10分間定格60c／s　発電機中性点接地用　A．種絶縁乾式変　圧器17，200V　BIL　120kV／240V　Single　phase　class　A　insulation　dry　type　transformer　for　grounding　a　neutral　point　of　generator　65　kVA　10min　rating　17，200　V　BIL　120　kV！　240V．三菱電機・VoL　36・No．1・1962h　当社のH種絶縁乾式変圧器は昭和29年に製作開始して以来，その長所である不燃性，非爆発性小形軽量，保守点検の容易などの点を認められ、現在各方面で使用されている．昭和36年もひき続き活況を呈し、36年中のH種絶縁乾式変圧器の製作延容量は32，000kVAに達した．そのおもな製品を示すと表2−4のとおりであるが，なかでも記録的なものとしては大丸（大阪店）納入の3，000　kVA　H種絶縁乾式変圧器がある．その仕様は次のとおりである．　　定格　3，000kVA　三相　60　c／s風冷式　　　　一次　F23−R22−F21−F20　kV　　　　二次　3，300V　　　　結線　△一ム　　　　キューピク1レ収納形　　規格　JEC−120およびJEM−R2005　　変圧器本体　床面積2，」17×1．030×2、696m皿（高さ）　　変圧器本体　重量　6，000kg　この変圧器は都心部ピ1レディーJO’の地下特高受電設備の一一esをなすものであるが，その安全性，小形軽量である等の点から見れば最適といえよう．　絶縁耐力において記録的なものとしては，関西電力に納めた発電機中性点接地用乾式変圧器がある．図2−11はその写真で，仕様は次のとおりである．　　単相A種乾式変圧器　65kVA　10分間定格　　60　c！s　白冷式　1ユーピク1レ収納形　　一次　17，200V　　二次　240V　　一次側（接地側低減絶縁）衝撃試験電圧　120kV　この変圧器は容量が非常に小さいにもかかわらず絶縁階級が高いので，設計に際しては細心の注意をはらった．とくに試験電圧（50kV誘導電圧試験）におけるコロナの問題については，実験を行ないコoナが絶対に発生しないようにしている．　図2−12は淀川製鋼所へ納入した三相500kVAケース付H種絶縁乾式変圧器の外観であるが，これと同一定格の油入変圧器との寸法，重量を比較すると乾式変圧器のほうが外形寸法において20・一・30％小さく，総重量において50％程度軽い．　このようにH種絶縁乾式変圧器は小形で，かつ油入変図2−12三相500kVA　ケ＿ス付H種絶縁乾式　変丹1暑琴　60c／s　3，450〜　2，850Vl220　V　Three　phase　class　H　insulation　　dry　　type　trallsformer　with　case　500kVA　60　c／s　3，450　〜2，850V、220　V．2．送配電機器圧器よりも過負荷耐量が大きく，また火災の心配がまったくないなどの大きな特長を有しているため，都心部における受変電設備，あるいは発変電所の所内用等として今後ますます発展するであろう．　3，410　kV級100　kVA配電用変圧器　輸出向けとしてASA，　NEMA規格による絶縁基準15A級の100　kVA配電用変圧器を開発した．絶縁仕様はすでに開発した25kVA変圧器とほぼ同一である・　仕様　容量　　単相　100kVA　50　c／s電圧規格一次　12，000R−11，700F−11，400F−11，100F　　−10，800F　V二次　240／480VASA，　NEMA　15A級この開発により300kVA程度まで製作可能となった．　3，5　窒素封入密封形配電用変圧器　一般需要向けとしてRAT形の窒素封入密封形配電用変圧器を開発した．　今回開発したものは密封形で変圧器本体上部に⊃ッサーべ一タを設け，これに窒素を密封し運転中においても外気が全然出入しない構造である．したがってタックは油および封入窒素の膨張，収縮による内圧の変化に十分耐える構造となっている．　仕様　　容量　’単相　150kVA　60　c！s　　電圧　一次　3，450F−3，300F−−3，150R　3，000−2，850　V　　　　　二次　210−105　V　　RAT形　　コッサーべ一タ，放圧筒，無電圧タリづ切換器付　現在東京電力向けはじめ各種仕様，容量で8台製作中である．　3，6RAT形750，1，000　kVA配電用変圧器　RA形配電用変圧器の：Jリーズとして単相，三相750kVA，三相1，000　kVA配電用変圧器を開発した．この変圧器はRA形としての容量記録品である．750　kVA，1，000kVAとも油の劣化を防止するため，タック上部にコ図2−13　12kV単相100kVA　50cis配電用変圧器12kV　100kVA　single　phase50c／s　distribution　transformer．図2−14　3kV単相150　kVA　60C／s　窒素封入密封形配電　用変圧器　3kV　150　kVA　single　phase　60c、　s　inert−gas　sealed　dis，　tribution　transformer．（39）39図2−156kV三相750　kVA　50c　s配電用変　圧器　6kV　750　kVA　three　phase　50c、sdistribu’　tion　transformer．一vtr−K一タを取付けてある．　このためづリシフクは油密構造とし一一次電圧の切換えはカパー上部の外部バー」ドルで切換える構造とした．また三相750，1．000　kVAの放熱器は集合形放熱器を採用した．　今までに一ト記台数を製作納入した．　　単相　　750kVA　　6台　　三相　　750kVA　　34台　　　〃　1．000　kVA　　3台（製作中）3，7三相巻鉄心形変圧器　柱f：．変圧器の巻鉄心への移行が進み単相6！3kV標準品は全面的に巻鉄心形で生産することにした．単相変圧器の巻鉄心への切換えが進むにつれ電力会社では三相変圧器の巻鉄心形化の関心が強くなっている．当社は単相巻鉄心に採用した非接着，階段接続のMコァ方式に従い三相巻鉄心形変圧器を開発した．　下表は，タッザク形鉄心を採用した標準三相5kVA変圧器を100とした場合の試作した三相巻鉄心形変圧器との比率である．巻鉄心形は単相と同様，無負荷損失，無負荷電流の少ない小形軽量の変圧器となる．　外箱は中身が三脚鉄心内鉄形のため従来と同様の角形三相　5kVA　50　cls　6，33．15kVl210V　　　　　　　　　タンザク形鉄　　　．元三　　　　　　loo励　磁　電　流　　　　　　　　　IOO銅　　　　　損　　　　　　　　IOO重　　　　　量　　　　　　　　IOO油　　　　量　　1　　　　100巻鉄心形68331008181となる．図2−16　三相　5kVA　50　c！s　6．3−3．15　kV，i210　V巻鉄心形　変圧器　Three　phase　wound　core　distribution　transformer．40（40）　　なべ｝遠し図2−17関西電力納め75kVA　CSP形変圧器　75kVA　CSP　transformer　for　Kansai　Electric　Power．　3，8CSP形変圧器　配電用変圧器に各種保護装置を付けたCSP形変圧器は，おもに輸出を対象に開発を進め現在では高圧側電圧12kV級以下容量5〜75　kVAまで進んでいる．国内では，焼損防止器など簡単な過負荷保護装置．過負荷表示装置が広く用いられCSP形変圧器はほとんど使用されておらず見本品として納めた程度であったが，最近に至り電力会社でCSP形変圧器に関心をもたれるようになり関西電力へ50，75kVA　CSP形変圧器を納入した、　3，9変圧器用過負荷表示器　変圧器外部取付形の過負荷表示器を開発した．本器には導体貫通用の穴があり，これに変圧器低圧側り一ド線を通すと負荷電流にもとつく渦流により過負荷表示器内部が熱せられ，パイメタ）レと組合せたラニつの点灯により過負荷表示を行なうものである．特性は在来の変圧器油温で動作する過負荷表示器よりすぐれており，既設の変圧器にも容易に取付けうる．また外箱にはガラス刷エステ1レを使用しているので、耐候性に富み堅牢である．　3、10　ポールレグ　　　　（低電圧配電線用柱上自動電圧調整器）　低圧配電線の電圧調整用としてボ叫レレつが開発され実用化が進められている．　ポールレづは特殊構造の単相誘導電圧調整器と操作用二相コッデフサモートルおよびトラ滅スタスイ・ワチーJづ回路を有する制御装置を小形円筒状タックに収め，電柱に容易に装柱できる構造としたものである．　おもな特長　1．　低圧単3または単2回路の電柱に容易に装柱でき　　　る．　2．既設と新設を問わず追加取付ができる．柱上変圧ks翻灘繍鹸　　　　　”雛図2−18　単相　20kVA　210i・　105V変圧器用過負荷表示器　Thermal　indicator　for　single　phase　20　kVA　210105V　transformer　use．図2−19　ポ叫レレづ　Appearance　of　1．5　kVA　POLEREG．三菱電機・Vol．36・No．1・1962肩3．4．5．6．器の形や・次電圧に無関係である．設定電圧に対し±ユ．5％範囲に保たれるよう調整される．誘導電圧調整器が使用されているのでステ・りづレスの電圧調整ができる．トラニづスタ制御回路はトう滅スタ，タイォード，抵抗などをづリーJ卜配線し，エ群シ樹脂によりモールドしたもので，半永久的な寿命をもっているとともに，周囲温度の広範囲の変化（−30℃〜＋70℃）に対しても安定した動作をする．低圧配電電圧調整装置としてきわめて経済的である．4リアクトル4，1　リアクトル　電力用分路リアクト1レ　送電系統の異常電圧抑制と多大な充電容量補償の目的で．35年すでに関西電力伊丹変電所に納入したが，つづいて，東京電力花畑変電所に20MVA　2台を納入した．　仕様　3相50　cfs　20　MVA　60　kV三角形結線，屋外用油入自冷式，窒素封入式、二重防音壁付．CSL形　特長　単相三脚鉄心を3個組合せて三相とし，空隙部分を出来るだけ細分化して，損失を減じた．また振動騒音に対しては，空隙部分にエポキシ樹脂を使って接着し，二重防音壁構造を採用して減少を計った．　なお現在，電源開発株式会社の伊予変電所に二相60c／sユOMVA　15kV　2台製作中である．　4，2中性点リアクトル　当社中性点用リァクト1レは空心式であるので，鉄心飽利現象がなく，重量が低減され，工作が簡単である．図2−20は，東京電力川崎変電所に納入したもので，　仕様　単相　50c／s　30秒定格　154、000　V／〜／360，500，30，000，26，000kVA屋外用，油入自冷式、　OCL図2−20　東京電力川崎火力発電所納め　中性点リァクト1レ　Grounding　reactor　for　Tokyo　Electric　Power．　　　　　　図2−21MSP形限流リアクト［レ・コントロー1レtvタ　　　　　　　取付2．送配電機器Type　MSP　current　limitting　reactor　mountedon　COntrol　Center．形，なお引続き東京電力発，変電所用として4台製作中である．　4，3限流リアクトル　34年に新形乾式空心形限流リアクトル，磁気：」、−1一ヘイ形限流リァクト1レMSP形の開発を完了したが，その後受注も増加し・徳山曹達納め42台を製作した．（図2−21参照）　4，4MSP形限流リアクトル　低圧大容量回路の限流用としてMSP形限流リァクトルを関電姫路火力向コットロール⇔タ用として製作納入した．これは回路短絡時に短絡電流を，分岐回路のNF形ノーヒューズシ＋断器の：」・−i・断容量内に制限するため主幹母線に使用するものである．小形で簡単な構造であり，自己＝J一ルド形で，コットローjvセ’vタなどの箱内に取付けができ，損失が少なく温度上昇が低い，乾式で取付け設置が容易であるなどの特長をもっている．今回製作したものは定格電圧600V定格電流400AO．0ユSΩat60c／sのもので三相7セリト計21個である．標準仕様としては定格電流600A，400　A，225　A，0．0ユΩ、0．015Ω，0．02Ω各種組合せのものもある．5電力用コンデンサ　5，1静電コンデンサ　ー般電力用コフデッサは，従来から油入単器形（KT形）および，タイPクo−1レ含浸ユニ1りト形（KUF形）を標準として製作しているが、KT形は大容量器を主とし，　KUF形は集合形キューtt　g）レタイつのものを含めて多数製作納入した．またサージァづソーパ用コンデッサも多数製作したが，最近ではほとんどKUF形で製作している．　工業用コーv≠−」サのうち，誘導炉および高周波焼入装置に使用される高周波コーJi’−Jサは、ユ，OOO　c／s以下用のものを油入自冷式とし，2．OOO　c∫s以上10，000　c／sまでを油入水冷式で製作し，いずれも好評を博しているが，36年度には新たに水冷式20，000c／s用のものを開発製作し、自冷式でも高周波誘導炉用として，日本電気冶金．日本車輌，新三菱重工におのおの6，050kVA　1，300　V　1，000　c，／sパンクを納入したのをはじめ低周波用高周波用とも引続図2−22　高周波誘導炉用⊃vi’vサ油入自冷式KA形　1，300V6，050　kVA　1，000　c／「s　High　frequency　capacitQr　for　inductlon　furnace　1β00V6，050　kVA　1，000　c！s　type　KA．（41）41表2−5　YT形負荷時タップ切換器付変圧器製作経歴（36年9月現在）図2−23不燃性油入ユニ，p卜形　コンデンサ　三相3，300V　6，600V　共用75kVA　60　c／s　KUF形　Non−inflamable　oil　filled　capacitor，　　3　phase　3，300　V、　6，600V（double　rating）75kVA　60αstype　KUF，納　　入　　先　　台数定格切換方式タノ7点数東北電力　秋　田SS入（電力　京　浜　rttr　　橋　本　〃中山製鋼山陽特殊製鋼北陸電力　江　EISS束」ヒ岨JJ　　本　　名　　〃関西電力　生江町〃　〃　　　吹　田　〃住友屯1：　伊　丹東北電力　新郡山SS不二越鋼材東京電力　新葛飾SS関西電力　加xl∫川　tt　〃　竜神〃　rt　　御弊島　〃　〃　築港rt三菱金属　　尾去沢九州貫童力　　．ぺ淀川P「S東京電力　橋　本S．S東京電力　横　浜Pl，S九州竜力　新小倉〃中国亀力　新徳山SS四国E力　新　改〃関西電力　杭　瀬〃12111122321122221111211113φ78MVA｜57±14kV／66kV！10，5kV3φ15MVA士20、630Vi15，750V3φ8，250kVA±4，950Vi’21，000V3φ15MVA　22kV！350〜110V3φ］3MVA　22kVJ330〜102V3φS，OOOkVA　66kV±6，600V3φ120MVA　275±12，5kV1161kV3φ10MVA　77±7kV‘69−3，45kV1　き　　　　　　　　　　　　　　　　†↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3φ1じ25MVA　75．25±5．25kVi22kV　3．45kV3φア8MVA　154±14kVi’66kVi’30kV3φ13MVA　22kV／330−102V3φ7，875kVA±4，950Vi’21，000V3φ30MVAア5．25士5．25kV　22kV3φ10MVA　77±アkV，，6．9−3．45kVll　　　　　十l　　　　　　　　　　　fltl　　　　IT　　　　　　　　　　【13φIOMVA　67kV／4kV，，52kVi3，3kV3φ15MVA　llO±IOkV／66kV3φ7β75kVA±4，950Vi21，000V3φ8，100kVA士4、950V川，OOOV3φ90MVA　107．5士7．5kV！66kV3φ175MVA　220±12kVA　I　OkVi66kV3φ69MVA　I87±14kV／66kV！llkV3φ10MVA　77±7kV，／6．9−3．45kV中性点直接式　9点　80号260MVA　ll変中性点＝別置直接式　13点120MVA　〃　〃　　〃間接式　］3点間接式　13点　40トンァーク炉用　　　〃　　　　　　　　rt　　　　　30　　ト　ン’　　　　　　〃80MVA　｝1変線路側＝別置問接式　13点中性点直接式　9点　30号　　　〃　　　　　　11　点　　70　Wi　　　　tl　　　　　　　　　tl　　　　　　　〃：l　　　　　　　It　　　　　TI　　〃　　　9点80号間接式　13点　30トンァーク・b川117．5MVA　I≡変中性点＝別置聞接式　13点巾性点直接式　ア点　70号　　〃　　11点　〃　　　　「t　　　　　　　　　「t　　　　　　　〃1　　　　　「s　　　　　　　u　　　　　tt　　〃　　9点60号　　　　〃　　　　　　　9　点　　］00　9−ll17．5MVAl三変中性点；別置澗接式13」�d100MVA局酉己用TR中性点＝別置間接式g点‘中性点直接式　ア点　IOO号　　　　〃　　　　　　　　　　9　∫黒　　　　70　　号‘　　〃　　　IT点　30号‘　　〃　　　1｝点　70号き活況を呈している．　また鉄道交流電化に伴って交流機関車、交流電車の炉波回路用コーJデーJサの生産も多く、新幹線試作電車用のものも現在製作中である．6，負荷時タップ切換器の開発　近年，発電所や一一次変厄所に設置される高圧大容量の主変圧器に負荷時電圧調整を行なう例がますます多くなっている．これらの電力用t配電用変圧器は停止がほとんどできないという状勢にあるため，負荷時タリづ切換器も信頼度が高いことが強く要求される．当社はこの需要に応ずるため，従来の負荷時タっづ切換器に加えて，さらに高性能品の開発に専念した．　6，1YT形負荷時タップ切換器　高圧大容量変圧器への取付に適するよう、づリシンづマウット形とした抵抗式｝τ吻形負荷時タリづ切換器であって．昭和35年以降すでに表2−5に見られるとおりの製作実績と、受注手持をもつに至った．この負荷時タ・・づ切換器は，標準化に先立ち厳密な長期寿命試験を工場において実施し．性能の優秀であることをあらゆる面から検証できた．すなわち，　1．水抵抗器を負荷とし．実際使用とまったく等しい　　　回路で単相負荷開閉試験20万回を行ない、負荷　　　開閉接点の寿命を検証した．　2・三相リァクトルを負荷とする等価回路により三相負　　　荷開閉20万回を行ない，接点消耗に伴い開閉動　　　作に異状のないことを確認した．　3．　切換開閉器は合計100万回．タ1・づ選択器、駆動機　　　構は合計ユ35万回の操作試験を行ない，主要機構　　　要素には障害のないことを確認できた．　以⊥の試験により、1日の切換回数を50回と仮定すれば、負荷接点は11年間，機械的寿命ぱ55年間以．ヒあることが実証できた．6，2YT形負荷時タップ切換器用駆動機構　負荷時タっづ切換器に組合せる駆動機構は，動作が確実であることはもちろんであるが，小形で取付が容易なこと、点検が容易であるとともに保守に手間を要しないこと，万一の場合の保護装置が完全であることなどが要求される．当社は，とくに小形高性能化を目標として，新形駆動機構を開発した．その特長とするところは，1．2．3．　6，3　昭和35年度に配電用変圧器，工業用変圧器を対象として乾式切換開閉器つきURA形負荷時タリづ切換器を開発し，実用性能試験により半永久的寿命のあることが従来のウーt一ム減速機をやめ，サイクロ減速機付ギ？一巨一タのみを減速に使用し，動作の確実，坂付容積の小形化と、保守の簡単化を行なった．制御用力ムスィリチ，位置指示器，動作回数計，メ力二加レストリパなどは一体に組立て調整した標準ユニリトを取付けた．モータには，直結形電磁づレーキのほかに、コッ≠ッサによるタイすミっク制動方式を併用し、停止位置の正確をはかった．URA−2形負荷時タップ切換器図2−24YT形負荷時　3リづ切換器用新形駆　動機構　New　driving　me・　chanism　for　type　YT　　on−load　tap　changer．’42（42）三菱電機・Vol．36・No．1・1962ト図2−25　URA−2形　負荷時タワづ切換器　Type　URA−2（m−load　tap　changer，検証され、また東京電力納め10，000kVAユニリト変電所用ほか多数の製作実績を得たが，これをさらに改良したURA・2形負荷時タ・）づLyJ換器を1｝樗発した．開発の目的とするところは，　1・　タリづ巻線、タ・リづ切換器、限流1」アクト1レの結線方式　　　を改良し，切換開閉器各相間の糸色縁距離を縮小し　　　て容積を小さくした．　2．　駆動機構にサイクロ減速機付干？一ド・E＿タを使用し．　　　機構部分の占有容積を小さくした．　3．　したがって全体に小形となり変IE器への取付，輸　　　送が容易となった．などであり．36年度分東京電力納め10，000kVA配電用変圧器31台のほか．1二業用など多数の製作実績をあげた．　6、4URL形柱上用電圧調整器（ステップレグ）　6、000／3，000V配電線の電圧降下を補償する目的で柱上用電圧調整器14台を関西電力に納人した．定格はつぎのとおり．　　単相油入口冷式　柱上形　　自己容量　50kVA艦量1�fll1盤ぱ｝　　　　　　　　いずれも本器2台をV結線としたとき　　…　次　　6，600　V±50％／3，300V±10％　　二　次　　6，600　V，i3，300　Vとくに単柱上に装着するに適するよう全備重量の低減をはかったものである．本器に使用したURL形負荷時タリづ切換器は，構造が簡単で保守をほとんど必要としないが，負荷接点は10万回以上の耐久寿命があり．17点の点数をもつ優秀なタリづ切換器である．　本器の本体の側面には，いっさいの制御器具をそなえた制御装置箱が取付けられ，柱上で完1な自動電圧調整ができるようになっている．制御は無接点継電器を使川しているため、すぐれた特性と高い耐久性をもたせることができた．2．送配電機器1［．交流シャ断器および直流シャ断器1、12kV　1　，000　MVA　3，000　A磁気シャ断器　昭和33年ごろより磁気：」、H・断器には吹消コイ）Vが消弧室の中心にあるH形磁極を使用するセvタ・づa一アウト式消弧室を備える形式が採川されてから，従来のU形磁極の消弧室に比らべて吹消磁束が均一・かつ強力になり消弧能力が増大したこと，開極々問の電位分布がよくなって比較的短い開極距離で規定の極間耐圧値が得られるようになったので，36年には，わが国最大定格の3．6kV，300　MVA，3，000　Aおよびユ2kV，750　MVA，2，000Aシ1・断器が完成されたが，これにひきつづき12kV，1，000MVA．3、000　A升断器の開発に成功した．このシャ断器の定格は下記のとおりで，外形は従来の12kV，500MVA，2、000　A：J・1・断器と比べ幅はほぼ同じで，奥行は約20％．高さは約7％増加したにすぎない．図2−26にパU？をはずしたこのz．，？断器の外形写真を示す．形　　　　　名定　格　電　圧定　格　電　流定格＝J？断容量定格投入電流定格短時間電流定格升断時間定格開極時間絶　縁　階　級定格再起電圧標準動作責務定格投入操作電圧定格引はずし電圧10−DHM−10012kV3，000AlPOO　MVAユ31．3kA48．1kA5サイ0；レO，06秒10・号A15kc甲号または乙号DC　100　VDC　100　V　この：yP断器は，セvタ・づo一アゥト式の消弧室に特別な⊥夫を加えたので消イォン効果を倍加するようになり，またこの種磁極構造ではアークの駆動に役だたないいわゆるモレ磁束は有効磁束とほぼ同程度もあることがわかっており，これを抑制するために磁極の外側にモレ磁束のみに鎖交するモレ磁束抑制コイ1レを設け，有効磁束の大幅な増大を図ったことなどがあげられる．図2−26　パリヤをはずした12kV　1，000MVA　3，000　A　IO−DHM−　100形磁気：J・”・断器　12kV　1，000　MVA，　3，000　A　Type　lO−DHM−100　magnetic　air　circuit　breaker　with　barri−　ers　removed．（43）43　短絡電流をはじめ投入試験，充電々流＝Jk断試験，短時間電流試験，寿命試験等を行なって優秀な性能が確認され，すでに6台を出荷し，10台以上受注している．2，大形油シヤ断器（GW，　GM，　GTR形）GW形油bV断器としては，250−GW−1200T形7台および250−GW−1500形油シャ断器13台を，35年につづき電源開発ならびに関西電力に納入した．240kV大容量油：」P断器としての200−GW−1000形油：JV断器が，九州電力納めとして現在製作中である．この＝」V断器は：Jk断容量10，000　MVAとして新しく設計されたものである．また204kVにおいても従来のシャ断容量3，500　MVAに対し5，000　MVAと容量増加したものが，北海道電力納めとして製作され昭和36年5月形式試験を実施し良好な成績を得て納入した．　．ヒ記2機種のおもな定格はつぎのようである．図2−27　関西電力伊丹変電所納め250−GW−1500形油：」、ti断器Type　250−GW−15000il　circuit　breaker．表2−6GW形油シャ断器製作実績（昭和36年度）形　　　式　　200−GW一ユ000定　格　電　圧定　格　電　流定格：」？断容量定格投入電流定格短時間電流定格升断時間定格開極時間絶　縁　階　級定格再起電圧周波数標準動作責務重量（油なし）油　　　　量240kV1，200　A10，000　MVA65．6kA24．1kA3サイクル0．032秒170号　　0．4kc再閉路26．100kg18，500　1170−GW−500204kV800A5、000　MVA38．6kA14、ユkA3サイP；レ0．032秒140号0．45kc再閉路20，000kg15，0001　GW形油：」V断器の昭和36年度製作実績は表2−6のとおりである．　140　kV級以下のGM形，　GTR形油i、・t・断器も各容量のものを，関西電力始め各電力会社その他へ多数製作納入した．　昭和36年度納入および製作中のものは下記の台数に達している．140−GM−500形100’・GM−500形70−GM−350形70−GTR−・350形油三、p断器ftll〃約30台約20台約50台約100台3，DB−100形低圧気中シャ断器　　　35年来，火力発電所，連続作業生産工場、船舶，巳レ≠　　イーJb’などの低圧給電回路の開閉と保護に，　DB−25形，　　DB−50形およびDB−75形を多数納入した．さらに昨今　　の低圧電源容量の増大に対応して，DB・100形低圧気中　　ジH・断器の開発を完了した．当社の低圧大電流短絡試験　　用変圧器を使用して，100−150kAに及ぶ短絡試験を，　　　　パワーセーJタ形式の閉鎖三段式配電盤に内蔵した状態．．一一一　で実施し，；J？断器，母線およびそれらの支持構造納　　　先滝　発　電　所田・f二倉発電所伊丹変電所新愛本　St椿原発電所姫路変電所∫1姫路第二発電所　　　〃新神戸変電所奥只見rs　t　fr西谷変看所入電源開発〃関西電力111111〃電源開発九州電力西日本共同火力新苅田発▲冠所北海道電力　滝川火力発屯所　〃　　　南札幌変電所f’　　　　　　　　　　新　　江　　SLS　発　オs所　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃電源開発足寄発電所中部電力　西名古屋変電所十f　　　　　　　　　　　　　即　　tl　　　東名古屋変電所｝1　　　　　　　　　　　　　！1関西電力　長曽根変電所　　　　　　1定格　形　　　名　　　　　　（　）250GW・−1200T、，。＿G“1−15。。　；tS　　　　　　　　l　　tl　　　　　　　　　　　　　　　　　　1tF　　　　　　　　　　，1　　1　　；　　；　　；250−GW−1500　1〃…−GW−12・・Ti〃200GW．1000　　240　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　〃170−GW−350　　　　　2041フOGW−500　　．　〃170−GW−750　　　〃　　“　　　1“IL°−GW『35°ltti簡電流鱗定格．定格シャ1　　　　　台数‘備（A）1（　VA）　　　！考　　　　　　　　3°°1i・2°°112’°°°　　”　1　”14・一・W−・…「168　　”　　　　　　　1　　”　　　Il　　　　　　　　　　　　　〃　　　ft　　　　　　　　　　　　　〃ll　　　一　．　・．一　　　　　一L　　　＿2’9，°°lIIII；：1：1し20015，000；ilfIl11IZOOO！：一；1巨：：9：1；：lgs1・2・oい5・・〃　llO，000　1，厄5．0007，500‘IF3’5001ア，500tS10，000〃7、50034712342321〃［・・…2s13　．6　　　製f／1≡；1」　　　　　にノl　I　　〃811　191　‘21製作中製t乍tlblll藍硲・　”，．物が，シャ断時に発生するガスの圧力ならびに短絡電流による発熱と電磁力に十分に耐えることを確認した．図2−28　DB−100形　；JV断器（閉鎖3段引出式）　Type　DB・100　circuit　breaker．（3　position　drawout　type）44（44）三菱電機・VoL　36・No．1・1962sレ　DB−100形のように大短絡電流値をもつ回路の，投入に引続く：J？断を行なうものでは，電磁力の処理が設計上の重要な問題点となる．この：」？断器は1．2．3．電磁反発力最大値発生時期の遅延をはかる構造特定相（最大可能相）の瞬時値が，最大値に達しうる約ユ／2サイクルの時間が経過するまでに，ラワチイ’」相当位置に可動部を到達させるための接触子配列ならびに投入操作機構電磁力により開放位置に強力に加速される可動部の跳躍を防ぐ装置をもっており，余裕をもってCO責務を完遂することができる．おもな交流定格は次のとおりである．定格電圧　（V）50／60　c／s600250定格電流の最大値　（A）　　定格シャ断電流　（kA）（短絡発生後1／2サイクルにおける値）交　流　分4，00085130非対称値（rms　3相平均）　　100　　1504，手動バネ投入式DB形気中シャ断器　手動バネ投人式DB形気中＝J・−i・断器は，：yヤ断器投入操作の際，操作者の操作力に直接頼ることなく，ひとまず投入用バネを手動ハ訓：1レの操作で蓄勢し，つづいてこれを放勢して投入を行なう機構を装備したものである。　この投入操作方式を採用することにより，操作者の操作力および操作技術に無関係に，安全でかつ女定した投入力および速人速度を得ることができる．また，保守点検のときには，投入用バネを着勢させずに緩除な開閉操作を行なうこともできる．　DB−25形およびDB−50形：」？断器に対しこの方式を適用し製品化した．図2−29は，手動バネ投入機構を装備したDB−50形升断器を示す．　直接手動操作の：」V断器では適用に種々の制限を受ける個所，選択：JV断方式の給電回路，起動回数の多くない電動機回路，および遠隔操作を必要としない個所などに，使用される：v？断器には，手動バネ投入式シセ断器が適している．また、電磁投入のものと比べて廉価なことも特長の・つである．2．送配電機器図2−29手動バネ投入　式DB−50形気中＝J・fe　断器　Type　DB−50　10w・　voltage　power　circUit　breaker　with　man−　ual・spring　　　　closing　mechanism．5，直流高速度シャ断器　電鉄直流回路の保護用として開発したAHF−30形直流高速度＝」？断器を，新たに引出形とし，昭和36年1月，国鉄下関変電所へ納入したのを皮切りに，つぎつぎと国鉄へ納入し，年末までに約110台国鉄へ製作納入したほか阪神電鉄へ4台納入した．なお，現在多数製作中である．　この：Ji・断器は、主同路および制御回路に挿込形端子を使用しており，普通，＝」V断器本体のほか、固定側主回路端子とナsイiル叫レを持ちコッパートメットに固定される固定フレームと，〕ンパートメント入口トピラ部分に設置される移動形制御盤とからなっており、＝」？断器は互換性を持つよう設計されている．　この＝J？断器を使用することにより，母線側断路器が不要となり、升断器の点検は据付場所以外の専用場所で行なえるので変電所建家面積を大幅に縮小でき、また予備シ＋断器を1台用意しておくことにより点検時間を｛分とれ能率的であるなどの利点があるため，国鉄の新，増設変電所はすべてこの形の：J？断器を使用している．図2−30　AHF−30形直流高速度＝」V断器　Type　AHF−30　direct　current　high　speed　air　circuit　breaker．皿．避雷器，断路器および変成器その他1，避　雷　器　超高圧まで鉄構なしに据付けられる当社SSV形避雷器は開発以来好評を博し，36年も電源開発滝発電所納め260kV　1組（図2−31）をはじめ，中部電力畑薙第二発電所、宮川第二発電所，東北電力新郡山変電所，電源開発十津川第二発電所などに154kV用18相．九州電力東福岡変電所に230kV用3相，北海道電力旭川変電所に110kV用3相を納入した．　これらは汚損注水特性を考慮し．ガイシのヒタを大小交互にしており．3，000・S）・cmくらいの低抵抗の注水試験においても，放電開始電圧の低下はおこらない．各種汚損霧中氷結などの状態における特性も良好である．さらに10kVユニリトについて，特殊動作責務寿命試験を行ない連続150回の試験に耐えた．この避雷器は永久磁石（45）45でアークを駆動する井1りづを用いているが，とくに放電開始点のようなものを設けていないので，多数回の動作に対しても，電極の損傷はほとんどない．2，断　路　器　断路器は各定格ともに標準化されたため納入実績は一段と増加した．とくに圧縮空気操作，電動操作として遠力からの操図2−31SSV形260　kV避雷器　　　　　　　　　　　　Type　　　　　　　　　　　　　　　SSV　　　　　　　　　　　　　　　　　　260kV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lightning作をするようにしたもの　　　　　　　　　　　　　arrester．が数多く製作された．圧縮空気操作では升断器の圧縮空気を併用できるので圧力が15　kg！cmL’のもの、電動操作では容易に操作電源のとれる単相交流100Vあるいは200Vのものが多かった．　特殊な用途の断路器では電鉄のi電線側に使用される断路器で図2−32にあるように単極単投式の圧縮空気操作であるが直流1．500　V回路にはDT−N形を交流23，000　V回路にはV形を製作した．いずれも遠隔制御であるため操作機構内には操作，表示，関係する機器との連けい用継電器を組込んである．　また電気炉用の切換断路器も製作された．この断路器ぱ低電圧であるが炉の容量が大きいため大電流のものであり操作の簡単，確実をとくに要求されるもので図2−33のように一操作で4極を同時に「入」「切」できるもので、しかも三回路の相互間に機械的鎖錠をつけていずれか一回路しか「入」にできない機構としてある．図2−32　DT−N形断路器DC　1，500　V2，000　A空気操f乍　Type　DT−N　disconnecting　swifch　DC　1，500　V　Zooo　A　and　pneumatic　mechanism．46（46）3，電力ヒューズ　BAL−10形3、450　V，5〜10　A、　BAL−25形3，450−13，800V15　一一　25　Aの限流形ホウ酸電ノJヒューズの生産をはじめ多量納入した．これは限流形亡ユーズにホウ酸ヒューズを組合せ，小電流シャ断性能の向上とサ＿づ電圧の減少を図ったものでメタクう峠ユー亡ク1レ用として最適である．　BA形，　DBA形は35年に引続き多量各方面に納入した．　：」リコン整流器用ヒューズは，シリコ；J素子の発達に伴い高圧用のものが要求されはじめて来たが，600V300　A速動ヒューズの開発に成功した．引続き1，500　V用ヒューズも開発中である．図2−34　TB−O形ゼロ相　変流器　Type　TB−O　zero−phase　curreIlt　transformer．4，計器用変成器　計器用変成器については，昭和36年も引つづき絶縁と特性向上に重点を置き．とくに超精密積算電力計を使用した超精密検定用計器用変圧変流器の製作および，ゼ0相変流器，三次巻線付変流器の改良を行なった．タイ？レお含浸乾式計器用変成器は，引つづき事故なく使用され、国内はもとより多数国外品も製作した．油入形計器用変成器は，70kV精密検定付計器用変圧変流器を多数関西電力に納入した．　4，1ダイヤレジン含浸計器用変成器　一一・次，二次巻線は当社独特のタイ†・レ訪で真空処理したもので，この種モールド形計器用変成器に起こりやすいボイドあるいはキレッの問題は，レ完の特性と処理方法と相まって全然なく，吸湿性，耐熱性，薬物性，機械力に図2−33　DT−NB形高周波炉用断　路器1，300V6，000　A　Type　DT−NB　disconnecting　switch　　for　　high’frequency　furnace．強く、経年絶縁劣化の心配がほとんどなく，あわせてCコァーの全面的採用により特性の向上、価格の低減を計っている．3〜15kV級のものを各誤差階級を通じ多数製作した．　4，2　HS形計器用変圧変流器　鉄心に冷間圧延方向性ヶイ素鋼帯を使用し特性の向上を計り、また電流比切換はliイ管頭部における外部切換で行ない，完全密閉窒素封入形とし絶縁劣化を防いでいる．　関西電力よりHS−7形70　kV精密検定付計器用変圧変流器を多数受注製作納入したが、とくに富士鉄広畑納めには、超精密精算電力計を使用した本邦最初の超精密検定を受け良好な成績で検定に合格した．またHS−10形100　kV精密検定付計器用変！E変流器は，従来輸送制限のため一次ガイ管と本体とを別個に輸送し現地組立であった構造を，完成品そのままを組立輸送できる構造に設計変更し，現在中国電力納めのものを三菱電機・VoL　36・No．1・1962φレ製作中である．　4．3　コンデンサ形　　計器用変圧器　コvデvサ　形計器用変圧器は，その経済性と性能が高く評価され、661，V　3　kV以上では電磁形PTに代わって盛んに使用されている．　当社の結合コー」　一’vサ形変成器は．従来のモレ形リァクタ’Jスの代わりに乾式一次リアクタ方式を採用し，200VA，500　VA定格負担でJEC−140の1・o級のものを図2−35　Hs−10形計器用変圧製作し，標準化した．また　変流器50VA，100　VAの電力需　Typ・HS−10　m・…i・g・ut丘t・給用のものを試作し，十分に0．5M級を満足することを確めた．表2−7は結合コッデこけ形PDの定格を示す．コー」≠−」サづ・”ッづ形変成器では電発滝発電所納め，275，／V　3．kV，100　VA，ユ．0級，一一次リァクタ方式のものを製作した．表2−8はコー」≠−vサづ・リ：」−Jづ形変成器の定格を示す．表2−7PCA−2形結合コンデンサ形PD定格一餅66．・・；納橿1，ek「．　　　　　　　　　　　　　　　　　1101／3　154「V3’18ア／．じ／3　　220／γ／3　1275／レ／5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50i”　　　　｜OO＊　　　　200　　　　500§陪1已差酬　規格JEC　14・，2001．0級　＊印は0．5M級表2−8PBA．2形コンデンサブノシング形PD定格一次電圧（kV）定格負担（VA）、醐，，∀，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　1110，iv／≡「1154．｝／3’　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　4518アi…2⇒275内60　　　　　80誤鞠性［鵬JEC−14・，−1・・級lOO定格負担は二次，　三次同時にかけられる最大負担を示す4，　4　計器用変成器　計器用変成器の乾式化，小形化の要望にそい，モー）レド形変成器に使用する種々の合成樹脂につき研究を行なった結果．エボキ＝」樹脂を採用した屋内用の計器用変圧器．変流器およびそれを鋼板製ケースに内蔵した屋外用の計器用変圧変流器，またとくに小形，軽量化を計った屋外用可搬式の計器用変圧器を製作した．　エポキシ樹脂は各種の絶縁成形樹脂のうち電気的，機械的特性および耐薬品，耐熱，耐湿性がきわめて優秀な樹脂であり，ポイ1：発生のおそれのない成形技術とあいまって冷熱，浸水．高低温試験においてもモールド変成器に起こりやすいクラリクの発生および絶縁劣化は全然生じなかった．2．送配電機器4，5PD形計器用変圧器　外鉄形構造で巻線部のみのモーJレド処理を行ない鉄心の膨張，収縮によるクラっクの発生のおそれのない構造としている小形な変圧器である．　4，6DC形計器用変圧器　内鉄形でPD形と同様巻線部のみモー）レドしている最高回路電圧6，600V以下の変流器で．小形で取付にパースを取らない構造としている．　4，7　PO−2F形計器用変圧変流器　前記のPD形変圧器，　CD形変流器を各2個銅板製外箱に収納して乾式屋外用のPCTとしたもので，油入式に比し保守，点検がきわめて容易でありしかも小形，軽量になっている．図2−36　PO−2F形計器用変圧変　流器　Type　PO−2F　metering　outfit．　表2−9誤蘭級　絶縁鰍（級）、’．熟，図2−37　CD形変流器　Type　CD　current　transformer．定格負担（VA）PD形計器用変圧器標準定格1525400．50．5M1．01．OM3号B6号B一次電圧（V）50　　1．01．OM　　　　　　　　3，300　3｝」−A6号A　　　　　　　　6．600　　　　　−．1い　　　　　　　　　　　　　　　　13号B　6号B　6号Al・卿鰹風F10011050，’60フ．1から10，2定格負担　誤差階級（VA）　　（級）　15　　．‘0．50．5M　　　1．O　LOM　25　40表2−10．絶縁階級1　　（級）一．一CD形変流器標準定格次電流　二次電流周波数（A）　　　　　（A）　　（cls）3号B6号B‘5，10，15，　20，　3040，50，75，100，150！L。L。Mミ3号A6号A・・・・・・・・…550／60重　量（kg）5，3から5・8　4，8TP−2形可搬式計器用変圧器　冬期における配電線の電圧降下状況の測定など各路線のじゅん回測定を行なうため，とくに持ち運びに便で簡単に電柱の腕木などに取付けうる小形，軽量の計器用変圧器を要望され開発したものである．そのため鉄心はCコァを使用して小形で特性の向上を計り．絶縁はエポキ＝J樹脂によるモー1レド絶縁，外箱は強化づラスチ・・ク製として外形寸法の縮小および重量の軽減を計ったものである．（17）47図2−38　PD形計器用変圧器　Type　PD　potential　trans・　fornユer．図2−39　TP−2形n∫搬式計器用　変圧器　Type　TP−2，　portable　poten・　tial　transformer．図2−40　東京電力橋本変電所納め　主配電盤　Main　switchboards　in　Hashimoto　substation　of　Tokyo　Electric　Power．表2−11　PO−2F形　計器用変圧変流器定格誤　差　階　級　　　0．5　1．0　0．5M　　1．OM　級絶　縁　階　級　　　3号B　3号A　6号B　6号A級周　　　波　　　数　1　　　50．160　c／s変　圧　器1；：88洲8￥謬詩ま9；鍛《；変　互　・151・一…，，・A一扇二・一　一一一一重　　　　　　量　1　　65kg表2−12TP−2形　定格定格一次電圧定格二次電圧＿竺＿竺一負　竺三竺一竺波数誤　差　階旦．総　一量量竺6讐y3，300V　共　用110V　（二次切換式）竺VA50i60　c！sLO級6．4kg5．配電盤および器具　5，1　交流変電所用配電盤　昭和36年度も前年度に引続いて数多くの配電盤を納入したが，そのおもな特長の二，三について述べる．…次変電所容量の増加は、送電線数および調相設備の増加を来たし，配電盤設備が老大となってその集中監視制御を困難にして来つつあったが，その解決策として，制御器具の小形化，記録計器の発達，づラスチリク工業の発展などの助けをかりつつ，従来の配電盤構成の概念を再整理し，機能別配置を行ない，必要最小限の計器，制御器具を監視制御面につけるとともに，従来の金属模擬母線の代わりに，照光式模擬母線を配しその点滅により，系統の運転状況を一望のもとに把握するとともに，操作スイ”）1および保護継電器と連動させた接点により照光母線を点滅させ操作機器故障点を迅速確実に把握することを目的とした照光式配電盤の採用が目だち，この形式のものは関西電力南大阪変電所および、東北電力新郡山変電所に納入された．この形式の配電盤においては従来のものに比べて監視制御盤の据付面積を約40％に減少させることができた．このような縮小化の傾向は一次変電所だけに限らず，配電用変電所においても，漸次採用される傾向にある．配電用変電所の場合，照光式とはしないが，監視計器の省略，器具の小形化をもっと大胆に行ない，1〜3パーJク分（主変×1、配電線×7）をユ面に収納したものであり，セミスーパ形式をとっている．次にこれら変電所の保護継電方式としては現在約50端子の表示線継電器を開発したが，継電器自体は従来の二重環形より極性要素に改良され，表示線監視，後備保護，転送引はずし盤寸法等が標準化されて、より汎用化されて来つつある．母線保護継電装置も飛躍的に増加し数多く納入したが、この内には従来当社が製作して来た油入ンv断器内蔵の空心変成器を使用した方式のほかに、普通形CTを使用する方式として，従来の電流差動方式に代わって位相比較式が開発され関西電力に納入された．一．・方表2−13一次変電所製作実績一覧変電所名1：　　　変　　　圧　　　器　　　仕形　　　　　　　　　　　　　　　　　　式　　　台数　　　　　容　　　　量北陸電力（江　1」）東京電力（橋　本）〃　（新葛飾）tt　　（生　麦）関西電力（南大阪）東北電力（新郡山）中国電力（新徳山）三相送油風冷式三相三巻線送油風冷式ls〃　（他社）1！tl1222言　様　　　　　　　　　　　　　1庄．一一「語・百。。時，醐慾一主酉己電践180MVA／80MVA100MVA／110MVAi30MVA〃．川05　　　　　　．’3045　　　i45　　　／／メクラ1　　150　　　　　’150　　　　　’4560　　　／t6630｜50　　　　　／150　　　　　／50i　・61166　・V140F−143．5F−147R−150，5kV／66kV／21kV143．5F−147R−1505FkVl　　　∫66kV！21kV・147／22、33kV　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1250R−2ア5F−・262．5F　　〃kV／15．4kVl54kV±14kV　　　／66kVi33kV　　‘220／110／66kV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人一△1｜人一人一△〃ttfl1！tt．二次別置　YT形8MVA　65kV　±10％二次　別置　YT形8、250kVA　66kV±7．5％二次　別置　YT形L875kVA　6kV±7．5％一次タソプ切換将来設置一次YTタソプ付＿．次　YTタップ付垂直両面白、ヒ形垂直壁支持形　　　〃ベンチ形（セミスーパ形式）操作デスク形および壁埋込照光形ベンチ形（壁埋込照光盤併用）（操作デスク形および壁支持照光形製作中）48（48）三菱電機・VoL　36・No．1・1962レ産業用変電設備としては，最近製鉄工業における大形電　　ものが東京電力における20kV配電用キューピク1レの標準弧炉の採用が顕著となりつつあり，その運転に伴う，電　　として採用されるものと思われる．圧フリっ力が問題となり．各方面で実測と研究が続けられ　　　tllb芸イッつづ一ムの波にのってピル≠イvづ受電設備用キューているが，同期調相機と緩衝用リァクト1レと組合せる方式　　ピクルの製作実績は表2−14のようにすぽらしく，なかでが多い．この調相機の電圧調整は，電弧炉という特殊負　　　も三菱地所第三大手町ピ｝レは受電容量15，000kVAを要荷を考慮して，磁気増幅器形AVRとし、追従制御等の　　する本邦最大の6Jレ芸イーyづである．これにともない60界磁制御はすべて，静止形を採用した．またAVR制御　　kVキュー亡ク1レの製1乍となったもので2，500　MVAの：Jp系は炉の変動周期と協調をとりうるよう、1レーづゲィー」が調　　断器と変圧器一次側に負荷断路器を具備している．整できるようになっている．また最近の馳ラ，）・・」ユは多　　　特高キューピ9Jレの製作経歴10年をこえた今日，キューピくの白レ用配電設備の受注を見，これらの配電盤は小形　　9Jレの実用性が普及され工場関係の受電設備に特高キュー化と監視室との協調に，重点をおき，ピsレ専用としての　　tlgJレが広く採用されるようになった．表2−14のように標準形を造った．その他最近は，変電所構内に力率改善　　製作中のものを含めて12件顧客のご要望にこたえた．用あるいは電圧調整用，電力用コッ≠万サの設置が目だち，　　三菱⇔サット化成四日市工場納めの70kV屋外用キューそのパンク均等使用自動制御装置が開発納入された．　　　　ピク1レは製作完成は昭和37年度となるが，受電電圧から　5，2　特高キュービクル開閉装置　　　　　　　　　　　　みても本邦記録のキューピク1レである．工場受電設備用キ　昭和36年度における特高キューピク1レ開閉装置の製作実　　ユーピク1レ開閉装置としては，工場の受電容量の大きさか績は表2−14どおりであるが，これ以外にも火力発電所　　らみても60kV，70　kV級キューCク1レの発展が必至とみ納めのPTキューピク1レ，サーづアづジーパ1ユーピク1レ等約30面　　られ，この点からも70　kV　＋ユーピク∫レの完成が待たれるを製作した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものである．　電力会社納入のものの中で，東京電力生麦変電所お　　　5、3　メタルクラッドおよびキュービクル配電盤よび築地変電所に各20面納入した20kV配電用キューピ　　　36年度は標準化の進展にともない，生産が飛躍的に伸ク1レは，キューピ9Jレに配電盤を取付けた新形式のもので，　　　びた年である．技術的には幾多の改良開発が行なわれたこれにより従来の配電盤別置によるものに比べて変電所　　が，その中で顕著なものは絶縁物の性能向上である．すスR一スの縮小化と保守が簡便になった．今後この形式の　　なわち絶縁物の材質をマイ加レタよリレタ1レタに切換え，さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らに母線支持物は機械的に強力なガラス繊維　　　表2−14昭和36年度特高キュービクル開閉装置製作実績　　　　　入りJi？リエステ1レに切換えたので，耐燃性のも　　　　　　　　（製作中のものを含む）　　　　　　　　　　　　　　のとなり，耐トラっキッづ性が増大したので理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　想的な材質となりメタクラの真価をさらに高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めた、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メタクラの新機種としては12kV　1，000MVA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3，000A定格の：」？断器を収納したものを開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発した．2，000A以上の通電容量をもつ場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は渦電流損による温度上昇がはなはだしくな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るので，10−DHM−1000用メタクラ等で｝ま，温　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度ヒ昇を低く押さえるために高性能の非磁性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金属を必要な個所に使用して効果をあげてい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tユーtio）レ形閉鎖配電盤としては多種多様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のものが生産されているが，19ワーセーJタでは多　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量生産に適したユニパーサ1レフレームが採用されて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以来，生産が向上した．東京電力納め配電用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キューピク1レも仕様、設計が安定してきたので，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この種のものとしては珍しい多量生産方式が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軌道に乗り，36年度分としては44変電所向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けのものが順調に生産されている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，4　ER形キュービクル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整流器の二次側等に用いるパワーセー」タ形DC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ、一ピク1レで電流容量が8，000Aという要求い1竺1。：。；：：一彊烈；川縫�b。tた；�l纏膓誓，1：蒜：定格事項面納　　　　入　　　　先形　式酬・酬醗1罐数電源開発　（田子倉発電所）屋内用23400651206電〃　　　（　滝　　〃　）｝t｜1．53，00070906力〃　　　（伊予変電所）屋外用23L200301255会社関東京電力　（生麦　〃　）　　〃　　　（築地　　〃　）屋内用v23231，500L5002525｜251252020係〃　　　（霞沢発電所｝tl6．94，00080．26012関西電力　（南大阪変電所）尾外用23600201252三　菱　戊也　所　　富　　士　　鉄　　　ヒ　　ノレ　（メ［　　暮O屋内用23600！201208〃　　　千代田　ビル（　〃　）tl23600　‘201208〃　　　月　通　ピ　ル（　〃　）lf23、。。1201208ビ〃　　　第三大手町ビル（　〃　）tf‘　　69600203504ノし〃　　　大名古屋ビル（名占屋）fF34．5600251705デ竹中工務店　竹中センタービル（　〃　）《r34．5600251706イ〃　　　　パ　レ　スホテル（東　　京）〃　　　西　川　ビ　ル（　〃　）ll〃23236006002025　　120−2585ン日本勧業銀行　本　店　ビ　ル（　〃　、！t23600201258グ大　　蔵　　省　　印　刷　局（　〃　）〃600251258関伊　勢　丹　デ　パ　ー　ト（　〃　）ll236002512510係野　沢　屋　　　　〃　　　　　〔横　浜）〃23i　600251258そ　ご　う　　　　〃　　　　（大　阪）ll‘　2360020‘　　1208大　　　丸　　　　〃　　　　（　〃　）Tl‘　　23600201252阪　　　　神　　　　ピ　　　ル（　〃　）｛123600201202八　　幡　　製　　鉄（　光　製鉄所）ll123L200251207lf　　　　　（　　rr　　）屋外用1　　231200251202工住　　友　　金　　属（大　阪　工場）tl，　23L200251203二　菱　　金　　属（大　井　〃　）tl23600251253場日　　新　　製　　鋼（南　陽　　〃　｝lF23600251254二　　菱　　重　　丁（下丸r　〃　）Tl23600251254新　三　菱　重　工（京　都　〃　）屋内用23600201202関日本ダンロ　ノブゴム　（神　戸　　〃　）Tl34．5600251ア05三菱モノサント化成（名古屋　〃　）lr34．5600251703係〃　　　　�M日山　〃　｝山外川　　60012040042．送配電機器（49）49形：」？断器を台車に載せて引出構造とし，負極側には引出しによって開閉される短絡片を設け．所要のイッターロっクを完備したER形キューピク1レを開発した．図2−41はER形1ユーピク1レのトピラを開いてDR形：Jle断器の収図2−41ER形千ユーピ　P）レに納まったDR　形＝JV断器　Type　DR　　circuit　breaker　housed　in　type　ER　cubicle．まっているところを示したものである．　5，5　遠方監視制御装置　国鉄東海道本線大阪地区に，大阪中央制御所より6SS亘長30kmの区間を制御する集中遠方制御装置が製作納入されたのをぱじめ，同名古屋地区にはヰ電室41固所に対する遠方制御装置が納入されたが，いずれも将来の集中制御化を考慮して製作されている．　私鉄関係でも、名古屋市交通局納入の装置は横田S！Sを制御所として3・S／S集中制御の形態をとり，横浜市交通局納入の装置は千歳橋S／sを制御所として2S／S集中制御を行なうようになっているほか，近畿日本鉄道今里SIS向けに製作された装置も35年度納入された恩智SifS用遠方制御装置とともに弥刀SSより集中制御を行なうようになつており，また小田急電鉄の場合も将来の系統集中制御の一環として，考慮が払われているなど，装置がいずれも集中制御の形式をとっているのがいちじるしい特色である．　昭和36年度中に製作した装置は表2−15に示すとおりである．　III．5，6　変電所の監視　制御設備の合理化の一環として，従来の指示積算計器を一1三体としたものに代わり，電子計算機の技術を活用し表2−15　昭和36年度における遠方監視制御装置の製作実績楓訂被制昧三薪1距凶翻・＝た芸一タ処理装置の導入がすすめられつつある．この装置は変電所の規模などによりその構成，機能に変化があるが，有効無効電力量，積算量等を，自動的に高速走査して監視し，一定時刻ごとに作表を行なって正確な日報を作成するものである．すでに入力約50点の大形変電所用芸一タ処理装置を開発し．36年11月の工業計測展に福山製作所製パルス発振器付積算電力計と結合して実演を行ない注目をあびたが、これらに関しては別項「電子応用機器」を参照されたい．　5，7　搬送保護継電装置用電力線搬送装置　全トラッジスタ化方向比較方式電力線搬送装置を完成，中国電力新宇部発電所一宇部変電所3，4号線用として第1号機を製作した．さらにFS方向比較方式の開発を完了し，引続き狭帯域位相比較方式のトラッジスタ化を進めている．詳細は「電子応用機器」部門を参照されたい．　5，8　遠隔測定装置　衝流周波数式アナ0づ方式遠隔測定装置のトラ滅スタ化の研究が完成し，36年度は愛媛県庁道前道後水力発電所向けとして常時計測4量，選択計測13量を受注したほか，最近，水道，ガス事業万面にも販路が開け、36年6月和歌PII市水道局の流量テレコ7ノトo−1レ装置を納入し、さらに彦根市水道課納め水位，流量無線遠隔測定装置を製作している．詳細は「電子応用機器」部門を参照願いたい．　5，9　照光式模擬母線　電力需要の増加と複雑な電力系統化にともなって、発変電所の事故がその系統に及ぼす影響がますます大きくなる．したがってこれら大容量発変電所の制御装置は、複雑な，たくさんのものを，確実に，速に，監視および制御する必要が強く要望される．このような要望を達成するため生まれたのが照光模擬系統盤で全体の系統運転状況を一望のもとに把握し，その点滅によって，時々刻々適切な判断と，誤りなき処置を期するに，もっとも不　　　　　　　　可欠な利器である．　　　　　　　　　しかるに従来のこれら照光盤に取付‘禦剤136−3製fi叩、同⊥36−5同1一被制御所設�喧ｼ占屋市　　　　築地sS　交通局同　上　　大江Sis同　上　　瑞穂Sis賄鑓尼徳s�b魏、翌　　　　。。、蓄謬。．　9ig裁1，司襟：。：。：。鴎：∵≡ド轍同　　［　　‘安城キ電宝同　i　‘幸田キ電室近nv　u本　1横…si同上同｝．大阪CC同1同L同ll同上同lf歳橋　SS［・・11．大野S「S大垣Sts同｝ll司崎S，，Sl・W鉄道ltte　S・S　1弥J」　SiS1隠：；鷺1：！同騨・kmL2…・171剛7km73km73km［3，7knユ24km　2km　　　　　　　　　　　I　4kmI93km　8km1・2…・・鰐）。同1［i司上1・　il　−L．同　L同　ヒ同　L1，2ml’m×7　同　｝zO，9m／m×41．2mlm×422km　　同85km　l・lj8　5km　　　1さlj同上「司［・同L「吋1］1　il期群選択式同ヒ符号式鉄研（符号）式同i一同11・iJ　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・8kml　L・一…　14i同饗撒式600V，1×750kW　MR600V，1×500kW×1　SR600V、2×ア50kW　SR1．500V，2×3．OOOkW　MR1，500V、4×3，000kW　MR［ulヒ：60kV’20kV，1（3）×25，000kVA　TR同1．L500V，2×3、000kW　MRll川1：1；U：�f＝�e�hR　　　　　　　　　　　　製作dF［d　；］ト同｝こ36−2製作叩11　iJl卜lll600V，1×60DkW　MR600V，1×LOOOkW　MRL500V，1×3，000kW　MRl，500V，54F×4同　　上同　　1同　　．ヒ1・fn　11，500V・1×3’OOOkW　SRけられる模擬照光機構は、光源部のワク組が大きいため，配電盤が大形となりコッパクトな照光盤はできなかった．　この照光模擬母線の特長はh記のような欠点をなくするために作られたもので，ワク組をできるだけ小形とした単位犬照光機構で任意な組合せができて複雑な系統も連列するだけで構成しうるものである．また電球の装脱が配電盤の裏表からできる一大特長を有している．　また最近点灯時と滅灯時における模擬母線の色彩を変化させる方法を完成している．　従来の同色の模擬母線を点灯だけで50（50）三菱電機・Vol．36・No．1・1962N，室内の明るい場所ではその明るさに負けて点灯時と滅灯時の区別はなかなか判別しがたいものである．　しかるに同じ効率の電球でも色州を変えた方法と同色を明るく変える方法とを比べても前者は3，000　lxで5m離れた所でも十分色別しうるのに対し，後者は1，5001xで早や判別が容易でない．この単位式照光模擬母線は34年に始めて開発したものであるが．その後上記のような照光体と母線ケースとの色彩の組合せで色相を変化さす改善や，直線部が一・線に…様に光る照光体の形の改善や，また反射を防止して盲点をなくする艶消母線など種々実績に基いて改善を続けている．また照光体材料にヶイ光物質の合成樹脂を使用することにより一一一・段と照光の効果がよくなっている．合成樹脂化学の発展とともにこの照光模擬母線もいっそう美しい明るい照光盤と発展することは期待できる．また将来この単位式は任意な個所が任意に点灯できるためいろいろな結線方式の考案によりますますその真価が発揮されて照光系統盤に欠くことのできない利器となることと確信する．　なおこの単位式照光模擬母線を使用して製作した照光盤の納入先は表2−16のとおりである．図2−42　新しい照光盤　Appearance　of　new　illuminative　mimic　bus．表2−16昭和34年以降照光式模擬母線製作経歴納入先1納待月備考阪　神　電　鉄大　阪　瓦　斯八　幡　製　鉄関　西　電　h関　西　電　力東　北　電　力中　国　電　力出　屋．敷　変　電　所北　　　港　変　電　所光変　電　所読　　　書　変　電　所南　大　阪　変＿電　所新郡山変電所新　徳　山　変　電　所34−534−534−835−336−236−3製作中照光盤flTIrtrrlf「1　5，10AS形大電流刃形開閉器　化学工場の電解そう，大容量直流電動機回路などにおける低圧大電流刃形開閉器として，従来他力接触の大容量のものがなかったので，自力接触のものを数個並列に用いていた．したがって操作が重く，接触が不安定で，さらに一極を開閉するのに何個も開閉器を開閉しなければならなかった．　これらの欠点を解決して安定した刃形開閉器を得る目2．送配電機器的で他力接触のAS形刃形開閉器が開発され、その定格は750V，AC　6，000　A．　DC　8，000　A、DC　1，000　Aのものがそれぞれ作られた．　この開閉器はつレードがクリ1，Jづにはいってしまってからさらにハフドルを垂直位置まで押すことによって，づレードを両側から皿形ワ‘P・・」・leを通して締付けるようになっている．したがってづレードの開閉中はつレ＿ドとクリリつとの間には力がかからないようになっているから操作が非常に楽である．また完全投入位置（垂直位置）ではネ・iと≠？図2−43　750V　6，0〔｝OA　AS形大電流刃形開閉　器　Type　AS　high　current　knife　switch　750　V　6，000　A．によって大きな力でづレードとクリリづを締付けているので接触抵抗が低く，過電流にも耐え得る構造になっている．　5111離相母線　KB形離相母線は．．一点支持方式でユニ・リト形式の丸形力パーの離相母線であるが，幾多の据付経験から，もっとも据付けやすく，信頼度の高いものである．また，離相母線の保守点検の対象となる母線のボルト締め＝J’ヨイvトをできるだけ少なくするために、N線の現地溶接を行ない，母線の信頼度をさらに高めている．　母線材料としてアルミニゥムのすぐれた点は安価であることはもちろん，品質的に見てもすぐれたものである．すなわち，耐食性の良いこと、溶接が容易であること，軽いこと等である．　昭和36年7月から8月にかけて電源開発滝発電所の発電機主回路母線としてア1レミニウム導体の離相母線の据付を行なったが，銅導体の現地溶接に比べて．はるかに容易であったぼかりでなく，母線が軽量であるため，据付作業も容易であった．ア1レミニゥム導体とすることでさらに多くの現地溶接が可能となり，母線の信頼度を高めたことはいうまでもない．　火力発電所建設づ一ムに乗って，離相母線の受注製作も多くなり，現在その数は20余台分を数えている．　関西電力姫路第二発電所用に受注した24kVユ0，500Aのア1レミニウム母線は単相の酬一径が1．1mの大きなもので，ユニ”）トを製作中である．また，大電流容量の母線であるから，従来の升ネ1レ2個組合せの角パイづ形母線と違って，丸パイづ母線を採用している．　最近，火力発電機の単機容量の増大に伴い、これにつながる離相母線の電流容量も増大してくる．とくに，比較的低い発電機電圧の回路に使われる離相母線では一・万数千アvRアが要求されて来る．それに応ずるために強制冷却方式が考えられるが，当社でも、昭和33年ごろより試作研究を続行しており，製作可能である．（51）51図2−44　電源開発滝発電所納めKB形離相母線　11kV　6，000　Aア1レ三ニゥム導体　11kV　6，000　A　Type　KB　is（，late（l　phase　bus　of　alumlnum　concluctoi’，図2−45　ア膿ニウム積層：Jlヨイントの現地溶接　Field　wel（led　laminated　c（〕nnectors　of　alminum．　しかしながら，無保守，無点検の建前からいって，あくまで強制冷却は離相母線の本筋ではなく，できる限り自然冷却方式で製作するほうが信頼度の上からも，格段の相違がある．電流容量がさらに大きくなり，据付スベースの問題とか，価格を下げる点で，強制冷却は必要となることもあろう．　一点支持ガイ；J方式の基本概念となっている“零力線”に関する試験も行ない，丸形力パーの場合と角形力パーの場合の相異を解明した．最近の火力発電所で要求される故障電流も大きくなり，波高値で300kAを越えるものもある．母線を零力線に移動させることによって，支持ガイ＝Jにかかる力を軽減できる代わりに，カパーに大きな力がかかることになる．したがって，カパー構造には十分な考慮をはらう必要があり，実試験の結果，良好な成績を得ている．　5，12低圧バスダクト　近年，ピJレディンづ，工場などの電力設備容量はいちじるしく増大し，屋内配線の合理化に適切な配線器具として，低圧パスタクトが盛んに使用されるようになってきた．表2−1736年度低圧バスダクト製作一覧表図2−46　BF形っイータパスタクト工事の一例　（三菱屯機，商1品研究所納め）　An　example　of　type　BF　feeder　bus　duct．36年度は石油化学、工場、ピ）レディーJつなどに進出した・6，継　電　器　6，　1　自動スベリ検出継電器　誘導発電機を起動して自動灼に系統に並列するために、誘導発電機の周波数が系統の周波数と接近しある許容範囲内にはいったときにシγ断器のクローカクコイルを付勢することが必要である．このために自動スNリ検出継電器を製作し，四国電力加茂発電所に納入した．　この継電器は系統電圧と，発電機に直結した，発電機と同じ周波数の電圧を発生する回転計発電機の電圧とを合成してウナリ電圧を発生させ，このウナリ電圧の周期がある値以上になると内蔵されているテレホフルーが動作し，＝J？断器に投入を指令するものである．ウナリ電圧の周期は2本の真空管と2個のテレホンリレーおよび抵抗コーJデーJサより成る充放電回路により測定している．　一般に誘導発電機を並列投入してもさしつかえない周波数差は突入電流から大体0．5c／s以下に押さえられるので，この継電器では：」e断器投入を指令すべき周波数差lt　O．1〜O．05　c！sの問任意に設定できるようにした．また電源電圧および系統側電圧の規定値の一20〜＋10％の変動に対して動作値の誤差は設定値に対して10％程度であり十分小さい値である．　6，2　WM形多接触継電器　この継電器は電磁復帰式による多接触継電器で、一次継電器の補助継電器として使用するものであって，電気的に自己保持しないで，これを機械的な方法で動作状態に保持し、かつ外部の電気的な操作によって復帰させる納　　　入　　　先形名’定格　［数量1三菱電機　商品研究所東洋レーヨン愛媛工場三菱石油　水島製油所　　〃　　　　　　　　　　　　　rf三菱油化四日市工場1当　　　　社　伊丹製作所BF形フf一ダパスダクトftTI　　　　　　rt　　　　　　rtuAC　600V，800−600A　　〃　　　　L500A　　〃　　　　　　600A　　〃　　　　　　　　　　　　　tt　　〃　　　　L500A　〃　L500−1，000−600A160m2．5〃13〃4　〃87　〃350　〃ことのできる従来のMcx継電器と同じ動作をするものである．　その構造は可動鉄心に固定された作動棒と接点とを内蔵する単位体を駆動する回転軸とは，間隙をもって直交しており，作動棒の往復運動を回転軸の回転運動に変換するためにラチェ叶ホイー1レを内蔵している．回転軸に係合され，その回転により作動し電52（52）三菱電機・VoL　36・No．1・19621気開閉をする単位づo・・）gは4回路8接点を備えて，その2接点ずつをロー）レによって開閉切換を繰返えすものである．その特長は　（1）最大80接点まで同時に開閉させることができる回転式多接触継電器である．（2）復帰引はずし動作を1個のコイ1レで行なうことができる．（3）銘板には赤緑を標示する標示器を備え赤色標示の場合は引はずし状態を示し緑色の場合は復帰状態を示して回路状態を表面から容易に把握できる．（4）銘板にはトリテそう入口があって，卜1・テをそう入すれば緊急の場合手動でも開閉操作ができる．（5）配電盤取付後の接点数増加が容易である．継電器端部に一一連積みたすごとに8接点増加することができる．したがって平面的に広がらないため盤面の専有面積が少なくてすむ．　この継電器の接点容量はDC／10　V、力率0．3でDC−2Aを，力率0．3でAC−10Aを∋・断することができる．また動作時間を表2−18に示す．表2−18　WM形多接触継電器接点数　電圧（・）1・接点　b接点1復鍵度2連→16点5連→40点10連→80点DC　llO　　　「tll65msec85　〃115　〃・5m・ecl1・・m・e・45　　〃　　　　　　　　rt65　tt　　　　　　　〃　以上のようにこの継電器は従来の補助継電器MCXと比較して接点数が多くて盤面小形化に貢献するものである．　6、3M形引出形継電器ケース　最近の継電器および継電方式はつぎつぎと新しい原理方式が考案され継電器要素性能向上に伴ないこれを格納するケースについても信頼性の向上と合理的な設計が要求されつつある．このような状勢に対応して当社では従来のFT形ヶ一スに代わるものとしてM形ヶ一スを開発した．　M形ヶ一スはABCDE　5種類ありそれぞれの外形寸法は盤面利用をもっとも有利にできるよう設計されている．　M形ケースの特長　1．M形ヶ一スは従来のFT形ケースに比しテストスイV」チ部分がコニパクトになり盤面有効利用率が増大した．　2、　tsパ＿の締付す1。トは1個ですむ新しい方式でカパーの取付取はずしが」「常に容易になっている．カパー用パリキフは完全気密犬のゴムパっ千ッとなっている．　3．　端子はヶ一ス裏面下部（全ヶ一ス）および上部（M−D．E）に集中され外部結線が便利になると同時にケースの空間利用率が増大した．　4．　CT回路の取扱いに対しては十分なインター0リクが設けられており不安なく取扱いできる．　5．十分な互換性を有している．　6，4誘導形電圧・電流継電器　M形ヶ一スの完成にともない，従来からある誘導形電圧・電流継電器を大幅に改造して，M形ケースにマっチした新COシリーズおよび新CVシリーズが開発された．　新COシリーズ　新CO＝Jリーズは従来のCO形過電流継電器およびCOS形過電流継電器に代わる誘導形過電流継電器でその特性により7種類に区別してある．すなわち短限時がCO−2、長限時がCO・5，反限時定限時がCO−6，それに弱反限時より超反限時まで4種類，その順序によりCO−7からCO−8，9，11，とである．この7種類の継電器により系統のいかなる点においても、その系統に適した最良の過電流保護ができるよう継電器の選択ができる．なお形名の最後に1を付したものたとえばCO−51という形名の継電器はCO−5形に瞬時過電流要素（IIT）を付した継電器の意味である．　従来のものに比べて改良された点を列記すれば，1．2．3．Mヶ一スになって小形化された．各部品が合理化されて機械的・電気的にもすぐれている．動作特性の変わったものがあって実際の系統に適用する際便利になった．　COG−2−M形過電流継電器　COG−2−M形過電流継電29は従来のCOG−2形継電器を少し改造してM形ケースに納めたもので，動作値消費VAが約0．4　VAという小勢力の特長を残したものである．θ図2−47M−A形ケース（カパーをはず　したところ）　Type　M−A　re｜ay　case（Uncovered　view）．2．送配電機器図2−48　CO−8−M形過電流継電器　Type　CO−8−M　overcurrent　relay．図2−49CV−2−M形電圧継電器　Type　CV−2−M　voltage　relay．（53）53図2−50CV−8−M形接地過電圧継電器　Type　CV−8−M　Over　voltage　relay．　（1・wpickup）図2・51LOV−M形電圧継電器　Type　LOV−M　voltage　relay．図2−52　LOA−M形過電流継電器　Type　LOA−M　overcurrent　relay，　新CVシリーズ　新CVシリーズにはCV一ユ，2、4、5．6，7の6種類あり，CV−1、2が低電圧，　CV−4、5が過電圧，　CV　6，7は過電圧低電圧両川で，以上のうち番号が小さいほうが長限時，大きいほうが短限時の特性となっている．構造はコイルが電圧コイルになった以外は新COシリーズのものとほとんど同じで，部品も共通である．したがって特長もほとんど前述の新COシリーズに準じている．　新CV＝Jリーズのうち・ヒ記の継電器以外にCV．8形継電器がある．CV−8はとくに低い電圧で動作し，高い電圧で連続使用できるよう設計した継電器で接地過電圧継電器として使用される．　6，5瞬時動作形電圧・電流継電器　今後の瞬時動作形電圧・電流継電器の標準として開発されたものに，LOA　M，　LOV−MおよびSFA−1−4M形継電器がある．　LOA−M形過電流継電器　LOA−M形過電流継電器は新しく開発した電力用極性継電要素を主要素とした高速度過電流継電器で，．1三として故障検出用に使われる．これの用途として，（1）高速度過電流検出（25　ms以下）を必要とするとき，（2）連続容量の大なることが必要なとき，（3）CT負担が比較的小でなければならないときなどである．　LOV−M形電圧継電器　LOV・M形電圧継電器はLOA　M形継電器を電圧川としたもので構造動f乍はLOAM形継電器とほとんど同じである．　SFA−1〜4−M形電流継電器　SFA　1＼4−M形電流継電器はつうッジ吉形要素を主要素とした電流継電器である．その接点構成の組合せによりSFA−1−MよりSFA　4−Mまで4種類ある．　SFA一ユ〜4−M形継電器の特長として以下のようなことがあげられる．　1．　新しいつランジセ形要素を主要素としているので機　　　械的に強固であり，耐震性がとくに良好である．　2．独立接点を2個有しており，a接点b接点のいろ54（54）3．4．　6，6　新鋭大容量火力発電所が続々建設される最近の動向に対処し従来の機器保護継電器の系列を整理改善し，さらにこれを新形継電器箱に収納したいわゆる新形ルーシリーズが完成に近づきつつある．そのうちおもなものを拾って紹介する．　COV−6〜9−M形不足電圧起動過電流継電器　同期発電機の後備保護に使用する際、最大故障電流が負荷電流より小さくなる可能性のため、故障検出感度が犠牲にされねばならなかったが、新しく開発されたCOV形継電器はこの欠点を取除いたものである．　すなわち常時は電圧要素により過電流継電器にトルクが出ず，故障発生で低電圧となればト1レクが発生し起動するので，負荷電流より低い電流に整定できるという特長を有する．　このようにこの継電器では電圧要素と過電流要素とが互いに独立しており，両要素互いに独立した整定ができる．また電圧抑制付過電流継電器のように，電圧により時限が変わらず，他の後備保護継電器と協調をとることも容易である．　cOQ−M形逆相過電流継電器　発電機回路の不平衡故障による逆相過電流保護用のCOQ形継電器も，新形過電流要素と新形ケースの採用により，逆相炉波器を組込みスマートな新構成となって登場した．　発電機差動保護継電器　発電機保護用の主継電器として重要であるが，従来から標準として広く使用されて来たHAGE−F，　FT形およびCAG−F，　FT形に代わり，新；yリ＿ズとしてHAG−2−M形，CWR−2−M形，　CAG　M形の3種が誕生した．いうな組合せができる．接点が強固なものを使用しており，しかも特別な無反跳構造となっているので接点状況がきわめてよい．したがって開閉容最も大であり．いろいろな保護や制御に安心して使用できる．繰返し動作責務に対し十分な耐量がある．発電所保護継電器三菱電機・Vol．36・No．1・1962H図2−53　SFA−4−M形電流継電器　Type　SFA−4−M　current　relay．図2−54COV−6−M形不足電lE起動過　電流継電器　Type　COV−6−M　voltage　controlLe（l　OVerCUrrent　relay．図2．55　COQ−M形逆相電流継電器　Type　COQ−M　negative　phase　SeqUenCe　OverCUrrent　relay．）　HAG．2−M形は，　HAGE形より接地要素を取除いたもので，構成および動作の合理化とともに耐震性をいっそう向．」二させる改良が施されている．　CWR−2−M形は、−h述の接地要素を独立させたものであるが，とくにク1」−te−yづ減少のための改良を行ない、性能限界を向上させた．　CAG−M形継電器ではタ・∂板等に機構的な改善を施し面目を一新するとともに，比率タリづを再検討し合理化した．　6，7　変圧器保護継電器　変圧器保護比率差動継電器のシリーズとしては，高速度動作第2高調波抑制付のHUB−2−M形継電器の出現により，従来の誘導形比率差動のCAT形，　CA−4形とあわせて，新たに強力な：Jリーズが完成した．　HUB−2−M形第2高調波抑制付比率差動継電器　変圧器励磁突入電流で誤動作しない高速度継電器として、第2高調波抑制を初めて採用したHUB−1−M形継電器に代わり，その改良形であるHUB−2−M形が誕生、その優秀な性能を買われ続々使用されている．　HUB−2−M形はHUB−1−M形に比して　1．　飛躍的に向ヒした高調波抑制特性　2・　一段とエパクトになった合理的な構造など多くの利点を有し，大容量変圧器の高感度高速度保護用継電器としての決定版である．　とくに東北電力郡山変電所における現地投入試験では，継電器最小動作値の30・一　60倍強の波高値をもつ励磁突入電流でも誤動作せず，好成績を収めた．　CA−4−M形，　CAT−M形比率差動継電器　従来のF、FT形ヶ一スに収納されていた継電要素に構造的な改良を施してM形ヶ一スに収納したものであるが，とくにCA−4−M形では接点機構に大幅な改良を加え簡易形母線保護の継電器として使用できるようにした．　6，8　母線保護継電器　母線保護はその重要性を認められて，重要電気所には必ず設置される傾向とf£　i），納入数製作数とも飛躍的に増大した．2．送配竜機器　空心変成器を使用した差動方式は、原理的に完全であるヒ，使用継電器にも改良が加えられて、依然快調を続けている．従来のLC−2形に代わりLC−4B−M形継電器が短絡保護を主対象とする主継電器として誕生し、これに加えて高感度接地保護を対象とするLC．5（6）−M形継電器が開発されてLCシリーズはさらに強］Jとなった．　CT誤差の人きい通常形CTを使川した丹線保護用の継電方式も，位相比較比率差動方式（LBB方式）のユニークな発想が好評で，続々採用され目下鋭意製作中である．　電流差動方式ぱ，母線保護用CTの特性が明確な場合やbXi　r一数の多くない母線保護には、構成が簡単で適用しやすい良方式である．この方式用のCA−6形継電器の改良形としてCA−6B−M形が完成した．この継電器では，接点機構が一一新された上，飽和変流器が内蔵されて感度調整が簡単にできるよう改善された．　6，9　表示線継電器　最近の系統の拡大に伴い，表示線式の短距離送電線保護もまた活況を呈している．　表示線継電装置は各部品の改良とともに標準シーケ7．Jスが整備され，約40端F分を製作中である．　6，10　送電線保護継電器　優先選択シャ断装置　並行送電線の選択訓・断装置として，従来から行なわれている方式は、1線地絡故障または2線短絡故障等の単純な故障の場合は支障なく動作するが、たとえぽ両回線にまたがる1線一1線の異相地絡故障または2線…1線，3線　1線の多重故障が発生した場合にぱ的確な動作は期待できない．　今回，両回線にまたがる多頂故障をも考慮した選択＝J吉断装置として、短絡優先，進み相優先、多重故障回線優先の三者を満足する優先シセ断装置を完成し、模擬送電線設備による性能確認試験の後、中部電力畑薙第二発電所に納入した．　この装置は、多市故障時，選択動1／llに優先順ll’；を与える上記，優先i．’．：・断部のほか、故障除去後ド睡加｛ゴ：投入によって無停電送電を行なわせる日動円：閉路、および脱調（55）55図2−56HAG−2−M形比率　差動継電器　Type　HAG−2−M　　ratio　differential　　relay．　　　（for　generator　protection）図2−57CWR−2−M形比率差　動継電器Type　CWR−2−M　ratio　dif・　ferential　relay．　（for　genera・　tor　ground　protection）図2−58HUB−2−M形比率差動　継電器（変圧器保護用第2高調　波抑制付）　Type　HUB−2−M　ratio　differen−　tial　relay．（with　second　harmo−　nic　restraint　for　transformer　protectiOI1）図2−59LC−4B−M形母線継　電器　Type　LC−4B−M　bus　differ−　ential　　relay　　　fOr　　linear　coupler　CT．検出を含む十分な後備保護能力を持った短絡，地絡，後備保護より構成される．　これら構成継電器のうち，KZB−M形イ：尤一タ万ス継電器，KRA−M形電力方向継電器は優先：Je断装置用として，また，KZA−M形，　KZS−M形短絡方向距離継電器，KVG−M形コ線地絡検出継電器およびKV−M形電圧継電器は一’般送電線の保護用として新たに開発したものである．　KZB−M形インピーダンス継電器　この継電器は，位相特性が円特性となる距離継電器で，主要素に四極誘導：」リvd要素を使用することによil　，接点状況良好，復帰イッピーdi　ryス特性良好，高速度動作といった特長を有したものである．今同，整定範囲1〜10Ωのものを開発し，優先：」k断部の主要部である両回線不平衡イパー如スの測定に使用した．その動作はこれらの特長を十分裏付けるものであった．KZB−M形は，三相分をMヶ一スに収納し，別に整定箱付となっている．本体外観はKZA−M形と同様である．　KRA−M形電力方向継電器　この継電器は，電力方向要素3相分を収納し，送電線の短絡故障発生時に単回線送電線の場合は．故障方向の判別を，並行回線送電線保護の場合は，故障回線の選択を行なうために使用される．主要素には，PLI極誘導＝Jリvタ要素を使用し，その電圧コイ1レには十分な記憶作用を持たせてある．その位相特性は30度進み特性，動作ス6＿ドは110V→O　V、　OA→5A以ltの電流に対し，1　c／Ys以下で良好な接点状況を示した．　この方向要素と，KZB−M形継電器との組合せによる優先動作が，設計どおり働くためには．各継電器の選択動作が正しいことのほか、使用継電器の接点状況動作スじ一ドのパラッ千が少ないことが必要である．模擬送電線による数千川に及ぶ動作試験にいずれもきわめて安定し56（56）た動作を示し，その安定性が証明された．　KZA−M形方向短絡距離継電器　KZS−M形方向短絡距離継電器　高速度継電要素として特性のよい；Jリッタ要素を用いた，KZC−FT形方向短絡距離継電器が，交流キ電線保護用として開発されたことは，昭和35年度回顧号にて発表したが，今回，同じ動作原理に基づき送電線保護用短絡距離継電器として，KZA−M形およびKZS−M形方向短絡距離継電器が開発，製作された．　KZA−M形継電器は，1一卜トラーJスを介して線路電圧を，杵・ワづトラーJスを介して線路電流を、それぞれ導入し，：Jリンタ要素の位相弁別作用により距離測定と方向判定を行なう、いわゆるモー特性をもつ継電器である．　この継電器は次のような特長をもっている．1．2．3．モー特性を有するので方向要素が不要である．CT入力は杵りづトラッスを介して導入されているのでDC分および過渡入力に対してこの距離継電器はオーパ，り一チすることがない．動作時の接点状況がきわめて良好でパゥンシンづは皆無に近い．　これらの特長は模擬送電線による試験の結果明らかとなった．　この継電器は，別に開発中の故障種類別距離継電器KD形と並んで，当社距離継電器の標準となるものである．現在までに整定範閲．0．25〜1．5Ω，0．5〜6．8Ω，0．75−10Ω，2〜20Ω，のものを製作している、　KZA−M形は．図に示すように同一ヶ一スに3相分を一括収納し，整定箱を外付しているが，1相ごとに収納して整定箱なしとしたKZ−1−M形も現在製作中である．　KZSM形短絡距離継電器は，　KZAM形短絡距離継電器と同様の構成によった方向距離継電器で、その動作特性は，後方動作域を有したいわゆるオっセリト・モー特三菱電1幾・VoL　36・No．1・1962‘図2−60KRA−M形電力方　向継電器　The　view　of　type　KRA　−M　power　directional　relay．図2−61KZA−M形方向短　絡距離継電器　Type　KZA−M　　phase　distance　relay．膿雑霧図2−62　KVG−M形一線地　絡検出継電器　Type　KVG−M　single　phase　　to　　ground　　fault　detector　relay．図2−63　電器　Type　relay．KV−M形電圧継KV−M　voltage性のものである．今回製作，納入したものは，整定範囲，前方1−20Ω，後方0〜5Ωのもので，短絡距離継電器の第3段用のほか，補助継電器を付加させ第2段（KZA−M形）と組合せて脱調検出動作をも行なうことができる．　この継電器は，KZA−M形と同様に3相分を一括収納し，別に整定箱を外付しているが、1相ごとに収納して整定箱なしとしたKZ−3−M形も現在製作中である．　KVG−M形一線地絡検出継電器　この継電器は高イーJt°一タッス接地系統の地絡故障時，零相電圧Yoと逆相電圧万との大きさを比較することにより，二線地絡時には応動することなく一線地絡故障時にのみ応動し高速度で動作するものである．この継電器の特長はV。とY2の比較判別をトラ滅スタ回路により行ない，トラフジスタのスイリチッづ動作により終段の高速度継電器を付勢するものである．このためその動作は1　c！s程度の高速度であり、動作，復帰値の幅狭く非常に安定したものとなっている．図2−62，はこの継電器の外観である．KVG−M形継電器の動作特性はvroの大きさいかんにかかわらずV2による抑制が一定となるようにしたもので，中部電力畑薙発電所，東北電力新郡山変電所にそれぞれ製作納入した．なおY。の値に比例してV2抑制が変化するようにしたKVG−2−M形継電器も現在製作中である．　KV−M形電圧継電器　この継電器は，＝」U−Jタ形誘導継電要素を主要素とした電圧継電器で，零相過電圧検出および規定電圧または過電圧の検出などに使われるものである．　この継電器は，過電圧閉路式を標準とし，その動作速度はタ・づ値の500％以上で1c／s以下であり，安定した接点状況と良好な復帰特性を持っていることを特長としている．なお補助継電器1個が内蔵されており．必要により付勢電流の大きい限時継電器等を，制御できるようになっている．　この継電器の外観写真を図2−63，に示す．　なお，この継電器は次の各整定のものが標準化されている．10−25，20−50，30−60，50−80，70−100，90一ユ20および120一ユ50Vの7種類である，ト2．送配電機器（57）573・　変　　換　　機　　器i1‘ll‘1‘．・．’．　t／11MLIt1111＄　　　　　°m‘11M「‘1）白1層　　　1｛1》1“4tdIlII．°，’　／ll［‘lIelnlllj「噛　　　dLll‘lllllll「ト1．・�_　．1‘ITblll11‘日「F‘　　　lIL1‘1，II」11“．　　　　°‘1‘11‘11‘Ir「Converting　Machinery　　Sealed　off　ignitron　recti丘ers　which　are　the　representative　of　mercury　are　converting　apparatus　and　siliconrecti丘ers，　typical　of　single　crystal　type　recti丘ers　are　spreading　into　new丘elds　with　standardization　of　items　andin　the　form　of　quantity　production．　The　ignitron　recti丘ers丘nd　their　basic　application　to　electric　railway　substations，but　now　they　are　making　rapid　progress　in　the　direction　of　a　roll　as　a　static　Ward　Leonard　device．　Thus、majority　of　production　of　the　rectifiers　built　in　1961　are　alloted　to　this　new　use．　Through　the　employment　anexcellent　voltage　reset　type　magnetic　ampli丘er　and　an　electronic　amplifier．　the　control　performance　of　the　deviceis　assured　of　quick　response．　　The　silicon　recti丘ers　have　been　employed　in　quantities　by　availing　thelnsclves　of　the　situation　of　increasedinvest皿ent　on　indu，gtrial　facilities　of　late．　The　largest　silicon　recti丘er　rated　ユ20，000A　built　in　ユ959　has　beenproved，　through　successful　operation　of　two　years，　very　excellent，　and　a　second　unit　is　now　under　construction．The　applications　of　silicon　recti丘ers　are　ever　on　the　increase　ill　such丘elds　as　railway　substations，　AC　and　DCelectric　cars，　and　locomotives，　static　exciters　and　trawlers　for　winch　operation　as　well　as　chemical　industry．　水銀アーク変換装置の代表例である，封じ切りイづナイトoッ整流器と，単結晶形整流器の代表例であるシリコッ整流器とは，機種の標準化の進展とともに．多量生産形式をとって各種の需要に応じ新しい分野に進出している．　イづナイトoッ整流器は電鉄用変電所を基準とし，静止レォナーF装置の方向に飛躍的発展を示した．後者は36年度に製作したイづナイトローJ整流器の過半数に達した，それらの制御性能はきわめて卓越した電1二Eリセ1リト形磁気増幅器と電子管増幅器を用いた速応性を有している．　；」リコーv整流器はわが国工業界の設備投資の波にのって多数採用された．34年度に納入したわが国最大の120，000A整流装置は2年有余の優秀なる運転実績により，増設分の120POO　A整流器を受注製作中である．：」リコッ整流器の応用分野はますます拡大され化学用を筆頭に電鉄用変電所，交直電車，交直電気機関車，静止励磁器，卜o一ルゥィーJff用として船舶電源にも用いられている．図3−1　富士製鉄納め水冷式イづtイトo−J整流？下　千ユーピク1レの整流タンク　Ignltron．tank　installation　view　in　water　coole（1　ignitron　rectifier　cubicle　for　Fuji　Seitetsu　Co．1，イグナイトロン整流器　36年度納入のイづすイトOv整流器は実績表に示すとおりで，タンク数で300タvク余になるが過半数は静．止レ1す一ド装置．としてのイづナイトOv整流器である．とくに富士製鉄釜石製鉄所に納入した線材用イクナイト0ッ整流器は個別駆動方式で，290，340，450，555および790kW定格の整流器よりなり総言卜34t”）卜，204タックに及んでいる．整流タック表3−136年度イグナイトロン整流器および配電盤製作実績　　　　　　　先京　浜　急　行（瀬　戸）名！」屋市交通日（新地下）名古屋市交通局（築　地）新京成電鉄（五香1小田急電鉄（柿　k）京　浜　急　行（久里浜）日本国有鉄道（新子安）rt　士　急　行（東　桂）　　　1，000十　条　製　紙　　　　　　　835住　友　電　工　　　　　　　2，000イ主　　　友　　　電　　　・1二　　　　　　　　　1　　　　1，500冨　士　製　鉄（釜　石戊　290〜790納　　入容　量（kW）電　圧（V）剰⇒タ薮ク3000卜500：L500　　　　　　600　．750　　．　　　　600　1i｜，000　　　　L500　13．000　　，　　1，500　i3＞000　　．　　1，5003・°°°V・5°°　　　iI．5006007507506002．0002，500L2506672，0002，0002，0006671，4002，6672，000480、1，3001111121112134　612　6　6126×2　66　612×2126×34冷却方式用途風制御方式tfi．電水冷再冷小（冷1風ff冷風冷再冷水冷風ftll冷風冷再冷水冷風　　　　冷ft風冷再冷水冷llfl「JIf〃tt「t鉄ヘーハーこルワイヤーミル1！　　　Sf一人制御fl遠方制御一人制御遠方制御　　　rrIl一人制御タイムスイッチー人制御　　　　ttfi　　　rt58（58）三菱電機・VoL　36・No．1・1962｛，は水冷式を採川、小形軽量とし，循環水ホンづ，再冷器などを含む温度調整装置は別置とし、整流タrコクだけ独立させ，2セ・リト分ずつユ台のtユーピク1レに納め，このtユー6クルには制御回路も収納されている．結局外観ヒは17セ・）トとなる．この整流器一じ。トを6区分に大別して1群とし，この群に対して循環水ホンづ，風冷再冷器などの温度調整装置1組を設けたつ1レーづ調整方式を採用した．当社が従来より採用してきた静止レ1ナード装置としての水冷単極水銀整流器は今日では欧州でも採用され始めており，おそまきながらもその長所が再認識されたものといえよう．この水冷式のときも，上記のようにつ1レーづ水系方式として整流タ万クと制御回路を1台のキューピク1レに納める構成をとればさらに据付，保守の点で有利となるものと考えられる．この方式は現在製作中の八幡製鉄堺製鉄所の整流器にも採用している．　風冷式では電鉄変電所用として1，500V3，000　kW定格で1分間過負荷400％という仕様のものが製作されたがこれは最近の電鉄負荷の傾向を物語るものといえよう．　なお35年度に輸出されたイrvド国鉄納め交流機関車用イ坊イトロフ整流器も36年にはいって試験も終わり現在好調に運転されている．2，イグナイトロン整流器制御装置　静止レ1ナード装置としてのイづナイトロッ整流器は飛躍的な進歩を示し，36年度に製作したイ労イトロフ整流装置の過半数を占めるに至った．この中でも特筆すべきは富士製鉄釜石製鉄所に納入した線材ミ1レ駆動用静止レォナード装置であり．34台の直流電動機を、すべて別個の静止レォナード電源を用いて駆動する個別駆動方式であり，各直流電動機はすべて精密に調整され，回復時間0．1秒，定常偏差0．ユ％という高精度で制御される．また，仕上スタッドの20台の直流電動機用の静止レ1ナード装置は，各スタ万ド間の∫レーづを一定値に保つよう，1レーづ制御されており，スvY−Jド間の張力をなくして製品の質を向Iiせしめている．　また同じく線材圧延機の駆動電源として，住友電気工業納入の静止レォナード装置がある．この装置は，荒，中間，仕上の3つ1レーづに分かれた共通母線方式であり，1台の整流器で数台の直流電動機を駆動するものであり，制御としては，各母線電圧を一定に保たせる定電圧制御のほか，中間および仕上圧延機用の静止レ1ナード電源は，互いに並列運転が行なえるよう、負荷平衡回路をも有している．　抄紙機用電源としては，十条製紙納入のライッシpフト抄紙機駆動用の静止レ1ナード装置がある．この装置は，イづナイトo−J整流器の交流側に負荷時タリづ切換器を設け，設定電圧に応じてイ2」ナイト0ン整流器の交流側電圧を自動的に調整して，イづナイトo−」整流器の動作責務を軽くしてイづナイトoッを小形にするとともに，いかなる設定速度にお3．変換機器図3−2　富士製鉄納め水冷式イづすイトoン整流器キューピ　ク1レの制御回路側Outside　view（c・ntr・1・clrcuit・ide）・f　water　c・・led　recti丘er　cubicle　for　wire　rod　mi］1　for　Fuji　Sei−　tetsu　Co．轄ぽ℃蒙懇喜in図3−3住友電気工業納め750V2，000　kW風冷式　イづナイトロV整流器750V2，000　kW　Air　cooled　ignitron　rectifier　for　Sumitomo　Electric　Manuf．　C〈）．図3−4　卜条製紙納め600V835kW水冷式イラすイトローJ　整流器および制御盤キュー　ピク1レIgnitr・n　rectifie・cubicle　including　water　cooled　ignitron　　rectifier　　tanks　and　control　circuit，　ratedat　600　V　835kW　for　paper　mill　for　JojδSeishi　Co・いてもつねに力率よく運転することを可能にしている・　上記はすべて，電圧リセっト形磁気増幅器と，電子管増幅器を用いた速応性制御回路を用いており、その制御性能がきわめて卓越しているとともに．また調整もきわめて容易に行なえるものである．3，化学用および工業用シリコン整流器　従来の変換機器に代わって電解用直流電源の主役を占めるに至った：」リコーJ整流器は昭和36年度もさらに飛躍的な発展をとげ，化学用＝」リコv整流器だけでその製作容量は13万kWに達するに至った．化学用：Jリコッ整流器は比較的低電圧できわめて大電流の整流装置が要求されるが，これらの要求に対し三相全波と六相二重星形の2種の結線方式について，トレイ方式によるSF形（風冷式）（59）59i図3−5　山陽バ1レS納めSF形風冷式：Jリコv　整流器9，100kW　130　V　70，000　A　Type“SF”forced．air　cooled　silicon　recti丘er，9，100k　W　130　V　70，000　A．図3−6大阪チsニウム納めSE形水冷式：Jリコン整流器3，840kW　120V　32，000A　Type‘‘　SE”liquid−cooled　silicon　re−　cti丘er，3，840　kW　120　V　32，000　A．の大電流整流器の系列は昭和35年すでに完成し，36年度の電解電源用整流器は大部分この系列によって製作されたものである．　トレイ方式は整流素子故障時にも無電圧で取換えできる利点のほかに，多数の素子を立体的に配置できる特長を有しており，現在のように素子の信頼度がきわめて高い状況ではむしろ小形で保守の容易な大電流整流器の方式として今後とも使用されることになろう．この方式による風冷式；J　iJコン整流器は山陽パ1レづ納め9，100　kW　130V70，000Aほか多数製作納入された．山陽パ1レづ納入の＝Jリコン整流器は塩水電解用で，34年に徳山曹達に納入した120，000AシリコーJas流器の2年間におよぶ運転実績をもとにして製作されたもので2組の35，000A単位より成り，続いて製作されている徳山曹達増設分ユ20，000A整流器とともにもっとも大きい電流容量に属するものである．その他風冷式の代表的な製品をあげると，三井化学納め4，320kW　120　V　36，000　A，三菱化成納め5，000kW　250　V　20，000　A，旭硝子納め5，250　kW　175　V　30，−000A，味の素納め1，500　kW　250　V　6，000　Aなどがある．　ついで化学工場における強度の腐食性ガスとジッァイの問題に加えて，最近では良質の冷却水が豊富に得られない場合が多くなっている．これら腐食性ガス対策の一つとして純水を使用した水冷式：Jリコン整流器を製作しているが良質の冷却風または水が得られない使用個所に対して，きわめてすぐれた冷却方式であることがすでに4年間におよぶ運転から立証されている．この種水冷式の：Jリコ’J整流器としては，大阪チタニゥム納めマづわウム電解用3，840kW120　V　32，000　Aがあり，江戸川化学納め塩水電解用3，565kW　230　V　15，000　A整流器とともに水冷式としては，わが国最大容量のものである．　このほかメっキ用などの中小容量のものも多数製作納入した．その中には，富士製鉄納めPtlv＋用水冷式110kW　22　V　5，000　A×4などが含まれている．　これらの整流器には，SR−200　F形整流素子，電流定格225A，　PIV　300〜1，000　Vが各用途の電圧に応じて60（60）　　　　　　　　　　　図3−7八幡製鉄納めSF形工業　　　　　　　　　　　　用風冷式’Jリコン整流器500kW　　　　　　　　　　　　240V2，084A　　　　　　　　　　　　Type　cc　SF”　forced−air　cooled　　　　　　　　　　　　silicon　　rectifier　for　industrial　　　　　　　　　　　　DC　power　supply，500kW　240V　　　　　　　　　　　　2，084　A．使用されているが，ここ1年間に運転にはいった2，000余個の素子中わずかに1個の故障が生じたに過ぎない．　一方工業用‘uリコン整流器は，小形高性能のため工場動力用電源として広く使用されるに至った．さらに最近はレクチフロードライづ，卜o−JレウイーJチ，静止励磁器用などその応用分野は広範囲に広がり，これら工業用としては，製作以来すでに10，000kWに達し製f乍中のものを含めると13，000kWに達する．この中にはウ土ナス製鉄所納めの1，500kWユ，000kW工場動力用の輸出品も含まれている．　一般工場動力用としては．電圧220ないし250Vで容量300ないし1，500kWが大部分を占めており，これら工場動力電源の受注増加に対応し，納期の短縮をはかるよう一連の標準系列が作成された．この標準系列は三相全波結線と風冷ユニ”）卜方式を採用しており，その一例として図3」に八幡製鉄納め500　kW　240　V　2，084　A　・．リコッ整流器を示している．この系列は据付配線および保守の容易性とともに種々の電圧調整方式に対する適応性が考慮されている．各素子に対する電流平衡と保護も完全に行なわれており，保守を必要とする部分がほとんどなく，いずれも納入以来無事故の好調な運転を行なっている．　レクチフロードライづは誘導電動機の新しい速度制御方式として注目されているが，この用途にも前年度の徳山曹達納入設備に引っついてづリヂストンタ什納め81．4kW整流器を始め多数整作した．　卜o−Jレウインチ用では三菱造船納め242kW　220　V　1，100A整流器ほか数台製作納入している．これらは海上で使用するため塩害による絶縁低下，腐食などに対して特別の考慮が払われている．　静止励磁器は近年自家発電設備用に多数使用されるようになり　山陽パ，レづ納め49．5kW整流器につづいて製作中を含めると10数台に達する．　これらの用途に使用されている整流素子は，化学用と同様SR　200　F形でそのハードソ1レタ方式による構造は連続負荷に対してはもちろん工業用のような変動負荷に対しても，すぐれた性能を有している．三菱電機・VoL　36・No．1・1962L▲1図3−8　近畿日本鉄道恩智変電所納め3，000kW　1，500　V風冷式；」　ijコン整流器　Air　cooled　silicon　rectifier　rated　3，000　kW　1，500　V．§竃ζ図3−9　日本国有鉄道弁天町変電所納め　3，000kW　1，500　V標準形風冷式シリコv　整流器　Standard　type　air　cooled　9．　ilicon　rectifier　rated　3，000　kW　1、500　V．／t＃図3−10　定電流制御盤Automatic　current　regulator　　　　panel．h「4，電鉄用シリコン整流器　電鉄変電所用：Jリコッ整流器は，昭和35年に引つづきその需要が拡大しつつある途上にあり，納入実績も1年間のあいだに急激に増加した．技術の進歩とともに能率のよい保守に便利な機器へと遷移の道をたどり，それにしたがってその制御方式も自動制御，遠方制御方式による無人運転へと進んでいるが，＝」リコッ整流器は冷却装置以外にほとんど補助装置を必要としない便宜さのために，この要求には非常に有利であり，36年納入の電鉄変電所用＝Jリコッ整流器もそのほとんどが遠方制御無人変電所用であった．　近畿日本鉄道恩智変電所納め3，000kW：J　iJコッ整流器をはじめとして，国鉄弁天町変電所用，茨木変電所用，新鶴見変電所用などいずれも3，000kWの最大容量のものであり，このほか，阪神電鉄移動変電所用，国鉄可搬形屋外用など特殊なものに至るまでその製作実績は，3万kWを上回った．　411近畿日本鉄道恩智変電所納め3，000kWシリコン　　　整流器　この整流器は，電鉄変電所用整流器としての最大単位3，000kW　1，500　Vの容量でおが国で最初に実用運転にはいったものとして注目をあびた．定格の種類も列車編成の単位の増大，ならびに列車数の増加による負荷の変動特性を加味した超重負荷公称定格（特殊定格）を採用した．その概略仕様はつぎのとおりである．　定格出力　3，000kW　直流電圧　　1，500V　直流電流　　2，000A　定格の種類　超重負荷公称定格，100％負荷連続，150　　％負荷2時間，300％負荷1分間5分間隔で10回　形　　　式　　屋内形強制風冷式　整流回路　三相づりっジ結線　受　　電　　20kVE相60c／s3．変換機器　；JリコーJ整流器はトレイ式の構造とし，保守の簡便化をはかり，万一・JリコーJ整流素子の破損の際も負荷を切りはなすことなく素子の交換ができる．　4，2国鉄弁天町変電所納め3，000　kWシリコン整流器　この整流器はD種定格であり，構造もユニリト化された素子群を外部から簡単に保守できる標準形である．素子の故障は，1個だけのうちに検出する装置を完備しているのでヒューズを省略しているのが大きな特長である．その他仕様は上記と同様である．4．3国鉄可搬形3，000　kWシリコン整流器　この整流器は予備機のない変電所の整流器故障のさいにトラリクによって持ちはこびができ．その変電所の屋外で使用できることを条件とした特殊なものである．したがって整流回路構成としては，三相づリリジ結線と相間リァクトル付二重星形結線の簡単な切換えができるようになっている．その他，：」リコッ整流器固有の制御，保護器具はすべて内蔵されているため水銀整流器変電所へ持っていっても直ちに使用できるものである．その仕様はつぎのとおりである．　定格出力　3．000kW　直流電圧　　1，500　V　直流電流　　2，000　A　定格の種類　E種定格，100％負荷連続，120％負荷2　　　　　　　時間，300％負荷1分間　整流回路　三相づりりづ，相間リァクト1レ付二重星形結　　　　　　　線両用　形　　　式　　屋外形，トラっク積可搬形，制御盤内蔵形　周　波数　50c／s，60c／s両用　4，　4車両用シリコン整流器　車両用：JL）コン整流器としては，EF−30形交直機関車用16セっト，北九州交直電車（421系）用8セリトのほか，新幹線交流試作電車用を製作した．その詳細は，車両用電機品の項を参照されたい．（61）61表3−2　36年度シリコン整流器および配電盤製作実績納・先舗1弓V｛モ1弓ぷ襲冷却方式Il−］途山陽パルプ　（岩　国）旭　硝　　子　（坂　出）三井化学（三池）．三菱化成　〔黒　崎）大阪チタニウム旭　硝　i’　（淀　1｜D昧　の　素　（川　崎）二菱金属　（秋　田）徳山曹達1幸i海　イヒ学　　（和歌i⊥1）近畿日本鉄道　（恩智）u本国本鉄道u本国有鉄道阪神電鉄帝都交通　（茗荷谷）名古屋交通局　（大江）名古尾交通局　（瑞穂）京都市電　　（衣笠）近畿日本鉄道　（今里）口本国有鉄道（弁天町）日本国有鉄道　（茨木）日本国有鉄道（新鶴見）n本国有鉄道i］本国有鉄道H本「司有鉄道　　　（小倉工場）u本建鉄富士製鉄　（広　畑）ミナス製鉄所ミナス製鉄所一三菱造船　（長　1埼）三菱造船二菱造船へ1幡製鉄八幡製鉄　（東洞岡）八幡製鉄　（東洞岡）山陽ノくノレプ小野田セメント函館ドック三菱造船：：iill：：1：1：1：111：918：：19：；lll：1：：器§Il1§｝；｛llII！｛：讃3001；1劉120il：�g220！，500　　　　　　　　　6．000「13．000120，00015，0002，0001　600i　おむ2，500／1・・，…ll風　　冷　　11　”3．6COiヨ　の　　ぴ　　　　　　ドノ20，00。11　　〃32，…1黍冷再冷器8・・，・・。11ま冷再繍　｛　：　kT；↑　1　：　ll「1　　1i　lll　　：；　1v風　　　　冷t「風　　　　冷水冷再冷器付良塩電解濃縮塩水食塩電解「1マグネシゥム電解食塩電解T「亜鉛製練食塩電解ll制御方式　　　そ　　の　　他509il9；1篇：；11；1，350；識゜’98�J゜lll，，1811：1；81：ll81：29：；；；訳；ll　れ袈｝1；ll92201ρ002，5008331，2508332，0002，0002，0002，0002、0009105002，0005，0004，3506，5202，00011，100　　　　　　　　　　il，2502，180‘1，250娚1：lll風水風：「1II；；；：IIIljII〃ll：「tfl〃冷冷冷交直電車交直電関移動変電所電鉄変電所　　Ij　　ll　　II｛t移動変電所交流電車電鉄変電所メッキ．E｝動，、　II船舶電源工場動戊J　：；　　rT自動定電流式リアクトルおよびURA：：�i，，．。、びURATT　　　　　　　　　　　「t　　　　　　　　　　　　　η〃　　　IVR〃　　リアクトルおよびURA；　腎，、．。、びu。A〃　　　　　　　　　　　rt　　　　　　　　　　　　　　rtll　　　　　　　　　　l｝　　　　　　　　　　　　lr電鉄変電所　燵方制御　　　　421船舶電源　　tt　　用EF−30用遠方制御　　　ll　ll　　　l；一ぷ1御・新羅用一人制御自動定電流式トロー’しウインチ川静1ヒ励磁器刷f’トロールウインチ用Trリアクトノし　tf5、シリコン整流器制御装置　36年度も引続き定電流制御または定電圧制御を要求されたシリコッ整流装置は，ソータ電解直流電源設備，金属精錬直流電源設備，製鉄補助電源設備がほとんどであった．　江戸川化学浪速工場納め3，565kW訓コry整流器，大阪曹達尼崎工場納め3，750kW剖コン整流器などのソ＿タ電解直流電源設備，金属精錬直流電源設備は比較的広範囲の電圧にわたって定電流無段階連続制御を要求されるため，＝Jリコン整流装置に可飽和リァクトルと負荷時電圧調整器の組合せ，あるいは誘導電圧調整器と負荷時電圧調整器の組合せを付加している．この方式は段階的に電圧を粗調整する負荷時電圧調整器のタリづ間電圧を可飽和リアクト1レまたは誘導電圧調整器で微調整するもので，これら微調整用機器に大きな電圧調整をさせることは得策ではないので，電源変動あるいは負荷変動により，可飽和リァクト1レまたは誘導電圧調整器の補償範囲をこえるときは，負荷時電圧調整器を自動的に動作させてできうるとき限りこれら微調整用機器を小容量のものとしている．　これに使用する制御装置は誘導電圧調整器および負荷時電圧調整器の駆動電動機回路に電磁接触器を使用している以外はすべて無接点制御装置を採用し準静止器とし，そのため消耗部分が少ない．またソータ電解などでは電そうから発生する腐食性ガスのため，これら制御装置62（62）の設置場所の条件が問題となるが，これにはとくに腐食されやすい可変抵抗器，制御開閉器は油入りとし，その他露出導電部には耐酸塗料を塗布することにより万全の対策を施している．　ことに味の素川崎工場納め1，500　kW　・Jリコッ整流器の場合は，誘導電圧調整器だけによる小範囲の電圧調整であるが，この制御装置は，：」リコッ整流器本体と同一キューピク」レに収め，絶えず清浄な空気を循還させ外気とは完全にシセ断してガスによる腐食を防止するとともに，誘導電圧調整器の駆動電動機同路も磁気増幅器を採用して完全無接点化をはかり，動作ひん度の多いものにも十分耐えうる制御装置を採用した．　製鉄補助電源設備としては定電圧制御を要求されるが，電源変動および電源変動率による外乱に対し制御をすれぽ十分であるので，比較的小範囲の電圧制御で誘導電圧調整器制御または可飽和リァクト1レ制御を採用している．その制御装置としては，ソータ電解直流雷源設備および金属精錬直流電源設備の場合とほとんど同一である．6，直流変電所用配電盤　昭和36年中に納入および製作中の配電盤は表3−1および表3−2のとおりであるが，以下電鉄用，化学用，一般工業用に大別して記する．　電鉄向け直流変電所は：」リコッ整流器，イづナイトロッ整流器ともに製作納入したが，そのほとんどが操作保守の簡易化とともに遠方制御またはタイムスイっチ制御方式が採用された，直流キ電線の保護方式としては負荷の増大とともに抵抗測定式再閉路方式あるいは，隣接変電所との連絡：JV断装置などを付加して万全を期している．　化学工場向け低電圧大電流の直流電源設備にはすべて：」リコッ整流器が使用され磁気増幅器使用の定電流装置付となり，運転方式も電解室から離れた場所に簡易な操作盤を設置し操作盤より操作する方式を多数採用した．また：Jリコン整流器の保護装置も時間耐量に適合するよう，より合理的になり安全確度も高まった．　一般工場電源設備も起重機用電源あるいは一般直流電源として：Jリコロ整流器が使用され，電動発電機はセレッ整流器にとって変わりつつあり配電盤もこれらの事情と適合するように製作された．三菱電機・Vol．36・No．1・19621を採用し，磁気増幅器による制御を行なっている．7，計算機用電源装置　7，1電子計算機用定周波定電圧電源装置　UFC形電子計算機用電源として山一証券に納入したもので，静止レオナードである．140kWのイづナイトoン整流器を直流電源とし，125　kWの直流電動機で120　kVA60　c／s単相の交流発電機を駆動する．速度の検出には交流発電機に高周波のパイ0っト発電機を直結し直列共振回路を使用している．回転機類は都心の白レの屋上に収納されるので騒音防止に十分留意しM−Gセリトから1m離れた所で80ホッ以下に押さえた．また階下に振動を伝えないように共通Kリドの下に防振ゴムを取付けた．工場での組合せ試験の成績は、電源電圧の変動十5％，−1596，周波数変動50　cfs＋1　c／s、−2　c／sに対して出力電圧変動は定常偏差220V±1％，過渡偏差，220V±4％周波数変動は60cls±0．5　c！s，波形ヒズミ率3％以下という客先仕様を十分満足するものであった．　7，2　1BM−7090形計算機用電源設備　三菱原子力工業がIBM社から借用する7090形計算機の電源設備として150kVA三相定周波定電圧装置1式を納入した、　IBM電源として負荷が定格の33％変動したときの出力側周波数変動が瞬時値を含めて±0．5c／s以下，電圧変動が瞬時±10％以下，整定±1％以下であることを要求されている．このため150kVA交流発電機駆動用直流電動機とユ65kW直流発電機を組合せたレォナード方式8，周波数および相数変換機　新三菱重工業（三原）に交流電気機関車，および交流電車試験用として．3，000kVA単相の同期同期周波数相数変換機を製作納入した．仕様はつぎのとおり　発電機　3，000kVA　3、300　V単相50　c！s　600　rpm　　　　　10極力率0．8　20分間定格　電動機　2．600kW　3，300　V・三相60　cls　600　rpm　　　　　12極力率1．0　20分問定格　なお、3、000kVAは単相であるため，強力な制動巻線を磁極頭にもうけ、逆相分を吸収せしめ，また固定子ワクその他も十分な剛性を持たせ耐振性に留意した設計を行なった．また交流電気機関車の起動時の突入容量を考慮し瞬時電圧変動率をある値以下に押さえ、コイ1レの支持その他にも十分な考慮を払っている．　なお当社伊丹製作所用の変圧器巻線の誘導試験用として2、500kVA　180　c／s単相の同期同期周波数相数変換機を製作中である．　　　　　　　　9，正弦波発電機　目下つぎの定格のものを大日電線向けとして製作中である．　2、600kVA三相60　cls　O　一・　3、300　V　力率0．8　6極　1　．200　rpm　SFC開放連続（1，500　kVA単相60　c／s），巨一三一三一三一三一≡一三一三＝最　近　登　録　さ　れ　た　当　社　の　特　許ニー三一三一三三一三一三一三≡≡区特ftuTf！！fr￥fIlrl〃TrlltjTSlllf別：　　　　名許　　パ1レス発生装i　　　直流・交流相互変換装置　　　直流機用刷子装置　　　乾式整流器の風冷装置称電気弁制御用尖頭波発生装置記録計の時限装置自励式インバーターの失弧検出装置1＝1励式インバーターの並列運転制御装置自励式イーJパー3一制御装置水銀放電灯に定量の水銀を封入する方法ケィ光放電管昇降機出発信号方式広面積P−N接合の製作法E一ターう一1」の導線引出装置自動電気釜に於けるタイムスイリチ方向比較式搬送保護継電方式特許　日　特許番号発　明　考　案　者36−8−2536−8−2536−8−3136−8−3136−8−3136−8−3136−8−3136−　8−3136−8−3136−9−536−9−536−9−536−9−536−9−536−9＿1336−9−18関膓⇒282057282060282293281602282356282360282399282400282401282586282590282592282619282644283131283252細野　勇三好一賢万谷　広・有働星一一小林　凱河合　正・杉本盛行加藤義明・林　1E之河合　正｛馬場利彦・城塚慎一河合　正・杉本盛行｛馬場利彦・城塚慎一河合　正・杉本盛行小椋義正山下博典宮城　晃・板垣晃平清水潤治安松靖彦加藤義明北浦孝一1伊　丹無　線　機il研　究　所長　　　崎伊　　　丹研　究　所福　　　山研　究　所伊　　　丹研　究　所伊　　　丹研究所・伊丹研　究　所研　究　所｛大　船名　古　屋1研究所L福　　　岡福　　　山神　　　戸3．変換機器（63）63川1，　．「∵．11‘1‘1“，1「11い．’�d”川i川1，1川1．’．’・，’�O111序IMIIIIlh・．ピ�_’．川ltll川1国．門．．tt「1川1‘1‘［川IIへ．’tt’川‘1，ll川》“h「，．”．’1川’II’“1’1《ト．’1’層．’¶L‘1‘tIlt1川1・’�`．／t“lI川n川1’．’　�_4．工　業　用　電　機　品1川III川1‘dll．’・°噛．MLIL‘「川川19°、ノ’」’川‘川LHltld．°ttt、1’II”IllIiI“IF噛r°　．Hdld！ltkSdM　　　．°tlIl‘dldMlid‘．噛゜　1‘lll川kll‘ll‘　　一日川1，川川1°tt　F°国1‘lI‘‘1」d11．°　　FllII‘IIIrrElectric　Apparatus　for　Industrial　Application　　Business　of　elcctric　apParatus　for　industrial　apPlication　prospered　in　1961　just　like　that　of　the　year　beforelast，　though　the　contents　were　not　exactly　the　same　over　a　wide　range　of　kinds．　This　is　because　of　the　generaltrend　of　expanding　the　investment　on　facilities．　In　the　steel　mill　equipment，　blast　furnaces，　electric　furnaces、rollillg　mills　and　loading　devices　were　increased　following　the　previous　term．　Non−ferrous　metal　industry　wasnoticed　of　increase　in　production　of　aluminium，　new　arrangements　ensuing　from　it．　Machine　tools　were　moder−nized　or　newly　installed，　which　needed　numerous　allied　apParatus．　Oil　industry　followed　suit．　Paper　industrywas　expanded，　too．　All　these　advancements　called　for　electric　apparatus，　keeping　the　demand　active．　Ceramicindustry　was　rather　quiet，　while　that　concerning　textile　was　in　depression．　Then　there　was　little　demand　onelectric　apparatus　for　these　purposes，　only　the　rationalization　or　cost　reduction　becoming　the　motive　of　newinstallation．　　As　for　technical　aspect，　renewal　of　records　or　advent　of　epochal　products　decreased，　while　improvement　ofthe　quality　increased　conspicuously．　In　line　with　the　tendency，　the　Japanese　Institute　of　Electrical　Engineers　andthe　Japan　Electric　Machine　Industrial　Association　were　busy　revising　the　standards　or　establishing　new　onesto皿eet　the　situation．　Electric　motors　were　extensively　provided　with　steel　plate　frames　and　also　given　classesEand　F　insulation，　thus　the　size　and　weight　being　cut　down　considerably．　In　the　sphere　of　control　equipment，contactless，　static　switching　was　on　thc　increase，　and　ignitrons　were　brought　to　use　on　the　main　circuit　as　wellas　the　control　circllit．　Electronic　computers　were丘nding　their　way　into　many丘elds　including　the　design　ofmotors．　Data　processing　devices　and　control　computers　were　now　in　practical　use．　昭和36年度の工業用電機品は，需要の面においては35年度同様に，各種産業にわたって同様ではないが，全般的には旺盛な設備投資のために，非常な好況に恵まれた．鉄鋼業関係は高炉・電気炉・圧延設備・荷役設備などの増設がつづき，非鉄金属ではアルミ増産のために，その精錬設備の新設などが進められた．工作機械関係は工場設備の増設あるいは近代化のために，ますます需要が増大した．石油化学工業は工場の建設が推進され，製紙工業も設備の新増設がつづいた．したがってこれらの方面に必要な電機品の需要は多くその製造は多忙をきわめた．窯業関係は大した変化なく，また繊維工業関係は綿紡・化繊ともに不況の域を脱せず，したがってこれらの方面では新増設用電機品の需要は大して見るべきものがなく，製品の品質向Lや製造原価低減などを目的とした設備の合理化や改善のための電機品の需要がおもなものであった．　技術の面においては，記録の更新や画期的の製品はすでに少なくなり，内容的にいっそうの進歩改良されたものが多くなってきた．これを反映して電気学会や電機工業会などで，標準規格類が改訂あるいは新たに制定されたものが多い．電動機については、鋼板フレームの採用が拡大され，E種絶縁やF種絶縁が使用されるようになり，いっそう小形軽量化が推進されつつある．制御装置にっいては，無接点スタチvクスィっチーJtiがますます拡大され，制御回路だけでなく主回路においても，イづナイトo−Jを使用する方式などが実用されるようになった．電子計算機の応用もいよいよ盛んになり，電動機の設計などにも使用されるようになり，呈一s処理装置や計算機制御がわが国においてもようやく実用期にはいった．64（64）　以上は36年度の工業用電機品に関する一・般概況であるが，さらに当社製品のおもなものをあげると次のとおりである．（変換機器および電子応用機器についてはそれぞれ別項を参照いただきたい．）　　　1．製鉄その他金属工業用電機品　わが国鉄鋼業の発展はめざましく，その生産高は米ソ西独に次いで世界第4位に躍進した．この鉄鋼増産のために，設備の新増設あるいは改造拡張が盛んに行なわれ，また進行中で，これらに必要な電気機器の需要も旺盛であった．ことに近年大手各社は，皆もっとも需要の多い薄板や建築用形鋼などの生産設備の新設あるいは増強に力をそそいでいるので，これらに関係の電気機器の需要が多い．可逆式厚板ミ1レなどでは，主要補機も含めた自動づoラうム制御が一般的となり，冷間タッ≠ムミ1レでは，従来よりいちじるしく薄い板を生産するために6スタッドとなり圧延速度は毎分2，000m以上にもなるので，放射線厚み計による自動制御が普通となった．自動化は生産性向上の面からだけでなく，品質管理の面からも進められ，≠一タ処理装置や計算機制御も試みられるようになった．36年度中の当社製品のおもなものをあげると次のとおりである．（電子応用自動制御装置については別項を参照いただきたい．）1，圧延設備用電機品　1，1川崎製鉄（葺合）新形条鋼ミル用電機品　この圧延設備はピレvトからHピームあるいは1ピームなどの形鋼を製造する一連の圧延スタッドならびに補助設備で圧延スタンドは粗圧延用R、R2R3Ulと仕上圧延用U2三菱電機Vo1．36・No，1・19621司4t表4−−1川崎製鉄（葺含）新形条鋼ミル用主要回転機　用粗1」：延仕上圧延　　　（U2）1エッジャ　　（El）‘粗圧延粗圧延　　（R，，R3）！ロール圧下　　　（UIU2El）．ロール圧下（UIU・2）1粗圧延（UI）用電源・エッジャ用　電源フヲイホイP／1駆動電動機（縫騒躍2湖電源IU，｜1一ル圧F用電源［駆動電動義途［機・1‘・・1舗　　　　　　　　　　　　　　　（U1）l　DCM　l　i　　？，30じ（Ri）誘導電動機11）CMttDCG　StIMDCGSyMDCG腰IM“1：li11111211　　　　　　　　　　　　�d�l、β、。13，0〔〕0　？6　lg2、5006003β002，0002，200　35　25　95　　　　　　　　　11v巾9欝‘Eh　y・　　　　　　　　　750v6〕、〕2，20e〃220　〃　75「‘　60089，500kW・sec2，200　7502，200　230｛！2，20060i180tf315go7205ア5650514／f5［4514TILア5011　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ljEMIIC96CE！JEMllo9副　　　　　　　　　およびU1スタンドのエリジ〕・からなっている．各スタッド電動機は表4−1のとおりである．　粗圧延U，およびエ1リ舟用にはイ1レづナ方式を採用し，仕上圧延U2用にはレォす一ド方式を採用している．発電機ならびに電動機の制御にはo一卜卜o−）レを使用し，電流制限は磁気増幅器を使f月している．この種圧延機では加減速時間は分塊圧延機ほど早い動作時間を必要としないので，パイァスロートトロー1レを使用しない方式となっている．UIU2スタ’」ドは水平D−Jレ調整と立テロール調整の2組の調整が行なわれるが，その電圧調整はすべて磁気増幅器によって行なっている．　この設備はピレリトから最終製品までの一連の作業を連続的に行なうので，補助設備としては，加熱炉，圧延スタンドの前後面テーづ1レおよびチルチッづデーづ1レ，うッァウトテーづル，移送機，ク＿リーJdiべlvド，矯正機，ホ，Pトソ＿，セv断機，検板機関係などである．　これらの補助設備はすべて巻線形あるいはカコ形の交流電動機で駆動され，75kWから20　kWまでの容量のもので約60台を新製し約20台は客先手持品を流用した．　輸送テーづ1レ関係にはモ＿タロ＿う約290台を使用している．これらの交流電動機の制御盤は大部分機側に設置し，キューピリク形になっている．またモータ0一ラの制御はコー」トローjレt7ノタを使用した集中制御方式としている．　交流補助電動機はB種絶縁としとくに動作ひん度の高　　図4−1　八幡製鉄（戸畑）納め　　2スタンドス�`パス三1レ用電動発電機Main　M−G　set　for　2　stand　skin　pass　mi｜｜．4．工業用電機品表4−2　八幡製鉄（堺）ワイドフランジビームミル用主要回転機III　　　　途圧延機駆動］竃動機フライホイーノし駆動電動機電動機川励磁機発電機lil励磁機定電圧励磁機駆動電動機電動機川調整励磁機発電機用調整励磁機スベリ調整器用　　　調整励磁機駆動電動機モータV一ラ　　：t「｜・叶蛾蹄〒。�h艦DCMDCMIMエラ　　jlIMu一ト・μF一ルTlItIMDCMACM1！ll12111111111346861ア02×2，250　？，400131，000kW・sec　3，000　　100　　　30　　　〕0　　1503311［117．537｜．52・600　60011，000　2205002203，300li2°11zz8114590　5｜4514880iiu1，750！t〃〃2201108254．5備　　　考二電電機子減速比1：3．3　〃　｜：9」　〃　1：12．0　〃　1：13．9いものはH種絶縁を使用し，また電磁づレーキもひん度の高いものには直流電磁づレーキを採用した．　1．2八幡製鉄（堺）ワイドフランジビームミル用　　　　電機品　八幡製鉄堺製鉄所にワイドフラッ洗一ムミ1レ粗圧延機用電機品ならびにモー夘一う用電機品1式を納入した．　主直流電動機および発電機は八幡製鉄所第二分塊工場のものを改造移設したもので，主発電機駆動用3，000kW誘導電動機，o一卜卜o−1レ，および制御装置は今回新しく製作したものである．その主要回転機は表4，2のとおりで主電動機運転用主幹制御器は誘導器を使用しており，無段階の制御ができる．　また，冷却場前後面および精整場輸送用i一つ1レとして，表4．2のように直流モータo一ラ34台，交流モータo一ラ199台を制御装置を含めて納入した．　1，3　八幡製鉄6スタンド冷間圧延機用電機品　八幡製鉄戸畑製造所に6スタッド冷間圧延機電機品1式を納入した．この設備は最大幅130cm，最大厚み3皿m，最大重量27tのコイ1レを2，200　m！minという高速で圧表4−3　八幡製鉄（戸畑）6スタンド冷間圧延機用主要回転機用途主電動機No．1スタンドNo．2　　〃No．3　　〃No．4　　〃NO．5No，6　　tノリール⇒・癖凶キ。酬酷DCMII　StSttllttl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艦�cド叩∵！・トル川　　　　“〈　駆動電動機　　　　　Sy．　M　No．3スタンド「［j　DCG！rNo．4　　”　　　　・・　駆動電動機　　　　　Fy．Miili：．：ス∵用．D9，　（J　i巴動電竺一一≡当222222つ一1，212’000］　　　2，000：1；：1：ll1　　9，5DO‘1二　　2，40C3　　2．00011］，100�d900L9002ソ1，1002×�d1003×9502×450‘　　　　　　　　　2，400ア50tlll2×375vfSll75りtl11・，5・・！11ρ・・1750！tf11，00D750flT1’5°°1L°°°1125／375212！520　rt255．’637備　　　考ll30眺3512°°／L°°°1”514ttrtfl51・1vtt514〃〃双子形！　　fS　frタンデム電機子双子形i〃　〃その他，補機電動機，補助MG多数．（65）65延し，しかも自動板厚制御装置、ニータ耐一装置を備えた世界でも有数の設備である．この設備の電機品はX線厚み計，ロードセルおよびテ7Y・」ヨメータに輸入品を使用した以外は1式当社で製作した．各スタッドはヒ下ロー1レを各個に駆動する双駆動方式になっているが，N。．1スター」ドは上下o−1レ駆動電動機2台に対して発電機ユ台，No．2〜No．5スtSl・T」ドはE下ロ＿1レ駆動電動機2台に対して発電機2台，No．6スタTノドはヒ下o−1レ駆動電動機2台、6電機子に対して発電機3台とし、発電機の容量を2，000kWおよび2，400kW　2の種類として各発電機の特性を一致させるようにしてある．さらにこのように圧延速度が早く，しかも自動板厚制御をおこなっているので，各発電機の界磁を直接420c／sの磁気増幅器で制御して精度を高め，応動性を早くしてある．またり一1レ用発電機もその界磁を直接磁気増幅器で制御して定電流制御をおこなっている．各スタr）ドおよびリー1レ電動機の界磁｝ま，励磁機を介して磁気増幅器で設定電流値に保持される．リー1レ電動機の界磁電流は逆起電力制御磁気増幅器によって制御される界磁調整器によって制御され、電動機の逆起電力を一定に保持する．そのほか基準励磁機も直接磁気増幅器で定電圧制御をおこない，自動板厚制御に使用するNo．1およびNo．2スタ7」ド用スクU．一タゥrv発電機も直接磁気増幅器で制御して応動性を早めている．このように制御一ヒ必要な部分には，回転機を使用せずに磁気増幅器を使用して，御御機能を高めるとともに．機器を静1卜器化したこともこの設備の特長である．　1，4八幡製鉄2スタンドスキンパスミル用電機品　戸畑製造所に2スタッドス千ッパスミ1レ電機品ユ式を納入した．最高圧延速度1，830　m／min（6，000　f／min）でありこの種ミ1レとしては先に当社が東洋鋼板に納入した2スタ7Y表牛4八幡製鉄（戸畑）2スタンドスキン　　　　パスミル用主要回転機・　・1師台糖w糖。酬欝・・フt一ド・リールエントリ・テンシ・∫　ンロール　　（1．）　　〃　　　　（下）No．1　ミtV・スタ　ンドNo．2　　　〃デリバリ・テンショ　ン・ロール　（lt）　〃　　　（下〕テンシ＝1ン・リール7fPド・lj一ル用発電機エントリ・テンシ　ョン用発電機No．1　スタンド用発電機No．2　スタンド用発電機デリパリ・テンシ　．ン用発電機テンションリーノし用発電機駆動電動機66（66）DCG2〃　　　1〃　　　　1DCMtt〃vtr111DCG　　1〃　　　　〕tr　　　　1tt　　　　l〃　　　　1fJ　　　　1Sy’M113702×1902×1901，1001，1002×1902×1902＞（3708408401，2504402×375〃750ll2×3ア52×375440　　　　　　　　　44・1ア50　itl1，2501　〃　　　　　　　　　　18401840　　　4403，700　　11，000250／1，250850∫L100tt350r500v850，’1．100t，250／L250720sstl「1rt　　　　　　　　　　Iタンデム電機子タンデム電機子ffllドス千7／パスミ1レ1．500　m／Mi　llの記録を更新するものである．スタvドの駆動はパ・ワクァ・リづポトムロ＿】レに1台の電動機を直結駆動する方法でE二わスタ7）ドを設けられていない．　主要同転機は表4−4のとおりである．　1，5，日新製鋼（神崎）可逆四段冷間圧延機用　　　　　電機品　既設四段非可逆四段冷間圧延機を，圧延材料幅を増大し生産量の増大を図るため逆転式に改め．庁延速度を5倍に増すために改造を行なったものである．　圧延速度は最大ユ75m／minである．電機品のおもなものは110kW主圧延機駆動用電動機，ユ25　kW主圧延機用発電機，巻取機，巻戻機駆動用37kW直流電動機2台，巻取機，巻戻機用40kW発電機2台，発電機駆動用190　kW誘導電動機で，制御はすべて磁気増幅器によっている．　1，6　日新製鋼（尼崎）バネ鋼庄延設備電機品　バネ鋼圧延用立テ形r延機の増設，圧延機からセ：ノ断機までのテーづルモータの新設，巻取機制御方式の改造用などの電機品を納入した．テ＿づルモ＿タは最終圧延機速度に応じて速度を変化させるため，可変周波数発電機をo一卜卜o一ルで制御する方式を採用した．ローラーモータは．周波数を33c／sから　112　c！sまで変化させ380　rpm　から1，300rpm　までの全可変速度範囲にわたって一・定卜1レクを発生し、しかも1時間に400同もの超動停止を行なっても熱的に十分堪える誘導電動機を製作した．o一ラーモータは108台ありこれを4群に分けて正転・逆転・停止などの制御を行なう．可変周波発電機は，最大出力471kVA，電圧124−424　Vである．可変周波発電機は75／175kW直流電動機により駆動される．立〒形圧延機用には75kW直流電動機を納入した．　1、7　20段ロール電機品　当社世田谷製作所向けに20段D−b圧延機用電機品1式を製作した．圧延機は鉄二っケ1レおよびリン青銅を圧延する可逆式冷間圧延機で圧延速度は最高200m／minで圧延機電動機は100kWである．広い張力範囲に対して良好な張力制御性能を得るように巻取電動機は65kWまたは18kW電動機を張力範囲に応じてクラ・ワチを切換えて使用するようになっている．　1，8　富士製鉄（釜石）線材ミル用電機品　釜石製鉄所に連続式線材ミJレ用電機品1式を納入した．今回納入の分は第1期工事分で2ストラーJド圧延用のもので37年度内に3，4ストラッド分および冷却床用電機品が完成する予定でその分の電機品も現在製作中である．　圧延機は西独＝Jユレーマry社製である．　No．　L　No．2スター」ドおよびNo．3，　No．4スタ万ドがそれぞれ1台の電動機で駆動されるほかは各スタv　f’ともそれぞれ専用の電動機で駆動されている．スタこノド電動機は成層継鉄構造で急速な速度応答を得るようになっており，水銀整流器による各個給電方式により駆動されている．最高速度は28皿／secでスタンド相互間の速度制御に対する要求はき三菱電機VoL　36・No．1・1962‘∫）表4−5富士製鉄（釜石）線材ミル主要回転機用途粗職＿、。タ．、一第川‘間圧延　　　　　　　　　∫（No．7−No，12／．タン1’）　1第縛漂N。．16．，．，）｛第徽駆8紗）｛第2仕上圧延（No．21へNo．26　スタンドNo，21ノへNo．26スタンド）粗圧延ロータリシャー中間圧延ロ’タリシャ・・一ガレットリール前ピンチローコtガレットリールェデンポンリール前ヒンチロー・ILエデンポンリールコイルトランスボート・縮・1舗�k。卵欝　　　　：11；ft》：ttllDCM！1Ttsr｝1Il灯子1；1；；2，92224241；；82501887001，88188250；98755030501530200�k゜〃；1〃ll》rf11220lff「〃u〃lf440／L2｜0350／962440t｝，210おびウれ　》　　：144。∫、21。lt350／962440／L210L500tf〃1，0502，5001，5001，000わめてきびしいものである．仕上スタフド相互間に張力をかけずに圧延するためにスタ7ド間に1レーづを保たせるよう自動）V一づコフトローJレを行なっている．　補助直流電動機は＝J・1・一．eロチロ＿1レ，リ＿1レ計17台ありそれぞれ可変電圧制御されている．そのほかに低圧巻線形誘導電動機が49台あり，ほかにカゴ形誘導電動機が多数ある．　1，9　住友電工（伊丹）線材ミル用電機品　この圧延機はスエー≠VのモルガートシF一マ社製作の特殊鋼線圧延用のものであり，圧延スタvド計22，最高圧延速度21m／secである．当社納入の主要機器は，表4−6に示すとおりである．その特長としては次の点があげられる．　1．　電動機は速度制御特性を艮くするために，ヨークは成層構造とした．　2．　圧延電動機電源にはイliナイトローJ整流器を使用し共通母線方式とした．中間および仕上圧延機は，二重母線とし任意の整流器に接続でき，かつ中間，仕上両整流器は，並列運転も可能としている．　3．　粗圧延電動機は2台並列運転を行なうのでo一卜トロー1レにより負荷平衡制御を行なっている．　4．　中間および仕上圧延電動機は，最高速度において≠イリづ3％，回復時間0．8秒，定常偏差0．3％以下という仕様であったが，磁気増幅器2段および界磁づ一スタを使用した界磁制御方式により，上記仕様を余裕を持って満足し，安定な速度制御を行なっている．　5．　仕上圧延電動機は光電式1レーづ調整器により，1レーづ制御を行なっている．　6．　コィラは起動停止がひんぱんでかつ負荷の慣性が大きいので、加減速時は定電流制御を，運転中は定速度制御を行ない，発電機の制御には磁気増幅器を使用している．　7．　磁気増幅器はすべて420　c！sのものを使用し，制御特性の向上を期した．4．工業用電機品　　　表4−6　住友電工（伊丹）線材ミル主要機器電　動　機用・�m已電…圧編E、遷薩N。．、　2；1鯉麗馴：・？z2　　摺コ　　イ　　ラ　　　　　　　　41↑24漂当・考劉∵220　　　1，000バ，2502台直列整　流　器粗　圧　延　川中間圧延用仕⊥圧延「「」�d500zooe2．000；18ア50風冷式電源22　　〃　kVu発　電　機リ　ー　ル　用902440同上駆動用1002AC3300�d750励　　磁　　機1101220同⊥駆動用1201AC3β001750負荷平衡ロートトロール31220界磁ブースタ3．5350同上駆動用261AC　2201750界磁ブースタ3．5450同上駆動用261AC　2201，ア50　一．一基準励磁機31220高周波発電機20kVA1AC　220420同　1一励磁機11220同　ヒ駆動用2211750励磁機（コイラ）51｜2201同上駆動用7．51AC　2201750　　　，　1，10　富±伸銅大阪工場逆転式四段冷間圧延機用　　　　電機品　圧延機は銅および黄銅用のもので，パリクァリづローJレを駆動する方式が採用されている．　電機品は主圧延機駆動用150kW　45011，000　rpm直流電動機1台，巻取機，巻戻機用75kW　300／900　rpm直流電動機2台，165kW直流発電機，主発電機駆動用260kW同期電動機ならびに補助電動発電機セリト，補助交流電動機などからなっている．圧延機，巻取機，巻戻機は磁気増幅器によりメモルオスタ1リト式速度制御がそ了なわれまた，加減速時の慣性補償，ピiJ一ローJbによるドうフト補償を行なっている．圧延速度は最大300m／minである．　1，11　富±伸銅大阪工場調質圧延機用電機品　既設の圧延機では圧延機と巻取機とが1台の電動機で駆動され張力が不足であったので，圧延機と巻取機を別々の電動機で駆動する方式に改造したものである．この種の他の圧延機と異なる点は，巻取機の速度変化範囲1：4の全範囲にわたって，電圧は’一・定に保ち界磁制御だけで制御し，しかも加減速時の慣性補償を巻取機電動機のC．E．　M．　F制御により自動的に行なうようにした点である．この制御を行なうことにより，従来行なわれていた圧延速度および起動時のコイ1レ直径により経験的に慣性補償を行なうという煩わしさが一掃された．電機品は，圧延機駆動電動機45kW，圧延機用発電機50kW，巻取機駆動用電動機30　kW，巻取機用発電機35kW定電圧励磁ee　5　kW，発電機駆動用100　kW誘導電動機などである．　1，12　古河電工大阪伸銅所非可逆式四段冷間圧延　　　　　機用電機品（67）67　銅および黄銅板用の圧延機で主圧延機は600kW誘導電動機で駆動し，巻取は75kWの直流電動機でo一卜卜o−Jレと90kW直流発電機によリワードレオナード制御をしている．主発電機駆動用の100kW誘導電動機，3ロー1レフィータ駆動用7．5kW直流電動機1台，その他補助電動発電機セv卜，補助交流電動機などを納入した．　1．13　昭和アルミ（堺）アルミ箔ミル用電機品　昭和ア1レミ（堺）向け，3号フォィル三ル用電機設備1式を納入した．最高圧延速度は910　m！minで，この種の圧延機としてはわが国最大の圧延速度である．　とくに，X線による自動板厚制御装置を有し，板厚の変化に応じ圧延電動機の速度，ならびに巻戻電動機による後面張力を自動的に制御し，均一な製品を生産するようになっている．　巻戻電動機および巻取電動機は表牛7に示すように，材料の厚物と薄物とで3段階に切換えて使用するようになっており，広範囲の張力制御ができるようになっている．　圧延電動機の速度制御，巻戻および巻取電動機の張力制御には420c／sの磁気増幅器を使用している．とくに巻戻および巻取電動機の逆起電圧制御には磁気増幅器と電動操作界磁調整器を組合せ、加減速時の慣性補償量をコイル径に応じた最適値をあたえるようになっている．表4−7昭和アルミ（堺）アルミ箔ミル用主要回転機用途主　　圧　　延巻　　戻　　し巻　　戻　　し巻　　　　　取巻　　　　　取〔主圧延用発電機巻戻用発電機巻取用発電機駆動発電機機　種DCMDCGlsDCM　〃DCG　：Sy．　M台数1舗1ム1311ロll311、ll電　圧（V）れ　｝｝8｝｝；lll，，あ。回転数（rpm）300／1．120500／L600850〆2，500500／1、600850／2、500しの　　1；　〃備　考その他、補助M−G多数　1，14　日本電線（川崎）線材ミル用電機品　この線材ミ1レは銅，アルミなどの圧延用のもので西独ク1レリづ社製作のものである．仕上圧延スターJド計9スタッドで最高圧延速度14　m！seeであるが非常に小さい床面積の中にまとめられている．主要電機品は表牛8に示すとおりであるが，特長として次の点があげられる．　1．　操作が非常に自動化され，たとえぽ粗圧延機マニづレータテーづJレの上下tvリパの選択などは圧延スタッドに取付けられた光電継電器により自動的に行なわれ，所定の回数だけ自動的に往復圧延される．　2．　圧延機用誘導電動機は，非常の際急速に停止するように逆相制動を行ない，とくに粗圧延機はフライホイー1レを有するため，機械的なつレー十を併用している．　3．No．3仕上圧延機は、ユ00　kW電動機により駆動され，立テロ叫レ，水平ロー1レ各スタッドから成っているが，その速度制御にはディリづ3％，回復時間0．3秒，定常偏68（68）　　　表4−8　日本電線（川崎）線材ミル用主要電機電　動　機用途容　量（kW）粗　圧　延　機仕上圧延機No．1仕．ヒ圧延機No，2仕上圧延機No．3No．2〜4ピンチロールロータリシャbコ　　　イ　　　ラるれll9いロ230　　　電　圧台数　　　（V）1；？2AC3，0009　　　utt　　　　〃DC　440〃　　220〃　　220〃　　440回　転　数（rp皿）　�c゜，。。；1、2。。800〆2，400L500／2，000　1、300備　　考IM巻線形v　　　〃ll　　　”発　電　機仕上圧延機No，3同・ヒ駆動用励　　磁　　機‘基準励磁機1高周波発電機‘同上駆動用　110260　15　　　510kVA　37ぽ3』詫二。＿，レ　、。No．4ピンチロール　　　　7．51コ　　イ　　ラ　　　　　35：同上魎用　　。。L211121DC　4401AC　3、000　　1，450DC　220〃　　220AC　220〃　　220DC　220DC　220DC　440AC3，000�d4501，450400c，／s差±0．2％の特性が要求される．そのため発電機の界磁を2段の磁気増幅器により制御している．したがって，電源に整流器使用の場合に比し制動特性が良好であり，また電子管増幅器を使用していないため保守が簡単である．　4．　No．3仕上圧延機は，スタッド間に設けられた」レーづ調整器により1レーづ制御されるが，圧延材料は最低200℃程度であり高感度のものを使用している．（輸入品）　5．　No．2，　No．36vチロ＿Jレ，　o＿列一汁一はいずれも共通の発電機より駆動し，速度は電動機界磁を磁気増幅器により制御している．　6・　コイラは負荷の慣性が大きくかつ起動停止がひんぱんであるので，発電機界磁を磁気増幅器により加減速時は定電流制御を，運転中は定速度制御を行なっている，　7・磁気増幅器はすべて，400c／sのものを使用し制御特性の向上を期している．　1115　住友電工（伊丹）伸線機用電機品　住友電工伊丹製作所に伸線機用電機品1式を2号機として納入した、この設備は6基のカマからなり，おのおのDC　100　V　37　kWの直流電動機で駆動される．6台の電動機は直列に接続して，1台のDC　600　V　260　kWの直流発電機から給電される．6台の電動機は直列に接続されるので，負荷の不平衡を生じたときは，軽負荷の電動機に過電圧がかかるが，各電動機は十分これに耐える構造にしてある．また製品により6基のカマのうち所要数のカマを使用するので，その場合は使用しないカマ表4−9　住友電工（伊丹）伸線機用主要回転機用途伸　線　機　駆　動可変電圧電源定電圧励磁機駆　動　電　動　機機　種DCM　　　IM台数61］容　量　電　圧（kW）　　（V）3ア299，290IOOll83、300回転数　　　備　　杉（rpm）720Xl，SOO1，180　》三菱電機VoL　36・No．1・1962’「）の電機子のカマを短絡し，発電機電圧をドげて使用するようにしてある．　1，16　プロダック（PRODAC）ミル自動プログラム制御　　　　　装置　づロタツク方式（Programmed　Digital　Automatic　Con−tro1）の開発を完了した．この方式は各方面への応用が考えられるが，分塊圧延機などの自動制御にもっとも適したものである．図4−2は分塊圧延機の自動圧下制御用キューピク1レで，IBM　n一ドに穿孔して作成した，圧延づoづラムにしたがい，2進法を用いて制御のための演算を行ないながら自動圧下制御を行なうものである．　制御要素としてはトラッジスタNOR回路を採用し次の各部分により構成されている．　1．　　言己’［意装置　コァメモリを用いすべての情報を記憶する．　2．　A−D変換器　O−1レ開度などのアナロtl量を2進演算に必要な≠イジタ1レ融こ変換する装置で、づラfコ形とパ1レス発信機を使用した無接点方式の2種類を準備している．　3．　子イジタル差異検出器　づログラムされた信号と　A−D変換器の出力信号との加減算を行なう装置　4．　DA変換器　芸イ＝」’タJv差異検出器からのディ＝JLタ1レ量を制御に必要なアナロづ量に変換する装置　5．　誤信号検出装置　パリティチェリク方式により誤信号を検出して機械の誤動作を未然に防止する回路．図4−2　自動圧下制御用　　　キューピク1レPRODAC　Control　formill　screwdown．．F　　　　2，帯鋼その他処理設備用電機品　2，1　八幡製鉄（戸畑）連続酸洗設備用電機品　この設備は今までに当社納入の3台の設備に引続き，4号ラィvとして最大幅132cmの鋼帯を連続処理するもので，ライッ速度は入側および溶接部400　m！min，酸洗部および出側150皿／minである．　この4号ライッは3個所のルーtrvO’tr　uトに区画されて入側セク＝JヨーJ，溶接部，酸洗部および出側セクショツの4セク：Jヨ’Jに別れている．入側セクショvと溶接部とは単独および連動のおのおのの操作ができ，キズのつきやすい薄い鋼帯や．折れやすいもろい鋼帯などの処理を助けている．酸洗部と出側セク：JヨーJとは連動となっており，酸タック内の1レーうは電磁検出器と磁気増幅器でづロセっサの電圧制御（発電機による）により調整する．また，酸洗部と出側セク；Jヨフ間のルーづは光電管式1レーづ制御装置4．工業用電機品　　表4−10電　動　機八幡製鉄（戸畑）連続酸洗設備用主要電機用途プロセッシングアンコイラアンコイラマンドレルNo．1ピンチロールNo．2ピンチロールNo．3ピンチロールプロセッサNo．4ピンチロ・t−　？LNo．5ピンチr．t　−TルサイドトリンマアッフコイラNo、1アップカットシャーステfッチャNo．3アップカットシャーNo．4アップカットシ．t・一スクラップチョッパ容量（kW）37026224522220752226553ア37373719台数電　　圧（V）DC　440rtrtDC　220llrtlsIt〃Il〃〃llll〃回転数（rpm）850〆LO65600／1，400850／1，065850〆LO65850／1，065850／1，065850〆�d065850／LO65650／L300850〆1，065　550　550　550　550650／L300備考可変電圧（IG）t！　　　　　lttf　　　　　It　〃　　（2G）1！　　　　　零1　〃　　（3G）　〃　　（4G）　〃　　（5G）　　rT　　　　　　　〃T「　　　　　Tt定電圧「）lt　ft　〃発電機セット用途可変電圧　発電機Fl　　　　　　　　　　　llfl　　　　　　　　　　　　l！tt　　　　　　　　　　　　　l！　　〃　　　　　　　　　　　　　　tt（翻繊　　　　　　　　i440！802408511201電　　圧（V）DC　440DC　220　　　rl∫1　　St備考1G2G3G4G5G同上駆動用同期電動機1、100　kW　AC　3，3kV　60　c／s　gDOrpm昇圧機およびロートトローJレおよび励磁機セツト用途昇　　　　圧　　　　機　　　　utl　一　　ト　　ト　　ロ　　・・’　ノし・鞠台数1�`圧備考2．51211DC・・品琶�a完瑞用’　〃　　No．3ピンチロール用一、r，L肝、nlアソコイフマ〆　i：V・DC　220　　　　パックテンション用同」二駆動用誘導電動機15kW　AC　200　V　60　c／s　1750　rpm用途昇　　　　圧　　　　機定　電　圧　励　磁　機容量（kW）1770・・1電…圧DC　60DC　220備考アツプコイ〉用同上駆動用誘導電動機95kW　AC　33kV　60　c／s　1，180　rpmによって出側セク；Jヨ’Jの発電機の電圧を制御して調整する．もちろん酸洗部を停止することなく出側の操作ができるが，とくにアリつかりト＝JV一をサイドトリロマの前後に1台ずつ設置してラッニッづカリトをより容易にし，出側操作の能率向上を計っている．　入側tク：Jヨ“Jと溶接部間および溶接部と酸洗部間の6，vトにはおのおの差動セJレ：J−Jによる1レーづ貯蔵量の指示と制御とを行なっている．その他電磁弁，リミっトスィ，pチを数多く用いて運転者の便を良くし，タウッェッタなどの自動化による操作の簡略化を計っている．　2，2　東海製鉄連続酸洗設備用電機品　この設備は最大幅137cmの鋼帯を連続処理するもので，ラィ“J速度は入側340m／min，酸洗部および出側107m／minである．　酸タック内の1レーづ調整はパイづそう入式電磁検出器と磁気増幅器で　No．2ピッチo−Jレの電圧制御（昇圧機による）によって行なわれ，酸洗部と出側間のルーつの調整は光電管式ルーづ制御装置で出側発電機の電圧を制御（69）69　　　　表牛11東海製鉄連続酸洗設備用主要電機電動機用途スケールブレーカ付　アンコイラレベラNo．1ヒ’ンチP一ルNo．2　ピンチロ＿ルNo．3ピンチロ＿ルNo．4ビンチロ＿ルサイドトリンマアップコイラNo．　1アッツカットシャースアィッチャスクラップチョッパ容量（kW）370ア510060403050375520台数電　　圧　（V）DC　440DC　220　　〃Il　　　〃ll　　　tl　　　〃　　〃　　　tt回転数（rpm）850／1，2751，150／L7251，150／1，440Ll50／1，4401，150／L440し400／1，8001，｜50／T．440　　550　　5T5500／L500備考可変電圧（IG）　〃　（2G）　〃　（3G）u　　　　　｝t　〃　（4G）｜！　　　　tlel　　　　n定電圧　（5G）lt　　　　け　　　〃　　　　　　fr発電機セ・フト用途可変電圧　発電機It　　　　　　　　　　　　tl容量（kW）411台数電　　圧　（V）DC　440DC　220備考1G2G1・i」−L駆動用誘導電動機540kW　AC　6、6　kV　60　c／s　1，180　rpm用途可変電圧　発電機　　　”　　　　　　　　　　　〃容量（kW）Il2台数電　　圧　（V）DC　220DC　220備考29同上駆動用誘導電動機350kW　AC　6．6kV　60　c／s　1，180　rpm用途（容量kW）台数電（。）圧備定　電　圧　発　電　機考・・i［DC…｜・・同上駆動Ilj誘導電動機75　kW　AC　440　V　60　c／s　1，180　rpm励磁機および昇圧機tット用途容量（kW）定　電　圧　励　磁　機昇　　　圧　　　機　　　　〃30308台数電　　圧　（V）備考DC　220DC　60．No．2ピンチロール用DC　30　rア・プコイラ用同上駆動用誘導電動機ア5kW　AC　440　V　60c／s　1，180　rpm　　　表4−12　淀川製鋼（呉）連続酸洗設備用主要電機電　動　機用途プ　ロ　セ　ッ　サNolピンチロールNo．2ピンチロbルNo，3ピンチロールNo．4ピンチロールサ・fドトリンマアップコイラNo．1アッブカットシャースティッチャスクラップチョッパ容量（kW）4107510060403050375522台数電　　圧　（V）DC　440tfDC　220lllt　　〃　　〃1｛fl　　〃回転数（rpm）690／LO501t〕50／17501，050／L500�d050／L5001，050！1，500�d400〆L8001，050／1，500　　500　　515500／�d500備考可変電圧（1G）〃〃tlrllltt定電圧lllt（2G）Tl（3G）IIH（4G）ull発電機tット用途可変電IE　発電機！f　　　　　　　　　　　　v「1　　　　　　　　　　　　け定　電　圧　　ff　電　機容量（kW）53017513575台数　1　1　1　1電　　圧　（V）DC　440DC　220IF　　〃備考IG2G3G4G剛瀕動用剛蝿動機LOOO　kW　AC　3．3kV　60　cts　900　rpm用途（容量kW）台数�`圧備考定電圧励磁機1・・11iDC・・P1同．L駆動用誘導電動機45　kW　AC　220　V　60c／s　1750rpm昇圧機セワト用途容量（kW）昇圧tt〃機　　13　　　17　　　8．5　　電　　圧台数　　　（V）DC　65DC　30　　　tt備考No．1ピンチロール用No，2ピンチu一ル用アップコイヲ用同上駆動用誘導電動機45kW　AC　220　V　60c！s　L150　rpm70（70）することによって行なわれる．　入側の2台の発電機は連動となっているが，電動機の界磁も連動として別にパー二Pを設けている．また酸洗部と出側とも連動であるが，酸洗部を停止することなく出側の操作ができるので連続して鋼帯を処理でき，生産性および品質向上の役を果たしている．　とくに最近の傾向としてこの設備に限らず電磁弁を多く備えていることは注目すべきものがある．　2．3　淀川製鋼（呉）連続酸洗設備用電機品　この設備は最大幅127cmの鋼帯を連続処理するもので，ライーJ速度は入側340m／min，酸洗部および出側107m／minである．　入側を発電機1台で運転する以外は前記東海製鉄納入の設備と同様の制御方式で鋼帯の処理を行ない作業能率および品質向上を計っている．　2．　4富士製鉄（広畑）ホットシャーライン用電機品　富士製鉄広畑製鉄所にホっト＝JV一ラィーJ電機品1式を納入した．この設備は最大幅203．2・cm，最大厚み6．35mm，最大重量15tのコイ1レをテッパミ1レで圧延してから，つぎの4種の作業ができるようになっている．　1・スリリタをサイドトリvマとして使用し，鉄板の縁切りをしてから升一で1．8ないし8．1mの定尺に切断して切板を製造する．表4−13　富士製鉄（広畑）ホットシャーライン用主要回転機用途プロセッシングアンコイヲプロセツシングアンコイラドラグNo．1ブライドルエントリロ’ル　　　〃　　　　ピンチロールテンパー　ミルNo．2ブライドルエントリロール　　　〃　　　　ピンチロールサイドトリンvサイドガイドピンチロールdS　一ルデンシャーテンションリールNo，1ローラレベラNo，2　　ft　　　ttコンベヤティルトベルトコンベヤアップカットシャーテンパーミルスクリ”一ダウンスクラップチョッバランアウトコンベヤ可　変　電　圧　電　源定駆昇駆昇調電　圧動動整駆　動T！rrft電圧〃電圧励ll〃電励　磁　動動磁機機機機機機動　機機種台数DCMDCG　〃lJDCMflllf｛tl　〃”lttt　〃　rfDCM！1　　tt　〃DCGIF1｛！tfl　　ttSy．　MDCG　ltIMDCGロートトロールllIM111111｜11111161T216容量1電圧（kW）（V）260407510023075110ア55．51901904511015115519197．5440lTtttirlls〃efl220〃〃rl220llrrll260400　902502501251，350　25　25　60　　　5　　　5　　　5　　5　19440！1llrl220「J3、30050〃22050220tl〃220回転数（rpm）備　考575／1，150　　〃　　〃　〃400／　8005ア5ハ，150Il　　　tl　　〃ll300／1250575／1，150ls6501．1、200　　　rt　515650／1，950500バ、500650／1，300900lTttFlvJtttl，180｛1fl�d750rtlsllfS定電圧tt1〔　〃三菱電機Vol．36・No．1・1962‘LL‘b　2．　サイドトリッマで鉄板の縁切りをしてから巻取機に．巻．取ってコイ1レを製造する．　3．　スリリタで鉄板を分割してから巻取機に巻取ってコイ】レを製造する．　4．　スリリタで鉄板を分割してから＝」？一で定尺に切断して切板を製造する．　運転速度は切板を製造するときは最大100　m！min　（この場合の］ryぺ？速度は120　m／min），コイ1レを製造するときは最大150m／minである．　制御装置としてはトトト0−）レ，磁気増幅器，電子管式1レーづコーJ卜o−Jレ装置を使用して最新の制御をおこなっている．　　　3，製鉄関係誘導電動機　昭和36年度は，業界の好況を反映し、非常に多数の誘導電動機を製f乍納入した．そのうち100kW以ヒの製鉄関係の誘導電動機は表4−14のとおりであるが，このうちからおもなものをあげると次のとおりである．　富±製鉄（広畑）納め5，800kW電動機　仕　様　　出　ノ」5，800kW　極数2　　電　圧11．000　V　回転数3，600rpm周波．数形　式用　途　60c／s巻線形回転丁、全閉内冷形、両軸端出　　むコーJフレリサこの電動機は，巻線形の二極．電．動機としてはわが国最大であり，世界的な記録品である．おもな特長は次のとおりである．特　長1．　保護方式は．全閉内冷形とし、水冷式の空気冷却．器を設けている．このため外部のジファイは電．動機中に吸い込まれず，1騒音も低い．万’冷却水系の事故の場合には，ターJ？〈を開け、開放防滴形として運転を続行できる．2．　運転中大きな遠心力による応力を受けるので，機械的構造にとくに注意を払ってある．回転子コイルは単層全節巻を採用し，パィッド線を廃してリテーニンづリンクを用いた．3．　固定子コイ1レ，回転子コイ1レとも電気的，機械的特性のすぐれたタイPラス千リク絶縁を用いてある．4．　冷却効果を向一Lさせるため輻式放射通風を採用した．4．工業用電機品表4−14昭和36年度製作の製鉄用誘導電動機一覧（100kW以上）　　　　　　　llT．　万納　K　先　　　　　　（kW）八幡製鉄llllrlTl　　　　　trflTlll　　　vfrlF　　　〃tlu　　〃ttlF　　〃ttt！！t　　〃rsIIsrll　　〃Fd　　ttIFIl　　ttnウジミ＋スT！rl1「ttll　　〃富lr製鉄ftIl　　IrTlt「tTll川崎．製鉄lrll　　〃神戸製鋼　　ttuft関西．製鋼　　rt1，H新製鋼淀川製鋼　　ttn本砂鉄三菱鋼業ポーチトライデfング電　圧（V）3，0001502202603001102601151302101102ア0100165260　150250220　190　170370　150　220　150　2アOT，IOO　、　260　640　100Lア00　3002、000　64D　3101LOOO3，300lrlFfl　〃：1　〃　〃Ft1！　〃tt’1　〃　〃ulf　〃！t　tt「rlf3，300lltlulltl　〃Ff周波数（⊆ノs）350HP250HP250HP300HP�d500HP4，000HPア，OOOHP1，100　1305，800　190　260　250　160　2603，300　100　220　130　600　300　150　1902，5002，0001，500　190　220　1101，500　175250HP6，300｜3，300十13，300uITIt　〃1LOOO！s3、0003，300U，ooo6，000　rtls　4006，0002、200　4003，300tl3，300ll11〃3β00113，3003，300〃3．3003，3003．30060tlttIl｛1ttlrT！ttttt「〃ttullfttt〃〃11ltllll60lfttllttllSlミ「ullFr60〃llttltTf｛15060tl50ftvltlt6050605060〃fllt60〃’t6060「「606060極数14464tl64168．108108648rt〃144｛164482同　期回転数　　形　　　式（rpm）　5141MSPVI，800　SB1．2001MKB　　　　　　　　1，800　MSB　rt　　　　　　　　　　ll　　　　　　　　L200｜SB　　　　　　　　1・800iMKBlL2°°IMKFC10！81”　i］121”18‘If　v4tlfl6214〃812246fS86146462tS8tt24ttll668166129001MKBア20MKEV−TV9007209001，2001，800900〃〃5141，800〃1，2001，800�d8009003，600720goetl1，8003，600tr900tf1，800〃〃1，2003，600514tf7506003，600L5001ρ00ffア501，000514LOOO1，800LOOO3，600〃900ll300rl「’1，2001，200900450i，200　600MKFC屋外MSB屋外SBMKBffMKFTMSFTuMKWFTSBMKBSBtEllMKBMKEVMKWFT−TVMKBSBMKEVSB−WMSPVMKWBMKBMSBMKBu＄fMKEVMSPVHMSWFTMKFTMSGBMKB「1ltMSTEKEMKBMSPVMKFCMKBMSFCMKEVSBMSFCMSFTMSPV｝TtlMKBMKBSBMSPVSBMSFT台数、112111151212114T｜13111131222121122211221111111111212312211］1111　111　　　　　　途イ，、グ三　．一励磁機駆動レオ十一ドセッド月三．ド装　置高周波発電機駆動高周波発電機セット定重圧磁機駆動ロールターラワトシス．」　ムボンプターボソ．1・ン強圧通風機循環水ボンプ吐出フrン誘引通風機空気圧縮機M−Gロールターヲントシステ　ムポンプミ　キ　サニ次ミキサロッドミルブ　ロ　ワ励磁機駆動DCG駆動励磁機駆．動「1励磁機駆動強圧通風機給水ポンプ循環水ボソープ誘引通風機雑用空気圧縮機デrスケーリ／グポンプガスタービン起動フ　　　LJ　　ワ誘引通風機強圧通風機昇圧ポンゾフfニッシ1．・励磁機駆動M−Gデrスケーリングポンプイルグナffクーラフ．ttンコンプレ・ゾリ・SRM圧縮機駆動M−GM−GM−Gペンテ」ラムシャーM−GイルグナベルトコンベヤM−G二次破砕機駆動圧縮機SRMIII縮機駆動一▲次ハイドロコーン「クフ　ッシャークラッシャーこ　　　　　　　ノし；　　、し1　　　、し．W−G一）　　・t　　’iフ　　T　　ン中形圧延機ロー・レ駆動’くン　ドフ　，・ンコンプレ！サ納人年rl　35−｜0：1：llll：1；1：スlll；題；ll：；12：：：1：lll二1�l　　：　　　ll　　　ll　　　II　　　lj　　　：，∴2：1：；llL　ll2二ll9：llll三；：ll�f：：：1製作r†1il　　　f｛　35−111　36−1製ll≡中製’Zill；，IC．，1：：蒜lllI↓6−．（図4−3富士製鉄（広畑）納め5，800kW巻線形誘導電動機11，000V　60cs　2極3，600　rpm5，800kW　Wound　rot（）rtype　induction　lnotorf・rFuji　Steel　bbwerdrive．（71）71　5．　速度制御がないので，運転中の保守を容易にするため電動づラ：J揚装置を設けた．　仕　様　　両者とも特1．電　圧　　　　　11，000V周波数　　　　　　60c／s極　数　　　　　　　　14形　式　　巻線形回転子　開放管通風形　両軸端出用　途　　イ1レづナ変流器用　長　　固定子，回転子コイ1レとも電気的，機械的特性のすぐれたタイ？レスチリク絶縁とした．2．　最大回転力は十分大きく，しかも力率を良好にするよう設計上とくに意を用いている．図4−4三すス製鉄所納め3，000kW（4，000　HP）誘導電動機　　　　　　11，000V60　c／s　14極514　rpm3，000kW（4，000　HP）Induction　motor　for　Minas　Steel　Mill．　4．製鉄，その他金属工業関係同期電動機　製鉄，その他の金属工業関係用として36年度も表4−15のような同期電動機を多数製作納入した．そのほとんどが直流発電機駆動用で，大きな脱出卜1レクが要求されている．200％以上の脱出トルクが必要な場合は力率を，ある値の進み力率にとったほうが小形軽量となり有利である．　八幡製鉄（戸畑）6スター」ドタツデムコー1レドミ1レ用として納入した11，500　kW同期電動機はおが国最大出力機であ図4−5　八幡製鉄（戸畑）納め11，500kW同期電動機　　　　　11，500kW　Synchronous　motor．り，自動力率調整装置を備え，絶縁にはタイヤレジッ絶縁を採用している．　なお・このほか八幡製鉄（堺）No．3熱間圧延設備用として粗圧延スタッド（No・2−No．6スタンド）用同期電動機3・700kW　2台、5200　kW　3台を製作中である．表4−15　昭和36年度製鉄および金属工業用関係同期電動機製作一覧　　　　　51その他の製鉄関係電機品　5、1　インゴットバギー用電機品　住友機械を経由してインゴットノ伴一電機品を2基納入した．電源部を除いて電動機および制御装置はパ≠一台車に載せられるためとくに小形，防震に留意してきびしい使用条件に耐えるようになっている，　富士製鉄（広畑）に35年納入したバギーの能力を増強するために2号機を納入した．積込み鋼塊の重量は20tで走行速度は400m／minである．ノ伴＿は操作盤および制御盤を乗せた操作台車と鋼魂と電動機を乗せた鋼魂台車からなり，走行電動機はユ50kW　2台，傾動電動機は75kWユ台で台車上の制御盤よりトロリを通して地上にある450kWの発電機をロートトo−Jレを介して可変電圧制御しさらにトロUを通して台車上の走行電動機および傾動電動機を制御する．1号機および2号機は同一軌道上を連結して走行するがどちらか1台が故障しても他のユ台が単独に運転される．　富士製鉄室蘭向けに20tイーJj’・）トノ岸一を納入した．走行速度は250m／皿inで，走行電動機は75　kW　2台，傾　　　動電動機は75kWユ台であり定電圧電源により納　　入　　先富　士　製　鉄東　洋　鋼　板東　海　金　属淀　Il1製　鋼八　幡　製　鉄冨　・1：　伸　銅神　戸　製　鋼鷲∴へ幡製鉄i川崎製釧ミナス製鉄富　＋　製　鉄八　幡　製　欽u　本　鋼　管舗馴鱒麟⇒・±式1、5003，700　480LOOO3、700　260　430　4309，5001L50〔｝2，200800HP　3アOI、100　8003，30011，0003、3003、30011，0003，3003，30060605060606060　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ　　ど　　　ロ　　　72・…li・1搬管働醐L°°°1°・8・6開放■迦　　ぴ　　　　ヨ　　　　　　　な　　　ハれ、；1講111徽聖翻用途72（72）M−GM−GM−GM−GM−G台数蛸年M−Gill36　1　　1　　　　36‘llll11・ラ11121・・・・・…i　14・放…風1…1・3β00　　1�d000　　16060L20051408　108　6‘ll4開放白己通⇒M−Gl開放管他力通風MGl〒23636�_00012，20060　　160　1lll1o・810．8Il4・14‘開放管他力通風開放管他力通風M−GM−G36363，30060　1�_2000．86開放管他力通風M’G6366，00050�d000LO6開放自己通風M−G1363，300609000．88開放自己通風M−G1363，15050�d0000．86開放自己通風M−G136給電され，起動抵抗器により起動し，停止および減速は制動抵抗および空気づレーヰによる．　5．2　住友金属（和歌山）ミキサカー用電機品　住友金属和歌山製鉄所の製鋼上場と鋳銑工場に，ミ十サカー傾動装置および鋳銑機駆動用電機品1式を納人した．製鋼工場用のものは，ミ牛サカー2台を同時に傾動して平炉に溶銑を流しこみ．鋳銑工場用のものは2台の鋳銑機の鋳型に、／台のミキサカーから溶銑を流しこむようにしてある．この設備の特長は直流電動機の電源にシリコ7整流器を使用しとくにミキサカー傾動用は：JリコーJ整流器の交流電圧を誘導電圧調整器によって制御して直流出力三菱電機・Vo1．36・No．1・196214P表4−16　住友金属（和歌山）ミキサカー用主要電機品用　途「・・1台数，欝）ミキサカー傾動鋳銑機ミキサカー傾動Jt］電源鋳銑機用電源・9・当11シリコン　　　　　3　　9．2整流器　tt　　　　　［　　47電　圧（V）33°DC　220　〃回転数（rpm）　1．400600t「1，200備　　　考JEMTlo9−606　〃　　−612電圧を制御し、直流電動機の速度制御をしたことである．　5．3　マッドガン用電機品　最近高炉の新設に付随して出銑口を閉塞するための，電動式マっドガッ用電機設備を表牛17のとおり多数製作納入した．機械部分は新三菱重工業の製作である．ガッ本体は出銑口を閉塞するため施回，保持（把の上下動作）充填の3行程をリ三っトスイっチにより連動動作を行なう．　高炉の付属設備としての重要度を考え，川崎製鉄（千葉）以外の設備には，サイパっクによる無接点リレ＿方式を採用している．表牛17電動マッドガン納入一覧日神富　　士本　　鋼戸　製　製　　　　　（室蘭）tr　　　　　　　（釜石）　製　　鉄　　（千葉）管　　（鶴見）鋼　　（灘浜）川　「Fli矢　　作　　製　　鉄第二　高　炉　用第　　2　　　　　〃第　　4　　　　　〃第　　2tt第　　4rt1鎖騰遡購懇用1灘郷紳綿轍図4−6　サイパリクを用いた　マ1フドガン制御盤　Mudgun　control　panel　with　Ct　Cypak”　static　swltching　system．表4−18　八幡製鉄（戸畑）2号焼結設備用主要回転機途峰種ポイドメータ　　II焼結機パレノトクρラドラムフィーダ〔曇繊kタ電源〔�f撒源〔緩�f援機DCM　：1u　11�k（謡DI（益；�`（訴台数：？511、需、廠鴨P1：，1，1：lll1！；，。12201jttlj，、；詔，，；C230］，625（1，9501．500）　　　　lll，200（｜．2001300）　；1，150〃備　　　考37「…1，ア50tl1，750ll全閉外扇　　II　　〃　　lfNo．1，2共用4．工業用電機器　図4−6はサイパっクを使用したtユーピク1レ形マッドフ�d制御盤を示す．　5，4　焼結設備用直流電機品　35年，八幡製鉄に納入した1号焼結設備に引続き，2号焼結設備用電機品を納入した．直流機関係分は表4−18のとおり．　5，5　酸素製造装置用電機品　製鉄工業の転炉，平炉設備増設による酸素製造設備も大容量のものが新設され，36年中に富士製鉄広畑製鉄所向け10，000m31h，神戸製鋼灘浜工場向け6，500　m3／hおよび大阪酸素姫路：［場向け1，500　m3／hの酸素製造装置用電機品を製作納入した．　富士製鉄向けの10，000m3／hは容量としてはわが国最大のもので，純度99．6％の酸素と99．99％の窒素を各毎時10，000m3分離製造する能力を持っている．　富士製鉄向けに納入した主要回転機は表4−19に示すもので，とくに空気圧縮機用電動機は5，800kW三極3，600rpmで記録的な高速，大容量の誘導電動機である．　神戸製鋼向け電機品は回転機は他社で製作し，その制御装置を，一括納入したものである．　制御装置としては，富士製鉄向けメタ1レクラvド配電盤20面，コーJ卜ロー1レセニノタ15面，キューtiクル形制御盤6面，ボスト形操作盤10面，監視盤2面を納入した．表4−19　富士製鉄（広畑）10，000m3／h酸素製造装置用回転機用途空気分離器系酸素圧縮機系主空気圧縮機用電動機酸素圧縮機用電動機ll立テ形酸素圧縮機用同期電動機台数134電動機種類誘導電動機同期電動機容量（kW）5，800電圧（V）AC11，000600含£。　　　　　　　　　1430［”回転数（rpm）3、6003，600514　神戸製鋼向けメタ1レクラリド配電盤22面，1ユーピOJレ形制御盤1面，コーJトローJレセッタ25面を納入した．　操作は空気分離器系，酸素圧縮機系にわけ，各監視室に監視盤を設置し，集中監視ができるようになっている．　大阪酸素に納入した電気設備は原料空気圧縮機用同期電動機1，800kWおよびその制御装置1式である．6，モータローラ　製鉄および製鋼工場において，鋼片輸送のローラテーづ1レに使用されるモータローラは，その用途が年々拡大しかつ大容量化してきた．すなわち36年度製作したもののうち特筆すべきものは川崎製鉄（葺合）および関西製鋼納め圧延ライ’」用モータo一うと八幡製鉄（堺）に納入した11kW直流モータローラである．　この直流モータo一ラは輸送材料の熱の影響を少なくするためにアイドJレ干ヤを用いモータの位置をテーづル面よりことさらに低くしている．（73）73表4−20　昭和36年度モータローラ製作一覧納　入　先富上製鉄（室蘭）II　〃　　（釜石）川崎製鉄（葺合）rltlr「tStl　　　〃　　　〃　　　〃tf八幡製鉄（堺）Fl｛1「∫　　　〃　　　〃　　　〃11　　〃住友電工　　　tttl”（八幡）（光）佐世保重工業関　西　製　鋼lfltltlrtl　　　〃　　　〃lI　　　〃日　本　砂　鉄モタ容　　量（kW）　　0．558kg〆m　　2．28．5kg．／．m　　　〃　　　〃　　　〃15kg／mff8．5kg／m　　　〃5　kg，im2kg∫m　　7．5　　37　　1．5DC　11　1．5　　0，ア5It　　5　　0．4　1．5Tl　　　〃　　　〃　　2　3．7　　2lt　IJ　　　rr　　　〃It　0．75　　　tt8kg！mskgim周波数（c／s）50！t〃60〃IF〃tf〃lltrlt〃｛t〃fl／60IfltllllIl〃〃〃〃60tfttrrs！tl〃〃〃Itll極数106rfll〃〃〃rtFi〃ttttll6tt848tt106f！TlflTru〃6fell4〃tttttttt6〃絶縁階級Bfftf〃〃H〃BHTlBllltfl〃tlHB〃tttt「1tllltiTtHBF〃〃〃〃〃Fl1｝llB口ラ周速度（c／s）｜．823．42．02．6tf〃33fl3．5II「’〃3．｜2，31．51．04，61．51．OO．88L50．53，5〃〃ll1、22，0Ff11tf2．83．5IT〃tt4．82．0回転比｜／4．63ll｜／6．31／7」51／8．7tl116．85rt1／6．45　〃ll　〃1．／6．51／9．11ノ｜2｜113．91／3．3U9，51／14．91．J12．9　〃1／141／4．6　〃1｛　　tt｜，．．1ア，21．．9．91．9．1　〃1t13．　g｜、9，91／．7．9　〃　rt　　tlL．，4．63119．5直径（mm）320300〃320360〔FrtTF〃〃ls11320400350tl400350Tf〃tl130300Tl〃380360350「flttl〃II「’tlttlf300長さ（mm）7503，3007006002，000tl〃tl〃〃1．600fl6002、0001．5001．200〃tt500rfl，5003503006001．IOOtl1，3201，4001，0001，400tl〃〃6001，400600Ii1，400台数2446131810367304ア48856861ア03441012184155322152！9！254623309376図4−7　八幡製鉄（堺）納めハスパ歯車2段減速式　　　　　　　直流11kWf一タo一ラ　　　　Motor　rQller　with　reduction　gear．II．繊維および製紙工業用電機品1，繊維工業用電機品　繊維工業関係はいぜんとして好況に恵まれず，したがって生産設備の新設あるいは増設用電機品の需要は見るべきものがなく，製品の改善や生産原価の低減などを目的とした設備の合理化のための電機品の需・要が主であった．　1，1　日清紡績（美合）」・Box用追加電機品・連続染色　　　　装置用電機品・オープン連続漂白装置用電機品　いずれも直流減速電動機を使用し，直流発電機によるレォナード制御レフづドライづ方式である．各電動機相互の速74（74）電　動　機表4−21　」−Box用主要回転機用途台数サチュレータJ−BoxワッシャーNo．1〜No．3リール1113容　量（kW）電　圧（V）5，5　　DC　2205．5　　　〃∴、Ul回　転　数（rpm）L530／2，070　　et1，060／1β201，530／2．070電　動　機表4−22　連続染色装置用圭要回転機用途No，1マングルNo．2マングルホットフルードライヤNo．1、No．9ワッシャNo．　IOワッシャ1カレンダ台数1191T容　量（kW）5．5Il1．5〃2，25．5電　圧（V）DC　220”　rrvfl　rt回（転「pm）数1　　　　　　　　　　　　　　　　　�d530／2，070ll’t　　〃　　tfls発電機tット可変電圧発電機（No．1セクション）駆動用誘導電動機可変電圧発電機（No　2セクション）定電圧励磁機駆動用誘導電動機101130337DC　220　　　Lア50AC　500　4P，60clsDC　220　　　1，750　〃　　　　　2，40DAC　50014P，60　ics　　　　表4−23電　動　機オープン連続漂白装置用主要回転機用途毛　　　焼No．｜湯洗No，2湯洗サチュレータJ一ボックス（No．1セクション）（　　　〃　　　）（　　　〃　　　）（　　　〃　　　）（　　　　〃　　　　）J一ボックス引出　（No．2セクション）水　　　洗　　　　（No．　1，2振動水洗（No，3振動水洗　（〃　　　）〃　　　）〃　　　）バ　ツ　ダサチュレータJ一ボックス（No．3セクション）（　　　〃　　　）〔　　　〃　　　）弓1出ウインスパ　ツ　ダ　　　　（No．1水洗　　　（No．1．2振動水洗（No．2水洗　　　（サチュレータ　　　（J一ボックス　　　（（No．4セクシSiン）ttttfl「tlftl））））））」一ボックス引出　（No，5セクショ／）No．1水洗　　　（No，1〜1振動水洗（No，2水洗　　　（乾　　　燥　　　　（〃　　　）〃　　　）〃　　　）〃　　　）台数112t112111容　量（kW）5．51．53、ア2．20．751．5u1．5373，ア2．20．750．ア51．51．51．53．72．20．751　　　　　　　1電　圧（V）DC　220　〃nfl　It〃ll〃Tln．lfffrtTlflttllv〃t1311．51，5｜．53．7ア．5ElPl「iIfrt同　転　数　（rpm）｜，530／2，0ア0　　〃tftlflurttt〃〃flnrlItllrttttlv「1ffflll〃発電機セ1りト可変電圧発電機　（No．1セクション）駆動用誘導電動機可変電圧発電機　（No．2セクション）駆動用誘導電動機可変電圧発電機　（No．3セクション）駆動用誘導電動機可変電圧発電機　（No，4セクション）駆動用誘導発電機可蝿醗職（N。．，セ。．1　t．Jン）駆動用誘導発電機1111151910U101115192022DC　220AC　500DC　220AC　500DC　220AC　500DC220AC500DC　220AC　500　17504P　60　cts　17504P　60　cis　1，7504P　60　cis　　Lア504P　60c．’s　　1，7504P　60　c，’s三．菱電機・VoL　36・No．1・19624度調整はdi−Jサー0−Jレ界磁調整器により自動的に行なうようになっており，電動発電機は据付保守の容易なパっケージュニ・v卜形である．なおJ−Box用追加電機品は昭和29年度納入品の改造追加であり制御方式には変わった点はないが個々の使用機器は改良新形になっている．各電動機および発電機などのf」：様は表4−21のとおりである．　1，2　順序起動装置　紡績工場においては，時間の管理，作業の合理化などの目自勺で順序起動方式が採用されているが，今回帝国製糸八尾工場へ納入したものは，起動押しdiタ・Jによって電動多段力ム式タイマを駆動し，約60台の電動機を10回に分けて起動することができるもので、toムの位置を図4−8　順序起動製置　用制御箱　Control　panel　for　SeqUential　Starting．変更することによって，時間の調整が可能である．　1，3　ドラム乾燥機制御装置　化繊の製造工程において，繊維束をドラム乾燥機で乾燥する方式が採用されているが，停電などのばあいにはドラムを急停止することが望ましく，普通電動機と直結した電磁づレー1＝を使用している．しかし停止時間が長くなったばあい，繊維の伸縮によって，ドラムに大きなテッションがはたらくのを防ぐため，ドラムをっリーにする必要があるので，電磁クラリチをドラム軸に直結した．停電のぽあい予備電源がなけれぽ，電磁クラ1呼が開放されるので，ドラムの急停止ができなくなる．今回新三菱重工業経由旭化成に納入したものは常時0．4　kWのフライホィ＿）レ付電動機を回転させておき，停電の際には、その慣性エネ1レ手を電気エネル干に変換するため，コーJ芸一Jサを停電と同時に電動機回路に並列にそう入して，電磁クラリチの励磁時間を2〜3秒延長するようにした．したがって停電または停止指令があった場合ドラムは電動機と同時に急停止し，停止後電磁クラリチが開放されてドラムをフリーにすることができた．　1，4　ケーク精練機制御装置　新三菱重工業経由，イッドバロータレーヨvに納入したもので，人絹製造の精練工程を自動化したものである．今回の納入品は，従来エァシリーJa’によって駆動していた部分の一部を電動式にしたのが特長で，そのため電動機制御箱が追加された．制御箱類は，密閉度をよくするととも4．工業用電機品図4−9　ケーク精練機用　制御箱　Control　panel　of　cake　re丘ning　machine．図4−10　ケーク精練機用操作　盤　Operating　panel　of　cake　refining　machine．に簡単に開閉できるように，トビラ部分の締付けにはバネピスを使用し，自動運転用電動式＝」一ヶッスドラムスイリチは小形で性能のよいものを使用した，操作盤はスタンド形を採用して，操作を容易にした．　1，5　一相抵抗式および三相リアクタ式クッション　　　スタータ　ー相抵抗そう入式標準ク”）：Jヨ’Jスターsは，力づ形誘導電動機の1相に抵抗をそう入して緩速起動し，電流継電器によって起動完了を検出し，別のコーJtgクタによって抵抗を短絡する方式で，箱の側面に設けた切換スイリチによって起動抵抗を加減して起動時間を変えることができ，普通数秒までの起動用として使用される．　三相リァクタ式クっショ’Jスタータはカゴ形誘導電動機の3相にリァクタをそう入して起動し，起動完了後リァクタを短絡する方式のもので，三相リァクタのタリづ切換スイリチによリリァクタッスを加減して起動時間を変えることがで表4−24昭和36年度クッションスタータ製作一覧種　別　　電動機　（kW）　　電　圧　（V）台数＿一抵　抗　式リアクタ式377．5933ア2．235．56．5913440utl500tt200．」一〃〃440ll1G1016152481125（75）75き，一般に起動時間を長くしたいぽあいや直線的加速特性を必要とするぽあいなどに使用される．　1，6篠斑判定器　スライパ用篠斑判定器は36年度も需要多く15台を大阪機工経由納入しなお引つづき多数製作中である．詳細については別項電子応用機器を参照いただきたい．　　　　　　　2、製紙工業用電機品　紙類の需要はますます増大し，その製造設備の新増設が多く，この方面の電機品の需要も35年度に引っついて旺盛であった．　2．1十条製紙（八代）3．680mmラインシャフト式　　　抄紙機用電機品　上質紙用の抄紙機で抄速はユ50m／minから450m／minまでである．主駆動電動機は750kW直流電動機で水銀整流器を電源とした静止　レォナード制御を行なっている・ワイV−i〈一ト，づレスパート，サイズづレスパートの各tXJレパ電動機群はそれぞれ別個の400　c，’s磁気増幅器および直流発電機により定電流制御を行なっている．使用電動機および発電機は表牛25のとおりである．表4−27国策パルプ（旭川）L形ワインダ用主要回転機　　新聞紙用紙幅6，960mm巻取速度1，830　m，／min用途ワイングドラムスリ・ノタライダ麟讐動機機　挿DCM十’　〃・・已肩ll　　その他補助M−Gセット2721100．755．5帯［1　；ll電　圧（V）220Is110，，器8向転数（rpm）900／1，0002，3002，50069；°表4−28国策パルプ（旭川）S形ワインダ用主要回転機　　　　紙幅2，490　mm巻取速度1　，000　m，fmin用途ワインダド7ムスリツタ発電機機　種DCMffDCG台数211容　量（kW）222．240電　JE（V）220〃220回転数（rpm）700／800�d000L450表4−25　十条製紙（八代）抄紙機用主要回転機用途ラインシャフト駆動サクションクーチリターンロbルワイヤパートヘルパサイズプレスロール　〃　　　　〃　　ヘノしノく　ヘルハ電源発電機機　種DCM　〃｛1《f　〃　〃DCG　〃　〃Sy．　M台数1113121111容　量（kW）750100113，ア192．21303030260電　圧（V）600220tt　tS　〃　　ft220　tt　v3，300回　転　数（rpm）　　1，000850／950L650／1，850�d150／1．250　　　〃600／800　　L2001〔　　〃Tt　表4−29王子製紙（春日井）M形ワインダ用主要回転　　機クラフト紙用紙幅5，740mm巻取速度1，400　mfmin（1セツト分）用途ワインダドラムスリッタライダ〔翻勘機機　種DCM　〃llDCGIM台数272容　量（kW）電　圧（V）670．ア55．5ll8220〃110，，；18回転数（rpm）　2，2　ワインダ用電機品　ベロイト社と技術提携して製紙機械メーカとして定評のある新三菱重工業製作のワィッタ用電機品を36年度も多数製作納入した．発電機は磁気増幅器により励磁され，加減速は電動界磁調整器により行なわれ，加減速時間，紙通し速度，運転速度は運転台で任意に設定され，電流制限方式が採用されているの．8802，0002，300L・is°　2，　3　セクショナルドライブ用ドローメータ　好評を得て引つづいて需要あり，山陽パルづ，東北パルつなどへ納入した．詳細は別項電子応用機器の項をご参照いただきたい．　2，4　製紙工業関係用誘導電動機　製紙工業では回収ポィラやパークポィラでパ1レづ製造の際に生ずる廃液，廃材を利用して自家発電用や作業用蒸気を得ることが多いが、昭和36年度も電力需要の増加に伴う自家発電所の新設と容量増加が盛んに行なわれて，これらのポィラ補機としての誘導電動機の需要が多かった．表4−30昭和36年度製作の製紙工業関係用電動機　　　　　　　　　　　　　　　　（100kW以上）で，加速の押しfiターJを押すだけで設定された運転速度まで自動的に安全に加速が行なわれる．おもな電機品は次のとおりである．表4−26十条製紙（八代）M形ワインダ用主　　要回転機上質紙用紙幅3，680mm巻取速度1、350　mlmin用途ワインダドラムスリッタナイフヲイダロール発電機機　種台数容　量（kW）電　圧（V）DCM‘2〃16　rr　　l　2DCG13アO，553．790220〃t｝220回転数（rpm）900／1，000　2．200　2，000�dア50その他補助M−Gセット納　入　先王子製紙　　　　rt　　　〃　　　　rt！1　　　　tttl国策パルプ三菱製紙　　　　tt本州製紙日本パルプ白河パルプtS東北パルプ神崎製紙出　力（kW）150〃200400750140360150220110rtIlO155120TlO110150電　圧（V）3，300ft！1nFrIflttt3，0003．150〃3，0003，3003，0eo〃3、0003，300周波数！　　1極数（cis）60tlf「トr〃〃〃ll5050Tr506050〃50608〃4102610668641028620同　期回転数（rpm）900tt1．8007203，6001，2007201，2001，0007501，0001．5007203，0007501，eOO350形　　　式MKWBltll〃MKEV用外SBMKWBSBMKBMSBSB−WSBMKFTMKFTMKWFCMKFCMSB台数用途11強圧通風機1112111131212113誘引通風機強圧通風機誘引通風機給水ポンプM−G誘引通風機強圧通風機M−Gフーvc一ファイナポンプll誘引通風機給水ポンプ誘引通風機ストレクインレットファンボンプジョルダン　　　　　　　　納入年」136−536−536−536−536−636−8製作中　rt36一ア36−336−436−736−9製作中　〃tt　tt76（76）三菱電機・VoL　36・No．1・1962rP田．化学・石油およびガス工業用　　　　電機品　石油化学やガス関係の工場などの新設や拡張が盛んで，この方面の電機品の需要はもっとも活況を呈したものの一つである．これらの工場では防爆構造や防食構造を必要とするものが多いので，その需要増加とともに，これらの問題が重要視されるようになり，防爆では従来の労1動者の「工場電気設備防爆指針」は再検討の上改訂され，近くJIs規格とされる運びに至った．また防食では電気学会内に「電気設備防食専門委員会」が設置されて，この問題の調査が開始された．1，同期電動機　化学，石油およびガス工業用として，36年度に製作納入した圧縮機駆動用同期電動機は表4−31のとおりである．表4−3136年度製作の石油，化学，ガス工業用　　　　　同期電動機一覧願1緻　　　　　　　　1表4−32納人先二菱油化東海硫安三菱化成三菱油化神戸製鋼（大阪酸素）三菱油化三菱油化三菱油化三菱化成容　量（kW）2501β00�d6903，3001，9002，4503，3002、4501，100電　圧（V）3，3003，3003、3003、3003、3003，3003，3003，3003，300周波数（c／s）606060606060606060回転数（rpm）25725ア25ア240327300240300277力率1．01．Ol，01．00．951．01．01．01．02828283022243024265T1213｜11納人年363636363636363636図4−11三菱油化四日市納め3，300kW圧縮機駆　　　　　　　　　　動同期電動機3，300kW　Synchronous　motor　for　compressor．　ほとんど電動機本体は安全増防爆，集電環内圧防爆形を採用している．電流脈動率は小さいほうが望ましいが，GD2を増すことは電動機の寸法と重量をも増加させるので，受電容量その他を考慮し，最適GD2なを採用している．またとくに，軸なしの場合は軸電流の防止には十分な考慮を払った設計を行なっている．納　人　先36年度製作の石油，化学，ガス工業用誘導電動機一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100kW以上）日　本　石　油fllttt三　菱　石　油　　　〃大　阪　ガ　スrfttlfftnll三　菱　油　化ttll〃ntf〃tt”Il三　菱　油　化〃IllfFfIstlrtrtuttll三　菱　化　成Tltttt「14．工業用電機品tl〃rtrtTf　　　　tl　　　　〃utlll　　　　rlll　　　　rt　　　　〃lt　　　　〃日本ソーダ　　　t’1徳　lll曹　達tt尼崎コークス〃〃長　浜　樹　脂tt関　※　酸　素味　　ノ　　素llll東　而　燃　料積　水　化　学tt堺　　化　　学　　　〃東　海　硫　安「≠出h（kW）電力（V）470350310110150110175019001；器．Ll；11i’ll9；61119119；lll1503、000「r　rr3、3003，0003，3003、300〃vrsIJfftt4403，300ffIJftttStIfltrt周波数（c／s）150．　3，300240300150200400110240190120245480150120250450350150150150L50135110140140370140300110150100300ttll〃〃〃v〃tttt〃lf3，300rtrttfSFIl〃〃rl〃utt50tt〃tf50〃60rt〃li∫1lt〃‘60　〃3，300；l！160！3・300320　　〃180　　440ltIfll〃llrtIl〃lt330L　3β0011113’�c0565　　〃110　3，3001501　”150‘　3，000125130il101190150100100240300440rr250i3，300tt3，300ff3，000rt3，300〃ll111！〃「J〃F’Sl60tl〃ttttIrlF〃fl〃tttt60〃llrr〃1’rt〃〃tt〃〃60IF〃tl〃〃rl50601116°ある　II60　〃5060　fl　tr　rt60　〃50　〃60　〃1［nl　期繊｛1』欝2〃4114224fr11242210166Ft〃12tl4！t1210124144610146Fl246tT4n6形式3，000MKEV　〃　SBL500‘MKFT　〃1，5003，0003，6001，800　〃　〃3，6001．BOO3、6003，6007204501，200u「r600llMKWFT安MKWFT耐爆IlMSPVMSFAMKFC安MSBMSPVMKFT安MSPVMKWFC’VMKB安MKFT防爆MKWFC”MKWBMIくBlf1βoo　MKWFT耐爆　rr　MKFCll：隣�l�m耐爆6°oi　MKB1，SOOI　MKWFC514，MKWB　　　　　　　11，8001，200ア205141，200　rtMKFTMKWFC防爆MKB安MKWFT耐爆MKWFCMKWBMKFTMKBMKB安MKWB耐酸MSWB安，耐　酸TrMKB安MKWFC安，　耐酸MSB耐酸MKB耐酸MKFC安，耐　酸SB耐酸SB．WMSWFC耐酸MKWB防食MSB安　　　　tlMKWFCMKB耐酸MKFC安MKB台数卜，途tl164Fl644LO4Tl6rtttft可Orf622if4tl「18lt8266212108tt6103，600�d8001，200　〃1，800　rt1．200ll4501，800IF1200！，8001β007201，800　1t1，200　「tll1，000ア201MKFT安lt　s　　　It1・200i　MKWB3，60e　モグラ　SB〃lMK・T3，600：MKWFC耐爆　600MSB　720　　tt　750SB−W　　〃　　　　　〃�d200MKB　720MKB安次べ一ジへ続く3，600　〃1β00fl　〃　900ftア503，6001，200MKTESBMSB安　　　〃　　　〃MSB1「MSBMKFCMKWFC111｜112121212212242211124222111221121ユ1212211221111211121112221112311111122313給水ポンフ　　tt強圧通風機lrポンプポンプコンフレツサブロワガスフロワプロワコンフレッサターボプロワコンフレッサチャージポソプニーダ圧縮機再冷ファン同収水ポンプ再冷却水ポンプ海水ポンプll急、冷海iポンプダウサムボンプ空気H二縮機；一ダコンフレノサ再冷水ポンプ空気圧縮機押込通風機ガス圧縮機均質化機冷凍圧縮機回収水ポンプ再冷却水ポンプ給水ポンプ海水ポンプコンフレッサブロワプロワプロワジョイコンプレ　ッサfrローフミノし海水ポンププロワ海水ポンププロワターボ7ロワ反発粉砕機プロワ冷集プロワ送風機冷凍機圧縮機励磁機駆動IL縮機循環水ポンプ強圧通風機給水ポンプターボプロワ熱加1里液7ドンプ吸引プロワフロワプロワローノレミキシングロー　ノレコンフレッサ給水ポンプ誘引通風機ミ　ルポンプミキサ1！コンフレッサ真空ポンプポンプ銅液ボンプ納入年月製作巾lllr｝136−336−335−1035−1036−836−836−836−936−935−1035−1135−ll35−｜235−1235−］235−1236−136−236−236−236−536−8製作中　rtll　tt　tttlll｛tlt35−1035−・1135−1235−1235−1236−136−136−136−236−236−436−436−536−536−636−636一ア　tl　tt　tt　rt36−236−236−836−835−1036−436−835−1136−335ヰ136−836−936−936−935−1035−IO製作1｜1〃35−1235−12（77）77表4−32　36年度製作の石油，化学，ガス工業用誘導電動機一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100kW以上）納入先（！�j，る1総�s　　　［同　期回転数（rpm）形　　　式台数用　　　途　　1納人1年∫1‘東海硫安24〔3，300606L20〔MKB1ボンプ35−12tttl〃23，60PMSPV1空気圧縮機　　135−12〃　145C〃IJ1645CMKB安3酸素圧縮機35−｜21〃250〃〃6L20CMKWB　耐酸プロワ製作中東洋リノリウム1503β0060890CMSB1ローノレ36−4塩野義製薬｜80FゾlllIIfMKEV　V　安1カクノ・ン機35−12vフ20tf〃23，600MSGB｜ターボブロ　ワ35−12東北肥料1403，000506LOOOMKFC1ミル35−10ltlgOflrl41，500MSB2プロワ　　i36−2‘｛s110〃Il〃〃MSFC｜プロワ36〜31英和レザー1503β00608900MSB1ローノレ36−712，大形誘導電動機　この分野では設備の新設あるいは増設が盛んなために，大形誘導電動機の需要は非常に多かった．　防爆構造を必要とするものも増加しているが，これらは改訂指針によって製作された．また防食構造を要求される製品も多くなった．その他精油工場用などで，騒音ベルを指定されるものは，外ワクに吸音材を裏張りし，また冷却空気の吸入口や吐出口にカパーを取付け，その裏側にも吸音材を張りつけて，騒音を低下し音質を改善するなどの方法が用いられる．　36年度中製作の100kW以上の誘導電動機のおもなものは表4−32のとおりである．この中で特長あるものは次のようなものである．　2、　1大阪瓦斯納めコンプレッサ用1，750kW誘導電　　　動機　　仕　様　　　　1，750kW　3，300　V　60　c／s　3，600　rpm　2極　　　　B種絶縁　巻線形　　　　閉鎖他力通風形　　特　長　　　集電環部を完全な通風式内圧防爆構造とし、カパー　類は錠締構造になっている．図4−12大阪瓦斯納め1，750kW　3，300　V　60　c、　s　2極　3，600rpm誘導電動機　巻線形閉鎖他力通風形　1，750kW　Wound　rotor　enclosed　forced　ventilated　induction　Inotor．78（78）　2，2徳山曹達納め高圧ガス循環ターボコンプレッサ　　　用180kW誘導電動機　この電動機は，アッモニァ合成塔に付帯する高圧ガス循環ターポコーJづレ，vサ駆動用で，電動機ならびにコッづレ、1）サは一つの高圧容器の中に収められている．従来の往復動コーJづレリサ使用の場合に比べて振動衝撃が少ない，潤滑油の高圧ガス内への混入が少ない，触媒の寿命が長くなる，ガスの漏れが少ない，建家面積が少なくてすむなどの利点がある．おもな仕様，特長は次のとおりである．　仕　様　　　　180kW　440　V　60　c！s　3，600　rpm　2極　　　　横軸全閉力ゴ形　特　長　　1．　電動機ならびに｝づレっサは300　kg！cm2に耐　える高圧容器中に収められ，高圧のアーJモニァを含む水　素と窒素の混合ガスは，電動機の外部表面を通りコーJ　づレっサに送られる．電動機内部には，上記腐食性ガス　の浸入を防ぐため外部月スよりやや高い圧力で，窒素　ガスを圧入する構造である．　　2．　回転子は」二記混合ガス（圧力300kg／cm2）中で　回転するので，風損が多くなることが考えられるので，表面は極力なめらかな面とし，エvドリッづ，パーなどの突出物はすべて不鋳鋼製のtO／t一によりおおわれている．　3．操作上の手ちがいなどから，外部の腐食性ガスが電動機内部へ浸入するおそれがあるので，電動機内図4−13徳山曹達納め180　kW　440　V　60　c，is　3，510　rprn　2極誘導電動機　180kW　Induction　motor．図4−14徳山曹達納め180kW誘導電動機　回転子　　　　180kW　Induction　motor　r（）tor．図4−15徳山曹達納め180kW誘導電動機端子引出部　　　180kW　Induction　motor　terminal　lead．三菱電機・Vol．36・No．1・1962b部の防食にはとくに注意している．　4．　高圧容器より外部への電動機口出線の出口は，直接300kg／cm2の圧力が加わるので，気密および耐圧には十分注意して製作し，端子部分は常用圧力の1．5倍の耐圧テストを行なっている．3，標準形工場防爆誘導電動機　石油化学工場，ガス工場などの新設，増設による需要が非常に多かった．防爆形については近々現行の労働省防爆指針がJIS化されることが決定されており，使用者およびメーカともにいっそうの関心が寄せられつつある．36年度と同様ほとんどが新JEM寸法の電動機として製作され好評裏に運転中である．新JEM規格範囲外の容量大なる電動機についても，この；Jリーズとして整備され小形化を計画している．36年度中の製作台数は次のとおりである．　新JEM寸法防爆電動機（XF．　AF形）約2，100台　従来形防爆電動機　　　　　　（MK形）約　100台　そのほか防爆に関連したつレーキ付，単相電動機などの図4−16　新JEM寸法屋外　立テ形耐圧防爆　XF−WV　形誘導電動機　15kW　2極　Outdoor　vertical　expl《）sioll−　proof　15　kW　induction　motor，図4−17屋外っラvJ’形耐圧防爆XF−WL形電磁づレーキ付誘導電動機1．5kW　6極　Outdoor　flange　type　explosion’proof　1．5　kW　motor　with　magnetic　brake．4．工業用電機品図4−18　耐圧防爆形単相　誘導電動機　0．2kW　4極　Explosion’proof　O．2kW　single　phase　induction　motor．特殊形も相当数製作した．図4−19新JEM寸　法安全増防爆AF形　誘導電動機kW　4極コvi’vサdi・Pクス付eased　　safety　explosion・of　0．4kW　induction　motorwlth　condenser　box．4．防爆および防食用電機品　4，1工場用防爆形メータスタンド　低圧電動機制御用として石油化学，石油精製工場などに使用されるメータスタcrドは需要増加し36年度は約500台製作した．メータスッドは改正指針により製作された屋外用耐圧防爆形で，とくにつリーザ，ドレー」パ1レつなどを設け，呼吸作用や絶縁劣化を防ぐため特別な考慮を払っている．　4，2工場用防爆形電磁開閉器　新しい防爆指針により製作された電磁開閉器は多数各方面に納入された．この中にはとくに屋外用としてドレッパルづを設けたものや，英国規格により設計製作されたものなどが含まれている．図4−20　工場用防爆形メータ　スタンド（屋外用）　AS−2　PXL形　Explosion−proof　　meter　stand（・utd・・r）．図4−21工場用防爆形電磁　開閉器EDX13　E（屋外用）　Explosion−proof　magnetic　switch（outdoor）．オヨ罰艮（BS　規格）（79）79図4−23防爆形押しボ　タv開閉器（BS規格）　Explosion−proof　push　botton　switch．　4．3　工場用内圧防爆形電機品　水素やアセチレv二硫化炭素に対する防爆構造の電機品として36年も内圧防爆構造の電磁開閉器，信号箱および通風監視装置を製作した．　今後特殊なガスに対する防爆構造として内圧防爆形の要求が多くなってきている．　　　　図4−24　内圧防爆形電磁開閉器Internal　pressure　explosion・proof　magnetic　switch．図4−25　内圧防爆用通　風監視装置　Internal　pressure　ex−　plosion・proof　ventila・　tioll　watching　device．　4，4工場用耐圧防爆形リアクトル起動器（d2G3）　三菱石油向けに150kW誘導電動機用屋外形耐圧防爆形1」アクト1レ起動器を製作納入した．　仕様　リァクト1レD形　乾式自冷式　3分間定格　　　　3，000V300　kVA　50　ci’s（35％タリづにて）　　　　SHX−112　耐圧防爆形高圧電磁開閉器　　　　3，450V　lOOA　（短絡用　運転用）　全体の構成は，リァクト1レ箱．高圧電磁開閉器箱の各室から成り，防爆的に結合されている．その主要点はつぎのとおりである．80（80）図4−26耐圧防爆形，Jアクト，レ起動器（d2G3）　　　Explosion−proof　reactor　starter．1．　各室の相互間は，端子箱で連結し，防爆スタvドを　使用して電気的に結合している．2．屋外形であるため、全体を屋根で掩い，さらに防　爆接合面にも，防滴力パーを取付けている．3．　運転休止時における防湿のため，箱体内部にそれ　ぞれパースt一タを収納している．4．各nパーはヒンジ開きとし，ポ1レトの脱落防止を　施し，取扱いに便利なようにしている．5、標準形防食電動機　腐食性物質の存在する化学工場で使用される電気設備が増加するにつれ，防食問題がしだいに重要視されるようになり，防食形電気機器の需要が増加してきた．36年度中に製作した防食形電動機は次のとおりである．　　新JEM寸法防食電動機（CF形）　　約600台　　従来形　　　防食電動機（MK形）　約　50台　この中にはタイ？レづンモールド巻線の完全防食形電動機も含まれている．6．防食形電機品　6．1防食形高圧気中配電箱　従来の油入配電箱に代わるものとして，粉ジ万防爆構造と防食を併用した気中配電箱を大和紡績益田工場に納図4−27　防食形高圧気中配電箱　Corrosion−proof　high　pressure　atmosphere　distribution　box．図4−28　AS−2　CX防食形メー3スタンドAS−2　CX　Corrosion・proof　rneter　stand．三菱電機・Vol．36・No．1・19624冑入した．　仕　様　　　3，450V　100　A　25　MVA　　　防食および粉ジ万防爆形　6，2防食形メータスタンド　ポッづなどの制御用として，腐食性のガスがあるところで使用される操作盤として適当なものがなかったので，メータと押しポタツを一体にした防食形メータスタr．・　Fを開発し多数納入した．IV．セメントおよびゴム工業用電機品　　　　　　1，セメント工業用電機品　生産設備の新増設は少なく，したがって電機品の需要もきわめて少なかった．　1，1　誘導電動機36年度に製作したものの5ちより，　100　kW以一ヒのものをあげると表4−33に示すとおりである．トを通じて電動機内に供給する閉鎖管通風方式（PV形）のものと，電動機を全閉構造とし，冷却風は電動機内部で循環させ水冷式空気冷却器を内蔵して冷却する全閉内冷方式（GB形）のものとがある．　2，2リアクトル制御　　　（シリコン制御整流　　　素子使用）電動機　36年度の製品は表4−35のとおりであるがシリコフ制御整流素子を，磁気増幅器に代えて，使用した点が，いちじるしい改良点である．その他コー」デcrサを用いた3種のタンピ万ラ回路および表4−35表4−33昭和36年度製作のセメントエ業用誘導電動機一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　（100kW以上）納　入　先大阪窯業セメント三菱セメントIt日本セメント　　tt刊力（kW）190150110170150電圧（V）3，3003，3003，3003，1503，300周波数　極数（・1・）i60606015060812686同　期回転数（rpm）900600L200形　式MSBMSBMKFCアロ　　　1，…1SB台数11112用　　　途セメントキノレン空気圧縮機仕Eセパレータキルン風車駆動用納入年月35−1035−1036−936−136−5　　　　　　　2，ゴム工業用電機品　2，　1誘導電動機　36年度に製作した6ムー［業用誘導電動機のうち，100kW以上のものをあげると表4−34に示すとおりである．　コム工業においてはジぴアイが多く据付条件のいちじるしく悪い場合が多いので電動機の保護方式ならびに通風方式の選定には十分な留意を要する．表4−34に示した電動機においても，外部送風機を設け清浄な空気をエァタク　　　　　　　　　　　図4−29　リアクト1レ制御　　　　　　　　　　　装置（シリコン制御整流　　　　　　　　　　　　　　素子使用）　　　　　　　　　　　Reactor　control　equip−　　　　　　　　　　　　ment．（with　SCR）昭和36年度製作のゴムエ業用リアクトル制御装置表4−34　昭和36年度製作のゴム工業用誘導電動機一覧注．文元タB宕tl三菱造船ll納人先用　　　　　　　　久留米　16”X6”工場lt大津ゴム〃．8形チューブ　押出機タイヤ走行試験機タイヤ操縦途電動機容量　（kW）台数摘　　　　要　デュアユーノこ　　　　12×55　　　1　　　　1220Vリアクトル制御による無段変速シリコン制御整流素子使用．．一プ機75｜3β00V　　　　同　　上走行機751220V　　　　同　　上操縦試験機751〃納人先日革ゴム東海ゴムll〃1／世界長ゴムltTltlBSタイヤftn出力（kW）110110150370110190220110110600600150電　圧（V）3，3003．3003、3003，3003，3003，3003，3003，300周波数（◇s）　　　　　　　　　・’3・・「・・　　L60606060606060603，000i3，300．50J603，000／3，300　50，603，000，．3，300　50t60極数10101014108888101012同　期回転数（rpm）720720ア20514720900900900900形　　式6007206001720MKBPV．MSBMSBMSBMSBMSBPVMSBPVMSBPVMSBPVMSGBMSGB5°°／6°°IMKBPV台数　　　　　　トラーJJiスタ式電圧継電器による，自動二次抵抗短絡装置な　　　　　　ど新しい試みがなされている．　　　　　　　2，3バイアスカッタ用電機品　　　　　　　最高速26〜100mlminで自動車用タイPコー　Ftを送り，　　　　　　　・定長送ると，光電装置で検出し，±ユmmの精度で定　　　　　　位置に急停｜卜二させ、切断した後ふたたび高速で送るとい　　　　　　う全自動サイ7）レを，連続的に行なうものである．このサ　　　　　　イク）bを約3秒に1回繰り返すので非常に精度が高く，し　　　　　　かも高ひん度の高速機械である．　　　　　　　この制御装置には，ホトトう滅スタの光電検出装置とと　　　　　　もに，制御回路には全面的にトラッジスタリレーを使用し，　　　　　　　　さらに駆動装置にはJKA形電磁クラリチとコッ≠−J　　　　　　　　サづレーキを併用して急停止させている．切断幅精度（100kW以上）　　±1　mmで最高毎分22枚切断というすぐれた運転用途141211T｜1｜11ローノレtl　StパンパリミキサVfiノしミキサパンパリミキサロH一ノレ　II口bノレパンパリミキサシーテtング　μ一1レ納人年月35−1136−236−236−236−536　8製作lll　〃1！36−4製｛乍中「1結果を得て．所期の目的を達成した．図牛30　光電検出装置Photoelectric　detect（，r．4．工業用電機品（81）81　2、4無接点足踏スイッ　　　　　　チ　大津ゴム向けタイヤ成形機用として製作したもので，トラ滅スタリレーと組合せて使用する．ジッァィによる誤動作がなく，高ひん度の使用に耐え，かつ爆発性ふんい気の中でも安全に操作できる．　タイヤ成形機1では相当苛図4−31　無接点足踏スイ1リチNo　contact　foot　switch．酷な責務が要求されるので，構造部はとくに堅牢に設計してある．V．荷役・運搬および建設機械用電機品　　　　　　　　1．クレーン用電機品　36年度は製鉄工業，機械工業，化学工業などの設備投資が盛んで，クレーッ用電機品の需要も大幅に増加した．電機品の傾向は，容量が増大し，制御装置は＝」リコv制御整流器素子によるリァクトル制御や無接点式のものなどが製作された．36年度中に製作のおもなクレーッ用電機品は表4−36のとおりで，この中から特記すべき事がらをあげると次のとおりである．　住友機械経由富士製鉄（室蘭）納め　仕　様　　　150　kW　400　V　50　c／s　585　rpm　10極　川　途　クレー−J走行用　巻線形全閉形　特　長　1．　周囲温度55℃で異状に高く全閉形1時間定格で　　あるため従来の鋼板製フレームをとくに鋳物フレーム表4−36昭和36年度に製作したおもなクレーン用電機品℃、⊆漆運図4−32富士製鉄納め150kW三相誘導電動機　クレーu用全閉形400V60　c，s　585　rpm　150kW　Tottally　enclosed　crane　motor．　とし放熱翼を全周に設けてある．2．　B種絶縁．3．負荷側継手は可擁とするためギヤカリづリ湯を装え　ている．　　　　　　　　　　　住友機械経由八幡製鉄納め注　文　元住友機械n納　　入　　先　　用途〃〃〃〃山本輸送機宇部興産浦賀ドック山本輸送機神戸製鋼〃住友機械山本輸送機富　士　製　鉄室蘭製造所lrTFtl八　幡　製　鉄八幡製造所lr戸畑製造所lr光　製　造　所宇部セメント新二菱重工業高　砂　工　場｛1神　戸　製　鋼高　砂　工　場〃三　菱　化　成黒　崎　工　場三菱日本重工横浜造船所40tビーム付天井クレーン140t溶銑ナベクレーン25tモールドクレーン40tスヲブ装入クレーン7tパケット付水平引込クレーン｜Otパケット付水平引込クレーン10t門形クレーン5t　ノこケ　ソ　ト　トf天井クレーン50／15t天井クレーンFl30／10t天井クレーン50110t天井クレーン6．3t橋形クレーン10！5t水平引込クレーン台数1211212122221電動機容量　　（kW）巻75横20走60主巻25　補巻75副補20　主横30補横10走150巻100横30トング開閉15旋回10走100主巻60　補巻60横15走60巻100　開閉50引込20　旋回40走行40巻175　開閉ア5引込20　施回30走行2×T5巻100横10走2×40巻，開閉50横5走20寸三巻　50　　補巻　30横IO走40”主巻40　補巻20横IO走30主巻50　補巻20横10走40巻，開閉50横2×｜5　走75巻　30　　4〆83走2×30，引込15旋回15摘要巻おろし時，直流制動主巻，補巻，副補巻，巻おろし時および走行，直流制動巻おろし時，走行，直流制動巻おろし時，直流制動巻おろし時，シリコン整流器による直流制動引込リアクトル制巻おろし時．直流制動引込，リアクトル制御巻おろし時シリコン整流器による直流制動走行同期運転制御回路は全部トランジスタリレーによる無接点制御巻上は，リアクトル制御（シリコン制御整流素子使用）〃全用途リアクトル制御ll横行およびトリッパ走行リミットには無接点リミットスイッチ使用巻上・…2段速度の押⊥機ブレーキ制御走行，同期運転仕　様　175kW　400　V　60　c／s　700　rpm　10極用　途　水平引込クレーフ巻上用　巻線形閉鎖他力通風形特　長　1．　外形寸法が極度に押えられ　　ているので強制通風用ファン　　及びモータフレームに設けてあ　　る．図4−33八幡製鉄納め175kW三相　誘導電動機クレーv用閉鎖他力通風形　400V60　c，，is　700　rpm　175kW　Enclosed　forced　ventilated　crane　rnotor．82（82）三菱電機・VoL　36・No．1・19621司ξト2．　周囲はつッァィが多いので冷却風入口にエァフィルタ　を設けている．三菱鉱業経由信越化学納め仕　様　　10kW　200　V　50　c！s　710　rpm　8極　　用途　主巻クレーッ用　巻線形全閉形特　長1．　集電環は内装形とし，工場防爆規定に準拠した防　爆構造（爆発等級2級）としている．2．　外部導線の端子箱への引込口は電線管方式として　いる．図4−34信越化学納め10kW三相誘導電動機　クレーv用耐圧防爆形全閉形　200V50町s　710　rpm　lO　kW　Explosion−proof　induction　motor．三菱鉱業経由信越化学納め仕　様　7．5kW　200　V　50　c／s　7351365　rpm　8／16極用　途　走行クレーッ用力ゴ形全閉形特　長1．　走行用でとくにカゴ形回転子2段速度切換えとし，　工場防爆規定に準拠した安全増防爆構造としてい　る．2．　外部導線の端f’箱引込口には電線管方式としてい　る．図4−35信越化学納め　7．5kW三相誘導電動機　クレ叫レ用力ゴ形全閉形　200V　50c／s　735／365rpm　7．5kW　Totally　enclosed　sqUirrel　cago　induction　motor．　リアクトル制御（シリョン制御整流素子使用）　従来磁気増幅器がもっている特性上の欠点を取除くため，：」リコーJ制御整流素子を用いて性能を向上させることができた．また一方磁気増幅器を用いた従来の方式のものもあらかじめ，負荷とつりあったトルクを電動機に発生させるように，リァクト1レの直流電流を制御する装置4．工業用電機品図4−36　＝Jリコン制御整流素　子を用いたリァクト∫レ制御A　方式用制御盤　Control　panel　with　SCR　f・rcrane（reactor　c・n・trol　A　system）．をつけ加えることによって，停止状態のままでづレーキを開き荷を保持しつづけたままで微速ノ1リチを操作して徐々に荷をおろすという，ほとんど理想的な着床，または上下の位置あわせができるようになった．　トランジスタリレーによる制御　宇部セメント納め5tパケリト付天井クレーvは，主回路の電磁接触器以外は，全部トラ万ジスタリレ＿による無接点化をはかったものである．操作ひん度激しく石灰石の粉末が多い現場では，もっとも適した装置であることが確認された．図4−37　パケ1りトクレ＿vのトランジスタ1ルー制御盤　Control　panel　having　transistor　relay　for　bucket　crane．　シリコン整流器を使用した直流制動用電源　従来クレーv用直流電源はほとんどM−Gであったが，床面積が小さく，廉価，保守が簡単などの利点のために最近：」リコッ整流器が使用されるようになった．直流制動用電源として用いるときは，切換え時の電動機の残留電圧が問題となるが，電動機の二次回路を開路することによって，残留電圧を確実に消し去ってから，：JリコーJ整流器に接続する新しい方法を試みて好結果を得た．　同期運転装置　八幡製鉄納めユOt門形クレーッおよび三菱日本重工業納め10／5t水平引込クレーッの走行用電動機は，両脚に別個の電動機を設けてこれを同期運転している．両電動機は，共通二次抵抗で起動するが，もし同期がはずれた（83）83場合は，二次電流が増加するのでこれを検出し，直ちにパワーセ1レ＝J’Jの接続に変更して同期トルクだけを発生して，十分同期化させてから共通二次抵抗の接続に戻す方法を採用した．　無接点式テ1レハ用電機品　国鉄福井駅納め1t跨線テルハは，走行用リミ’”トスイ・リチおよび継電器をすべて無接点化したものである．　1．1川崎製鉄（千葉）納め　　　　　500t／hアンローダ用電機品（2組）　このアーJロータは，石炭用水平引込形，能力は500t／h，巻上荷重16　t，巻上機は等容量2電動機方式である．主要電機品は，表4−37に示すとおりでその特長は，表4−37電動握川崎製鉄（千葉）納め500　ti’h水平引込形アンm一ダ用主要機器一覧用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・き趣数‘電・v）1」三巻　　　　　　　上開　　　　　　　閉引　　　　　　　込旋　　　　　　　回走　　　　　　　行レールクランプ運　転　室　引　込フ　　f　　一　　ダパ　イ　ブ　レ　ー　タNo．1　コンベヤNo，2　コンベヤNo．2コンベヤ移動落　炭　防　止　板150150／188ア5263032．2600　t！h1175222，21112421121111DC　300DC　300／375DC　300DC　220AC　400　〃II　　〃　〃ll　　ttfl1！回転数（rpm＞　626626783　700　575　600LOOO1，5001，5001．5001，5001，500発　電　機備考JEMllo9＃6↑6＄「JEM1109＃612JEMllo9＃608巻線形巻冒H引上閉込励　　　　　　機旋　　　　　　　回ロ　　ー　　ト　　ト　　∫ユ　　P一　ノレ同1駆動用同』亘動用　175175／219　9045°−L2『一’160　　　13　　3951DC　300DC3eo、375DC　300AC　3．3kWDC　220DC　440DC　220AC　400�d4501，450ニゴ形カ　ゴ　形　1．直流電動機はすべて600番形電動機を使用し，ロートトo−1レあるいは磁気増幅器によるワードレォナード制御を行なっている．　2・パケリトの開閉，沈みつかみ，たるみとりなどはすべて自動的に行なえ操作は巻上用の主幹制御器だけで行なえる．　3．　このアンo一タは旋回半径最大40mに達し，そのため半径に応じ旋回速度を連続的に変化するようにしている．検出部にはイーJdiクタを使用し，旋回用発電機は磁気増幅器で制御している．　4．　引込押出両極限における停止位置を確実にするため，住金300tアンロータと同様，多接点リミっトスイ・リチとPGによる自動減速および速度監視を行なっている．　1，2　住友金属工業（小倉）納め　　　　　300t！hアンローダ用電機品（2組）　このアンロータは，鉱石用水平引込形で，能力300t／h，巻上荷重12tである．巻上機はポっクスゥィvチ形式で，主要電機品は表4−38に示すとおりである．この電機品の特84（84）　表4−38　住友金属工業（f」・倉）向け300　t’h水平引込形　　　　　　　アンローダ用主要機器一覧電　動　機用途巻　　　　　　　　lt開　　　　　　　閉引　　　　　　　込塁　　：運　転　室　引　込レールクランプフ　　ィ　　ー　　ダ容　量（kW）220753740602．23300t／h台数｜｜111121電　　　圧　（V）DC　323AC　440DC　220AC　440AC　440AC　440AC　440AC　440回転数（rpm）616720550720720L800�d200備考JEMllo9＃6旧巻　線　形JEM1109＃610巻　線　形　　　〃電磁フf一ダ発　電　機巻引上込同lz駆；旦励　　　磁　　　機ロートトnp一ル（巻上）　　〃　　　（引込）開閉直流制動同　上　駆　動　用25050300103252611111DC　330DC　220AC　440　　1，180DC　220　〃llDC　25巻　線　形AC　4401，750長としては，　ユ．　巻⊥二，引込両電動機には600番形電動機を使用し，いずれもロートトロー1レによるワードレォナード制御を行ない速度制御，電流制限を行なっている．図牛38　中部電力　（畑薙）納め直接操　作盤　Control　panel　for　dam　gate．　2．　引込押出両極限における停止位置を確実にするため，特殊な多接点リミ・りトスイっチおよびPGを使用して速度監視を行なった．　3．　開閉電動機は直流励磁にょる発電制動を行なっている．21ゲート用電機品　36年度のゲート用電機品は，造船会社から発注され，その設計，製作にあたっては多年にわたる経験をもとに防水，防湿，温度の急変などに検討を加え，また箱の堅固，構造を考慮して製作した．表4−39昭和36年度ゲート用電機品製作一覧注　文　元新三菱重工業神戸造船所呉　造　船新三菱重工業神戸造船所石川島重工業据付場所中部電力　畑薙第二発電所中部電力　畑薙第二発電所電源開発十津川第二発電所　向け九州電力　黒川第一発電所電動機（kW）1047，550．753．70．752619台数311112272用　　　途制水門用決写板用取水口用呑　　口　用パイバスバル　ブ用サービスゲー　ト用制水門用制水門用製　　作　　機　　種直接制御盤遠方操作盤リミットスイッチ操作盤直接操作盤遠方操作盤リミットスイッチAB−6F形電磁ブレーキ直接盤AB−6F形電磁ブレーキリミットスイッチ三菱電機・VoL　36・No．1・1962P3、電気ホイスト　電気ホイストの需要は毎年増加しているが，36年度は35年度に続きものすごく増加したので．・ll±aも生産設備を拡充し、大増産を行なった．　容量的には，新たにHJ形200　kg（県垂形と手押走行形）HB形15t（タづ1レレール形）が加わり，これで当社ホイストも小は100kgから大は15　tまで、実に11種類を製作するようになった．また高揚程ローヘリド形の要求が多いので，500kg，1，2，3tの電動走f「形を標準機種に加えることにした．この形はHN形ローへリド形の構想を拡大したもので，巻一L本体は1形鋼レーJレに’IZ行で中心からずらし，反対側にパラーJスゥェィトを取付けたものでワィpロ＿づは2本つりとしている．　標準品の需要が伸びるとともに，特殊品，応用品の需要も増大した．毎年のことながら，超高揚程，超高速，微速形，据置形，防水形，防食形，防爆形，ヶ一［Jl付テ図4−39　HJ−1，5LP形電気ホィ　スト200kg低揚程手押し走行形　Type　HJ−15　LP　electric　hoist　200　kg　low　head，　push　tr（，11y．1レハ，全自動，半自動，づラづパヶりト付ホイスト，ホイスト付クレー’Jなど多数製作納入した．なお防爆形は化学工業の発達と労働安全衛生規則改正により，急速に需要が増加しているが，ホイストに関しては標準化のため，今後耐圧防爆形（表示は工場電気設備防爆指針によるd2G3）だけを製作することにした．4　モータプーリ36年度は需要の増加にともない0．6kW単相ならびに0．75−3．7kW三相の納入実績も相当なものを示した．　前記機種に引続き5．5　kW，7．5　kWの試作ならびに1．5kW，2．2　kWの電磁づレー・F　f・1の試f乍が完了した．図4−40　HB−2　HD形電気　ボイ　スト2t高揚程5一へっド形厄動　走行形　Type　HB−2HD　electric　hoist　2t，　high　lift，　low　head，　m《）tor　trolly．　　　A　　※Wt歎図4−42　BN−15ヲfノ三相　20�C220V5060c，，　b　4極　電磁づレーキ付萄レト速　度42，．50mmin　Motor　pulley　with　magnetic　brake．　　　図4−43　BN−・］形1｝i相220　V　506（）c：t　4極　　　　　　　ぺJレト速度3542mmin　　　　　　　　　Motor　pulley．　引続き1kW単相200　V　50／60　c，tsおよび1kW三相のオートカリト付を準備中である．5，総括制御装置図4−41HB−15　LR・15　HR形電気ホイスト外形寸法図　　　o瀞鷲曇鷲�q一（皿一1▼　最近各方面において自動化が発辻し，製鉄，炭坑，化学工場などの制御装置はますます複雑になり，高度になってきた．このたび二菱鉱業古賀山の選炭設備の総括制御装置にトうンジスタ・サイパっク方式を採用表4−40　昭和36年度総括制御装置製作一覧納入先・三菱鉱業占賀｜」1八幡製鉄　戸畑一No・2川崎製鉄千　　葉一菱化成八幡製鉄洞　　岡　　　　電　　動　　機川　途1　　　　1司圧　低圧　　計　　　　　　　　　　　　製作年月選炭設備焼粁」備102原料輸送設　　備141Il石炭輸送塾　備3ア414279109　36−6150　　36−104　　　41136−1142　1・・．・42　製f乍中備考トランジスタリレー式一部オpルトランジスタリレー式オールサイパック方式サイパック方式タイムリレー式才一ルサイパノク方式容量（t）15ワイヤロ＿プ（本一（mm）電　圧1…4−22200／220　　　巻周波数上　　走行　　頂　度　　（m／（凶s）　　＿lpin）50／60酬・鷲、　　　　　　　　　4．5／5．4　　　　16（3，．3．6）　　　（11）10／12電動機（kW）3揚程（m）812形　　式HB−15LRHB−15HR概略重量（kg）2，5002，seo概　　　略　　　寸　　　法ABC890’　　990LOOO1，1001，0301，250K　495595L7，000H，000D60E1，060F350　l　　　　lGIHJiM330820　780ア20備考　1，巻上の所のカノコ内の値は低速形の場八で、その他の仕様外形寸法は同じ　　2．押しボタンはト下左右前後16点（必要な場合トド東西南北その他変更できる）　　3．5本トロリ」1‘内側3本は電源用，2本はガータ走行操作線で前後の押しボタン接点に直接接続している．　　4．電圧はお申出の際400，「440Vその他tcする，ただし操作電圧は200t220Vとする．4．工業用電機晶（85）85し，接点の接触不良などの事故をなくし精炭の均一化，品位の向上を計り好評を博している．　また1−1レサイパリク方式では八幡製鉄戸畑No．1号焼結設備に引続きNo．2号焼結設備の自動制御を行ない，焼結鉱の品位の安定を計っている．　昭和36年度に納入したおもなものは表4−40のとおりである．VI．工作機械用電機品および電動工具1．工作機械用電機品表4−42　昭和36年度に製作した専用工作機械用電機品機械名台数莫娼。孟三　1フ　　　　レ　　　　t一旋プ　　　　レ盤機ナ盤スフェーシングマシンベルチェマシンエンドサボートブレスブレーキトランジスタリレー使用のT．ITi機械6211488161320113　この近年工作機械関係は異状な好況と繁忙を続け，したがってその電機品の製作は多忙をきわめ，当社においても36年度は次のとおり非常に多種多数の電機品を製作納入した．　技術的にも大いに進歩あるいは改良された．静止レォナード方式，トランづスタリレー使用などの新方式も標準化されて多数製作し，また後述のように従来の電磁継電器方式と組合せて部分的に応用する装置も多くなった．　汎用機は旋盤・中づリ盤・各種研削盤が主であるが，専用機ではパワーユニリトのほか，研削関係が多く，づレーナ，表4−41　昭和36年度に製作した汎用工作機械用電機品　　　　　　　　　竺旋　　　　　　　盤研　　　削　　　盤円筒研削盤内　面　研　削　盤一センターレス研削盤平　面　研　削　盤両　頭　研　削　盤万　能　研　削　盤カ　ム　研　削　盤ポ　　ー　　ル　　盤ラジアルボール盤中　　グ　　リ　　盤ブ　Pt　一　チ　盤フ　ラ　イ　ス　盤ホーニング盤プ　　レ　　’　　ナ静止レオナード方式使用の工作機械トヲンジスタリレー使用の工二作機械機械台数1，204　302ア1　7177　28　29　21　3525219　60122190　22｜05　90　86図4−44RGH形ラジア1レポー1レ盤　Type　RGH　Radial　boring　machine．86（86）づレス関係も需要が増大し，自動運転位置決め，定寸，工具調整などに，リァクト1レ制御，無接点方式が多く利用されるようになった．直流ワードレォナード方式も，広範囲に微細な速度調整ができて複雑大形の機械的変速装置を必要としないので，だんだん多く使用されるようになった，　1，1RGH形大形移動式ラジアルボール盤用電機品　主軸へっド左右急速送り，アーム自動旋回装置を備え，集中操作に便利なよう電機品を機械と一体化するよう考慮が払われている．　1．2CLG形センターレス研削盤用電機品　従来イvフィード，スルーフィード各形で種々の容量のものが作られ，また研削サイPJレ，トイシ補正，修正の自動化により各種制御方式が採用されてきたが，今回さらにトイシ軸電動機7．5kWの小形ながら，インフィード自動サイク1レの1G形ができて真円度0．25ミクロッ，イーJフィードのパヲリ十3ミクロッという高精度のものになっている．図4−45のように計器盤・操作盤など機械に体裁良く取付けられており，大形機と同様に連動，単サイク1レ，各個の選択運転ができ，自動修正補正の回路も含まれている．なお，後述のサーミスタ式自動恒温装置はCLG形各種に利用され，図4−46は2GS形制御盤にトラ’yiスタリレー部分，操作部分を一体取付けた例である．　1，3　500tクランクレスプレス用電機品　新三菱重工業へ会田鉄工所製同上電機品を納入した．　　　　主電動機は55kW　3，300　V　　　　その他の電動機は220V　6台図4−45CLG−IG形t−Jターレス研削盤　Type　DLG−IG　Centreless　grinder．図4−46　CLG−2　GS形tvs一レス　研削盤用制御盤　Control　panel　for　Type　CLG−　2GS　Centreless　grinder．三菱電機・Vol．36・No．1・1962図4−47　500tプレス低圧制　　図4−48　500tうレスーヒ操作御箱500t　Press　low　tellsionC（、ntrol　bOX．盤（埋込形）500t　Press　main　operat・IIIg　Pane｜．（flush　type）．　電機品としては，主電動機の高圧配電箱および，低圧制御箱それぞれ1台，その他主操作盤ユ台とスタ：ノド形移動操作盤2台などである．本機は自動車用に使用する大形づレスであるが，各種の安全装置を備えているので，かなり大がかりなものとなった．おもな特長は　1．大きなづレスであるため，主操作盤のほかに移動　　操作盤を2台設けて，作業者がどの位置からでも運　　転操作ができる．　2．づレスのクラック角度を表示する方法として、セJレi’J　　電動機と受信機を組合せて使用した．　3．ストo一クの運転方式として，1行程サイクル，連続　　サイク1レなどを切換操作によって選択でき，またタイク　　・・）・・」ヨッとの完全連動も可能である．　このほかに，ほぼ同一・仕様の芝浦共同工業，小松製作所などの500tづレス用電機品も納入した．　1，4CGE−10／30形円筒研削盤　全面的にトラ万ジスタリレーを使用した制御装置を製作した．新しい試みとしてトイ＝J送りネジの回転に連動するワイヤパリォームを設け，これとトラ滅スタ回路によってトィ：」送り量を高精度に検出し、トイシ送りを制御している．なお，この円筒研削盤は，汎用機であり毎月10台以上生産した・図4−49　トラvスフアーマシンfl“t｝Hj御盤Control　panel　for　transfer　machine．4、工業用電機品　1．5　トランスファーマシン　トランスファーマ：J−Jのドリルヘリド駆動装置（深穴ボーjレ盤）で，ステリづフィードを行なわせる制御装置を全トラ滅スタリレー式で製作した．合計16〜vF（8ステー：Jヨッ）のうち12ヘリドは，ステリづフィードの前進時限が，トラッジス列レーを用いたタイマ回路によって1回ごとに漸減するものとした．　1，6電動機フレーム用トランスファーマシン　8ステ＿ショッ1ユユニリトの電動機フレーム加工用トラッスファーマ謝を自社設備として製作した．トランづスタリレー約500個の使用とともに，入力としては無接点リミワトスイっチ，無接点押しポタツを、また出力としては接点によらず直接トラ謁スタで入切する油圧パ1レづ用直流電磁石を使用するなど、この制御装置は電動機主回路を除いて入力から出力までほぼ完全に無接点化された．　図4−50　電動機フレーム用トラーJスファーマ：」ンTransfer　machine　for　machining　motor　frame．　1，7　クランクピン研削盤用定位置停止装置　クラーJク6vを研削後定位置停止させるのに，無接点リミっトスイ，yチとトラ滅ス列レー回路によって回転位置を検出し，；1イナミリクづレーキまたはコvデーJサづレー千と電磁づレ＿キの併用によって，定位置に急停止させるものである．高速で回転するワークが1回転ごとにリミii）トスイ・リチを蹴るので、接点式リミリトスイっチは損耗がはげしく使用できないが無接点リミリトスイリチの使用により，この問題がなくなった．図4−52　無接点　リ三ット　スイリチ　Contactless　limit　switch．図4−51　定位置停止装置　用　トランジスタリレー缶ll街1盤　Transistor　relay　control　paneL（87）87　1．8　サーミスタによる油温自動調整装置　　寒冷地向けの工作機械の，油圧または潤滑用の油温度を運転開始前にヒータで加熱して上昇させ、設定値（30−50℃）に達したら自動的に加熱を止める装置である．油温検出には，サーミスタを用いた温度検出素子を用い，これにトラ万づスタリレー回路を組合せている．表4−43　M旧複合工作機械用電機品用途定格　［1・・ト・台数スピンドル駆動用DCM送リ装置駆動用DCMスピンドル駆動用電源送り装置駆動用電源定電圧電源駆動用IM1．5／］5kW　25i’145　V　8513，400　rpm5kW　225　V　2．400／3，200　rpm4．8，／1ア．5kW　25s「145　V　1，45011．750rpm　（50．60　c．‘s　共用）5．9kW　225　V　1，450，’1，750　rpm（5060c／s　チさ∫月）5kW　IOOVL450．1，750rpm（50，60c’s共用）37kW　200、220，380．440　V1，450，1，ノ50rpm　　共用　　　（50　60　c，s共用）1台3〜5台1台2台1台1台図4−53　湿度検出素fThermoelectr輌c　detector，　図4−54　平面研削盤且kW川静止レ村一ド盤　Static　ward　leonard　device　for　grinder．　1，9静止レオナード　磁気増幅器による静1Lレォナードは．実用化より3年余りになるが，ほとんど故障なく運転しており，実用的であることが認められ、36年度の需要は約2倍に増力Pした．制御盤もできるだけ小形にするよう，また回路も簡単化し，安価にするよう努め，使用しやすいものにした．また新しく磁気増幅器の代わりilC　・yリコーU制御整流素丁を使用した静止レォナードも開発し，小容量のものから実用化を始めた．　1，10　MIB複合工作機械用電機品　三菱造船広島精機製作所製のMIB複合rl作機の製造はいよいよ軌道にのり、その電機品を36年度中に20組納入し引続き多数製作中である．この電機品の概要は表4−43に示すとおりであるがスじッド1レ、送り装置ともレォナード万式を採用し，ス6vド1レの速度変化は1：40，また送りの速度変化はユ：54を無段で可能にさせている．電動機は電機子径を極力小さくおさえGぴを滅じ，起動停止を容易にさせるとともに軸，軸受はできるだけ太くし剛性を与えて振動を極力小さくするなど細心の注意が払おれている．また絶縁はすべてB級絶縁とし長年月の稼働に耐えうるよう計画されている．　この装置ではすべての制御回路を交流とし、また送り電動機の選択方式をとったため多数の切換接点が必要となり，このため速度の微細調整を目的としたポピッ形界磁調整器のほか交流操作直流電磁接触器および最大16接点まで使用可能の交流多接触継電器を開発使用した．　1，11電動油ポンプ　工作機械の切削油または，潤滑油の給油用をはじめ広く一般に使用される新形電動油ボンつの；Jリーズを完成した．形名と仕様は表牛44のとおりである．　新形電動油紀づは，表4−44に示すように床置形、お茶ム城い�h∨）図4−55　MIB工f乍機用スt“−JドJVE＿タSpindle　motor　for　MIB　machine．図4−56MIB工1乍機用送りE一タ　Feed　motc）r　for　M工B　machine．　　　　、一→　�_∴：＾、88（88）図牛57　MIB　I二1乍機川電V」；｛M−Gセ1：）卜Motor　generator　set　for　MIB　machine．　　　図4−58　MIB複合工作機主制御盤Main　central　panel　for　combined　machine　tool．図4−59　ポピu形電動操作式　抵抗器　Bobbin　type　motor　clriven　rheostat，三菱電機・VoL　36・No．1・1962¶表4−44電動油ポンプ機種一覧床置形浸油形形　　名NP−50NP−150電　「E（V）200200NP−250200200200200樹亨。F506050　れ二5・二　60　　　　200150NP”4°°　2・・［・・NQ−50NQ−150NQ−250N（含40020020020020020020020020050605060506050601．51．52233441．51．5223344（臨島使用電動機10122530＿456050W三相誘導電動機75］oo−L｜50W　　　〃　　　　〃250W400WTf　　　　　ITll　　　　　「「101］230一35557080｜0550W　　　〃　　　　〃150W　　　tt　　　〃250W　　〃　　　〃400W　　　〃　　　〃注　油の粘度は40センチストークス（レッドウッド約160秒）とする，（a）　　　（b）　　　　　　　（c）図4−60　電動油ボvづMotor　driven　oil　pump．よび浸油形それぞれ4機種を標準としている．　床置形は従来のNP形を小形軽量化し，外観は近代化された最近の工作機械に合わぜて優美にするとともに流量を大幅に増大し，ポロづ特性の向上をはかった．　また浸油形は最近の工作機械の要望に応じボンづ部分を油中に浸して使用するもので，そのポッづ特性は床置形に比して，さらに向ヒし流量が豊富である．また吸入管を必要としない特長をもっている．　新形電動油ポッづはいずれも全閉形または全閉外扇形の保護形式にしてあるので、油滴あるいは水滴のかかるところ，さらには訪アイのあるところで使用されても電気的にも機械的にも十分耐久力が保証されている．2，電動工具　電動工具の需要は35年度にひきつづき活況を示し，現有機種の増産はもちろん，新機種の開発と改良に力を注ぎ市場の要望に答えた．　電気ドリル　ユ6mm携帯用電気ドリ1レを製作した．本機種の製作により，JIS規格に制定されている5mmから32　mmまでの携帯用電気ドリ」レ8種類を全機種製作することになった．　顧客の要望に応じ20mm携帯用電気ドリ1レを小形軽量化し、使いやすく，長寿命の回転式スィ・pチに改良を行なった．また杉野クリーナ向けに6．5mm，ユOmmの高速，低速2段変速装置を有する特殊形ドリル2機種を製作した．　おのおのの仕様は表4−45のとおり．　特殊電動工具　木工用電動一［二具の開発要望が強く，この要望に答えるため電気ジクソを開発した．手軽に切断できる便利さを有し，木材をはじめ，合成樹脂，金属の切断にも用いられる画期的なものであるLPtNPt図4−61SD−16　S−1形　16mm電気ドリ1レ　Type　SD−16　S−1　electric　drill．図4−62　SD−20　T−1形　20mm電気ドリ1レ　Tpye　SD−20　T−1　electric　drill．表4−45電気ドリル仕様，種　　　類16206．5（特殊）1G　（特殊）形　　　名SD−16S−｜SD−20T−1SD−6−V−1（特殊形）SD−IOT−1（特殊形）最　　　大穴アケ能力（mm）鉄工　16木工　36206．5］0　　電　　　　　　　源種類「電（v）圧1周蕊数単相交流直　　流tf〃fJ10020010020010010050／6050／6050／6050／60　　　　憂　分　回出　　力（W）　ト無　ξpm亨　時　1全転　玉負　荷’時”（rpm）30050085160460800高　　速　低　　速2．100し200840540310300高　　速1，250800低　　速550360キリの取付方法チ　　ャ　　ッ　　クソ　　ケ　　ッ　　トモールステーパNo．2チ　　ャ　　ッ　　クチ　　ャ　　ッ　　ク重　　量（kg）5，78，62．62．94．工業用電機品（89）89図4−63　JS　−40　S−−1形口⊃真三　一’ta　F邑ぷシクン　Type　JS−40　S−1　electric　Jig　saw．図4−64PA−150　S−　1形150mm電気　シスククライVタ　Type　PA−150　S−1　electric　disc　grinder．表4−46特殊電動工具仕様品名電　気　ジ　グ　ソ150mm電気ジスクグラインダ形　　　名JS−40S−1PA−150S・1IU　／J（W）容量　；木材　40・mmloo　1べ弓　20mm　　　アルミ　　6mm350オフセソトトイシ　　　　150mm電種類門v）圧単相交流直　　流100些．一一1領幌。1無負。。鰍重景周波数1　（A）　　　（rpm）　　（kg）（cs）1　　　　　　　　，単相交流10050，「6050／602．06．83，000ア，50e2，05．4付　　　属　　　rVI刃4種類　各2枚　　　　計8枚炭素ゾラシ　　1組オフセノト1・イシ2個特殊スパナ　　　2個炭素ブラシ　　　1組　さらに150mm電気づスクづラィーJdiを製作した．現在125　mm，180　mmの2機種を製作していたが，これら2機種にさらに150m皿加えた．おのおのの仕様は表4−−46のとおり．VII．一般工業用電機品　　　　　　　1．三相誘導電動機　1．1オートカット付三相モートルの完成　焼損しないモート1レをという要望にこたえるため、試作研究を続けてきたオートts・v卜（熱動安全器）付三相モート1レが完成した．　1一卜力っトは，いつ，いかなる場合でもモートルの焼損図4−65　SB−AT形オートh　ット付三相誘導電動機　Type　SB−AT　3　phase　induction　motor　with　aut−cut．を防止し，小形・安価・保守不要などの利点を有している．また，1一卜力っトを取付けたため，実際運転上，支障のないようあらゆる面で考慮してある．たとえばわずかの過負荷で動作したり、重い負荷の起動に失敗しないよう設計されている．　1，2　300W4極三相誘導電動機図4−66　SB−R形三相誘　導電動機300　W4極　200V　5060cs　Type　SB−R　3phase　induction　rnotor．90（90）　分数馬力三相モート1レとして従来，／00W．200W，400Wを仕込生産していたが，最近，最近機器の性能が向上し，容量的に200Wでは不足，400Wでは過剰という需要がふえたので，これに応ずる中間機種としてSB−R形，300W4極を開発した．ワク番C707の鋼板フレーム製モート1レで取付寸法は200W4極と同一である．　1，3　SF−A形全閉外扇形電動機　全閉外扇形電動機は、小容量のものはスーパーライッ系列の・’環として　SF−A形電動機がすでに市場に送られているが，この：」リースをさらに推し進め，つぎの範囲の製作態勢を完備した．4053　フレ＿ム4060　フレ＿ム4560　フレ＿ム4568　プレ＿ム5068　フレ＿ム5076　フレーム／00kWl25　kW150kW200kW250kW300kW4極4極4極4極4極4極　このシリース整備に先だち，次の2機種の試作を行なった．　125kW　3，000　V　50　c／s　4極4060フレ＿ム　175kW　3，000　V　50　c／s　4極4568フレーム　この試作試験の結果，冷却効果は計算値をさらに上まわることが確かめられた．図4−67は試作品の構造を示すが，試験の結果各部構造はさらに合埋化され，かつ屋外形，防爆形も同…の外観で製作しうるようになった．　この＝」リースの開発日的は，安価な全閉外扇形電動機を・Rt図4−67SF−A形175kW　3，000V50cs　4極4568　りレーム電動機　Type　SF−A　l75　kW　3　phase　induction　motol‘．三菱電機・Vol．36・No．1・1962　提供することであり，特別に設計されたフレームおよびっラヶっトの冷却構造によって同一鉄心寸法に対し，従来品の150％の出力を出しうる電動機の生産が可能となった．　1，4　冷凍機用三相誘導電動機　冷凍機用電動機として昭和36年度に製1乍されたもののうち100kW以一ヒを出力，形式別に分類すると表4−47のとおりである．　2極3，600　rpm（または3，000　rpm）のものが増えたのと同時に短納期対策として標準化による製作もいよいよ軌道にのって来たがさらに用途上据付場所が：パート・白レなどでとくに低騒音を要求されるものが多くなり，種々研究の結果低騒音電動機を完成した．これは現在の標準冷凍機用電動機に比べ約10dB以ヒの減衰量でしかも外形寸法は標準形と同一’・寸法である．同一ワク番の各形式による騒音を比較すると表4−48になる．表4−49昭和36年度ハーメチック形夕一ボ　　　　冷凍機用三相誘導電動機製作一覧90kW　　2極80kW　　　　〃75kW　　　　〃70kW　　　　〃60kW　　　　〃50kW　　　　〃3台10台1台3台4台4台亘25台表4−47　昭和36年度冷凍機用三相誘導電動機製作一覧tig　r図牛69　ターボ　冷凍機　用MK全閉水冷形　三相誘導電動機90kW　3，300　V　60　c　！g．　2極　Type　MK　Totally　enclosed　three　phase　induction　motor　for　turbo　refrigerator．出　　　力　（kW）2極HB∋GB形iHB形そ　の　他100〜200200、300300〜400400へ500500以h212128」2581333195表4−48　（　　）内は周囲騒音L嶋・rpm・已臓川HB形HB（防音処置をほどこ　　　したもの）3．6003、00095　　　（85）オ；ン／92．5　（85）8フ　（82．5）ホン84　（82．5）76（59）ホン73（59）　1，6　交流円板形電磁ブレーキ付電動機　電動機本体に直結される中容量のAD形交流円板形電磁づレーキ4種の開発を完了し、従来製作している5種と合わせ，制動卜1レク0．4，0．8、1．6，2．2，4．4，6，12，15，20kg／皿の電磁づレー⇔リーズを完成した．　構造は従来のものとほとんど変わりなく，電動機の反負荷側づラケリトと軸を換えるだけで簡単に取付けられる利点があり，小形で吸引力の大きい交流電磁石を用い，調整，点検も簡単におこなえる．tF｛・図4−68　ターボ冷凍機用誘導　　電動機HB（開放保護形サ　　イレンサおよび防音力パー付）　　200kW　6，600　V　60◇s　2極　　Type　HB　induction　motor　　with　silencer　for　turb（）　　refrigerator．　1，5　ハーメチック形夕一ボ冷凍機用三相誘導電動機　新三菱重工業が新しく開発にのり出した40〜100冷凍トッ用の密閉ターボ冷凍機MTRH形を駆動する特殊三相誘導電動機を製作した．　この電動機の特長はつぎのとおりである．　1．　構造の大部分を鋼板製としている．　2．　フレームの外周を水冷却した全閉水冷形を採用し騒　　音低下に十分の考慮を払っている．　3．　電動機，冷凍機のおのおのの潤滑系統のためオィ1レ　　タンクを本体の一部に内蔵している．　4．　なお上記I」tイルタンク中に油浸形の1イ1レポ万づモータ　　を内蔵している．　5．各部構造とくに端子部構造は，ガス漏れに対して　　その気密に万全の措置を講じている．4．工業用電機品蒙、　　　　　　　“　　　　　　　　　｛図4−70　AD−2020形交流円板形電磁づレーキ付SF−A形19　kW　4極三相誘導電動機　60c／s　440V30分定格　Type　SF−A　Three　phase　induction　motor　with　AD2020　disc　type　AC　magnetic　brake．　AD−1815，　AD−2020形電磁づレ＿キの手動ゆるめ装置はハv　f”Jレにより外部から容易に操作でき，しかも自動復帰構造のため電動機再起動時に自動的に正常状態に戻り誤動作を起こす心配はまったくない．　1，7　減速電動機　新JEM寸法を採用した電動機を減速電動機にも応川する方針を決め，これを機会に大幅な改良を行なうべく検討中であったが．試作も終わり36年4．月より表4−50減速電動機標準表の太線内の範囲のものは全面的に製作を開始した．太線範囲外のものも次々に試作を完了し生産に移行しつつある、なおこの表中回転数の太字のものは仕込生産を行なっている．（91）91表4−50減速電動機標準表種　類H　　　　　　　　形　　　　　（2　　段　　減　速）R形（1段減速）極　数8644444回馳c／s転数60％16．52022　　　　　3027　　　　　3633　　　　4540　　　　5450　　75　　9060　　90　108100　150　250120　180　3003UO360500600減速比4545　　　　　3345　　　　　3330　　20　　1715　10　　6530．4GM−0．4−HHGM−0．4−HGGM−0．4−HF　GM−0．4−HF　GM−0．4−HFGM−0．4−RFGM−0．4−RF0．75GM一α75−WJGM−0．75−HIIGM−0．75−HG　GM−0．75−HG　GM−0．75−HGGM一�J．75−RG　GM−0．75−RG1．5GM−L5−HKGM−1．5−H』GM−1．5−HH　GM−1．5−HHGM−1．5−HGGM−1．5−RHGM−1．5−RH2．2GM−2．2−BLGM−2．2−HKGM−2．2−HJGM−2．2−Hll　GM−2．2一出｛GM−2．2−RJGM−2．2−RH3．7GM−3．7−HWGM−3．7−HLGM−3．7−HKGM−3．7−HJGM−3．7−HHGM−3．7−RKGM−3．7−RJ5．5GM−5．5−HNGM−5．5−HMGM−5．5−1止GM−5．5−HKGM−5．5−HJGM−5．5−RLGM−5．5−RK7．5GM−7．5−HPGM−7．5−HNGM−7．5一トIMGM−7．5−HLGM−7．5−IIKGM−7．5−RMGM−7．5−RL11GM−U−HRGM−11−HPGM−11−HNGM−11−HMGM−11−HLGM−ll−RNGM−11−RM15GM−15−HSGM−15−HRGM−15−HPGM−15−HNGM−15−HMGMヨ5−RPGM−15−RN19GM−19−HV22GM−22−H�Q、GM−19−HSGM−22−HSGM−19−HRGM−22−HRGM−19−HPGM−22−HPGM−19−HNGM−22−HNGM−19−RRCM−22−RRGM−19−RPGM−22−RP30GM−30−HVGM−30−HSGM−30−HRGM−30−HPGM−：賀｝−RSGM−30−RR37GM−37−HWGM−37−HVGM−37−HSGM−37−HRGM−37−RVGM−37−RS4s　“”ぺぷ撃　饗　　べ善v　i哨蟻、壕　　　．x寮蟹霞．　　　　1三蟄、、　　　　　　　　　　　　ざ吼∀　　）図4−71GM−3．7−HJ形減速電動機　3．7　kW　200／220　V　50160　．／s　50，／60rpm　4極　Type　GM−3．7−HJ，3．7　kW　geared　induction　motor．　　　　＄�Q欝ア撫礪一．�c図4−72GM−0．75形減速電動機　（遊星歯車式）0．75kW　2001220　V　50，1’60　c／’s75／90　rpm　4極　Type　GM−0．750．75　kW　geared　induCtion　motor、表4−51昭和36年度減速電動機製作一覧納　入　先　1台　数1総容量　（kW）三　　　菱　　　造　　　船288100三　　　菱　　　鉱　　　業137650三　　　菱　　　油　　　化107310三　　　菱　　　化　　　成1G2433吉　　　野　　　石　　　膏go199三　　　菱　　　金　　　属83322新　三　菱　重　工　業68103徳　　　山　　　曹　　　達65336三　　菱　　化　　工　　機64712八　　　幡　　　製　　　鉄59500川　　　崎　　　製　　　鉄53520大　　　村　　　耐　　　火51　1429三　菱　セ　メ　ン　ト・・　　｜384表4−52昭和36年度製作のASモーター覧　また特殊品として，新三菱重工業三原製作所において製作しているコ1レtl　一トマ＝fJ（タ洲一∫レ製作機）に使用する減速電動機を受注したが，標準減速電動機に比較して取付方法はもちろんその他の外形寸法の相当大幅に縮小したものが要求され，単純減速方式では所要の減速比がとれず，2段の遊星歯車方式の構造をとった減速電動機を製作した．　以上を含め36年度のおもな納入実績（台数50台を納　人　先三菱鉱業　　〃・住友共電巾国電力三菱鉱業「電発若松　三菱鉱業　　〃i関西製鋼1住友電工三菱鉱業宇部興産．　　　　　　　tt出　力（kW）1．51．52．02．23，ア3．ア3．ア5．55．57．51115HP15HP醗亨i紬・・1．5001，5001，8001，8001、500�d8001，5001，5001，8001，5001，5001，800L8006：｜4：13：14：12：13：14；12：〕10：12：12：13：］3246154442112・・11　・用途惨磁　　　　送　　　　機ド　　ル　　ボ　　ー　　イ給　　　　炭　　　　機給　　　　炭　　　　機�e�eフ�e92（92）ベルトコンベヤ走行トッパポケットソチf一ンフィーダチ、一ン輸送機巻　　　　取　　　　機混　　　　炭　　　　機コ　　　ン　　　ベ　　　ヤ鋳銑機コンベヤ36−236−236−836−536−2製作中fl36−2製作中36−136−2ヨかヨ製僻］　　　　　　　　　こえ，しかも総容量100kWをこえるもの）は表4−51のとおりである．　1．8ASモータ　ASモータはもっとも手軽な速度制御法の一つとして愛好され，36年も表4−52に示すとおり多数製作納入した．　信頼度の低い鋳鋼構造を廃止し，全面的に鋼板を採用三菱電1幾・Vol．36・No．1・19621表4−53昭和36年度レクチフロードライブ製作一覧鱗≠麟�n液図4−73tll’：；tWぎ．ξ∫�`靖　’難◎Kww。、deI1．5　kW　400　V　50　c／s　1，250〜21（）rpm　ASモ＿タ　　　1．5kW　AS　motor．！U　　／J（RW）．�_500　　　　　　　　電圧‘周波数（V）　1　（c／s）石「95803，00013βoo　l−44；…14403，300506060506060回転数（rpm）340〜270350〜300650へ325540〜270650〜325810〜486用　　途ドレソジt・砂ポンプ＿7インチウインチポ　ン　プ鮪糎1台数1納人先　　　l　　I定出力�e・一rt定トルク1ニー1」若松築港ll東海ガス化成図4−74　ASモータの磁極　構造　Field　pole　construction　of　AS　motor．した．その磁極構造の一例を写真に示すが，これにより最高速度を従来より高めしかも力りづリT」づ部分を小形化することに成功した．　ASモータは次の機種のものがつねに受注に応じうる態勢にある．　22，19，15，1ユ，7．5，5．5，3．7，2．2，1．5，1．1，0．75kWいずれも電動機は4極，最高回転数は60　c！sにて1，650rpm，50　c！sにて，1，350　rpmで速度制御範囲は1：ユ0である．　1．9　レクチフロードライブ　徳山遭達に納入した第1号機の実績が高く評価され，レクチフロ＿ドライつの受注は順調にのびる傾向がうかがえる．　35年すでに紹介したがレクチク0一ドライづは巻線形誘導電動機に補助の直流電動機を直結し，誘導機のスKly電力を半導体整流機によって直流電力に変換し，さらに直流機によって機械的動力に変換することによって速度制御をおこなうもので，つぎの特長をもっている，　ユ．商用周波数の交流電源が直接使用できる．　2．　広範囲にわたり，効率のよい連続速度制御ができ　　る．　3．　速度変動率が小さい．　4．　直流機の界磁調整だけで速度の調整が容易にでき速度制御に要する電力がわずかである．　また設備費も誘導機を主機とするために，ワードレォナード方式などより格安であり、種々の速度制御を要する用途に対し今後大いに発展するものと期待される．　現在表牛53に示すものを製作中であるが，とくに1，500kWはトレっ記・の主砂杷づ用で，この種の製品としては記録的なものである．2，単相誘導電動機　相手側機械の合理化により，専用の特性，構造をもったモートルの要望が高まっており，36年度は鋼板フレーム製新形単相モート｝レについて，種別・構造・出力の各面において系列の拡充が促進された．　種別：新しくコツ≠ンサ電動機SL−R形35〜200　Wユ00V50／60c／s　4極を標準系列に加えた．このモート」レは起動卜1レクが少ないことを除けば運転特性にすぐれ、がんじょうで保守が容易であることなど有用な利点をもち次第に需要が高まっている．　構造：構造面では従来の標準形（剛体の固定足付）のほかつぎのような応用形が整備された．　足なし（形記号一R，標準形と同じ）、防振形（−S），フう滅形（−F），オートto・・）卜付（−T），全閉外扇形（F−），全閉形（E−）．Lレ図4−75SL−R形単相コン　デンサ電動機35W100V　50／60　c，「s4極　Type　SI，−R　single　phase　COndellSer　rn〈）tOr．4．工業用電機品図4−76SP−R形単相誘導　電動機（分相起動形足なし）200W100V50∫60c！s4極　Type　SP−R　Single　phase　induction　motor．　（Split−phase　start，　without　foot）図4−77SC−S形単相誘　導電動機（コvデvサ起動　形，防振形）200W100　V5060cs　4極　Type　SC−S　Sing］e　phase　induction　motur．　（C・ndenser　start　re・　silient　mounting）図4−78　SP−F形単相誘導　電動機（分相起動形，っラv　ジ形）200W100　V　5Q　60　c，’s4極　Type　SP−F　SIngle　phase　induction　mtor．　（Split−phase　start　with　flange）（93）93べ図4−79　　　SP−RT形オートカワト付単相誘導電動機100W100V501�Ocβ4極Type　SP−RT　single　phase　iIlduc−tion　motor．（Split−phase　start　withaut−cut　thermal　protector）　図牛80　オートカv卜Aut・四t　thermal　protect（）r．図4−81SCF−R形単相誘導電動機　（コンデンサ起動形全閉外扇形）200W100V506〔｝c、s4極　Type　SCF−R　Single　phase　induc−　tion　motor．　出力：200Wと400Wの中間出力機種として分相起動形SP−R形，コ∋ンサ起動形SC−R形のおのおの250W4極を開発し好評をうけた．　2、　1SN　120形100　W　2極単相クラッチモートル　工業用ミ＝Y−J駆動用クラvチモート1レに続き，職業用ミシフ駆動用クうリチモートJレをll月発，仕込生産を開始した．　仕様：SN−120形100　W　100　V　50／60　c，／s　2極連続　　　　定格　職業用ミ：fJは小規模需要が多いため．軽量でしかも取扱いが簡単で効率のよいモートルを要求されるが．このモートルは，職業用ミ：J・TYに簡単に取付けられ，動力ならびに足踏の兼用ができ，コvデーJサモート1レの採用により運転li　図4−82　SN−120形単相クラッチモーbjレ　　100W100V50　’60　c．s2極連続Type　SN−120　Single　phase　clutch　motor．効率が非常によく，また保守点検が容易となった．一方大きなフライホィールと軽合金製の小さなづ一リを使用し急起動・急停［ヒが可能で十分ご満足いただけるものと思う．3．特殊小形回転機　3，1小形直流機　一般工業用・事務機械用として36年度も小形回転機の需要は活発であった．とくにFK形小形直流機60〜750W程度のものはNEMA規格に準拠しており，米国製品との互換性があり，電動機・発電機単体として，あるいはつレーキを内蔵したもの，指速発電機を組込んだもの，減速歯車をかつ1レしたものなどの応用機としてもその特長を十分生かすことができた．　3，2　単相交流整流子電動機　小形旋盤・医療機・事務機械あるいは実験室用として簡単に速度制御できるづラ＝J・Jフト整流子電動機を開発した．抵抗器・スラィタっクなどの付属品をまったく必要としないで可変速度が得られ，小形軽量でスマートな外観である．　仕様：50W］00　V　50／．60　c！s　3、000〜600　rpm　4極連　　　　続定格．　その他一・般工業用としては10，000rpm以一ヒの高速電動機として100W，150W，200Wのものも多数製作した．また事務機械の花形である自動計算機用として定速ガノけ付整流子電動機は35年よりさらに増産された．とくに36年度はウォーム≠？を内蔵した定速ガノけ付小形減速電動機を開発した．　仕様：10Wユ00　V　50／60　c！s　385　rpm　30分定格　3，3　小形単相誘導電動機図4−83　直流電動機　50WlOOV2，000rpm　2極　分巻連続定格　50WShunt　wound　DC　motor．94（94）曝ぶニー’ソ　　”・・．．ii，図4−84　単相整流子電動機　50W100V5ぴ60cs3，000〜60（）　rpm　4極直巻連続定格　Single　phase　commutator　motor．／図4−85単相整流子電動機（定格ガ　パi付）　10W　100　V　5060　c　s　385　rpln　2極　直巻30分定格　Single　phase　commutator　motor．　（with　governer）三菱電］幾・Vol．36・No．1・1962¶図4−86　単相コv≠“Jサ電動機　15W100　V　50　60　c，・s　4極連続定格　Single　phase　condenser　motor．糧図4−87　直流減速電動機　1kg−ln　120　V　2〜60　rpm　2極　他励連続定格　DC　geared　motor．図4−88　交流減速電動機　451＜g−m100V　50　’60　c、s　110130　rpm　4極連続定格　AC　geared　motor．璽騨購“　　＿響50W隻三二100W100W　　　　　　へ〆響�n　　　　　　�d鞭図4−89　標準直流操f乍用電動機　　DC　governer　motor．図4−90　直流操作用電動機DC　governer　motor　and　pilot　　　　generator・kb　テレタイづ・カナタイづおよび複写機のように速度変動の少ない特性が望まれる用途としてコンパクトな誘導電動機を製作した．20W以下の小形のものはコッ≠−Jサ電動機を採用し，また30・一・20　Wのものは起動継電器付｝≠ッサ起動電動機とした．　3，4　小形減速電動機　事務用機械には低速，高トルク電動機が要求される．直流電動機・単相交流整流子電動機および単相誘導電動機と平歯車，ウa一ム歯車を各種組合せたコッパクトな小形減速電動機は広い分野に応用された．　3，5　操作用電動機　外形寸法をNEMA規格42フレームに準拠した小形堅牢な新形操作用直流電動機の開発を完了した．　標準品としては出力50w，ユooW，電圧100！110　V、200／220V，分巻，直巻の各種組合せがあるが，いずれも取付寸法を同一にして互換性を持たせている．また減速歯車取付けが容易であり，標準回転数は歯車なし1，700rpm，歯車付850　rpmである．　特殊用途としては，たとえば火力づラーJ卜用としてB種絶縁，連続定格，正逆回転の切換えを容易にする二重直巻形，回転数を検出する指速発電機付形，ならびに停止に際して誤動作のないつレーキ付形も多数製作した．　3，6直流指速発電機　各種機械の速度検出用としてPR形直流指速発電機を製作した．この発電機は交流磁石発電機にシリコッ整流器を内蔵したもので，速度　電圧特性がよく消耗部分がないので故障がなく，かつ機械的に強固なため大形機へ直結ができる特長を有する．4．工業用電機品　　　図4−91PR形直流指速発　　　　動機　10W　120V　1，800函　　　　rpm永久磁石励磁　　　　　Type　PR　DC　Tachoge・　　　　　nerator　excited　．ith　　　　　permanent　magneL仕様：10W120　V　DC　1，800　rpm永久磁石励磁4，直流動力計　諸工業のいちじるしい進歩にともない，直流動力計に対する仕様は次第にきびしく，特殊仕様のものが多くなりつつある．36年度に納入した直流動力計のうち特記すべきものとして，新三菱重工業神戸造船所に納入した低落差ならびに高落差模型水車試験用直流動力計がある．いずれも立テ形で，測定精度1！1、000が要求された関係上，従来のようにその揺動部をコoガリ軸受で支持することができず，板バネによる特殊支持方を考案し製作された．試験の結果は測定精度111，000，感度1／2，000の好成績で納入され電気式記録装置とともに好調に稼働中である．両記の定格の概要を示すと次のとおりである．　低落差模型水車試験用　　60kW　220　V　237　A　30011，200　rpm立テ形　高落差模形水車試験用　　750kW　440　Vユ，570　A　270！900／2、500　rpm立テ形　図4−92は神戸造船所に据付中の60kW動力計を示す．　60kW動力計の制御方式は負荷抵抗を使用し，磁気（95）95図4−9260kW動力計および制御盤60kW　Dynamometer　and　control　panel．増幅器による速度制御を行なっている．750kW動力計は，レォナード運転による負荷返還方式を行なっている．　いずれの場合も動力計を電動機運転として使用できるようにもなっている．　　　　5．電磁ブレーキおよびクラッチ　5．1直流電磁ブレーキ　従来DB−4　Fないし10Fの系列と，　DB−200ないし580の系列との2本立であったが，DB−4Fないし9Fは他の系列と制動容量の点で類似であるのでこれを廃し，JEM　1120およびAISE＃11に合致するDB−20K，25　K，33　K，40K，48K，58Kと76Kが制定になるまでの暫定としてのDB−10Fとの7種類に整理した．同時に可鍛鋳鉄であったアームやレパーを溶接構造に変え，剛性を増加しかつ製造原価を低減した．防水・防滴・耐衝撃・逆モー・」ヨvなどの要求には応じられるようになっている．八幡，ミナス，富士銑川鉄などのミル用の需要が多く，昭和36年中に納入の台数はつぎのとおりであり，他にほぼ同数を製作中である．形番分巻1hトルク台　　　数DB−20KDB−25KDB−33KDB−40KDB−48KDB−58KDB−TOF13kg−m召1285208301？1；；112　5，2」KA形電磁クラッチ　JKA形電磁クラリチは，工作機械・産業機械の性能向上，自動化・高能率化にとって欠くことのできない機械要素として36年度は各種新鋭機械に多数使用された．とくに最近は生産設備改善のため小形電磁クラーvチの要望がありJKA．−o．6形より小形のJKA−o．3が開発された．これでJKA形としてはJKA−0．3形よりJKA−40形までの：」iJ一ズとして8機種となった．　JKA−0．3は湿式用であるが，同一一寸法で乾式のものも同時に完成し広汎な用途に用いられる．仕様はつぎのとおりである．形電入96（96）名圧力JKA−o．3DC−24V10W図4−93　JKA−03　S形　電磁　クラiPチ　（＝」ンづJレ）　Type　JKA−（）．3　S　Magnetic　clutch．　（single）　　　動摩擦卜1レク　　　　0．6　kg−nコ　　　計容連結エネ1レ干　　80kg−m　　　重　　　　　量　　　　　　0．95kg5．3CM形電磁クラッチ昭和36年中に納入のCM形電磁クラっチはつぎのとおりである．納　入　　　1ヒナ　ス　製　鉄河　　電　　丁ナ　ス　製　鉄ナ　ス　製　鉄川　電　機ナ　ス　製　鉄士　製　鉄士　　伸　　銅ナ　ス　製　鉄士　　製　　鉄　　　　内形番三数古云邑邑亘社台湾アジァセメントCM−Al52CM−A202CM−A252CM−A254！1CM−A256　　　11CM−A304CM−A406CM−A204CM−ClOO64122121221226，制御器具　611　トランジスタリレー　磁気増幅器式のものにくらべて，より小形，安価な無接点継電器として35年度に発表したトラ滅ス列レーは，その後工作機械をはじめエレベーs，クレー−J，ローづウェイー般工業など各方面に応用され好評を得ている．　実用されたエレメット個数は，すでに20，000個をこえ本格的な実用期にはいってきたわけで，36年度後半よりエレメロトの単体販売を始めた．すなわち，技術的にも経済的にも従来の電磁継電器と同程度の気安さで使用できることが実証されたので，この際エレメーJ卜単体を一般市販することにより．さらに広く実用してもらうことになった．　特長と特性を列挙すれば，　ユ．　トラジジスタを使用した無接点継電器であるから，接　　点と可動部分のある電磁継電器のような接触不良に　　よる誤動作とか，摩耗による故障はまったくなく信　　頼性が高い．　2・　トラッジスタ，タイォード，抵抗，コーJデvサなどの部品か　　らできており，半永久的寿命をもっている．3．　ポリェステル樹脂でモーJレドし，づラづイv式にしている　　ので，取扱いが簡便で実用的である．4・　周囲温度一10〜＋50℃において確実に動作する．　5・　無接点リミっトスイ，，）9，無接点押しポタフ，光電1ル　　ー，電流，電圧、電力，温度などのトランジスタ化され　　た入力装置を設けており，また，出力も600V300　Aの電磁接触器を直接動作できる100W出力装置一三菱電機・Vo1．36・No．1・1962、h�Q表4−54　トランジスタリレーのおもな製作実績1用　途1　機　　　　　　　　　　　　　　1械名　1鵠隅蟹誘工作機械深穴ポール盤ステップフt一ド装置ドリル折損検出装置全自動心なし内藺研摩盤多軸ボール盤仕卜中グリ盤円筒研削盤トランスファーVシン（モータフレ＿ム用）トランスファーマシン（漸減タイマステップフィード）ギヤラッピング盤旋盤（自動倣装置）両頭平面研削盤　　　　：5トン等容量2電動機式．・ケ。トクv一ン　　　　　グラブトロリ式バケットクレーン荷役蹴鰍巴一プウ・イ　　　　　　アルフア　　　　12・ト．天井ク。一。　　　　　バイアスカツタゴムエ業！タイヤ押出機　　　　已イ・成磯繊維工業粗紡機用ニューマストップ装置ピスコースプヲントスヲリ装置23721861111212111232121605025012080150500800151308015090170100701206030エレベータそ　の　他3033060・ヲ…ク・・チネル（自動戸＝）「251・・モデルセッF（国際見本市用など）鉱山用ポンプ自動運転装置419050図4−94　トラvrJ’スダルー本体　　Transistor　relay．図4−95　トうンジス3　・」レ＿　制御盤（円筒研削盤用）　Control　panel　using　transiStor　relays．　　まで標準化しており，電動機などの主回路を除き，　　入力より出力まですべての制御系を無接点静止化す　　ることが容易にできる．　　　出力として，：JリコーJ制御整流素子を動作させるこ　　とも可能である．　6，2双安定増幅器　磁気増幅器部とトラーJ・：iスタとの組合せにより，非常に高感度の双安定増幅器を製作した．微小入力の検出装置と内蔵の定電圧電源とを比較していろいろの制御を行なうことができるので，応用範囲が広い．　入力としての検出装置には太陽電池，ストレーッ7一ジ，ボー4．工業用電機品ル発電機，　ミリポルトi，rtJ卜，　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　リ　　　　　サーモカ1りつル，サーミスタフリ・ワ＝J，フf卜eJレなどがある．　特性は，つぎのとおりである．　電源　110V60　c／s単相　　変動±10％　消費電力10VA（出力　　ONのとき）　　　　　　ユVA（出力　　OFFのとき）出　　　力応答速度制御AT幅感　　度周囲温度重　　　量外形寸法6，3一図4−96　双安定増幅器　Bi−stable　ampilfier．DC　24V　5　W22ms800μATO．05μW−20〜55°C約3kg80（横）×160（縦）×180（高さ）　　　TU−1形およびTU−1　A形タイムスイッチ　時計用小形ワーレッモータにより24時間目盛板を1日に1回転させ，24時間日盛板上に設けた調整自在の切換ヅメによりスィっチの開閉を行なわせる構造とした電気時計式の一般工業用タイムスィリチを開発した．　広告灯・街路灯・電気炉・ボンづ電動機・その他一定時間内の点灯・通電を自動的に行なわせるのに広く利用される．従来より製作されていた自動電気巻デンづ時計式のTS−7　A形タイムスイリチの普及形に相当するもので，坂扱簡単，安価なタイムスイリチである．　仕　様　24時間目盛　　電気時計　開閉器回路　　単極単投，交流125V　15A　時計用同期電動機回路　100V　50c／sまたは60c／s　「入り」「切り」の動作回数　各1回のものTU−1形　各2回のものTU一ユA形　6，4TU−2形タイムスイッチ　TU−1形タイムスィっチと同じく，電気時計式の一般工図4−97　TU−1形タイムスィッチ　Type　TU−1　time　switch．　　　　　”　を鯵　　　嚥溺彦；　　　融愚笥ξ翻擁　　鑑、轟謡・図4−98TU−2形タイムスィ1リチ　Type　TU−2　time　switch　　　　　　　　（97）97業用タイムスイっチで．開閉容易な角形ヶ一スを用いまた「入り」「切り」の動作回数を任意に決めうるなどTU−1形タイムスイリチをさらに取扱い容易なよう変更したものである．　6，5防ジン低温補償TS−21　A形タイムスイッチ　タイムスイ・vチは精密な機構をもっているのでホコリの侵入また周囲温度の低下により時計の精度が悪くなり，動作が不確実となるばあいがあるが，この欠点を除くために防づ万装置・低温補償装置をそなえ，しかも開閉器定格の大きい自動電気巻ゼvマイ時計方式のTS−21　A形タイムスイリチを開発した．すなわち透明づラスチっクケースで完全に密閉された時計部はホコリの侵入もなく長期にわたってその特性を維持し，器内のサーモスタリト付ヒータによっていつも適温に保たれているの　　　　　．　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　・tt　　　　xで，冬期の低温時でも動作は確実である．さらに大容量マイ夘スィッ‘Jzおよびtユーズを内蔵しているので，告広灯・保安灯などを始め多くの用途に適する．　仕　様　　開閉器定格　AC　250　V　　　20A（マイクロスイっチ）　　　単極単投（筒形ヒューズ付）　　時計　24時間目盛’　　　自動電気巻ゼッマイ時計　　目盛板につけ得る調整6vネつ　　　　　　　　の数　　　　　　　　TS−21　　　　ユ組　　　　　　　　TS−21　A　　　2組　　　　　　　　TS−21　C　　3組　　最小調整時間間隔　40分　　制御回路　　　　　　　　100V　200V　　　　　　　　50c／s　　　　　　　　t一タ　ユ00V　　　　　　　　50c／s　60　c／s　6，6　M−35形交流電磁接触器裁　　　　　齢1　　　題1図4−99TS−21　A形タ　イムスイリチ　Type　TS−21　A　tlme　switch．ゼンマイ巻込用電動機　　　　　　　（切換装置付）　　　60c／s共用　　　　　　200V（切換装置付）　　　　　　共用　50W　M−35形交流電磁接触器は新形交流電磁開閉器＝Jリーズの一環EM−35形交流電磁開閉器用とし開発したもので，従来のタイつと構造的に異なりモーJレド部品を大幅に取入れ，水平直進形の操作電磁石構造とし大幅な小形軽量化（N−35形に比し取付面積，重量とも約55％），接点の取換え，保守点検の容易および補助接点2a　2b付の広い使用などの特長を有し制御盤，配電盤の使用に好適である．　仕　様　　定格電圧　AC　600　V　　定格電流30A　　　　　　　　（AC　250　V）　　　　　　　　25A98（98）　　　（AC　600　A）性能　JEM−1038　　　A級1号ユ種端子構造　表面接続形ソルター　　　レス端子またはAmp　　　端子取付　6，7　N−305B形交流電磁　　　接触器　現行N−305A形の改良形図4−100　M−35形交流電磁を完成し・・．−tれ馳のN形難L35　A。　m。gnetlc：Jリーズと同様に鋼板製の取付　　contactor．板とし若干の小形化と制御盤，配電盤などへの取付けおよび取扱いの便を計ったものである．仕様は定格電圧600V定格電流600A性能はA級2号2種で補助接点aまたはb4個まで取付可能である．接続方式は表面接続形と裏面接続形の両方ある．なお直流操作のND−305　B形直流操作交流電磁接触器も完成した．鞭図4−101N−3°5B形交y　　　流電磁接触器，裏面接続　　　形　　　Type　N−305　B　AC　　　magnetic　contaCtOr．図4−102　ND−305　B形直流操作交流電磁接触器　Type　ND−305形DC　operated　AC　magnetic　contactor．　6，8NL105および155形ラッチ式交流電磁接触器　標準交流電磁接触器N−105A，ユ55A形にラリチ機構を付加した構造のNL−105，155形を開発した．これは接触器投入状態で機械ラ・yチをかけコイ1レの励磁を切り，讐図4−103NL−105形ラ1リチ　式交流電磁接触器　Type　NL−105　AC　magne・　tiC　ContaCtOr．三菱電機・Vol．36・No．1・1962／‘、開放するときは引はずしコイ1レでラっチを引はずす．したがって操作電磁石の騒音をきらう場所および操作電磁石の消費電力を節約するところに好適である．外形寸法および開閉部はN形と同じでラ・チ部分の機械的寿命は10万回である．　6，9高圧電磁接触器　最近工業用や白レの冷房用などで，6kV級の高圧電動機の採用に伴い，6kV級高圧電磁開閉器の需要が増加している．かねて開発を進めていた6UH−205形高圧電磁接触器は，とくにヒ記用途を目的に設計された磁気吹消形電磁接触器で．開発を完了し生産を開始した．　6　UH−205形の定格および性能は次のとおりである，　　　　　　　回路用として、回路に使用して好評を得ているH−205およびH−405形高圧電磁接触器は，量産の体制にはいった．　その他磁気吹消形の3kV級電磁接触器AH−205形，SH−105およびSH．−205形．油入形のFN−2050H形といずれも製作納入台数は増加の一途をたどっており，納入台数は1，700台をこした．　定格電圧　定格電流　：Jle断容量　開閉ひんぱん度　制御電圧一方3kV7，200V200A　30MVA300回毎時600V以下　　　とくに開閉ひん度の高い図4−104　6　UH−205形高圧電磁接触器　Type　6　UH−205　High　voltage　magnetic　COntactor．　また長時間の連続運転を行なう電磁接触器で開閉ひん度の少ないものは，電磁石の励磁中のワっト損失を除く目的で，機械的保持機構を坂付けると便利である．AH形，SH形およびFN形には取付け可能であるが，　H−205およびH−405形にも取付けられるよう現在試作中である．7，開閉器・起動器および制御装置　7，1EM−35形およびEMO−35形交流電磁開閉器　交流低圧電磁開閉器の新形：」リーズの一環としてEM−35形を開発した．これはM−35形交流電磁接触器とTR−35形熱動過電流継電器を組合せ閉鎖形の箱入れと4．工業用電機品した標準電磁開閉器で，従来のものと異なる特長として小形軽量化（EK−35形に対し取付面積重量とも約65％）され，接点取換え，補助接点の坂付容易な構造であり，また過電流継電器は可調整式である．なお価格においても低減されている．　仕　様定格容量性　　　能補助接点型式承認番号200〜220V　7．5　kW400〜550V　ll　kWJIS　C　8325　A級1号1種1alb付（最大2a2b）▽5−3591図4−106EMO−35形　交流電磁開閉器　Type　EMO−35　AC　magnetic　switch・　　　彩図4−105EM−35形交流電磁　開閉器　Type　EM−35　AC　magnetic　switch．　7，2EK−65形およびEKO−65形交流電磁開閉器　EK−55形の定格の格」二げを行なったものでEK−55形と同一サイズで200V級15kW，400−550　V　22　kWの使用を可能とするEK−65形および開放盤用のEKO−65形を開発し，このクラスでの実質的な原価低減となった．　仕　様　　定格容量　200〜220V　15kW　　　　　　　　　400〜550V　22　kW　　性　　能　JISC8325　A級1号ユ種　　型式承認番号　▽5−3550　“t：aて，恒’．sz．．“，．，．ppm）賭凝．嚇鱗図4−107EK−65形交流電磁開閉器　Type　EK−35　magnetic　switch．（99）99　7．3　EK−305　B形およびEKO−305　B形　　　交流電磁開閉器　小形化と価格低減を計った改良形のEK−305　B形およびEKO−305　B形を開発した．　EKO−305　B形は電磁接触器として新形のN−305B形とMW−51形熱動過電流継電器および操作回路用としてNR−41形を取付板に取付けた盤用で，EK−305　B形はこれを閉鎖形の箱入れにしたものである．　仕　様　　定格容量200〜220V　75　kW　　　　　　　　400へ550V　ユ50　kW　　性　　　能　JISC−8325　A級2号2種図4−109　千代田化工納め　LH−321−PB形高圧コvビネーショv　ラインスタータ　Type　LH−321−PB　high　voltage　cornbination　line　starter．図4−108EK−305　B形交流電磁開閉器Type　EK−305　B　AC　magnetic　switch．　7，4高圧コンビネーションラインスタータ　：JV断容量の大きいBA形電力ヒューズと，高圧電磁接触器，過負荷継電器の協調により，単機にして十分な短絡保護能力と，過負荷保護能力を具備した高圧コッピネー・JヨーJラィッスタータは，原価低減，標準化の完了により，短納期受注，価格低廉などの成果が上がり，36年も各方面に多数納入した．　36年度に納入したものは表4−55のとおりである．　7，5イグナイトロン無接点スタータ表4−55昭和36年度高圧コンビネーションラインスタータ製作一覧　住友金属工業小倉製鋼所へ納入したもので75kWチ1レチン列フト用および15kWチ1レチーJtiテーづ1レ用巻線形誘導電動機は起動停止ひん度が15同毎分と高く，このため主回路に使用された電磁機触器は消耗が激しかった．　今回これに代わり逆並列接続イづナイトロッを使用しコッタクタとして主回路の開閉を行なうよう改造した．　点弧はサイラト0ッによる陽極点弧方式であり位相制御は行なわない．操作信号は既設の手動制御器および制限開閉器より与えられ無接点のトラ滅スタサイヒ）ク方式の論理回路を通して点弧信号が送られる．　電磁づレーtは同じくトラ滅スタサイパリク回路を通じ逆並列SCRを導通させ整流した出力で直流操作される，このように今後は制御回路の無接点化に留らず主回路にもその傾向が進むことが期待される．　特　長1．可動部分がなく接点の消耗，接触不良もなくほと　んど保守の必要がない．2．　開閉ひん度の多い用途に対しては電磁接触器に比　べて数百倍の寿命がありかつ開閉度数は寿命に影響　を与えない．3．　火花を出さないため防爆開閉器としても使用でき　る．4・　クっショッスs一トを行ない起動時のショリクからまも　ることができる．形名納　　入　　先台数LH−321−PB　　　liLH−321−PrlLH−322　PB　　　　IILH−322−PllLH−332−PBlrLH−332−P「’LH−312−PBLH−312−PLH−352−PLH−352−PBLH−224−PBLH−224−Pft』そ神そ日キ荏B神横そ神そ大東住東代　田　化菱　化　の戸　　造　　の本　石リ　ン　ビ　ー原　製　作S　タ　イ戸　　製浜　　造戸の造阪の瓦洋友ソご北　　肥工成他船他油ノレ所ヤ鋼船他船他斯ダ事料昭和四日市石油旭　　　硝　　　子そ　　　の　　　他1ア81252115573575514213233図4−110　試験中のイクすイト　ロVスタータ盤　Ignitron　type　starter・メ100（100）三菱電機・VoL　36・No．1・1962‖∨　5．　無接点継電器と組合せて回路の全無接点化　　が計られる．　6．　巻線形だけでなくカゴ形誘導電動機も制御　　できる．また巻線形電動機のぼあい二次に抵　　抗とリァクトルを並列に接続することにより広　　範囲の速度領域で定トルク運転を行なうこと　　もできる．　7，6液体抵抗器およびスベリ調整器　1．　液体抵抗器による誘導電動機の自動速度制御の一方式として下記2件に液体抵抗器操作電動機をリァクト1レ制御した方式を採用し，速度偏差に応じて応答速度をかえ高感度でしかも安定した制御を行なうことができた．注　文　元日本セメント新三菱（神戸）台数11電灘量騰鱗体⇒1701，300　　　　　　　　　　　　E710、26qWR−16形　　　　　　　　　　　　11，800〜500WR−1ア形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1用　　　途セントキルンプ　　ロ　　ワ　2．WT−R形＝」リーズ自動スペリ調整器は従来のタvク形液体抵抗器と異なり鉄製ワクにアスKストセPt・−J卜製絶縁筒からなる抵抗室をつりさげ一段と軽量化されしかも大きな熱損失の処理能力を有し，また制御装置も磁気増幅器とロートト0−Jレの使用により感度，応答速度においてもすぐれた特性をもっている．36年度の製作実績は表4−56のとおりである．表4−56　昭和36年度製作した自動スベリ調整器注　　文　　元台数電動機容量　（kW）形　　　　式備　　　考川　崎　製　鉄1750WT−3R特〃｜3β00WT−5R（B）日本ウジミナス｜3，000WT−5R（B）〃15，200W干6R（B）関　西　製　鋼11，500WT−4R（B）ll12ρ00WT−5R（B）！f12，500WT−5R（B）日本ドレツジャ16，000W・寸R（・）［綱用ボンプ速度表4−57昭和36年度に製作した新三菱夕一ボ冷凍機用　　　電動機盤・操f乍盤注　文　元新三菱（神戸）　　PtttSftt）flj；〃nn〃lFFf「fITlrFltlffll！1n〃lr〃tlt！lfFSttlT新三菱名古屋rl　　rlElllll；rt・・lt台数�`ソ　ニヒ　野松ノミ　レ新　阪百　貨　店ド　電　　器ス　ホ　テ　ル急　ピ　ルll本社11　　　　　　　　　　　　　　iv新名占屋ビル鉄　　道　技　　研大　　　林　　　組富　　L一鉄　本　社！1呈、一杉ガ1住　　友　新　　館毎日放送会館東　海　テ　レ　ビ馴�u�e；新千代田ビル香天新名外福タ岡グニ祝ll川　　農理　　会　古景ビ　務岡　　ビカ　ラ　ビ山　　会リ　ン　ピテ　ル　大売　　会　協　館　ノレ　省　ノレー　　ノレ　館　ノレ　倉　館竹中セyターピル大阪平和ビル神　　　　　　　船　　　〃　　　〃ll光洋精密高松大　阪　屋　証　券森　　田　　ビ　　ル明　　治　　生　命高　松　公　会　堂香　　川　　農　　協矢　　作　　製　鉄油　脂　会　顛　策　バ　ル　ブ国そ　　　の　　　他113111111211311↑121113221211121515111T1111119　190　260　330　450　560　480　330　250　240　320　460　230　250　530　360　330　350　500　490　240　280　400　550　300　47G　230　340260270290　330　340　300300．t330　250250i275　160　190　200主回路電圧　（V）6、0006，6004403，3004404404403，3003，3003，0003，3003，3003，3003，3003，3003，3003，3003，3003，3003，3003．3003，3003，3003，3003，3006．6003，3004403，3003，3003，3006．6003，000／3，3006，000「6，6003，000／3，3006，000／6，600　6，600　6，600　6，600　3，300　3β003，3003β003，3003ρ003，000電動機盤形名LH−256SLH　224L｝玉一224LH321LH−321LH−321LH−256SLH−256SLH−321LH−332pLH−321pLH−321PLH−321pLH−332LH−332LH−321LH・321LH−224LH−321LH321LH−322LH−321LH−256SLH−256SLH−321p1．H−321LH−321LH．224PLH−224PLH−224p備考DB　50形シ　、・断7S　S廷　”］DB−50形シャ断器｛吏用　　〃NFM　800形ノーヒューズlth“　J刊BAヒューズ付Tl　　〃lt6UH−205形コンタクタ使用NFM−600形ノーヒ1一ズ使用BAヒ⊥一ズ付6し「H−205　形コンタリタ使用6UH・205　形コンタクタ使用6UH−205形コンタクタ使用　7，7　ターボ冷凍機制御装置　新三菱単段形ターボ冷凍機用制御装置として36年度に製作した電動機盤，操作盤は表牛57のとおりである．とくに36年度は標準化を完成し急増した需要に答えた．　7，　8　大形ポンプ自動運転用電機品　最近農地改良，工業開発に伴い，かんがい用，工業水用また都市の人口集中により上水道用の大形ボツづ設備の需要が増大している．36年中に製作した大形ボンづ用電機品としては次のようなものがある．　1．1，100kW導水ボッづ用電機品　荏原製作所注文，三重県企業庁納め匹旧市工業用水導4．工業用電機品懸苦ば嶽蕊，蘂聯　か零：鰍骸ヨ＞v懸〉　”e．毒∴嶽ド射、こ1ク図4−111　ターボ冷凍機用全自動交流気中配電箱・　操作盤　Automatic　control　panel　and　operatlng　panel　for　turbo　refrigerator．（101）101水朽づ設備で，誘導電動機1，100kW　4台，900　kW　1台の計5台で約40万m3／日の揚水能力を有し，工業用水ポッづ設備としては最大級である．誘導電動機5台のうち1，100kW　1台と，900　kW　1台は37年末および38年末完成予定．制御装置はB28形およびB20形油シ＋断器を納めた特殊キューピカレ高圧配電盤6面と特殊低圧盤，蓄電池盤など6面，集合制御盤および現場操作盤からなり，集合制御盤にてポッづ封水・注水・制水弁開までの自動運転・停止を行ない，制水弁開度・吸水井水位の遠方指示・各部の故障表示・警報を行なっている．　制御回路はDC　110Vを使用し，停電に備え容量200Ahの蓄電池を常時フロートさせている．　2．50kW取水ポッづ用電機品　高知市水道局向け50・kW取水ポッづ2台の自動運転用で制御は同じく一人制御方式でポッづ取水所より約670m離れた浄水所より遠隔操作ができるようにしている．　遠隔操作は短距離のため，簡単な直送式を採用している．ポッづは荏原製作所にて製作した．　3．500kW揚水朽づ　西島製作所注文，北海道開発局中小屋揚水機場向けかんがい用杭づで，500kW　2台のうちユ号だけ製作．　制御は制御室の操作盤にて行ない自動・手動切換運転ができる．37年1月末完成予定．　7，9バターホモジナイザ制御装置　新三菱重工業で製作され乳業メーカに納入されているもので，パターの製造メーカにおいては，製造したパターを一時冷蔵室に貯蔵しておき，必要に応じて取出し，包装の上出荷しているが，貯蔵していたパターは水分が分解しているため，包装前に均一・に練り合せ良質のパターとすることが望ましい．パターホモジナイザはスクリューコーAi？駆動電動機によってパs一を送り，主電動機によって，パターを均一に練り合せて，つぎの工程である包装機に送るもので，制御装置は全閉形とし箱の右側に設けたバッド1レを回して，電源用ノーヒューズ汁断器を投入し，15kW主電動機を起動させ同時に3．7kWのス列ユーコ　−AiP電動機を連動起動し，約2秒後電磁クうリチを動作して練り合せ軸を駆動するようにした．主電動機が故障した場合にはサーマ1レリレーによって電源ノーtユーズ　・uV断器の分路引はずしコイ」レを励磁し，回路を＝J・a・・断して，保護する方式を採用した．譲図4−112　パターホモジナイ　ザ用制御箱　Control　box　for　butter　homogeniser．102　（102）　7．10　コントロールセンタおよび自立形分電盤　36年度は記録的な生産を示し電力関係を除いた一般工業関係だけで実に714面を製作した．　これは製作開始以来の年間平均の約2．5倍であり，通算2，670面に達した．しかも36年度lrk　コvトロ＿Jレセvタの特長の一つである同一床面積で，ユニリトを倍設できる前後両面形も多量に製作し被操作電動機数は約3，500台となっており，さらに1面に8個のユニっトを設けた8段形も相当量製作した．　1・　電源トラーJスとコvトロー）レtvタの間に三相1，500Aのパスタクトを設け，パスタクトからコントロールセンタ各群の電源ユニっトに母線で分岐したものを三菱油化に納入した．　2．モータo＿ラ用制御盤にはじめて採用され八幡製鉄および川崎製鉄に納入した．これは電動機数台あるいは十数台分をそれぞれの容量に適したNF形：Jb断器と可逆式EKO形電磁開閉器を組合せ…つの標準ユニリトとし別に制御電源ユニ・・）トを設けたものである．今後モータoう図4−113　日本三シン納めコントo−Jレtンタ　　　　　（照光名板式）　　　　　Control　center．表4−58昭和36年度製作したコントロールセンタ　　　　およびCNF形分電盤製作一覧納・先1形　∋剛納入先形　∋鰍八幡製鉄（戸畑）fl八幡製鉄（堺）tl富　十　製　鉄tl川　崎　製　鉄淀　川　製　鋼神　戸　製　鋼lf日　新　製　鋼lr東　洋　鋼　板ウ　ジ　ミ　ナ　ス　　　tr住友金属工業住　友　機　械住　友　電　工日　本　電　線占　河　電　工三　菱　油　化　　〃NC−2300BNC−1900BNC−2300BNC−1900BNC−2300BNC−1900BNC−23GOBNC−2300BNC−2300BNC−1900BNC−2300BCNFNC−2300BNC−2300BNC−1900BNC−2300BNC−2300BNC−2300BNC−・2300BNC−2300BNC−2300BCNF4316　．628425　．351225973パ321211プ1：］3Z　i19F三　菱　化　成　　　　　Ill言託i‡日本ミネソタ三　菱　石　油　　　　〃新アジア石油日本石言由イヒ学H本石油精製東　燃　石　油東洋レーヨン日　清　紡　績日本ミシン［　　　　　　　et長　浜　樹　脂大　阪　瓦　斯東　侮　硫　安紀　州　製　紙白河パルプ．嘆　洋　陶　器NC−2300TNC−2300BCNFNC−2300BNC−2300BNC−2300BNC−2300BNC−1900BNC−2300BNC−2300BNC−2300BNC−2300BNC−2300BNC−・1900BNC−2300TCNFNC−2300BNC−2300BNC−2300BNC−2300BNC−2300BNC−1900B−2933｜3301517102813329392123332T三菱電機・Vol．36・No．1・1962qh制御盤の標準方式として大いに期待される．　3、　短時間停電の場合，自己保持していた電磁開閉器を自動的に再投入する方法として，1個の時延継電器を使用して再投入可能時間を容易に調整でき，なお電動機回路の故障時には，運転表示灯をフリリカし警報する方法を採用したものを三井化学に納入した．　4．　ピ」レ地下室などの比較的暗い場所に設置されるものは用途を明視できるよう盤名板を照光式としたものを製作した．8、ノーヒューズシャ断器および分電盤　8、1BM−M形ブレーカ　近時重負荷起動を行なわない小容量の誘導電動機の回路に従来の分岐回路保護ヒューズ，過電流断電器，ナィフスイiVチなど組合せた操作盤に代わってこれらの機能を兼ね備えたモータづレーカを用いることが多くなっている．BM−M形モータづレーカはこの用途に供する目的で開発されたコ万パクトな電磁形づレーカである．このづレーカは過電流保護装置が各極に設けられているので異状負荷のとき欠相運転の場合（電流値が約2倍程度になるから）も過電図4−114BM−M形モータづレ　ーカ　Type　BM−M　Motor　breaker．流保護装置が確実に動作するので考えられるあらゆる事故に対して電動機を安全に保護する直入起動開閉器である．この仕様は次のとおりである．　仕様　　適用電動機　三相200V　　　50！60　c／s汎用誘導電動　　　機　　そ　の　他　金属ケース　　　　　　　　裏面接続用付属部品も供給可能　8，2　BM−L形モータブレーカ　BM−M形モータづレーカと電流計を内蔵し外部より操作できるバッド1レ機構を有する箱入りモータづレーカである．この特長は次のとおりである．　1．　通電中はト亡ラが開かない構造である．操作ハンド　　ルをOFFの位置をこえさすとトピラは開かれる・　2．　操作バッド」レは必要に応じてON，　OFFの位置で　　施錠できる構造とし事故防止ができるようにしてい　　る，　3．　BM−Mづレ＿力と操f乍機構の緊合は操作ハ’」ド1レの　　どの位置でも楽にできる．　4．　電流計は可動鉄片形で飽和目盛にして過負荷，起　　動電流による振切ないようにしている．づレー力定格0．2n−3．7kW　間で6種類すある．シャ断容量　AC　220　V　　　　　　　5，000A端子力パー4．工業用電機品耀黙繍ぐ：昔　　　議　　遮ノ　　　　　　灘簗隠∵驚裳�k・、織愛鱒�d図4−115BM−L形モータづレーカ　Type　BM−L　Motor　breaker．図4−116　NFI形電動機保護用　ノ＿tユーズ・Je　WW器　Type　NFI　No・fuse　circuit　breaker　for　motor　protection．　8，3　電動機保護用箱入リノーヒューズシャ断器　誘導電動機の直入起動とその分岐回路の保護をかねる電動機保護用ノーヒューズシャ断器を箱入りにし，箱の上部に電流計を備えたものである．　36年度は富士フィ1レムその他に多数納入し，新需要を開拓した．今後ますます伸びる見込である．　8，4NF225AフレームE形ノーヒューズシャ断器　この升断器は，NF　225　Aフレームの普及形として開発した，小形で高性能をもつ経済的なノーtユーズ・J−h断器である．　仕　様　　外形寸法　　103×210×257mm　　表面接続形，裏面接続形，差し込接続形，　　極　　数　2極および3極　　定格電圧　　AC　600　V，　DC　250　V　　定格電流　　100〜225　A，25℃と50℃　　定格升断容量　　　AC　480　V　lo，ooo　A　（JIS規格）　　　AC　500　V　20，000　A　（NEMA規格）　　　AC　250　V　30，000　A　（NEMA規格）　　引はずし装置：非取換形，熱動・電磁形　　補助スィっチ，信号スィリチ，低電圧引はずし装置，分　　路引はずし装置など取付可能　8，5　インターロック付NFM形電動操作式ノー　　　　ヒューズシャ断器　二つの系統の切換用シャ断器として，イーJターロリク付N図4−117NF　225　Aっレ＿　ムE形ノーヒユーズシ←断　器　Type　NF−225　E　No−　fuse　breaker．（103）　103FM形電動操作式ノーtユーズシャ断器を開発した．　これは2個の：」P断器を組合せ，諦断器相互間で電動操作のときは電気的に，手動操作のときは機械的にイッターロっクした：Jk断器である．この一［v断器は誤投入による短絡事故を完全に防止できる．図4−118　インタ＿ロ，pク　付NFM　225　Aっレ＿　ムD形ノーヒユーズ：」ti　断器　Type　NFM−225　D　No−fuse　circuit　break−　er　with　interlockdevice，　種　類　　NFM　225　AフレームD形　　NFM　400　Aフ‥ムA形　　NFM　600　Aフレ＿ム　　NFM　800　Aつレ＿ム　接続方式　裏面接続形　操作電動機定格　　AC　100V　gA　　ACユ78　V　5　A　　AC　2001220　V　4．5　A　　DC　100　V　5　A　　DC　200　V　2．5　A　　DC　230　V　2．2　A　付属装置その他は，標準NFM形ノーtユーズシャ断器に準ずる．　816BH−E形およびBH−G形配線用シャ断器　低圧屋内配線の分岐回路保護＝JV断器として時代の要請により新形30AフレームのBH−E形およびBH−G形ノーtユーズシセ断器を完成した．本器はトfJJレ機構を有する熱動電磁形で共通な特長を要約すれば次のとおりである．図4−119　BH−E形ノーヒr　ズ・Je断器　Type　BH−E　No−fuse　circuit　breaker．104（104）図4−120　BH−G形ノ＿ヒュ＿　ズ・JV断器　Type　BH−G　No−fuse　circuit　breaker．　1．　熱動要素のパイメタ1レはきわめて安定した形状とし　　固有の特性をユ00％発揮できるようにした．　2・　引はずし機構の重量を軽減し，開閉および自動シ　　v断時のスt°一　Sを増し，接点の損傷を少なくする　　とともにコード保護特性を向上させた．　3．通常の使用状態における相当強い振動，衝撃でも　　ミストリリづすることがないよう機構に改良を加えて　　いる．　BH−E形ノーtユーズ・JV断器は，日本電機工業会準標準規格JEM−R『電灯分電盤用単極配線用：JV断器協約形寸法規格』に適合する協約形寸法の＝JV断器である．　BH−G形ノ＿tユ＿ズシ＋断器は，480／277　Vおよび440／254V三相四線犬の中性線と電圧線の分岐回路＝JV断器として使用できる．定格電圧300V（試験電圧300V）の単極配線用＝J？断器である．　仕　様　　　　　　　　　　　BH−E形　　BH−G形　　極　　　　　数　※単極　　　　　　単極　　t−Lt　　　牢　　　　　AC　125　V　　　　　　　　　　　15A20A30A　疋　格　ng圧　定　格　電　流　定格升断容量　基準周囲温度　型．式承認番号8，72，500A25CC5・3494ノーヒューズ分電盤AC　300　V同左同左同左受検中　36年度もBH形，　BPA形，　NF形およびNFC形分電盤を，ピ1レディンづ，工場，発変電所などに多数納入した．　図4−121は工作機械製造工場へ納入した特殊分電盤で，引込は低圧パスタクトを上部から入れ，各分岐；Je断器は外部操作卜・テ機構で外から容易に操作できるようにした．図4−121NFC形特殊分電　盤　Type　NFC　No−fuse　dis・　tribution　　paneL　（special　design）．9，高周波溶解および焼入用電源　　　　　ならびに装置　9、　1　高周波発電機　焼入用として従前どおり好評で多数の需要があったが，36年度においては250kVA　10，000　c！s　3，000　rpm機の完成とともに溶解用として表4−59に示すように相当数の発電機を製作納入した．この機会にSJU形の新三菱電1幾・Vol．36・No．1・1962、表4−59　昭和36年度高周波発電機製作一覧（100kVA以上）・・＋途1鵠・式ぽ・悟1酬・数麟；⇒・率i慧「鱈籠動璽．「・動方式台・・考千代田鋼管三菱電機長崎製イ乍所三菱電機神戸製］乍所新二菱重丁二業（木　　島）溶　接ロウ付焼　人lt焼　入トヨタ自動車H本鋳造三菱金属鉱業（桶　　　川）新三菱重工業（三　　原）日本車輌日本電気冶金八幡製鉄〃溶　解！r〃〃〃磁　気増幅器SJMSJMSJMSJMSJMSJUSJMSJUSJUSJUSJU全閉，空気冷却器付Iln250250250ll150ll150開放，保護　　333戊杉消音器f寸　1−一　　　　一1　　　一全閉，空気1　　　　　　100冷却制1開放，保護形消音器付tl〃開放，保護形3003003003008004008004004008DO80080080080022010．OOO10，000le，OOO｜0、00010，0001、000�d0009609609604204083363363363368040646464283，0003，6003，6003．6003，600�d5003，0001，8001．8001β001，800111111111111．0LO1．01．01．00．91．0LOLO1．008330　　　3，3003303303，3003，30031竃X通藷電3　　　　　　　　21513・’°°2153，30033（tHノ］）550HP125313βDOi　3　　　　　　　　　「3，300．31　　1−3，3001　3　　　　　　　　　blllf（出力）410（出力）410（出力）410（ug86）3，300「13，3003，300333開放，保護形消音器付カゴ形，　発電機と共通軸聞放，保謹形消音器付Jrtt開放防滴形霜償黎hfr「t直　人111起動器い1単極形直　人起動器lsrtll111111，000　c；sでモノブロック構造単極形〃rtft図4−122　新三菱重工業（三原）納め，300kVA　800　V　9．　60　c　’s1，800　rpm高周波発電機410kW　3，300　V三相60cs4極誘導電動機駆動　High　fエequency　generator　300　kVA　800　V　9．　60　c7s　1，800rpm，　with　driving　induction　motor　410　kW　3，300V　3　phase　60　c／s　4　poles．設計を行ない重量，寸法を大幅に軽減することができた．当社ではさらに大出力，高周波数の受注に応ずることができる．　磁気増幅器用としては八幡製鉄向け第4コー」レドターJデムミ1レ用として300kVA　420　c！sを始め，多数製作した．小容量のものは永久磁石形となっている．　9，　2　高周波発電機用配電盤　高周波発電機の制御としては、自動化がますます盛ん図4−123　千代田鋼管納め250kVA　800　V　lo，OoO　c∫s　3，000rpm高周波発電機入力330　kW　3，300　V三相　50　c／s2極誘導発電機駆動　High　frequency　generators　250　kVA，800V　10，000cs3，000rpm，　with　driving　induction　motor，330　kW，　3，300V3　phase，50　c，　s　2　poles．で各用途にもっとも適した方式ならびに配電盤が多数納入された．製作表は表4−60に示す．　36年度における特記事項としては，高周波発電機の並列運転を実施したことである．なんらの同期化装置を必要とせず各機に設備された磁気増幅器形電圧調整器だけで実施している．励磁方式としては各機ごとに自動電圧調整器を使用する単独励磁方式と複数機に共通に1個の自動電圧調整器を設ける共通励磁方式とがある．使用者｝表4−60　昭和36年度高周波発電機用配電盤製作実績納　　入　　たいすL’自動車トヨタ自動車丁一代　田　鋼　管新三菱重工業（一三原）　　〃　　〔水島）日　　本　車　輔三菱電機神戸製作所lt日本電気冶金用　　途出力（kVA）焼　入Tl　tt誘導炉焼　入誘導炉試験用　v誘導炉1501∫25030015030015i75250300電圧（V）周波数（◇s）駆竺一電　相動機　400　400　800　　　　tt　400　800220月10　800　　　　’t入力（kW＞已圧（v）数　起動方式　10，000lT　　tt　　960　10，000　　9602，500／5，000　10、000　　9601902153204TO21541020，103204103，0003，300IT「1　〃tl2203，300tt3ll〃tfItfflllf＄f起動抵抗付直　　　　入起動補償器付起動抵抗付直　　　　入　　　flllf1起動抵抗付励磁方式静止形　　〃　　　rtfttt　　〃Tt「’ll製作年　36flllll　　〃膓r製作中fttl4．工業用電機品（105）　105の利用度から考慮すれぽ単機使用の場合もあり，複数機使用の場合もありうるので当社としては標準は単独励磁方式の組合せとして利用度を高めている．　9，　3　高周波焼入装置　当社の技術により，わが国で最初に国産化された10十〇サイク1レ電動高周波発電機を高周波誘導加熱の電源とする表面焼入，oウ付，溶解装置は，自動車工業など重工業における設備近代化の要求に答え，35年度トヨタ自動車向け納入にひきつづき，36年も活況を呈した．専用の焼入機械装置をもったアクス1レ：」？フト焼入装置を，いすy自動車，新三菱重工業，およびトヨタ自動車に納入，鋼管溶接用に250kW装置を納入した．　さらにわが国での記録品である250kW発電機2台の並列運転による500kW　10kc高周波焼入装置を，関西高周波に納入した，これらの詳細については，別項電子応用機器を参照いただきたい．10，電気溶接機　10，1抵抗溶接機およびタイマ　抵抗溶接機は板金作業においてりべっトその他の接合方法に比べ作業性がいちじるしく高く，各方面とくに多量生産工場で用いられている．36年は活発な一般設備投資，とくに自由化をひかえて自動車工業の発展はめざましく当社の溶接機もまた多数採用された．　ポータブルスポット溶接機　溶接変圧器の小形化，溶接速度の高速化を計り，制御回路には磁気増幅器を一部用いた斬新な電子管タイマを用いたもので，いすN“自動車，新三菱重工業，日産自動車，その他および社内品を含め二百数十台を製作した．75kVA（50％使用率）が大多数をしめるが、55　kVAおよび140kVAも数台含まれている．75　kVA溶接機のおもな仕様はっぎのとおりである．　　　溶接機本体　WS−75　P　　　a　　イ　　マ　　ST−S　2　H　　　同期式　　　容　　　　　量　　75kVA　　　50％使用率図4−124　三相150kVAスポリト兼用　づ0ゼク≡ノヨン溶］妾機　3　phase　150　kVA　spot−projection　welder．106　（106）　最大短絡電流　最　大　入　力　定格一次電圧　使用イづナイトロー」タイマ調整範囲12，000A230kVA400VM1−11005％使用率2本　　　　　　　　　圧接・溶接・保持・休IE時間　　　　おのおの3〜60　c！s　三相溶接機　従来から製作されている三相スポっトまたはづロゼク：Jヨッ溶接機は4台製作され，当社各製作所および新三菱重工業京都製作所に納入された．このほか，三相100kVAユニパーサ1レシーム溶接機を当社名古屋製作所に納入した．新三菱重工業（京都）納め三相づロゼクiJヨッ溶接機は，ディーゼル五謁用予燃焼室の従来アーク溶接されていたものを，づoゼク：」ヨッ溶接するものでづoゼク：」ヨーJ溶接を採用することにより，加工工数が大幅に削減でき，作業能率がいちじるしく向上した．この溶接機は，標準形三相溶接機に，上記予燃焼室の自動溶接送り装置を付属したもので，100個単位の被溶接物が全自動で溶接されるようになっている．おもな仕様は次のとおりである．形　　　　名定　格　容　量最大短絡電流最小制御電流標準加圧力標準フトコロ寸法全ストロークWT−150　J150kVA　（50％使用率）／00，000A10．000A4，000kg　（系合蒙（　5　kg／cnl　L’）950mm　110mm図4−125三相100kVAユニパ＿サ1レ：」　一ム溶接機3phase　100　kVA　universal　seam−welder，図4−126　単相　75　kVAポータづルスポッ　ト溶接機　Portable　spot　welder．驚s図4−127ポータづ1レスポっト溶接機用タイマTimer　for　portable　spot　seam−welder．三菱電機・VoL　36・No．1・1962司レ　加圧方式は二段加圧方式で，可動部分は低摩擦，低慣性とし圧力，レスポンスが良好となるように留意されており，これら溶接機用の全電子管式タイマは，Current　Decay，など被溶接材料に適した溶接電流が任意に，精密に調整され，軽合金，低合金鋼，耐熱鋼などにとくにすぐれた溶接が得られるようになっている．　10，2　トランスアクタ形交流アーク溶接機　アーク溶接機の種々な形式の中でも，とくに可変リ表4−61昭和36年度アーク炉製作一覧納　入　先不二越鋼材関　西　製　鋼日本高周波鋼業函館ドック山陽特殊製綱臨　港　製　鉄住　友　電　工容量　　形　　　名（t）3030103301520FA−4813LSFA−48TsRFA−3606RFA−2502LFA−4813LFA−3807RFA−4310R蘭坤・・プ切翠ぴ13，00015，0006，0002，00013，0007，00010ρ00負荷時tt無負荷時lf負荷時無負荷時Trなしなし1，000500なし1，0001，000受電電圧（V）22，00022．0002zoeO22ρ0022，00022，00022，000二次電圧（V）330〜102350〜110250〜101220〜92．5330〜106280〜104320〜115アクタ形はアークの安定性にすぐれ，かつ広い範囲の電流調整が可能である．TA形トラロスァクタ形アーク溶接機はこの可変リァクタ形の変圧器コイ1レとリァクタコィルを共有させて経済性の向」二を計ったもので，可変リァクタ形のすぐれた長所を生かし，さらにより小形・軽量化を計った新しい改良可変リァクタ方式である．　特　長　　1．　二次無負荷電圧の値がつねに一定でアークが安　　　定である．　　2．　広範囲　（30〜320A）で連続的に溶接電流値の　　　調整ができる．　　3．　自冷式H種絶縁の採用．　　4．　漂遊負荷損が少なくア〜クが安定である．　仕　様　　形　　　　　式　TA−300　　種別AW−300　　外　形　寸　法　（幅×奥行×高さ）460×540×750　　　　　　　　　　（ハツド1レを除く）（mm）　　重　　　　　量　185（Kg．）　　適用溶接棒径2〜6（mm）周　　波　　数　（c！s）5060電源側（kVA）25．625．0入力（kW）13．012．8定　格　電　流　（A）300電　流　範　囲　（A）30〜320溶定格使用率　（％）50無負荷電圧　（V）81定格負荷電日三　（V）抵抗分35、　　リアクタンス分0図4−129不二越鋼材納め30tアーク炉　　　　30Ton　arc　furnace．躍的向上が望まれている．すなわち（1）（2）（3）（4）（5）短時間溶解スクラリづ装入などの付帯作業時間の短縮がんじょうで故障のないこと保守点検の容易なこと操作の簡単で安全であること／9図4−128　TA−300形交流アーク　溶接機（トうンスアクタ形）　電源AC　200　V　50，1’60　cls　溶接　側定格電流300A　Type　TA−300　AC　arc　welder，　　　　　11，溶解用電気炉および電機品　11，1アーク炉　鉄鋼業界の規模の増大につれ，設備合理化が叫ぽれ，ためにアーク炉はますます大形化し，かつその性能の飛などの条件を満たす必要がある．　これらの要望に対して34年よりFA形アーク炉を開発製作して，数社に納入し非常な好評を博して来たが，36年度には，その改良形として，FA　48ユ3　LS形30　t炉を不二越鋼材に，FA　48ユ5R形30　t炉を関西製鋼に，　FA3606R形10t炉を日本高周波鋼業FA　2502　L形3t炉を函館ド・リクに納入し，各社の新鋭設備として，その機能を最大限に発揮し，三菱アーク炉の声価をますます高めた．　11、2誘導表　36年中に納入または製作中のものは，表4−62のとおりである，このうち，日新製鋼より受注の連続メっキ用表4−62　昭和36年度誘導炉製作一覧納　　入　　先新三重工業（三原）日　本　車　輌日本電気冶金　　　〃藤　井　製　作　所世　田　谷　工　場日　新　製　鋼！1電　力（kW）3003003003001503004GO200溶解量（kg）5005005001，000300500100t8t炉　の　種　類台数高周波炉：2　　〃　　　　　　2　　〃　　　　　　1　　〃　　　　　　1ルツボ形低周波炉tt溝形低周波炉fl22備考　36−9製　作　中　　〃rt36−836−8製　作　中連続亜鉛メッキ用4．工業用電機品（107）　107亜鉛炉は，1号機に引続き2基目であるが，1号機は，昭和33年ユ0月運転開始以来．1回の補修も行なわず連続運転中で、その好成績を買われ、今回2基目の受注となったものである．　11，3　電気炉電極制御装置　36年度に製作、納入のアーク炉電極制御装置は，表4−60のとおりである．アーク炉は，きわめて変動の多い負荷であり，とくに溶解期には，電極と被溶解物との関係位置が，時々刻々変化し、また電極端における被溶解物による橋絡，アークの消滅もしぽしぽ起こるので，希望の電気条件で操業するためには，高い応動度ならびに感度を有する自動電極調整装置によらなけれぽならない．とくに最近の高電圧，迅速溶解炉の場合は，当然変動も大きくなるから，使用調整装置の性能のいかんが．炉の操業特性に大きな影響を及ぼす．当社では磁気増幅器とロートトロールを，併用した制御装置，および電極昇降用の低慣性電動機により，いずれも優秀な制御特性を得ている．　また30卜一J炉クラスの制御装置には各タっづ電圧において得られる最大電力（optimum）の電流以上の電流を流さない回路（Optimclt）を設け，電気設備の経済的運用を計っている．表4−63　昭和36年度電気炉電極昇降装置製作一覧納　入　先函館ドック日本高周波不二越鋼材関西製鋼＊日伸製鋼炉糧1。撰鱈笥（t）3｜0303030　　　　　゜苗よ馬ル1変曙，舗）1艦逼麹諮護麺．（kVA）　　　　　　　112・2P，2°°1｜　1　7．5　1　　9601・11185・11111‘°°1、7・5｜9603ア，51515101，450　　　3．71：；：：己1…122�d750」　　15　　　　　　　　　　　　　12，0006、00013，00015，00015，000リァクタ（kVA）5001，000なしlttt＊印　電機品および制御装置だけ納入．表4−64函館造船3t電気炉用主要回転機用途電極昇言厄〔最冨嵩冨義〔鑓噺麟⇒・・、�mDCMDCGIMDCGIM32，23；，，2，電　19．（V）220袈；；8回転数（rpm＞1．2001，4501，4501，4501，450備考3セット表4−65　日本高周波10t電気炉用主要回転機用途醒［台数、舗電　極　昇　降　用協盲圭盲義〔鵠噺麟DCMDCGIMDCGIM37．5�e，1，電　圧（V）220；；8；；1回転数〔rpm｝9601，7501，7501．7501，フ50備考JEMIlo9．6033セット表4−66　不二越鋼材30t電気炉用主要回転機用途電　極　昇　降　用〔認毒嚇〔鵠冒留鵠機　種DCMDCGIMDCGIM台数3十1容　量（kW）112，；，電　圧（V）220；；8；；1回転数（rpm）8501，7501，ア50｛：；［1備考JEMIIo9−6043十1セット108（108）表4−67　日伸製鋼（網干）30t電気炉用主要回転機　用　　　　途電極昇醒用〔繭竜繊〔鵠�h麟機　種．DCMDCGIMDCGIM台数＝紬薯。1王聯1・考7，51233220；；8；；89601，7501，7501：；llJEM日09−6033セノト表4−68　関西製鋼30t電気炉用主要回転機用途　　　機　種電　極　昇　降　用〔最働富議〔鴎留麟DCMDCGIM隅器・・1窪W竺巴譜3｜12755220；；8；；8600｛：；ll1：；ll備考3セット12，通　風　機　12，1　ボイラ用大形通風機　最新のパワーづラr小は発電技術の進歩により高温，高圧，高能率の大容量機が採用され建設費および運転費の低下をはかっている．これに使用する通風機はいっそう高効率で信頼度の高いものが必要になってきた、台湾電力深襖火力発電所に誘引通風機用として納入した　FG−9089は耐磨耗を考慮し高い効率を保つよう設計されたもので次のような特長をもっている．　ユ．　扇車には主板に切欠き部を設けて磨耗部分を少な　　くし，羽根には取換え可能な凹凸ラィナを使用して　　いるので耐摩耗性が大きい．　2．扇車側板は型曲げにより特殊形状に曲げてあるの　　でなめらかな気流と高い効率が得られる．　3．　吸込口に“vコーJトローJレを取付けることによって　　簡単にかつ経済的に風量制御ができる．また，入ロタ　　ッパを使用しても同様の目的を達することができる．　また中部電力三重火力発電所＃48用として納入のFA−4054　DWは重油専焼の加圧燃焼炉押込用に使用するわが国最初の高圧力通風機で，翼形の羽根をもち扇車周速がユ27　m／secに達する高性能機である．　わが国最大容量のづラット東京電力横須賀火力発電所＃2B用として通風機を6台納入した．　12，2　一般用翼形通風機　FE形通風機は各部にわたり性能を落すことなく軽量，安価，小形への研究成果があらわれ，36年度は製作台数165台，延べ電動機出力3．200kWに達する納入実績を示し各方面で非常に好評を博している．　1．　騒音の低減対策としてケー・」−vづノド板の．一’部を切　　り欠ぐことにより従来の通風機より2〜3ホ”J低下さ　　せた．なお引続き研究中である．　2．軸受についてはジンァィの多い所に使用されるこ　　とが多くなってきたので＝J−）b　1：軸受を二重シール軸　　受に変更した．　3．　FE形通風機は静風圧150　mmAqまでに使用さ三菱電機・Vo1．36・No．1・19624E●　　れるものとして開発したが，換気用として低風圧の　　通風機を要求されることが多くなり静風圧75mm　　Aq以下に使用する低圧用のFE形通風機を開発し　　た．　12，3　軸流通風機　国鉄新幹線用シリコーJ整流器冷却用および主変圧器冷却用通風機として2段軸流通風機を製作した、単相コツ≠ンサモータで駆動する．．軸流通風機は従来のFP形のほかに新形式を開発した．これは標準電動機を内装させ案内羽根を羽根車の前に置き電動機側より風を通すことにより小形．軽量，安価な通風機となった．表4−69　昭和36年度ボイラ用大形通風機製作一覧注　文　元用　途．形1・．・・酷．齢鞠舗ミi�f常盤共同火力4B強　圧　　〃　　　　　誘　引　　〃　　　5B‘強　圧　　rt　　　　　疏　引中電三重火力4B強　圧竃豊鑓，Bl謬　　〃　　　　　誘　引　　　　　　　　ガ　ス　　”　　　声盾還　　”　　1”中電新名古屋4B．強　圧　　〃　　　　誘　弓1　　　　　　　ガ　スtl　　　　　　　再循還関電姫路2B強圧　　〃　　　　　誘　引住友共電2B強圧lF九電新小倉tf台湾電力Tl誘　引強　圧誘　引強　圧誘　引FA−4060DWID−1009DWFA−4060DWID−1009DWFA−4054DWFB　7090DWFA．−4089DWID−1015DWFB一川4DWFB−7120DWTV−135DWID−1012DWID−1013SWFA−408tDWFG−9089DWTV−105DWID−IOOgDWFA−4073DWFM−2073DWFA−4073DWFG−9089DW2222212211222222222222，6004，75026004．7504，3003，0009，50014，4006，5008、5007，60010，900ア，2505，ア008，2002，5004，6005，9007，7005，5608，1803703303703307501804105253704305304703ア034036030034030035028434020155201551520032130385374321333844513515140201304613998073598073517605887405907407401，1757107107057051」80705705590705705220450220450ア203708202、OOO670LlOO1，0001，4008204007001854203606603356ア0形FE−8012SW　　8013SW　　8015SW　　8016SW　　8018SW　　8020SW　　8022SW　　8024SW　　8027SW　　8030SW　　8033SW　　8037SW　　8037DW　　8040SW　　8040DW　　8045SW　　8045DW　　8049SW　　8049DW　　8054SW　　8054DW　　8060SW　　8060DW　　8066SW　　8066DW　　8081SW　　8089DWFA−4027SW表4−70　昭和36年度一般用翼形通風機製作一覧　　・台数巴・品忠。副回、，島・数電灘力12165485173611ア1051416522129｜515　60130100｜001501702002002503504304607006188008001β501，0002、000L9182，252�h5002．2441，9002，5001，7505、000　2901505080100150150100100125150150］0060フ680150ア6150100517615030100501001002003、4503，5002、5062，2792，4302，1201，7501，3881，52ア1，6301，460］，0838309857991，065862966880985740795　515　685　470　442　4271，16035，53．73．77．57．57．5フ．57．51519151115153030375555556030553745115194．工業用電機品図4−130　誘引通風機FG−−9089　DW扇車　風・量8，180　m：3．min風圧340　mmAq温度139℃　回転数705rpm電動機出力670　kW　Type　FG−9089　induced　draft　fan．図4−131軸流通風機FP−65　風量260m3，min風圧　20mmAq同転数1，750　rpm電．動機出力3kW　Type　FP−・65　axlal　flow　fan．表4−71昭和36年度一般用多翼形通風機製作一覧形番FOL−10FOL−20FOL−25FOL−30FOL−40FOM−30FOM・35FOH・20FOH−25FOH−30SL」1’450SS−2FK−29FK−33FS−1　09FS−112FS−1　15FS−116FS−ll8FS−135FC−566台数4332024185461521910113232218風　　　量（m3i’min）　6295570150401001560401070130150536011015011034030風　圧1回転数（mmAq）　　（rpm）1510381001501001502520060151001801207560485070891501，7501，7201，ア50　〃1，450　ftlln2，8501，｝601，4601，1601，6001，4501，1501，7501，1201，0501，1505401．730電動機出．力　（kW）0．20、751．53．7113．ア5．50．ア57，51．50．43．7912（HP）1．52、2い52，27，5｜12．2表4−72　昭和36年度軸流通風機製作一覧注　文　元研　　究　　所神　戸　造　船川崎重工業三　菱　油　化日　本　陶　器専　売　公　社神戸製｛乍所三　菱　鉱　業広　島　造　船日本ソーダ日本国有鉄道tfII用　　途換　　気ll〃Sttt〃〃〃〃変圧器冷却用シリコン整流器冷却用fr⇒台数｜・鷲1風　圧瑠）FP・30　　〃　　　rlFP−30FP−・65　　〃FP−75FP−90FP−110FP−120FK−60FK−900FK−9041984213311365｜　25　1　15　15　202602253ア0ア501，0001，220　80　90　6050　0　015020205040702050｝0060回転数（rpm）3，3001，750tf3，3001，750Fl1，7601，7301，1751，1801，750！f　tt電動機出力（kW）0，750．05tt2．232．2］11528171．54ト1（109）　109開11閥川1bJ−−dL・’lbdlttltllLILI、A4�`「「‘HbtLSLtFltli・’t，�_、＄Llll‘，lnyelLII・ハ・−4’111111■‘・1111【．”・il．HIIilFIHtlHlI．�`“’i・．IHEItllINHトrl．lL．，lllIbMtllltll‘“�_iX＋illlHLIItlttlL層・・．St川‘11Pll…Ptle．5．鉱　山　用　電　機　品ill　”dLl‘IUIIUNI，　tt・”一‘“【‘tlHlllt　t・ttt’川＄川【川Mh”．’�_‘‘川川ldldl「1．t”111川“川ll，／tt『’t’↓1“itbtbtLt　I，’．・’L’lllllMll！llL，「・．．’IlI‘1川111‘ll／…　．ll川川1川‘，．、・¶／’／・・11Electric　Apparatus　for　Mining　　Industry　in　general　has　been　flourishing　in　line　with　the　trend　of　the　productivity　promotion，　whereas　coalindustry　has　been　declining　steadily　for　these　years．　Particularly　the　year　of　1961　saw　the　worst　disasters　ofexplosion　and　flood　in　the　pit　of　coal　mines、　which　occurred　one　after　another．　Unless　some　measures　are　takenas　a　national　policy　to　give　assistance　to　the　coal　industry，　there　will　be　no　knowing　what　will　happen　to　themines．　Under　the　circumstances，　business　on　electric　apparatus　for　mining　has　been　very　dull　and　there　isnothing　worthy　of　mcntion　in　the　circles．　Neverthless，　Mitsubishi　has　been　lucky　enough　to　manufacturenumerous　special　products　including　relat▲vely　large　capacity　induction　motors　for　winding　machines．　一般工業は生産性向上の線に乗りようやく活況を呈しているが，石炭界のみはここ数年来凋落の一途をたどり，36年度は前代未聞の爆発事故や水没事件が相つぎ，その惨状は目をおおわせるものがあった．国策としての石炭政策が早急に樹立されない限り，廃坑閉山は跡を絶たないであろう．かかる状況下における鉱山用電機品は，まことに低調で特筆すべきものもないが，幸い当社では比較的大容量の巻上機用誘導電動機を初めとして多くの特殊品を製作納入することができたことは望外のよろこびである．　昭和36年度は石炭業界の不況によって誘導電動機として特筆すべきものはあまりないが，巻上機用誘導電動機として比較的大容量のものが数台製作された．36年度に製1乍されたもののうち100kW以上のものをあげると表5−1のようである．表5−1納入先出　力（kW）電　圧（V）周波数（c！s）極数同　期回転数（rpm）形　式ワク番台数用　　途納入年月三菱鉱業1903β006041β00MKB45602汚水ポンプ36−5三菱金属1903，0005012500MSB50761単胴巻上機36−6〃250ltIs8750〃50761主圧延機36−8tl230川53β00601212460013001t72401巻　上　機製作中tt3403，0005012500〃72351ポールミル〃ll1503．00013β0050／60τ2500／600Tl50681コニカルボールミル｛F四国鉱発1003，300608900MSFC32402ノ、ンマPクラッシャ35−〕1rt〃lftt6�d200即tt1〃36−4ll110ll〃rftt〃fl1lf36−4チリー鉱山130440608900MSFC32501クラッシャ36−7大日本炭鉱2203ρ005016375MSB72352巻　上　機35−10同和鉱業nO3，000506LOOOMSFC32501クヲッシャ製作巾fl｜50lf「110600MSFT50111ロッドミル〃三鉱高島3503β006016450MSB72402巻　上　機〃〃350tT1∫｜1It〃〃2urlアトラス鉱山1303β00601Gア20MSB50601チューブミル，t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗器を使用している．機械部分は三菱造船下関造船所で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製作，8月末現地試験を完了した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，2230kW川5kWケージ巻上機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱金属明延向けに製作したもので，人員の昇降，鉱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石の運転共用のため，300m／min　1501n／min　2段速度，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電動機は12極，24極の極数変換式としている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巻上距離は480m，2段速度のため過速および進入速　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度制限は二重になっている，二次抵抗器は金属抵抗器を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用し，主制動器は油圧式，補助制動器にはスラスタを使　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用している．機械部分は三菱造船下関造船所で製作，10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月末納入した．　1・鉱山用誘導電動機　　　　　　　　　　2，、3700kW斜坑巻上機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱鉱業高島鉱業所納め坑外第2斜坑巻上機で，斜坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巻上機としては最大級である．巻胴は複胴，両クラvチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式，電動機は350kW，60　c！s，16極，2台で巻上距離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は930m，巻上速度は最高5m！sすれちがい部2．5　m！s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制御方式は手動，限時加速，気圧制動で，高圧可逆電磁昭和36年度製作の鉱山用電動機＿覧（100kW以上）　　　　接触器は2×H205形高圧気中電磁接触器を使　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用，また2次抵抗短絡用にN305形電磁接触器2×9台を使用している．機械部分は同じく三菱造船下関造船所で製作した．　2，4375kW盲立坑巻上機　三菱鉱業美唄鉱業所既納巻上機の機械的制動を発電制動方式に改造したもので，12kWの励磁用直流発電機および15kW駆動用誘導電動機，高圧可逆電磁接触器盤，発電制動切換盤，励磁機盤，運転盤，二次短絡盤などを新製した．制御は手動方式であるが，主幹制御器の位置により定まる基準電圧と指速発電機の電圧を比較しその偏差により励磁発電機の界磁調整を行ない制動量を調整している．2、巻上機用電機品　2，1190kW立坑巻上機　三菱金属尾去沢向けに製作したもので，巻上距離230m巻上速度2．5m／s手動運転方式で二次抵抗は金属抵110（110）3．耐圧防爆形三相誘導電動機3‘1HDS形コンベヤ用耐圧防爆形誘導電動機35年に引続きつぎのように製作した．　HDS−50用　37　kW　4極400／440　V　50／60c／s　42台三菱電機・Vol．36・No．1・1962〈図5−1ホーべ）レ用耐圧防爆形誘導電動機　42kW4P400，’440　V50，’60　c／sB種絶　縁九検3216号（圧）重量480kgPressure　resistant　explosionproof　induction　　　motor　for　use　with　a　hobeL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パみを組合せた集団切羽開閉暑園よホーペ）レ用以外に⊃ハヤ制御用のコvトローJレセーJタとして各炭砿に多数納入された．コンペヤ用として約10台，分電用として6台製作した6，ホーベル制御装置　HDS−40用30　kW　4極400／440　V　50！60　c／s　48台3，2　ホーベル用耐圧防爆形誘導電動機35年に引続きつぎのように製作した．42kW　4極400／440　v　so160　c！s40kw　4極4001440　v　50160　cls32kW　4極440　V　60　c／s／2台8台4台　ボーNJレ採炭方式は各所において積極的に採用され，炭価引下げに大きな役目を果たしている．36年度は表5・．2のように多数納入し好成績をあげている．表5−2　ホーベル製作実績一覧　納　　　人　　　先麻生産業KK久原砿業所三菱鉱業K．K高島砿業所　　　　〃　　　　　　　　　　　　　TS中興鉱業K．K福島砿業所三菱鉱業K．K高島砿業所　　　　〃　　　　　　　　　　　　　tt中興鉱業K．K江口砿業所大日本炭砿K．K勿来砿業所三菱鉱業K．K高島砿業所松島炭砿KK大島砿業所三菱鉱業K．K高島砿業所る式ウンパホーベルウンパホーベルウンバホーベルウンバホーペルウソバホーベルウンバホーベル〉イスハッケンホーベルウンバホーベルウンバホーベルレッベホーベルウンバホーベル台一竺製作年月日36−136−336−436−536−636−936−936−1036−1136−10製作中上記はいずれも輸入ホーペル電動機との互換性を有する．4，防爆形乾式変圧器　防爆形乾式変圧器およびマイッパワーセー」’sはホーペルあるいはコッベヤ用電源として活発に採用され，標準化された200kVA，150　kVAを主として約40台．延製作容量6，300　kVAに達した．切羽機械の大形化により200kVA容量のものの納入が多くなってきた．7，EX−D形防爆形電磁開閉器　EX一ユ57D形が完成し，つづいてEX−・207D形を製作中であるが，これでD形：yリーズが完成した．　このD形＝」　i）　一ズの特長をのべるとつぎのとおりである．．，t鎚ig，図5−2　200kVAマィンパワ＿センタ200kVA　mine　power　center．　　　図5−4　EX−17D防爆形電磁開閉器Type　EX−17D　explosionproof　magnetic　switch．匡図5−3　MTloX　3，150210　V防爆形乾式変圧器単相10kVAMT10X　single　phase　10kVA　explosienproofdry　type　transformer．5，集団切羽開閉器気中：」d・断器と電磁開閉器，あるいは気中＝J？断器の5．鉱山用電機品　　　図5−5　EX−157D防爆形電磁開閉器Type　EX−157D　explosionproof　magnetic　switch．（111）111　1．　角形であるため、コ：パクトになり．配線が容易になった．とくに100A以Lのn∫逆形は、引出方式を採用しているので、内部点検が容易である．　2．　カバ＿開閉部は亡v［iを取付け、さらに締付ll加トは，それぞれ脱落防止がついていて、lil’　Jレトの紛失がなくなった．　3．　背面部に大きな端」二狩iが設けられているので、電線接続がゆっくりできるようになった．　なおEX−D形シリーズは，100A以EはFN形、それ以下の容量は、N形またはNS形電磁接触器を使用している．8、NX形防爆形ノーヒューズシヤ断器　NX形ノーヒューズ諦断器は，その性能の優秀さを認められ，鉱山に多数使用されてきたが，NF−D形を使用したNX−200SD，　NX−400D形を完成し、小形化と、重量軽減を計り，好評を得て，発売以来多数の納入実績を示している．とくに従来のものよりも簡易化され，その特長もEXD形とまったく同じ特長を有している．図二5−6　NX−200SD形防爆形気中＝」V断器Type　NX−2（）OSD　explosionproof　type　aircircuit　breaker，，．宇・『rCb憲ヅ�_ガ1�d・賑ザ図5−7　NX−400D防爆形気中シャ断器Type　NX−400D　explosionproof　type　aircircuit　breaker．91磁気選別機　9，1DA−610−3B形磁気選別機　海底に存在する砂鉄を採取するために本機を船上に設置して使用する．波の影響によって磁選機とともに水そう内の水面が動揺するので実収率や品位が陸一Lで選別す112　（112）図5−8　DA−610−3B形磁気選別機Type　DA−610−3B　magnetic　separator，るよりもはなはだ低下する．本機は船の動揺に対しても性能に影響がないように特殊機構としているので選別効果が良好である．　仕　様　原　　料　砂鉄　　　　　磁　　石　OP磁石　　　　　磁束密度　第．一段ドラム1．000ガウス　　　　　　　　　　第二段ドラム800−200ガウス　　　　　　　　　　第ll段　ドラム700〜200月ウス　　　　　処埋量　30　t，，　h　　　　　外形寸法　（幅）1，900　mm×（長）3，250　mm　　　　　　　　　　　×（高）1，700　inm　　　　　重　　量　1，200kg　納入先　八幡製鉄株式会社ユ台　36年3月　9，2　HM−10形磁気選別機　耐火，研磨材の原料であるカーポラム弘やアラーJdiム等に混入している鉄分を除去し品質向上を計るに使用する．鉄分は原料を粉砕する時にはいる強磁性の金属鉄や製造中に生ずるフェロ：」1」コッや原料と片刃になっている弱磁性図5−9HM−10形磁気選別機Type　HM−10　magnetic　separator．三菱電機・Vol．36・No．1・1962物と広範囲にわたっているが本機は磁性別に分離するために三段選別を行なうので完全な除鉄と歩留の向Eが計れて好評である．　仕　様　原　　料　力叫ラム払アラーyjA　　　　　出　　力　DC200VL2kW　　　　　磁束密度　第一段ローJレ　3，00011bス　　　　　　　　　　第二段o−Jレ　15，000めス　　　　　　　　　　第三段D−）レ　20，000ガウス　　　　　処　理　量：　400kg／h　　　　　外形寸法　（幅）1，000　mm×（長）1，388mm　　　　　　　　　　×（∫」1司）　2，150mm　　　　　重　　　　量　　3，000kg　納入先　信濃電気製錬株式会社ほか　5台　9，3　SL−620A形磁気選別機　ニリケ1レ製錬の工程中に設置してフェ〇二・鋤レを回収するに使用する．フェ〇二りヶ1レの磁性の弱いものやスラivfJと片刃となっているものを採取するためには磁力はとくに強いことが必要であり，コイ1レの温度上昇を防ぐために絶縁油強制循環水冷式としている．またドラム面に吸着した強磁性物を離脱させる特殊工夫が施してある．　　　　　図5−11HM−3特形磁気選別機　　　　　Type　HM−3　magnetic　separator．　　　　外形寸法　（幅）ユ，240　mm×（長）1，590mm　　　　　　　　　×（高）／，725mm　　　　重　　　　量　　1，500kg納入先　三菱化成［業株式会社　2台　36年8月‘8、仕　納入先　9，4　カーポッづラリク中に混入している鉄分を除去し品質の向上を計るに使用する．屋外で使用するので全閉形とし，コイ；Uの温度上昇を防ぐために強制送風によってコイ1レを冷却する方式である．　什　様　原　　料　カーポーJづラ1ワク　　　　　出　　力　DC200VO．5kW　　　　　磁束密度　20，000ガウス　　　　　処理量　400kg！h　　図5−10　SL−620A形磁気選別機　　Type　SL−620A　magnetic　separator．様　原　　料　スラリづ中のフェ〇二りヶ1レの分離　　出　　力　DC200V　15kW　　磁束密度　　2，000ガウス　　処　　理　　量　　　15　t／h　　外形寸法　（幅）1，900　mm×（長）3，250　mm　　　　　　　×（高）1，700mm　　重　　量　3，000kg　　日本冶金工業株式会社　4台　36年9月HM−3　特形磁気選別機5．鉱山用電機品Pt蓼図5−12　MB−30形マづネワトパー　Type　MB−　30　magnet　bar．　9，5　MB−30マグネットバー　微粉原料中に混入している鉄分を除去するために，本器を原料の流動する，＝yユート内に数多く設置して使用する．永久磁石であるので取扱いが容易である．仕　様原　　料磁　　石磁束密度寸　　法重　　量納入先　日本tPt−J卜株式会社セメントOP磁石800ガウス40mm口×（長）300　mm1．5　k9　　　ユ台10，金属検出装置　鉱山用特殊電機品として，石炭中に混入する不発銅雷管を，混入する多数の鉄材と分離して検出する，鉄，非鉄判別金属検出装置を開発，大正鉱業に納入して所期の成果を収めており，さらには⊥木建設現場における骨材（砕石，砂利）中に混入する鉄を検出，除去してクラ”）＝yvを保護する目的をもった金属検出装置を，神戸製鋼経由建設省，九州電力などに納入したが，これらの詳細については，別項電子応用機器を参照されたい．（113）　113．’、川111［ltlt‘ILra．、…川¶IMI　ltll，n．”川【“‘川川S、i−”t、tltl1“1‘1‘川1“Lt・t，ltldllUtlYtb・“・＋・‘’1‘‘川1‘川¶‘1・”i°・i’川1川1111111・’噛・”・’1111「lll‘III“・4幽・”・’【16・船　用　電　機　品11‘Lll‘，‘tl“1・．t・．・’ltl‘川1川llttnytjt．・・Ulllllll旧1、．幽・1．・’rlUT！IMIIL”．’．「’川ITIIIr1…・’一．、”t‘tl‘tbL川ld．．’・”Hl‘川i川Lll・・’LllL川1‘1「lh・’・「’」’‘1111L！LMarine　Electric　ApParatus　　Necessity　of　rationalizing　ships　has　come　to　draw　attention　since　the　16th　program，　As　a　means　to　solvethe　problem，　reduction　of　personnel　and　speeding　up　of　ships　by　automatization　and　remote　control　are　considercdthe　most　essential　among　all．　From　the　vicwpoint　of　economy　or　technique，　the　measures　thus　sugested　are　notalways　practicable　at　a　bound，　and　the　most　effective　one　is　now　being　taken　up．　To　cope　with　the　situation，Mitsubishi　has　been　making　close　contact　with　shipyards　in　connection　with　every　possible　item，　proceeding　withstudy　by　taking　diesel　boats　as　an　object．　At　present　the　company　is　manufacturing　the　maill　machine　controlpanel，　a　measurement　panel　and　other　allied　apParatus　of　a　freighter　for　Daido　marine　trallsportation（theユ7thprogram）ill　Nagasaki　shipyard．　Also，　forced　parallel　closing　of　generators　and　rationalization　of　loading　andunloading　with　jib　cranes　are　included　among　items．　　Since　the　shipping　world　is　on　the　turning　poillt　of　mcchanization，　and　the　building　tonnage　still　remainsat　the　top　of　the　world　production，　marinc　electric　apparatus　are　anticipated　improving　both　in　quality　and　quanti−ty　in　response　to　the　plan　of　increasing　ships　in　tne　17th　program，　though　the　actual　result　in　1961　was　notmarked　as　compared　with　the　previous　year．　　As　for　electric　power　supPly，　AC　electrification　is　now　full−Hedged　and　almost　all　the　machines　are　built　forAC　operation　now　except　spccial　cases．　A　matter　worthy　of　notice　is　dredgers　coming　on　the　sccne　newly．　第16次計画以来，船舶の合理化の必要性が大きく採りあげられ，その手段として自動化と遠隔操縦化による人員の節減と船の高速化がその主眼となっている．　これらは経済的な面あるいは技術的観点から必ずしも一挙には進展しないが，もっとも有効なものから採用されつつある．当社もこの状況に応じ，可能性のあるあらゆる個kの項目につき，造船所と緊密に連絡をとり，まずディーゼ1レ船を対象として研究を進めた．現在長崎造船所建造大同海運向け（第17次）貨物船の主機操縦盤，計測盤その他を製作中である．また発電機の強制並列投入やガクレーンによる荷役装置の合理化などもこれに含まれた項目であった．船舶界も上記のような技術的転機にたっているし，建造卜一J数において依然世界の首位を維持しており，第17次船以降の船腹増強計画と相まって，電気装備品の質，量ともに向上が期待されるが，36年度の納入実績は35年度と大差はなかった．　完全に軌道にのった交流化のため，特殊の場合を除きほとんどが交流機であるが、新たにドレ1リジ．トの活況がiゴ三目される．1，　船用交流発電機　35年度に引つづき36年度も，相当数の船用交流発電機を納入または製作中であるが製作経歴表に見られるように自励化の傾向がとくに顕著であり，ディーぜ1レ駆動発電機は，その全数が自励方式となっている．当社の第1号機が納入された昭和33年夏以来，年を追ってめざましい進出を続けてきた自励交流発電機も，ここに至ってその当然占めるべき位置に落ちついたという感が強い．なお36年から励磁用整流器には，小形・軽量・高効率の特色を生かして三菱シリコッヨイォードを採用しはじめたがその良好な特性と高い信頼度は一般の好評を博してい114　（114）る．またこれは客先の特殊要求によるものであるが，発電機の据付けられる機関室内部において発電機上部の空間を有効に利用するために励磁装置の中でも比較的，寸法の大きいCTを発電機上部の端子箱内に収納した形のものもかなり製作した．図6−−1に示すのが工場試験中のこの形の発電機である．　また，36年度もAVRなし，　AVR付の2方式を製作図6−1工場試験中の三菱長　崎造船所納め船用自励交流　発電機　375kVA　450V　60c／s　12P　600　rpm　O．8　PF　Marine　use　AC　generator　375kVA　for　Mitsubishi　Nagasaki　　Shipbuilding　Yard，　under　factory　test．図6−2　三菱横浜造船所納め　船用自励交流発電機　650kVA　　445　V　　60　c，fs　16P450　rpm　O．8　PF　Marine　use　seIf−excited　AC　generator　650　kVA　for　Mitsubishi　Yokohama　Shト　pbuilding　Yard．図6−3　三菱神戸造船所納め　交流発電機　回転子　900kVA　445　V　60　ci’s．　6P　1，200　rpm　AC　Generator　rotor　900　kVA　for　Mitsubishi　Kobe　Shipbuilding　Yard．三菱電機・VoL　36・No．1・1962�`’Lh表6−1船用減速蒸気タービン駆動交流発電機船1三造船所Anglo−American　Shipping　Co．Marine　Transport　Lines　Co．tt東京タンカー．三菱長崎三菱神戸石川島播磨三菱長崎船名容量｛電圧惨1曙　　　　（・VA）（V）1（c！）（・pm）NAESSCHAMPION下　松　丸1．2509001∫8ア5450tlllll60tt〃Tf3，6001，2001β00ll力率形�K式匡0．8tt〃〃全閉閉鎖防滴〃tl他t「自他台「用難　冑　ト数1途1鞭2rt〃tt主lltl〃36製作中tl36規格AB〃ttNKAB表6−2　船用ディーゼル機関駆動交流発電機（90kVA以上）船ゴ三若　松　築　港OlympusShipping　Co．森田臨海工業佐　　伯　　建　設日　本　土　地ブリッジストンKK日　正　汽　船口　本　郵　船日本ドレジング東日ソト千邦　海東　　商’　　　ノレ　　代　田　鉱NornissShipping　Co．Gotass　LarsenOlympusShipping　Co．B　本　水　産日　本　水　産日　正　汽　船MosvoldShipping　Co．日本菱菱郵海海運船連コ石船運運新日本近海々運大大日大阪同魯阪商海漁商船運業船第一中央汽船若　松　築　港四　国　建　機Anglo・AmericanShipping　Co．鹿　児　島　商　船若　松　築　港日本セメント第一中央汽船ソ　　　　　　連造船所渡辺製鋼二菱横浜浦賀ドックll1∫三菱横浜三菱神戸三菱長崎三菱広島三菱横浜rt三菱広島浦賀ドック三菱長崎ll　　　〃三菱横浜呉　造　船三井玉野　　　〃三菱長崎v‘．菱広島三菱神戸　　　〃三菱広島三菱下関三菱神戸浦賀ドック渡辺製鋼三菱長崎三菱下関渡辺製鋼二三保造船三菱神戸佐野安ドック名村造船三菱広島三保造船船　　名大　　洋　　丸SKAUI　T−　　　RAND伊　　吹　　丸MOSDALE西　　京　　丸はんぶとん丸須　磨　／9　丸宮　　鳥　　丸のうほうく丸大　　洋　　丸NAESSCHAMPION屋　久　島　丸束＃88海扇新興　　丸　形　丸豊　　丸興　　丸＃28海　形　丸容量（kVA）1，500700687．5　〃　〃650550500ll425　〃400Tl3ア5ft350325312，51’1！312300Tlrttt275260250tlrr200St187180160ll125〃1209590電圧（V＞3β00445ll！1〃TlrT45011445ll400450rlStfl445〃fl「f450t！445i！lr〃tllrft！f400445450445400230220445IF400230周波数（c／s）60ttrtIFtl1！1’fl，1rlls5060「’1’tttrtlttlFtt〃lrft「tnrt〃ソ〃5060回転数（rpm）tt〃5060tl1！tl5060514450600tftl450514’1600〃ttttsl4600flttT「514　〃　〃600514tt6005144506007204506001000720II6001000720t「600720TOOO720力率0βtllltltrll，1lt〃Ir〃v〃ltfttltttSttttlt形式雛tl〃〃〃lf《1ll〃〃，「tt「frr1flt〃〃〃TltT9・ISi”0βi〃〃「FlITflffF「1lStlrttl〃llITttlftl〃ffTr〃〃〃‘1〃u〃「rltfflltlv疑〃lt励磁方式自rt〃〃lf〃IrtlfrftlttlTr！t｛1TSTl〃tl！T〃llfl！1台数1242432412262263128233332〃13“12tSIIITIFIItl「1tt〃lF〃lf〃fl332112｜222222用途主lt〃f「〃〃ttlf補主v1！tlltrrT！補主ttll〃〃1！1trrlf〃tl〃ll補k非主補主lI〃〃非主製作年度製作中36tlFf〃ll製作巾〃〃〃｛t36〃製作中36〃ll〃製作中tl36，fIf製作中36製作中36製作中36v製作中tSll36製作中rt36ls製作中36製作中規格JECABJEC　　〃　　〃ABNKr’JECNKrtLR＆USSRLRNKLRNVABNK　　rt　　rrNVNKfl　rt1∫IlllllllltJECitABNKJEC海運局NKllt！LR＆USSR海運局したが，AVRなし方式が全体の約90％を占め，その船用としての特長が一般に認められたことがわかる．　特記すべきは三菱広島造船所で建造中の2隻のソ連向け35，000tタッ力用白励交流発電機（3×400　kVA　400　V50c／s　10　P　600　rpm）に初めて強制並列方式を採用したことである．2，船用配電盤35年度に引続いて長崎造船所建造87，500tSv力1，2506．船用電機品kVA×2台（回転励磁方式）交流配電盤を製作したほかはすべて自励交流発電機盤で，励磁装置は配電盤内部に納め発電機盤としてコッパクトにまとめたデ・P　t：フ0−J卜形である．　船用しては1，500kVA発電機盤まで製作した．励磁部品にも種々改良を加えとくに整流器にはシリコッ整流器（自冷方式）を用い温度，湿度，振動など船用としての苛酷な条件に対して信頼度の高いものとするとともに小形軽量化を計った．なお，発電機盤および静止励磁器盤の仕様標準化を進め短納期，低コストで量産体制を整備した．　船舶自動化の一手段として船内発電設備にも種々新しい試みがなされているが広島造船V−145，V−146ソ連向け輸出タッカ2隻に搭載した前記（交流発電機の項）の400kVA×3台用配電盤には強制同期装置を設けた．このほかDB−50形，DB−25形気中＝JV断器は閉鎖3段引出機構を設けており従来の断路器をも兼ねている．　2，1　自動化への歩み　発電機の強制並列投入　周知のように，この方式は並列投入すべき発電機を，その回転数を大体定格値付近に合わせるだけで，電圧および位相差には無関係に母線に強制投入し，原動機タッパおよび発電機制動巻線による制動卜｝レクと発電機の同期化トルクによって急速に並列に引込まぜるものである．この強制並列方式の計画ならびに検討にあたっては，発電機自体の制動トルクの解析あるいはコイ1レェー」ドの補強法に十分の検討を加え，また当社研究所において電子計算機による詳細な予備計算および模擬送電線による種々の実験を行ない，完壁を期した．前記ソ連向け輸出船に採用した方式は，投入すべき発電機をリァクタを介して母線に結合し，一定時限後リァクタを短絡する方法である．もしこの間に同期引込みの行なわれないぽあいは，自動的に母線より切はなし，さらに一定時限後再投入を行なう．工場試験の結果投入時のスリリづが一2〜＋4％の範囲内においては，その投入位相のいかんを問わず，きわめて円滑な同（115）　115図6−4　船用主配電盤400kVA×3　強制同期並列投入装置組入Main　switch　boardgenerator．for　400　kVA×3sets　marin期引込みが確実に成功し，発電機自体，リァクタなどにはなんら異常のないことを確認した．いわゆる“船内電源全自動化”への第一歩としてその意義はきわめて大きいものである．　総括制御盤　総括制御室を設けることは常識となりつつあるが，長崎造船所納め第17次計画造船大同海運向けとして船舶自動化の一環として総括制御盤を製作した．この制御盤は35年納入した国鉄宇高連絡船讃岐丸に搭載図6−5　主配電盤内部DB−50　気中＝」・a・断器電磁操作閉鎖　3段引出機構付　400kVA×3　main　genera．　tor　paneLしたものに次ぐ第2船用で主機および各種補機類の遠隔自動操作および監視を行なうもので構成はつぎのとおりである．　　主機操縦盤　　　　　計測盤　　発電機監視盤　　　　警報兼補機操作盤　　　　　　　3．　交流機関室補機　3，1電動機　35年度に引続き36年度も表6−3に示すとおり，34隻分約440台の補機電動機を納めている．　36年度の特長は漁船の大形化に伴い，漁船向けの冷凍機用電動機その他補機電動機の生産が増えたことである．これは全船完全な交流化が達成されたことを立証するもので，37年度以降の大幅な計画造船の増強と相まって今後の受注が期待される．　　　　　　4，　機関室補機用制御装置　交流機関室補機用管制器は従来どおり単独起動器および）ルーづコーJ卜o−Jレパネ1レともに多数製作納入したが，とくに36年度はNEMAサイズによるAC起動器の新標準フレームの設置とづルーづコーJ卜0−］レパネ1レの構造改善を実施した．　最近国内造船業界では船価の低減により輸出船受注を116　（116）表6−3　昭和36年度製作の交流機関室補機造船所1船1・船　　名電動機台数規　格三菱長崎　　　　ttlltl　　　：　　　：　　　　ilfl三菱神戸　　　：三菱”「’三菱広島浦賀ドノクfl函館ドソクll防　衛　庁｜1三菱．ド関三保造船名村造船ANGLOAMERICAN　SHIPPINGMOSVOLD　SHIPPINGtlCOTAAS　　LARSEN　　　tt日　本　郵　船大　同　海　運東京タンカー日　本　郵　船大　阪　商　船　　　　び新日本近海海運日本セメントオ　リ　ン　パ　ス東　邦　海　運三　菱　海　運第｜中央汽船函　館　水　産日　魯　漁　業！1；91�f鹿児島商船日　魯　漁　業第1中央汽船大　洋　漁　業　　　　　11NAESSCHANPION西　　京　　丸まんはったん丸下　　松　　丸へ　い　ぐ　丸のうほうく丸船番　A−281．　　282，283，　　284船番　S＃78、80潜＊艦tS屋　久　島　丸黒　　潮　　丸第67大洋丸第68大洋丸第71大洋丸145kW以下59台33　〃33　〃33　〃33　〃33　〃33　〃55　〃55　〃130　〃75　〃］9　〃19　〃15　〃3．7〃93　〃75　〃55　〃65　〃32　〃22　〃カ　ノノニ11；�g1�g；�gll，1Tt：ll1：II；凱1�gli；　IIl；�g〃　4〃；lllft　　61t21〃21rt　117〃17tt12〃12〃21rl8〃57rt　　　　　　　　　　18〃1LR，NK2〃IAB，NKIAB、　AIEEMOT　NV　　　　ll　L”RtlLR，NKllAB，NK1！　NKNK，海運局謡L6　NK水産庁rt防衛庁　　　　tt〃　22〃INKJG〃　3〃，　NKft　22〃1　〃〃　5〃1　　〃〃　5〃　　〃　　　　　　　　　　1fl　もlt　　　lr図6−6　D1040・1形　直入起　　図6−7　Dlo42・1形　直入起　動器　　　　　　　　　　　　　動器　Type　D1040・11ine　starter．　　　　Type　D1042・11ine　starter．図6−8　つ1レーうコv卜o−Jレノtネ1レ（神戸造船所納めオスウェゴー・　トランスポート社向けタン力用）　Gr皿p−control　panel．有利に導く努力が払われつつあるが，この機運に先がけた電機品合理化の一環として，積極的に上記新フレームの設置と改善を行なったもので，顧客の大幅な採用を期待している．　　　　　　　5．　交流甲板補機35年度納めたNYK瀬田丸向けの，　HSK形ボー1レチェ三菱電機・Vol．36・No．1・1962亀」表6−4昭和36年度製作のHSK揚貨機その他甲板補機造船所　i船番　船　　L　　船　　名用途　容量陣三菱長崎1　，　［　　　　　　　　　　　　1三菱広島　　　II⊇戸呉こ船　　　IItl行川島播磨lt　　　li．三元ド関東和造船1560　1　H　／S　郵　船　　iIs　l　　　　　If154　　　三　菱　ff唾　運　Jt　　　　　　　　　〃　〃　　　　　　　〃ff　l　　　　　「F927　1H　，5［セメント1；lls’s〃1，511；：；％1ll日東商船；il；rl鹿児島商船　　大洋漁業，、41　；　　極洋水産西　京　丸Il屋．久島丸11第6フ大洋丸第68ノ（洋丸第71大洋丸HSK揚貨機レオナードHWL揚貨機HSK揚貨機　　　ttウインドラスムアリングウインチウインドラスムアリングウインチHSK揚貨機etウインドラスムアリングウインチHSK揚貨機ftウインドラスムアリングウインチウインドラスキvプスタントロールウイノチ油自1ウインチ　　　jl　　　〃3t×　36　m5t×　40　m3t×　36　m5t×　30皿21t×　9mアtx　25　m10，5t×　9　m5t×　20　m3t×　36　m3’5tx361「21m21t×　9皿IOt×　15　m3tx　36　m3，5t×36，2］m21t×　9mIOt×　15　m　　22kW　　　川　〃　　　22　〃　　　60　〃　　　60　〃　　　60　〃　　　60　tt162126111114411104111113333　また端子箱リード引込部の構造をづラー」ド方式に統一することによって据付ならびに防水作業が容易になった．この構造はウイッドラス、ムァリvづウィーJチなどにも標準として採用している、　制御装置関係では高速ノっチに過負荷保護装置を設けて保護の万全を期した．また主幹制御器，その他の制御部品にも種々の改良を加えていっそう信頼度の高いものとなった．また量産体制も十分整備されており，機関室補機同様37年度以降の受注増大が期待される．keW6，直流甲板補機，トロールウインチ典易讐騨額ぎ、，韓幽酵ぜ図6−9　22t×9m「minウィーJ　ドラス　90，64　15　kW　4　8／24　極　定格15　30／　15　min　Pole　changing　windlass．　36年度も従来のレが一ド制御方式の標準5t×40　mウインチ，20t×10mウインドラス，ユOt×17mムァリックウインチ1船分納入した．各種ウィー」チの納入実績は表6−5のとおり．　また35年に引続いて100kW直流電動機2台により駆動される200kW大容量卜o−1レウイーJf電機品を2船分製作した．AC　440　V交流電源より直接：」リコーJ整流器を用いて直流電源を得ており交流側トラッスのタっづチェンジに表6−5　昭和36年度納入の各種ウインチ一ご、、二撫、図6−10　3t×36・mポ＿1レチェン　シウインチ　Pole　changing　Winch．造船所船　t三［船名1　形　　　　L　　　　　l式豆　量・．三菱長II奇‘日本郵船i西京丸　　　〃tl＝三菱ト関函館ドック洞海造船　　　〃　　　〃日魯漁業lt日本水産東随船撰鑓樋ttFl山城丸｝｛WLウインチウ　イ　ン　ド　ラ　スムアリングウインチAC−DC　トロールウインチAC−DC　トロールウ・fンチDC　トロールウインチDC　FロH・ルウインチAC　トロールウインチ5t×40　m20t×10m10t×T7m200kW200kW　52kW　75kW　22kW台数21111111t麟這ふ、　，J｝’＾　　幹�_曇�dご弊sぺ∴烈〆図6−11HSKウイvチ電磁　図6−12　HSKウイーJチ接触器盤Contactor　panel　for　HSKwinch．主幹制御器Master　controllerfor　HSK　winch．3．．、　　　　　　　　　ふ頑領「．i、・図6−13200kW卜口＿1レ　ウィンチ：JUコv整流器盤　200kW　Silicon　recti丘er　paneLンのイ7Yチは，従来の実績を検討し，慎重な設計にもとついて，製作改善されたものであるが，今日まで苛酷な荷役状況にもかかわらずきわめて好成績に稼働しており，当社HSK形ウィッチのすぐれた品質を十分に立証するものである．　36年度は表6−−4に示すとおり4隻分66台を納めたが，さらにつレーキコイ1レリード接続部，ドァバッド1レならびに軸受にづレロードスづリーJづをそう入するなどの種々の改善を施した．6．船用電機品図6−14200kWトロー｝レウイvチ制御盤200kW　Trawl　winch　paneLよる電圧制御と2台の電動機の直列抵抗制御との組合せにより優秀な操作特性が得られており，この種大容量トロー1レゥィーJチの駆動方式として整流器の発達に伴い直流機駆動を採用した点注目に値する．　中容量卜o一ルウインチとして直流複巻電動機による間接制御方式のもの2船分製作納入した．従来の方式に比較して改良された点は制動時のタイナミ，vクづレーキを利用してづレーキの負担を軽減したこと，微速ノっチが得られるように制御特性を変更したことがあげられる．（117）　117　　　　　　図6−15　大形アフタートロール船　　　　　　　Large　after　trawl　boat．　さらに中小容量卜D−；レウイーJチとしては交流巻線形誘導電動機二次抵抗制御方式のものも製作納入した．　　　　　　　7．　没喋船用電機品　近来，重工業界のめざましい発展と火力発電開発事業のいちじるしい伸展とともに，沿岸工業地の新設，拡張または港湾設備の改良などにたずさわる波漢事業も活発化されてきた．したがって35年度の1変深船用電機品も急激に大容量化され，供給電源も陸上電源によらず，n家発電によるものが現われ，当社のカワタ，サクショーvドレ1ヲヂ＋電機品の受注製作もとみに増加している．　なお注日すべき点は，主ボンづ，ウィッチなどの駆動用としてレクティフo一方式が採用される運びとなったことであり，広範囲にわたって効率のよい連続速度制御が可能であることや、界磁同路抵抗（直流電動機）の調整により容易に速度制御が可能であることなど、多くの特長をあげることができる、　また若松築港向け2，250kW電磁継手は当社で従来製作された電磁力っづリンクのうちでは最大容量のものである．　さらに国土綜合開発会社向け6，000kWドレっ完はその規模においてわが国最大のものである．　現在．製作手配中のもので主要なものをあげると次のとおりである．　若松築港株式会社向け（1，500kWポンプ式）　ボンづ用電動機　　　　　　　　　　　　ユ台　　1，500　kW　3，000f’3，300　V　50／60　c／s　16極　　270〜350rpm　巻線形　レクティフロー制御　力りタ用電動機　　　　　　　　　　　　　1台　　450／450／225kW　3，00013，300　V　50！60　c／s　　8／12／16極　特殊力コ形　極数変換式　操縦ウィンチ用電動機　　　　　　　　　　　1台　118（118）　95kW　400，／440　V　50／60　c／s　10極　270〜　650rpm　巻線形　レクティフo一制御若松築港株式会社向け（2，250kWポンプ式）ボンづ用電磁継手　　　　　　　　　　　　ユ台　2，250kW　500　rpm　静［E励磁装置付界磁定　電流制御かワタ用電動機　　　　　　　　　　　　　1台　53015301265kW　3，300　V　60　c　’s　8，／12∫16極　特殊力コ形　極数変換式操縦ウイ’Jチ用電動機　　　　　　　　　　　ユ台　110kW　440V　60cs　10極　325〜650　rpm　巻線形　レクティフロー制御［自励交流発電機　　　　　　　　　　　　　　1台　1．500kVA　3300　V　60　c　’s　ユ4極　514rpm　静止励磁装置付東海事業所向け（900kWポンプ式）ボンづ用電動機　　　　　　　　　　　　1台　900kW　6，600／3，300　V　60　cJs　6，000，／3，000　V　50cis　20極巻線形　二次抵抗制御（10％）力・リタ　用電動機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］　台　225kW　6、600，3，300　V　60　c　！g．6切013、000V　50　c，！s　12極　特殊力二i形操縦ウインチ用電動機　　　　　　　　　　1台　45kW　220　V　50，！60　c，’s　10極　巻線形　二次抵抗制御（50％）国土綜合開発株式会社向け（6，000kWポンプ式）主発電機　　　　　　　　　　　　　　1台　13，530kVA（11、500　kW）　6、600　V　60　c’s　2極　3，600rpm　ターピv発電機　〔i励式非常用発電機　　　　　　　　　　　　　　　　ユ台　500kVA（400　kW）　450　V　60　c　’s　ユ2極　600rpm　laイーゼ1レ発電機　自励式ポッづ用電動機　　　　　　　　　　　　　工台6，000kW　6，600　V　60　c　s　20極　360　rpn1　二次抵抗制御（25％）かワタ用電動機　ユ，500kW　600　V　600，！900　rpm　レオナード缶肝卸スウイーJtiウイVチ用電動機　190kW　375　V　850！1，275　rpm　レオナードftll　’¢・Oス111vドホイスト用電動機　110　kW　375　V　850／1，200　rpm　レオナード制御M−G駆動用同期電動機　2，100kW　6，600　V　60　c／sユ0極　動式他励複巻他励分巻他励分巻直入起1台1台1台1台　．上記は各船とも制御装置配電盤1式を製作中で詳細については後日発表の予定．　なお，国±綜合開発株式会社向けの6，000kWドレ、リ」　　　　　　　　　　三菱電機・VoI．36・No．1・1962k　図6−16潜水艦用635kW推進電動機The　635　kW　propulsion　motor　for　submarine．セには淡櫟作業の計測と今後の研究調査のためデータ処理装置1式を設置する計画である．8，　潜水艦主電動機SM−2　防衛庁34年度中形潜水艦推進用主電動機SM−2，2艦分計4台を製作納入した．　図6−16は634kW右舷用主電動機の外観を示す．　特筆すべき諸点をあげると，構造は従来のものと異なり，全閉他力通風冷却器付となり，図6−16に見られるように，主電動機上部に空気冷却器，電動送風機を共通台ワクに組立て，搭載している．電機子鉄心は低速時の磁気音を避けるためスoっトをス十ウしている．冷却器入nには収完用の空気炉過器を設け、主極巻線，dアリック部，および排気力パーには電気式測温抵抗体感熱部が組込まれて計器盤の計器で各部の温度が読めるようになっている．　重量も全装備で12，400kgと出力当たり重量では従来のものに比べていちじるしく小さくなっている．　工場における特性試験はもちろん、傾斜運転、無音潜航時運転などの特殊試験にも良好な結果を得ている．　また主電動機用付属機器の送風機用6kW直流電動機8台，3kW直流電動海水ポてノづ2台も製1乍した．　なお，潜水艦建造所，新三菱重工，および川崎重工へ同機軸受注油朽づ1］J1．1　kW直流電動機各2台をあわせ納入した．　　　　　　9，潜水艦主発電機SG−2　防衛庁35年度中形潜水艦主発電機SG−2，2艦分合計4台を新三菱重工より受注し製作納入した．定格は450kW　240f340　V　1，875！1，320　A　800　rpmで全閉白己通風冷却器付で一［　−1・．フトは鋳鋼製の中空軸の片軸受構造である．　なおこのほか防衛庁向けとして34年度乙形警備艦の消磁装置用交流電動直流発電機1組を製作納入した．　　　　10、防衛庁向け掃海艇電源装置　接触器盤の改造：さきに30年度分として建造された掃海艇に装備していたこの接触器盤を，艇自身から出る漏れ磁束を少しでも減らす目的のため，器具、端子配列，内部接続導体を改造したもので，艇の特殊性からこの重6，　　船用電機［T！，量軽減にはとくに留意した．またそれらの使用材料の防錆防食についても十分考慮して処理をしている．11，船用直流電機品　36年度中の船用直流電機品は，貨物船の交流化の進展と船舶界の不振が影響して，量的には後退を余儀なくされている．しかし，このような情勢の中にも，直流電機品の特長を求められる特殊用途への進出が漸次目だってきつつある．　11，1貨物船用直流機　36年度中に，卜1レコ向け輸出船用電機品4隻分の発電機および機関室補機用電動機を製作納入した．このうち2隻は35年度納入の5，150t級貨物船と同一船であり，他の2隻は7，900t級の貨物船である．発電機は合計16台，総出力2、160kWで，電動機は合計100台，1，135kWである．　11，2　トロールウインチ用直流機　トロー）レ船の交流化に伴い，日魯漁業向けとして，新方式のアブs一トD−Jレ操業用の大形卜o−Jレゥィvチ用電機品を製作した．これは100kWの直流電動機2台で運転され，この電源は440Vの交流電源より＝Jリコv整流器にて整流して得られる．特筆すべきことは，網を海中に投入する際，2台の直流電動機を電源より切離して，制動抵抗を介し直列に接続する方法により，安定な電気制動巻下げを可能としていることである．操業成績がきわめて好評で，36年度に姉妹船用として，同一仕様のものをさらに2隻分製作納入した．　11，3淡漂船用直流機　三菱広島造船所建造の6，000kW大形凌藻船用として，n・）・s用，スィ：，2）ウィ：」チ用、スパ・ワドゥィ：ノチ用の直流電機品を製作中である．いずれの電動機もレォナード制御される．この中で，力っタ用電動機は冷却器付全閉水密形構造で，水平より55度までの傾斜状態において、苛酷な連続使用に耐えるように計画されている．仕様は，1，500　kW600V　600，’900　rpmである．　竣諜船にも交流電機品が大幅に採川される傾向にあるが，淡諜機械の中には，ある範囲の速度制御の可能なことが要求されるものがある．若松築港向けの竣喋船の主ポッづ用，ウィvチ用には．レクティフロー方式の誘導電動機が使用されることになり，このレクティフロー制御に必要な直流電動機を現在製作中である．その一つは，主ボンづ用1，500kW誘導電動機用であり，容量の大なる点でこの種方式の記録品である・　波諜船用直流機は今後も需要が増大することが予想される．　　　　　　12，船用データロガー　船舶の近代化の有力な武器として，最近のエレクト〇ニクスのいちじるしい発展と，電子計算機の技術的な成果に基づく≠一タ処理装置の導入により各種の監視，作表の合理化が真剣にとりあげられつつあるが、これらについては別項電子応用機器174ページを参照されたい．（119）　119‘lh「！・’111‘1“1“川．、．’、．’1‘1川IIIdtlthr、、チ�_lt‘lll±‘btl　Ibt、’・．it．」‘‘‘川川＄‘川．”．’”’脚川川■【1111．「・劔．、JH「‘川1川｜nl、’．’．’“‘1‘」1‘“11“，ハ，「・，1，m“11川111層・・．h，シ“tl‘1「」‘“llj‘’�`1’＋シ7．車　両　用　電　機　品‘．”．，・”II‘llllllr‘‘川．・’／�_’1，1‘1111開‘ln．閃，’�_’川1川‘11‘川．．’、，’，rll川川‘川川．’、’r’川II“Ill“II．八r．’“川川‘川NL，‘、，．．”III川1，ll‘II1ノ．’，’川【8【」‘川1「1、へ「Vll【川1川川II．’▽’晶川，Electric　Apparatus　for　Rolling　Stock　　In　answer　to　the　increasing　tra伍c　volume　the　J．　N．　R．　new　trunk　Iine　was　making　a　steady　progrcss．　Underthe　circumstances、　main　electric　equipment　for　cars　for　trial　manufacture　and　apparatus　for　program　control　systemwcre　under　manufacture　in　this　period．　AC　clectri丘cation　of　the　railway　was　on　thc　move，　and　electric　apparatusof　using　silicon　recti丘ers　for　North　Kyushu　line　AC／DC　cars　and　type　EF30　AC　Iocomotives　in　quantity　produc−tion　were　supplied　by　the　company．　In　the丘eld　of　export，10AC　electric　locomotives　underwent　severe　test　inthe　Indian　National　Railways　and　were　rcportcd　to　be　operating　with　succcss　to　manifest　high　technical　level　ofMitsubishi　Electric．　To　private　railway　enterprises　were　delivered　WN　drive　traction皿otors　having　a　largethermal　capacity　due　to　epoxy　insulation，　control　equipment　provided　with　automatic　controllers　and　no−contactrelays　and　other　many　numbers　of　elcctric　machines．　　As　for　comfortable　riding　various　devices　such　as　train　telephone　equipment，　fluorescent　lights，　ventilatingfans，　unit　coolers　and　car　heaters　were　built　in　quantities．　　All　the　above　achievement　were　made　available　in　the　factories　where　new　installations　and　improvcdfacilities　were　set　up　and　quality　and　productive　ability　were　assured　for　any　future　demand．　昭和36年も国鉄は北九州の交流電化，東北線仙台まで交流電化の延長，山陽線下関一小郡と岡山一三原の直流電化と電化は予定どおり推進され、新幹線の建設も進行して試作車の構想も具体化した．一方私鉄においては都市交通難の緩和，国鉄平行線の速度向上などのために車両も多く新造された．　イ万ド国鉄納め交流機関車10両は36年当初より現地の厳重な試験に合格し，営業運転にはいっても性能も十分発揮し，故障も皆無でとくにイクナイトD：ノの逆弧もなく，好評を博しており今後の受注を有望にしている．　国鉄の東海道新幹線のための車両の計画も35年の基礎試験研究に続いて試作車の機器も具体化し，当社は主要部品の試作を担当し製作中である．とくに高速運転を安全確実にするための自動列車制御装置（ATC），づDづラム列車制御装置（PTC）など技術的に注目すべきものがある．　北九州の交流電化と下関一小郡の直流電化の営業関始とともに量産EF30形交直両用機関車，421形交直両用電車が運転された．両者とも整流器は：」リコーJで，量産車を製作納入した．北陸線用にEF70形交流機関車を，米原一田村の接続用にED30形交直機関車の電気品を製作中である．前者は全出力交流機関車で日本最初のものである．　私鉄においては経済性を考慮し大容量電動機を使用した高性能電車が製作された．帝都高速度交通営団2号線に納入した電気品は，主電動機はもちろんWN陽イづでF種エポ千シ絶縁を採用し熱容量を増大し，制御はATC装置を備えたパー二Pノリチ方式である．近畿日本鉄道奈良線納めの主電動機は補償巻線付115kWの出力で最弱界磁率17％である．なお近鉄のラピっトカーの改良形をはじめその他の増車にWNドライづ電動機と自動化の進んだ120　（120）制御装置を多数製作した．　電動発電機は1500　Vと600V共用の新形と周波数と電圧特性の精度のよいものを新製納入した．　列車旅客のサービスのための列車電話装置を特急電車用に製作し，車内に快適な明るさを与えるデラ・vクスケイ光灯，車内の空気を換気する電車やパスの換気扇も各方面に納入し好評である．　夏期に快適な旅行をするための寝台車用のユニリトクーうや旅行中美食を楽しむことのできるすし種冷蔵庫などの冷房装置も納入し好評で，冬期に車内を適温に保つ熱放散効率のよい新形暖房器も多数製作した．　工場においては品質の向上と多数の受注に備えて生産能力の向上のために工場と設備の新設と改造がなされ生産態勢を整え，技術的には数年先に需要を予想される電気品の試作と研究も重点的に進められ将来の生産に備えている．この方面における奉仕を念願している．1，電気機関車　昭和36年の大形機関車の製作は国鉄幹線の電化の進展にともなって、35年にひきつづき多忙をきわめ，とりわけ北九州線交流電化の完成によって，関門納め交直両用量産EF30形を6両完成することができた．　また北陸線用として客貨両用EF70形機関車の試作と量産，ならびに米原一田村間用交直両用機関車の試作と量産を行なうとともに．海外からのディーゼル機関車の引合も活発で初の輸出子イーゼ1レ機関車として南米く）レー国鉄納め2両を製作中である．昭和36年の製作実績は表7，1のとおりである．　1．　量産EF30形交直両用機関車は35年に納入した試作車の貴重な経験をもとにして改良したもので，そのおもな内容はつぎのとおりである．すなわち；」Uコツ整流三菱電機・VoL　36・No．1・1962bレ表7−1　電気機関車製作実績納　　入　　先車種1⇒納入朝日本国有鉄道（東北線）日本国有鉄道（関門トンネル）日本国有鉄道（北陸線）日木国有鉄道（米原一田村）口本国有鉄道ペルー国鉄尼崎コークス川崎製鉄（千葉）麻生産業住友金属鉱山（別子）三菱鉱業（高島）川崎製鉄（千葉）ED71（量産）形整流器式交流機関車EF30（量産）形交直両用機関車EF70形シリコン整流器式交流機関車ED30形（試作）交直両用機関車DF50形電気式ディーゼル機関車55t電気式デt一ゼル機関車20t消火車けん引用機関車20t消火車けん引用機関車6t　鉱山斤］機関車6t鉱山用機関車9．5t　鉱pt．1斤］機関∂巨20t消火車けん引用機関車36ア18211213136−2〜336−8〜9製作中製作中製作中製作中35−236−936−9製作中製作中製作中表7−2　関門納め交直両用機関車要目電　気　方　式用　　　　　途運転整備重量機関車形式　　軌　　問　　車体長さ　　車体幅　　車体高さ　　車輪径1時間定格出力　　速　　度　　引張力最大引張力最大運転速度主　変　圧　器シリコン整流器主　電　動　機動力伝達方式制　御　方　式ブレーキ方式ED30（量産）DC　L500　V−AC　20　kW　6e　c！s　1φ　　　　客・貨両用　　　　　96t　　　　B−B−B箱形両運転台　　　　　1，06ア皿m　　　　15r700　mm　　　　　2，80emm　　　　　3，530mm　　　　　1，0001皿m　　　　L800　kW（DC　L500　V）　　　　46．7km／h（DC　1，500　V）　　　　13、800kg（DC　1，500V）　　　　20．900kg　（μ＝＝21．8％）　　　　85km／h油入自令式20kV11．820　V　連続定格310kVA単相ブリッジ結線　強制通風式IOSタ2P×4Al時間定格600kW×3強制通風式，4極1台車1電動機．三菱WNドライブ歯車比3．88直並列切換抵抗制御（DC区間）直列電動機数切換抵抗制御（AC区間）抗抵パー＝ヤ制御付，重連無加圧区間車上切換式EL14AS形空気ブレーキ図7−1国鉄納めEF30形交直両用機関車　Type　EF30　AC−DC　locomotive　for　the　Japanese　National　Railways．7．車両用電機品図7−2　国鉄納めEF30形交直両用　機関車シリコン整流器　Silicon　recti丘er　for　J．　N．　R．　type　EF30　AC−DC　locomotive．器を半減して小形化するとともに車体長を短くし，あわせて外板にコ1レゲート加工を施した．また交流避雷器の新設と電動発電機をモハ100系用のものにしたなどである．　2．　田村一米原間に使用されるED30形交直両用機関車用の電気品を試作中で，機関車のおもな特長はつぎのとおりである．　（1）交直両用で3．3％oコゥ配で1，000tの貨物列車　　をけん引起動ができる．　（2）主変圧器および：Jリコッ整流器は471系電車用の　　ものと同様または一部改造したものである．　（3）主電動機はMT28形で絶縁は特B種である．　（4）交直切換えは421系電車と同様で専用の電圧継　　電器により安全確実に行なわれ，万一異電圧区間に　　冒進しても不安のない万全の保護装置が設けてあ　　る．　（5）制御方式は自動進段式で力行と自動づレーキは共　　通のマスコvハ万ド1レで行ない，別に単独づレー千バッド1レ　　も組込まれているなどの新方式を採用してある．　3．交流機関車は北陸線用として客・貨両用のEF70形機関車を7両製作中であるがおもな性能はっぎのとおりである．表7−3試作FT70形シリコン整流器式交流機関車要目電　気　方　式用　　　　途運転整備重量機関車形式　　軌　　間　　車体長さ　　車体幅　　車体高さ　　車輪径連続定格出力　　　速　　度　　引張力最大引張力　　　運転速度主　変　圧　器シリコン整流器主　電　動　機動力伝達方式制　御　方　式ブレーキ方式　　　　AC　20　kV　60　c／s　1φ　　　　客・貨両用　　　　96t　　　　B−B−B箱形両運転台　　　　　1，067mm　　　　15，950mm　　　　　2，800mm　　　　　3，600　mm　　　　　1，120皿皿　　　　　2，250　kW　　　　46km／h　　　　IZ400kg　（μ＝18．1％）　　　　28，500kg　（μ＝29．7％）　　　　95km／h送油風冷式20kVILO80　V　連続定格2．580　kVA単相ブリッジ結線、強制通風式5S×12P×4A連続定格375kW×6強制通風式，6極つり掛式　歯車比4．12　　　　　　　　．高圧側タップ制御、弱界磁制御付非重連EL｜4AS形空気ブu一キ，手ブレーキ　（1）12％。コウ配でユ，ooO　tの貨物列車を，また10％o　　コウ配で1，200tの貨物列車をけん引起動ができ約　　50km！hのっりあい速度が得られる．　（2）：Jリコー」整流器は本格的交流専用機関車用として　　は最初のものである．　（3）主電動機はつり掛式で連続定格出力は2，250　　kWとなっており機関車出力としては，わが国最大　　のものである．　4．　国鉄幹線用としては東北線黒磯一福島間にED71形交流機関車を35年にひきつづいて3両納入した．　5．電気式ディーゼル機関車は国鉄亜幹線用としてDF50形をひきつづいて8両製作中で，RJレー国鉄向けとし（121）121て2両製作中である．　6．鉱山向けおよび製鉄所向けとしての産業用機関車も新し“方式をとり入れ，相当数納入ないし製作中である．すなわち尼崎コークス納めの消火車けん引用20t機関車にはつぎの新装置を備えている．図7−3　尼崎コークス納め　20t消火車ケン引用機関　車　20　　ton　　　quenching　locomotive　for　theAmagasaki　Coke　Co．（1）　自動消冷遠隔装置　一般に消火塔からの散水操　作は地上設備によるものが多いが，この機関車は運　転室からスィゥチ操作によって地上設備を動作させ　る．（2）　自動迫尾運転装置　灼熱｝クスを消火車へ積　み込む場合機関車の速度とコークスの押し出されて　くる速度をマリチさせ，コークスの積み込みを円滑に　行なう．（3）誘導無線装置　コークス炉側と絶えず無線電話連　絡を行なって操業の円滑をはかる．　　また川崎製鉄千葉納めの20t機関車も自動追尾　運転装置のほか冒進防止および消火塔内に消火車を　停止させるための自動停止装置を設置したなど運　転，取扱，保守などの改良をはかって好評を得た．2，交直両用電車　昭和36年6，月1日に開通式がおこなわれた国鉄鹿児島本線門司港　久留米の交流区間と山陽本線小郡一下関の直流区間を直通運転する中距離旅客および通勤客輸送の両性能を兼備したシリ⊃−J整流器式交直両用電車（421系）が量産された．当社はその交流機器の主要なものを設計製作し納入した．　この電車は東海形電車を基とし，交流区間運転のため主変圧器，＝」リコ万整流器などの交流機器を装備し，交、直いずれの区間でも全出力で高速運転をおこなう．　電車編成はTc−M・・M’−Tc（クハ421一モハ421一モハ420一クハ421）の4両固定が一単位で，M’車は電源車でおもに交流機器，交直切換装置，M車にはおもに直流機器，M−G装置が配置されている．交直の切換えはいっせい惰行，順次力行の車上切換方式である．　電車性能　　電車方式　単相交流60　c！s20kV　直流1，500V　　1時間定格出力　　775kW122　（122）1時間定格引張力1時間定格速度最大運転速度動輪直径歯車比定員と自重4，800kg　（70％　界磁）59．5km／h（70％界磁）110　krn！h860mm　17：82＝1：4．82Tc．　M．　M’．　Tc．　計　116　128　128　116＝488名　30　　37　　42　　30　＝139t主要電機品　主電動機　　MT46B形　1時間定格　100　kW　　　　　　　375V　300　A　1，860　rp皿　主変圧器　　TM3A形　送油風冷式　外鉄形　　　　　　　単相　60c／s連続定格　800　kVA一次側20kV　40A　二次側1，820V　440A油量6001（不燃性タイァクo−」レ使用）電動油ポッづ0．55　kW揚程1皿油量2001／min電動送風機0．4　kW　静風圧11　mmAq　　　　　　　　　風量40m3／m高圧コイ1レと低圧コイルの間に静電升ヘイ板を設け高圧側から低圧側へのサージを阻止して＝Jリコ万整流器の安全をはかってある．　＝Jリコン整流器　RS4形速続定格8ユOkW1，350V　650A　単相づリ10結線10S×2P×4A　素子形式　SR−200F−14（PIV　700　V順方向電流200A）ages図7−4　国鉄北九州用交直両用電車納めTM−3A形　主変圧器Type　TM−3A　main　transformer　for　J．　N．　R．　AC−DC　electric　car．innt　　←図7−5　国鉄北九州用　交直両用電車納め　SR−4形’J　ijコン整流　器箱　Air　cooled　silicon　rectifier　for　J．N．　R．　AC−DC　electric　car．図7−6＝Jリコン整流器ユニット　Silicon　diodes　unit．三菱電機・Vol．36・No、1・1962N’図7−7　国鉄九州用交直両用電　車納めIC5形主平滑Uアクト1レ　Type　IC5　main　smoothing　reactor　for　J．　N．　R．　AC−DC　electric　car．　電動送風機1．5kW　静風圧35　mmAq　　　　　　　　　　　風量75　m31min　故障表示はネオー」ランづ式，温度保護にはパイメタ1レ式温　度継電器を使用している．　　主平滑リァクト1レ　主電動機回路の脈流率を約30％におさえる目的で使用し，600Aで6mHのイッタクタンスをもっている．鉄心にはCコァを用いエポキシレ＝J’−Jにて全体を固め熱放散をよくしてあるので小形軽量である．　　　　　　　　3．主電動機　昭和36年度は輸送力増強のため多量の発注があり，主電動機の製作台数は記録的な数字となった．その大半は標準形主電動機であるが特記すべきものをつぎに示す．　3，1国　鉄用　電車用MT46　A，　B形主電動機の量産，　ED71形交流機関車用MT101　A形，　EF30形交直両用機関車用MT51形主電動機の製作が主力であるが，特記すべきものとしては　新幹線試作車用MT912形主電動機　　形式脈流直巻　自己通風式WNドうイづ　　連続定格　170kW　415V　450　A　2．200　rpm　EF70形交流機関車用MT52形主電動機　　形式　脈流直巻　他力通風式　つり掛式　　1時間定格　475kW　900　V　570　A　1，ユ00　rpmがあげられる．両者はともにエポキシ絶縁を施した最新設計のものであるが，とくにMT912形は37年4月より実施される新幹線試験線用として輝かしい将来を期待されており．国鉄電車用としてWNドライつがはじめて採用されることになったものである．MT52形は今後機関車用の標準形として量産される予定である．　3，2私鉄　用WNドライづ式高速度電車電動機はその信頼性と不断の性能向上の努力により，36年度も新開発機種を含めて順調な伸びをみせた．　36年3月開通した帝都高速度交通営団日比谷線の3000形電動車16両に装備したMB−3054−A形主電動機（75kW　375　V）は．　F種エ1『キ：」絶縁を量産化した最初の製品であって．これに伴う熱容量増大はいちじるしく狭軌1，500　V用という困難な条件にかかわらず整流安定度のきわめて高い設計を行ない，高加減速，高率弱界磁の採用など郊外線に乗り入れる特殊な地下鉄車両に要7．車両用電機品　　　　　表7−4　36年度主電動機製作実績台車装架式主電動機已入先日本国有鉄道帝都交通営団近畿日本鉄道小田急電鉄京浜急行電鉄京成電鉄東京都交通局長野電鉄大阪市交通局京都市交通局形　　名　　出力　　　　（kW）MT46AMT46BMT101AMT51MT912MB−1447−AMB−3047−AMB−3054−AMB−3020−DMB−3032−SMB−3e64−ACMB−3039−AMB−3058−AMB−3028−EMB−3060−AMB−3032−AMB−1442−N3MB−1442−N21001004756001707555751257511512075758575100100両数364630402810610108127台数備　　’　考2637012195188120160112402542403248175　　　　5中空軸カルダン，一部製作中中空軸カルダンED71用クイルドライプEF30用WN式1台車1電動機式WNドライブ．新幹線用WNドライブ　　rtIlWNドヲィブ，一部製作中lefS　　補償巻線付WNドライブ〃　　補償巻線f寸WNドライブlllsスーパーシリース形トロパス用ff計　1189台つり掛式主電動機納　入　先日本国有鉄道その他，市電鉱山ロコ用形　　名MT48MT52出力（kW）10047520〜75両数87台数484230DF50用EF70用一一部製作中計　120台難蓬欝図7−8　MB−3054−A形75kW主電動機　Type　MB−3054−A　75kW　traction　motor．図7−9　MB−3064−AC形115kW主電動機　Type　MB−3064−AC　ll5kW　traction　rnotor．求される性能向上に大きく寄与したものである．　また36年9月近畿日本鉄道奈良線に納入したMB−3064−AC形主電動機は，　MT編成電車の運転性能向上のため補償巻線の効果を最大限に活用した画期的な大容量主電動機である．　MB−3064−AC形　　形式　直流直巻　自己通風式WNドうイづ　　1時間定格　115kW　270　V　480　A　　　　　　　　1，250rpm（75％F）　　連続定格　115kW　270　V　480　A（123）　123　　　　　　　　2，000rpm（40％F）　　　　最大回転数　　5，000　rpm　　　　最弱界磁率　　17％　17％弱界磁の活用により走行速度全域にわたってフ1レパワーの利用が可能となったことと，エポキシ絶縁の採用による連続定格の増大とによって主電動機の活動の範囲は大幅にひろげられた．4、WN駆動装置　電気機関車用にも進出したWNドライづはその後イーJド国鉄納め交流機関車の好調な運転，国鉄EF30形交直両用機関車用1台車1電動機方式の量産など順調な発展を示している．　電車用WN杵力っづ�dづについてはその信頼性を一段と増すべく，イーJタtJレ≠ヤとスリーづを一体化し軽量化，精度向上を計ることに成功し，36年度に表7−5に示す新形式の標準化を完了した．これらはすべて旧形と互換性を有している．　また国鉄新幹線試作車用に同様の新形式でさらに伝達容量の大きい干枕りづリvづを3両分製作した．　WN≠ヤユニっトについては電車用標準形式の鋳鋼製ギャケースのづレス鋼板溶接構造化を進め，大きな成果を得た．表7−5電車用WNギヤカップリング新形式一覧形　　　名WN−550−DKWN−510−BKWN−560−BK重量（kg）352928旧　形　式WN−550−AWN−510−AWN−560−A重量（kg）494243用　　途広軌用広軌用狭軌用図7−10WN−560−BK形秤　かフうリンづType　WN−560−BK　gear　coupling．図7−11WN−560−BK形ギ拘ッづリvづ部品Parts　of　type　WN−560−BK　gear　coupling．124（124）5，補助回転機　5，1電動空気圧縮機　電気車用の標準形電動空気圧縮機は構造の簡単堅固なパンガoタイつが主であるが，中容量や大容量ではKJVトドうイつのものもある．大容量のものでは最近のすぐれた高速度電車電動機の技術を十分にとり入れていて，A−323−A；C2000形電動空気圧縮機が最新のものである．また0一タリ形圧縮機の出現も間近い．36年の納入実績を表7−6に示す．表7−6　電動空気圧縮機製作実績納　入　先日本車両ほか小田急電鉄ほか帝都交通営団ほか阪神電鉄阪神電鉄大阪市交大阪市交ほか日立ge　tti所ほか日本国有鉄道ほか京浜急行帝都交通営団日本国有鉄道帝都交通営団そ　の　他形　　　名DH16DH25D−3−F（R＞D−2−NRD−3−NRDM−20−DUH10MH89−C3000MH92−C3000A−31e−A4＝3−Y−CY−300−A＝3−Y−CMH80−C1000A−323−A＝C2000容職（1坦3．0＊4．2＊615＊4．5＊6．37＊43．5・tl’1．8＊15153．53．36．512台数備テー3フ　パンガロタイフ’28　　　　　　〃922　複整流子形51　　〃6　バンガロタイプ，完全B種12　i一体1杉［白〔糸占7　DEL　JII，ベルトドラ．fブ7　国鉄機関車標準，ベルトド171101532ア28ライブ電車用ベルトドライブ「f国鉄電車標準，べLトドライブギヤドライブ計531台＊　入力で示す．　5，2　電動送風機　主電動機用の電動送風機は主電動機の大容量化につれて高風圧・大容量化してきている．納入実績は直流用（脈流用を含む）を表7−7に示すが，このほかにも交流用（誘導電動機のもの）がある．表7−7　電動送風機製作実績納入先国　　鉄国　　鉄形　　　名MH98−FK29AMH88−FK33容Ra（kW）　98台数18｜16納入年月35−636−636−7備　　　考EF30関門ロコDEL合計35台　5，3　電動発電機　昭和36年度の納入実績は，表7−8のとおりで，製作台数は前年度の2倍に達した．従来の当社の標準方式のものが多数を占めているが，最近郊外電車の相互乗入れが計画されているので，昭和36年度は架線電圧1，500Vおよび600Vの両区間に．共用できる各種方式のもの34台を納入した．とくに新しいものとして，つぎの2方式のものを製作した．　その一つは，近鉄納めMG−101−S形で，架線電圧1，500Vと600V間の無電圧区間を通過する際，接触器により自動的に電動機電機子の直並列切換えを行ない，架線電圧の1，600〜360Vという広範囲な変動に対し，発電機の電圧および周波数を±3％程度に保持する性能を有している．本機では，電動機に対しては周波数検出回路を使用した帰還制御を，発電機に対しては力率変動や過三菱電機・Vol．36・No．1・1962k表7−8　車両用電動発電機製作実績納入先山陽電鉄〃帝都交通｜t近　　鉄Sl京都市電lfy神戸電鉄京浜急行八幡製鉄大阪市電西　　鉄阪神電鉄v形　　名MG−54B−SMG−54F−SMG−4アA−SMG−63−SMG−101−SMG−50−SMG−44D−SMG−53−SMG−60−SMG−61B−SMG−54D−SMG−32A−SMG−53B−SMG−40E−SMG−201−SMG−202−S直流電動機kWll．211．24．811ア632，ア1．82．49122．7527127V1，500L500／600　6001001，500／6006006006006001，5001，5006006001，500kVA4420．392．51，9・80．353交流発電機12．8・5・・／…1・．51，500／60013．5V200200200200100200100100｜00100200｜002001102＿2．一え」13211132一1−2311013CyJs1201201201竺o．60120120120120601201201206060直流発電機kW1，7じア0．310．50，83．51．51．2Vゆむコ訂36100100≡一roi100100回転数「pm3，6003，6eo3，6003，6001．soe3，6003，6003，6003，6003、6003、6003，8003，6003，6003，6003，600重量（kg）本位530530380−1po−＿竺o旦97i．、7b125140420お　16「110405530420御陶器　96107　87　506086045515519813522＿SL289289台数旦L3皿2フ1267旦一一3−5E−］51　　7　　　1　．．E　　3納入年月35−1236−1〜36−1236−2〜36−436−2へ36−536−1〜36−936−135−3〜36−1036−736−936−736−535−736−736−836−9s・36−1036−9〜36−10納入台数220台（内訳：郊外電車用192台，市街電車用2ア台，その他1台）直流電動機kWは入力値である．6，制御装置図7−12MG−101−S　形電動発電機　Type　MG−101−S　mOtOr　generator・図7−13　MG−101−S形電動発電機用自動電圧調整器　Automatic　voltage　regulator　for　type　MG−101−S　motOr　generator　set・渡特性にすぐれた自励方式を採用した．容量も大きく架線電圧変動も広範囲であるため，抵抗起動を採用し，運転中の抵抗損失を極力少なくした．　また，最近M−Gの負荷として照明灯だけでなく，各種制御装置が使用されるようになり，発電機の特性は従来の照明灯に対するよりも高い精度を要求される場合が生じてきた．精度を上げるには帰還制御を行なうのが便利で，電動機に対しては磁気増幅器を用い周波数検出による自動速度調整を行ない，発電機にも可飽和リァクトルと磁気増幅器を用いた自動電圧調整方式を採用し，出力電圧と周波数の変動率を±3％以内に保持できるものを製作した．これには，制御方式が若干高級化したことによる寸法の増加を押さえるため，全面的tlc・・y・Uコ万整流器を採用している．阪神電鉄納めMG−201，202−S形はこの方式によるものである．7．車両用電機品　6，1郊外電車用　36年3月開通した帝都高速度交通営団日比谷線をはじめ，近畿日本鉄道・小田急電鉄・京浜急行電鉄などに，それぞれ特長のある制御装置を製作納入した．　これらの制御装置は，高加減速・超多段制御などますます高性能化する一方，動作ひん度の高い継電器類の無接点化をはじめ，合理的な器具の構成，新しい材料の採用などによって，保守の簡易化にもいっそうの配慮がなされている．　ユ．　帝都高速度交通営団では，荻窪線・日比谷線とあいついで新線が開通し，これら各線用として多数の制御装置を納入した．　日比谷線は将来東武，東急と相互乗入れ運転が行なわれるので，地上地下両運転に適するよう設計されている．すなおち地下線においては駅間距難が比較的小さく，列車間隔も短いので，加速度・減速度とも4km！h／sと高く，地上信号と連動して働くATC装置により力行・制動が自動的に制御される．また地上線では、最高速度100km／hの性能を発揮する．　現在地下線において運転されているが，パー二？方式による超多段制御と，加速度パター−JによるづロづラムコーJトロー1レ方式の採用により，きわめて快適な乗心地で好評である．　おもな仕様はつぎのとおりである．　　編成単位　　MM図7−14‘Pec帝都高速度交通日比谷線納めHB−8R−451形断流器箱　　Type　HB−8R−4511ine　switch　box．図7−15　帝都高速度交通日比谷線納めCB−54C−1形主制御器箱　　　　Type　CB−54C−1　main　control　box．（125）　125主電動機制御装置加速度減速度最高速度制御方式制御段数架線電圧制御電圧　　制御空気圧　丸の内線（荻窪線）・銀座線用としては，単位スイリチ式制御装置を多数納入した．　2．近畿日本鉄道南大阪線のうじりトカーは，当初とくに乗客の集中する区間を対象とした短距離通勤車として製作され，これに適するよう永久並列接続より高い加速度（4．0　km／h／s）に設計されているが，その後長距離運用も行なわれるようになったので，今回納入した制御装置は一，二の器具を追加して，永久並列制御・直並列制御が任意に選択できるように変更した．　大阪線用区間車はユ25kW主電動機8個を有するMMT編成の高加減速車で，さきに納入した信貴線用区間車との連結運転を考慮してある．制御装置は単位スィリチを主体とするものである．　このほか名阪特急新ピスタカー用制御装置を引続き製作したが，さらに全2階建の新しい構想で建造されるデラリクスカー（団体専用車）の制御装置も鋭意製作中である．　3．わが国最初のづロづラムコントO−1レカーである小田急HE車の増備車，京浜急行の地下乗入れ用増備車の制御340V　74　kW（連続）×8台／2両ABFM−108−15MDH形4．0　km！hfs4．0　km／h／s（常用），4．5　kmlh！s（非常）100km／hパーニャ式超多段制御応荷重電流基準づoづラム制御ATC装置に連動力行　　78ステリづ制動　　67ステつづDCユ，500　VDC　100　VおよびAC　200　V　ユ20　c／s5kg／cm2図7−16近鉄ラピットカー用MU−32C−2形主制御器箱　　　Type　MU−32C−2　main　control　box．図7−17近鉄大阪線区間車用MU−17−211形主制御器箱Type　MU−17−211　main　control　box．126　（126）　　　　　図7−18　電磁弁用E−1レFコイ1レ　　　　　Moulded　magnet　coil．装置を引続き製作した．　4．　器具についても種々開発・改良を行なった．その一つとして電磁弁用をはじめ各種電磁コイ1レのエポわ樹脂モーJレドを量産に移した．エポキシ樹脂は絶縁性能・耐水耐油性・機械的強度ともにすぐれ，従来のワニス含浸コイ1レにみられたコイル・端子のゆるみや，これに起因する断線・層短絡などの懸念はまったくなくなった．これらのコイ1レは従来のワニス含浸コイ1レと完全に互換性をもたせてあり，旧品との交換が容易である．　6，2　路面電車用　都市交通の発展はますますいちじるしく36年度も多数の路面電車用制御装置を製作納入した．これらはいずれも路面電車用としてとくに設計した小形電磁空気式単位スィリチあるいは電動式小形力ムスィリチを使用したすぐれた性能を有するものである．　これらのうち36年度は次のような形式の制御装置を新しく製作し好成績をもって運転されている．すなわち従来から路面電車の制御回路用電源は架線より抵抗で分圧して得ているのが大多数であり，制御方式も直接あるいは間接の非自動進段方式であった．これを自動進段にするには操作電動機の制御電源としてM−Gあるいは蓄電池とこれの充電装置が必要となり制御装置が複雑高価なものとなった．今回伊予鉄道に納入した市内線電車用の制御装置は操作電動機回路および短絡継電器回路に独得の方式を採り入れ架線励磁を可能としたもので制御電源を従来の架線電源抵抗分圧方式のままで間接自動進段とすることが容易となった．　この制御装置は直並列制御および橋絡渡りを行ない，断流器，渡りスィっチには先ほどの小形電磁空気式単位ス表7−9　郊外電車用制御装置製作実績納　入　先帝都交通（丸の内線）　〃　（銀座線）　〃　（日比谷線）　tt　　（　　〃　　）近　鉄（大阪線）　〃　（　〃　）〃　　（　Sf　）　〃　（南大阪線）小田急京浜急行神戸電鉄日本国有鋏道　　〃Tl！1形名ABF−104−6EDBABF−74−6AAABFM−108−15MDHtrABFM−1ア8−TsMDH　新ビスタカーABFM−178−15MDHA区　間　車ABFM−178−15MDHA団　体　車ABF−108−15MDH　　ラビットカーABFM−168−15MDH　HE車ABF−108−15MDHBABF−108−15MDH　CS−］2A　　　　　rt　　CB−12，　CB−13ll濡納入朝6230164014151520361024223各70各3235−9〜36−836−3〜935−12製作中35−11，36−735−9，　36−8製作中35−9，　36−935−9〜36一ア36−5製作中35−10〜36−9製作中35−10〜36−9製作中表7−10　路面電車用制御装置製作実績納　入　先京都市交通局tl伊　　予　　鉄　　道土　　佐　　電　　鉄京都市交通局形名AB一フ2−6MDC「タHL−72−6DAHL−72−6DAVM−35D制御装置Fltlti断　流　器数量245121納入年月36−3製作中36−1036−2製作中三菱電機・Vol．36・No．1・1962Atイっチを使用し，組合せスィリチ，抵抗短絡スイリチには操作電動機駆動による小形力ムスィリチを使用してあって信頼性高く高性能のものである．また主要器具のほとんどを主制御器箱内にまとめてあるので点検も容易である．　この電車の性能の主要点をあげれぽつぎのとおりである．架線電圧主電動機制御方式　ステっづ数　直並列渡り　制御電源6，3DC　600　VDC　600　V　50　kW　2台（1）　白動加速制御（2）2個電動機を直並列制御（3）操作電動機駆動ヵムスィっチ式抵　　　抗制御（4）制動は空気づレーキ直列7並列6橋絡渡り架線より抵抗器で分圧　　　　トロリバス用　36年度も多数のトロリパス用制御装置を製作したが今回つぎのような補助走行装置を有する制御装置を開発した．　すなわち専用軌条をもたず路面上を自由に走れるトoリパスもその行動範囲はポールが架線に届く距離に制限される．したがって車庫内での入れ換えや路面での障害物の回避などでは往々にしてボー」レが架線からはずれ，人力で車の後押しをしなければならないことがある．表7−11　トロリバス用制御装置製作実績納　入　先京都市交通局大阪市交通局形名1・・ABF−141−6D　　トロリパス制御装置ABF−141−6DA　　　　　　tt4ア納入年月製作中36−9　36年8月に大阪市交通局に納めたト0リパス用制御装置はこの問題に対して蓄電池を電源とする補助走行装置を備え，架線のないところでもある程度の距離は自力で走行できるようにしたものである．運転席にこの切換スィっチがあるので操作が容易であり車庫での入れ換え作業やあるいは主電動機以外の制御装置の故障の折に車庫まで回送してくるときなどに偉力を発揮するものと期待されている．走行性能は120Ah，30匂レの蓄電池で約10　km！hのパラーJス速度が得られている．7，自動列車制御装置　電車の自動運転は最近になって本格的に行なわれるようになりそれぞれ用途に応じてATC，　PTC装置が試作あるいは納入された．　7，　1帝都高速度交通営団納めATC装置　まず日比谷線納めのATC装置（Automatic　Train　con・trolling　apparatus）は見1重しの悪い地下鉄で極端に短いヘリドで運転されても絶対安全な運転が確保されるように働く保安を主とした自動運転装置であって，主要な頭脳部はすべて無接点化され精度と信頼度の向上をはかっ7．車両用電機品ている．構成要素としては誘導了形速度発電機　速度照査器　受電器　受信器　論理継電装置より成り，そのうちおもなものは運転台に配置されている．日比谷線は36年3月より営業運転を開始したが好調である．なお日比谷線向けに納入されたATC装置は30台である．　7，2　鉄道技術研究所納めATC装置　昭和39年開通予定の東海道新幹線では200　km！h以上の超高速で走行するため，保安装置　停車減速装置としてATC装置は必要欠くべからざるものである．速度段階は　30　km／h　70　km／h　110　km／h　160　km！h　210km！h　250　km／hの6段階とし，地一ヒより送られた速度信号に従って速度制御するものである．このATC装置は新幹線用の試作器として製作されたものである．構成は上記のATCと同様であり，トラ滅スタ，サイパっク磁気増幅器などからなっている．新幹線車両は交流電車であり誘導などのノイズによる誤動作がないよう特別の考慮を施すとともに，速度検出誤差も2％以内という高精度のものである．　7，3　新幹線試作車用ATC装置　鉄道技術研究所納めのATC装置をさらに改善し，また車両搭載上の条件も考慮の上製作中のもので，内容は鉄研納めのものと同じく大幅な無接点化がなされている．7，4　PTC装置新幹線車両を対象として開発中の完全自動運転装置で図7−20　帝都高速度　交通納めATC装置　（論理継電装置）　ATC　apparatus　for　Teito　Rapid　Transit．図7−19　帝都高　速度交通納め日　比谷線新車運　転台　Operator’s　desk　for　new　sub−　way　car．（Teito　Rapid　Transit）図7−21鉄道技術研究所　納めATC装置（新幹　線用試作）　ATC　apparatus　for　the　Railway　　　Technical　Research　Institute．（127）　127ある．PTC装置（Program　Train　Con・trolling　Apparatus）とは運転曲線を車上のテーづにあらかじめ記憶しておき運転手の操作をなんら行なうことなしに運転曲線のづoづラムどおり自動的に定時運転を行なわんとするものでテーづ装置，速度　距離検出器　づ□づラム指令装置などからなり，自動運転装置としては画期的なものである．　7，5　定位置自動停止装置　地下鉄などの完全自動運転装置の一環として開発した装置であって回路は全部静止機器からなり，もちろん無接点化されている．　とくに距離検出器　パターン発生器はトランジスタを使用した静止器で，≠イジタ1レお“　　　　謬鰻．鰺�f繍鐵駿；�o！鶴講品1緬1懸；爪h”　　　　　　　fふ　一．＿1；＿ぷ躁撫；図7−22　PTC　指令装置　Programmer　for　PTC．よびアナロづ演算器の技術を応用したものであって精度が高い．　車両用各種制御機器には最近のエレクト〇ニクスの進歩に伴い，半導体を主とする制御装置が急速にとり入れられて来ているが，自動列車制御装置（ATC）の速度照査器，列車のづロづうムコーJ卜o−1レ装置（PTC）のづロづラム指令装置（ディ＝Jlタル距離計を含む）および演算装置，さらに自動定点停止装置（ATS）の電子装置については，別項「電子応用機器」を参照いただきたい．地上。号⊥ElilSliS．一　　図7−23　定位置自動停止装置づロック図Block　diagram　of　automatic　stop　control　apparatus．8、ブレーキ装置　電気車の高性能化にともない，づレー千装置の占める重要度は実に大きく，在来方式の改良研究とともに新しい方式が数多く製作された．　とくに，合理的に輸送能率を向上させるため保安信号と連動したATC装置（Automatic　Train　ControlApParatus）や定位置停車（Automatic　Train　StoPApparatus）あるいはまたつロづラムによる列車の自動運転（Program　Train　Control）などが行なわれるようになるとづレーt性能もそれに応じて一段の飛躍をとげる必要がある．　8，1国鉄新幹線納めブレーキ装置　新幹線用旅客電車は200km／h以上の超高速で走行す128（128）るため地上の保安信号と連動して自動的に減速あるいは停車し保安度を高める必要がある．　このため，速度域に応じて減速度制御を行なうつレーキ装置を設け，ATC装置あるいはつレーキ弁により作用させるようになっており試験用として1両分試作した．　このづレー1装置は発電づレーキ併用油圧式デスクづレ＿キ方式で，50km／h以上は発電づレー千を主体とし，50　k・n／h以下および発電づレー十失効時はデスクづレーキが作用するようになっている．　このほか，列車分離や非常扱いのときは緊急非常づレーキにより万全を期してある．　8，2　帝都高速度交通営団納めブレーキ装置　このづレーキ装置は，列車運行の安全度をさらに高めるため前記と同様，保安信号と連動したつレーキ装置で昭和35年に試作のうえ量産化されたのにひきつづき，36年度も多量に製作したが，納入後における実績は，きわめて良好である．　8，3　小田急電鉄納めブレーキ装置　小田急電鉄の電車は電動車2両と制御車2両から成るTcMMcT編成でM車は発電づレー1を，　T車は空気づレーキを主体とするため問題となるT車の空気づレー1はM車の不足分を荷重対応制御によりづレーキ率を一定に保ちつつきかせるようにしたもので，速度低下にしたがって漸増するづレー1力に対しては低速度で一段の切下げを行なって補償してある．このづレー十装置も昭和35年にひきつづいて量産しているものである．　このほか，従来のHSC−D形やSMME形電空併用づレーキ装置を各方面に製作実績表に示すように数多く納入した．　また，づレーキ用電磁弁のモー1レド化も量産にはいり，この面における信頼度も増加するとともに保守も容易になるなど装置・部品の改良研究も大きな成果をあげた．表7−12　ブレーキ装置製作実績納　　入　　先近　鉄（大阪線）　　　（　〃　）　　　（奈良線）　　　（南大阪線）小田急電鉄　　　rr帝都高速度交通営団ff1婁京　浜　急　行名　　　　　鉄　　〃阪’神　電　鉄西　　　　　鉄京　成　電　鉄大阪市交通局南　海　電　鉄富　山　地　鉄名古屋．地下鉄神　戸　電　鉄呉市交通局日本国有鉄道．．一三HSC−DIlIt　〃TF式（HE車用）SME−E　（丸ノ内線用）MRE　（銀座線用）NO−60　（日比谷線用）HSC−D　〃　ttft　〃llNO−61HSC−DPtSME−ESME−D新幹線試験用数　　量4編成分435266016261034628611613lttllrtl〃〃〃ftrtftFllt〃ertl！ftlTT〃rr1両分納入年月36一ア36−IO36−736−736−4製作中36−736−536−336−436．．136−1136−736−436−836−636−536−1136−1236−1136−436−10三菱電機・VoL　36・No．1・19621Lb9，直流避雷器　PR形直流避雷器は永久磁石を用いた杵iリづによリァークを耐弧性絶縁物中に引のばして消弧する方式のもので，従来の直流避雷器に比し約30％低い保護特性を有し．5倍以ヒの放・邑耐一1二と外川だけでなぐある程度の内岳処理能力をも有する避川器である．　PR形直流避田器はがんじょうな耐振構造となっているので．そのまま1両用避雷器として使用することができるが．車両の床下に取付ける場合は砂レ1や砂ボコリが巻込まれdlイ仁を傷つけるおそれがあるので．図7−24のように木箱に入れたものを標準として製作しており近畿日本鉄道，山陽電鉄、大阪巾交通局などへ多数納入した・図7−24　近畿Pl本鉄道納め木箱人　PR形直流避雷器　Type　PR　DC　lightning　arrester・図7−25　京浜急行納めパvstiラっ取付PR形直流避111器　Type　PR　DC　lightnintsr　arrester　attached　to　the　pantagraph．　避宙器を輌叫の屋根Lへ取付けるばあいは、避宙器・ド部に防爆装置を設けた構造とすることもでき，この方式の車両用避雷器を帝都高速度交通へ18台，呉市交通局へ3台またこの防護装置を設けた避雷器をバッタクラフへ直接取付ける構造としたものを京浜急行へ／5台納入した．10，電気機関車用AQB形シャ断器　パナマ運河用交流痘ヌ磯関申39両に使用するAgB形し，t・断器を受注した．うち試験巨用の6両分を出荷し残り33両分は製作中である．　この訓．断器は，アメリdコ軍規格MILC−17361の要求にそって設計製作されるが，一般の配線用：」　一［・断器に比べておもな相違点は，機械的高衝撃性（366．7kg−cm）をもち、電気機関車におこるあらゆる振動衝撃に対して破損したり、トリっづすることのない構造になっている．7．車両用電機品　　50Aフレーム100Aフレーム225Aフレーム600Aフレーム図7−26　パナマ運河向け交流電気機関卓用AQB形：JV断器　　　　　　Type　AQB　circuit　breaker．　交流電気機関Pt　1両分に使用される定格事項，台数はっぎのとおりである．フレーム極定格電圧定格電流　定格シセ断容量台数　　　　　　（V）50A　　2　AC　500100A　2　AC　500225A　　3　AC　500600A　　2　AC　500（A）10F5022550011，集電装置（A）5，000ユ5，00020，00030，0006221　1．郊外電車用として当社標準のS−520形およびS−750形パーJタづラフを昭和35年に引続き製作納入した．　2．　国鉄用としてはPS100A形およびPS19形パンタグラフを製作納入した．　PS100A形パンタづラフはED70・ED71形およびEF70形交流機関τ田こ使用されている．　PS19形パニ・タづラフは北九州と本liを結ぶ関門ずい道を走る交直両用のEF30形機関車試作車用として製作したPS903形バッタづラフを量産形に改良設計したもので，図7−27　PS19形パンタグラっ　Type　PS19　pantagraph・表7−13　集電装置製作実績納　人　花形　　　　名口本国有鉄道　　ッ　　　　　　サウ　近　鉄（献阪線）IS−524A形神戸電鉄　　　S−752A形長野電鉄　．　〃、秩父鉄道　IS一ア34CC形三菱鉱業　　IS−111A形住友金属鉱山　　　，D−21形1麻生産業　‘　〃　　　〃　　（　　〃　　）　　　tt　　　〃　　（銀座線）　　rJl　ft　（　”　）：　「tPS100A形パンタグラフSf｛sIsfltlTtトロリ’司ミーノレ11帝都交通（丸ノ内線）TS−3A形第3軌条集電靴rttl“1当楓年・1記914　1製｛乍「吾120136−86123　1　14144．2409616436−8製作中36−6製作1い36−8製作［1［36−6〜36．836−4、36−8製作中36−2、36−8製作中：＝麟（129）　129その仕様は次のとおりである．　　仕　様　　　方　　式　　空気上昇，自重下降式　　　集電容量　　AC　20　kV　　　　　　　　　DC　1，500　V　1，200　A　3．地下鉄用集電装置としては優秀な実績を有している当社標準のTS−3A形集電靴が昭和35年度に引続き大量に製作納入された．　　仕　様　　　集電容量　　DC　600　V　500　A12．戸閉装置　1．　EG102EZ形戸閉機械は小形、軽量でしかも調整容易な点において好評であり，昭和35年に引続き大量に製作納入した．　2．　最近車両の側出入口上部戸袋内に戸閉機械を配置し一C．艦装上ならびに保守，点検を容易とする傾向にあり，このため小形，軽量で動作確実な戸閉機械が強く要望されている．　現在製作中の単動式戸閉機械はこの条件に合致するものであって，さらに各種の新しい特長を有している．　　仕　様　　　方　　式　　ラ”）0’干セによる単動式戸閉機械　　　　　　　　　（両開可能）　　　　　　　　　電磁空気操作式　　　空気圧　　5kglcm三　　　重量（本体だけ）　　約20kg（両開用）　　　付属品　電磁弁（1y・1フ）各1個　　　　　　　　　戸「荊スイ1・Jチ　　　　　　　　　ユ　個　　　トピラ寸法　　L300　mmの両開図7−28　新形戸閉機械New　type　door　engine．表7−14戸閉装置製作実績納　入　先阪神電鉄　　〃近　鉄（名古屋線）　〃　（奈良線〉　〃　（大阪線）　〃　　（　　〃　　）山陽電鉄大阪市交通局神戸電鉄西　　　　鉄富山地鉄長野電鉄秩父鉄道’小　田　急名形EGIO2EZ形”FStfTSfl　　　　〃EG138EEG102EZtltl　　　　tirfEG136E戸閉機械　　〃　　rt　　tt　〃fS　　vll　〃　　rtlstt｝tt｛台数130（130）96T22644966868324T42456納入年．月36−8製作中36−3〜36−836−4〜36−836−3〜36−8製作中35−1136−8製1乍中36−236・−236−6製作中36−7トピラ閉時保持力　45kgトピラ抵抗　　　　2kg以内　　　　　　　　13．連結装置　1・　K2　A形およびK2　B形密着連結器はその連結の信頼度において非常な好評を受け昭和35年度に引続き製作納入した．　この連結器は機械的に完全に密着する自動連結器であって，二．二つの空気通路とユ9心電気回路を同時に連結開放するもので，その操1乍は至極簡便となっている．　2．　CE形電気連結器は機械式密着連結器の下部に取付け密着連結器の連結開放によってその電気回路を同時に接続切離しできるものである．　CE形電気連結器は多接点を有し，かつ，多編成電車の電気回路の連結，開放を瞬時に行なうことができるため，最近その需要がすこぶる多い．　CE740形電気連結器は最新設計によるものであって，従来のCE200形およびCE600形電気連結器の約倍の電気接点を有しながら，それよりも小形軽量となっている．さらに放送回路に利用するため：」−Jレド同路を設ける図7−29　CE740形電気連結器Type　CE740　electric　coupler，表7−15　CE形電気連結器　各種の形式比較定格電圧定格電流（連続¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1電気接点数使用回路数接点，段数　　1重　　量（kg）自動カパー接触部構造　　；CE236CE621DC　100　V　10A　364段，9列　54カパー付．突合せねじり式．DC　100　V　lOA　273段，9列　　36．5ヵパー無し突合せ後退式fC74］DC　lOOV　　10A　　4535｜n］路十シーノしド［u］路，　6点、　5段、9列　　27　カパーf寸　同　　左CEア4F　DC　IOOV　　lOA　　5040回路十シールド回路，　6点、5段、］O列　　29　カバー付lr　・1　　左表7−16　連結装置製作実績納　　入　　先玉　鉄（大阪線）　　〃　　（　　〃　　）日　立二製　作≡所帝都交通（丸ノ内線）　〃　　（　〃　）　〃　（銀座線）　tt　　（　　tr　　）大阪市交通局西　武　鉄　道ll京　浜　急　行山　陽　電　鉄v国　鉄（新幹線）私　鉄　各　社形名CE236形TfCE236CE621　ftll　rtCEア42CE741tlK2A．2形K2BIt電気連結器電気連結器ttIfr「IIlftlllJtIl密着連結器11台数20104100120283212163420288納人年月各種ジ1・ンハー連結器．一』3°墾136−2〜36−8製作中　　〃36−3製作中36−2、36・6製f乍叩36−436−6製作中36−636・−1製作中　　　’t三菱電機・Vo1．36・No．1・1962ψ心など、多数の特長を有するものである．　3．　国鉄新幹線試作車用としてCE形の電気接点数は90点の巨大なものを製作中である．その詳細仕様は次のとおりである．　　仕　様　　　形　　式　　防振：仏による可擁支持構造による　　　　　　　　　手動締付方式，［働力パ＿なし　　　電気接点部　伸縮升ジトによるバネ式突合せ方式　　　　　　　　　90点（6段、15列）　　　　　　　　　（内訳）　　　　　　　　　　DC　100　V　10A　78接点　　　　　　　　　　AC　220　V　50　A　12接点　　　耳主　　　　量：　　　　糸勺　70kg　4．　私鉄，国鉄納めの一’般ジャンパ連結器は，KE57形をド体に昭和35年に引続き多数製作納入した．14，速度計装置　35年に引続き36年も多数の速度計装置を製作した．　34年に開発した、誘導子をWNかりづ児づに取付ける電動機取付形の周波数方式誘導形速度計は，近鉄，神戸電鉄など，計44両分製作納入した．とくに近鉄納め特急車用のものは，エレクトロ1レミネセこ・ス応用の日盛板を取付けた指示計を使用した．また全納入品に対し，補償器の整流器については．従米セレン整流器を使用していたが耐　　　　　馨‖皇騒＿　　　　図7−30　帝都高速度交通納め速度計装置　　　　　Spee〔しmeter　for　Teito　Rapid　Transit．久度の点で問題があったので，すべてザJレマニゥムタイォードに換え，信頼度を向上させた．　肯ヶ一ス取付形のものは，帝都高速度交通，小田急，近鉄など，計42両分製作した．帝都高速度交通日比谷線納めのものは寒暖計式の指示をするDS形計器を使用している．この計器は，運転室の計器盤に取付けた際，計器窓は20c皿×140cmで横に長く，その中央の赤線が速度に応じて横に延びるようになっていて，その斬新な感覚は好評を博している．　以上のほか，自動列車制動装置の速度検出用として，1？ヶ一ス取付形の発電機を，帝都高速度交通，国鉄などに計20台製作した．この発電機は，構造，取付などは上記帝都高速度交通日比谷線納めのものと同じであるが、36年3月帝都高速度交通営団の協力を得て，日比谷線において精密な現車試験を実施し貴重な資料を得て，種々改良を重ね，とくに走行中の電圧変動が小さくなるように製作されている．15．列車電話装置　昭和36年10月の国鉄列車鋪イ？改正により，こだま形特急電車が6編成増加することになり，当社はこのう7．車両用電機品ち4編成分の列車電話装置を納入した．　図7−31は無線室に取付けられた無線装置で，機器の詳細は「通信機器および電波応用機器」を参照いただきたい．16．ヶイ光灯　ヶイ光放電灯による車内照明の需要は，近来とみに多く，めざましいほどの普及発達をみた．　当社での最近の実績は，表　　　　　　　　　　　　　　　図7−31　列車電話装置　　　　　　　　　　　　　　　Train　radio　telephone　　　　　　　　　　　　　　　eqUlpment．7−17のとおりであるが，ヶイ光放電灯のランづ本数にして．約6，800本で，昭和35年度に対し，68％強伸びている．その中でも国鉄関係に82％納入し，新車はもちろんのこと、改造車などへも多く取付けている．また，国銑私鉄を間わず，車内の近代化と相まって，灯具は近代的な斬新さをもっスマートな意匠と，快適な明るさを出すよう設計され，最1二の器具効率を上げ，非常に好評を博している．点灯方式（回路図は，昭和36年1月号参照）を納入先別にみると，点検，保守の面より車両系統別にほぼ一定した感があり，72％がうじパスタ＿卜方式になっている．　カパー付器具は．車内に調和した近代的デザィー」で，照明表7−17　ケイ光灯器具製作実績納人先器種．・本鮪⇒・・W間簡易形〃llIl！1京浜急行tt京都市交通局日本国有鉄道1犀lt　　rt京阪電鉄日本国有鉄道tl京都市交通局　　〃日本国有鉄道「’阪神電鉄Tl京都市交通局日本国有鉄道山陽電鉄　　〃京阪電鉄日本国有鉄道　　tt20WI灯40W　1灯ttu〃〃〃〃〃40W　1灯12連続2列配置20W　1灯運転室灯40W　2灯5連続1列配置40W　1灯簡易形fS　〃　　簡易形　　　〃40W　2灯器具20W　1灯簡易形予備灯付簡易形予備灯付簡易形40Wl灯予徹附簡易形20Wl灯16連続1列配置10W　1灯方向幕《」40WI灯簡易形　　〃　　予備灯付簡易形40W　1灯器具20Wl灯運転室灯40W　2灯5連続1列配置40Wl灯予備灯付簡易形40Wl灯器具20W　1灯運転室lk’∫40Wi灯器具40Wl灯予備灯付簡易形20Wl灯簡易形電源お・び鮒杖ピ∋鱗IOOV　60c／sヲピッ　ドDC　IOOVリレー点灯100V　60clsラピッドiff《〃fl　　　　　　ltIl　　　　　t♪　調光方式〃　　　　　　　St200V｜20c／sラピッド〃　　　　　〃　　　　　〃100V　120c／sラピッドlOOV　60c’sラピッ　ドrt　　　　　　〃　　　　　　ttIT　　　　　”　　　　　　†ξ　　　　調光方式lr　　　　　岬　　　　　　ll100Vl20Ci’sラピッドDC　100V　リレー点灯］OOV　60cfsヲピッド100Vl20c／sグロー〃　　　　　〃　　　　〃100V　60c．／sラピッド　　　　調光方式100V　60Ci’sラピッドltOV　60c，’sラピvドv　　　　　　tt　　　　　　Il［00V　120cisラピッド100V　60clsラピッド200V120c！sグロー！t　　　　　　肝　　　　　Il100V　400dsフピノド［00V　60c／sラビッドDC　IOOVリレー点灯　521，000　188　104　196　500　240　　　62車両分　400　84　600　280　16　500　845車両分　tl　700　ア0　312124車両分1409662923503603S−1135−12tt36−135−236−3rtlFTr〃tttS36−436−5St36−6〃〃36−736−8〃〃Il36−9〃tt「’〃（131）131図732　阪神電気鉄道納め40W1灯12連続および13　　　連続2列配置アクリうイト加｛＿No．432　　　　　　　110V　60cs　うピ・ソドスタート方式　　　Interior　of　electric　cal・for　Hanshin　Railwav．T一邑1　L一一．一一1万50G一リホ図7−34つアv；iJヤ通風万式Air　Path．車　有n「隻、F‘恒　力」、一一一一　　図7−35　F−40DB4〔｝CIコ1　タクトタイうファvデリ？1｛｝cm　（luct　type　Fandeli〔LD　　損｜上　　定　　　11　　　　11召Tl136　イト　8　月　29　日2〕　測　定　器　　「痕芝光電管照度。卜LS．IA　形3）照ll月器具　40W1灼12連続2列配置4）使用フ〃　　FLR　40W　DL　s：1．・hl後約LO時間5）　測定f”r置　　床L85cm水平面　　　　図7−33　室内照度分布図Luminous　illtellsitV　dlstributiOn　iTl　a　Cal・，十器具にもっともすぐれているアクリライトNo．432を使用している．図7−32ぱ、hパー付器具の例として．阪神電鉄特急車の写真である．図7−33は同様の例として，京浜急行竃鉄の新車の照度分布図である．17，通風装置　当社が業界のE座を占めてfF．両用ファッ子リャの新しい通風方式を初め、最近いちじるしい需要を生じて来たパス用扇風機の分野において、従来の扇風機と異なり．車内衛生換気をE目的とする特殊1’i一ラrvド付パス用換気扇、および電気機関車用シリェノ整流2i）i−1有圧送風機の開発など，車両送風機の分野において一※マーク各種新製品を送った．　17，1　帝都高速度交通営団2号線納め40cmファン　　　　デリヤ　本機は営団1紅両部と当社が約1力年の研究，実験を費して開発した新しい構想に基づく，地一ド，路面双万を走行する輌illにとくに有効適切な通風方式である．　この通風ノ∫式の概要は図734．7−35のように従斗（のナ1一ラこノドからの吸込み通路に加えて，eF．両通路方向の天井に設けられたリサーク1レホー1レを通して刺勺を循環する通路を並用したもので、地ド走行時、窓全開にしたときはtとして戊仁ラryドから吸入して通風し、路面走行時雨入で窓全閉にした場合，1’1としてリサークルホー1レを通ずる風で送風する．ガ＿ラz．，　i：およびリサーク1レホールの圧力損失．騒音低下，制限寸法など、各種の技術的問題を解決して，理想的な車両内送風機とした，またファッ≠リャ中央に非常灯を備えた．　　用　　途　　　車1川」川送風機132　（L32）図7−36パス旧換気扇通風万式Air　PatlL　形式記号　名　称　出　　ノ」　定格，£圧　周波数　極　　数　回転数　静風圧　風　　　吊：17、2図737　25Cmパス用換気扇25Clll　exhaust　fan　for　bus，F40DB40cm　交溺［iクト’q・イうP1”　v　ILリ†50W：相100V50cs6極950rPln31Unl　l・｛，コ（）401nil　mil1　　　　25cmバス用換気扇　この換気扇はパス車内の衛生換気用に開発し，現在国鉄パス，’大阪巾交通局、その他の試験車用に納品を開始したものである．この換気扇の「［的は、車内温度，湿度のヒ昇防止，ならびに有害ナ扶．チリ、臭気などの除去にあり1両当たり、吸込形3台、吐出形1台の組合ぜ使用を標準とするものである．用　　途形式番レノ名　称定格電圧周波数極　　数回転数静風圧風　　�mパス月1｝奥気扇（d’i一ランド付）E−25F25cmパス月日喚気i，II’1100V60cs4極L450　r’ln1．6mmH。08ni3　nlirl18，冷房装置　18，1　国鉄納めオロネ10寝台車用ユニットクーラ　この形式のユニっトクーラぱ先に開発されたが．その後細部に改良を加えて操作および点検がより容易となり昭和：菱此∩・Vo136・No．い19624トo図7−38すし種冷蔵庫　　Refrigerater．36年には多数納入した．　　形式および定格　　　　形　　名　　AU31　B形ユニL・｝トクーラ　　　　冷房能力　　19，000　kcal　h　18，2　すし種冷蔵庫　この冷蔵庫は国鉄の急行電卓「せっつ」「なにわ」のピュフェに据付けられ，上部がすし種の陳列ヶ一スで下部が冷蔵庫になった新しい形式のものである．　｝巨両にこのような冷蔵庫が使用されたのは初めてであって注日を集めた．　　形式および定格形　　名庫内容積庫内温度定格竜圧MSR−200　A200／約5℃AC］00　V19，暖　房　器　iP両用電気暖房器は電車または列車の内部に取イ・1’けられ，冬季の暖房用として使用されるもっとも理想的で，安全な暖房器である．新製品の仕様と特長はつぎのとおりででる．　什　様　　形　　式　　半密閉式対流形i竺．竺」竺．一格1記号き号i漂！｜舗lSTF：STFISTFSTF11AIBlC10ア　650107　i　65010ア　650107　　487．5　外形寸法　　（mm）長さ×高さ×奥行1，260×194×1221．260x232×1501，260×232×150｜，260×194×122鵠・ぢ18．51臓搬調節器，搬・，，1　　一ズなし20．5　自動湿度調節器付20　　温度ヒ．L一ズ付17　　口動温度調節器，漏度ピー．　　一ズなしSTF−L　IA、　IBはヒータエレメントが4本で，　ICは3！ドである．図7−39STF−1形電気　暖房器Type　STF−1carheater．　特　長　ユ．　発熱体には、直線状のフィーJ付ア1レミカt一タ（：」一ズワイヤ）を使用してある．フィーJ付ア1レミtSt一タは，従来のフィ：ノなしア1レミfOt−sより単位長さ当たりの放熱面積が大きいので，同一容量で，径および長さが同一であれば表面温度が低くなって安全度が増加し，また同一容量で，7．　車両用電機晶表7−18　暖房器製作実績　納　　人　　’七1一富　川　地　鉄1酷　都　交　通　　　：；　こ岐鉄凶［」　本lfq4，t鉄道ノ‡｛k上　i定川渓鉄道汽車製造KKIH立製作所：汽車製造KKH本車両KK．京浜急行電鉄川崎車両K．KL　　　　　　　　ll　日本国有「鉄道本社川崎車両KiK長　野　電　鉄汽車製造K，KM乍車両KKtlll！ド［司有鉄道本社Ft艀日　　eL　製　｛11≡　所ll京　　成　　電　　鉄形　　名ST．8　　形ST−14A形STF−｜C形！STF−1．1A，　IBST−2　　形HE−54　形SS　　　形HE−54　　flUiり「ffぐST−2　　形HE−52　形HE　54　形1「HE−53　形ST・・2　　形HE−54　形HE−53　Jl多HE−54　形HE−53　形HE−54　形HE−52　形HE−54　形uST　2　　形定　　格〔V）　　（W）100200　107　107　］07　3ア522590150125300．，600162．5487．5650450750750500ア50台数　88　16　16208　24　／0　183881．080120494516　80910　64　96　54858280220　682，200　60L200　88　192納人年月［35−10∫1lltf　’ノ　tf35−11ll36−3lttl36−4fl36−536−6llfTlltl「flllt36・736−8369tr9，408一」表面温度を同一斗こすれば亡一タの長さが短縮され経済的なヒ＿タである．　2．　口動温度調節器と温度ヒュ＿ズを，安全，保護用として使用し，接触器の電磁コイ1レに直列に結線され．異状発熱の場合に暖房器を：」・’［・断する．　36年度に製作して納入したうち新製品を含めて、おもなものあげれぽ表7−18のとおりである．20，電車電動機試験装置　車両用電動機修理の最終工程として必要な試験設備は．操作の安全と簡単であることを主眼とし、36年度は各種電関用主電動機の返還負荷法試験設備をっぎのとおり製作納入した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　国鉄向け試験設備弍二崎工場納め電気機関車（DF−5の主電動機試験用電機品用途台数　段�u？　［’E（vi，E　1厚慧　　界磁i三電動機試験川昇圧機　　〃　　　励磁機1iil　L用　励磁機1司ヒ駆．動礪電動機．1｜55・1・・　1，45°；fLh・「・ilj　　1　　　　　　　10　　　　　　20　　　　　　〃　　　　　　〃　　｜　　　　　　　　2　　　　　　110　　　　　　〃　　　　　　自1珪∫］　75kW一湘誘動電動機3，300　V　三相50　c．．s　1台用途台数i形式誘導電動機盤試　験　盤操　作　盤キ・、eビクル形　　　　trデスクポード形小倉工場納め電気機関車用主電動機試験用電機品用・　1台数ぽw7蟹艦剰・・t昼動機試験用昇圧機　　tt　　　励磁機同ヒ用　励磁機同ヒ駆動用電動機lll6・　2・・｜88・　他励1　3：　、；9�g　晶220kW・湘誘導電動機3．300V三相60cis　l台用途　巨数形式　誘導電動機盤　試　験　盤1操作盤｜　　　キtエPtビクル形エ　　　　　　　　ツ11デ・クボー彫（133）　133　　　　　　　　　　　コロいり　　オコ　ぐコリロコいロロバロもいりり　コトリハロ　　コ　ロロトコいれり　コ　さホリ　ぐハびコのり　ロ　トヒエコリ　いロソオコいコロロリコぶコやソロコロ　ココ　ロコロリコド　り　　　　　　　　　　8．電　　　装　　　品　　　　　　　　　　”II「1‘川1，ll’レ�d」川川，llll1・’�_’ド1111“1川‘ll・・9／・”シ1川川III‘1・…　”II，ltd‘1」1，‘，．…　71川rllrl川9・・1川Illl，1‘II，．　川‘1目Electric　Equipment　for　Aircraft　and　Ground　Vehicles　　In　the　aircraft　iIldustry　in　Japall　jet　planes　T−33A　and　F−86F　have　been　completed　alld　now　P2V．7　andTIA　a「e　i田he　c°・・se・f…d…i…Al…he　p・・d…i・n・f・he　new　j・t一丘・h・er，　F1・4J，　h。，　al，ead，，、a，、，d；Nag°ya　W°「ks　is　bu・y　i・・h・d・v・1・pme…ff・・l　b・…er　p・m・・f…hi・pl…．Tw・ki。d，。f　seal，d，el。ysand°ne　m°d・1・f　t・an・f・・mer　f…h・m・d・・m−・・ze・・an・p…YS−11　h・v・1…1・b・en　add。d・。。u，　f、mil。。faircraft　electro−lnechanical　equipment．　　Elect「ic　equip…t　f・r　ln…rcars・・h・・gh　m・ki・g・…ad・…gress，　is　call・d　f・・f…her、ech。ical　im，，。ve−ment　alld「ed・・ti・・i・・・・・・・・…mee・immine・…m…i・…　b・b・・ugh・f…hb，　f。，、h，。mi。g　free、rad，．Al°ng　this　lin・・d・……s・…ers・d・・・・・…ers　and　mag・・…h・v・bee・d・v・1・p・d．　AC　d，。。m。s　c。n、。、。i。gsemi−c°nd・・t…h・v・b・e・b・・ught　t…mpl・・i・n・re・・1・i・g　in　m・・h・m・ller，ize　and，a、ier　m。i。、＿ce．M°「e°ve「asemi−a・t・m・tic　c・・ver・er　f・・m…rcars　and　a　ncw　ig・ili・n・y…mh・v・been。。m，1。、。d　d。v。1。pme。，．Inc「cased…d…i・・i・expec・・d　in　au・・−radi・・becau・e・f・・h・ir　ex・・em・ly　reli・bl・perf。，m、nce　and。v。il。bili、vln　VariOUS　VerSiOnS．　わが国の航空機工業界は，すでにT−−33A，　F−86F等の＝i　zlワト機の生産を完了し，現在P2V−7，　TIA等の航空機を生産中である．また次期戦斗機として採用になったF一ユ04Jの生産に着手し当社も名古屋製作所においてこの航空機のFucl　Booster　Pumpsの開発を鋭意進めている．新規に開発の完了した航空電装品としては，SealedRelay　2種類と中形輸送機YS−11に使うTransformerユ種である．　自動車用電装品については，自動車業界が非常に繁栄しつつあるが、しかし貿易自由が化目前に迫っているため技術的に品質向上と原価の低減を要求されている．この方針に沿ってDynamos，　Starters，　Dyna−startcrs　Mag−nctos等が開発された．同様にDyna皿oもSemi−con、ductorを内蔵した交流式のものが開発され今までよりもいっそう小形化されmaintenanceは簡易化された．このほか自動車用半自動変速機　（Semi−automatic　con−verter）新しい方式のIgnition　Systemを開発した．　Auto−radioについても品質の向上に加えてさらに改良された形や新しい機種によりいっそうの生産増大が見込まれている．　　　　　　　　11航空機用電装品　わが国の航空機工業は，すでに川崎航空機工業（株）がT−33Aジェ・。卜練習機の国産を完了し，36年2月には新三菱重工（株）がF−86Fジエリト戦斗機の国産をみごと達成した．現在では川崎航空機（株）がP2V−7対潜哨戒機・富士重工（株）がTIA国産づエリト練習機を生産中であり，さらに新三菱重工（株）および川崎航空機（株）は次期機体として決定され最後の有人機として注目されている，F−104J超音速＝：1エりト戦斗機の共同生産に着手し，また日本航空機製造（株）ではYS−11国産中形輸送機の開発が進められている．134　（134）　当社においては，T−33A，　F−86F，　TIAおよびP2V−7に装備される各種電装品の量産を続行し、現在納入中である、　またP2V−7用の新規開発品として，気密：J−）レlliリレー2種がいずれも認定試験，初回製品検査に合格し、すでに開発された機器とともに，量産品を納入中である．　YS−11はわが国初の国産民間機であって、これに装備される機器は機体会社の認定試験のほかに、運輸省航空局の型式承認または仕様承認のための検査が実施され、これに合格しなければならない．この新しい民間機用として，燃料づ一スタボツづMDK−TF55000−2および一5，三相変圧器およびAN，　MS標準のリレー、づレ＿力などの開発を完了しそれぞれ資格を取得したことは、特筆すべきことであろう．　F−104J用の電装品としては，燃料づ一スタ］わづ2種を担当することとなり従来修得した技術と，蓄積された経験を活かし，目下鋭意開発を進めている．　っぎに36年度に開発された機器についてその概要を述べる．　1．1　リレーAN3311−2　今回認定試験に合格したこのリレ＿はDC28V，10Aの定格の二極双投であるが，接点の活性化を防止した気密＝J−1レド（気密封止形）リレーの第1号として画期的なリレーである．　数年前米国において接点定格10Aの気密：」一ルドリレーに，0．ユ〜0．5Aを開閉させたらほとんどのリレーは接点間における接触抵抗が異常増加し事故を発生した．このため最小電流（Minimum　Current）という周囲温度ユ20℃中で定格電流の1〜5％の低負荷を50、000回開閉させる試験項目が追加された．　リレーをz・−Jレドすることは周囲環境の影響を排除する点で，リレーの性能や信頼度に寄与するところ非常に大で　　　　　　　　　　三菱電機・Vol．36・No．1・19624怜あるが，接点の活性化は：」一ルドリレーに限って発生するトラづ1レで、しかも解決困難なものである．　このリレーAN3311−2を開発したことは単に認定試験に合格しただけでなく、航空機用に限らず，一一般工業用にも今後シールドリレーの需要が見込まれるとき．接点の活性化を研究し対策を得て生産し納入していることは，より大きな意義があるといえよう．　リレーの大きさは65×55×45　mm，電量は0．155　k9と小形軽量にかかわらず，DC　29V　50Aの開閉，周囲温度120ec中で連続使用可能，接点の活性化防止など苛酷な要求をことごとく満たすものである．　1，2　リレーMS25024−2　前記1ルーが二極双投であるのに対し．この1ルーは四極双投である．性能的にはまったく同じで接点の活性化を防止して．気密一［　一｝レドしてあるので安心してどんな周囲条件でも，また活性化を生じやすい低負荷同路でも使用できる．試験項目はAN3311−2と同じで寸法的にはやや大きく80×65×50mm重量は0．3kgである．　　　　　　　　　　リレーの仕様部品番PvAN3311．2定格電圧（V）1定格電流（A）i　　極定　格DC　28AC　11510二極双投　　連　　続MS25024−2DC　28AC　11510四極双投　　連　　続灘．図8−1　リレ＿AN3311−2　DC　28V　IOA二極双投　Relay　AN3311−2　DPDT1，3三相変圧器図8−2　iJレ＿MS25024−2　DC　28V　10A四極双投　Relay　MS25024−2　four　P・le　d・uble　throw．図8．3　｛相変圧器3kVA　204，　28　V300〜460cs　Three　phase　transformer，　この変圧器は，YS．11用として開発し日本航空機製造（株）の認定試験に合格し、運輸省航空局の仕様承認を取得したものである．　H種絶縁乾式変lr三器で航空機用として小形軽量を要求されるので厳選した材料を使用している．さらに航空状態で遭遇する種々の条件すなわち高空，温度，振動湿度，塩水などの環境条件でも満足に動作し、それらのほとんどが米軍規格MILE・5272Aによって試験を行な8．電装品っている．　電気的特長としては電圧，周波数が下記に示すように飛行時と地ヒ時の2定格になっており、周波数はそれら両者を含めて］97−460c／sの広い範囲にわたっている．また連続定格のほかに5分間定格の条件でも使用できるようになっているが、これは定格負荷の150％を5分’‘ON∴15分“OFF”のサイク1レで連続的に使用できることを意味している．　仕様は仕様書MDK−5006にょって規定されておりその主なものを下記に示すが，実際はこの値を．E回る特性を有している．表8−1　三相変圧器の仕様形　式．一次電川（線問）二次電圧（拝川旧　力二次電流周波数定格時間電圧変動率効　率重　量高度範囲温度範囲湿度範囲巻線最高温度　（V）　（V）（kVA）　（A）（c’s）（　fJ6）r％）Ckg）（ft）C℃）（％）（℃）三相YY　自冷204　（丁穐f了時）　　！50　（地　上時）28　（　　　〃　　　）　　　20．6　（　　　〃　　　）　3　（　　　rt　　）　　　　2．2　（　　〃　　　）36　（　　　Is　　　）　　　36　（　　　〃　　　）300、460　（　　rt　　）　197〜300　（　　tf　　）連　続6以ド90以上8以下0〜3e，OOO　CO、約9150　m）−54〜斗刀0、1002252．自動車用電装品　ここ数年にわたる自動車づ一ムは36年にな．，ても・・向におとろえる様子もなく、順調に成長を続けた．多少の変化はあったにしても大勢としては　1．　自動車法改正にともなう中形国産車のDジン容量の増大　2・　レジ十一つ一ムにのったミニカーの進出　3．　国土開発の原動力たる建設機械の増産を中核として自動車業界は繁栄の一途をたどっているのである．　しかし、目前に迫った貿易自由化は技術面および販売面のよりいっそうの努力を自動車業界に要求しつつある．　ここに部品Pt−nである当社姫路製作所にはきびしい協力が要請され、電装品は日新しいものを市場に出すよりはむしろ現在生産中のものの品質向上と原価低減が36年の2大日標として大きくとりヒげられた．概要をのべると　ユ．　回転範囲の広域化　　自動車エンジンのパワーアっづ、加速性能、高速性能，などの性能向上は必然的に電装品の低速，高速性能の質的向．上を要求しつつある．　すなわち最高回転数の増大に伴う電気的，機械的性能に従来以上の高性能を，また低速性能の安定，機能上の精度などはエッカ性能上からさらに向上を望まれている．　2．　騒音　　本体の改良により自動車の騒音は次第にさがりつつある．電装品はその機構ヒたとえば整流子とづうシとのしゅう動音、電磁音、断続器接点の断続音などが取りEげられるようになった．（135）　135　3．　耐久性　　従来からパスなどは走行／00・000km無整備がとなえられていたが最近は自動車使用者層の広汎化により少なくとも1年間は給油その他の／入れ不要の要望が強くなり無給油タイづのボー｝レペァ1九つや潤滑の自動化のためにオィ1レ・：」−1レが使われるようになった．　4．　耐寒性　　ここ数年小形化がすすめられてきたが．その結果は当然過剰品質の切捨が行なわれていたのである．しかし36年冬の数十年来の寒さに加えて，新市場北海道への進出が活発に行なわれたため，厳寒時の始動性およびパリテリの充電性が問題になった・ts　ri動車メーカとも．調査隊を厳冬に北海道へ派遣し，それぞれに研究対策が行なわれたが一・部では、タイナモや，ス9一タの大形化により来冬にそなえる向きもあった．　5．　原価低減　　電装品はrl動軒lll品の中でぱll5．fltiiが大きいので値下げの対象になりやすく．一・万かなり高加．」二率のため人件費の高騰は必然的に機械化を要求し．現在のような多機種小量生産方式では国際競争に耐えるとは思えないのでこの面から各社の協力が望まれるのである．もほどこされたが．パ・Jテリおよびス’s−’sの容吊：増大という形で解決された．　しかし、近年，小形・軽量化が進められて来ており、性能向一Lとはいえ，この点逆行する形となるので、とくに重量あたりの出力の増大が計られた．　最近開発されたものに例をとって述べると、ヨーク外径を70φより90φにすることにより．11VJを約2倍とし．始動性をきわめて容易にした．そのおもな仕様は次のとおりである．　3，1MP1．012FL形スタータ　　系電圧　12V　　公称出力　1．0　kW　　l杉　　　式　　電磁担1込1杉　（寸一パラ7ノニ7’づクラ1リチ内J歳）　　ヨーク外径　90mmφ　　rTtl　　　　扇：　　糸ξJ　6．5　k　g　3．2　ダイナスタータ　最近の傾向としてタイナスタータは360cc級の軽．三、　IILI輪【Pおよび125cc以下のオートバイ（スクータを含む）用が多いが、この1年聞に開発または生産開始された機種のう図8−4　DN形タイ古　Type　DN　dynamo．図8−5　MP　LO　12　FL形スタ＿タ　Type　MP　1．0，12　FL　starter．図8−6　C−2086形プィすス　タヘタType　C−2086　dynastarter．図8−7CH−ZR形タイすス　タータType　CH−ZR　dynastarter．2，1直流充電発電機（ダイナモ）　36年は後述するように大容量に限られた半導体内蔵形交流充電発電機が小容量のものにもおよびつつあるが，まだ価格的に問題があるので，タイナモとしては回転範卯の増大化に対処し耐久性を増し生産性を向上させて日本の道路事情に適するよう、研究改良が加えられた．　代表的なものとして二極のDN形を紹介し・従Xの四極DP形と比較する．　1．　四極を二極として並列回路数を減少し．巻線導体を太くして。生産性を向上し耐久力を増した．　2．　整流f片数を減少し．かつづラシ数をへらしてフラp音の音源を減らし．かつ保持方式を改良した．　3．　フレーム．づ一リなどに鋼板を大幅に採用して切削加11数を減じかつ若下の重量軽減を図った．3，スタータ　前述したように，36年の傾向は寒冷時の始動性に重点がおかれ、一ユ5−−20℃で始動可能という線が打ち出された．このためには、燃料気化など始動系統外の改良136　（136）ち代表的なものは次のとおりである・　C−−2086形　この機種は軽四輪360cc　lgCを対象として開発した二ものである．諸元としては，　　外　径　ユ67mmφ　　fl：様　tiイナモ性能　200W14V14．3A　　　　　　使用回転数　1　．300　一　6、OOO　rpm　　　　　　スタータ性能　0．3kW　　　　　　拘束性能　9V150　A卜1レク2・7　kg−m　　　　　　屯　　　　　量　　糸勺　9．4kg　360cc車としては外径185　mmφのCG形があるが、外径的に小さなものが望まれる場合があり，全長を長く径の小さいこの機種を開発した．将来この種のものが実用される可能性がある．これは従来からあるCD形と類似しているが、発電容量の増大（200W以ヒ）による整流度の向トをはかるため，電機子スn・V卜数を31より39に変更した．　CH−ZR形　BS　IVv6オv車用として生産されているもので，　DU三菱電機・Vul．36・No．1・19621bッ冷却フ了ン付である．諸元としては，　　外　径　110mmφ　　仕　様　」イナモ性能　60W14V4．3A　　　　　　使用回転数　2，000　一一　S，OOO　rpm　　　　　　スタータ性能　0．2kW　　　　　　拘束卜1レク　8V80AO．45kgm　　重　量　　　　　　約3．Okg　モーく・）卜車用として，従来よりCH−A，　B，　C形などがあるが，これらは極数8極，電機子スロ1！）卜数31である．しかし整流度の向一ヒおよび原価低減を考慮して，このCH−ZR，およびCH−Y，　X，　W形などの極数6極電機子スロリト数25を採用した．また刷子数も4個より2個にし，刷子断面を4×8mmから4．5×8mmに変更した．しかし重量的にはやや増大している．4，二輪車用マグネトー　“ポタッーつでスタートできる車”をうたいもんくにしたスタータタイナモづ一ムも36年にはいり各メーカともコストタウ万に主眼を変えマづネトー装着車に移行しつつある．まず50ccKっト車にその傾向が現われたがここで従来までのマづネトー付エ滅ッと36年のエッジッとの大きな変化は次のことがあげられる．　1．　エンジンの圧縮率の増大　2．　使用最高回転数の上昇　　圧縮率が8．0−s−　10．0になり使用最高回転数が8，000　　〜10，000　rpmまで上昇し最近では12，000　rpmに達　　している．　3．　コストタウン　　車体の電気負荷をマづネトーから直接取り出し，パっテリ　　負荷を極力少なくしパっテリの容量を小さくしている．図8−8FAZ−IAi−L　月多フライホイーJVマづネ　ト　Type　FAZ−1Al−L　flywheel　magne・　to．　以上のことからマづネトーとしては圧縮率の増大，最高回転数の上昇により使用回転数の幅が広くなり飛火性能も向上している．とくに高速用の断続器とカムの改良により，ほとんど接点のおどりは防止されている．その代表的機種とそのおもな仕様は次のとおりである．　　つライホイーJレ形名　FAZ−1A，L　　使用回転数　500〜10，000rpm　　フライホイーJレ外径　110mmφ　　ハズミ車効果　約16kg−cm2　　飛火性能（三針スキマ）　　　　500rpmにて6mm以上　　　　3，000−8，000rpmにて8mm以上　　点灯性能（前照灯6V10W，尾灯6VIWメータうッ8．電　装　品　　　　づ6VIW）　　2，500rpmにて5．8　V以．E　　8，000rpm　Iこて9．OV以下充電性能（パリテリ6V　2AH半波整流方式）　　2，000rpm以下にて充電開始　　8，000rpmにて1．5±0．5　A5，農発用マグネトー　二輪車業界のセ1レスタートからキっクスタートに移行しつつあるのに対し農発とくに耕転機用エッ弘は従来のo一づスタート方式からセJレスタート方式に移行しつつある．しかしこのセ1レスタータはユーザの希望により適時装備できるように計画され，これに使用される充電方式としてはマづネトの点灯コイ1レを充電コイルとして動作させている．スタータがユーザの希望装備のためマづネトーの飛火および点灯性能もパっテリ用充電の有無にかかわらず共通の特性を必要とされる．　農発は二輪車と異なり一度エッ訪を始動させると一定回転数で長時間運転されるため充電々流としては大容量のものは必要とされない．この代表的機種およびそのおもな仕様は次のとおりである．　　D訪仕様　空冷4cycle　250　cc　　フライホイー1レマづネトー　形名　MF4−E　　フライホイー」レ外径　210mmφハズミ車効果390　kg−cm2　　使用回転数　300〜4，000rpm　　飛火性能（三針スキマ）　　　　300rpmにて7mm以上　　　　4，000rpmにて8mm以上　　点灯性能（パリテリ充電の有無にかかわらず）　　　　点灯球6V15W図8−9　MF　4−E形　フライホイー）レマづネトー　Type　MF　4−E　fiywheel　magne−　to．　　2，000rpmにて5．O　V以上　　4，000rpmにて8．5　V以下充電性能（ヒ）テリ12V15AHセッタータ・ッづ整流方式）　　2，000rpmにて0．5A以上　　4，000rpmにて2．OA以下6，半導体整流器を内蔵した充電発電機　35年の回顧号にも記載したように半導体内蔵充電発電機は小形化，保守簡易化などの点で有利であることが立証され，36年は12V系500W級以下のものに重点を置いて開発が進められた．　代表的なものとしてA1015，　A1012，　AIO26，　A1016が列挙される．出力的には200W，300W，350W，400（137）　137図8−10　A1012　AC　タイすモA1012　AC　dynamo．図8−12　A−1016AC　タイすモ　A−1016AC　dynamo．図8−14　つラシBrush．図8−11　A−1015AC　dイすモA−1015AC　dynamo．図8−13　ランデル形o一タ　Lander　type　rotor．図8−15　A1006　ACタイすモ　A1006　AC　dynamo．Wが対応する．　これら12V一般車用のこの種タイナモでは従来の分巻直流発電機式のものにおいて機関アイドル速度より高い速度で充電を開始するように設計されており交通密度が高く車両の表定速度が20km／hを下まわるようなところで走行する場合蓄電池が放電気味で冬期の始動に支障をきたしたものであったが，交流式となって整流問題が解決できたため，タイナモの使用速度範囲が倍増しうることを利用して，機関アイド1レ速度以下で充電可能となるように設計の基準を決定している点で今後の車両の充電系に寄与するところが大となる．　一方高速路の整備に伴って高速駆動されることが考えられるが，この点でも半導体内蔵充電発電機は十分な耐久力をもったものになっている．　構造的には後づラケットにシリコーJ整流器を押し込む方式を採用して小形化を計った点，0一タはラン芸1レ形とした点が特筆に値する．　図8−10，11，12は＝」リコv押込み部を示す後づラケー1）トの写真，図8−13はラーJ≠Jレ形ロータを示す写真である．　その他づラ諭｝レタの形状構造も図8−14に示すように工夫が施されている．　併使用される補器は定電圧調整器だけで逆流防止，継電器は内蔵の整流用：Jリ〕ッ整流器で置換され，出力制限器は不要となるように充電機自身の出力で出力制限するように設計されているし，初期の他励磁はガソリン機関の138　（138）キースイっチを併用するようにされているので，従来のものよりよほど簡単となっている．充電表示装置はやや複雑な回路となっているが充電機自身の信頼度が高くなるので全然具備しないままで車両装備されることが考えられる．　主としてディーゼルに使用される24V系のものに関しても改良が加えられ，1．5kW級ユkW級が新たに開発された．写真は，1．5kW、／kWのものを示す．24V系ではとくに始動電動機の保護回路と連動させる必要あるものについては，補器は比較的複雑なものとなっているほかは直流機の場合より逆流防止継電器，電流制限器が不要である点12V系と同様に簡単である．7，自動車用半自動変速機　現在自動車の原動機としてひろく使われている内燃機関は，許容最低回転数の存在と全負荷卜∫レクが同転数にほとんど無関係であるという特性からして，そのままでは自動車を駆動するのに不適当である，それで自動車では原動機と駆動車輪の間にクラ好および変速機を設けて内燃機関の特性を補うようにしてある．したがって運転者は内燃機関の出力を調整する仕事だけでなく，クう1リチの操作，変速機の歯車のかみ合わせかえという仕事も負わされている．これらはそれぞれアクセJレWJレ，クラっチくタル，変速レパーによって行なわれるが，操作に当たってはたとえば変速の場合にはクラリチを切りアクセ）レくdi）bを戻して歯車を手で入れかえるというように三者の間にある関係を持たす必要がある．　このような操作は運転者にとって非常にわずらわしいものであるから，アクセ1レくタルの操作は別として他の二老を何とかして自動化しようとする努力が続けられたのは当然で，その結果っいにア刈力の大形車においては流体クラリチまたはト1レクコッノ仁タを使ったいわゆる全自動変速機が開発され目ざましく普及している．これはクラっチと変速機の操作を自動化したもので，運転は非常に容易になるが効率が悪く価格も高くなりすぎる欠点があって，日本やコーロ”）パに多い2，000　cc　tw以下の白動車には不向きな方式である．そこで考えられたのが，変速機の操作は運転者が手で行ないクラリチだけを自動化する半自動変速という方式でB一口リパではかなり普及している．　現在自動車業界における技術面での最大の課題はこの自動変速機で，当社でもこれに着目して半自動変速機の開発に努めてきたが，このほどようやく製品化の見通しがついたので以下にその概要を紹介する．　図8−16，17，18は半自動変速機を構成する基本要素で，それぞれ電磁粒子式クラっチ，コットロー1レポっクス，ガノけである．原理としては，励磁コイルの電流を増すと伝達トルクも増す形式の電磁粒子式クラリチをルけおよびコットロ叫レfi　uクスによって制御するもので，図8−19にその制御同路の一例を示す．　この例では発進時にクラリチコィルにタイナモの出力電流三菱電機・VoL　36・No．1・1962図8−16　電磁クラ，pチ　Magnetic　clutch．図8−17　コーJトロールポっクス　Control　box．　←一一　　　　6聾善。：．．　　　　　　　　　　　コントロールポノクス！　　　　　　　　iA　　　　　＋．　　　　　　　　　　　　l　　　　　　G2接点　　　　　　イグニションスイ・チ　　躍認丁ン‘・・…■「−　　　　　　l　　　　　　G1接点A←一一一一’一一1「　一一丁　100「；享，IJ　50こ色60　　一「＼1鴻1　‘　　1　　　　　器ぐ戊　世二ニー−G！　　　　；「日　　　　黛L＝菱　’彦ノ＼接点図8−19　半自動変速方式制御回路図　Circuit　diagram　of　semi−automatic　variable　speed　control．］一工；　　　藷　　⊥元」図8−18　ガパすGovernor．1。。L＿＿．1。。＝；「膓5°1；ア5％゜1　　5。166　　　励磁電流〔％）　（a｝トルクー電流オキ1生50％OoL．悟　了『一一�_品　　　　スリ　ノブ　（％）（h）1’ノレク　ー　ス　‘」　　　フe？寺’］’t出一57　　　vク図8−20　×1055形電磁粒子式クラッチ　Type　XlO55　magnetic　p（）wder　coupling．図8−21電磁粒子式クラッチの特性　Characteristic　of　magnetic　powder　coupling．hiが供給される．したがってアクセ）ueタJレを操作してエンづフの回転数を高め発生するト1レクも増加させた時は，クラリチコイ1レに供給されるタイナモの出力電流も増し，電磁粒子式クうリチが原動機のト1レクを徐々に駆動車輪に伝えてなめらかに発進する．タイナモの界磁コイ1レに直列にはいっている抵抗Rはクラ1・」チの伝達卜1レクが発進に理想的な特性を持つようにタイすモの出力を修正するためのものである．発進し終わって車速が高くなるとタイナモを修正したままでは充電が十分に行なわれないから抵抗Rを短絡するが，この指示を与えるのが車輪の同転数によって働くガノけ接点を持ったガノけである．なお変速機は普通の歯車式のものをそのまま使うから変速の際にはクラワチを切る必要があるが，この時は変速レパーに設けられた接点が自動的に閉合してリレーCが働きクラ呼への給電同路が断たれる．これはもっとも簡単な方式であるがもっと複雑精妙な制御をすることも可能であり，また電磁粒子式クラ11・チを使った全自動変速機を作ることも可能である．　ここでとくに説明を加えたいのは電磁粒子式クラっチである．その構造は図8−20に示すとおりで，入力体と出力体の間には狭い空隙があってこの空隙には細かい鉄粉がはいっており，励磁コイルに電流を通じて入力体と出力体を貫通する磁束を生ぜしめると，磁束の方向に鉄粉が鎖のようにつながって入力体と出力体を結びつける．電流を加減すると伝達卜1レクも増減するがその特性は図8．電　装　品8−21（a）に示すように実際上直線的関係にある．また図8−21（b）で明らかなように伝達卜1レクはスリリづによってはほとんど変化しない．その上振動や衝撃を吸収する能力が流体クラリチに劣らぬほど大きいからクうリチ結合の際に衝撃や：JVクリ現象が生じない．しかも完全励磁状態ではスリiVづはなく効率ユ00％である．従来このような望ましい特長をすべて備えたクラリチは存在しなかった．したがって自動車用クラリチの自動化に当たって出されていたむつかしい問題の幾つかは電磁粒子式クラ句の採用により解決した．　なお電磁粒子式クラっチはその良好な特性からして一般工業用にも広い用途があるが，とくに負荷や入力側の速度が変動しても出力側の速度が変わらないようにする定速度制御（たとえば化学工業における混合機），伝達力を正確に一’定に保つ定張力制御（たとえば製紙過程における巻取機），もっと要求のきびしい定速度定張力制御（たとえば磁気録音装置）に利用して価値が大きい．そのほか建設機械や荷役機械において流体クラリチと置きかえて緩衝の役目をさせることもできる．　また普通の電動機に比べていちじるしく慣性モーメ’Jトが小さいので，制御の容易なことと相まってサーボモータとして使用すれば速応性のすぐれたものが得られる．8，新しい点火装置わが国の二輪車技術は世界最高レdJレに達したことが（139）　13936年度のイ判ス，マーJ島におけるT．Tレースおよび他国のづラフづリレース結果から明らかになった．これらエ巧ン技術向上とともに優秀な性能を有する点火装置を開発する必要があり，事実過去におけるエッ訪性能の向上と点火性能向上とは互に連けいを保ちつつ進歩した．当社製マづネトーは上記T．Tレース出場車の一部に装着され上位の成績で全車完走した．しかし年々エンづッ性能の向上とともに回転数は増加の一途をたどり，しかも点火位置の運転中における変動を極力減少させることおよび点火装置の小形化，極度の信頼性が要求されるようになったので，高速時における信頼性は従来利用されてきたtoムおよび断続器を使用した点火系では一定の限度以上は無理である．　最近におけるパワートラッジスタ性能向上により点火装置のトラッジスタ化が活発に進められ一部のエ坑ンメーカでは当社製トラフジスタ点火装置の実車テストが行なわれ高速回転において好結果を得ている．トランジスタ点火装置にはレシづロ用とガスターb用とに大別されるがこれについて下記に述べる．　811　レシプロエンジン用　従来通り接点を使用し接点に加わる電気的負担を低減する方法と無接点式の2種類になるが接点を使用する方法は依然として高速時における断続子の追従性が問題となるため無接点式を開発した．これは機関の点火位置を磁石とコイルよりなる信号装置で電気的パ1レスに変換し，このパルスを増幅器により増大しスイリチーJづトラッジスタを開路させ点火するものである．このうちとくにスイ・vl−Jj140　（140）図8−22　1C−F2形点火図8−23　X−3022形スィ1ク　チンづ装置　Type　X−3022　switching　device．図8　−24　X−3012形増幅器　Type　X−3012　ampli丘er．図8−25　X−3011信号装置Type　X−3011　signal　device．図8−26　X−2099点火装置Type　X−2099　ignition　device．装置は当社独特の直列トラーv・：iスタ方式を使用しているので欧米各国で開発されている方式に比し消費電流が少なくかつ点火コイ1レを小形化できる点は有利な方法である．現在実用化したこの種方式によるエ滅ッ回転数12，000rpmの電流値はユ．2Aであり実用最高回転数は30，000rp皿に達する．図8−22はIC−F，形点火コイ1レ，図8−23はX−3022形スィ・リチ’Jづ装置，図8−24はX−3012形増幅器図8−25はX−3011形信号装置を示す．　8．2　ガスタービン用　燃焼室の形状が特別であり，かつ燃料粒子が大きいので大きな点火エネル≠を必要とするから，あらかじめコンデvサに蓄えたエネ1レ干をトリガ変圧器による周期的なトリガで点火セvへ放出させる．この方法は真空管，コ’JデーJサ，変圧器よりなるから点火エネ1レ≠は得やすい反面重量および容積が増加する．上記の方犬もトラ記スタ化することにより小形軽量化がm∫能であり今回開発した全トラ’u＝Jiスタ式点火装置では上記に比し約1／5の重量で，容積も約lf3に低下できる．図8−26はX−2099形点火装置外観写真を示す．9，三菱オートラジオ　当社の全トうンづスタ式オートラ＝Jtオは，この1年間に，生産面の拡充と，セリトの意匠構造，電気性能などの品質向上によって，順調な伸展を示し，生産量は35年の約2倍半に達した．　新しく開発し生産されたものは，一般市販用2機種，自動車メー力向け5機種に上がるが，形式の上から大別すれば，押しボタン式3機種，手動同調式1機種，マイクァンづ1機種である．　押しポタッ式は，いずれも旧形のAR−430形を原形として大幅な改良を加え，完成された7石ラジォで，感度およびAGC特性がすぐれ，複同調IFTを2組使用して選択度の向上をはかり，低周波段にも多量の負帰還をかけて音質を改善している．点火系その他自動車電装品より発生する雑音に対しては，低域，中域，高域用とそれぞれ3段階のフィルタを備え，ほぼ完全に除去することができる．　手動同調式は，押しボタン式の回路を基礎に，簡略化と改良を加えた6石ラJlオで，原価の低減をはかるとともに，押しポタv式とほぼ同等の性能を得ており，構造上は，特殊偏平形スピーカや極性切換スイっチの使用など新しい方式を用いている．　36年は，これらの機種に加えて，さらに改良された形や新しい機種によっていっそうの生産増大が見込まれている．以下，機種別に簡単に説明する．　AR−150形　日野自動車工業（株）製日野1レノー用純正として納入している．電源は6V，一アース，スピーn箱が本体の下に一一体となって組込まれており，スピーカは12×17cmの特殊偏平楕円スピーカを用いている．三菱電機・VoL　36・No．1・1962L由　AR−590　升多　日野自動車製コンテッサ用純正として納入している．電源はユ2V，一アース．本体とス6一力箱その他より構成される．受信部本体は車内計器バネ1レ中央のラ・’オ取付位置に付属の金具類によって坂付けられる．ス6一力箱は三角柱状で，バッド1囲はトと計器板の中間に取付けられる．　AR−500形　一般市販用押しfiターJ式セっトで，内容はAR−590形とほぼ同一である．しかし，あらゆる車種に適合しうるよう，デザィッを考慮し，取付構造も簡単化されている．12V用を主とするが，6Vにも使用でき，極性は切換可能である．36年度の主力機種として好評であった．な図8−27　AR−150形Type　AR−150　autoradie．図8−28　AR−590形　　Type　AR−590　autoradio・　　　さごコる　まへ図8−29AR−500形　Type　AR−500　autora（lio．図8−30AR−330形　Type　AR−330　autoradio．灘図8−31　AR−500　B形およびAM　−520形　Type　AR−500　B　and　AM−520　autoradioS．　図8−32　コンテiVサに取付けられたAR−590形Type　AR−590　autoradio　mounted　on　a　motor　car．8．電　装　品お，本機には，別途開発生産された，各車種別の取付用エスかワー［　ヨーJを使用することができる．　AR−330　升多　一般市販用の手動同調式普及形で，前述のようtc斬新な機構，≠ザインを有し，同じく主力機種として生産された．乗用車用の各種エスto　・）　：」ヨッを用いることはもちろん可能であるが，最近の700ccから360　cc程度の乗用または貨物用としてもっとも適しており，つぎのAR−330M形のように，軽自動車の純正指定を受けつつある．　AR−330　M　ff多　新三菱重工（株）製ライトIY　−J三菱360用純正ラ謝で，付属品として，特殊な点火づラづ用iムカパーやアンテナおよび取付金具を有している．　AR−500　B形　新三菱重工（株）製小形パスローザ用純正うジォで，大形の車内天井用スピーカを有し，車内用マイクァ万づを組合せて使用できる．本機はとくに妨害雑音除去に注意して設計されている．　AM−520升多　上記AR−500B形に組合せるマイクァッづで，前置増幅器としてトラ巧スタ1石を有し，マイクは2個使用可能である．受信周波数（kc）回路方式同調方式最大出力（W）｛吏用トランジスタ（石）電池電圧（V）極　　性ス　　ピ　ー　カ受信部ζh部横幅　（mm）高さ　（mm）奥行　（mm）重量　（kg）横幅　（mm）高さ　（mm）奥行　（mm）重量　（kg）用途AR−150受　　AR−590形　　AR−500形535〜1，605高周波1段増幅付スーパヘテロダイン手動および押しボタン式（5個）μ同調　　　1．5　　　　　　　2　　　　　　　2　　　7　　　　　　　　　7　　　　　　　　　75．5〜7．5　　　　　　　1｜〜15　　　　　　｜1〜15θアース　　　　θアース　　　��θアース12×17cm偏平　　10×15cm10×15cm2001161983，2160501601．71601121201．5　　　　　　口野コンテッサ日野ルノー純正　　　　　　　　　純1E［60501601，71601121201，5一般市販受信周波数（kc）回路方式同調方式最大出力（W）使用トランジスタ（イ1）電池電圧（V）極　　性　1一ピ＿カ受信部香去部横幅　（mm）高さ　（mm）奥行　（mm）重量　（kg）横幅　（mm）高さ　（mm）奥行　（mm）重量　（kg）AR−330（M）形　AR−500B形　AM−520形用途535〜］，605　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　マイクアンプ高周波1段増幅付スーパヘテロダイン　　　　　　　　　　　　（前置増幅）手動ζ，同調押しポタ∫式州調　二　　6　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　15．5〜7．5↓11、　15　　　　11〜15　　　　　　　　　11、15●○切換　　　　θアーX　　　　　θアース！・・15・⊇平［［・・1ア・m165501501．3156551250．8一般市販162521842，020015636−iL｛11268400．5小形パスローザ純正ただしMは三菱360純正（141）　141’‘1．tt．°，…IM‘ldlli．・tt．叫‘川‘川川lt．噛．’”‘II川1川‘1明．・tttt．1”川1川1川．．1／’t°lll‘1＄Nllld　Ilr’，”．−1川川lll川‘．’，�j”dill111‘川tk．°．’・°1“S‘川11‘II、．°・訂・、M‘川1川‘11t．°，°，・�jIllll川1‘lh．’・’・’川川十11111d9．エレベータ・エスカレータElevators　and　Escalators　　　In　parallel　with　rapid　increase　of　buildings，　of　late，　installation　of　elevators　and　escalators　by　Mitsubishiduring　1961　broke　past　records　in　number．　Furthermore，　techn三que　in　manufacturing　them　made　a　great　progressand　numerous　achievements　were　brought　to　light．　　　First　to　mentioll　is　the　elevators　of　the　highest　speed　in　Japan　delivered　to　the　International　Hotel　in　Kyoto．They　were　of　Rototrol　gearless　type　c皿trol　running　at　210　m／min．　On　the　other　hand，　as　was　stated　in　theJanuary　issue　of　the　year　before　last，　the　company　completed　standard　elevators　ill　an　aim　of　using　them　forpopular　purpose　such　as　installed　in　apartment　houses　as　we11　as　very　high　class　elevators　of　limitcd　usage．That　is，　the　company　announced　17　kinds　of　general　purpose　elevators　under　the　trade　name　of“MitsubishiElepet，’．　In　addition　a　number　of　new　style　elevators　were　built　and　installcd　in　noted　edi丘ces．　Of　the皿those16units　for　New　Sumitomo　building　were　of　the　most　up　to　date　design　of　gearless　type　and　Auto−Select−0−Pattern　Auto　having　the　highcst　ability　of　group　control　system．　They　were　the　most　gorgeous　of　the　kind．　Anothertypes　drew　public　attention　were　those　for　both　passenger　and　freight　use　contril〕uting　to　the　trathc　of　Kyushudistrict．　Oil　pressure　types　used　for　conveying　motor　cars　in　underground　garages　were　further　outstandingdevices．　The　idea　was　not　new　at　all，　but　a　number　of　handicaps　relative　to　the　starting　method　hampered　theapplicatioll　in　the　past．　Mitsubishi　had　done　away　with　the　troubles　by　completing　an　oil　pressure　circuit　ofshockless　running　character．　　　Escalators　were　also　built　in　quantities，　renewing　the　record．　There　were　many　new　type　machines，　but　themost　conspicuous　was　an　all　transparent　type　escalator　with　very　durable　hand　rails．　　とどまることを知らない最近のピJレ建設の激増に併行して，エレK一タ，エスカレータの設置台数は36年度もまた過去の記録を大きく更新した．台数のみならず，新しい技術的開発研究もたゆみなく行なわれすでに結実の域に達したものもあり，さらに今後に大きく期待しうるものもあるがその代表的開発品と納入品をここにご紹介する．　　まずわが国最高速エレペータを完成し京都国際ホテ1レに納めた．このロトト0叫レ方式杵レスエレベータは新形制御装142　（142）図9−1（a）“エレKッh”のカゴ室　　　Cab　of‘‘ELEPET”．置により210m／minという国内最高速度と円滑な運転で斯界の注目を集めている．　一方35年度の1月号でも触れたように当社は局限された高級エレN一タに限らず一般用交流乗用エレN一タの普及をも念願としてアパート用標準エレペータを完成し住宅公団その他一般向けとして好評を博しているが，さらに昨今の中小ピJレの激増にともない，経済的なエレベータの普遍化を推進する意味において17種類の一般用標準乗用エ図9−1（b）“エレNv卜”のhS’室　　　　Cab　of　Ct　ELEPET”．三菱電機・Vol．36・No．1・1962蓼e図9−2　千代田白レ　乗用エレペータ垣室および乗場　Entrance　and　cab　of　passenger　elevator，　Chiyoda　Building．レベータ，“三菱エレペリト”を標準化し発表した．当社の意のあるところを諒とせられ江湖の賛同を得たいと念願している．かかる企画は欧米はさておきわが国においては画期的なものであり今後の発展が期待されている．　その他新製品でも多彩なエレベータが相次いで製作された．日本長期信用銀行，新八重洲，勧銀淀屋橋白レ，千代田巳レ，日比谷電電公社等枚挙に暇ないがとくにその規模において話題を呼んでいる新住友ピJレ納めの≠？レスェレペータ16台は工場試験を完了した．この群管理方式エレベータ中最高の能力を持つオートtレクトパタ九一卜式エレベータは豪華絢燗たる装いを持って本誌発行のころ，白レの完成とともに納入の運びとなろう．　また先年関門国道向けとして大形人貨用エレベータ4台を完成した当社は，戸畑，若松両市を連絡する若戸橋向けとして大形人貨共用エレK一タ6台を道路公団向けとして納入し北九州の経済的発展と密接につながる交通の一翼をになうこととなった．　また最近の地下駐車設備を持つ白レにおいては，地上階と地下階との連絡に自動車用エレK一タを設置する機運が高まっている．なかでも2階に機械室を必要としない油圧式はピ1レ面積の有効利用の点で最適である．ところが今まで油圧エレK一タは起動停止時のショリクの問題があり油圧式の難点とされていたがこの問題も解決され，全然：Jヨリクのない円滑な運転特性を持つ油圧回路の完成を見た．すでに東京都天理教館に納入しその他向けとしても相次いで製作中である．　一方エスカレータの製作台数も大幅に過去の記録を更新し，新製品においても見るべきものの多かった年であった．その中でも新方式の全透明形，いわゆる1−Jレヌードェスnレータの完成を見たことで，従来とかくこの種エスカレータの問題とされた移動手すりの寿命の問題も独得の方式を考案し従来品と比べ面目を一新した．このため各方面より好評を博し多数製作中である．なお海外向けも359．　エレベータ’エスカレータ図9−3　新八重州ピJV　乗用エレベーsカゴ室および乗場　Entrance　of　passenger　elevator，　Shin−Yaesu　Building，図9−4　勧銀淀屋橋t’　JV　乗用エレペータ乗場　Elevator　hall　of　Kangin　Yodoyabashi　Building．年に引続き好調な歩みを続けている．　以下に代表的なものを選んでご紹介する．1，　エレベータ　1，1京都国際ホテル納めギヤレスエレベータ　36年度の当社技術的開発の一つとして，わが国最初の定格速度210m／minのエレベータが36年8月営業運転にはいったことが特筆大書される．この≠？レスェレK一タの主電動機は，ころがり軸受を採用した結果，据付面積が小さく，かつ円滑に起動できるようになり，従来から行なわれている当社独特のハが」起動方式の効果はいっそう顕著になった．制御装置は従来よりさらに高利得のo卜トロ叫レを使用した帰還制御系を基本にしており，多段加減速ノLL）チにより高能率で円滑な運転特性を示した．この結果従来の150　m！minの定格速度のものに比べて約20％運転時間を短縮でき，高速エレK−sの特長を十分発揮している．またBパックの純日本風なカゴ室デザインは内外の観光客の注目を浴びている．　1，2長期信用銀行納めギヤレスエレベータ　当社は35年関西電力本社に群管理方式中の白眉と目（143）　143図9−5（a）京都国際ホテ1レ乗用エレペータ乗場　Entrance　and　cab　of　passenger　elevator，　Kyδto　Kokusai　HoteL図9−5（b）京都国際ホ司レ　乗用エレベータカゴ室照明　Lighting　of　cab　for　Ky6to　Kokusal　Hotel．される1一トセレクトパタンォート方式に乗客の流れに応じて戸の開放時間を加減制御するトラフ4・）クセーJチネ1レ方式を付加したものを納入して実用上非常に運転能率が向上し好評を博した．この方式はさらに長期信用銀行向けとしてCl〜C3号機の3台に採用された．またC5，　C6号機の2台は2カーセレクチづコレクチづ方式で簡易形のトラフ・・’・Vクセッチネ1レ装置が採用された．　いずれもエレベータが着床し戸の開放しているむだな時間が節約されエレベータの総合能率を増進するので今後の全自動方式にはこの方式の採用が普遍化されると思われる．またこのエレK一タのカゴ室は，今後の豪華建築向けの指標とされ，全面光り天井形の採用，タクト送風装置付の間接換気設備，冬期暖房設備もともにわが国初の試みであるのみならずts　jL室設計上のエポリクを画したものである．　1，3　パレスホテル納めギヤレスエレベータ　乗場ポタッおよびDjiポタッがそれぞれ面目一新された．すなわち乗場ポターJとして当社独特の1レミネrtターJ，また垣ポタッとして同じくリセスポタツが採用された．1レミネポターJはアクリライトのフェースづレートをエ・リづライトで照明しており非144（144）mv�D。。タ馨‡量§嬢ゆ●y　図9．6パレスホ．，レ乗用．．ぺ．，カゴ醐盤｛　　C・rs・・ti・n・f・P…　g．　e　n　g・・el・v。t。r，　　　　Palace　Hotel．常に柔かい1レミネセット調で点灯時でも非点灯時でも乗場ロピーにマっチした近代的な意匠効果を与えている．リセスポタンは操作に便利でまた表示を明確にするため思い切って大きなポタvとなっている．これらのポタロはいずれもごく軽く触れる程度で登録され非常に軽快に動作する特長をもっている．2．　エレベータ用直流電動機，電動直流発電機　35年に引続き活況を呈し歯車なし巻上機110台，歯車付巻上機115台を納入しなお鋭意生産中である．36年度の新機種はつぎのとおり．　2，1GL38KM形巻上機用電動機　本機は35年より定格速度240m／minまでの大形高速歯車なし巻上機用として鋭意製作を進めてきたが36年8月京都国際ホテルに第1号機2セりトが納入され日下好調に運転中である．カゴ速度の高速大形化に従い，　きわめて大きな軸受荷重が要求されるため，軸受には特殊ローラ軸受を使用し，起動卜1レクの減少ならびに保守点検の簡易化を計っている．図9−7GL38KM形巻上機用電動機　Type　GL38KM　gear　less　elevator　motor．　2，2436RS形電動発電機　本機は上記GL38KM形巻上機用電源として製作したもので，レォナード発電機，励磁機，駆動用三相誘導電動機を共通軸上に組立て，電動発電機上部には制御用ロートト三菱電機・Vo1．36・No．1・19621b　　　　　図9−8　436RS形電動発電機　　　　　　Type　436RS　motor−generator　set．ロー1レが取付けられている．また電動発電機は4個の防振ゴムにより支持され機械より発生する振動を直接床に伝えないよう考慮が払われている．3，　エスカレータ　3，1オールヌード形エスカレータ　36年度に納入した大口のエスカレータ工事は、　’口5台以上のものでも10指に余る．この傾向は，百貨店のサー亡スの重点が従来の昇りのみに限らず下降エスカレータも設置することが普遍化している結果と見られる．しかもこれら納入実績を形名で分類して見るとDS形，　DTT形のようなラry　n：．透明形が全体の60％を占めてなお漸増の傾向を示している．この事実は最近とくに，エスカレータの上昇、下降に随利で据付面積のノ」・さい複列交差形配列法が採用される結果，ややもすれば店内の展望を阻害される傾向となるため最近のデパートには透明形，すなわちヌード形が依然好まれていると思われる．かかる傾向に対して当社では，エスカレータのラ功ッの全透明形を多年研究し，問題点となる」ム手すりに対して長時間の工場試験を好成績裏に完了することができた．寿命ではDI形，　DTT形に比べてなんら遜色なく，しかも上記の軽快、優美さを兼備する結果，井筒屋7台，東武9台，福岡白レ6台等続々この1−JレヌードDS形が採用され完成の暁には斯界の注目を集めるものと期待される．　3，2　デマーケーションコム（踏段境界線）　当社はすでに本誌第34巻第9号で報告したように，踏段と踏段との境にクリートラィザと≠マーケーションコムとの組合せによって，エス戊〕レータの基本的安全度の向上に成功したが、さらにこの市一ケーショッコムの色を従来の黒色から茶褐色に換えた．このためエスnレータに乗る際に水平帯状に流れる踏段面の境界線は従来よりさらに明了となり安全度が倍加した．　3．　3　コンターライト　36年は百貨店だけでなく，銀行，ホテル向けにも多くのエスnレータが設置されたが，とくに第一ホテ1レ向けのラvカーJは百貨店以外の今後の行き方の指標の一つとして注目に値する．従来ラン加照明付の場合は全面照明するのが9・　エレベータ’エスカレータほとんど建前となっていたが，これは百貨店の明るい店内照明とは良く調和するが、ホ引レ、銀行，または地下鉄などの環境によっては、明る過ぎてかえって落着きのない感覚となることがあった．この第一一ホテ1レのばあいステーJレス製内側板の下縁と、スカー団一ドの間に一連の照明を帯状に施し，ほどよい明るさと全体的に優美な感覚を出したもので、DPI形と呼ばれている．　この照明法はまた一’名をコッターライトと呼ばれ，当社としても百貨店以外の建物に推奨したい形式の一・種である．　3，4エスカレータのおもな大ロエ事　なおヒ記以外にも大口工事として見るべきものが多くとくに照明，外側仕1：等の点において建物との調和にとくに意を用いたものが多かった．大阪大丸百貨店，白木屋百貨店，大阪南海高島屋などはこの一i例で，また東急自由ケ丘納めのように周囲と良く調和し落着いた外側仕上が施されたものもその好例である．図9−9　第一ホ引レ800DPI形エスカレータ　800DPI　Escalators　for　Tokyo　Daiichi　Hotel．図9−10　大阪大丸1200DI形エスカレータ　1200DI　Escalator　for　Osaka　Daimaru，（145）　145図9−11白木屋1200DTT形エスhu一タ　1200DTT　Escalators　for　Tokyo　Shirokiya．図9−12　南海高島屋1200DTS形エスカレーs　1200DTS　Escalators　for　Osaka　Takashimaya．図9−13東急自由ケ丘ピ）レ800DP形エスカレータ　800DP　Escalators　for　T6kyu　Jiytigaoka　Buil（ling．146　（146）4，　ロープウエイ用電機品　リアクト1レ制御方式ローづウエイは33年白浜にユ｝ナ機を設置以来，2号機を河口湖に，3号機を長崎稲佐山に納人し良好な成績を収めているが，引続いて36年度は善光寺’ド「fiJけ（75　kW）と、伊豆寝姿【」」lf・Jけ（95　kW）を製作した．とくに寝姿山向けのものは初めてト元○スダルー．＝」リコッ制御整流素子などの半導体を取入れて．制御装置の小形化を計るとともに電磁継電器の欠点である接触不良とか機械的摩耗の心配をなくした．　トうvジスタリレー要素約180f［11・i，磁気増幅器の代わりにおきかえたシリニ〕rコ制御整流素子は16A用を8個使川している．制御方式は従来と変わりないが、トっンジスタリレーなどの使用により新しい特殊なlrJI路が採用されている．　なお善光．与’トと寝姿山o一つウェイにぱコーJ；vサによる自励現象を利用した制動方式を採川することによって制動距離を短縮し安全性を高めている．き　　　　　　　ぽ　ガ丁　マ　丁只図914　伊豆寝姿川ローう・）エイ｛剖御盤　（トラン諏列レー，・Yリコン制御整流素丁使用リア外1レ制PID　Con亡rol　panel　for　Ropeway　front　view．　（Reactor　control　by　using　tran．sistor　relay　and　SCR）三菱電機・VoL　36・No．1・1962uコけロオコパロケ　ト　オコオオコいオドいリリ　　ロ　　ヨ　レリ　ト　　コヒ　ルヨオコ　　　　コロドレが　ロオコ　コロけヅヅコ　　オ　　コ　　ココド　ロト　ハコげオのロト　さ　オぬ　コ　　コソコ　　コ　　　ロいコ　ココ　　サオ　オ　ロ　ト　　　　ココトコピリ　ヒ　コ　　　さリリいぞり　り　ロムココいぜオコじ　　コロロ　リオいバリロココじ10・空気調和・冷凍・空気清浄装置“，llllF「lal’「’1”「）1‘‘ltlFlllll…，’．・’ilH‘lllllllll．’”・．’1‘1111‘・‘1・F・．”Ud‘111・111‘i、・・9・’1HIILb”・ll｜1・．．・・1…‘1‘1‘1・ILI…．111・1‘Hdl1‘1・1．・．・・．・…Ilrl．1川い．・，．1「‘1‘1．，1‘1：，．．・．．・．・ト1．IL…‘lll、1、・．．、．．td‘1、1，Ill‘11，．、。・．．．1”，1、、1，，．11．、．、．t／1／1Air　Conditioning，　Refrigeration　and　Air　Purifying　Devices　　Refrigerating　machine　circles　in　1961　were　backed　up　by　brisk　invcstment　on　industrial　facilitics　and　a　con．sumption　boom　of　general　public，　making　sound　progress　following　the　previous　year　and　resulting　in　an　increaseof　production　by　35％．　Large　sizcd　refrigerating　machines　ordered　were　numbered　about　600　covcring　those　forair　conditioning，　marine　use，　dairy　farming　and　ice　makillg．　Especially　conspicuous　was　demand　for　air　con−ditioning　due　to　boom　in　building．　Also　cold　storage　on　mother　ships　and　application　to　dairy　farming　becauseof　increased　demand　of　ice　cream　and　milk．　A　half　of　small　sized　refrigerating　machines　were　for　householdunits，　thcir　production　illcreasillg　by　20％with　a　steady　step　compared　with　thc　year　before　last．　Thus　in　theproduction　the　company　was　ranked　highest　in　the　circles．　　In　linc　with　the　diffusion　of　refrigeration　idea，　Unitaire　and　Windaire　Inade　a　sharp　increase　in　demand，　thef・・mer　by　60％・・d・ggreg・ti・g　5，000・A・f・・th・1・tt・・，　a　new　heat　pump　typ，。f。q。i。。1，nt　ice　m。ki。gcapacity　1．5　tons　was　newly　introduced　and　about　5，000　wcre　sold．　This　thriving　business　greatly　owcs　tounusually　hot　weather　of　last　year．　Ice　cream　stockers　were　among　those　favored　by　thc　weather．　About　50，000were　sellt　to　the　market　and　the　factory　was　reluctantly　compelled　to　decline　the　later　orders．　Electricallv　cooledshow　cases　also　madc　a　hit　Iast　year．　Their　production　reached　30，000．　　Air　puri丘ers　were　on　the　increase　in　demand，　too．　What　is　called　Clcanaire　showed　production　of　i40％of　the　last　year’s　record．　Water　coolers，　vacuum　cleaneres　and　commercial　refrigerators　were　all　sold　in　quantities．To　be　prepared　for　diffusion　of　the　apparatus　of　this　kind，　Mitsubishi　has　set叩aspecial　schooling　in　ShizuokaFactory　for　the　dealers　and　customers　as　well　as　the　own　employees．b　36年の冷凍機業界は活発な設備投資と消費景気とにささえられ35年に続いて順調な発展を遂げた．すなわち36年は35年の35％の増産が記録された．　大形冷凍機は冷房用，漁船用，酪農用および製氷冷蔵用として約600台の需要があった，とくに建築づ一ムの影響による冷房方面，母船用冷凍機，アイスクリーム、牛乳の需要増大に伴う酪農工場の利用が目だった．　小形冷凍機は半数以上が冷蔵器用として用いられた．その伸びは35年比約20％であって強い基盤に立っての自然の伸びの感じがある．伸張率は目だたないが業界第1位の納入実績を記録することができた．　ユニテ？・ウィンデャは冷房常識の普及とともにその需要は急激に仲びた．ユニテ？は35年の60％増，約5，000台の生産をした．ウイーJデヤは新たに空冷ヒ＿トポンづ，およびユ．5tの新機種を市場に送り，約5，000台の生産をした．36年の暑さは記録的であり，冷房の普及はことのほか急激なので．今後の発展が期待される．　アイスクリームストリカの需要は，暑さに幸いされて予想外の需要があった．したがって約50，000台生産したが早い時期に受注停止の形となった．需要先が広範囲にわたり，使用場所も千差万別なため品質性能，アフターサーピスについてはなおいっそうの努力が必要である．　電冷：」ヨーヶ一スは牛乳の店頭販売の普及とともに順調に伸び，約30、000台の生産をした．物品税減免の動きとともに各方面への利用が期待される．　冷房の伸張とともに空気清浄用機器はますます積極的に用いられるようになり，クリ神は35年の40％増しの台数が出荷された．　このほかウー1一タクーラ、除湿機、業．務用冷蔵庫などの広用品も販売された．　このように冷凍装置が一般に普及するに伴い，販売技術，サービス技術，保全技術が問題となる．当社静岡製作所内に冷凍機学校を設けて冷凍技術教育を社内、特約店、客先保全関係者に…部実施した．今後充実した冷凍常識普及に寄与したい．1，大形冷凍機　昭和36年度は35年に比べると，MA形は漁船用．冷房用で伸び全体として約50％の増加，MB形は漁船用が伸びて約25％の増加、MC形は依然冷房用が大部　　　　表10−1　昭和36年度大形冷凍機納入実績　　　気1酩‘MA・　M・形！M・・1　　　　　筒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：合計・途・数1・別・｜計1・1・、4・・‘・｛・計一竺　　房≡1・3−1・3371．L9−．Eli　6ア趣竺．　製　　氷　　　冷　　蔵　　　　　1！　　6　　6i　　ll　　14　　1　　　　　．　　1　i　　l　　Ti　4　　6　　　　　　　1−‘一　　一一一一一；　一　　一　　一‘酪　　農161718‘T3：344‘　142‘1518　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　漁　　　＿船　1448187．　．13922　／　33215i　！2i　7「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化学ユ：業LL三」一三⊥三一2！！＿9i　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　151921136i　142933316453152i727712°1288214617814547（147）　147図10−1　林兼造船納めMB−8C−N形　圧縮ユニット　Type　MB−8C−N　compressor　unit．図10−2聖路加病院納めPF−4W−F　パッヶ一ジ冷房装置（前面）　Exterior　view　of　type　PF−4W−F　air　conditioner．　（Front　view）図10−3聖路加病院納めPF−4W−F　パっケージ冷房装置（背面）　Exterior　view　of　type　PF−4W−F　air　condltioner．　（Rear　view）分で約10％の増加となっている．　MA形冷凍機　特記すべきものとして，下記がある．　三菱鉱業新入砿納め坑内冷房装置圧縮機同上用電動機凝縮器水冷却器MA．−8BF形力ゴ形安全増防爆形75kW　3，300　V　60c「s　4極KC−6525形LB−65−25〕杉2台2台　　油分離器（返送器付）　これらをユニリトにまとめた定置形冷水循環式で，量0．3　m31min出口水温8℃で1台あたり225，000　kcal，／hの能力をもっている．現在坑道堀進用および200mにおよぶ長壁採炭切羽に使用され予期以上の成果があがっている．　MB形冷凍機　特記すべきものとして下記圧縮ユニっトがある．　　佐世保船舶向け（大洋漁業納め）MB−8C−N形4台　　佐世保船舶向け（大洋漁業納め）MB−4C−N形1台　　林兼造船向け（大洋漁業納め）　MB−8C−N形3台　　三保造船向け（日魯漁業納め）　MB−6C−N形3台　　明治乳業市川工場納め　　　　MB−8C−N形3台　　佐世保船舶向け（大洋漁業納め）MB−8C−N形3台　大洋造船向け（大洋漁業納め）　林兼造船向け（大洋漁業納め）　林兼造船向け（大洋漁業納め）　大阪曹達尼崎工場納めなお製作中のもので下記がある．　十合デパート向けMC形冷凍機2台2台2台　冷水MB−8C−N形3台MB−8C−N形3台MB−8C−N形3台MB−6C−H形2台MB・．8CH形5台　R−12用（15〜30kW）の需要に加えてR−22用（22〜45kW）が目だって増加した．　PF形パリケージ冷房装置も漸増をつづけ，聖路加病院向けとして6台（19kW3台，15kW　3台）を納入したのを始め，旅館，銀行などへ多数納めた．148　（148）図10−4　石川島重工および呉造船所納めMC−8UB−F　凝縮ユニv卜（NK　RMC＊取得）　MC−8UB−F　condensing　unit　for　marine　use．　特記すべきものとして，　当社北伊丹製作所向けMC−6B−H形圧縮ユニ・ワト1台　これは低温試験装置のづ一スタとして蒸発温度一60．℃で使用される．　また船用として石川島播麿重工および呉造船所へそれぞれ下記を納めた．　　凝縮ユニっト　　　MC−8VBF形　　　2台　　　　（凝縮器　KC−15−22形付）　圧縮機，油分離器，凝縮器いずれもNK規格第41編を満足するものである．2，小形開放形冷凍機および応用品　2，1小形開放形冷凍機　経済界の好況にささえられた国民生活の向一ヒと衛生思想の発達は小形開放形冷凍機の需要を増大した．　ことに近年需要機種の中心が小馬力のものより中馬力に漸次移っている傾向にある．　小形開放形冷凍機はどちらかといえば，オー1レドタイづに属するものといえども開放形独特の長所を遺憾なく発揮して，今や利用度は増加の一途をたどっている，三菱電機・Vol．36・No．1・19．　624表10−2　小形開放形冷凍機性能表　　　　　　　　　　　　1　　　　　圧　縮　機。名電動離1回転数冷鵬〕‘冷却埠一気融一概算輔　　　！　（kW）‘（・p叫k・a】’h）（’lmi”1：・碑筒・・mm・1　‘k・l　　　I　　　　　　l　　，　　1　　付程（mm）‘KR　6W・3ア　　37　　750　7，000：KR−6W−55　　55　　600　10，TOOKR−6W−75　　　．　　・．一．’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7，5　　800｜13，500　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1　　　！　　　　　　422　　　　E4　　　　60　　　　　　300　　　　　　60　　　　　　428　　　P4　　　　　75　　　‘　　400　　　　　7。　1　　　　　　4　　　‘37　　　P4　　　　　ア5　　　‘　　460　　　　　　70　　　表10−3UC−08形ユニットクーラ仕様外一一・・寸．法⊥・・5mm（本体高さ）・・5・mm（幅）・465mm・奥行・冷　房　能　力送　　風　　機風丁吏用冷媒重量50cts　2，600　kcal／h：　60　cl．s　2，700　kcalihコンデンサモーわレ入力45W×1基25cm　プラスチック製強力羽根定格電lf三　　103V　　50，60c／s　　1　　　　　　　　　250　cis　500　m3ih　　400　m3　h60　c，s　540　m3　h　　420　m3　hRJ5−−約、示冷房能力条件　　入口空気　27℃　50　1｝41相対温度　　　　　冷媒5CC蒸発　送風1のとき6　　　図10−5KR−6W−75形小形開放形冷凍機Type　KR−6W−750pen　type　small　refrigerating　machine．　35年度の開発に引続きKR−6W−37形冷凍機（3．7kW）KR−6W−55形（5．5　kW）そしてKR−6W−75形冷凍機（7．5kW）の開発を完了し生産を開始している．　その仕様は表10−2のとおりである．　図10−5は新機種KR−6W−75形の外観である．　新機種の特長　1．V形4気筒としているので起動特性が良くトルク　　変動，振動ともに少なくまた部品の互換性がある．　2．　圧縮機の吸入弁，吐出弁は衝撃耐久度大でかつ作　　動が確実である．　3．圧縮機の吸入口は特殊な構造になっているので油　　の吐出量が非常に少ない．　4．　凝縮器の冷却管にはローフィ7Yチューづを使用してお　　り，小形高性能である．　5．　凝縮器の冷却水出入口は…方に集めているので配　　管が便利でかつ給水づタを左右取換えれぽどちらで　　も配管ができる．　2，2　UC−08形ユニットクーラ　冷房装置の需要は年々増大しているが、パリケージ形冷房機と窓掛式冷房機の中間容量のものとして，小形開放形冷凍機と組合せ使用する冷房ユニリトクーラを開発した．　ユニ・t）トクーラは優美なキPピネ1・）卜内に蒸発器、膨張弁，送風機をとりまとめたもので，ユニリトクーラを室内に，冷凍機を屋外に設置して配管，配線を行なえば，既設ピル建物などでづクト工事のできないところ，地下や窓のない建物で窓掛式冷房機の使えないところ，あるいは1台の冷凍機で数室の冷房をしたい場合など，従来冷房工事10．　空気調和・冷凍・空気清浄装置図10−6　UC−08ユ　ニ1フトクーラ　Type　UC−08　unit　cooler．がやりにくかった所でも容易に工事ができるようになった．　特　長　1．小形軽量で室内の任意の位置に据付けられ，メラミ　　ッハンマートッ焼付塗装の十古ネ，vトに収められ室内調　　度として他の調度品との調和が考慮されている．　2．　キーipピネリト前面の押しポターJ操作で，冷凍機の起動　　停止，送風機の風量のコーJ卜D−1レができる．　3．づラスチっク製3枚羽根の送風機は音が非常に低く，　　豊かな風が得られる．　4．　ユニ”）トクーラと冷凍機の連結は2本の銅管で行な　　い、他にドレv排水用のゴムまたはピニー1レ管の配　　管，付帯電気配線工事だけで簡単に据付けられる．　2，3　DLC−08形チーリングユニット　飲料水・食品工業・酪農・染色・写真工業・醸造など近年冷水を工程の一部に使用する部分が増加して来たが，簡便で取扱容易な冷水装置として，DLC−08形チーリーvO’表10−4DLC−08形チーリングユニット仕様外　形　寸　法冷　　凍　　機冷　　却　　器標　準　能　力入口水温25℃出口水温10°C使　用　冷　媒DLC−08WDLC−08A・瓢麟233・m・・1・5・mm・48・mm・72・mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧縮機　N2形電動機SB−R形3φ200V50160　c！s　750W水冷凝縮器空冷凝縮器シュルアンド　Uチ：．　・一ブ180〜2001．h120、｜30Z／hR−12重量一’160kg（149）　149図10−7DLC−08W　チ」J　vラ　ユニ1フトType　DLC−08W　chilling　unit．ユニリトを開発した．　DLC−08形チーリーJグユニリトは当社KR−6W−08形（水冷），KR−6A−08形（空冷）小形開放形冷凍機と：」エ1レァンドUチュづ冷却器を組合せたものであり．冷水用配管と電源配線工事を行なえば良いように，機器類．配管，配線はすべて工場において組立時に完了しており、冷媒機油も充填されている．　特　長　1．　冷凍機と冷却タックが一体となっており，冷水用　　配管と電源配線工事だけで設備丁事が簡単であり、　　移動も容易である．　2．　冷却タンクはメっ牛処理が施してあり，飲用にも　　使用できる．　3．　制御機器を内蔵しているので出口水温のlfl動調節　　が可能である．3，冷房機（ユニテヤ，ウインデヤ）　3，1ユニテヤ（パッケージ形冷房機）　ユニテヤは活発な設備投資にささえられ，順調に伸張して35年の50％増の台数を販売した．過去の実績はサ＿ピス業が過半数であったが、36年は生産工場，事務所などへの需要が目だった．すなわちサービス業20％，事務所・銀行30％，ピ）レディーJO‘／8％、工業用15％、その他17％である．　機種別には5t，7．5tが多く，2tの数量が大きく仲張した．ヒートポンつも普及利用されるようになった．　36年に新機種の開発はなかったが，つぎの改良を行な150　（150）図10−8　DU−100B形ユニテV　Type　DU−100B　unitaire．った機種を販売した．すなわち　1・　外部i塗装を獲しいンフトづ1レーハrノマート？yに全機種を　　統・した．　2．　RU−25形の空冷式コこノデンサACM−25形を開発し　　て窓への取付けを容易にした．　3・　EU　50B形を改良して、新たにEU−50C形を完　　成、取扱、振動，音響など一・段の改善が行なわれ　　た．　4・EU−50C形用グ」ネヤ付が完成した．クリネヤは　　0．1μ程度の微細なジジァィ，細菌まで取除くことが　　でき，能率は70％である．新鮮空気の取にくい部　　屋，タパコのけむりの多い部屋などに大きな威力を発　　揮した．　　　続いてEU−80A、　DU−100Bにもクリネ†付のも　　のができた．　5．　HU形ヒートポッづはHU−50A形として細部にわ　　たって改良が行なわれた．　以ヒのような改良の結果ますます信頼性が増し好評裏に全生産台数を販売することができた．今後の需要が期待される．　3，2　ウインデヤ（窓掛形冷房機）　従来のRA、　RB形ウイーJ≠？に加えRBH形ヒ＿トポ’Jづ式ウィッデャを開発するとともに，ホームウィン計として450Wの圧縮機出力を有するものを開発した．　RBH形ヒートポンプ式ウインデヤ0．6kW，0．75　kW，　IA　kWの3機種がある．特　長　1．　同一機器で冷暖房が可能となった．　2．　暖房時の消費電力は電熱式暖房に比べ約1，／2とな　　る．　3．　口動霜坂装置を有しているので外気温度が低くな　　っても使用可能である．　4．　RB形ウィvデPと同様に1一トスィvb’装置，吸排　　気タッパ送風機速度調整，温度調節器を有している．　5．運転時の騒音をとくに低くするため改良を行なっ　　た．ゾ図10−10　RC形ホームウイvlヤ　Type　RC　home　wmdaire．図10〜9　RBH形t一トボンづ　式ウィン弁　Type　RBH　heat　pUmp　type　windaire，三菱電機・Vo1．36・No．］・19624RC形ホームウインデヤ表10−5　ウィンデヤ仕様已　鴇鴎�f1月．縮機出ノJ（W）1冷房能ノJ（Kcal　h）暖房能）∫（Kcal　h）1冷　　　　媒　手　　量　（kg）45・　1　…�d400　　　　　　　　　2，000860　　　！　　　200R22　　　　R　12　45　　　　　　　　92RBH・10　　　RBH−15：相　200　V　　　　・三相　200　V5060cs　　　　　5060c∫s　750　　　　　　　　1，1002，800　　　　　　　　　3、9002．800　　　　　　　　　3，900R．22　　　　　　R・22　　90　　　　　　　1000．45kWの1機種である．特　長1．　450W　2極圧縮機の採用にょり小形軽量で能力が　　大きくなった．2．　暖房用ヒ＿タ、タイムスイー）　3，排気di　rvパ．送風機速度　　調整装置を有している．仕　様RBH形およびRC形ウィ：・；？の仕様は表10−5のとおりである．アイスクリームスト・，力に比し庫内のアイスクリーム、凍結食品が外部から見えるようにし，購買意欲をそそるような構造とした．CP−110−6形はフタをガラス引戸とし，このブタとレールが凍結しないようにヒータを取付けてある．庫内上面にロードライッが設定してある．　上記以外はアイスクリームストリカに準じている．4，小形応用品　4．1　アイスクリームストッカ　CM−045−6、050−6は35年度と同一イ1：様である．他機種は35年度品に比し、よりスマートな≠ザイ77となり，また、庫内は熱伝導の良いア1レミ製冷却器（内箱）を採用しているので．ヒ部部分でもよく冷え，庫内温度はつねに一20℃前後になるよう自動温度調節器が付属している．客先では電源につなぐだけで使用できる簡易な構造である．内容積　庫内温度301　　　　−20±2らC45／　　　同．ヒ50i　　　　　l司・L80／　　　同ヒ　電　源100　V、50tl60　c／s　　同上　　同上　　同．・L　形　名　　内容積　庫内温度CP−048．6　　　481　　　−20＋2°CCP一ユ10−6　　1101　　　　同一ヒ4．3電冷ショーケース　電　源100V　50／60c／s　　同上　形　名CM−G30−6CM−045−6CM−050−6CM−080−64．2冷凍ショーケース　36年度に開発されたものでアイスクリームおよび凍結食品の貯蔵に用いられる．　上面にペガ方スのトピラを有するスマートなデザィーJで　36年度はMP−110A−6，1／0B−6，220B−6の3機種を製作した．電冷ショーケースは各機種に次のような点を改良した．　特　長　1．　庫内温度を指示する温度指示計を付けた．　2．　卜亡うにマジっクハンドル機構を採用し，卜亡ラ開閉を　　容易かつ確実にした．MP−110A．−6　MP−1ユOB−6　MP−220B−6　4．4　36年度品としてMH−8A形を製作した・形状をスク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むr．？一タイづにし，前，後面の空気通口はア1レミニゥムェキスハッドメタ1レとし，キ＋ピネリトはツートーuカラーの塗装をしてスマートなデザイフとした．　形　名　　　　　　　性　　　　能　MH−8A　　8．5　1・　24h（於室温30℃、関係湿度80％）　4．5　ウォータクーラ　36年度はMD−025B−6形を製作した・MD．025B−6形は次のような特長を有している．　1．飲み口を噴水式，蛇口式，いずれにでも取換えで　　きる構造とした．　2．ポッネリトの絞りを深くし，水の落ちる部分を山形3．　全機種に、前面上部にヶイ光灯を取付け内部照明　を行ない、商品の陳列、とくに夜間の販売を効果的　にした．　形　名　内容積庫内温度貯蔵量　　電　源　　　　　　11017°±3℃　158本　ユ00V50／60c／s　　　　　　1101　同上　　同上　　　　同・ヒ　　　　　　2201　　同上　　315本　　　同上　　除　湿　機b蒜�_ゼ図10−11　CM−080−6形アイスクリームス　ト・ワね　Type　CM−080−6　icecream　st《〕cker．10．空気調和・冷凍・空気清浄装置彩図10−12　CP−110−6形冷？rk　・Jヨーケース（試作品）　Type　CP−110−6　refrigerated　show　case．図10−13　MP−110A−6形電冷ショーケース　Type　MP−11〔〕A−6　electrically　cooled　show　case．（151）　151図10−14MH−8A形　除湿機　Type　MH−8A　dehy−　drator．図10−15　MD−025B−6形　ウォータクーラ　Type　MD−025B−6　water　cooler．　の形状とし水はけをよくした．3．　自動水量調整弁を取付けて給水圧力が変化しても　噴水高，噴水量がほぼ一定となるようにした．5．クリネヤ（電気式空気清浄装置）　36年度も大気汚染問題は相変わらず大きな社会問題として採り上げられ，大都市や工業地帯の大気汚染度の調査が各所において実施され、また煙害防止策が積極的に具体化する方向に進んできた．そしてクリネ’1’の対象となる換気空気の清浄化もこれと並行してその必要性が高揚されてきた．　35年度の回顧号においてCH−B形によって代表される大形クリネPは前年度に比し1台当たりの容量は減少したが台数は増加し、それだけ普及分野が拡大したことを伝えたが，36年度においては35年度に比し，台数において約35％1台当たりの容量において約50％それぞれ増加し，堅実なN一スで需要が仲長していることを示している．　しかし小容量の軒ピネリト形クリネヤは35年度に引続き完全な横ばい状態でありいささか期待はずれの観があった．したがってその原因が需要家にたいするPRの不足にあるのか，あるいはこのような機種が需要家の要求にマ呼しないことにあるのかということは，今後十分に検討しなければならない問題である．　つぎに36年度の需要状況を分析してクリネ？の今後の発展性を推察してみよう．　5、1オフィス・ビル関係　36年度も新阪急t’Jレや新住友白レなどによって代表されるわイス白レ向けが台数の上では圧倒的に多く，しかもこれらは全館の換気空気の清浄化を行なうものであるだけに，この分野におけるクリネ？の発展性には期して待つべきものがあり，ここしばらくはクリネヤ需要源の主力となるであろう．　5．2　一般工業関係　36年度は東洋レーヨン以外にめぼしいものはなかったが，同社が積極的に大量の列ネ？を設置していることは，152　（152）表10−6昭和36年度クリネヤ製作経歴（昭和35年9月から昭和36年8fiまでの受注分）納　　人　　先形　　式形　　番東洋製作所早川電機東r羊レーヨン　（　三島）u一一　L一当社（北伊丹）　　　〃長期信用銀行（東京）tl　　　　Fttl東洋レPtヨン（岡崎）秋山愛生館（札幌）東京三冷社日本ビクター（横浜）今井デパート（札幌）沖電気大阪労災病院新阪急ビル（大阪）ll　　　rt東洋レーヨン　（岡崎｝三菱レーコノ（大竹）毎日放送（T・甲ケff．）ラジオ中「司当社（北fPt　f’f）東横デパート（東京）Il中川電機（藤沢）　　　〃新住友ビル（k阪）　　　〃　　　St　　　〃Fltlキリンビール（名古用）都築紡績（名古用｝tf新阪急ビル（大阪）”lflfll　　　ttll｛主女4三命ビIL　（欠阪）Tr　　　rt伊勢丹（東京）　　　〃］三塚証券（東京）新阪急ビル（大敗｝「ilt｛1東洋レーヨン（岡崎）普　通　　形連続集シン形洗浄管走行形CG．BIOICG．B311CW・403CW−808CW一ア07キャヒネノト形CH−B630CH−B732CH−B540CH−B432CH−B420CH−B312CH−B850CH−B420CH−B21　iCH−B440CH−B511CH−B430CH−B452CH・B321CH−B312CH・B430CH．B862CHB530CH−B311CH−B321CH−B430CH−B3ア1CH−・B4T2CH−B430CH−B412CH−B412CH−B431CH・B421CH−B422CH・B320CHB202CH・B320CH−B431CH−B302CH−B302CH−B320CH−B312CH−B321CH−B330CH−B322CH−B621CH−B422CH−B322CH−B220CH・・B31］CH−B211CH−B530CH．B211CH−B310CH−B302CH−B402CH−B751CC−BIlCC−B21CC−B31CC−B22CC−B32CC−B33最大処理風量（集ジン効率96〔，川（m3imin）413106803，62027701，IT6�d8ア71，238�d074　496　4342、476　496　206　992　516　ア43T，568　496　434　7433、630　930　310　496　7431，424　578　ア43　578　578909661825372165372go92482483724344965586199928256192483102069302061862483302．455製作台数33669913219829ア　1　1　1　1　1　1　｜21111111｜1112111111｜313↑11111｜2｜1111213111341z4036｜935311三菱電機・Vol．36・No．1・1962d｝旬図10−17CC−B21形クリネヤ　Type　CC−B21　cleanaire．図10−16CH−B412　形列ネヤ　Type　CH−B412　cleanaire．合成樹脂や化学繊維工業関係にたいするクリネヤ進出の可能性を示す指標として重要視すべきである．　5．3　デパート関係　デパート関係ではクリネヤによる局部的換気浄化が試みられた所は，二，三あるが，従前の西武デパートや名鉄デパートのように全館に実施したもののなかったことはいささか寂しい．しかし本稿締切直前に東京某デパートから全館用として大量受注があり，この分野にたいする今後の発展には期待がもてる．6，　トリエチレングリコールによる　　　　　液体脱湿装置　大量の空気を脱湿するには，その空気の温度を露点温度以下に冷却して水分を除去する方法が多く使用されているが，この方法では必要以上の低温度を得なければならず，比較的大きな冷却設備を必要とする．とくに低水分の空気を得る場合にはなはだしい．　そこで近年問題となってきたのが液体脱湿剤による脱湿法である．今回当社静岡製作所の圧縮機組立室の空気調和用としてトリェチレッづリコーJレ（以後T．E．　G．とする）を脱湿剤として脱湿装置を製作した．　装置概要　液体脱湿装置にも種々の形式のものがあるが，静岡製作所に据付けたものは図6−1のようなものである．　すなわち，右端から予冷装置，脱湿塔，再生塔と並び吸入した外気をまず予冷装置で冷却除湿した後，脱湿塔で濃度の高いT．E．　G．をスづレ接触させることにより10．空気調和・冷凍・空気清浄装置水分を空気よりT．E．　G．へ移動させ空気の脱湿を達成する．他方脱湿塔で水分を加えられたT．E．G．は水分だけでなく水分の凝縮の潜熱を加えられるから連続的に脱湿装置を運転するための再生装置を必要とするから，T．E．　G．を冷却する冷却装置（図中左下）とT．　E．　G．中の水分を除去する再生塔とを必要とする．再生塔においては空気とT．E．　G．とを高温にて接触させT．　E．　G．中の水分を空気中に拡散させT．E．　G．の濃度を高める．　なおこの装置は露点温度一ユ0℃の空気を得ることを目的とした装置で露点温度がこれより高いものを目的としたものでは予冷装置を必要としない．　T，E，　G，水溶液の特性値　T．E．　G．による液体脱湿装置において脱湿性能は，脱湿塔内で空気とT．E．　G．水溶液が完全接触している限りにおいてはT．E．G．温度および濃度によって決定される．　将　来　性　現状としては，T．　E．　Gによる液体脱湿装置はまだ，設計資料としても不十分な点があるが，一応の使用価値を見とめられるまで成長していると思われ，今後ともその理論的裏付けとともに発達するのではなかろうか．7，施設工事　7，1工業用冷凍装置の概況　36年も35年に引続き酪農設備の新増設が盛んに行なわれ，森永乳業においては盛岡工場を初めとする各工場に増強を行ない，明治乳業においても千葉県市川市に東洋一と称する市乳工場を建設するとともにその他各工場にも増設を行ない，いずれも当社のMA，　MB形冷凍機を多数納入することができ，酪農界における実績をさらに増進した次第である．　また一般食品工場には力Jレ6ス食品相模工場，ア’J≠スハム春日部工場などにMA形冷凍機の納入が行なわれ，多年の願望であった都心への冷蔵庫建設が帝都冷蔵株式会社の新設冷蔵庫の受注により実を結ぶこととなり，37年4月の竣工が期待をもって待たれている．　このほか三陸大槌市に大槌魚市場株式会社向けとして製氷冷凍工場の竣工を見，三陸の冷凍界に一威力を加えたことも意義のあることである．　また富士急行株式会社によって計画された富士ハィラ’Jドも岳麓御殿場に具体化され，その主要設備であるアィススケ＿卜場設備1式を受注，36年12月開場となり岳麓での人工スケ＿卜場第1号となった次第である．　これらのほか盛んな設備投資を反映して，化学工業を初めとして幾多の生産設備にMA，　MB，　MC各形の冷凍機がクッワを並べて進出していったのである．　今年も困難な状勢をのり越え，工業用冷凍装置の需要は盛んであり大いに期待しうるものがある．　MB形冷凍機　漁場が遠くなるに従い冷凍船も大形化し，特記すべき（153）　153撰　　豊　　ミllぺ　恒�`　噌Eき9幽1／〃／／／／／　　　　胆1　　　±！　｛司ミニ睾三N＼趣ぞ巴弓ト、�s≡べ叉壁卦一一VN→幽斐�kkx�k二蝶ζ？昌塾｛「k　　　oコ　　　　　　　　　上二　試　　無一一x＿→r一　Σ　L　u　8　　　0．　を，．．N三k巨瓢＼　tn賠ξ・答diO〔舌t：EI］tS攣綱日R凶匝矯tf←≡lk’　＝　k　匡　0　8　　　0−　5注＝獣‘icuこ・掌fQ　∈　∈　≧咲尽　∈x°○のト」［　ば）　tS　∩肇嘱巴R匝刃匝☆tf／／／／／〃　　　　　　　　　　　　　　ロ．一」1一イ→○円c←’ETミ砲b8婁　　∵P一ト・．、コ　　、＼u　　＼訳、　　＼　　　＼　　　　　＼＼　　N⊃sHIミ・千二　f／t‡ミ瓢4〈　傾　亘“酬I　　x’’千／／「日、　　）←コO箆P題装、一、＼LJ　　　　’峰　　　　　　　　　　　　Jt！　　）　　　　H　　　ミ1↓”←＿こメ．E巴a1　　　　に　　　　　　二　　　　　　　iN　覧．」ぶ葺き＿籔き　〉　亙二pa柑尽�Qぱ　　「＼ぶ　　｜○障』匡i　讐1　　ム〔二］11x1・十1rLt←ト　コ〇一154（154）　　　　　　　　　ム1　　　§　　一国「一一イー一一一一一一一一1｛i　　　　　一＝一く　’≡　　　1　＼　　1≒　　1　寸　　！　ね　∂酬　　　「〈　　lI、，＼　　　　†lt　　　　　　「　6　　1　葛　　1‘　　　　　！「　　　　1峯　1朕　　　　1《三　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　≧　　む3reα二⊂二　〇〇ポ　へ《Pk＿itこPt坐「、画十K　ロベ�`饗　〔ロec・＝＝o竺＼＼　　　　t、　1o＝＝o巴れ己の言�g⊆斐趣ζ醸く‘x−．7．1　　　二　　口　酬　担　ピ　堅N　　　−）　リ　胸“　諮F　　�s」pa　ミt’w‡二　　て畜ヤ寸　lrx芸　　�bff蓑　越o　　喫ト　　藁1旨　　睡担N！口⊃聲�n壽ぬ雛氣奮　　　　コ　l　L＿−N−　L＿−b．＿＿一巴巴1トのEΩの鵠］メ藩iE！111←：］O巴Lt一¢．≡註∈但詫き　ねふのト　　ou　tS濫讃6．三、∈きN巴　　．≡　　　E　　＼　二　　Pt　三1〈一ぐ一一一一一711　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・旺⊆　lc」・（E†　　　　＼　←e｛OIH卜　　Oのlrnrつll卜o圖劇ぱ兵　八　　1　壬壬ロ1墾鵬1　　泣　・ξ　：昌　唱　　　8区・目握”帳R蜘已副　　島　昌堅臼　　§。。訟玲　　島喋≡1言図田一，，o§蓉coN　ヒ　巳　、mR・・3　暴e：Or−r．lm巴凄〉自98懸K　L−一一一一一司ひ一一一一一一1▼　　　　　　　　　　　1��｜pa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　ξ｜・三｜ar「人b　1σ、　｜−1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1国　lN　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　111　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　Pl　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　1−＿」l　　　　　　　　　　　　　L−一一一一・一一HレL・一＿＿＿＿＿＿一一一＿＿＿＿＿＿＿＿一レ三菱電機・Vol．36・No．1・1962id）ものとして下記のものを納入した．1．　日魯漁業株式会社5，000t冷凍母船（1隻）　造船所　川崎重工神戸造船所　　用　途　急速冷凍および冷蔵用　機　種　MB−8D8−N形　240　kW　　　　　　　l王縮ユニLi）卜　　　　　　　　2台　　　　　MB−8C−N形　135　kW　　　　　　圧縮ユニリト　　　　　　2台2．　太洋漁業株式会社3．500t冷凍母船（4隻）　造船所　林兼造船所　　　　　　太洋造船株式会社　　　　　佐IVr保重工業株式会社　　用　途　急速冷凍および冷蔵用　機　種　MB−8C−N形　200kW　　　　　　圧縮ユニっト　　　　　　12台　日魯漁業では久里浜冷凍工場第2期工事として35年に引続き大冷蔵庫を建設，つぎのとおりMB形を納入した．　　　　　　MB−8C−N形圧縮ユニLV卜　　　　　　75kW（電動機）　　　　　MB−4C−N形圧縮ユニ”）卜　　　　　　95kW（電動機）　用　途　MB−8C−N　づ＿スタ　　　　　MB−4C−N　コツづレ・ウサ冷凍自動車4台4台　この冷凍自動車は冷凍室を生鮮食料品の鮮度を保持するのに適当な温度に保って食料品を輸送するものである．冷凍装置は自動車が停車中にターミカレの電源によって装置を運転して室内を冷却するとともにつライッを予冷する．食料品を輸送中はつラィッによって室内を冷却し圧縮機は駆動しない．　　形式および定格　　冷凍室内容積　　積　載　量　　室内温度バス冷房装置約15　m3糸勺　4，000kg5℃以下　近年パスによる観光旅行がますます盛んになったが，旅客へのサービスの面から夏季には冷房によって車内を快適な温湿度とし，窓をしめてづンァイの侵入を防止し、衣服や皮膚のよごれを防ぐためパスに冷房装置を取付けることが多くなった．　当社のパス冷房装置はサづエ謁ン方式であって，エンジッにはディ＿ゼ1レェッづッを使用し，燃料費が安いこと，また冷房能力の大きなことが特長である．凝縮ユニリトおよび冷却ユニ1vトは車体床下につり下がり，冷風は窓下側面より吹き出す構造である．運転制御は運転手席の横にあるコーJトロールユニリトによりおこなう．　装置は凝縮ユニリト，冷却ユニリト，コント0−1レユニリトの三つのユニリトからできており，凝縮ユニvh，冷却ユニ1りトはパス車体の床下左に，コットo−1レユニリトは運転者の右側に10．　空気調和・冷凍・空気清浄装置　　　　図10−19パス冷房装置を取付けたところ　　　　Room　air　cooler　mounte〔l　oll　a　bus．取付けられている．　凝縮ユニリトにはディーゼルェッジン，圧縮機，空冷凝縮器，同送風機，ラジェータが納められ，冷却ユニリトには冷却器，同送風機がまたコットロー1レユニリトにはエッジッスタート用スイ・・）チ，エッジッ計器が納められている．温度調節器はパス室内の空気吸込口近くに取付けられている．　　形式および定格形　　名　　BAU−102電　　圧　　DC　24V製品重量　　約　700kg冷房能力　　ユ9，000kcal／hサづエーJ＝J’v　　　ディーゼ1レエッづッ1，484cc圧縮機　開放V形4気筒　7，2　空気調整装置実施例　日本食堂株式会社品川営業所冷暖房設備および空気清浄装置　この営業所ピ）レは東海道線各列車内食堂の調理場であり，事務所ならびに従業員宿舎が併設されている，　冷暖房はイニシv）レコスト低減ならびに機械室スく一スの縮小のためにヒートポッづ方式を採用し，とくに調理場は衛生的見地より冷暖房装置とともに電気集ジ万設備，照明には当社製ケィ光灯殺菌灯を併用し，また出入口にはエァカーテンを設け室外の空気との交流を防ぐ装置を施した．　超衛生的な空気調和の施された調理場で数万本の弁当が流れ作業で生産されているありさまは壮観である．　使用機器概要　1．　冷凍機　MC　8B−F形　　　　　　　1台　　　　　　　30kW電動機　40冷房�d　2．クリネヤ　CHB−4n形　　　　　　　ユ基　3．　ポィラ　厨房設備の高圧蒸気用として　　　　　　使用　　　　　　アvドースリーパスポイラ　0．55t／h4．　その他付属機器　凝縮水循還ボンづ　冷温水循還ボンづ　送風機　空気調和器　オイ1レターJク2基ユ台ユ台1台ユ基1某（155）　155　5．　エアカーテツ設備　　地階，1階，2階の厨房の出入口の合計7ヵ所に設　置されトピラの開閉による外部からのづ万アイ侵入の防止　に使用している．　　使用送風機は55m3／m×25．4m！msp×0．75kW（モ＿タ）　7台である．　三菱レイヨン大竹工場納め大形クリネヤ耐食施工　最近の工場地区の大気情況は生産性の向上に伴い年々汚染度が増し，製品に対する悪影響も大きく，これの対策に各方面とも困却している実情である．したがってこの方面に当社クリネヤの使用が急速な伸びを示して来ているが，大竹地区のように大気中に多量の硫化水素を含んでいる場所で使用する場合は，これのフィ1レタとして設置されたクリネ？の鉄，銅部を急速に腐食し，小さいチリを高効率に除去すべきクリネヤの使命を失うことが判明した．種々使用材料面を検討し耐酸性を必要とするので下記の点を考慮して製作納入した結果，順調に運転を続行している．　大略の改造部分　1・　集づンユニっトはタじづステッささえ以外は標準品を　　使用する．　　　ターJO’ステッささえはステ’J製に改める．　2．空気流出入側の外被ワクならびにサービス用トピラ　　はすべてサッメタ1レ（鉄板の両面に樹脂加工を施した　　もの）を使用し耐酸構造とする．　3．　空気流出側メタリリクフィ1レタはワクならびにフィ1レタ　　ともステッ製とする．　4．　空気流入側A，．，フ1レづレイト（整流板）は亜鉛メ・）千を　　施す．　5．　構造用アッづ1レはすべてア1匠ニゥム製を使用する．　6・ネ＝」’およびナリトはチターJメ・」キを施す．　7．　操作盤および電源部は本体からの空気流入を防ぎ　　外部からの侵入を防ぐため二重収納箱に収める．　（注）クロームメワキ部は短期日で剥離するので使用でき　　ない．　納入実績およびおもな仕様　　CE−411形　　1台　　　処理風量　　　190m3／min　　　集＝J’v効率　　90％以上　　CHB−622形　1台　　　処理風量　　　1，238m3！min　　　集ジッ効率　90％以上　　CHB−530形　1台156　（156）　　　処理風量　　　930　m3fmin　　　集づッ効率　90％以十　　CHB−310形　ユ台　　　処理風量　　　186m3／min　　　集づッ効率　90％以E　　CGB−210形　ユ台　　　処理風量　　　124m3／min　　　集づッ効率　　90％以上　．E記のほか尼崎地区の納入実績下記のとおり　判ンピー｝レ尼崎工場納め　　CGB−101形　2台　　　処理風量　　　41m3／min　　　集づッ効率　　90％以上　三菱電機北伊丹製作所B棟主工場温湿度調整設備工事（第2　期工事）　A棟主工場建設完了に引続きB棟主工場の建設が行なわれた．主工場の構造大きさはまったく前回同様，牢調設備の；ザイーJにしても送風主タクトは地中より外壁に柱形コvクリートタクトを立て上げ，各室床上約60cmに吹出口を設け天井から吸込み作業面において所要の温湿度条件を満足するあたり，いっさい全回工事と同様である．しかし工場内機械設備は前回に比して相当増加し，したがって冷凍機負荷は約1．5倍となったが，機械室が既設のため面積的に冷凍機の台数を増加することができず，冷媒をR−12よりR−22に変更し解決した．冷凍機能力470RT送風量3，600　m3！min除湿は排気を埋合せるために送入される1，ユ00m3／minの外気処理によって行なわれるため，冷凍機能力の約80％はこのために消費される．　主要機器圧　縮　機凝　縮　器水冷却器空気冷却器ク　リ　ネ　ヤ冷　却　塔送　風　機MB−8C−H　260　kWKC−300−28LB−260−28満液式フロート弁使用2台2基1基ユ6φ×1，8301×6列×22段　4台16φ×1，830∫×8列×22段　4台銅管ア1レミブイーJ　　　　　　7枚CHB−630　（外気用）　　　1台CHB−732　（還気用）　　　1台クoスフo一形　300−D　　　2基＃13W　LAF形リミ1ウトo一ド95kW　　　　　　　　1台三菱電機・Vol．36・No．1・19629川1‘μ／、，・‘．III‘111川’、．ソ．’・llll，ILI川ll、’・．・�_・・川Ilj‘1川1’・．’．・1‘1川＄1111，1‘．〆�j’・．’‘IIIIIIオrl川ト’・・’・’川ll‘‘IIIぬ’・・’”‘111‘II：川川・’S’．川llllllll川1・「∨�d’ll“‘“川，1‘1・”・，’・’11＄〔1川II川1・・’・’9・’tlll川lll1TI‘・・’・r19”，川川川川・r7「・’シlll川Ill‘1＄‘・・馳・’�`“‘川川ll川｜1・’・”・11e通信機器および電波応用機器11tlt“dLdtl‘．t・．・．・・UMd‘II川1、．・．・．’・IUILbLbllitb、“．4・t・1■‘bMIIIII）1．．ttt’．’・tlllleltlll＄Ll．’・．’．’↓LILII41‘111bL”．＋t、’‘1““tll‘‘PtL・‘・’・．t’1111‘111LIHI‘・．・・tt・’”11Hlt↓Llll、・・’・’t・’1！ILIbtlllb‘‘‘・”・j’・’11‘川1…1‘IEt・1・・’・”11111tlllllllltt’一「・・’lltl‘dUt‘，Llb・”ttt・’1‘‘MdUb‘‘111“‘・’・’11川1‘1‘‘ICommunication　Equipment　and　Radio　Applications　　Transistorizillg　com皿unication　equipment，　which　has　been　carried　on　since　1960，　had　borne　fruits　rangingover　almost　all　kinds　of　the　apparatus　by　the丘rst　half　of　the　year　of　1961．　Approval　has　been　given　to　newtypes　by　the　authorities　and　their　production　has　been　started　so　as　to　be　ready　for　meeting　any　brisk　demands．Worthy　of　special　mention　is　fully　transistorized　400　Mc　band　multiplex　communicating　equipment，　which　wasnot　only　supplied　to　the　domestic　market　but　exported　to　Indonesian　PTT　serving　as　a　ST　link　for　internationalcircuits　of　24　channels．　Multiplex　terminal　equipment　was　also　successfully　transistorized丘rst　in　1959　for　SSB60channels，　which　has　been　followed　by　the　completion　of　a　type　MX−3J　having　a　capacity　of　mounting　on　tworacks　the　whole　equipment　of　60　channels　complete　with　spare　units　for　a　common　section　as　the　result　of　studyalld　improvement．　　Meanwhile，　Parametronic　ARg　terminal　equipment　unique　to　this　country　and　extensors　have　been　re−cognized　of　their　excellent　performances−particularly　reliability，　resulting　in　export　to　Thailand，　Indonesia　andthe　Republic　of　Korea　through　the　collaboration　of　Kokusai　Densin　Denwa　Co．．　　In　the　sphere　of　microwave　antennas，　trial　manufacture　of　a　horn　reflector　type　for　super　multiplex　type−along　pending　problem　has　been　realized　and　approved　very　excellent　as　a　result　of　test　at　the　laboratory　of　theNippon　Telegraph＆Telephone　Public　Corporation．　It　has　been　adopted　for　their　practical　channels．　This　brilliantsuccess　is　due　to　cooperation　for　many　years　of　the　Mitsubishi　laboratries　and　Setagaya　factory．　　Atracking　radar　for　sounding　rockets　has　been　developed　for　Tokyo　University．　This　is　capable　of　trackingrockets　as　far　asユ500　km　using　an　antenna　of　4　m　in　diameter，　manifesting　a　high　technical　level　of　theconcerns．　Type　RC−4　meteorological　radar　with　parametric　amplifier−an　improved　model　of　type　RC−3−has　beensupplied　to　the　Nagoya　Weather　Bureau．　In　addition，　study　on　putting　to　practical　use　of　milimeter．wave　radarfor　airport　watching，　development　of　electronic　apparatus　for　mounting　on　sounding　rockets，　manufacture　ofECM，　development　of　a　large　hard　radome，　etc　are　the　achievements　of　last　year．L．ゴ　35年度から進めてきた通信機器のトラッジスタ化は，ほとんどの機種にわたり，36年度初期に完了して郵政省の型式検定にも合格し，活発な引合にも応じられるよう，スト・yク生産にはいった．特筆すべきものとしては，全トラ滅スタ式400Mc帯多重通信装置があり，国内での受注はいうに及ばず，イッドわアPTTへ，国際回線のSTリンク用として輸出した24CH，2対向をあげることができる．　多重端局装置も昭和34年，わが国で最初の金トラフジスタ式SSB　60　CHを完成したが，その後さらに研究，改良を行ない，共通部の予備をも含めて60CH全実装を2架に収容するMX−3J形を完成した．　また，わが国独自のパラメトoッ式ARQ端局装置，ならびにエクステーJサ（印刷電信用自動誤字訂正装置）は，その性能，とくに信頼度の優秀さが認識せられ，国際電信電話株式会社のご協力を得て，タイ国，イッドネ；Jアならびに韓国への輸出が実現し，なお諸外国から多くの引合のあることは，われわれの喜びにたえないところである．　マイクo波空中線では多年の懸案であった超多重用ホー”Jレフレクタ形の試作が実現し，電電公社通信研究所における技術試験の結果はいずれ同所から発表される予定であるが，きわめて優秀な成績が得られ，公社実用回線に採用されることとなった．この成果は研究所のマイクo波，機械，材料の各研究陣ならびに世田谷製作所の長期間にわたる研究，協力が実を結んだものである．　電波応用機器では，東京大学生産技術研究所へ観測ロケリト追尾レータを開発，納入した．このレータは観測oケっトを1，500kmまで，口径4mの空中線で追尾する画期的なもので，われわれの技術水準を示すものであるといえよう．　このほか，従来のRC−3形を改良したパうメトリリク増幅器付きの気象用レータRC−4形を製作，名古屋気象台に納入し，空港監視用ミリ波レータの実用化研究，観測oケット搭載用電子機器の開発，ECMの製作，硬質大形ラドームの開発，納入などいずれも36年度の成果として記録さるべきものである．1，新形トランジスタVHF／FM無線電話装置　当社の標準形60Mc帯，150　Mc帯無線機をトラ滅スタ化したもので，送信部の出力段付近を除いて完全にトラーJジスタ化され，無線機の小形軽量化，消費電力の節減など最近のVHF／FM無線機に対する一一s般的な要求を十分満足している．　すでに，各種の基本形式に対する郵政省の形式検定にも合格し（F第10296〜10304，36年2月；F第10325〜10327，36年7月；それぞれ合格），多数のストリク生産を行なって即納態勢をととのえ，受注引合もきわめて活発である．（157）　157づ惑｛≠ぷ�_鰍∨紗罐　賛慈磯聴鶯鞭〜図11−2　FS−9形無線機本体　Type　FS−9　transmitter　receiver．図11−1FS−10形無線機本体　Type　FS−10　transmitter・receiver．表11−1　トランジスタ式と真空管式の消費電流と重量の比較　　　　　　　　　　（a）　固　定　形　の　比　較　　　』e“　　込　心ぜ�_ゴ鷺繍嘆＿掌簸図11−3　FM−10形無線機　Type　FM−10　radio　equipment．迷　固定用としては図11−1のFS一ユ0形（送信出力50　Wまたは25W），図11−2のFS−9形（送信出力10　Wまたは5W）の2種があり，箱体前面に必要な操作部分が設けられているので制御器なしでも操作できるが，必要があれば制御器をつなぐこともできる．　移動用には図11−3のFM−10形（送信出力25　W）と，このほかに送信出力10Wまたは5WのFM−9形とが　　　　ある．図11−3は左から外付交流電源部，電力増幅　　　　部，無線機本体，ス6一力ポっクス，制御器であって，送信出力（W）10／550．i25周波数帯（Mc）1506015060ト　ヲ　ン　ジ　ス　タ　式機　種FS−9AlFS−9CFS−lOAFS−！OC消　費　電　力電　圧（V）AC　100AC　100受信時の電流（約A）送信時の電流（約A）0．3　11　．0，io．7・・31・・9℃・・AC　1・・1・・5AC　iOO　10・52．611．92．1f1．6貞　　空　　管　　式機　種FS−5AFS−5CFS−3AFS−3C消　費　電　力電　圧（V）受信時の電流（約A）AC　100　　0．8AC　100　　08AC　IDO　　1．5送信時の　電流（約A）1．6／1．51．3］1．13．6，3．2AC　100L4｝3．2！2．3このうちの電力増幅部を取除いたものがFM−9形である．　表11−1に，新形トランジスタ式無線機と従来の真空管式無線機との消費電力，重量などの比較を示す．（b）移動形の比較2，WT−5形携帯用無線機送信出力（W）101525周波数帯（Mc）1506015060ト　ラ　ン　ジ　ス　タ　式機　種FM−9AFM−9C　消　費　電　力　　‘本体の鵠辮欝・藁，DC　6．3DC12．6AC　lOODC　6．3DC12．6AC　lOO1DC　6・3FM−10A」DC12・6FM−10CAC　lOODC　63DC］2．6CC　lOO3，51．70．33．51．70，35．62，80．55．62．80．514il17．4／5．3t．0／0．7T3110ア．O，／5．00．9／0．626121．922101．612　16（電力増幅部約4kgを　含む）真　　空　　管　　式機　種FM−5AFM−5CFM−3AFM−3C消　費　電　力電　圧（V）本体のト纏驚麟1（轟量；（約A）‘．（約A）1kg）DC　6．3DC12．6AC　100DC　6、5DCI2．6AC　100DC　6．3DC12，6AC　lOO15　21／108．00．9157．00．9111101．7tT．6181179．O，’8．5L3．1．22°140101．8DC　6・3　e　17　　　　　lr−DC12．6　　9AC　loo　l　1，4203．233172．52030　図11−4はWT−5形トラ滅スタ化携帯用無線機の構成の一つである1形乾電池電源部付の外観である．この種携帯無線機はその客先，用途，特長などにより，きわめて多様な仕様を要求されるこ｛1図11−4WT−5形　VHF，・FM携帯無線機Type　WT−5　VHF　FM　portable　radio　equiprnent．無緯機本！本内蔵乾電池BL−145B（6ア5V）　2個4AA　　　　（6V）　　　2イ固UM−1またはUM−1A　　　　　　　（ユ．5V）2イ固誌［ll十≧編lT1形交流電原部ACIOOV50／60c／sDC6Vまたは12V外部電源図11−5WT−5形無線機電源部構成図Composition　of　power　sources　for　type　WT−5　radio　equipment．158　（158）無締幾ホ体ンの竺†治1�b工直流電源部〔トランシスタDC−DCコンバータ）’DC6Vまたは122形交流電源部　（AVR内蔵）AClOOV50／60c／s無線機本体V藷�b了内蔵蓄電旭ニノケルーカドミ　ゥム電庖　　6V　2Ah　　または　　　12V2Ah直流電源部（トランシスタDC−DCコソノて一タ）DC6Vまt二は12V2形乾電d電源部内蔵乾電也UM−1またはUM−1A（／　5V）　8イ固三菱電機・Vol．36・No．1・1962Lとが多い．この機種ではできるかぎり多くの異なる要求仕様に速応できるよう考慮し、電源部についても図11−5に示すような構成とした．これらはつぎの各部の組合せで構成されている．　（1）制御部付送受信部　（2）接栓式4段引延しア万テナ　（3）ス6一力，マイク　　　（4）収容袋　（5）各種電源部（図11−5参照）　これら各部間の接合はづラ）イン接栓で簡単に行なえる構造としている．　図11−6は収容袋で手さげの状態を示す．この収容袋は手さげ，肩掛け，背負い兼用で収容袋に入れたままで呼出しおよび通話が可能であり，肩掛けパッド，背負いひもなどの付属品を入れる収容箱を内蔵している．　小形化と電力消費を考慮してこの機器の各部はできるかぎりトランジスタ化した．すなわち受信部は全トランジ図M−6WT−5形収容袋Type　WT−5　portable　radio　equipment　in　the　kit．スタ，送信部は出力部分のサづミニァチュァ真空管3本を除きトラ汚スタ化，直流電源部はトう謁スタDC−DCコーJパータ，また交流電源部にもトラv＝dスタを使用しているほか、整流はすべてシリコーJdiイォードを使用している．　また，従来のハvf’セ・vトはこれをス6一かマイクとした．これは小形スt°−toをケースに収め，送信時に切換えてタイナミ，pクマイクとして使用するもので，カーポーJマイクのようにマイク電源を必要とせず，振動で雑音を発生しないことなどから携帯用に適しているが，特殊用途でカーポッマイク式の載頭形送受器の使用にも応じられるよう考慮している．アッテナについても接栓式として，取はずして外付可搬アッテナの接続も可能である．各部の性能は真空管式と同等であるがつぎに主要性能を表11−2に示す．表11−2　WT−5形携帯用無線機　主要性能1董警酬は含まな⇒295×130×8033kg　（1形乾電池電源部付）295×203×80　4．8kg　（2　ヲ¢蓄電池電源部イ寸）周　　波　　数「一150Mcまたは60　Mc帯内の1波送通変信　出　力＿‘0．5W（とくに要求あるとき0．8W）方　式プレストーク方式（スケルチ調整，音量調整有り）調　方　式受　信　方　式呼　出　方　式水晶制御位相変調方式水晶制御2重スーパーヘテロダィン方式（メカニカルフィルタ使用）スピーカ呼出スピーカ出力使用周囲温度lOOmW一10〜十50°C3，日本国有鉄道向けVHF／FM無線機　日本国有鉄道向けvHFIFM無線機には災害時の通信を確保するために用いる同時送受話無線機と，電力線の保守，その他連絡に用いるづレストーク無線機とがあり，同時送受話無線機は電話交換機を通じて加入者電話機と通話できるように交換接続部を備えている．使用周波数11．通信機器および電波応用機器表11−3　日本国有鉄道向け無線機の種類と送信出力1形（固定局用）2形（中継局用）　60Mc（同時送受話）150McA種（購送受⇒踊（・・ス・一・）1・・W，・・wl　・・W50WlO・W，50W150W50W3形（移動局用）25W25W・形働朋・1toW10W帯としてぱ60Mcと150　Mcとがあり，前者ぱ固定無線通信に，後者は移動無線通信に使用されるものである．種類は表11−3のとおりである．　同時送受話無線機のうち固定用は当社FS−10形無線機を主体にして，それに受信用炉波器，交換接続部，打合用電話器、モニタ用ス6一力を付属させたもので，その構造を図11−7に示す．本機の交換接続部には，交換側あるいは移動局との通話に必要な発振器，リ謝などを備えており，それらはすべてづラづイーJ方式を採用しているので保守にきおめて便利である．また打合電話器により，図11−760Mc　1形50　W無線機Type　160　Mc　50　W丘xed　radio　equipment．交換手あるいは相手局との通話が可能である．　移動局は当社FM−9，10形無線機を主体にして，それに受信用炉波器，発振器，およびリーJガを備えた制御器を付属させたもので，その構造を図1仁8に示す．　づレストーク無線機はほとんど当社FS−10，　FM−9，10形と同じである．　また移動用は同時送受話，づレストーク無線機とも，電源電圧DC　6　V，12V共用で電池の接地が＋一いずれでも使用でき，外付交流電源装置図11−8150McA種3形25W無線機Type　A−3150　Mc　25　W　mobile　radio　equipment．表11−4　納入機種および台数機種1納始数60Mc　1形50　W癬機60Mc　1形10W無線機150McA種1形50W無線機150McA種3形25W無線機150McB種1形50W無線機150　McB種2形50W無線機150McB種3形25W無線機150McB種4形10W無線機82568153（159）　159を併用することによって交直いずれでも使用できる特長がある．　昭和36年度納入無線機は，各鉄道管理局，大阪電気工事局などで，その機種，台数は表11−4に示すとおりである．なお無線機の特殊使用により付加装置を設けて納入したものがあり，そのおもなものはつぎのとおりである．　（ユ）　水戸鉄道管理局向け遠隔制御装置　水戸中央局から各支区の某地用無線機の遠隔制御を行なうものである．　（2）大阪電気工事局向け自動中継監視装置　自動中継機の制御，監視を行なうもので，既設のSHF回線の遠方監視装置を用いて，岡山局から無線遠方監視を行なうものである．4，日本国有鉄道向け列車電話装置　昭和36年10月の日本国有鉄道タイヤ改正により，こだま形特急電車が6編成増加することになり，当社はこのうち4編成分の列車電話装置を納入した．　この装置により走行中の列車から東京，名古屋，大阪の市内加入者と公衆電話が行なえるほか，業務用として運転司令，旅客業務電話などに使用されている．主要構成品　無線送受信架　交換制御架　操作盤　空中線　車内電話機無線架主要性能　使用周波数　送信出力　消費電力　寸法2架1架1台4基7台　　　　　　　　　　　400Mc帯　　　　　　　　　　　　　40W　　　　　　　　　　　　420VA　　　　　　350mnl（幅）×225　mm　　　　（奥行）×1，900mm（高さ）　　重量　　　　　　　約80kg　図11−9に列車用無線送受信架を示す．　　　　　　　　　　　　　　　　図11−9　なお400Mc帯を使用する列車電　送受信架話は空間波を利用するため一般に長　Transmitter　　　　　　　　　　　　　　　　　ceiver　bay．い　トンネルおよび基地局から遠く離れたトーJネ1レでは通話不能になる．めに新しくづ＿スタを開発納入した．列車用無線re一この間題を解決するた　このづ一スタにより従来通話不能であった日本坂卜一Jネ1レ（全長約2km）および寒の目卜一Jネ1レ（全長約350　m，基地局からの距離約6km）は完全に通話可能となった．図11−10に列車電話用づ一スタを示す．　主要性能使用周波数利160（160）得基地局向け　412．0〜412．5Mc移動局向け　462．0−462．5Mc40dB以上最大出力寸　　　法重量図11−10　列車電話用　づ一スタ　Booster　for　train　radio　telephone．約50mW255mm（幅）×485　mm（高さ）×ユ42mm（奥行）約15kg5．警察庁VR−1A形受令機　図11−11は昭和36年度に警察庁から360台，地方管区から数十台を受注したVR−1A形全トラ滅スタ30　Mc帯FM式受令機である．これは各警察官が携行し，バトo一ル中でも司令所から送信される緊急司令などを受信図11−11VR−1A　形受令機　Type　VR−1A　recelver．する目的に使用されるものである．　当社はかねてから試作機の提出などによって指名入札権を得，新警察庁仕様により製作したものである．携行方法は主としてつり皮を肩にかけ，皮ヶ一スに入れた本体を腰部ペルトに保持金具で装着し，べ1レトに取付けた共鳴管にイ？ホー−Jをそう入しておき，2，800c／sの呼出共鳴音があれぽ，イ？ホーッを耳に近づけ司令を受信するものである．アンテナはとくに外付きを使用せず，肩掛けのつり皮内にそう入したピニー1レ線をアッテナとしており，操作個所も電源スィっチと音量の高低切換スィリチの2個所だけで，ケースも金属性のじょうぶな構造としている．現在は30Mc帯が実用されているが，60　Mc，150　Mc帯用の製作も可能であり，したがって用途も警察庁に限られず，消防，電力，保線、操車などにも利用が考えられる．　主要性能を表11−5に示す．表11−5　VR，　IA形受令機　主要性能外形寸法　（本体）　　138×70×34（突出部は含まない）全　　　重　　量約550g（ケース，乾電池を含む）使用トランジスタ使　用　電　池受信周　波数受　信　方　式呼　出　方　式低周　波出　力呼　出　音　量消　費　電　流使　用　周囲温度8　石BLOO6P（9V　1個）29．5〜44Mcの間の1波FM．水晶制御スーバーヘテロダイン方式2，800c／s共鳴管によるいっせい呼出1．6mW以上共鳴管前方15cmにおいて85ホン以上11mA以下一5〜一←40gC三菱電機・VoL　36・No．1・1962匂P　6，警察庁P−10形，P−10A形トランジスタ　　　電源装置　図11−12は昭和36年度に約300台を警察庁から受注したトランジスタ電源装置である．これは試f乍当初MPR−／形として，第ユ回（昭和35年2月）5台納入し，第2回（昭和36年3月）はその改良形のP−10形として66台，昭和36年度はそれを2種類に分割してP−10形とP−10A形を合おせて約300台の受注となったものである．これはW社のもつ特許「電気的イ訓一タ回『各」を使用したトラ滅スタ式DC−DC　コvパータで送信出力25　Wの6V移動用全真空管式FM無線機の電源として，従来の回転コッパータ電源と完全に置換できる性能を持っている．使用機種および電源電圧により表11−6のとおり区別されている．　前2回の納入品は回転コv／i’一タ電源の保修取換用として使用されたが，今同からはその優秀性と耐久性を認められて，新規購入の無線機にも付属納入することになったもので，それらの無線機をPR−3A形およびMPR−1B形の機種名称で呼称されている．　主要性能を表1仁7に示す．図11−12P−10形　トランジスタ電i原装≡置　Type　P−10　trallsis−　torized　　power　9．　ource　equipment．表11−6　P−10形，　P−10A形　区別形　　名P−10形P−10A形次　電　圧DC6V，　12V共用切換式DC　！2V　専用使用無線機機種6V用　MPR−1A　150Mc帯・V用蒜：；｝共墨罐篇表1L7　P−10形，　P−10A形トランジスタ電源装置主要性能川力電圧電流P−10形p−10A形受信時送信時受信時送信時DC　250V　lOOmADC　6．2　V　12．6ADC　500V　200mADC　250V　　60mADC　6．2V　12．6ADC　250V　lOOmADC　6，2V　12．6AB9；2：U　22：芸）、PR−3DC　6．2V　12．6A！B81�g11濡し。R．2DC6．2VI2．、A！直流変換能率i�f離．螺繰麟躍習一定し加力棚入力電圧変動に対する出力電圧変動率入力冠圧変動±10％に対し出力電fF．変動±11％以内使用周囲温度一10〜十55°C　　　71MAR−3形航空機用短波無線機MAR−3形航空機用短波無線機は，国産中形輸送機11．通信機器および電波応用機器ys一ユ1に搭載する目的で，通産省の補助金を受けて，開発されたものであって，昭和36年改正された新電波法の規格を，完全に満たすものである．この無線機の本体は，外形寸法をARINC規格の3／2　ATRサイズとし，同じく制御器はMS規格によって，外形寸法を決定したため，諸外国の航空機体に適合可能である．この無線機の特長は，送受信部を1箱体に収めて小形軽量化をはかり，本体内の各部は，接栓で着脱可能なモジューJレ構造として，信頼度の上昇，保守点検の便をはかったことである．送受信機および空中線同調器は，離れた場所に設置された制御器で，それぞれ遠隔操作され，2．0〜22．0　Mcの周波数範囲内において，最大20升ネ1レ中の任意のユ升ネ1レに，自動的に同調を取ることが可能である．空中線同調器は，上記周波数範囲内において，航空機に設備された線条アvテナのイ詑一タンスを，送信出力イー」t°一タッス52Ωに整合させるもので，この整合動作は，本体の升ネ）v切換動作が終わったあとで同じく自動的に行なわれる．　主要性能は概略っぎのとおりである．　送受信機（図11−1　3）升ネ」レ切換時間　　ユ0秒以下周波数範囲　　　　2．0〜22．0　Mc送信出力　　　　100W受信感度；：隠潔�f1謡｝でS・NIN　1・dB以上　電波形式　　　　　A3，　A　1　周波数安定度　　　±0．01％以内　受信選択度　6dB低下で5kc以」二，60　dB低下　　　　　　　　で20kc以下　寸　法　　3！2ATR（390　mm×498　mm×194　mm）　重　量　　　　　　27．2kg以下空中線同調器（図11−14）　チVネ1レ切換時間　　20秒以下電力容量　　600Wのtv頭入力電力で動作可能図11−14　空中線同　調器　Antenna　tuner．〆図11−13　送受信機　Transceiver．、輸（161）　161図11−15　制御器　Controller．　定在波比　　　　　1．4以下　寸　　法　　　230mm×195　mm×245　mm　重　　量　　8．6kg以下制御器（図11−15）　制御項目　升ネ1レ切換え　（20升ネ1レ中の任意の1升ネ1レ）　電　源　　接，断　利得調整　スケルチレペル言周整寸　　法重　　量57mm×146　mm×80　mmO．5kg以下8．新機種車両無線機　昭和30年1月当時陸上自衛隊で使用されていた無線機に代わるべき，新機種車両無線機が計画され，試作・実用化試験を経て，車両無線機JANfGRc，　JAN／VRc，JAN！vRQおよびJAN／PRc系列の機種を完成した．新機種車両無線機は周波数範囲が20〜54．9Mcまでの周波数変調の無線電話通信装置で，主として短距離通信用に設計され，トラっク・人員運搬車・特車・装甲車両およびその他の車両に装備され，運用される．基本無線機は送受信機・音声増幅器・電源装置・架台・制御器類・空中線装置および接続ヶ一つ1レ・受信機を共通してそなえており，このうち架台・制御器類および接続ケづ1レ類を無線機付属品とよんでいる．　当社は送受信機JRT−70／GRCと各種無線機付属品の製作を行ない，昭和32年以降35年度までに累計388台を納入したが，36年度は引続き無線機付属品を222台納入した．無線機付属品の概要はつぎのとおりである．　1．架　台　架台にはJMT−297／GRほか5種類がある．いずれも無線機の主要機器を固定する役目をするとともに，機器相互間を結合するための接続箱としても使用される．図11−6は代表的な架台であるJMT−297／GRの外観である．架台の中央にあるU形の接続箱には多くの機器を組合せ動作させるのに必要な端子板と電気同路がある．蹴撫魏9．．ぶ図11−16架台JMT−297fGR（制御器JC−435／GRC装備）　Mounting　JMT−297i’GR　with　the　control　box　JC−435／　GRC．162（162）　2．　制御器JC−435！GRC　この制御器は架台に取付けて，無線機を2重通信操作および中継操作を行なえるようになっており，電気的に送受信機および受信機の制御と，音声回路を接続し自動的および手動的切換えができる．　3．制御器JC−375／VRC　この制御器は通常架台から離して取付け，づレストーク方式の各装置に使用するのに必要な機能を有している．ま　　　　　　　　　　　　　たつレストーク用あるいはモ図11−17　制御器JC−375／　VRC　Control　box　JC−375／　VRC．ニタ用に適当な音響機器を接続できるようになっている．図11−17e：tその外観である．9，試験装置」／URM−9　航空機搭載無線機AN／ARG27は防衛庁へすでに300余台納入し，F−86，T−33，P2V−7などに搭載されているが，この試験装置はこの無線機の保守用として，昭和33年以来，航空自衛隊向けに18台納入した．　試験装置J／URM−9はつぎのものから構成されており，航空基地などにおけるぺ万チテスト用として，無線機の動作，点検，調整および簡単な修理を行なうに便利なよう設計されている．　　　品　　名試験バネ1レNo．1試験バネ1レ　No．2試験用ハーネスC−628試験箱擬｛以マイク0ボツ空中線擬似負荷RFじリクアっづ圧縮ボンづケ＿づJレ類　　　　おもな用途送受信機，制御器を相互に接｝続し動作を点検する．主として送受信機の調整制御器の機能試験送話入力に入力信号を入れる送信出力，変調度などの点検変調度の測定用送受信機に乾燥空気を封入各種の試験用ヶ一つ1レ10，新形選択呼出装置　電波需要の増大解決の一策として，一周波を多くの施設者が共用する選択呼出方式が使用されることになった．　選択呼出方式が適用されるものは現在のところ，タクシ無線，銀行無線（現金輸送車），およびサーピス業務用無線で，すでに東京，大阪，名古屋地区のタク＝J無線にはこの方式が実施されている．銀行用は，昭和37年から東京，大阪地区で実施される予定である．　当社では，これらの地区にすでに納入されている無線機および新規に納入される無線機に装備するため，タク：J用および銀行用の，全トラッジスタ式選択呼出装置を製作した．三菱電機・Vol．36・No．1・19621．一一36カー一一」巳〕　〔亘　〔⊇　　〔⊃　〔コ：◎◎◎・：◎○図11−18　タク＝J用選択呼出装置の基地局外観図　Selective　calling　device　of　base　s亡ation　for　taxi　service．7L「trP1「〕1　言」図11−19　タク＝J用選択呼出装置の移動局外観図　Selective　calling　device　of　mobile　station　for　taxi　service．性能　郵政省の自動選択呼出装置の技術基準に合致する．　　最大群数　　　4群または，8群　　通話持時間　　30秒または，60秒　　信号器動作おくれ時間　　0．6秒±0．2秒　　信号送出時間　　1秒±0．2秒信号周波数安定度Ovク信号　　±0．5　c／s空線信号　　　±0．5c／s群呼出信号　　±0．5c／s親局呼出信号　±20c／s9一　　環境条件　無線機の新型式検定規則で定められてい　　　　　　　る環境条件で使用して異状なく動作する．　　消費電力　基地局約15W　　　　　　　　移動局　約　5W　なお，このほか，同一施設者内で多くの移動局を個別識別する一般用選択呼出装置も製作，36年度は八幡製鉄へ55台を納入した．八幡製鉄向けのものは，蒸気機関車に搭載して使用するため，温度上限が＋70℃まで要求されたので，これを満足させるためシリコットラ謁スタを使用した．　図11−18，図11−19にタク＝J用選択呼出装置の外観図を示す．銀行用は，このほかに非常用のアタづタが追加実装される．11，26Mc帯SSB無線電話装置　従来のSS−1E形（固定用），　SM−IE形（移動用）に加えて，SS−2E形（固定用），　SM−2E形（移動用）を新しく完成した．これは従来のAFクリリづ方式をIFクリ11．通信機器および電波応用機器りづ方式にあらため，低周波特性も従来その範囲が500〜2，500c／sであったものをできるだけひろげるなど，種々改良を行なって音質も一段とよくなっている．　また，移動用は電源部に直流12．6V用のトうンジスタDC−DCコ万パータを使用し，10　W送信時に従来回転コッパ＿タ式電源で約18Aの電流を消費していたのにくらべ，これを約ユOAに減少させた．　SM−2E形の主要性能と外観を表11−8および図1L20に示す．　また，東京をはじめ，大阪，神戸，京都，岡山など各地でSSB無線電話装置の通話試験を行ない，いずれも良好な結果をおさめ，納入実績も東京マッタ販売，京都マッタ販売をはじめとして漸次増加してきている．　つぎに大阪付近での通話試験の結果を示す．この試験は堺市に出力50Wの固定局をおき，移動局は陸上移動の場合には図11−21に示すように自動車に装着し，移動局の出力は10Wである．試験結果は図11−22のようであって，ここに点線で示したのは通話が不能または不良のところ，実線で示したのは十分に実用可能なところであるが，とくに海上での伝播状態は良好で図でもわかるようにかなりの遠方まで良好な通話を行なうことがきた．表11−8　SM−2E形　主要性能項　　目仕様送信部　周波数範囲　変調方式　送信出力　搬送波減衰比受信部受信感度選　択　度受信方式定格出力消費電力寸法，重量25．01〜27．5Mcのうちの1周波低電力段平衡変調25Wまたは10W−30dB以下出力500mW　51N　20　dB｝cおける入力3μV以上6dB低下の帯域幅2．4kc以上3．O　kc以下26dB低下の点±1．7kc以上46dB低下の点±1．9　kc以上66dB低下の点±2．1　kc以上スーバーヘテロダイン方式1W直流12、6Vで25W送信時約14A受信時約7．5A　　　　　10W送1言時約｜OA受信時約7．5A無線機本体　　　385（幅）×290（奥行）×225（高さ）mm　　15kg25W用直流電源部　　　235（幅）×400（奥行）×268（高さ）mm　　skg10W用直流電源部　　　210（幅）×215（奥行）×180（高さ）Inm　　8kg注SS−2E形の性能は受信部がSM−2E形と同じであり，また，本文中に　記した改良点以外はSS−1E形と同じである．図11−20SM−2形　SSB無線機　Type　SM−2　SSB　radio　equipment．（163）163繋轄’gePt図11−21　通話試験用移動局　Amobile　station　for　a　radio　telephone　test，西km　図11−22　通話試験地図Aregion　for　a　radio　telephone　test．12．誘導無線電話装置　真空管式のFI−3形は昭和36年中に富士製鉄へ16台を納入，工場内のクレーvと事務所との連絡通話に使用されている．　これに引き続き全トラvVスタ式のFI−8形も開発を完了し，昭和36年中には三菱美唄鉱業へ納入した．ここではFI−3形が坑道入口の鉱山事務所に置かれ，　FI−8形計5台がそれぞれ坑道内を走る10t電気機関車に搭載されてこの両者間で業務上の連絡通話が行なわれている．通話状況は周囲の雑音発生状況によって異なるのはもちろんであるが，普通の場合には大体3km程度まで良好な通話が可能である．　このFI−8形は電源として公称12　Vの蓄電池を使用し，通信の際に利用するトロリ線から充電抵抗器を通じて充電できるようにもなっている、また，全トランづスタ式であるため機器の重量，容積，消費電力などは従来のFI−3形に比べて非常に小さくなっており，移動用としてとくに適している．　つぎにその概略の性能と外観（図11−23）を示す．　　周波数範囲　　　　10〜250kcの中の一周波164　（164）栂cη織び、・lwいn．　ttt、爆羅霧灘職、通信線との結合送信出力受信出力消費電力送受信機寸法　　　図11−23　FI−8形　誘導陶　　　　無線機　　　　Type　FI−8　inductive　　　　radio　equipment．　　送受信機重量　図11−23は左から制御器、充電用抵抗器，送受信機，電源用蓄電池，スじ一力であり，その前は空中線結合器である．コッ芸ンサ結合2WユW以上送信時約ユ2W受信時約8．5W2／5（幅）×315（奥行）×ユ20（高さ）mm5．7kg13．超短波および極超短波多重通信装置　昭和36年度における多重通信装置の主題は，超短波帯多重無線機のトラv・Jiスタ化，搬送電話端局装置の新形実装，極超短波多重通信装置の新しい使用方式であった．　高周波用トラ滅スタの開発に伴い，超短波帯通信機のトランジスタ化とともに，多重用無線機のトランジスタ化をすすめてきたが，400Mc帯SS−PM方式24　CH容量多重無線機と，ユ60Mc帯SS−PM方式6CH容量多重無線機を完成した．　昭和34年3月にSS60CH方式で全トラvJ’スタ搬送電話端局装置の国産第1号機を関東地方建設局に納入した当社は，その後装置の小形化にいっそうの研究を進めてきたが，60CHの通話路ユニ・・）トを1架に，共通部の予備を含めて全実装を2架に収容するMX−3J形端局装置を完成した．　一方昭和31年に日本国有鉄道，熊本一鹿児島回線に納入して以来，当社の標準機種となっているME−3A形無線機を，幹線通信系なみのルート予備方式に使用する構成として岡山一高松回線に納入した．またME−4形2，500Mc帯多重無線機をデータ伝送に要求される信頼度を得るために送受信機に種々の改良を加えた上，並列運転方式として秩父t・Pt・7Y卜増設回線に納入した．　13，1　日本国有鉄道　岡山一高松多重通信回線　この回線は図11−　24に示すように，岡山一高松を結ぶ重要な通信系で，昭和31年に納入した7，000Mc帯PPM−AM　23CH容量同線ではトラフィリク不足となったので，これに代わるものとして採用された．使用周波数は，7，500Mc帯，通信方式はSS−FM，通話路容量は60CHで，無線装置ME−3A，端局装置MX−3J各2式である．　この通信系は，セ1リト予備方式として納入し，ついで三菱電機・　Vol．36・No．1・1962反射板50m「司山kn］松図11−24　回線構成図　Communication　system　diagram。驚｛図11−25MX−3J形60CH　容量搬送電話端局装置　Type　MX−3J　60CH　capa’city　multiplex　equipment．図11−26MX−3J形24CH　容量搬送電話端局装置　Type　MX−3J　24CH　capa−　city　multiplex　equipment・図1L27　ME−5形400　Mc帯　トランジスタ無線機　Type　ME−5400　Mc　band　transistorized　　radio　　equip−　ment．ユ0月に幹線通信系なみに1レート予備方式の構成となった．　納入した端局装置は，図1L25および図1L26に示すMX−3J形新実装で，1．2．3．4．5．などがおもな特長で，　13、2　多重無線機のトランジスタ化について，かねてから研究を続けた結果がみのって，400Mc帯と160　Mc帯の多重無線機を完成した．このうち400　Mc帯トラ滅スタ化多重無線機（「三菱電機」第35巻第8号所載）は図11−27に示すように幅520mm，奥行225　mm，高さ1，500　mmの小形架に収容した斬新な機種で図11−26に示すMX−3J形搬送電話端局装置と組合せてss−PM方式24CH多重通信回線を構成することができるものである．　受信機のすべてと送信機の大部分をトランづスタ化し，真空管は送信機の最終電力増幅およびその前段逓倍部に合計4本使用しているだけで，電力消費量もわずか250VAにすぎない．　イッドネ＝JアPTTには電信局と送，受信所間のSTLとして納入したものであるが，多重通信装置の輸出第1号として熱帯地方の苛酷な条件にたえて活躍してくれることを信じている．　13，3　北海道電力160Mc帯多重通信回線　400Mc帯多重無線機と並行して，ほぼ同様の設計で160Mc帯多重通信装置を完成し，北海道電力釧路一厚搬供を4kcハムづo方式としたこと．搬送波配列をCCITT規格どおりとしたこと．部品，バネ1レの小形化，合理的な実装によって，装置を小形にしたこと．共通部の予備を含めて60CH実装を2架に収容できること．1レート予備構成を採用したこと．　　　　　　　もちろん全トランづスタ式である．　インドネシアPTT　400　Mc帯多重通信回線11．通信機器および電波応用機器岸回線に納入した．　その無線機は400Mc帯トラッジスタ化多重無線機の技術に，従来のVHF機器の技術を加えて完成したものであるが，6CH容量搬送電話端局装置を含めて，幅520mm，奥行225　mm，高さ2，000　mmの1架に収容した．装置の主要諸元はっぎのとおりである．周波数範囲送信出力送信周波数偏差受信方式受信機雑音指数受信機帯域幅伝送方式伝送周波数範囲通話路容量変調指数総合SIN比漏話減衰量tズミ減衰量13、4162〜170Mc50W±2×ユ0−5以内（水晶基準）タつルスーハ15dB以下約300kcSS−PM12〜44kc6CHO．8　rad　RMS／CH標準受信入力時　50dB以上標準変調時　　　50dB以上標準変調時　　　30dB以上　　　　秩父セメント2，500　Mc多重通信回線　昭和33年に秩父セメv卜，本郷一登谷山一秩父間に2，500Mc　SS−FM方式48　CH多重通信装置を納入したが，三ヶ尻工場の新設に伴い，登谷山中継局一三ケ尻回線の増設工事を受注した．この回線はユ．2．将来のトラフィvク増加に備えて72CH容量とすること。高速度データ伝送に支障となる瞬断を少なくし，信頼度を高めること．を重点として設計を行なった．1項については前回納入した機種ME−4形無線機に若干の改良を加えて目的を達し，2項についてはME−4形無線機が経済的な自励（165）　165式局部発振方式であったのを，水晶基準逓倍方式として機器の信頼度と安定度を高めるとともに，送受信部の並列運転方式で系の信頼度を高めた．送信機，受信機共2台を常時並列運転させ，非現用送信機の出力は漏れ量の少ない高速度同軸回転スィ・リチを介して擬似負荷に終端し，受信機の高周波入力端子は2台を分配器を介して並列に接続し，復調出力端子を高速スィっチで切換えている．この方式によれば，非現用機の’動作状態も常時監視することができ，障害時の切換えによる瞬断も短時間に押えることができる．この方式は，しぽらく実績をみた上で，既設回線の装置にも採用される予定であるが，さらに受信機出力の切換えをSIN比較形のCombinerにかえて，受信系については瞬断なしの方式としたいと考えている．14．自動誤字訂正（ARQ）装置　14，1TZ−10形パラメトロン式和文ARQ端局装置　国際回線の印刷電信業務の品位の向上を目的としてARQ方式の使用が計画されたのは数年前にすぎないが，当社はこの間に確固たる地位を築き上げてきた．ちなみに当社がこれまで国際電信電話株式会社および海外逓信業務機関に提供したARΩのチt・ネ1レ数は，昭和36年12月現在で198チ；・ネルの多きに達し，現在さらに国際電信電話株式会社向け12チVネ1レ，韓国逓信部向け4升ネ1レを製作中である．バラメトローJの出現によって，それがいち早くARQ装置に採り入れられ電子管式のものから脱皮が行なわれていた頃，欧米のメーカでは競ってトラ滅スタ化への切換えが行なわれ，その結果当社のAR9は全世界のAR9の中でユニークな存在となっている．しかもトラ滅スタ式AR9と比較してパラメト●式ARQは納入即実働であり，かつ障害発生率が極端に小さいことからますます注目をあびてきている．このような事実からこの端局装置は海外からの引合が活発で，今後その輸出の飛躍的増大が期待されている，　国際間の印刷電信回線のAR9化が全世界に広まり，あらゆる面で改善された子一タが確立すると同時に，この方式を国内無線印刷電信業務にも採り入れようとする機運がたかまってきた．この動きの噛矢となったのが日本国有鉄道向けTZ−10形パラメトo’J　AR9である．　日本国有鉄道では，全国的な無線印刷電信回線を施設し鉄道運輸業務に関する資料伝送を行なっているが，マイク0回線であるため盛夏時のフェーデンづによって伝送障害を受けやすく，AR9方式の採用による無誤字伝送が企画された．　当社ではこの端局の開発製作にあたっては，国際回線用TZ−3形パラメトoジ式AR9での製作経験がきわめて有効であったことはいうまでもないが，国内回線用ARΩはつぎの点で国際回線用のものと原理的に相違している．　1．　国際回線では5単位印刷電信符．号が使用されるが，166　（166）表11−9ARQ（和．文）CODE・CONVERSION国鉄新けん盤配列6単位位符号6UNIT　CODE　8　中　4　符号40UT　OF　8　CODE上段中段下段アア○●OOOO●○●●○○○●※Dイイ○●○○●○●●○○○●○●＆ウウ●○●O●○○○●○●○●●工工○○　○　○○　●●●●○●OOOオオO●○●○●●●OOO●●○※Gカ●○●○●●○●○●●○●○※T5キ●OoOO●●○○○●●●○※Y6ク●●○●○●○○●●○●●o※Bケコ●●Oo●●○○●●●○●○※Xセサ○●○●●●●●OO●●○○※E3シ●●OOOO○○●●○●o●※F￥ス●　●○●●oO●OO●●○●※Cソヲ●○●●●○○○●○●●o．●※Aノタ○●●OOO●●●OOOO●※QチO●●●O●●oo●○●●o※ZツツO●○OO●●○●●○●Oo※S％テ○●O●OO●●oo●oo●※W2ト●●●oO●OOO●●●●O※」？ナ●●●O●OOOO●●O●●※K（二○●●●●○●○○●Oo●●十ヌネ●OQ●●○○●o●Oo●●※18ノOO●●OO●O●○●OO●※R4ノ、OO●O●○●O●OO●O●※VへヒOO●●●●●○●O●●OO＃ヰフO●●○・O●●●●OO●OO」Lホ●●●OOOO●●OO●O●※u7マ●●●●OOOOO●O●●●※NムミOOO●●O●ooO●●○●※Mメモ●OO●●●○●●●OO●○ヤ　・ヤ○●●●oO●OO●●OO●・“ユユ●0●●○○OO●OO●●●”ヨヨ●OOO●●O●●●O●00※L）ラOO●OO●●●O●O●OO※09リoooo●●●●●OOO●○X口ルoOO●●●●●○●○○●O※P0レ●O●●O●O●O●O●●O＠ワOO●●○●●O●OO●●O÷工一●●o●●●OO●●●●OO※H一ンOOO●O●●●○●●OOOo，，●○●●●●○●o●●●Oo1レ］．OO●OOO●●O●OOO■＝，oOOo●o●O　OO●○●●始●●●●o●o●●Oo●●o終●●●●●oOO　O●●●O●上　　　段○●●●●●●OO●●●OO※中　　段O●●O●●●○○●●O●O疑下　　　段●●●●●●○●●○●●○○※改　　　行●○●○OO○●○●○●○●※復　　帰●OOO●O○●●oOo●●信　　号●OOOOO○●●○●Oo●連　　　続OOOOOO○●●●oOO●後　　　退OOO●OO●○○OO●●●※スペー　ス●00●OO○●○●●Oo●Oo●●●○●O●OOO●●O●O●●○●●○○OO●●o●●o●○●○○●○●○●oO●○●●●O●○●○●Oo●○○●●●●○○●o●○●●OO●○○●Oo●○●●●●O●OO○●○Oo●●●●○○●○●○●●●●○Oo●○●○○●○○　■○●●●o●●OOO●O●OO●●●O●●●○●●○●●O●O●OSIGNAL　　　　　　∬1　　RQOoOo●●●●SIGNAL　　　　　　I2　　RQ●●●●OOOOIDLE　TIME　　　　　　　α○○●●○○●●IDLE　TIME　　　　　　βOO●●●OO●ABSOLUTE　TRUNK　　1O●●OOO●●ABSOLUTE　TRUNK　　2●o●●●oOO※印はパリティ・チエック符号（統計機連動）三菱電機・Vol．36・No．1・1962口bv　　　　図11−28　　　　　　　　　図11−29　　　和文6単位符号用　TZ−10形AR9端局装置Type　TZ−10　ARg　terminal　equipment　for　Japanese　letter．　　　国内回線では6単位である．したがって4マーク4　　　パースの8単位符号が誤まりの検出機能を有する　　　符号としてもっとも能率良く対応するものである．2．4マ＿ク4スく一スの符号は反転してもやはり4マーク　　　4スR＿スである．したがって3マーク4スく一スの国　　　際間のARQ回線のように反転による升ネ1レ問　　　の識別は不可能である．また回線の通過帯域幅の　　　制限もあって，2升ネ1レまたは4升ネルの多重化　　　はできず，単一升ネ1レである．　3．4マ＿ク4パ＿スの8単位符号で，かつ単一一チtネ1レ　　　用のものであるため位相合致の判定基準が変わり，　　　かつその判定が非常に困難になる．この問題は再　　　送要求符号として，11R9および12RQの2種類　　　の対称符号の連続が授受されるということで解決　　　された．　このような基本的問題の解決のほかに，操作運用の簡略化，保守の容易さにも考慮が払われたほか，論理回路にパラメトロンを使用することによって，確実な動作と半永久的な寿命を保証するものとなっている．この端局は東京中央電信指令室に4台，札幌，仙台，大阪，門司の各電信室に1台ずつ設置されて36年4月より実働にはいっている．（図11−28，図11−29）　この装置の仕様概略はつぎのとおりである．　構造および寸法　　づ0・リク゜ターミナ1レ　盤　　1ル＿盤　　エキサイタ盤　　づセリク盤　　メ＿タ盤　　1〈ラメトOv盤　　電源盤　　これらの盤が標準搬送架に一面実装　　高さ230cm×横幅52　cln×奥行45　cm　　重量　約250kg11．通信機器および電波応用機器電気的仕様　通信速度　　47．6ボーまたは50ボー　6単位側入出力仕様　　　送信部入力　　同時断続式6単位印刷電信符号　　　　　　　　　　　マーク；十50V　　　　　　　　　　　スペース；−50〜OV　　　受信部出力　　調歩式等長6単位印刷電信符号　　　　　　　　　　　±20mA，50　Vの複流　伝送路（8単位）側入出力仕様　　　送信部出力　　±20mA，50　Vの複流　　　受信部入力　　±5mA，50　Vの複流または　　　　　　　　　　＋50V，　OVの単流　電源入力仕様　　AC　50160　c／s，100，115，200ま　　　　　　　　　たは230V消費電力おもな使用部品　パラメトローJ　トラV＝Jスタ　タイオード　真空管約350VA900素子，36本66個44個25本　14，2汎用ARQ装置　TZ−10形パラメトローJ式AR9装置をさらに一般の伝送回線にまで拡張して使用することを企画して製作されたのがこの汎用AR9装置である．現在この装置を使用する上での対象となる伝送回線の一つに公社専用線がある．戦前は警察，新聞，放送事業，気象台などのような特殊機関に限られていた専用線の利用は，昭和28年7月公衆電気通信法（法律第97号）の公布によって，一般の会社，銀行，官庁などでも等しく享受しうるところとなった．公社専用線は現在のところ，50ボー前後の通信速度で使用されているが，国際印刷電信回線に比較してきわめて安定である．しかし，確実な資料の伝送という観点にたてば必ずしも満足すべきものではなく，AR9方式の導入によってはじめて誤まりのない資料伝送が約束される．AR9方式では訂正することができないトラーJスポづショカレ・エラーは，国際回線での運用統計によって，伝送文字の誤まり率が極端に大きくなったところで発生していることが確かめられているので，専用線の雑音の性質が国際回線のそれに類似しているものとすれぽ，一般に安定な専用線のAR9化は100％無誤字伝送を約束するものとなる．　このように伝送回線の品位が理想的条件にまでたかめられてくると，伝送系の全体的な安定度と確実さとは，入出力機器の安定度に大きく支配されてくる．入出力機器の安定度をそこなうものとしては，読取機構の誤動作，はなはだしく摩耗したりいたんだりしたテーつのそう入，さん孔機構の誤動作などが考えられる．この装置は入出力機器に二重読取りおよび二重ilエっク機構を持ったものを使用することによって，これらの障害を検出し，運用者による手動訂正によって6単位入出力側の誤まりを（167）　167除去するようにしている．すなわちARQ装置と入出力機器間の誤動作は，ARQ装置内にある付加回路で検出されて手動操作で訂正され，伝送回線での誤まりはAR9方式で自動的に訂正されるようになっている．このような汎用AR9装置の使用によって，50ボー前後の低速度回線でまったく誤まりの無い資料伝送が約束される．　この装置の仕様は概略つぎのとおりである．　構造および寸法　　高さ160cm×横幅106　cm×奥行45　cm　　　　上記寸法のワク体内に搬送架幅（52cm）のワク　　　　が2列並んでおり，　　　左ワクに　　　　パラメト0ン盤　　　　リレー盤　　　右ワクに　　　　訴っク盤　　　　エキサイタ盤　　　　電源盤が実装され，コントローJレ盤だけ操作上の便宜から前面トピラに装着されている．　電気的仕様　　通信速度　　50ボーまたは100ボー　　6単位側入出力仕様送信部入力2Jレートの同時断続式6単位印刷電信符号　マーク；十50V　スく一ス；−50−OV　　受信部出力（パン升部）　　　　　　　　　同時断続式6単位印刷電信符号　　　　　　　　　　マーク；66〜88mA　　　　　　　　　　スく一ス；OmA　　受信部入力（リータ部）　　　　　　　　同時断続式6単位印刷電信符号　　　　　　　　　マーク；十50V　　　　　　　　　スく一ス；−50〜OV伝送路（8単位）側入出力仕様　　送信部出力　　±17〜±23mAの複流　　受信部入力　　同　上論理回路素子と使用数　　パラメトo−」　1，125素子45本15、PT−210形　医学用テレメータ装置　自由に活動している人間や動物の生体現象を，はなれた場所で観測，記録することは，医生理学界多年の宿望であった．その宿望にこたえるべく，35年製作発表したスポーツ医学用テレメータを基礎に（a）升ネルの多重化（b）送受信機の小形，軽量化　（c）標準化　（d）価格の低減などを目的として開発を続けてきたが，ここに2升ネ1レのPT−210形医学用テレメータ装置の開発を完了した．図11−30，図11−31はこの装置の送信機，受信機の外観で168（168）ある．この装置の特長ならびに諸元はつぎのとおりであるが，性能上，医生理学関係ばかりでなく，一般産業の分野における使用も期待される．　特　長1．2．3．4．諸　元　寸法重量電源送信機の超小形　軽量送信機に高利得増幅器2個を内蔵2升ネ1レで現象の相関関係を観察できる．FM−FM方式でデータのSINが良い．送信機　104×27×68mm受信機　430×340×490mm送信機　1609，受信機　ユ7kg送信機　DC　9　V，受信機　AC　100　V斌、抽図11−3・⇒・チ。ネ。　　　　　医学用テレメータ送信機　　　　　2Channel　medical　tele−　　　　　metering　tranSmitter　　　　　　type　PT−210．図11−31三菱2升ネJV医学　用テレメータ受信機　2　Channel　n〕edical　tele−　metering　receiver　type　PT−210．送信機入力信号　第1升ネ1レ20μV，1〜100c／s　　　　　　　　第2チPネル1mVO．5へ200c／s送信機入力イーJte−di−Jス　50　kΩ以上弁別比　　　　　40dB以上搬送波周波数　　　40．68Mc副搬送波周波数　　2．3kc　3．9　kc16，医学テレメータ用無線刺激装置　生体細胞に電気的刺激を与え，動物などの生体反応を観察することは医生理学界で以前から行なわれていたが，刺激を与える動物を電線などで束縛して，本来の生体反応を観察できない場合があった．そこで無線装置で刺激を与え，生体反応を無線テレメータで観測すれば，自由な状態にある動物について実験できる．この装置はこの日的のために製作されたものである．この装置は送信機と受信機とで構成されるが，受信機の機構を簡単にするために至近距離で用いるにもかかわらず送信出力は最大5Wになっている．送信機外観を図11−32に示す．　特　長　　1．　受信機が超小形　軽量三菱電機・Vol．36・No．1・19624N‘　2．　受信機は単安定回路を用いて送信信号を刺激信　　　号に変換する．規　格　寸法　　受信機　104×27×68mm　　　　　送信機　504×ユ74×285mm　搬送波周波数　　13．5600Mc　送信出力　最大5W（5段階に可変）　受信機出力　振幅　ユ〜5V（5段階可変）　　　　　　　　　71jレス幅0．1〜5ms（設定可能）図11−32　医学テレメータ無線刺激装置　　　　　Telestimulator．17．マイクロ波空中線　35年度末に電電公社通信研究所へ納入したホーッレフレクタ空中線はその後通信研究所での詳細な試験も完了して，十分な性能をもっていることが確認され，いよいよ実用回線に使用されることが決定された．実用回線向けのものはなお設計中であるが，上記通信研究所へ納入の空中線のおもな性能はつぎのとおりである．　　周波数帯　　4，000Mc帯，6，000　Mc帯共用　　開口面積　　8．75m2ホー−J開き角　　32度焦点距離　　2．643m重　　量　　1，700kg耐風速　60m／sec　36年度当初には見通し外回線用として先に，電電公社に納入，九州大浦局，奄美大島名瀬局に据付けた大口径空中線の反射鏡に対する一一次輻射器系を納入したが，いよいよ37年度中にはこの回線が沖縄まで延長されることになった．35年度から36年度にかけて電電公社のマイクo波回線のうちo一加レ回線に使用される11，000Mcのパラボラ空中線を10台納入した．性能はすでに紹介されたとおりであるが同時に納入した給電用の導波管部品も新設計によるものである．性能の一例をコーナ導波管にとってみるとつぎのとおりである．　　周波数帯　　10，700〜11，700　Mc　　VSWR　　1．02以下　電電公社のマイ夘波回線の主幹線である4，000Mc帯のバラポラ空中線は引き続き約50台製作中である．もちろんこれに伴う導波管類も相当数製作した．　一方電電公社では東名阪回線の質を向上するため，かつて当社から納入したパスレーJdiスレ誠空中線をやめて新しく4，000　M，帯のパラボラ空中線を取付ける計画がたてられ，目下34台の引合があり37年度当初から納入でき11．通信機器および電波応用機器図11−33　ホーンレフレクタ空中線　Horn　reflector　antenna，るよう鋭意製作中である．ある．反射鏡利　得周波数帯偏　　波VSWRおもな性能はっぎのとおりで4mφ（3分割）約42dB　3，600〜4，200Mc　垂直，水平両偏波共用　1．07以下　この空中線系に用いる導波管部品も従来のものをさらに改善したものが用いられることになっている．　35年に電電公社へ納入して東名阪回線で実用されている6，000Mcパラボラ空中線はその後，他回線への増設が決まり目下50台を製作中である．これらは導波管部品を含めて仕様のきわめてきびしいものだけに一段と充実した生産態勢を整えている．　防衛庁から受注した直径25mの回転形の大口径空中線は反射鏡，一次輻射器系が36年末に完成した．　一方海外からも大口径空中線などの引合が次第に活発になってきており当社のマイクo波空中線が輸出できる日も遠くないであろう．18，RC−4形気象用レーダ　35年度には防衛庁に5，300　Mc帯の気象用レータを納入したが，これに引き続き36年度は名古屋気象台に新しい形のRC−4気象用レータを納入した．　その特長の一つは，当社研究所の研究成果を用いて製作されたパラメトリリク増幅器を受信回路に設けることにより，従来のマイクo波受信機に見られないすぐれた低雑音受信機の実用化に成功した．これにより最大探知距離は一挙に約40％増加した．　つぎにRC−4形は等工｝装置を持つことにより，降雨量の定量的観測が可能になった、すなわち、雨雲からの反射信号は遠距離のものほど減衰をうけるが，この減衰を補正し降雨の種類による定数を入れて計算すれば出力信号は雨量に比例するので，信号の基準値をあらかじめ決めておけぽ，信号電圧から降雨量を知ることができる．この装置においては基準値より40dBの範囲5dBごとの間隔でスライスしているので，降雨量をきわめて（169）　169図11−34　名古屋ぺ象台に設置された空中　線装置（RC−4形）　Antenna　assembly　installed　at　Nagoya　Meteorological　　Observatory．　（type　RC−4）図11−35　RC−4形　指示装置　RC・4　type　master　inclicator　group．図11．・36　RC−4形送受信装　｛呂1　（パラメトリ・ソク1一曽巾冨暑x付・）　Type　RC−4　transmitter・　recelver　with　parametric　amplifier．高い精度で知ることができる．（機器の詳細は「三菱電機」第35巻，第8号に述べてある）　名古屋気象台に設置以来．×（象観測の一一翼として活躍しているが．とくに昭和36年6月下旬，本土中央部に記録的な集中豪雨と災害をもたらした梅雨前線を見事に捕え，観測，予報に有効な資料を提供した．図11−37は6月28日午前5時現在の梅雨前線のレーdパターvであり，等エ｝装置を通して信号電圧をスライスしたものである．19tミリ波レーダ　大気中の減衰，霧，降雨による減衰などを考慮し、また実用的見地から24，000　Mc帯のレ＿タ開発に着丁してから，34年8月羽田空港において試作機のASDE評価試験を実施し，好評裏に第一次段階を終了した．　35年4月に始まった第二次段階の日標は、　（1）　高解像度指示機の製作　（2）　極短パ1レス送信機および広帯域受信機の製作　（3）　高分解能空中線の製作であった・まず35年4月運輸省より研究補助金の交付をうけ，極短パ1レス，狭亡一ムを忠実に再現する高解像度指示機の試作に着手した．　この指示機（図11−38）はスボリトサイズを・」・さくし、かつ輝線幅を狭くするために、スポ・・フトサイズの小さいCRT170　（170）（a）（b）　　　　　　　　　（c）（a）等エコー装置なしの通常のパターン（b）　基準レベルにおける等工コーパター／（c）　（b）より40dB以L強い信号のパターン　　ー番雨量の強い処だけがスコープ1．に残っている図11−37　等エコ＿793＿−J　レv・」’マーカ：50kln（名古屋地方気象台の厚意　　　　　による）　ISO　echo　pattern　range　marks：50　km．　（Courtesy　of　Nagoya　Met．　Observ．）の採用、電源リリづ1レの抑圧、碍オ増幅回路の広帯域化、偏向フラ1リクスの均一化などの問題の解決の必要が生じた．　またとくに0．5マイ1レレ万∪ではスィーつの直線性が問題になったが、七記の諸問題を解決し、36年3月成功裏にこれの実験を完了した．　空中線装置（図11−39）については．�h巷の全域が監視できるように垂直tl一ムは近似cosec’」　eを採用し，かつ高速回転，あるいは強風に耐えるとともに反射曲面のtズミを最少とするような構造を採用した．三菱電機・Vol．36・No．1・19624Lレ図11−38　高解像度指示機　High　resolution　in（71icator．図11−39　空中線装置　Antelma　assembly．図11−40　送受信装置　Transmitter−receiver．　送受信系（図11−40）については立上がり時間が短かく，幅の狭いパ1レスを必要とするため，極短パ」レス発生器，広帯域受信機など幾多の技術的問題があったが，これらの問題も解決したので，近く運輸省の協力を得て総合実用試験を行なう予定である．　20，観測用ロケット追尾レーダ（GTR−1形）　当社では，かねてからレータ技術陣の主力を追尾レータの研究に向けてきたが，その成果の一つとして生まれたのがこのレータである．　このレーdiは，東京大学生産技術研究所で開発中の宇宙観測用のカリパ：Jリーズロケリトおよび，将来製作を計画されているラムdi・」リーズOケっトを自動追尾し，その飛しょう径路を計測するために製作されたものである．　oケっト技術の急速な進歩により最近oケっトの到達距離11．通信機器および電波応用機器は飛躍的に増大し，従来の方法では計測が困難となったため，本格的なoヶりト追尾レータ装置が設備されることになった．さしあたり対象となる力っパ9形ロケリトは，高度400kmに達し，初加速度は約9Gであるが，ラムタシリーズでは，直距離にして1、500　kmに達する計測が必要である．　また，このレータでは，ロヶりトに搭載したトランスポッタを追尾する以外に，oヶリトより空中に発射する金属箔片（チ？フ）を追尾計測することを要求されている．これは，高空における空気密度や気流の状態を測定するためである．　このレータ装置はこれらの基本的な要求を満たすのはもちろん，円滑，精密な追尾ができるように，種々の新しい考案に基づいて設計，製作されたもので概略の仕様はつぎのとおりである．　概略仕様　構成　自動追尾空中線　送受信装置（パラメトリvク増幅器付）　指示機およびサーボ制御装置　≠一タ撮影装置（直交座標算出計算器付）　水平面射影ペーJ記録器　垂直面射影くv記録器　400c／s電源　自動電圧調整器　配電盤　付属品　予備品性能　最大追尾範囲　　　　1，500km　データ測定　　　距離　方位角　　　　　　　　測定　空中線　　　　直径4mφパラポロイド　　　　　　　　偏波直線偏波任意切換え空中線最大角速度空中線最大角加速度使用周波数送信電波受信機雑音指数測定誤差モード切換え　（a）　　　　　　　（b）偏波特性切換え≠一タ記録1台ユ台1台1台1台1台1台1台1台1式高低角とも完全自動油圧駆動，円　60度／sec180度／sec21，680Mc500kW，ユμs，83i／3　pps．　　2dB　O．2％以下一次レータ（反射体追尾）二次レータ（トラーJス＊“−Jタ追尾）（a）（b）（a）（b）円偏波直線偏波極座標の16mm映画撮影記録直交座標のXY，　XZ　R−J書き記録　このレータの特長は，まず最大到達距離がきわめて大きく1，500kmの観測範囲を有することである．　oケリトを追尾してその遠ざかるにつれ，受信入力が減少し，測（171）　171図11−41GTR−1形レータ4mφ空中線　Type　GTR−1　radar　4　m　dia　antenna．図11−42GTR−1形　レーtsi　送受信装置（パラメトリ1リク増　幅器付）　Type　GTR−1　radar　trans−　mitter・receiver　with　low　noise　parametric　ampli一　丘er．図11−43GTR−1形レータ指示機（含サーボコントロー］レ）　　Type　GTR−1　radar　indicator　servocontrol．定値にラーJタムノィズが混入してくるのがつねであるが，これを避けるために，1，500kmにおいても，17dBのマロッが残るように設計されている．この到達距離は，従来のパ1レス方式追尾レーづに比し，約10倍近く長くなっている．　このように有効追尾距離を大きくするために，空中線は口径を4mとし，送信電力は⇔頭500　kW，受信172　（172）機雑音指数は2dBとし，またパ1レス繰返周波数が低くなるので空中線サーボはサッづル値制御系とした．　また，ロケっト追尾に必要な高速度応答（発射直後）と低速度応答を両立させるために空中線の駆動には油圧方式を採用した．　つぎに，このレータは，一次レータ，二次レータとしての切換え使用，円偏波，直線偏波の切換使用が可能であるという特別の機能を有している．一次レータは，0ケリト本体やチ？フなど受動的な反射物体を追尾するときに用いるもので，二次レータはロケvトがトラーJス紀タを搭載しているときに，その送信波を追尾するためのものである．円偏波は，トラ”Jスポンタ追尾のときに使用し，直線偏波は，主として一次レータとして使用するときに用いられる．これらはいずれも，指示機にあるスィ”）チで制御され切換え所要時間は1秒以下である．　距離追尾に関しては，その測定確度を高くするために水晶発振器を用いた高精度の時間変調器を開発し，約10−4の確度を得ることができた．　なお，この装置の性能と，当社におけるレータ製作の実績は，海外にも知られるところとなり，現在すでにユーゴスラピ？より，同一仕様による追尾レータの引合がきており，目下接衝が進められている．21，気象観測ロケット用電子機器　科学技術庁では昭和35年度から3力年計画で気象観測用ロケっトの試作研究を開始し，当社を含む民間8社に研究委託がなされた．このロケワトは高度150〜100kmにおいて写真撮影により雲の分布，台風の眼，太陽紫外線のスくクトルを記録し海上で回収することおよび60・・−30kmの気温をパラ：vユート追尾により風向風速より算出することを目的としたものである．　搭載する電子機器としてはトラーJス’わタ，テレPt一タ，電池，DC−DCコツパータ，タイムスイリチ，気圧継電器，電圧モニタ継電器などがあり当社は36年3月末にこれらの試作を完了した．このほかカメラ，パラシュート，フo一ト，タイマーカなども搭載されることになっている．　トラーJスポンタは諸種の条件からLパンドを採用し，局発，パ1レサ，送信器をのぞいてトう一J・Jiスタ化した．おもな諸元はつぎのとおりである．　　搬送波周波数　　受信　1，673Mc　　　　　　　　　送信　1，687Mcパ1レス幅受信方式IF周波数IF　IIv　f”巾冨11LbSスーパーヘテロタイン方式25Mc2Mc　受信感度（Minimum　Triggering　Level）−70　dBm　送信出力　　　100W　外形寸法　　　　120×140×200mm　重　　量　　　　3．6kgテレメータは2升ネ1レでFM−FM方式とした．おもな三菱電機・Vol．36・No．1・1962司t　　�c、　　　べ　　、�d蓼’ご繰溺○塾ダ図11−46　トランスポンタ　Transponder．図11−44GTR−／形レータ・≠　一タ撮影装置　Type　GTR−1　radar　data　movie　recorder．図11−45　テレメ＿タ　Telemeter．諸元はつぎのとおりである．搬送波周波数搬送波出力サづ千？リP周波数サづ千十リP　変調特・性　搬送波変調特性　外形寸法　重　　量電池は銀亜鉛電池で，芦im225McO．3W890　c！sおよび1，300　c！sDC入力±1Vを加えた場合のサづ朴リ？周波数の変化±7．5％＋100kc105mmφ×30mm130g　　　　　　　　　　　とくに耐振構造に留意し，DC−DCコーJパ＿タはこの電池と組合せトランスボーJj、テレメータなどに必要な電力を供給するようにした．そのほかタイムスイリチ，気圧継電器，電圧モニタ継電器もロケリトの総合設11・通信機器および電波応用機器計上重要な役割を演ずるものである．　なお昭和37年3月末までにトラッスポンタの第2次試作．ノ＿ズコ＿−Jの回収実験（これにはテレメータを搭載し電波試験を兼ねる）を行なう．22，ECM装置　防衛庁の要望にこたえるため数年来続けてきた研究，開発は着々とその実を結び、わが国で初めて充実した性能をもった電子捜索用機器を納入したのをはじめ，新しく電子妨害。電子ぎまん用機器を受注した．　これらは内外の資料が皆無に近い現状にあるため当社独自の設計が強く反映された内容の機器である．　特殊空中線，高周波回路，受信回路，指示回路などさらに次期の実用機材に対する開発を引き続き実施しており，今後の成果に各方面から期待がかけられている．23，硬質ラドームNCW−61GPS　レータ装置全体を収容する直径約17mのレータサイト用の地ヒ大形硬質ラドームを36年8月防衛庁へ納入した．これはわが国で最初の大形硬質ラドームである．（図11−47）　おもな仕様　　大きさ：直径約17m　高さ12m　　材　料：ガラス繊維強化Jtリエス司レ　　性　能：機械的強度　風速70m／sec積雪40　cm　　　　　　　　　　　　に耐える　　　　　　電気的性能　周波数3，000　Mc以下で電力　　　　　　　　　　　　透過率カミ　90％　以ii　なお詳細は別項材料編を参照されたい図11−47硬質ラドームNCW−61GPS　Rigid　reinforced　plastics　radome　NCW−61GPS．（173）　173どココいドいソコいオココ　コ　ロオニドベリ　リエ　コ　ルコロコハロリコリじり　コトロロリんひオホ　り　ロト　オココいいシもリコヒ　ヅリトロトコペパせコ　オオじ　ロ　もトコはペロリオ　コびコ　いドロ　いいオぴ　ト　　ロコロ　リコ　　リマコ12・電　子　応　用　機　器川’’”．川川1‘11H’「’「’．1「II川li“Fl‘・’”川川川／b・．川1川菖1“「1い馳・’II［川lrllrllい．1川‘1川II川1・．・・’川rl・”川い．…1ト1川1川い．・1‘1川1Electronic　Apparatus　for　Industrial　Application　　Elect・・ni・i・d・・t・y　h・・bee−・ki・g・great…t・ib・ti・・t・th・p・・gress・f　the　ec…mi・w・・1d。。d　b，i。gi。grapid　changes　in　the　daily　life　with　its　sound　expansion　compared　with　other　industries．　Utilization　of　electronics　over・wide　ra・ge　c・veri・g・i・ili・n・nd　p・・d・・ti・・u・ag・is　exp・ndi・g　h・me　a・d・b・・ad．　T・p・・m・t・thi，　engineeri。g，renovation　of　facilities　is　sought　for　by　rational五zation　of　production　control　by　laying　stress　on　automatic　controland　elevating　uniformity　of　products　and　dependability　of　quality．　　On　looking　back　the　electronic　apParatus　produced　by　Mitsubishi　inユ96ユ，　all　the　above　desires　were　metwith　success・the　brief　description　on　the　activities　of　divisions　concerning　the　matter　being　given　as　follows　for　thecomments　of　the　public．　　With　a　chief　ai皿of　using　for　scienti丘c　purposes，　a　fully　transistorizcd　digital　computer　MELCOM−1101　series　hasbeen　completed・　Having　ingenious　devices，　its　calculating　function　has　been　greatly　incrcased　for　its　small　size．Automatic　control　dcvices　for　use　in　simulated　traill　tra伍c　and　assorting　freight　cars　in　a　sh皿ting　yard　were　alsocompleted　as　an　application　of　a　general　purpose　electronic　controller．　　Auto皿atization　of　control　of　machine　tools　was　taken　up　to　improve　quality　and　reduce　the　cost　of　products　for　smallproduction　of　diversi丘ed　work　as　well　as　mass　production，　resulted　in　the　manufacture　of　various　kinds　of　numericvalue　colltrol　equipment　and　electronic　pro丘ling　machines．　Data　loggers　of　high　reliability　were　built　to　modernizethe　process　industry．　Demand　for　analog　computers　were　also　on　the　increase　as　the　automation　was　diffused　to　alIki・d・・f　i・d・・t・y・Anal・9・・皿P・・ers　were　increa・i・gly・d・p・・d　t・v・・i・u・q・・ter・wi・h・・mpl・・i・n・f。v。，i，ty。f・perati・n・1・1・�u・nt・・1・t・・d・・ti・n・f　digit・1　t・・h・iq・・h・lp・d・t・dy・f・ut・m・ti・p・・9・ammi・g・y・t・m・．　C。mp。terseries　for　educational　purpose　were　also　brought　to　completion．　Programmed　train　control　apParatus　built　with　successf・・t・i・1・・d・・pect・d　t・b・u・ed・・a・・w　t・u・k　li…fth・J・N・R・A…m・ti・・peed・・nt・・1・f　l・・g。，。t。ti。gmachines　was　made　available　through　the　utilization　of　high　electronic　engineering．　　Applications　of　electronic　industrial　machines　are　now　welcomed　everywhere．　Mitsubishi　is　fully　preparedf・・any　d・m・・d　i・thi・li・・by・t・・d・・di・i・g・t・bili・ed・pP・・at・・and・d・pti・g・xcel1・nt　q・・1ity・・nt・・l　based。n　l。ngexpe「lence・　電子工業の発展進歩はわれわれ経済社会に一・大変革をきたし，われわれの日常生活にも急激な変化をもたらした．電子工業の生産は他産業に比し大幅な伸長率を示し順調な発展を遂げつつある．民生用から産業用への電子技術の利用が内外とも増大の傾向にあり，設備の革新は自動制御化を中心として生産管理を合理化し，製品の均一性，信頼性など生産性の品位が高められている．　当社の昭和36年度に製作した電子応用機器を回顧してみるに，その需要は多方面にわたり，直接生産機器としてまた間接的にも生産に寄与し，あるいは技術革新のパリクポー−」機器として作動している．次に各部門別の概・要を披露し顧客各位のご批判とご指導を願うものである．　科学用を主目的とした汎用全トランづスタ化されたディづタ1レ電子計算機1101シリーズを完成し，ピ）レディーJb’・づ口っク方式によって浮動小数点およびづルーづ演算用のFLORA，微分解析用のDDAを付加して計算機能を小形機によって大幅に増大した．また汎用電子計算機をコ・・J卜D一うとした列車運行模擬装置および操車場の貨車仕訳の自動制174　（174）御装置を完成した．　多機種少量生産および多量生産ともに機械加工の自動制御化によって品質均一と原価低減とを期待できる工作機械の自動制御装置として多種類の数値制御装置と電子ナライ装置を製作し生産性向上に寄宇した．　づ眈ス工業の近代化はコンピュータ・コ万卜ロールによって全工程が論理的に全自動化されるであろう．この一連機器としてのデータ処理装置は電子技術を最高度に利用したもので，当社の≠一夘ガーは論理回路にNOR標準カードを採用しモジューJレ化することによって信頼度の高い装置を応用別の＝Jリーズとして製作した．　アナロづ電子計算機の需要は1一トメー＝」ヨvの普及に伴って微分方程式の解析のみならず，各種：yミュレータとしても拡張された．当社のアナロづ電子計算機は各種の演算要素を完成し，多方面の応用に納入実績をもつとともにディジタ1レ技術の導入によって　自動づoづラミーJb’方式の研究を開始した．また学校教育用としての計算ee：」リーズも完成し，斯界に認められつつある．　近代工業の合理化はオートメー：」ヨ’J技術の導入によって三菱電機・Vol．36・No．1・1962勺r■急速に進展したことはだれもうたがわないところである．自動制御用電子応用機器として製作した主なるものは，づロセス・コットローJレ用として自動最適化装置を完成し，づDtスの特性方程式を正確に必要としないで，かつ2変数制御でアナ0づ計算回路を付加して制御対象の範囲をいちじるしく広めた．アナづロ演算器を自動制御の閉1レーづの中に組みこみ，最適制御特性を得るような伝達関数を持たせる方式が実用化され，信頼度および安定度が高く，悪い環境条件にも十分性能の保証されるア加ラ演算器を多数製作した．また当社は列車の自動運転制御機器として速度照査器を始め，国鉄新幹線用としてのづ口づラム自動運転制御装置の試験装置を成功裏に完成した．また高度の電子技術を利用した大形回転機の速度制御を精密に行なう装置を完成した．　電子工業機器の応用範囲はますます拡張され，当社はその需要に即応して多くの機種を開発するとともに，標準製品として安定した機器には，日進月歩発展する回路技術と信頼性ある部品を品質管理と信頼管理を基盤とした当社の優秀なる生産管理によって速かに採用して，よりよき改良につとめ、より安価な製品として提供できるように原価低減に努力している．当社の社是とする品質奉仕の精神にもとついて製作している意をおくみ願い大方諸彦のご愛顧をこい願う次第である．1．ディジタル電子計算機と　　　その応用機器1，ディジタル電子計算機MELCOM−1101　ここ数年来，経営の合理化，事務の機械化などの要求に伴い，ディジタル電子計算機は近代企業に不可欠のものとして注目されつつある．当社でもこの時代の要求にこたえ，図12−1に見られるような科学用を主目的とした≠イづタ1レ電子計算機“MELCOM−1101”を完成した．　この計算機は次にのべる種々の特長をもっている．　（1）　スタティっク論理方式を使用し，全回路トラッづスタ化されている．図12−1MELCOM−1101　F形デイジタ1レ電子計算機　Type　MELCOM−1101　F　digital　computer．12．電子応用機器表12−1MELCOM−1101の仕様項日仕竺一論理回路および素子トランジスタ・スタティック回路，　トランジスタ約3，500個，ゲルマニウムダィォード約4，000個．一一一．一一一一制御および演算方式プログラム方式　　　　　　　　　　　　　　．一　　．．一・ニストアード　プログラム方式，タイプライタからの・F動制御も可能プログラムの進行順序は逐次式，ただし命令の実行は一部同時に行なわれる．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　r−・．　　　　一一一演　算　方　式ラタティック直列式，FLORAを併用した場合は一部直並列式　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　一ク　ロ　ッ　ク　周　数波約214kc小数点形式固定，浮動両用，ただし浮動小数点演算は基本構成の場合サブルーチンにより実施，FLORAを併用した場合は高速演算何路により処理．数　値表　　　　　現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　一．．　　　　　　　　　一．一・一．一一一．内部2進数，外部からは10進数で取扱う．　　裸数蛋ケタ数瞭�f一　　　　　　　　　　　　　　一．一．一∨一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一一単長数値33ビット6ち符号1ビット）：10進8ケタ．単長，倍長とも符亨およ蛭ビッ下教ぼ固定に同じ，指数部8ビッ　ト；士〔10−3R〜10“：E内）　　　　　　　　　＿命　令記　憶装　置様種可語6；暇1購急方式（情報源市竺竺ひ塾瓢螺R誇。瓢品竺合ア1．lil’　IEだし謝方式　遅延線形磁気ドヲム、回転数3，600rpm（60　cis）容　＝万「而0語ライン40本4，000語，高速；4語ライン　8本32語，2語ライン6本12語，1語ライン2本2量　語，他にアドレス不能のライン数本．クロックおよび　タイミングトラックあり平　　　　　均1アクセスタイム一般；7．8ms高速；4語ライン0．31mst　2語ヲイン0．16ms，1語ライソランダムインデクスレジスタ　プログラムで実施，INFO−3000では7個使用可能入出力装　置入出力モード〔A〕　モード；英文字，記号，文字，ただし数字も数　　としてでなく記号の一種として扱われる．〔C〕モード；英文字，記Pv、数字，ただし数字だけ　　は演算可能な数として扱われる．〔N〕モード；数字だけ取扱う．　　　　　6単位式，正逆両方向可動，リール；11cm．光　　電　　式テープリーダ　読取速度；200　ch〜400　ch，’s、全トランジスタ化紙テープ・1ンチ・；・聾趣一、…。h�q＿．タイプライタタイプ速度；10ch／s，英字，記号，数字使用可能一　　　　　　　　　　　　．リボと渉黒制廻三壇皇　キ主一リッジ24in．付加可能な装置　FLORA，　DDA、磁気テープ記憶装置4台磁気テープ記憶装置外形寸法および必要床面積機性構！魂・ンアーム式・26’7cm‥ノレ・12’7mm’テ　ーテーブ速度；25　cmi’sまたは12．5cm／s，巻戻し；約能1翌．，時間、3．。m，以内，。，。プ時間、　Lsm，　以内，チャネル数：8演算制御装置IL80°mm（H）・7°°一（W）×8°°mm（D）籍罷望倉1・1・・一（H）・L…mm（W）・…mm（D）　　　　　　　　制　御　卓i750　mm（H）×1，650　mm（W）×800　mm（D）1必要床面積電約15平方メートル源能麗￥｛圭｛8；8；8：：1；：：｝圭；：1：已鞠1会　（2）入力動作，出力動作，演算の制御はすべて独立しており，同時操作によって演算時間を大幅に短縮できる，　（3）乗除算，＝Jフト，ノ1レマラィズなどの演算と，加減算，判断などを同時に実行し、演算時間を短縮することができる．　（4）　ピ！レ≠イーJO・づロ”）ク方式の採用により，付加装置FLORA（浮動小数点およびづ1レ＿づ演算用）、　DDA（微分解析用）などを付加して機能を大幅に増大できる．　（5）　記憶装置に遅延線形の磁気ドラムを使用しているので情報をづロ”）クで処理することができ，また変則2番地式の命令を使っているので待時間の少ないつOづラムを組むことが可能である．　MELCOM−1101の仕様を取まとめたのが表12−1である．2、ディジタル微分解析用付加装置（DDA）大規模な微分方程式を汎用ディ＝J’sJレ計算機で解くには（175）　175表12−2DDAの仕様DDA醐方式1直列2進回路順次演算積分器接続方式万分器数数値最小独立変数区分時間（lterationTime）クロック周波数演　算　モ　ー　ド磁気ドラム占有ラ　　　　イ　　　　ン積分器桐互接続条件入　　　出　　　力内部記憶プcrグラム100（常数乗算器付）2進固定小数点最大28ビット（内符号1ビット）ビット数は積分器ごとに指定可能負数は2の補数形約155ms（約65ステッフ1秒）約214kc積分モード，デシジコンモード，正リミッタモード，負リミッタモード（積分器ごとに指定可能）100語ライン40本中8本4語ライン8本中2本△X入力1個，△Y入力7個以内，△Z行先制限なし計算機入出力による数値のほか，増分式XYプロッタ2台，DA変換器接続可能相当めんどうなつ口づラムを必要とする．ア加づ計算機では精度の問題のほか，演算が大規模になると　ハードゥェァも大きくなりコストの増大を招く．このためディ：」’タjU計算機の特長を生かしながら簡単な操作が微分解析演算のできるDigital　Differential　Analyzer（DDA）が最近注目されるようになった．　DDAは変数の微小変化を量子化してやりとりし，区分求積の形でディジタ1レ量を積分する専用計算機である．とくに遅延線形のメモリを積分器レジスタとする順次演算方式のDDAは論理回路を時分割で使用できるので大規模な計算機も比較的簡単に作れる．　MELCOM−1101≠イジタ1レ計算機は主メモリに遅延線形磁気ドラムを使用していることを利用し，外部演算回路を併用することによってDDA演算も行なえるようになっているが，このほど，このDDA付加装置を完成した．DDAを付加した＝」ステムをMELCOM−1101　Dと称する．表12−2はDDAの仕様である．　これはDDA計算機としてわが国最初のものであるぼかりでなく，汎用計算機とDDAが協同動作することによって互いにその機能を拡張できる世界的に見てまったく新しい種類の計算機といえる．すなわち汎用計算機をDDAのコ’Jトローラとして非直線系や，途中で系の状態がたびたび変わるような計算をづロクラムできるほか，それぞれの特長に応じて一連の計算を分担することもできる．あるいは必要に応じ，たがいに無関係な計算を並行してすすめることもできる．3，　トレイン・トラフィック・　　シミュレータ（TTS）　国鉄技術研究所のご指導によって製作した規模の大きいDDAである．これは列車運行の誠ユレー：JヨーJを主目的とするもので積分器288個をそなえ，MELCOM−1101をコーJトローラとして使用する．積分器接続アドレスは標準形DDAの内蔵づロづラム方式と異なり，大形のづラづボードによるづリパリチ方式となっている．176　（176）4，操車場自動制御用ディジタル計算機　　（YAC）　YAC計算機は国鉄技術研究所自動制御研究室の指導のもとに操車場の自動化を目的として開発されたつoセス制御用のディジタル計算機で，欧米を通じて操車場の自動化にディジタ1レ計算機を使用している例はいまだないよ5である．なおこの計算機は入出力回路を適当に選択し組合せることにより，種々のづoセスの自動制御にも使用きる．図12−2はYACの外観である．図12−2　操車場自動制御用ディジタ1レ計算機Digital　computer　for　yard　automatic　control．　操車場の自動化には仕訳制御と速度制御の二つの問題があり，しかも制御領域内には同時に数個ないし10個近くの貨車が勝手に転走しているから，これら複数個の制御対象をユ台の計算機で実時間に制御してやらなければならないという要求より演算の方式は並列方式が採用され，入出力回路は1秒間に30回あるいはそれ以上のscanningが可能，等々の特長が付与されている．おもな特長を次に列挙すると、1．　論理回路はトラッジスタ・スタティっク方式で，使用して　いる論理回路素子はMELCOM−1101で高信頼度が確　認された論理素子パ1ワヶ一つ12種類，総数約450／tっヶ＿　づを使用している．2．制御のための命令および定数は磁気ドラムに制御表　示卓のスイリチでづリセっトされ，その改変は同スイっチ　で簡単敏速に行なうことができる．命令は磁気ドラム　の1track　1命令、定数部は13track，のそれぞれ時分　割方式で記憶され命令の種類は32種でそのステリづ数　は3，564ステリづである．また定数部は定数あるいは入　出力およびメモリのアドレス指定として使用される．　記憶装置として　Random　access　core　memory　256　wordを持っている．3．　命令の実行は逐次方式であるが，ある制限内では数　個の命令を同時に実行させることも可能である．演算　は並列式で乗除算，ケタ移動は1t’・）トユステリづ方式で　ある．4．　ク日っク周波数は約100kcで計算機内で取扱われる三菱電機・Vol．36・No．1・19624｛●数値は符号を含み13　e：　一）トの固定小数点2進数である．ll．工作機械自動制御装置　工作機械の数値制御はつロづラムの容易さと情報伝達の精度の点において，アナロづ制御では得られない特長を有している．　三菱数値制御装置は，電子技術の粋をあつめて完成した画期的なもので，高精度と信頼性にすぐれている．また当社は数値制御装置に関し．わが国でもっとも数多く実用機を完成しており，とくに論理要素としてすべてパラメトロッを用い，信頼性にすぐれ多くの特長をもっている．　36年製作した主なるものとしては，数値制御フライス盤とコこ芹ンサ・づレート自動穴明機の実用化の成功である．　また工作機械の自動制御として数値制御だけでなく，電気ナライ装置も製作しており，自動歯切機とガス切断機に適用している．　以一ドは当社の製作した工作機械の自動制御装置についての概要である．1、MELDAS−3212数値制御フライス盤　この装置は現在新三菱重工三原製作所において昼夜生産ラィッに乗って活躍中の3頭3軸フライス盤である．（図12−3）この装置は鉄道車両用づレー千弁切削自動化を目的として計画されたもので、づレーキ用hムの切削もできる二次元完全制御装置である．　MELDAS−3212のおもな特長は，　（1）　入力指令方式として標準紙テーづを使用している．　（2）論理演算素子としてパラメトoコを用いているのできわめて動作が安定で信頼度が非常に高い．　（3）駆動方式として電気サーボを採用している．　（4）テーづJレの位置検出方式として，高精度の測定ネジで検出し、送りネジと無関係に位置検出ができる．などである．図12−3　3軸っライス盤数値制御装置（MELDAS−3212）Three　axis　niilling　machine　and　numerical　colltroUer．12．電子応用機器2，MELDAS−1313数値制御フライス盤　この装置は新潟鉄工所製ベリド形生産フライス盤の数値制御化に適用したものである．（図12−4）この装置は磁気テーづ方式による完全自動のフライス盤にして，MELDAS−1313のおもな特色はつぎのとおりである．図12−43軸フライス盤数値制御装置（MELDAS−1313）Three　axis　mllling　machine　and　numerical　controller．　（1）　磁気テーづは位相変調記録方式であり，パ1レスの脱落やノイズによる妨害に強い．　（2）　高精度レジ1レパによる位置検出方式を採用しており，高精度の分解能が得られる．　（3）　づラーJド・ストリづ，づレイパっク，音声制御および主軸正逆転など作業能率の向Eを図っている．3，MELDAS−31　20数値制御コンデンサ・　　プレート自動穴明機　この装置は新三菱重工神戸造船所において現在稼働中であり，数百回または数千回の自動位置ぎめと穴明け作業を完全自動化して，多ttイクル運動を制御するものである．（図12．5）　MELDAs−3120は多数のポ＿リーJO’作業，とくに繰返し作業を行なうばあいには，生産性の向卜，コスト引下げ，精密かつ均一・性ある製品が得られるなどの効用を十分に発揮することができる．　　図12−5コvfvサ・づレート穴明機制御装置　　　　　　（MELDAS−3120）Numerical　positionning　controlled　boring　machilleof　condenser　plate．（177）　177表12−3　工作機械自動制御装置の製作機種の一例形　　名MELDAS　−13｜3MELDAS　−3120MELDAS　−3120MELDAS　−3120MELDAS　−3212MELDAS　−3213MELDAS　−1G32MELDAS　−1032MELDAS　−1032機種名数値制御フライス盤〃　精密中ぐり盤〃　コンデンサ・プレート穴明機〃　　水管式缶胴穴明機〃　フライス盤〃　　自動旋盤電気ナライ自動ボブ盤〃ガス切断機自動曲線追跡装置主要性能制御方式入力形式論理要素　　　　　　指令精度　総合精度駆動方式　　　　　　（mm）　　（mm）3軸連続2軸位置ぎめ2軸位置ぎめ2軸位置ぎめ3軸連続1軸連続磁気テープさん孔テープさん孔テープさん孔テープさん孔テープさん孔テープ差動トランスとテンプレートによるアナログ制御tt光学的ピックアップtcよるアナログ制御電　子　管パラメトロン　1，800個パラメトロン　1，500個パラメトロン　1，500個パヲメトロン　2，400個パラメトロン　1，200個電　子　管電　子　管電　チ　管サーボパルブ油圧モータ電磁クラッチ直流モータ　電磁クラッチインダクションモータ　電磁ク7yチインダクションモータ磁気増幅器サーボモータサーボモータ油圧シリンダ磁気増幅器サーボモータ　電磁クラッチインダクションモータサーボモータO．010．010．010．01O．010．010．05O．030．10，10．050．030．010，0｜0．24，MELDAS−1032電気ナライボブ盤　この装置はクラー：　［tib，？のクラウニッづ面の切削加工を電気ナライ制御により，オートサイ9）レ化したものである．（図12−6）この装置はテンづレートを用い，検出には差動トラvス方式を採用しており，磁気増幅器による直流サーボモータを駆動している．図12−6　自動ホづ盤電気ナライ装置Automatic　copying　gear　hobber．　この装置の特長は，従来の継電器を用いた電気ナラィと異なり，無接点であり，接点の損傷による事故もなく，不感帯がないためサーボ系の特性を向上させ，高精度と信頼性にすぐれている．　表12−3は工f乍機械数値制御装置の製作一覧表である．皿．データ処理装置　すべての近代工業にとって，各種のづotス雀タを迅速，的確に処理して生産，経営の合理化を図り生産性を向上することはもっとも重要なことであり，この意味から≠一タ処理装置は各種の分野に，企業近代化のセーJ兵として急速に導入されつつある．　デ＿タ処理装置は，高速度の計算技術を駆使して，オッラィッでづ口tスのi！一タを数値的に処理する装置であるが，米国における開発の初期においては，いわゆる芸一タロナi一としての作表能力が主として注日されていた模様であ178　（178）る．もちろんギーSDti一の持つすぐれた監視と作表の能力は，；’一タの高精度、高能率の監視と作表が重要な意味を持つ分野や，特殊な研究分野ではきわめて高く評価され、したがって今後もますますこれらの分野に浸透してゆくことと思われる．ただこの場合従来のア加づ式レコータ程度で精度，能率ともに用が足りているような分野に無理に導入することはかえって芸一タ処理装置の評価をむしろ誤らせる恐れなしとしない．　データ処理装置はエレクトロニクスの目覚ましい発展と，電子計算機の技術的進歩にささえられ，高速，高精度の監視，作表に重点を置いたデータロ月一からさらに発展して，制御に必要な指針をうるため、づoセス≠一タを用いて複雑な計算を行なったり，高次の判断機能を持った，いわゆるコッピューティ7Yづロガーへと発展しつつある．　さらにニタ処理装置が究極的に指向するものは，づ眈スオートメーショッであり．このためには制御方程式を計算させてその結果を制御信号としてづロセスに送り返しづロtスそのものを最適制御するいわゆるコッピューティvづコットロー1レシステムへと逐次進展するものと考えられる．　データ処理装置は言葉をかえていえば，Special　PurposeComputerであるということができるが，この装置を，いわゆるGeneral　Purpose　Computerに対比して考える場合もっとも強く要求される性能上の問題は，この装置がオッラィッで寸刻も休まずに稼働するために必要な高い信頼性である．さらに≠一タ処理装置の設計に要求される今一つの要素はそれぞれのづロセスにおける使用目的，および適応する対象に応じうる構成上の融通性である．　；：一タ処理装置の開発に当たってはとくにこの点に留意し論理要素には厳選された高性能の　トラ滅スタ，抵抗より構成されるNORを主体とするカードの標準化を行ない，さらにデータ処理装置の基本構成づoワクとなるA−D変換器，スキV−Jナ，記憶装置などいわゆるピル≠イvb’づ0リクの開発標準化を行なった．　NOR標準カードの外観を図12−7に示すが，使用部品に対しては，定格に十分の余裕をみて信頼性を高め，環境条件に対しても，たとえば温度は0〜40℃の範聞で十分に動作しうるよう設計されている．三菱電1幾・Vol．36・No．1・1962b図12−7ノ：．ll一MELDAP用NOR標準カードNOR　standard　card．�kL与」摯”i’YJz．；：［1：儒　ノ　；■じ器「1‘：1；　　．L，カ　ワ　／　々＝1き1峠潜占1・…［］「一顯・曇、．・一・．．l　　　　　l『　　　　　午1弓　・11？邑1・B，　4カプラ白・　プ・・〒磁7T一プなと」凱占、．1章囎些・日±↓　］’iコ�dPb・ば麟cり’‘1　”手4nli，i御　　図12−8　MELDAP−7000　・J　・j一ズの構成Block　diagram　for　7000　series　of　type　MELDAP．表12−4MELDAPシリーズMELDA・1摘要1000シリーズ2000　　　〃3000　　　〃4000　　　〃5000　　　tt6000　　　〃7000　　　〃演算回路なし，記憶装置なしll〃　ありアナログ演算回路つき，記憶装置なしtl〃　ありディジタル演算回路つき，記憶装置なし〃〃　ありディジタルコンピュータ，記憶装置あり第2ケタはモニタ，ログ，コントロール機能による分類第3ケタは入力点数50，100，150，200以上による分類　データ処理装置は前述のように各種のづoセスに適応させるためその構成に融通性を持たせる必要があり，構成要素，機能，入力点数などにより4ヶタの番号体系による＝」リーズ化を行なっている．　図12−8は1イジタ1レコッピュータを内蔵するMELDAP−7000＝」リーズのづoっク図でこの種のものは，新鋭火力発電所の監視，作表，効率計算に用いられるものである．表12−4にはMELDAP−1000　・Jリーズより7000　・yリーズの分類の概要を示す．　データ処理装置のづロセス工業への応用は現段階ではつロセスの動特性の解析が比較的よく把握せられている．電力，鉄鋼，化学等の工業分野や，高速，精密な計測を必要とする研究，計測部門に行なわれつつあるが，以下36年度製作納入した装置ならびに現在製作中の芸一タ処理装置について説明する．12．電子応用機器1，水車試験設備用データ処理装置　各種の水卓の模型に対する性能試験の計測に1吏用されるもので，水巾の効率を高精度で算：出するのに必要な，落差、流�g、卜1レク，川転数などを，4〜5ケNの精度で計測して表示，記録する装置である．　流体力学研究所の水・1王試験設備は，低落差水車用と高落差水卓用に分かれ，それぞれに対して、　ユ．低落差水車試験用計測盤　MELDAP−5711　2．高落差水車試験用計測盤　MELDAP−5712を納入した、（図12−9）　この装置は同研究所内の各所に配置された計測機器類を計測室で集巾的に監視，操作し，計測ヂータを自動的に数値表示ならびに記録することができる．したがって大規模な試験設備の計測を1人で能率よく行なうことができるとともに，高精度の計測が間違いなく敏速に行ないうる点でその成果が大いに期待されるものである．　内部回路はMELDAPのNOR標準力＿ド13種類を用いて構成されており，MELDAP・−5711ではこの力＿ドを約350枚，MELDAP−5712では約450枚使用している．　図12−gMELDAP−5712高落差水車試験用計測盤MELDAP−5712　for　high　head　hydraulic　turbine　testing．図12−10　MELDAP−5712　の裏面Interior　of　MELDAP−5712．（rear）図12−11標準カーF取付状　況Mounting　of　NOR　standardcard．（179）　179　落差の計測，表示には低落差装置では上水そう水位と放水路水位の差を，高落差装置の場合には入口水頭と出口水頭の差（正負の符号を含む）を算出する必要があり，装置内部に簡単な演算装置を持っている．さらにこの装置の機能を，外部の計測器と切離してチェっクするための等価信号発生器を付属して点検に便ならしめている．　図12−10は高落差用装置の裏面，図12−11は力＿ドフレーム部の外観を示す．　表示器は鮮明な数値表示を得るために，米国IEE社製の投影式表示器を用い，作表用電動タイづラィタは，米国1．B．　M社製16inキVレリつのものを使用している．2，変電所用データ処理装置　　MELDAP−6211　この装置は積算電力量を，1時間ごと，6時間ごと，24時間ごとにわけて集計し，タイづラィタにより1時間ごとに自動的に印字，記録するものである．　とくにこの装置では変電所内で発生するサーつなどの影響をうけぬよう，入力回路には高耐圧のリレーをそう入し，内部のトランづスタ回路を保護している．　記憶装置としてはコァメモリを使用し，電力用子一s処理装置としてとくに高信頼性に重点をおいて設計した．　入力信号は正，負の量に対応したパ1レス入力40点としてあるが，入力回路およびコァメモリ部を増設することによりさらに多数の点のデータが処理できる．　回路はMELDAPのNOR標準カード約500枚を用いて構成されており，内部クロっクパ｝レスはユ，000c／s，入力回路の耐圧はAC　1，500　Vである．　作表用タイづライタはUnderwood社製16in杵レ・痘を使用しているが，タイづラィタの電源は常時断となっていて，自動印字開始前に自動的に電源がはいるよう考慮されている．この装置は完成とともに当社福山製作所製のパ1レス発振器付積算電力計と組合せ，11月中旬東京で開催せられた工業計測展に出品，実演展示を行ない大いに関心を呼んだ．図12−12はMELDAP−6211の外観である．180（180）図12−12　MELDAP−6211　の外観　MELDAP−6211　for　data　lo99ing　at　substation．3，製鉄所冷間圧延設備用データ処理装置　　MELDAP−5211　八幡製鉄戸畑製造所に新設中の第4冷間圧延設備用芸一タ処理装置で，圧延工程の諸≠一タを作成するために使用されるものである．　入力は大別して3種類に分れ，圧延鉄板に関する各種の≡タを押しポタ・Jで設定して子一タ処理装置内部に記憶させるものが約40点ある．ついで圧延中に鉄板の長さを0−1レに設置したパルス発振器からのパ1レス信号により計測し，これをさらにX線ザーつからの厚みに関する情報により区分し，オンゲーづ，オプf一つの長さ，発生率として計測，演算した上で前記の手動設定値と合せて作表する項目が14点ある．さらに圧延途中において圧延状況を各スタッドで監視し，圧延状況に応じた押しntSvを押せばこれらの情報が押された順序に従って装置内に記憶され，作表時にその内容が英文に翻訳されて自動印字される．圧延状況は，約40種あるが1回の圧延ですべての種類の圧延状況が印字されることはないので，・ヒ記のデータを作表するタイづラィタは，IBM社製30　inを使用する．　この装置は一一一時的な停電に対しても必要な子一タを保持しうるように考慮されている．　装置の完成予定は37年1月末であるが，この種の装置は冷間圧延のみならず，熱間圧延，テインづレートライッ等に使用されて大いに効果を発揮するものと思われる．4，火力発電所用データ処理装置　　MELDAP−7371，　MELDAP−7372　現在のところこの種装置の中では最大の規模のものであり，図12−7に示すように芸イびタル計算機を計算，記憶に使用するもので上記客先向けに鋭意製作中である．　両者とも入力点数は温度，圧力，流量，水位，電力，電力量，電圧，電流など100点以上に及び，火力づラvトの熱効率，ポィラ効率，ターピッ効率，所内率，負荷率，利用率など各種の複雑な計算を自動的に行ない作表するもので，同時に各芸一タの上，下限設定値に対する常時監視を，1秒10点の高速走査により行なう機能を持っている．この装置の設計に当たっては，火力づラット全般に関連し，ポィラ，タービンなど主機関係の監視および効率計算を行なう関係ヒ，新三菱重工，三菱造船の各担当部門ならびに，社内火力計画課はじめ重電関連部門の密接な協力をいただいている．また効率計算に必要なエッタルじの計算式については，BendixおよびIBMのコ”」t°ユ＿タを活用して精度の高い近似式を得ている．　この装置は今後予想される計算制御による全自動火力づラントへの貴重な布石として，その成果が大いに期待されるものである．5，その他のデータ処理装置データ処理装置は前述のほかに，船舶，化学工業関係な三菱電機・Vo1．36・No．1・1962司Liどからも多くの引合に接しており，すでに客先と協力して具体的設計をすすめつつあるものもある．船舶関係では船舶近代化の一環として機関部を中心として諸芸一タの計測，監視のための装置が真剣にとりあげられつつあるほか，造船設計にフィードパリク　して基礎設計の貴重なデータを得るための芸一タoガー　も検討中である．すでに某本となるピjレ≠イvOづo・Yクの開発を完了しているので，今後ますます増大する需要に対し，各種の要求に適応した装置を，迅速に設計製作するとともにその信頼性をいよいよ高め1一トメー：」ヨッの金字塔に到達すべく努力する所存である．なおすでに開発したA−D変換器，AD−201形を東京航空計器経由航空技術研究所に2台納入したことを付言する．IV．アナログ電子計算機と　　　その応用機器　最近ア加づ計算機に対する認識はますます広まりっつあり，1一トメー：Jヨコ技術の発達と相まって，その応用面は微分方程式の解析という点にとどまらず，各種シミュレータ　としての需要も急激に増大しつつある．他方、現場技術老用または学校教育用として簡易形アナロ2」計算機を要望する声が強まってきたが，これにこたえ36年度はEA−7303形低速度アすロづ計算機を完成した．またそれに引続き，いち早く低速度ア丁ロづ計算機のトラ7つスタ化に成功したことは特筆すべき事項である．昭和36年度中に工事を完了または工事に着手したアナoづ計算機は表12−5のとおりであるが、そのうち本稿ではEA−7100表12−5　最近のアナログ計算機製作実績（昭和36年）納竺先W古河電工横浜工司三井精機桶川工，場北海道大学T．学部防衛庁技術研究所防　　衛　　大　　学新三菱重工（名航）1’rr＊新三菱重工（神船）＊防　衛　大　学　校＊三菱造船研究部＊千代田化工建設技術総合研究所当社研究所計算機室＊　　　　　　　　　　　tt＊　　　　　　　　　　rt関　　西　　電　　力＊パキスタン政府＊当社研究所計算機室＊大阪府立大学工学部低速度形　品　　　名　EA・・7303形　　　　　ttlf　座標変換器用　EA−7105形飛行安定操縦性演算機　EA−7106形　演算増幅器　関数乗算器　EA−7104形　EA−12C形飛行関数発生器　EA−7108形　EA−7109形EA−7401形EA−7402形EA一ア451形過渡安定度計算機EA　9101形過渡安定度計算機EA−9102形電子軌道計算機　EA−9103形電子軌道計算機　EA−9103形i台司　備考新三菱重工〔名航）北　海　道　大　学ll津　工　業　高　校ll繰返形EA−8302形EA−8301形EA−8302形EA−8301形EA−8302形1121113111112121111EA　7TO2形増設用　　　　　rtEAア106形増設用トランジスタ形トランジスタ形トランジスタ形＊製作中12・電子応用機器：Jリーズの代表的なもの，EA−7303形低速度ア加づ計算機およびEA−9101形過渡安定度計算機について，その概要を紹介する．1，EA−7100形低速度アナログ計算機　1，1EA−−7104形低速度アナログ計算機　先般納入したEA−7］02形低速度アtD））計算機の増設用として設置されたものであって，航空機およびミサイ1レ用フうイトシミュレータの演算，ならびに各種アナリ；Jス，シバ：Jスを行なうことを主目的とする汎用の低速度ア加づ計算機である．装置は表12−6に示すような演算要素によって構成され，単独の計算機としてはミサイル1軸囲りの誘導の問題程度を解析するに十分な機能を有するとともに，既設の計算機と結合してさらにその機能を拡大し，3軸囲りのフライト＝」ミュレータ演算，その他大規模な問題の解析を行なうことができる．演算要素のうち関数発生器C形，関数乗算器B形および平方根発生器は新しく標準　　　図12−13EA−7104形低速度ア加ラ計算機Sl．w　type　electronic　analog　computer．（type　EA−7104）表12−6　演算要素一覧＼　’t　　　　区　分要素名　　　　x　　　　　　、＼EA　7104　　　EA−7105EA一ア106議要素数掻1要轍　・ネ・数惨数加算積分器加算係数器符号変換器計4686｝・・］287｝計・810汎用演算増幅器10ICボテンショメータ｜14114演算制御盤に実装8係数ポテンシ。メータ114342228リミッタ｜14むだ時間発生器｜2特殊非線形11電圧比較器16関数乗算器B形1122〃　　C形55サーボ乗算器11関数除算器12関数発生器A形66関数発生器C形816平方根発生器13三角関数発生器11パッチベイ｜1β20点1L320点1792点ジャック盤11式演算抵抗器盤114前部連結盤1111｜1後部連結盤221｜11演算制御盤221111電源A665511〃　B665511〃C665511〃D，E，F各1各　1各1各1各1各1箱体81612（181）181要素として設計されたもので，EA−7100シリーズ精密形アナロづ計算機の汎用性を…段と広めるものである．その他の要素についても幾多の改良が行なわれた．たとえぽ演算増幅器にはハム雑音，ドリフトが減少するような工夫が加えられ，安定度がいちじるしく向⊥二した．非線形要素においても，補助増幅器に同様の改良が施され，安定度がすばらしく良くなった．づレパリチ機構は横開き方式を採用し，専用および汎用づレパリチポードは別個に取はずし可能な構造とし，取扱いはいちじるしく容易となった．またボード装填時には接点はすべて無電圧となり，事故を未然に防ぐように考慮されている．　1，2　EA−7105形座標変換器　誘導ミサイ1レ系の設計にあたって，地上においてそのミサイ1レ系を模擬し，ミサイル飛しょうの動力学，飛しょうの幾何学，その他を試験するために作られたのが：」ステムテスタであり，この座標変換器はその一部を構成するものである．　この模擬装置は誘導制御計算機，ミサイlb力学計算機，座標変換器，フライトテーづ1レ，経路表示器より構成され，このうち座標変換器はミサイ1レ固定座標軸と地球固定座標軸との位置関係を求めて、両者におけるNクトル成分の変換計算を行なうものであって，次のような機能を持っている．すなわちミサイル速度KクトJUあるいは誘導制御信号の機体固定直交座標軸成分から地球固定直交座標軸成分の算出，またはこの逆変換計算，地球固定座標系におけるミサイル位置の算出，フライト・テーづ1レを制御するためのジ万パ1レ角の算出，およびミサイ1レ制御信号のo−Jレ角修正計算を行なうほか，この装置内で算出される情報を利用して，ミサイル力学計算に必要な重力加速度機体軸成分の算出を行なう．　座標変換の方法は仮想づンバル角を用いた座標変換方式と，二つの異なった座標系の各軸間の方向余弦を利用して変換する方式とに大別できるが，この座標変換器では後者を採用した．座標変換器としての各計算部の精度は次のとおりである．182　（1．82）図12−14EA−7105形座標変換器Coordinate　transformation　computer．（type　EA−7105）　方向余弦計算精度：±3％以内（ただし方向余弦の一　　　　　　　　　　つの量が角周波数0．1〜0．5rad／scc　　　　　　　　　　で単弦振動をするばあい計算開始　　　　　　　　　　後2分における振幅誤差）　座標変換計算精度：±3％以内　1イう角計算精度　：±5％以内（別に定める計算範囲　　　　　　　　　　において）　0−Jレ修正計算精度：±3％以内　1．3　EA−7106形飛行安定操縦性演算機　わが国においては，戦後航空機産業が禁⊥ヒされたため，航空機の自動操縦についての技術も当然同じ運命に置かれていたが，最近になってGM等の開発に関連して，ようやくこの方面に対する関心も深まりつつあり，今後急速に技術的進歩がみられるものと予想される．かかる状勢下において計画されたのが「二次元オート71イロリト相似実験装置」である．この装置は実験室において，航空機の実際の飛行状態を模擬することによって，航空機自動飛行制御系のアナリ：Jスおよび：」−」t・」スを行なうために用いられるもので，低速度アナロづ計算機，自動操縦装置，フライトコットローラ，操舵サーボ装置，フライトテーづル，無線操縦装置，操舵パネルなどから構成される．　EA−7106形飛行安定操縦性演算機は，このうち航空機の実際の運動の状態を模擬する低速度形アナoづ計算機で，航空機の安定操縦性に関する諸系数を設定することにより、その航空機の実時間運動に相当する電気信号を発生する：Jミュレータである．構成要素は表12−6に示すとおりであるが，づレパリチ方式を採用しているため，実装された要素内で，汎用のアナoク計算機として使用することも可能である．2，EA−7303形低速度アナログ計算機　MELCOM　EA−7303形低速度アナoづ計算機はEA−7100＝Jリーズ精密低速度形アナロク計算機の姉妹品で，最高20階までの線形微分方程式を解くことができる中規模の低速度ア加づ計算機であり，汎用のリミ’！」・St要素を実装しているので，飽和，不感帯，パリクラ・Y・・Jなどを含む非線形問題の解析もできる．設計に当たっては，当社標準製品EA−7301，7302形の特長を生かしつつ，　EA−7100シリーズ精密級の技術を十分に盛り込んであるため，取扱いは簡便で使用上の融通性も大きく，動作は安定である．標準要素は表12−7のとおりであるが，そのほかに精密形の各種非線形要素を増設することができる，その他おもな特長は次のとおりである．　1．演算要素はすべて汎用であるから，装置の規模に比較して広範囲の問題を扱うことができる．　2・入出力電圧のフ1レスケー1レは±100Vで，換算が容易であると同時にノイズやドリフトの影響が少ない．　3．　各演算要素の入出力端子はすべて＝」’v，vク盤上にまとめられているので，演算回路の組立および変更が容易である．三菱電機・Vo1．36・No．1・1962i‘表12−7　EA−7303形アナログ計算機構成要素一覧パネル名称演算要素名備考1・ネ・卓轍演算増幅器盤ttポテンショメータ盤リ　　　ッ　タ　盤ジャック盤A　　およびジk・ック盤B演算制御盤連　　結　　盤電源盤A，Bブ　ラ　ン　ク　盤汎用演算器AIIB係数ボテンショメータりツ　　タ演算回路組立用端了演算コンデンサ演　算　抵　抗　器演算制御機構出力監視機構精密抵抗ブリッジ単　位　電　圧　源初期条件用電源汎　用，　6　折　線1μF、0．005μF5MΩ、0．05MΩ±100V片側接地0−一±100V可変他の計算機との相互接続士250V，−500V，AC　6．3V非線形演算要素増設用｝・・11各111各1128212組1式計31個計29個1式1式1式241各11　4．　演算増幅器は専用の初段管を使用し，多段差動増幅回路を用いているので，動作は安定で，クリリド電流，ドリフト，ハムともにわずかである．　5．　　演算上曽巾ξ｛器シこaま1，　なんら改造を行なうことなしにニチョ，v7〈による　ドリフト補償用増幅器を追加することができる．　6．　精密抵抗づりっジとプlJbパノメータを内蔵しており，ll；テー」・Jヨメータの負荷効果を簡単に修正でき，高精度の係数設定が可能である．　7．が容易である．　8．　連結盤をもち，図12−15EA−7303形低速　度アすoづ計算機Slow　type　elcctronic　analogcomputer．（type　EA−7303）演算要素は前面よりのづラづイv方式で，保守点検　　　　　　　　　　2台以上の計算機の結合および他の装置との接続はきわめて容易である．　9．構造上次のような考慮が払われている．　（1）　」ヤリク盤は内蔵の演算イー」t°一タッスのほかに、タづルづラづにより外部からイ式一如スを接続することがで．きる．　（2）　完っク盤の代わりにパリチKイを実装し，づレ2〈・Vチ方式として，さらに計算の精度，稼働率を上げることができる．　（3）　キPピネリト前面に小机を取つけることができる．3，EA−9101形過渡安定度計算機　交流計算盤と組合せ，その発電機単位に動特性を付与して，電力系統の過渡状態における安定度を計算するための，単能のアすロづ計算機である．発電機単位の移相12．電子応用機器器はサーボ機構により駆動せられ，その機械回転角により発電機の位相角を表現する．系統における短絡事故，；JV断器の投入，＝」セ断などのじょう乱の発生は、計算開始と同期して始動するづoづラマによって行なわれ，各発電機単位の位相角および電力が打点式記録計に記録される．　発電機単位の交流電力を直流電圧に変換し、ア加づ計算回路との結合を行なう電力検出器は，過渡安定度計算の精度を決定する重要な要素で，高精度とともに速応性が要求される．この目的のためにト1レクパランス形の電力検　図12−16　EA−9101形過渡安定度計算機Transient　stability　computer．（type　EA−9101）出器を開発した．応答の時定数は約0．16秒，精度も0．5％を得ることは容易であり，直流から数百サイPJレの電力を測定することができ，また交流電圧，電流の実効値から直流への変換器として用いることもできる．この電力検出器を使用することにより，計算機としてすぐれた性能を持ち，定常状態で30度の位相差をもつ二機系のの振動状態を，位相差0の初期条件で解いたとき，同期機の単位慣性定数が200〜1，000％secの範囲でその振幅の変化率は2％！cy．　cle以下である．またリt・’卜回路を付加することにより，計算終了時，移相器の手動再設定を不要とし，取扱はきわめて容易かつ能率的である．V．オートメー・ション機器L　自動最適化装置（OPCON）　づoセスにおけるコv卜o一ルコーJt°ユータにとって代わるものとして注目を浴びているもので，35年度，当社研究所において開発された．この装置はづロセスにおける最適値制御，自動監視のほか，アナロづ計算機で境界値問題を解くための自動調整などに用いられ、一般に，　（a）　多くの変数で制御を行なって，　（b）　あるCriterionの値（たとえぽづoセスの利益率）を最大また最小に保つ．といった制御分野のすべてに適用することができる．これらの分野には≠イ＝」’タ）uコットロー】レコーJt°ユータの使用が実用化されつつあるが，これに対してOPCONは，　（1）　装置が非常に簡単で，そのため信頼度が高く，かつ安価である．　（2）　づ0セスの特性方程式を正確に知る必要がない．　（3）異なった各種づロセスに同一の装置を使用する（183）　183ことができる．などの特長を持っている．　今回製作した装置は2変数制御で，出力信号としては変化すべき変数に比例した直流電圧が得られるようになっている．この電圧はパ1レス電圧によって駆動される，正逆回転装置に連結されたポテーJ・uヨメータによって与えられる．この装置は≒イジタ1レ計数とD−A変換とをきわめて簡単な機構で実現する新しい試みである．回路上種々の改良が行なわれたが，そのおもな点は次のとおりである．　1．　A−D変換器は全トラッジスタノ元式とし，動作速度を速くすると同時に，信頼度を向ヒした．　2．　変数変化を行なうばあい、過去の経路の情報を利用することにより，より早く最適条件に到達する方式とした．　3．内部で発生する信号を巧みに利用することにより，論理回路のトう汚スタ形NOR素子の使用個数が大幅に減少した．　4．　多数のパラメータからCriterionの値を計算するアナロづ計算回路を付加したのでOPCONの制御対象の範囲をいちじるしく広めることができた．2，自動制御用演算器　最近，ア加づ技術の応用として，ア加づ演算器を自動制御の閉レーつの中に組込み，最適制御特性を得るような伝達関数を持たせる方式が試みられるようになった．とくにイクナイトロvと組合せた直流電動機の制御については，実用化の域に達し，その特性の優秀さが認められて，各方面から多数受注し，昭和36年度中に製作した自動制御用演算器は表12−8のとおりである．　これらの装置は，単位直流増幅器，リt・’卜回路、定数設定回路および電源部より構成されており，演算同路方式によって伝達関数の設定を行なうため，進相および遅相補償など，広い範囲の伝達関数が得られ，制御系の性能を非常にすぐれたものとすることができる．設計製1乍表12−8　自動制御用演算器納入実績（昭和36年）納入先1⇒餉増��醐台数「備　ξ一にあたってはとくに信頼度および安定度に重点をおき，使用部品は環境の悪条件に対して十分性能の保証された最高級のものを選んだ．　すでに実用機として全トラ滅スタ形のものを製作納入したが，電子管方式が過去のものとなる日も遠くないことと思われる．（装置全体については工業用電機品の項を参照されたい）3，電鉄用電子制御機器　産業の発展，人口の増加などにともない，列車輸送量はますます増大する傾向にあり，これがため列車速度や列車密度が増大している．とくに東海道新幹線の如きは最高速度200　km／hという超高速度で、しかも運転間隔は、5−10分という短さであるため、安全かつ正確な運転を行なわせるためには列車の自動運転制御が是非とも必要となってくる．　自動運転制御装置には自動列車制御装置（ATC装置）と　づoづラム列車制御装置　（PTC装置）と自動定点停止装置（ATS装置）などがあり，またそれぞれに対し幾多の制御方式がある．ここでは当社伊丹製作所と無線機製作所が協同して製作納入，または開発中のATC，　PTC，ATS装置について述べる．　3．1ATC装置（Automatic　train　control　apParatus）　あらかじめ定められた地上信号灯の赤黄緑などに対応する制限速度信号を軌道に流し，これを車一ヒにて受け，列車の速度と比較照査し，減速あるいは停車せしめるもので，無線機製作所では列卓の速度がどの検知速度内にあるかを検出する速度照査器の製作を担当した．　図12−18は帝都高速度交通営団納入の速度照査器，図12−19は鉄道技術研究所納入新幹線用の速度照査器の外観を示す．帝都高速度交通日比谷線用には現在までに17台を納入し，目下ユ4台を製作中であり，回路はすべてトラコジスタおよびタイォードで構成し，機能別にユニリト化しているため，回路の点検，交換が容易である．住　友　電　工十　条　製　紙三　菱　電　機名古屋製作所富士製鉄（釜石）　　　　tflt「1八幡製鉄堺工場　　　　　　　12　　　　　　　6　　　　　　　6　　　　　　　111　　　　　　　　54　　　　　　　80　　　　　　　　4854（うち8台は電7J増幅器）κ泉tltt　ミ　　ノし　用抄紙機速度制御用実験用電源装置用線材ミル用ループ制御用線材ミル用・し一プ制御用ホノトストリノブミノし用図12−17　自動制御用演算器主；J　V一三ノ　（単イ立士曽巾畠器3台，　　リセット　同路1台，定数設定同路を含む）　Main　chassis　of　operational　amplifier　for　aut（）matic　contr〈）L図12−18　帝都高速度交　通営団納めSD−13形白　動列iF．制御装置照査器　SD−13　Speed　checker　Of　automatic　train　control　apParatus．184　（184）図12−19　鉄道技術研究所納めSD−26形　日動列車装置速度照査器　　SD−26　Speed　checker　of　ATC　for　　Rational　Nailway．三菱電機・VoL　36・No．1・19624ト噛　照査器の動作原理は回転発電機の出力を増幅し，検知周波数で変化の急な位相弁別回路により直流に変換し，さらにこれを増幅するものである．検知速度は帝都高速度交通の場合15，25、40km／h，国鉄新幹線の場合は30・70，110，160，210，250km／hでそれらの検知精度はいずれも±2％以内である．また車輪径が摩耗により小さくなっても検知速度に誤差が出ないよう簡単に補正できる．　3，2　PTC装置（Programmed　t「ain　cont「ol　aPPa「atus）　この装置は所定の運転タイ？に従ってづoクラムされた列車の位置，時刻，速度をテーづに記録しておき，これを車上で読みながら実際の位置，時刻，速度と比較し，つねに列車がづロづラムどおりの位置，時刻，速度で走るために加速，減速，惰行を自動的に選択指令をするものである．なお現在試作1号機には情報として次の6種類のコ＿ドがテーづにパーJチされている．　（ユ）　Lw　：サーJづリフつの距離500mと2kmの2種　　　　　　　類．　（2）　TN　：Lw点を通過すべき時刻（列車の遅れ進み　　　　　　　を計算する）．（sec）（3）（4）（5）（6）　この装置の運転性能は，±7．5秒以内の誤差で運転される．　今回試作第1号機が完成し，9月中旬国鉄立合のもとにモデ1レテストを行ない，成功裏に終了し多大の好評を得た．装置の構成を大別すれぽづログラム制御装置，指令演算装置，V・r−V制御装置，主回路制御装置，電動機よりなり，無　　　　，一・、V．、T：L．点における規定の走行速度（km／h）dVw：L．からLb・＋1の間の速度差yπ＋，一　Vrv　　　（km／h）V。、A’：LAr点での最高制限速度（回復運転時のリ　　　ミ・りト）　（kln／h）dV，，、：LNから拓＋！の間の制限速度差　　　V，nAr＋i−　VmN　（km／h）　　　　　　　　づoづラムされた時間に対し線機製作所の製作担当はつoづラム，指令演算，V，−V制御装置で基本的な論理演算回路はすべてトラ滅スタ回路を用い機能別にユニリト化している．図12−20は試作のPTC装置の外観を示すもので左側はつ0づラム制御装置，　右側が指令演算装置、Ttr−w制御装置である．工場試験Hれこはアナロ2）部はAE−1形アすロづ，コンピュ＿タを流用した．なお国鉄より束海道新幹線試験線路における　　　　　　　　　　　　　図12−20　づoづラム列車制御試験用としてATC装置とと装置（モデ1レ試、験J目）もにPTC車一1二装置の受注がpr。grammed　train　c。ntr。1予定されている．　　　　　　apparatus　for　model　testing．12，電子応用機器　3，3　ATS装置（Automatic　train　stop　apParatus）　帝都高速度交通より受注し，現在開発中の装置についてその動作原理を述べる．図12−21の動作説明図のようにA1点からA3点まで連続誘導式の地上信号を設け，車上でこれを受け，この信号によりAl点より図のようなつレーキパター−JVoと惰行パター−JV。を71ター−J発生器に図12−21　動作説明図Operation　diagram．より得る，このパター−JはA2点（19Jレス信号）にてそれぞれVo’，　Vc’のバターッに変えられる．これらのパターンと列車速度とを比較しながら制御するもので，たとえば走行曲線（ii）のように列卓が進入してくると惰行パター−Jにぶつかるまでは自由加速が許されるが，一度V。にぶつかると惰行となり、これがづレーキパターッV。に交差するとづレーキ指示が与えられる．このようにしてVo，　Ve’のパーSvに沿って列車は減速され，やがてA3点にて停車することになる．A3’はA，の信号をミスしたときに停止する位置である．4，精密速度検出装置　先般航空技術研究所に設置されたこの装置は遷音速風胴の主送風機駆動用4，500kW直流電動機，18，000　kW誘導電動機およびその制御回路との組合せ試験が数回にわたり行なわれた．この装置の動作は大別してつぎのとおりである．　　　図12−22　精密速度検出装置Precision　detecting　equipment　for　motorrotating　speed．（185）　185LL　（／）　速度設定機能　集中操作｝Fからの押しdiターJ式速度設定により運転制御シー−J　：」スに従って自動的に速度が設定できる．　（2）　速度偏差検出機能　電動機回転数と設定回転数との差に比例した誤差電圧を電動機制御回路に与える．　（3）　回転数表示機能　電動機回転数の絶対値を数値表示する．　上記の機能試験叩（3）項は⊥0．01rpmの精度で表示され，これを較正する装置がないため部分的な試験1こより動作を確認した後、これを1［C準として（2）項の測定を行なった．（1）項については期待どおり円滑に速度の設定が1」1なえることが確認された．（2）項HVJにより電動機回転数を制御し、これを（3）項表示により測定した結果設定回転数ユ50rpn1付近で±O．01　rpm，450　rpmN一近で±O．02　rpm，690　rpm付近で±O．05　rpmと制御性能においても±O．Oユ％以内の速度誤差におさまる好成績を得た．この装置のドリワトによる設定速度のオフセ・Jトは0．005％程度で要求される制御性能±0．03％をはるかに上回る満足すべき性能を有することが確認された．VI．電子工業機器1，FD−5　C形超音波探傷機　　および自動警報装置　1，1　FD　5　C形超音波探傷機　FD−5形探傷機を発表以来，改良に不断の努力を続け今日までにすでに約200台を製1乍し、各万面より多大の好評を得ているが、探傷技術の進歩とともに，よりいっそう使いやすく，また欠陥の定kl：的な判定を可能とすべく，各需要家の要望に答えて、さらにつぎに述べる改良を施し．　一段と性能の高いFD　5　C形探傷機を完成量産にはいった．　主要性能，たとえば探傷距離，使用周波数、パ1レスliiVj，受fr；増幅度などについてはFD−5　B形と変わるところはない7う’4、　おもな改良ズ勲よ　（1）受信利得調整器として従来は炭素被膜1ij一変抵抗器を使用していたが，これを精密r可変減哀器に改めた．　（2）　／〉川新しく開発した探傷機用n動警報装置の付加を容易にするために警報装置用接セッを本体1｛〔1面に設けた．186　（186）図1223　FD−5　C形　超1’「波探｛易機と自動　警報装置　FD　5　C　UItrasonic　fltLW　detector　（left）　and　autOlnatic　alarm　eCluipment．　（r三9トt）などで，感度調整がデシペ1レ表示（2dB×20／vチ）となったため反射波強度の相対的比較，あるいは材料内での超音波の減衰量など従来の形に比しより定量的な測定が可能となった．また次に記述する警報装置を付加することによって［［1動探傷への応用も容易になっている．　1，2　自動警報装置　本器は図12−24（右側）に示すようにFD−5　C形に接　図12・24　自動警報装置を付加したときの反射波形Records　of　testing　using　autolnatic　alarni　equipment．続し、探傷時に、あらかじめ板厚などに応じて設定された警報動作区間内に，設定した警報レKJレを越える反射波が現われたとき，自動的に警報ラーJつが点灯し警報づザーを鳴らすものである．　1．特長：　　（1）づラゥッ管を常時監視する必要がないので，疲　　　労が少なく、能率的に連続作業ができる．　　（2）装置の取扱いが簡IUで，反射法のほか透過法　　　でも使用可能である．　2．　1］：様：　　警報レベJレ調整…　　飽和値に対し10等分のレペJレに　　　　　　　　　　　調整【1∫能．　　竺報開始位置（X）一・1三パ1レスの位置より最大3m（ア　　　　　　　　　　　ルミ換算）まで連続可変．　　警報動f／1・区問（Y）…15mm〜6m（ア1レミ換算）まで連　　　　　　　　　　　続n∫変．　　探傷法　…・一一反射法および透過法に切換口∫能．　　電源入力・…・一一…AC　100　V　50，’60　c／s　85　VA．2，速度差測定装置（ドロー測定装置）製紙，パ1レづ，製鉄，J’tム、ビニール，屯線など，各種産業の圧延工程において、品質を一定に保つためには，各回転体の回転速度がTE確にかつ安定に制御され，各川転体相互間の関係も正しく維持されねばならない．　速度差測定装置はこれらの回転体相互間の速度差と回転速度をきわめて高い精度で計測できる．　DM−1形速度差測定装置（ま抄紙機のD一ルの速度差（ド0−）と絶対回転1速度を測定する目的で製作された．　　　　　　　　　　　　　　　　図12−25　川陽パ1レづ納図12−25は昭和36年7月に山陽パ｝レ　めDM−1形速度差閣・腸に納入・た・M．1・杉酬‡1藍乱1d＿で，そのおもな性能は表12−9のと　meter．三菱電機・Vol．36・No，1・19624b表12−9　山陽パルプ納めDM−1形速度差測定装置の性能項H刊能1．測定可能な回転数範囲2．速度差測定範囲と測定精度3．絶対速度測定範囲と精度丁元示およ厄録5．警　報6．電　源600〜L300　rpma．測定範阿士5rpmにて精度±0．1rPmb．測定範囲±50rpmにて精度±lrpmc．測定範門±50rpmにて精度±01rpm600−1，300rpm　±O　l　rpm速度差は広角度指不計および　150mm幅の電r一管式記録計により指ilk・、記録される速度差がある規定値をはずれた場合に，そのト限、ド限を判別して瞥報を発する，AC　100　V　50または60ぱs｝口相約500　VAおりである．この装置に引続き，測定可能な回転速度範囲を大幅に拡大したDM−2形装置を東北パ1レづ向けに製作している．図12−27　KK−1形金属検出装置　検出コイ｝レ台Type　KK−1　metal　detector　coilapparatus．図12−28KK−1形金　属検出装置Type　KK−1　metaldetector．3，篠斑判定器　紡績用のスライパ機に装着して，スラィパ機より送出される糸の太さの変化を連続的にメータに指示させる装置で，昭和33年に1号機を完成してからすでに製作台数約100台に達し，近く本器の出力を用いて糸の太さの自動制御を行なわせる予定である．　　　　　　図12−26　篠斑判定　　　　　　器　　　　　　Delivery　measuring　　　　　　　l）ridge　for　textile　　　　　　　yarn・　本器の構成は本体，指示器，検出部よりなり，原理的には商用周波数で動作する高感度のづりっジで構成されている．本体内にはづりリジのほかにこれに供給する交流電圧を制御する小形自動電圧調整回路も組込んである．検出部は内部にづりリジの一辺である可変イvタクターJスを設けており，糸の太さにより動くレパーの機械的変位をイッタクタvスの変化として取出す構造である．また指示器は内部抵抗の低い1mAの高感度広角直流電流計である．　主要性能は，検出部最大上下移動距離は5mm，測定精度は±7％以内，電流計1mAの振れを生ぜしめる偏移距離は0．7mmであり，0−5mmの任意の位置で平衡指示させることができる．電源入力は200V，50c／sあるいは60　c／s，20VAである．4，金属検出装置　タム建設川骨材製造設備づラー」トの砕石中に混入した金属を検出するものを神戸製鋼所に2台納入し，さらにセメット製造工程の石灰石中に混入した金属の検出用としてn本tメーJ卜株式会社にも納入した．これらの装置はいずれも二次クラvコyVの保護が目的である．　検出コイ1レは被検査物が運ぼれるコッベァベルトに設置し装置本体は運転操作に都合のよい場所に設置した．混入金属の除去は金属を検出したときにコッペァを自動停止させ手動作により除去する方法を採用した．この場合除12．電子応用機器去の途中でコッベァベルトが駆動すれぽ危険をともなうから，コッA’アの運転指令はすべてこの装置で行なえるようにした．また混入金属の位置を明示し、コvKア駆動モータ停止後のK）レトの移動が異なった場合に異物の発見を容易にするため、o一タミッによる着色機構を付加したものを石灰石中の異物検出用に採用した．　装置本体および検出コイルの外観は図12−28に示すとおりである．検出装置をクうり汁保護に用いる場合は，必要以上に検出感度をEげると検出回数が増え，かえって除去に時間を要し，作業能率が低下するため実用・L好ましくない．主なる性能を列記すれば次のとおりである．　（注）　（）内はセメット工業用に製作したものを示す．　検出コイ1レ　コッベァ　高さ　400　mm（300　mm）　　ぺ）レト通過間口　　幅　　900mm（1，140　mm）　検出有効幅・一　・一……・・550mm（800　mm）　検出感度…鉄球50mm以上．（鉄球15mm以上）およ　　　　　　びこれと同等の感度を有する非鉄金属　検出コイ」レ外形寸法　　幅　　1，000mm　　奥行　1，000mm　（1，300　mm）　　高さ　／，230　mm　ただし据付架台を含む．　　（rt　　　732　mm）　検出装置本体外形寸法　　幅　　　520mm　奥行　725　mm　　高さ　1，520　mm　　電源入力　単相　220V±ユ0％　60　c！s　約400　VA（rr　　　単相　215　V±］5％　50／60　c／s　　　　　約600VA（電源安定器外付））　金属検出時の警報　づザー　および赤ランづ5，鉄・非鉄判別金属検出装置　一般的な金属検出装置は鉄・非鉄いずれも検出することを目的とするが、石炭中に混入した銅製の不発電気雷管のみを検出するために．鉄・非鉄を判別する機構を付加した装置を35年ユO月，大正鉱業株式会社に納入した．据付場所の環境が悪いため，その後電源の安定を一段と（187）　187強化するなど，若干の改修を加えたが，過去約1年，実用化に供して鉄の混入率が多く相当苛酷な条件のもとで十分役だちうることを確認した．　主なる性能は次に示すとおりである．　　電源入力　単相100V±20％　60　c／s約500　VA　　　　　　　磁気増幅器形定電圧電源付　　検出コイ1レ　　　コイルの配列方式　T形配列　　　コッペァベJレト通過間口　幅965mm　高さ230　mm　　検出有効幅　約800mm　　検出感度　6φ×36mm銅管体雷管およびこれと同　　　　　　　等の感度を有する非鉄金属　　検出時の除去方法　　　づザー警報，コッペァ自動停止手動除去6，RT−2形レーダ距離目盛較正器　本器は軍用，民間用を問わず航海・気象・航空用などの各種レータ装置の指示器ヒに現われる距離日盛を精密に較」Eする装置であり、水晶発振器によって制御された安定なトリガパ1レスとこれに完全に同期した高精度の較正用距離n盛パ】レスを取出すことができる．図12−29　RT−2形レータ川距離目盛　較正器　　　RT−2　radar　range　calibrater．　本器は昭和33年に当所のレータ装置の試験調整用として開発したRT−1形を改良したもので，これによって非常に検査能率をヒげることができるとの好評を博した．　本器の主要性能はつぎのとおりである．　（ユ）　トリガ繰返周波数とその周波数におけるマーカの　　関係トリガ周波数距　　離　　日　　盛4，000pps750pps310pps1“100pps600pps150ppskmレンジMileレンシ0．25、　　O．5、　　1，　　2km1　　　，　　　　2．5、　　　　　5，　　　　　　krr11　，　　2，　　4、　　10km0，25，　　　　1　　　　　　5，　　　　　rnileO，5，　　1　　　5，　　10milel　　、　　　　5　　　　　10，　　　　　mlle（2）　距離目盛誤差，各レンジとも±0．02％以内（3）距離目盛、トリガのパ1レス幅および振幅（75Ω負　荷）距　離　目　盛ト　　リ　　ガパ　ル　ス　幅パルス振幅Wlde　O．5μsNarrow　O．25μs十20V±20％−20V±2096約1μs十45V：t20　Jllt−35V士20°《9188（188）（4）　トリガパ1レス遅延時間　　距離日盛に対しトリガパルスを約180μsまで連続的　に遅延させることができる．（5）　電源入力　100V，50〜60　c／s　250　VA以内．7，レーダ・スピード・メータ　自動車保有量の増大は道路運輸の激増を招来し，大都市における交通マヒが全国幹線道路にも発生するおそれのある今日，道路建設上，交通管制上，交通量の測定は重要な問題の一つとしてとりあげられるにいたった．　この装置は建設省土木研究所の依頼により高速道路建設に必要な資料作成上，交通量の算出として道路を通過する自動車の速度を測定するものである．　ド・りづラ効果を用いた16一タづル用で，入出力系（アッテナ，高周波部）を道路の傍に設置しレータ周波数の連続波をパラポラァンテナより道路を通過中の自動車に輻射し速度を周波数偏移に変換して速度を指示計で直読すると同時に直流出力を出す（記録計用）装置である．図12−30　レータ・スt°一ド・メータ　　Radar　speed　meter．おもな性能はつぎのとおりである．　送信周波数および電力　　8，640Mc（クライストローJ　　　　　　　　　　　　　2K25）出力約20　mWアーJテナ測定速度範囲および精度直流出力電圧分解能　　測定距離　　電　源　　総重量応用として，方向角等の測定は可能なので，　パラポラァフテす360mmφ　ピーム幅　　E，H面おのおの5〜6度　方向調整　水平360度　　　　　垂直（上下）±20度　　　　　　　　　10〜120km／h　　　　　　　　精度±3％以下　　　　　　　　　十2V／10　km／h　　　アー」テナと自動車との電波輻射ス71t　−J　　　と投射角度により間隔10mにて走　　　行する自動車の分解可能　　　糸勺200m　（づリジススカイライッ）　　　DCユ2　V　約40　W　　　　　　　約29kgドっづラ，レータは速度を基にして距離方向，自動車の速度，車種別，三菱電機・Vol．36・No．1・1962e●台数などを同一装置にて同時測定：交通量の算出二つの移動物体間の相対速度，距離（間隔）の測定：衝突防止近接警戒用車に搭載して速度の測定1速度違犯用速度と基準方向と飛行方向との偏移角の測定：航法（自立航法）など自動車に限らず航空，海一Lにも適応されるのでその応用範囲は広くわが国では開発研究が行なわれているが欧米ではすでに実用化せられているものもある．8，電動高周波発電機による誘導加熱装置　高周波誘導加熱装置は，35年度も多くの注文を受けて製1乍し，種々の異なる分野で10kc誘導加熱装置のさらに広い応用面を開発した．　とくに自動車工業の量産設備増強により受注も活発化した．自動車後輪用アクス1レ：」　i・フト焼入機，各種軸類の焼入機としては，従来は真空管式450kcを使用，焼入硬化深度を2mm程度としていたが，最近ではさらに強度を増すため4〜81nm程度まで深く焼入をするような要求に変わりつつある．そのため加熱周波数2一ユOkcで100〜250kWの電源が必要となり，自動車工業用としては，電動高周波発電機式の需要が増加する傾1GJにある．また電動高周波発電機式は保守調整がきわめて容易で，発電機の並列運転がn∫能であり，この電源は床面積が少なく，焼入スタ？vドとの距離に制限を受けないため、機械工場ラィッに焼入スタvドを入れ，軸類の一貫した流れ作業がIT∫能である点は，従来の熱処理’［程をきわめて簡略化し、量産化に大いに役だった．　8，1製作実績　35年1月より9月までの製作状況は表12−10に示すとおりである．この装置の電源装置としては，発電機の項で述べてあるので，加熱端側の製作品目内容を示す．表12−10　電動高周波発電機式誘導加熱装置製作一覧　　　　　　　　　　　　　自昭36年1月〜昭36年9月注文元1被・徽1臓已澱⇒摘要　塑介いすL’自動車トヨタ自動車（2次）新1菱重1：，水島関西高周波関西高周波トヨタr1動車千代旧鋼管二菱電機神戸製作所三菱電機伊丹製作所三菱電機研究所アクスルシャフトァクスルシャフトアクスルシャフト歯車，シャフト，ロール各種歯車，シャフト，V一ル各桶アクスルシ1’フト電機子巻線用コンタクタ類金属材料焼人焼人焼入焼人焼入焼人ロウ付ロウ付溶解9．9kc　150kW9．9kc　150kW9，9kc　l　50kW9．9kc　250kW90kc　250kW（12kc　150kW）輸人機械9．9kc　250kW9，9kc　250kWg．9kc　100kW9．3kc　50kW焼入機械装置1台焼入機械装置2台（3、4号機）焼入機械装置2台高周波変流装置1式250kWだけ高周波変流装置1式　並列運転用250kW，’500kWt十1改造追加，高周波変流装置高周波変流装置1式高周波変流装置1式高周波変流装置1式36−436−936−536−736−7製作中製竹≡中製作中製作中製作中12．電子応用機器図12−3110kc　150　kwアクス1レ＝Jvつト焼　入機械装置　Case　hardening　machine　for　rear　axle　shaft　at　10　kc　150　kW．図12−32　アクスlb・・J・a・っト焼入機　械装置焼入コイ1レ部と制御部　　View　of　incluctor　and　　　controller　for　rear　axle　　　shaft　case　har（lening　　niachine．　8．2　おもな焼入実績　アクスルシャフト焼入装置　図12−31はこの焼入機械装置で，＝」？フト全長1，250mmまでのものを2本（3本）同時に焼入れることができる．処理量は，全長600−700mmのアクス1レシセフトを焼入硬化深度3mm程度で，3本同時に焼入れるには，1本1分の割合で，月産約15，000本を処理できる．とくに3本同時に均一一に焼入れるために，加熱電力をおのおの均一に誘導させ，しかも均一に冷却させることができるよう特別に作られている．さらに焼入亡ズミがきわめて少なくなるよう製作されていて，焼入硬化深度2〜6mmで，全長600−900mmの軸では，焼入後の軸の曲りヒズミは0．ユmm以下（0．05　mm程度）でヒズミ取工程を簡略化できた．　大形ギヤの焼入例　／0kc250　kVA×2台による並列運転により，国産機としてはじめて500kWの電力を発生し．つぎの大形特およびO一ルの焼人を行なった．　焼入物　　直径595φ歯幅134mm≡ユー1レ12　加熱コイル　内径6ユ5φ　4回巻　コイ1レ電圧　800V（高周波変流器なし）電源出力　360へ400kW（（2＝2．9）　加熱時間　80秒（一発停止焼入）（189）　189　ロールの焼入例　o−1レの焼入には10kc電源は，焼入硬化深度の点であまり例を見ないが，その深度4−5rnmの薄焼の一例を示す．焼入物jJil熱コイ1レコイル電1ピ電源出力　焼入送り速度　焼入冷却液　高周波焼入の発達にともなって，高炭素鋼，特殊鋼の焼割防止液として，ソリづ1レクエvチオイルが開発されて来た．この液は水溶性で一般に10％以下の濃度で用いられているが，濃度および液温に対する冷却能，焼入性と焼割について，被焼入物の金属組織とも関連して最適の値を種々実験，検討し，実用化することができた．直径387φ長さ3，ユ25mm内径415φ4回巻，幅80mm670V（高周波変流器なし）295〜320kW3．5　mm／sec9，真空管式ラジオヒータ　高周波誘導加熱用として木工用力っタのロウ付および焼入用として，EH−30形出力30　kW，周波数450　kcのものを製作し兼房刃物工業株式会社に納入した．また金属の真空蒸着用として，EH−10形出力10　kW，周波数450kcのものを製作した．本機は金属を1，600〜1，800℃程度の高温まで加熱する必要があり，かつ加熱コイ1レは真空容器の外側に配置しなければならず被加熱物とコイ1レとの結合を密にすることが構造ヒできないために，陽極タック回路の容量を550kVAにおよぶ大容量のものとした．この結果高周波電力の伝送が容易となり短時間に所定温度まで加熱することができた．　本機の外観は図12−33に示すとおりであり，電源部を左側に発振部を右側に配置し，前面板は止ネ＝Lをはずせぽ部品類を坂付けたままチョゥ番によって開く構造となっていて，保守点検が容易な構造としてある．10，三菱ダイアックス放電加工機高周波重畳式放電加工機タイァリクスは毎年需要を満た190（190）図12−33EH−10形う」’lt一タType　EH−10　radio　heater　set。し切れず，量産を続け中形標準機では第4回nの改良を加えて性能もいちじるしく向上した．さらに小形放電加工機に対する要望も多いため，機械装置担当の三菱造船と協力、開発し量産を行なった．中形機はすでに数十台以1二の納入実績をえたが，さらに小形機も系列に加わったので，今後いよいよ伸長することが期待される．　二菱タイァリクスの最新形であるDM−102形は中形標準機として，使用者側よりの要望をも取入れて改良を行ない，つぎのようなすぐれた特長をもっている．　1．　放電が安定で，加工能率がよい．　高周波重畳方式により，放電の分散が“均一一に”行なわれて，火花放電のくり返し回数が多く、しかも安定な自動送りによって加工速度は精仕E領域で高い．したがって研削工程の加工時間が短縮できる．　2．　電極消耗が少ない．　放電加工では従来電極消耗が多いため，加工精度が悪く、電極の交換，製作に手数がかかっていた．　高周波重量方式では他の直流放電方式に比して，電極消耗が少なく、銅電極を用いて能率良く加工できその消耗比は20％（被加工物との重垣：比）程度にまで減少された．この値は高価な銀タvO’ステッ電極に匹敵する消耗比である．また銅電極使用時の加工速度はDM−102形では1．3g／minを越し加工速度も向ヒした．このほかに黄銅，鉄，亜鉛，ア1レミニウム類での電極材使用も可能となった．　10，1　中形DM−1　02形標準機　最大加工速度ユ．Og／min以上（黄銅電極のとき）のもので，最小クリアランス2／100mm以下，最良仕一L面2μHmax以下まで精加工ができる．本機は従来のDM−101　B形に比し，使用真空管本数を半減し，自動制御送り用マづアッづを改良するなどにより，保守調整が簡単となった．　図12−34にその外観を示す．図12−34　二菱タイアリクス放’fEbLI　II機DM−102形　　　Type　DM−102　Mitsubishi　DIAX．　10，2　’」N升多DM−50丑多　放電加工機のジュニァタイつとして製作したもので，最大加工速度0．6　g／minで，加工物の面積は、ハガキ大を対象としている．精仕上加工領域では中形機同様に最良仕三菱電機・VoL　36・No．1・19624●図12−35　三菱タイァワクス放電加エ機DM−50形　　　Type　DM−50　Mitsubishi　DIAX．上面1．5μHmaxのあらさまで，最小クリァラvス｝X　2／100mm以下の性能をもっている．　本機の電極自動制御は小形機構にしたへリド部全体を行ない，主軸にはクイリクジ栂づへ1ウド方式を採用し，加工途中極間における鉄粉排除ができいっそう能率よく、加工ができるようにした．その外観を図12−35に示す．　三菱タイァリクスは機械製作担当の三菱造船・広島精機と緊密な連絡を保ちつつ量産を行ない，一一一方当社研究所にて種々の新製品および加工技術などの開発研究を推進し続けている．11，産業用テレビジョン　火力および水力発電所用としてスタートした産業用テレピJdヨンは，その後あいつぐ発電所の建設にともない需要も順調な伸びを示し，36年中に電力会社や各種企業の自家発電用としてユ1台納入した．　製鉄所向けには先に川崎製鉄および富士製鉄へ鋼板や分塊の圧延作業用として納入実績を持っているが、36年は富士製鉄室蘭製鉄所へ焼結炉のクーラの内部監視用に1台納入した．また住友金属尼崎鋼管製造所へも均熱炉の内部監視用に1台納入した．これで当社は製鉄所向けテレビジョッ装置として，各種の用途について一一通りの経験を積んだわけであり、今後ますます増大するであろうこの分野の需要に即応する態勢がととのった．　つぎにX線透視用テレビについては研究段階から実用段階に移行しつつあり、当社もIT−5形と称する高性能　　　図12−36　1T−5形産業用テレピ装置Type　IT−5　industrial　TV　equipment，　left亡o　right；camera，　control　monitor　and　power　supPly・12，電子応用機器表12−111T−5形工業用テレビジョン装置規格走査方式頂直走査水平走査解　像　度走査ヒズミ映像増幅器帯域幅周　波　数毎秒像数周　波　数走査線本数60cs50c’s30枚／sec18．75kc625本25枚sec18375kc水平解像度垂直解1象1豆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1500本以」二735本500本以1約5DO本電源同期約4SO本画面叩りと部唾直±5”“以内　　　水平士IO�j以内　　　　　　65Mc注：　開閉器の切換えにより映像の白1荒反転可能産業用テレ齢ヨ：ノ装置を開発し島津製作所に納入した．図12−36に撮像機，受像機，電源を示し表12−11に規格の大要を示す．これは単にX線透視用のみでなく，レータリレーその他小形で高感度，高解像度を必要とする用途に適した産業用テレ劇ヨッ装置である．　産業用力ラーテレピづヨン装置は36年貯蔵製品として製作を完了しいつでも受注しうる態勢にある．当社はこの装置の開発に当たりテレビジョン関係技術者の常識を打破るようなきわめて単純な方式を採用することを決定し，約2年間幾多の技術的困難を克服し実用化に成功した．この間生れた数件の新しいアィデァについては工業所有権の出願中であるが，もっとも大きな問題は撮像管として齢コv1本のみ使用して装置の簡易化を図る反面，ピジコンの残像による混色の問題をいかに解決して鮮明な色を再現するかという点にある．幸い装置の実用化に成功して他の方式では到底実現不可能なカラーテレピJiヨv装置を提供できるようになったことを喜びとする次第である．　テレピジョーvというものが非常に便利なものであるということがわかっていながら，一般産業界および公共機関で今まであまり使用されなかったのはどういう理由からであろうかということについて考えて見ると，まず用途として是非なくては困るという場合が割合少なくて，あれば便利だといった程度の用途が多いということが考えられる．これは価格にも関連してくることで従来の貞空管式のものでは相当高価になるので，あれぽ便利といった程度の用途の場合は，どうしても見送りとならざるを得なかったであろうことは容易に想像される．そこでこの障害を打破して産業界，公共機関その他一般社会施設で手軽に利用できるテレビ装置として登場したのがトう完スタ化した産業用テレピである．当社は早くからこの必要性を認め研究開発を続けて来たが，36年試作を完了し、製品を一，二納入した．当社はこの装置に対してきわめて簡単な方式のものと，家庭用テレtlと同じ画質のものおよびそれよりまだ高解像度の得られるものとの三通りの方式のセ・vトを準備しており，客先の予算，用途に応じ，適宜おすすめしうる態勢にある．表12斗2にご（191）　191表12−12トランジスタ化産業用テレビジョン装置主要規格および性能＼＼形　名　　　べ項　目　　＼＼＼構　　成方式方　　式垂直周波数壁鰍水平周波数走査線数飛越走査垂直同期同期パルス混人方式画像制御方式撮豫管撮像機柄　　類有効寿命眞夏ダイオードレ　　ン　　ズ撮像機映像帯域幅鰍象度ゑ÷許容周囲温度許容電源変動水　　平垂　　直水　　平垂　　直撮像機受豫機電　　圧周波数電源消費電力高周波出力電圧ア5Ω同軸300Ω二線式ブイーダ監視可能距離使用ケーブルIT−T［形IT−Tl撮像機IT−Tl撮像機商用受像機　専用モニタランダムインターレース60c，is（または50c／s）60挽sec（または50枚〆sec）15，75kc260（3T5）本ランダム電源同期または非同期IT−T2形1顕謬鍵II�e；饗夢．日本の標準テレビジョン方式60c，’s（または50c’s）30枚／sec（または25枚lsec）15．75kc（または　15．625　kc）525本（または625本）1：2インターレeス電源同期または非同期プラノカーザンブラック自動光量制御および自動利得制御併川ア038約2、000時間使用環境により差異あり25本45本20本30本標準レどズ16mm　TV用，　f　1．4，焦点距離25mm，　Cマウントスーム，望遠，広角および35皿m用各種レンズ交換可能20〜6Mc320　（320）250　（290）350　（350）250　（290）320　（32G）350　（380）400　（400）350　（380）10％以内5％以内45℃以内50℃以内AC　100　V士10％または24　V士10％AC　60　c／s（50　c／s）±5％10W12W0．2V0．5V600m以内，中継器により3kmまで可能．・C・V・たは・C・V同軸1本’・隔制…合多心ケープ・Ji注　（）内は，垂直周波数50c／sの場合を示す．れらの主要規格および性能を示す．この装置の大きな特長としてはトランづスタ化したことにより，撮像機と受像機の2構成としうるということであるが，その上，当社品は撮像機内に同期信号発生部を備え走査線525本で飛越走査をする放送用標準テレビ方式に準拠した高性能のセリトであり，これを品質の割に低価格で提供しうるところが優位な点である．12，運転指令装置　昭和30年関西電力姫路火力発電所第1期工事に納入して以来，関西電力大阪発電所ユー4期工事を含めすでに発電機17基当たりの装置を納入し，現在7基分を受注し製作を行なっており，この中にはKuljian　Co．（Engineers，Constructors）の仕様にもとつく　インドデリーづうント向けが含まれている．　36年度における運転指令装置の課題はス6−n音の明了度改善および設備費の低減を主眼とした方式ならびに構造の改良であった．スピー力音の明了度改善に関しては192　（192）汲…“　　・　　　、¶　一頑図12−37　i1∫搬形スピーカ　　Portable　speaker．図12−38　壁掛形ハンドセ・りトステーションWall　mounting　type　handset　station．昭和35年関西電力のご好意により大阪発電所において実施した調査実験の結果にもとづき，従来の少数，大容量ス6一力方式を廃し，1個の整合箱に2〜3個の小容量のス6一力を並列接続し，スピーカの直接音によるサービス範囲を拡大し，不要反射音の勢力を小さくすることによって運転員巡回地点における了解度80％以上を確保することとした．構造の面では全面的に設計変更を行ない，構成各盤を標準化するとともに一段と取扱い保守の容易な構造に改めた．　なお，当社はいわゆるGilbert方式による集中増幅，音声2通話路方式を標準として来たが，工事費の節減をはかるためハ万ドセっト内にトランジスタ増幅器を内蔵させ，さらに騒音レベルの低い場所にはカーポッマイクを使用する環状接続方式の研究開発を行なった．これは多升ネル通話方式にも拡張可能な方式である．　図12−37，図12−38は新設計による壁掛形ハv　fLセ・vトステーショー」および可搬形スピーカの外観である．13，搬送保護継電装置用電力線搬送装置　搬送保護継電装置用電力線搬送装置のトランジスタ化について，かねてから慎重研究を重ね，模擬送電線による実用化試験を続けて来たが，36年度，中国電力株式会社のご指導により新宇部発電所一一宇部変電所1’｝1］3，4号線用方向比較方式搬送保護継電装置として第1号機を完成した．　この装置は出力30dBm、使用周波数帯域±250c／sで，両端の送出搬送周波数を亙いに150c／sずらせることによって自己受信を阻ILすることを特長としている．　さらに36年は当社位相比較方式の第1号機として長らく稼働中であった九州電力山家変電所　嘉穂変電所の装置のオーパホー）レの機会を与えられ，とくに信頼度対策について貴重な資料をうることができた．　また，　自己受信阻止，FS方式のトランジスタ化を完成し，引続き，狭帯域位相比較方式の研究を行なっている．FS方式は前述の中国電力向けの装置に所要同路を付加二菱電1幾・VoL　36・No．1・19624図12−39　PC−4　A形電力線搬送装置　Type　PC−4　A　power　line　carrler　equipment．することによって構成され，発振器は周波数変換方式とし水晶弁別器を使用し、偏移周波数は100c／sである．FS検波の時間遅れを補償するため，振幅検波回路を並置して，まず搬送波着信を検出した後，周波数偏移を弁別するようにしている．　位相比較方式は使用帯域幅±500c／sの狭帯域方式とし出力は40dB皿である．この装置はトラvJスタ化の利点を十分に発揮させるため，従来の架実装形式をとらず当社M形埋込式引出形継電器箱に収容し，継電器盤に取付ける構造としている．　図12−39は，方向比較方式試作機の外観で，幅520mm，奥行225　mm，高さ6501nlnの白立形鉄架に1端局分を実装している．14，遠隔測定装置　従来主として電力事業における給電用，遠隔監視用あるいは自動制御用として用いられ，当社もすでに四国電力，中国電力に納入し．さらに愛媛県庁道前，道後発電所の電力，水位，回転速度など常時計測4量，選択計測13量を受注したが，最近，この遠隔測定装置は水道，ガス事業あるいは石油等の化学工業にもその応用がひらけてきた．　当社はかねて衝流周波数式ア加ク方式遠隔測定装置のトラー■・」スタ化について研究を続けて来たが，36年5月和歌山市水道局流量テレコーJ卜o−Jレ装置としてその第1号機を完成し，引続き彦根市水道課向け水位，流量の遠隔測定装置の製作を行なっている．　和歌山市納入のものは通信線搬送により約2km離れた現場送水管の流量を管理室に伝送して指示するとともに設定流量値を現場側に伝送し，調節パタフライ弁を自動12・電子応用機器　図12−40　TM−34形遠隔測定装置Type　TM−34　telemetering　equipment．的に調節して流量を設定値に自動制御しようとするきわめて新しい試みである．図12−40は伝送装置の外観を示したもので幅520mm，奥行225　mm，・高さ475　mmの自立形箱体に送受量器各1CH，および通信線搬送装置を実装している．　彦根市の場合は，天王山配水池の水位，流量を約3km離れた大藪浄水場にて遠隔測定するもので，70Mc帯超短波無線機を伝送路としている．この装置の設計に当たっては無線遠隔測定装置の標準方式を確立することを重点とし，回路構成，構造その他に自由度を与え，送信電力，CH数，打合通話方式，供給電源条件等の各種要求に直ちに応じられるように考慮した．　装置の根幹をなすTM−T　3形送量器およびTM−R　4形受量器の主要性能はつぎのとおりである．　形式　衝流周波数式，アナ助方式　回路方式　送量器　トラv＝J’スタチョっパを用いた直流増幅　　　　　　　　　　器方式とし，F−D変換は0イ†・の　　　　　　　　　　磁気マルチパイづレータを使用　　　　　　受量器　可飽和変成器方式とし，瞬時リリヲ　　　　　　　　　　1レ相殺回路を使用　変換周波数　15−一一30c／s　総合精度　　送量器，受量器総合で±1％以下　直線性　　　同上　応答速度　　送量器，受量器総合で0．5秒以下　送量器入力電圧　最大感度にて0−一一　10　mVDC受量器出力　指示計（1mA，1　kS｝）を振らせ，記録　　　　　　計に0〜10mVを与える温度範囲　　0〜＋40℃（193）　193．／t川‘IH‘1／liL、．．1．川1、Ill、‘1‘1、、，．、，・、1‘1‘……1／1．、川1111bSIHPU，，・．・・．’1・・・…tll，，・・川PdLl”L！11・・…，d1・bllll‘ト1・・’t　・・‘・川“‘UlltL．・ト・’‘91・“1111111／・’・・a’1‘PUIIトdllll・’・’”「）111dl“llH“・’’’”1‘11＃ldbd‘lh”t’t’1“1‘11111bttl13．電子管および半導体関係品1…ll、、1］11h，、．．，．、、、tlllllllll／1−t　t．，、d‘lll、lll［11L．・ttt．・11、1，ld‘1r・1tl、・・．一．1‘11Mllllllh．．，，ILd‘dlUIItbtd．・…−111r1‘・‘1‘1・・・・…illMMITIII・．・1‘1・dltllllbl・・　・Ud‘1dLI‘‘111t・．‘LII‘1‘1‘“‘1．．1「‘ll‘’Hl‘1‘幽川‘11Lll1‘L’‘　’Electron　Tubes　and　Semi−Conductor　Devices　　M。nki。d　h。，　been，arryi。g。n，x・・em・ly　unrea・・nable　c・n・・mp・i・n　by　f…1・rag・dy　i・th・n・m・・f　w…Sim。lt。n，。。sl。　thi，　av。mi。。bl。　w。，　h。，　pl。y，d・g・eat・・11・f　p・・m・・i・g・ul…al　d・v・1・pm・n・・lt　i・・1・m・nt・b1・fac、　th。、　i。、h。　b。，k。f。n　imp，ll，n・f。rcc…he　expl・i・・ti・n・f・h・unlverse　n・w　g・i・g・n　li・・am・・i…f・・ldw。，．1。。ny。g。，，　b，hi。d・he　scen・・f　b・illi・…i・ili・a・三・n　is　cu・・h・・a…mp・・i・i・n・There　are・w・・ides・n　ally、hi。g．　S，mi−，。nd。，・。，，　n。w　in　cl・se・p　i・・h・丘・ld・f・he　e1・・・…i・i・d・・t・y　h・v・・purred・he　elec…n・・b・tech・iquc・。。d，i。。1い，、w，e。・h，m　m・y・…inue　e・dless1・・v・n　i・・he　c・nq…i・g・f・h・v…universc・The　a・t輌・ity°f，emi−、。nd。。、。rs　a。d，lcc、，。。　t。b，，。n・h，　p。…fMi…bi・hi・・mm・nced　wi・h・h・decl・・a・i…f・h・d・v・1・pm・n・・fm。1ec、，。。i，，　a、、he　b，gi。。i。g。f　1961，　b・i・gi・g・b・u・the　ext・n・i・n・f　Ki・・i・・mi　W・・k…he　ex・1・・i・・pl・n・・f，emi−，。nd。，、。rs，　a。d、1、e　c，・。bli，hm・nt・f・b・a・・h　l・b・・at・・y　f・r　sp・・i・li・i・g・he　s・・dy・f・emi−…d・・t・rs・O・th・。、her　h。。d，。f。、、。，y　f。r　cl。，t・・…b・・w・・b・ilt　i・Ky…．Thi・a・・i・1・gi…a・acc・un・・f・・w　d・v・1・pm・ntsfor　the　past　one　yca「・増築された北伊丹製f乍所Extendes　Kitaitami　Works．　人類は過去において戦争という宿命的な悲劇によって，不合理きわまる消費を行なってきたが‥・一方文化発展の巨大な推進力の役日をも果してきた．現在行なわれている宇宙開発の推進力にも，冷戦という力が働いているのは悲しい現実である．いつの時代に心文化の華咲くかげには⊥血みどろな競争意識による燃焼が行なわれつづけているのであって，電子工業界に半導体の分野がクローズァっづされたことは，電子管技術の分野に拍車をかける結果を産み，両者の分野における競合も大宇宙を含めた広大な舞台において今後はてしなくつづくことであろう．　昭和36年度における電子管および半導体関係の当社の開発活動は，年頭のモレクトロニクス開発の宣言にはじまり，半導体専門工場である北伊丹製作所の拡充，これに隣接した半導体専門の研究所分室の創設となり，一一・方電丁管専門工場としては京都製作所の起工をみている．新開発品を産む原動力である研究活動は研究編にゆずることとし，この編には1年間の新規開発製品のうち，おもなものについて記述することにする．　固体回路を用いた新製品は日下鋭意開発中であって，次回，回顧号には各種の業績が収録されることと思う．1　電子1，白黒ブラウン管管194　（194）　昭和35年8月から稼働を開始した新づうウジ管工場は現在月産約40，000本の生産能ノJを持つに至った・生産能力の増加とともに性能向上の方面の研究も着々実を結びつつある．づうウーu管の性能Lもっとも大切な画面の明るさについては非常に反射率のよいア1レミ膜を作るためワィ1レミッO’・ラ・v　iコおよびその加工工程に検討を加えていたが，すぐれた結果を得て，現在当社の球の明るさは業界のトリづに立っている．また，品質奉仕の面において，もっとも重要な性能と考えられる寿命に関しては，カソードの管理法，真空，エージ万づ技術などの向上により，とくに1年ないし2年で不良になるもののひん度を35年の製品に比し約L5に減少させることができた．このほかヒータ関係の不良，電極間絶縁の不良，断線，真空劣化，ヶイ光面劣化など，寿命を左右する要因すべてに対し信頼度を上げるため日夜研究し，改良を加えている．　以L：は工程の主流をなしている14RP4Aについてのべたが，このほかに生産している管種としては表13−1のものがある．　なお，これらの管種の生産と並行して，新管種開発の研究を行なっており，現在とくに対象に選んでいるものはポータづル・テレビ用として用いられる非常に全長の短い表13−1白黒ブラウン管の管種形名　　画面最大径（mm）　！偏向角（劇　　備考210EB414HP4（M）14WP4t7HP4B17AVP4A17BZP419AKP4210　（8in）360（14in）〃　　（｜4in）430（17　in）〃　（1アin）〃　（17in）470　（19in）907090ア090110U4ストレート・ガンイオン・トラップ付きストレート・ガンイオン・トラップ付きイオ＾ン・トラソプ｛寸きストレート・ガンストレート・ガン三菱電機・VoL　36・No．1・1962L、6球，従来のものより格段に低いto電力で動作する球，および低偏向電力で広角偏向を行なうことのできる後段加速形づラウッ管，テレビの前面安全tiラスのいらない二重バネ1レ・づうウーJ管，工業用テレtiなどにも非常に都合のよい高い解像力を持つづラゥ万管などがあり，当社独自の特性を持ったつラゥン管が完成し市場ヘデピュゥする日も遠くないであろう．2，カラー・ブラウン管　17角形につき引きつづき試作を行なっているが，歩留も予想線以上に達し，品質も一段と向上させることができた．さらに新種ヶイ光体の使用研究を進めており，ほぼ完成の見通しを得，そのほか色純度の向上，コッパーti’Jスの改善，安定度向上などの諸問題に十分の検討を加えた．表13−2430AB22定格表ら，大暗電流のところでも動作させることができ，実質上感度は高くなっている．4、光電子増倍管および光電管　光電子増倍管1P28を開発した．これはCES規格に適合する側部窓形9段増倍の光電子増倍管である．この特長は分光　　　　　　　　　　　　　　　　む感度の短波長端が約2，000Aの紫外域にまで伸びている点である．したがって可視光だけでなく紫外線の微弱な光をも検出できる．　電気的特性は，供給電圧1，000VDCにて，標準陰極感度40paADC／lm、標準陽極感度50μADC／μlm，増倍率1．25×106，　　　　表13−4　光電子増倍管定格表図13−1光電子　増巾苗管1P28　　Electronic　ampli丘er　tube．用　途方　式偏向角構　造外　形「］　金ケイ光色残　光最大定格最小定格試験条件カラー・テレビジョソ電磁偏向，静電集束，電磁集中，シ1・ドウマスク形．：三電子銃70度角形グレイフT．イス、外部導電膜付き、メタルパック．ドットケイ光膜全長　545±｜Omm：　パルプ最大部径　422士3　　　　　　ネック直径　50．8±1．6mm　　mm以ヒ：有効径　2ア2×353小形シJルネオダイヘプタル12本脚（B12−131）小形キャビティキャップ（J1−21）三色（緑，青，赤）普通EアV6．3→−10Pe’6．3−10．％6．3Ec］VDC三一一400調整EClVDC600200Ec　．aVDC4800集束EbVDC20、00016，00016，000勺κ180一180RロIMΩ0．75形名931A1P2263］A1P28分光感度特性S4S8S4S5増倍段数9969電　気　的　特　性欝引墾「陰極感度（μA’lm）陽極感度（μA．iμlm）ag　，o倍9率×讃。閻言最　大　定　格最小47，0006L568標準3032040最・1・4．50．1150．00910標準241最大30016。．。4；。．，50　3000．80．330．002】．250．050．150．lOO．05雛　　　　　　11，0001，0007001，000　1　10，750，5陽籍ε「失0．250．250，250．25周開o温し度7550ア575鎗蔭125012509001250静電容量影一雛段間4．44．42，54．4陽問極コ　　他工全v電極66463，　ビ　ジ　コ　ン　さきに開発した6198A，6326Aにひきつづいて7038形ピ・J’コーJの試作を行なった．この7038形ピ・Jiコツは，非常に均一な光導電面をもったものであり，光導電面を有す表13−5光電管定格表形名9299355581分光感度特性S4S5S4電　気　的　特　性　　紫≧外．さ線o感A度言　v陰極感度（μADC’lm）最小125O．02ア1875標準4535135最大7070205最大ガス増幅5．5癸δ籔流vO．Ol250，00050．05糖野25025090最　大　定　格平均δ陰口極く電こ｝流5IO3最大6陰Q極く電3流203010　☆震§聾　30．05O．05O．05周囲6温し度ア575ア5舘匡≧25025090最静讃襲間量3．30．93．3るガラス面板と外管とは金属パリキンづを介して冷封止されている．この形の劇コーJは、均一光導電面であるか表13−3　三菱ビジコン規格一〜訂「．・．一．．亘讐」6198A6326Aア038ヒータ電圧ヒータ電流全長パルプ直径信号電極電圧．信号電流（1）信号電流（ll）r値（平均値）分解能（r11心）分解能（周辺）帰線消去信号電圧帰線消去信号電圧集束コイル磁界の強さ整列コイル磁界の強さ6．3V±10％0．6A159±6mm25．4士1．3mmIO−100VO．1−o，2μA0．65550以上350以上30V（GiEPDO）10V（KEPDO）40GO−4G6．3V±10％0，6A159士6mm25．4士1．3mm10−100VO．1−0．2μA0．65550以上350以上30V（GIEPDO）lOV（KEPDO）40GO−4G6．3Vゴ：IOJIKO．6A159±6mm25．9±0．8mm10−110VO．1−0．2μAO．1μAO，65550以上350以上75V（GIEPDO）20V（KEPDO）40GO−4G注　信号電流（1）は暗電流0．02μA，光導電面照度50−1001xのときの値　信号電流（ll）は暗電流0．2μA，　光導電面照度101xのときの値最大陽極暗電流0．05μADC，標準紫外線感度47，000paA　　　　　　　　　むDC／μW（2，537　A）である．　微弱光の検知や測定に使用でき，具体的応用例としてパ1レス的発光現象の測定，カウット・メータなどがあげられる．　現在製作している光電子．増倍管および光電管の定格を表13−4および表13−5に示す．13．電子管および半導体関係品5，溶接機用イグナイトロン　昭和36年は，自動車工業をはじめとして，各種生産工業とも活況を呈したので，抵抗溶接機の需．要は急増した．これにともない，従来から市販していた各イづすイトOT」とも非常な需要増を見たが，．新たに溶接機用イづナイトロ万の標準品としてはもっとも小形のAサイズ・イづナイトoッを完成した．これで．当社の溶接機用イづナイトロッも，大（195）　1951，000800　600　4002U…努1。。＿　80kVA　60　　　4020　　ぜロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ　ア　　　ト　ナ　　　　　　　　いい　　　　　　　　　　　　　　ト三麗群繁穀｛一　　1川「1町…．．・肺⊥�l；川山錨F□巨t’．t’f＝H†一＋←T−．一・−7t⊂に二←一↓1‘｛−丁『T一　ひひトずい　アギ印三三コ．二：．Lト　10　　　　1　　　2　　　4　6　810　　20　　406080100　　　　　　　陽極平均電流（A）図13−3　二管逆並列結線の場合の容量Current　ratings　of　MI−2000V／5550　inwelding　service，250　to　600V．岸寸＿　rt’　　lI‘図13−2MI−200015550　Aサイズイクナイト［］ンSize　A　welder．type　lgnltron・　3，000　2，000萎繰1，888電流9取大値／厘x△ML200015550イグナイトロン定格表　　（単相逆並列結線交流制御）600400300200表13−610080604030　　1　　　2　　　4　6　810　　20　　406080100　　　　　　　　使用率（％）　図13−4　二管逆並列結線の場合の容量　　　　　（V：電源電圧，T：最大平均時間）Ratings　of　MI−2000f5550，　colmected　back・toback　in　the　standard　welding　circuit．最大クランプ温度（℃）最小クランプ温度（℃）使用回路電圧（V）陽極電流最大平均時間（sec）最大制御電力（kVA）陽極電流（平均値）（A）｛線電流（A）使用率（％）最大制御電流（A）　（陽極電流平均値）制御電力（kVA）｛線電流（A）使用率（％）故障電流（A）　　　　75　　　　10　　250〜600250　　　4502ア．8　　　　15．4　　　　150　　　4．86600　　　3341，8　　　3．2　　　9．0200　101，68060011．62504．3501U　　　83．418　　　24945　　　ア0025022］，200　2．2　　　50　　10250〜60045012，230012．166ア4．022．46009，25005．4　　　　100400　　　　　222　　　　　167　12　　　22　　　303、360　　　1β90　　　�d400きさの標準として世界的に称呼されている，A，　B，　C，　Dの4サイズともそろうことになった．　Aサイズ・イづナイトo−Jは，図13−2のように，外形55mmφ，（フレ千シづ1レ部を除いた）長さ200mm，重量0・7kgの小形イづナイトDvで，機器の容量に応じて，空冷または水冷の金属製クラロづ式冷却器を取付けて使用する．その容量は表13−6，図13−3，13−4に示すように，交流制御の場合には二管逆並列結線にて，電源電圧250〜600Vの回路で最大制御電力300kVA，最大陽極平均電流22．4Aの制御能力を持っている．このイづナイト脳は小容量の抵抗溶接機や磁化器，コーJデーJサ放電制御用など広い分野でマづネチっク・コッタクタに代わって多数使用され，瞬間大電流の精密・確実な同期スィリチとして威力を発揮するであろう．6，キセノンガス入リサイラトロン　熱陰極放電管では，昭和36年度には，従来から多く使われていた水銀蒸気入りサイラトロvに比べて，キtノーJh”ス入りサィラトoンの需要が増大した．現在生産中のキセノーJ綿騒図13−5＋セノンガス入りサイラトoンおよび整流管Xenongas丘lled　Thyratron　and　rectifier　tubes．表13−7熱陰極キセノンガス入リ放電管定格特性表形　名1G50A2D214G144G155G325G846G216G852H28口　　金上部AI4SA14SA14SA14SA14S底部H17SE7−1Dl6PD16PDl6PD16PD25SCD25SCD16P外形寸法全長（mm）go55108108159159241241153最大部外径（mm）34184040434352525｜陰極種別HOHOFOFOFOFOFOFOFO電圧（v）6．36．32．52，52．52．52．52，52．5電流（A）0．60．66．36．39．09．021．e2LO5．0加熱時間（sec）10202020303060605管内電圧降下（V）101010｜0lO｜0101010陽　極　最　大　定　格周囲温度　（℃）一ア5〜90一75〜90一60〜75セン頭逆耐電圧（kV）　1．3｛0．351．3L25セン頭順耐電圧（kV）0．650．180．65LOセン頭電流（A）1．01．00．58．O平均電流（A）0．10．10．11．0最大平均時間（sec）30304．5始動特性一60〜75一55〜75一55〜ア5一55〜75一55〜75一55〜ア52．0L251．251．251．25｛；°1．00．751．00．751．08．0303077771．02，01．02．52．56．46．40．250．5陽極電圧（kV）0．650．651．0…1・・4．54．56．06．00．751．00．751．0格子電圧（V）一3．ア一3．ア一6．5一6．5一4．5一6一3．6一4．5相当品2050A2D216014〆ClK5632iC3J56841C3JA5C21／C6J5685ic6JA3B28備　考四極管四極管三極管三極管三極管三極管三極管三極管整流管形　名IG50A2D214GI44G155G325G846G216G852H28（注）　L　FO：直熱形酸化物塗布陰極　　　　HO：傍熱形酸化物塗布陰極　　2・取付方向任意196　（196）三菱電機・VoL　36・No．1・1962硯bガス入り放電管は9管種であり，図13−5にその外観を，表13−7にその定格を示す．これらは水銀蒸気入り管に比べて，1．予熱時間e＃1　SO・一　60秒ぐらいの非常に短い時間で運　転を始めることができる．2．周囲温度は一55℃〜＋75℃ぐらいの広い温度範囲　にわたり，特性の変化が少ないから，気温に対する配　慮が少なくてよい．3．取付方向は必ずしも正立でなくてもよく．任意の方　向に取付けて使用することができる．などの長所を持っているので，自動制御装置などには水銀入り放電管より使いやすく，今後ますます，各種の産業への需要が増加することであろう．なお，36年には，寿命延長のための5G32サィラトロンの陰極材料の改良や，耐電圧を向上するための5G84サイうトローJの陽極構造の改良などを行ない，従来品に比べて，品質が向上した．7，工業用送信管　当社の電力管器種の一部門として，工業用送信管の開発を行なってきたが，自然空冷三極管5管種（3T12，5T20，5T21，5T30，5T31）強制空冷三極管5管種（5T43R，7T36R，8T88R，8Tl1R，9T91R）水冷三極管7管種（8T89，8T88，8T15，8TIO，8T11，8T95，9T91）の開発完了をみたので、これで工業用送信管としての系列は整ったことになる．　これらの管種のうちには，たとえば7T36R，8T89，8T95のような市場においてすでに十分な実績を有するものと，開発完了してまだ日が浅いので，その特性は今後の　　　セ夢驚麟図13−6　三菱工業用送信管（左から3Tl2，8Tl5，　　7T36R，5T30，8T89，80T95）　　Mitsubishi　industrial　trans　mitting　tubes．幾実績に待たなけれぽならないものとがある．今後はこれらの各管種の性能向上を目標として検討を加えてゆくとともに，セラミっク管に開発の中心を向けてゆく予定である．　出力10kW級の球として、小形で低い陽極電圧で使用しうる特長のある8T15の定格表を表13−8に示す．II．半導体関係品1，　トランジスタ　現在生産しているトラ滅スタの数量は月産100万個であるが，メサ形，中電力用および大電力用などの数量が日ごとに増えているため，前数字もおのずから変わってくる．これらの外観を図13−7に示す．製品の均質性を得る手段としては，なるべく製造工程を機械化することがあげられるが，とくにトラoづスタのように極度に小形で精巧なもの（たとえば11SOO〜1／5，000mm程度の誤差まで問題となる）が要求される製品の均質化は非常にむずかしい．しかし，当社では製造工程の各設備を自動化するとともに，材料，部品，製品などの各段階を通じ，合理的でかつ整然とした品質管理を実施することによって，より均質な製品を作り出すことに成功している．このように製造工程の逐次改善を計るとともに，人的陣容も強化し，5月の新工場落成とあいまって生産規模も一段と大きくなった．　　シリコン・トランジスタ　＝Jリコッ・トラッジスタの実用化第一段階として拡散法による高出力：Jリコ万・トラッづスタTJ　101を開発し特性などにっいては「三菱電機」第35巻，第5号，臨時増刊号で報告したが，その後特性の面について詳細に検討を加えた結果によると，コレクタ飽和抵抗も1Ω以下にすることが容易であり、高出力用としての特性の面では海外相　　　塾　k◇　　　1；　憂、　’“””　　織　　’　　べ　∵↑表13−8　8T15　定　格　表　　　　　◆◆図13−7　三菱トランジスタの外観図　　Mitsubishi　transistors，図13−8　TJ201中出力シリコvトランジスタ　Type　TJ201　silicon　nodiしIM　p（wer　transistor．形　名8T15一肇一種別電圧（V）極トリウムータングステン6電流（A）60外形寸法全長（mm）241．3最大部直径（mm）92．1相互コンダクタンス（mU）105増幅率22最大周波数（Mc）30最大陽極定格電圧（kV）92入力（kW）18損失（kW）9C級電信の場合の動作例陽極電圧（kV）9グリッドiglE（kV）一1．4陽極電流（A）2グリッド電流CmA）180励振電力（W）337舗（kW）13．6冷　　却方式水冷水量（t〆mln）17相当米国管名WL−721513．電子管および半導体関係品（197）　197表13−9　三菱トランジスタの特性表ゲルマニウムトランジスタ形　名2SA1492SA｜482SA1472SA1462SA1432SAI422SA1412SBI342SB1352SB1362SB1372SB1382SB268用　途最大定格　Tロ＝25℃構　造．Vf　・B‘（V）VEB（V）1（「（mA）Pt∀（mW）Tj（℃）．代　表　特　性　Ta＝25℃高周波増　　幅周波数変　　換混　　合局部発振中間周波増　　幅周波数変　　換周波数変　　換中間周波増　　幅低雑音低周波電圧増輻低周波電圧増幅低周波電力増幅低周波大電力増幅低周波大電力増幅低周波電力増幅ドリフトドリフトドリフトドリフト合　金合　金合　金合　金合　金合　金合　金合　金合　金一20一20一20一20一15一15一15一25一25一25一30一60・．．30一〇．5一〇，5一〇．5一〇．5一〇．5一・0．5一〇．5一12一12一12一12一12一12一10一10・−10一10一1515．−155050一50一2A一2A一15060606060808080100100100�`w�`w250Ir・Bo（最大｛直）（μA）85858585858585858585858585　　一15Vヒ・B＝−12V　　一15V（・B＝−12V　　一15V（IB＝−12V　　一15VaB＝一｜2V　　一5↓ノtrB＝−12V　　・5VIB＝一｜2V　　一5Vt’B＝−12V　　12V（’B＝−25V　　一12VaB＝−25V　　・．・12V／（’B＝−25V　一3mAγγ！8＝−30V　一3mAVCB＝−60V　　．−14V（rB＝−25V　　べ一ス接地VCB＝−6V∬E＝lmA一hfb0．9900．9900．9850．9800．9900．9850，9800．98509853ワOVCTE＝1．5Vl＝−50mA＊60V（　’E＝一｜．5VIcヒー750mA＊50VCB＝＝−1．5Vlc，＝＝−750mA＊ア5卿上）＝．　1．5VIC＝−150mAfcrb（Mc）5040302015840．80．80．8†0．5†O．41．0Cob（pF）2，52．52．52、5121212エミッ　タ接地VaE＝＝−6V1刃＝1mArhVS　NF（Ω）（dB）5045404090フ560※4★200×200×1・5（mm）アルミニウム放熱板付　　＊直流電流増幅率†V（rB＝−2V　IC！；　一一〇．2A　　　　　　　　　　※V〆’E＝−4V　IE・＝0．5mAシリコントランジ1タ形　名TJIOITJ201TJ202TJ301用　途構造大電力増幅．．拡散中電力増幅小電力増幅高周波増幅高速スイッチ最大定格Ta＝25℃v（　’B（V）VEB（V）1（’（A）代　表　特　性　Ta＝25℃1501501501001010lO55210．2P（・（W）1201031・召1・鞠150150150150　　1000Vcvs＝＝100V　　lOOVaB＝IOOV　　10Vt　．’B＝IOOV　　10VcrB＝50Vべ　一　ス　接　地　　VeB＝IOV一hfb鯉IAScrb（Mc）、。−IA　0．971c＝100mA　0．971e＝50mA　0．96Jc　＝　1　rnA　　　5It’］＝IOQmA　　　51｛・＝50mA　　2001C＝1mACeb（pF）25060204Rs（Ω）O．51，5720198　（198）T【r：　周　　囲　　　温　　度V〔TE：　コレクタベース電圧VEB：エミッタベース電圧1（f：コレクタ電流PC「：　コ　レ　ク　タ　損　失　Tjl　ジャンクション温度紀　号If’BO：コレクタンヤ断電流hfe：　短　絡　電　流　増　幅　率兎功：α　シ　ャ　断　周　波　数Cob：べ一スコレクタ間静電容量rhbi：ベース広がり抵抗NF：　雑　　　音　　　指　　　数当品を凌駕する性能を持つことが判明した．現在，量産化を進めており，シリコッ・トラ○スタとしての長所を存分に発揮する日が遠からず到来するものと思われる．上記コレクタ最大電流5AのTJ101と一連のものとして開発した中出力：Jリコ’J・トラッジスタTJ201，小出力：Jリコッ・トラvJ’スタTJ202は，コレクタ電流がそれぞれ2A，1Aに使用できるよう設計されており，各使用目的に応じて十分その威力を発揮するものと期待される．　上記3．種のトラツづスタの特長は，不純物拡散を行なう場合，選択拡散法を使用しないため，製作法が容易で製造原価が安いことである．　高周波用としては，オ十サイド・マスクを利用した2重拡散法にょり，約200Mcの升断周波数を持つシリコッ，苅形トラ7弓スタTJ　301を開発した．2，超小形整流素子　この種の整流素子には，点接触形の与1レマニゥム整流素子と，合金接合形の＝Jリコン整流素子がある．平均整流電流は50mAで，逆耐電圧は50V〜200Vである．その代表的特性を図13−9に示す．ラジォやテレビ・セっトの検波用はもちろんのこと，各種通信機とか工業計器などにも用いられている．一貫した工程管理と品質管理の完全化を計っているため，できあがった製品はより均質化され，信頼性もきわめて高いものである．現在の生産数量は15万個である．80一MD56　　70順電60MD54女肌50AMD55mA　40冒3020逆電圧（V）10150　　100　　500．51．0152．0253，035MD55　　　　　�`100200　順電圧降下（v）逆1300電SID54MD56400塗500已　図13−9　超小形整流素子の代表的静特　　　　性曲線（周囲温度25℃）Maximum　forward　voltage　drop　of　typeMD54，　MD55　and　M56　at　25℃．三菱電機・Vol．36・No．1・1962｛　3，電力用シリコン整流素子　　　．　t’一現在量産している＝」リ。。轍素子の　　シ製品としてはSR　1形，　SR2形，　SRlo　　　　l’形およびSR　200F形がある．　SR1，　SR2形シリコ：・整流素子には，SRIT形，　SRユA形およびSR2A形の　　、、3種類があり、SRIT形はテレ亡用として，SRIA形とSR2A形はそれぞれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　図13−10　：」　ljコン整流一般整流電源用として設計されたもの　　Wt−　r・　SR　2A形である．これらは制御器機用直流電源　　Silic・n　di・de　tyPe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SR2A．はもとより，計測器用直流電源，直流計器保護用，直流阻止用，磁気増幅器用その他一一・般整流回路に適する．SR2A形の外観を図13−10に，　SRIA形とSR　2　A形の抵抗および誘導負荷の場合の最大定格特性を図13−11に示す．以下3種類にっいての最大定格を示す．1・R・T形1・RIA形［・R・A・．…i2．平均璽：15周囲温度（℃）図13−11SR−1最大許容出力電　　流対周囲温度特性Max　allowable　forward　currentvs，　case　temperature　of　typeSRI−IG　and　SR2A．11最大逆方「噛流25℃（μA）1　100最大逆方向電流115℃（μA）最大許容過電流　商用周波数lc．sでの（A）500　　401　　1001400500最大許容周囲温度（℃）1，50040100最大セン頭逆方向電圧（V）最大平均整流電流（A＞．50〜�d00008o．k”5001．500＿＿14010050〜1，0001，6　SR10形シリ｝整流素子は，自動車用交流発電機の整流用として設計されたもので，最大平均出力電流14A級の拡散接合形整流素子である．これはn動車の構造に適するように外装を設計したもので，普通の整流素子の外装と少々異なるが，この外装を一般の用途に適するように変えれぽ，電流容量10A級のものとして，その用途も非常に広いので，その外装を考慮中である．現在逆耐圧は100Vのものであるが，将来は500V、800Vなどのものを生産する予定である．最大逆方向電流は，最大10mAで、最大許容過電流は常温中，　lc！sで200A（b頭値）まで流しうる．外観を図13−12に示す．　SR200F形＝」Uコv整流素子は、⇔ミっク・メタ1レ・シー1レ方式を採用することによって、整流素子の陽極端子とべ一スとの距離を相当長くでき，そのため，J’vアイや湿気などによる漏れがきわめて少なく，信頼度が増し，安心して高い逆耐電圧（1，000V）をかけることができ，これによって特性の劣化が少なくなったことが解明されている．また，SR200F形にはハード・ソ1レタ法が採り入れられているので，構成材料に疲れをなくさせ，変動のはげしい負荷にも使用を可能とした．電流容量としては単相回路では整流素子1個当り最大平均電流240Aまで，また，三相回路では225Aまで使用可能である．　SR200F形素子を用いる場合には、万一の事故を考慮して，保護装置を設けなければならないが、じユーズだけでは適切な保護がでぎないことが多いので、素子の過電流特性に適合す　2，000平1，800富1，6・・カ11400電流1，2001i　1，…す　800る比　　600柔400色　200　　0113．電子管および半導体関係品ξ幾図13−12　シリコン整　流素子SR−10B形　Silicon　diode　type　SR−10B．10　　102　　103　　10・　　105　過電流通電時間（（’／s）（609旬図13−13　SR200F形＝」リコン整流素1この許容過電流特性（自冷）　　Maximuln　allowable　percent　vs，　overload　operating　　time　of　type　SR200F　at　25〔．C　and　115℃　ambient　　temperature．る＝J？断器を併用し，過電流特性曲線（図13−13参照）に示された時間内で過電流を：JV断することが必要である．⇔頭逆耐電圧は1，000Vのものまであり，最大許容過電流は常温中、1c／sで3，000A（波高値）である．冷却板への取付けには最大500kg・cmのト1レクまで可能である．この種の整流素子は電気鉄道はもとより電気分解，メリキその他あらゆる直流給電装置に用いられている．4、制御整流素子　中容量制御整流素子（CR5，　CR20）　：Jリコン制御整流素子は3端子のPNPN　4層接合からなる装置である、その特性はサィラトロンと類似している．すなわち，順方向では阻止電圧をこえるまでは通電状態にはいらない．しかし、この電圧をこえるか，ぜ一卜陰極間にいわゆる点弧電流が通じると素子は通電状態にはいる．：JリコーJ制御整流素子は，サィラトoッと比較するとヒータ回路が不要で順方向電圧降下も小さく，その上スィL・）チ“Jづ時間が短かいという特長を有しており，したがってこれまでのサイラトロンよりも広範な用途が考えられる．すなわち，DC−AC変換器，　DC電圧調整器，小容量のモータ制御用をはじめとして，磁気増幅器，継電器，静Lli（199）　199スイっチなどへの置換えに用いられる．中容量整流素子として開発したものは，CR　5，　CR　20であって，これらはPNPN　4層接合の製作法として拡散法と合金法の併用にたよっており，：Jリコッ・エレメントとケースとの接着にはすべてハード・ソルタを用いているから，電流の断続の反覆によるソJレタ部分の劣化の恐れがない．セッ頭逆耐電圧はいずれも50−400Vであり，ターン・オーJ時間は0．5−5μs，ター−J・わ時間は10〜30μsである．　大容量制御整流素子（CR　100）　35年度100A級素子を開発したが，新しく開発したCR100形素子は構造ならびに製作法にわたって全面的にこれに改善を加えたものであ　　曾る．すなわち，接合面積を増加して電流容量に余裕を与えたこと，外装に磁器と金属の封着を用いたこと，および製作法について根本的な改良としてPNPN　4層接合の形成に拡散法と合金法の併用によったことである．35年度の開発品は2重拡散法によったのであるが，これはPNPN　4層接合の製作法としては合理的な方法である．しかし，接合をヶ一スに接着するにはこれにメリキをしてバーuタづ，，。＿＿＿　・＆it．di．＝yリコ万図13−14シリコン制御整流素　　　　子（CR　100，　CR　20，　CR　5）　　　　　Silicon　controled　rectifier．　　　　　（CR　100，　CR　20，　CR　5）けによらなければならない．一方，電流の断続が反覆したときにはシリコンとケース材料との膨脹係数の相違からこの部分にヒズミカが加わり疲労による劣化を生じるおそれがあった．新しく開発したものはケースとの接着にはハード・ソlbdiを用いているから，このような疲労による劣化がなく，長寿命が期待できる．t−J頭逆耐電圧は50〜400Vまであり，その他の特性は表13−10に示すようなものである．5．光導電セル　小形でしかも高感度を有するCdSセ1レは，各方面に実用されている．最近nメラおよび8ミリ＝」ネ・カメラなどの自動露出計として使用する目的で試作を進めていたが、すでに実用化の段階にはいった．　nメラの中へ組込むためとくに小形で，水銀電池で動作させるために抵抗は非常に低く，しかも分光感度が適切になるように不純物密度を配慮した．完成品の外観を図13・15に，簡単な特性表を現在までに開発した他のタイつの光導電セ1レとともに表13−11にそれぞれ示す．PZC−3102PZC−3103PZC−3104　　図13−15　カメラ用CdSセ1レCdS　photoconductive　cell　for　camera．表13−10制御整流素子表13−11光導電セル電気的特性lCR・最小順方向阻ll：電圧，VBO　at　ア」＝25°C最大順方向（off時），逆方向漏れ電流，at　Tj＝25℃最大順方向降下電圧Vr（定格直流値において）通電させるための最大ゲートee流，　1σ，　at　TJ＝25℃通電させるための最大ゲート電圧，Va，　at　Tj＝25℃代表的なターンオン時間（td十tr）代表的なターンオフ時間（t。）50〜400　（V）3（mA）1．3（at　5A）（V）30（mA）3．5（V）ト4（μs）15〜30　（μs）CR2050、400（V）15（mA）13（at　20A）（V）50（mA）3．5（V）ト4（μs）1S〜30（μs）CRIOO50〜400　（V）50（mA）1．3（at　100A）（V）150（mA）3．5（V）ト4（μs）15〜30（μs）最　大　定　格セン頭逆耐電圧，PIV，at　Tj＝25ec平均順方向電流，1∫1　cts過電流，　ISUTeeセン頭ゲート電流セン頭ゲート電圧（正方向）セン頭ゲート電圧（逆方向）動作温度CR550〜400（V）　5（A）　80（A）　1（A）　10（V）　5（V）CR2050〜400（V）　20（A）　300（A）　　2（A）　to（V）　　5（V）−30°C〜100°CCRIOO50、400（V）　100（A）1500（A）　2（A）　10（V）　5（V）31。2｝PZGlpz�e。11Pzc　31。31pz告1。41Pz陥。21pz号1。21摘要受　光　面　積7mmφ11mmφ10mmφ13mmφ12mmφ20mmφ最適使用電圧100V10V5V10V100V100V（AC．DC）最適負荷抵抗200kΩ10kΩ5kΩ2kΩ25kΩ5kΩ100V　501xでただしPZC−31023．4　は10V感　　光　　度40〜200　　μA0．5〜2．5　　mA1．0〜5．O　　mALO〜5．O　　mA0．4〜2　　mA4〜20　　mA1001x暗　　電　　流最大　1μA5μA　　以下10μA　　以下10μA　　以下最大10μA最大20μA100V30℃　ただしPZC−3102，3．4は10V30℃有効波長域5，000〜　　　　　07，000A5，000〜　　　07，000A5，000〜　　　07，500A5、OOO〜　　　oア，500A5，000〜　　　07，000A5，000〜　　　07，000A時　　定　　数60msec　　以内50msec　　以内50m　sec　　以内50m　sec　　以内80msec　　以内｜00msec　　以内1001xで最大印加電圧300V100V100V100V300V300V最大電源周波数1kclkc1kclkclkc1kc最大光電流（瞬間）Z5mA50mA20mA25mA20mA100mA最大光電流（連続）0．5mA1mA4mA5mA4皿A20mA周　囲　温　度60℃60℃60℃60℃60℃60℃消費電力（瞬間）0，25W025W0．1W0．25W1．OW2．5W消費電力（連続）0．05W0．05W0．02W0．05W0．2W0．5W200（200）三菱電機・Vol．36・No．1・196214．計　　　測　　　器ttt』・‘lrllF1“IMt「…，・・tlMl‘tH‘」1‘1．・・．’・〉オト11111HIIIIb’・’・“L川川Udlh　t・”・‘Ll旧川1‘川1・”・「、’lb‘1「1‘川11‘1・’・’UIt川1‘del「1　tt’・Vtlt　　　　InStrUmentatiOn　　With　rapid　development　of　automation　techniquc　of　late・demands　for　various　nleasuring　instmments　andautomatic　controllers　have　been　increased．　Automation　technique　consists　of　the　technique　of　the　so　called　informationpr。cessi・g・・veri・g・v・・i・ty・f　d・t・p・・ce・si・g，・al・ul・ti・n・nd・11−・・u・d・ut・m・tic　c・・t・・1・f　p1・・t・r　eq・ipm・ntand　the　tcchnique　of　instruments　which　measure　various　physical　and　chemical　quantities　coming　about　from　this　inputinformation．　The　former　corresponds　to　the　brain　work　of　a　human　bcing　and　the　latter　is　equivalent　to　thefunction　of　sensc；thcy　arc　like　two　wheels　of　a　cart・　Particularly　in　the丘elds　which　become　an　object　of　the　latestinstruments　there　lie　many　problems　hard　to　solve　with　conventional　measurement　technique・Then　satisfactoryautomation　technique　can　hardly　be　progressed　w三thout　painstaking　efforts　in　the　study　and　development　of　instruments・Under　the　circumstances，　Mitsubishi　has　been　striving　for　the　complction　of　research　and　production　facilitiesand　development　of　new　products　in　the丘eld　of　electric　instrument�H・industrial　measurement　and　control　equipmentand　their　combined　apPlications．　This　article　gives　a　report　on　the　outline　of　new　instruments　developed　andproduced　in　the　year　of　1961・rb　近年のオートメーショ7v技術の急激な発展に伴い，各種の計測器，自動制御機器の要望が高まってきている．オートメー：JヨーJ技術は，種々のデータ処理，計算，づラ：ノトや装置の総合的な自動制御など，いわゆる情報処理の技術とこの入力情報のもとになるいろいろの物理的化学的諸量を測定する計測器の技術より成っている．前者は人間の頭脳の働きに対応し，後者は感覚器官の機能に相当するもので，両者は車の両輪のように欠くことのできないものになっている．とくに最近の計測器の対象になる分野には在来の測定技術では解決できない困難な問題が多く、この方面の計測器の研究開発に力を傾けなけれぽ満足なオートメー：」ヨr．P技術の発展は期待できない．この意味において当社でも，各種電気計測器，工業計測制御機器，科学測器およびこれらを総合した応用装置の分野で研究生産態勢の充実，新製品の開発につとめつつある．　以下に昭和36年度に開発、生産した計測器の概要を報告する．　まず電気計測器の部門では指示計器，記録計器に改良が行なわれた．…般工業計測器部門では計装の基本となる自動平衡計器や調節計の開発がすすんでいる．また個個の計測制御機器では温度測定器，赤外線分析計，さらにX線厚み計，速度計，エニ・」ッ圧力計，軸受荷重計のような機械的計測器にユニークな開発，改良が行なわれた．科学測器関係でも各項目にあげられたような各種の新製品が製作され，いろいろの分野で成績をあげている．最後に放射線機器は基本的機器の開発，標準化が完了し，一・部はすでに輸Hl1されて海外で国産の放射線機器の声価を高からしめている．1，電気計器計器KSM−6形だけであったが，このほど同寸法の交流計器KSS−6形および新たに］00mm×100mmの直流計器KSM−5形ならびに交流計器KSS−5形を開発し，140　mm×ユ40　rnmのKS−20形とあわせ3種のシリーズを完成した．外観はKS−20形と相似である．新機種の概要を表14−1に示す．図14−1KSM−5形直流電　圧計　　DC　volt　meter．表14−1KSM−・5形KSS−5形カパー寸法（mm）胴　　　径（mm）tOO×100100×10085φ85φ準　拠　星一＿路一．階　　　　　級動　作　原　理JIS　C　1102竺翌可動コイル形JIS　C　Ilo22．5級可動鉄片形KSS−6形80×8065φ日　盛　長（mm）フ8JISCIlo22．5級種類可動鉄片形78　　166直流電流計　交流電流計　交流電流計直流電圧計　交流電圧計　交流電圧計1，1パネル用角形小形計器従来角形小形計器はカパー寸ILJミ80　m　m×80　m　mの直流1，2　印字式記録積算計器　MZ−3　D形印字式記録積算計器より一段と小形化したMZ−6（F）形印字式記録積算計器を開発した．MZ−6形は半埋込形，MZ−6F形は表面接続形である．この形の計器はMZ−3　D形に比較して次のようなすぐれた特長図14−2　MZ−6　F形印字式記録積　算計器Type　MZ−6F　recordiiig　watthour　meter，（201）　201がある．　ユ．　小形軽量である．　MZ−3　D形に比較して取付面積は約60％，重量は約45％（8kg）となり取扱上大変便利である．　2．　送り機構が簡単で故障が少ない．　送り装置にti−Jマイを使用せず，すべて電動機で駆動するようにして構造を簡単にしてあり，制御電源が停電した場合でも独特の印字回数記憶装置の作用によって停電回復時に迅速に記録紙のおくれを回復するようになされているから使用ヒ支障は生じない．　3．　記録紙は折たたみ式で⊥二から下に移動する方式として数値の計算（減算）を能率的にした．　4．　力＿ポンテーづは完全自動送りである．　1，3　積算形最大需用精密積算電力計（HK形）　（lndicating　kW　demand　watthour　meter）　最近電力設備の大規模化にともない大電力の取引が多くなり，電力量はもとより、最大需川電力の訓測精度の高い計器が要望されてきた．そこでトラ謁スタを使用した摩擦卜1レク零で衝流信号を取出すMWS−Dr形発信装置付精密積算電力計と，この衝流信号により，精密積算電力計回転子に対し無摩擦同転追従動作をする最大需用電力言1機構（MWS−Dr形と別個のケースに収める）からなる計器を開発した．　従来使用されている積算形最大需用電力計の需用電力計量機構は，歯車をかいして積算電力計回転了の駆動卜1レクにより，直接的に動作する機構であるため，摩擦卜；Uクによる電力量また需用電力計量の誤差増大は避けられなかったが，この計器はこの点を完全に克服しており，一一方需用指針駆動のステりづモータの　ト1レクが大であるので簡単にして安定な機構となり，動作が確実に行なわれる．また，従来のJEC−136規格よりも誤差の限度がさらにきびしく規定された新規格JEC−153をも十分満足する．　またこの計器は送量器、受量器，総合装置、記録積算電力計その他の機器と組合せて，精密計測が可能なため電力量，最大需用電力の計測のほか他の計測にも広く応図14・−3　Mws−Dr形精　密積算電力訂（発信装置　付）Type　MVVS　Dr　pr’ecision　watthoUr　Ineter．202　（202）図14−4　最大需用電力計部分　Part　of　maximum　delnal】dJXOwer　meter．用できる．　1．4　積算量集合表示器（MT−18形）　多回路の積算電力量を遠隔地の1ヵ所で表示する場合，ユ回路ずつ独立した表示器（たとえぽMT−4形）を取付けると，配電盤に占める取付面積が広くなるため不経済である．そこで18回路分の表示器を一つのケースに収納したMT−18形積算量集合表示器を開発した．　この表示器は次のような特長がある．　1・　18回路分を一つのケースに収納したため配電盤の取付面積が少なくてすみ経済的である．　2．　1カ所にまとまって表示されているので読みやすい．　3・　18回路以下ならば何回路のものでも製作できる．　4・各表示器ごとに数字車校正用押しポタッが取付けてあるから管理が容易である．図14−5　MT−18形積　算量集合表示器Type　MT．18　mtegra−ted　qualltity　counter．2，　工業計器および応用装置　2，1　自動平衡形指示計　電位差計式電子式自動’lz衡形指示計は、直流微少電圧，たとえば，熱電対の出力などの測定指示にしばしば用いられる．　この自動平衡形指示計は，高利得のトランジスタ増幅器を使用しており，電位差計の定電圧電源には，ゼナータイォードを使い，温度補償回路を用いているので，感度，精度，安定性ともに高く，また制動回路の効果により行き過ぎの少ない，早い応答をする．　この指示計の前面に設定点調節1リマミが設けてあり，指示と設定点との差の信号を取出すことができるので警報装置，調節計回路などに接続して，測定対象の制御を行なうことができる．仕様はつぎのとおりである．　　金目盛　　　0〜5mV　DC　　感　度　　　全目盛の0．2％　　精　度　　　全目盛の±0．5％　　全目盛走行時間　0．8秒　　目盛寸法　　直径90φ　300度を100等分　　外形寸法　　高さ190×幅ユ75×奥行410　　電　源　　　100V　50／60　c／s約12W図14−6　日動’F衡形指小討Electronic　inc｛iCator，　（iluto−matic　i）El｜ancing　type）凌電機・Vol．36・No．1・19624L●　2，2　三項動作調節計　原子炉または臨界未満実験装置の出力制御系の調節計として使用されるもので、この出力制御系は制御棒を動かして炉内の中性子東レペJVを所定の値に保たせる自動制御系である．　検出づリリジは出力設定部内にある出力設定用可変抵抗と，原子炉の出力線形記録計に内蔵され，記録計のペフと連動するしゅう動抵抗からなっている．この出力設定点と記録計の指示、すなわちしゅう動子の位置とに差があればその差に応じた大きさと極性をもつ誤差信号を取出し，微分演算を施した後増幅器に送る．この直流の誤差信号はチョっパで交流に変換後，増幅されて制御棒駆動用二相サー柾一タに操作信号として送られる．この信号（交流）の位相は誤差信号の極性によって，誤差信号を小さくする方向にモータが回転するように与えられる．この部分は制御棒の駆動機構にリロクしたしゅう動抵抗により、制御棒の位置に応じた信号を取出し，比例および積分演算を施した後増幅器に送り負帰還増幅器を形成する．設定点と線形出力記録計の指示との差が10％をこえると設定部内蔵の継電器が働き警報信号を送り出す．　通常のづotスを比例制御だけで制御する場合に比し、三項動作調節計で制御すれシま安定性，速応性がよく残留偏差を小さくすることができる．サーホモータ制御棒位置　図14−7　調節計づoリク図Block　diagram　of　controller．図14−8　原子炉用三項　動作調節計Three　mode　reactorcontroller．　図14−7にこの調節計のづo・・ク図を、図14−　8にこの装置の外観を示す．写真でトのバネ1レは出力設定部，一ドは調節部になっている．　この調節計の仕様は次のとおりである．　　　比例帯　　　10〜200％　　　リセリト率　　　0．5〜100Rep／min　　　微分時間　　0．2−11．5sec　2，3　回転軸数字化計　種々の測定量をディジタ1レ化することは近年の計測技術14．計測器の一つの傾向であり，一般には電子式のA−D変換器と符号板による方法がひろく行なわれている．ここでは符号板を用いて機械的回転角を数字化する符号板数字化表示装置を開発した．　符号板の径は70　mmで1，000ピっト．1ft！．フト当たりの長さは0．3mmでケタ数に比し小形である．光源とフォトトラロジスタで符号板のしまの明暗を弁別しタイ1一ドマトリvクス，トラ謁スタ諭理回路，トラ謁スタ数字管駆動回路および数字管で回転角の数字化表示を行なう．　符号板は二進化十進，交番二進などがあり，計算機などへ導入するには交番二進を用い，単なる十進表示には二進化十進符号板を用いる．図14−9は交番二進符号板の外観である．図14−9　回転軸数字化計　Shaft　angle　encoder．　2．4　周波数変換形回転計電源装置　電気ガノけを使用する水力づラーJトでは，ルけ用電源として，500VA程度の永久磁石発電機（PMG）が水車発電機に直結される．したがって水車発電機の回転数測定には特別の検出器を必要とせず，この　PMGを利用する．従来製作したこの方式の回転計装置では，単にPMGの出力電圧を整流して可動コイル形計器を振らせるものであったため，PMGの出力電圧変動の影響を受けて誤差を生ずる．PMGはその負荷である電気ガパすの単並列運転切換えなどにより5％程度の電圧変動が発生する．また出力電圧は設計値に対して多少のずれがあり，それらはPMGの特性．1二避けられないものであるので，電圧変動の影響を受けない回転計装置の製作が要望されていた．　周波数変換形回転計電源装置はその要望に応じて開発された装置である．この電源装置はPMGの発生電圧を図14−10　回転計電　源装置Tachometer　power　supply．その周波数に比例する直流電流に変換するもので，内部と，飽和トランス、整流器，微調整用可変抵抗、および電源トランスを含んでいる．飽和トラーJスは，鉄心にB−H　n−」が方形に近い特性をもつ巻鉄心を使用した特殊トラーJスで、わずかの励磁電流で磁束が飽和する．この　1・う一Jスの一一次側に鉄心を飽和させるに十分なPMGの電圧が加わると、その二次側には半サイク1レごとの平均値が周波数、したがってPMGの回転数に（203）　203比例するヒズミ波形の交流電圧が発生する．この交流電圧の平均値はPMGの周波数が一一’定であれば，電圧が変化しても変わらない．したがってこの・二次側出力電圧を整流して電源装置の出力とし．ロ∫．動コイル形計器を振らせるようにすると，指示はPMGの周波数にだけ比例して増減し，PMGの出力電圧の変動の影響を受けなくなる．　この電源装置の仕様の一・例を示せば　　　入　力　110V50　c／s　10　VA（定格回転数のとき）　　　出　力　DC　10　mA（最大日．盛のとき）　　　負　荷　約1，000Ω　　　（使用PMGは，110V50　c／s　150　rpm　500　VA）であり、PMGの電圧変動±20％に対し，出力電流の変化は．±1％以内に保たれている．　2，5　夕一ビン監視計器　蒸気ターピッの運転に際して監視計器が果たす役割の重．要性は，最近のターピン大形化にともなってますます増大し，新製ターピンには必ず監視計暑艮が付属されるようになった．これとともに，計器に．要求される性能もひじょうにきびしいものとなってきているが，当社のターピン監視計器は多数の製作経験を経て、保守取扱の便、性能の向上、．長期間にわたる性能の安定に一段と改良を加えた結．果，この要求に答えて絶対の信頼を得るに至った．36年の製作実績は表14−2のとおりである．　2，6　水車発電機推力軸受用荷重計　電気抵抗線ヒズミ計の応用機器として．立テ形水．車発電機の千フづスNリ形推力軸受のスラスト片酬りトをロード匂レとした荷重計を製作した．この荷重計で各ピポリト部の負荷を測定することにより，．発電機組立時に各スラスト片　　　　　　　　　　　　　　　　　　表14−2　　　　　図14−11　水車発電機推力軸受用荷重計　　Thrust　load　meas　uring　apparatus　f《）r　water．wheel　　generator．の負荷分担を均一・に，かつ定量的に調整し，また運転時の推ノJの状況を知ることが可能になった．　荷重計は検出器としてのロード匂レ、各O一ドセ1レの指示を切換える切換器および指示計より構成され，ロード匂レはスく一スの制限からとくに小形にし，また常時油中に浸っているため鋼製容器に完全密封してある．切換器は発電機壁に取付けるため指示計部から遠隔切換操作ができるようになっており，指示計は全トランジスタ化した自動’if’衡形で可搬形とした．　中部電力畑薙第二．発電所50、000　kVA水車発電機に取付け所期の成績を得た．その要目はつぎのとおりである，　　　　最大容量　　　40t　　　　精度　　　　1％　　　　感量　　　　0．3％　　　　応答速度（全日盛移行時間）　　0．5秒　2，7　平均有効圧力計　　　　（ディーゼルエンジン用試験装置）　最近ディーゼルェン完の急速な需要増大に伴い，それを昭和36年度夕一ビン監視計器製作実績納　入　先計　　器　　の　　種　　駕可住友金属（和　歌　山）富1：製鉄（室　　　蘭）八幡製鉄（戸畑3期）富士製鉄（釜　　　石）H本曹達（二　本　木）国策パルプ（旭　　川）八幡製鉄（新　洞　岡）中国電力（新　宇　部）フ　フ　シ　ル（カンボス）軸受台振動　記録計軸　偏　心　記録計軸　　位　　置　記録計車室一軸伸差　記録計軸受台振動　　言己録言十軸　　　隔　　　’じ♪　　言己録言t軸　　位　置　記録計卓宝一軸伸差　記録計軸受台振動　記録計軸　偏　心　記録計車室一軸伸差　記録計軸　　　　振　　　　重iJ　　言己録言｜“車　　室　　膨　　ift　　言己録言卜軸　　　振　　　動　　言己録詞’軸　　偏　　心　記録計車室一軸f申差　　言己録言卜軸　　振　　動　記録計軸受台振動　　言己録言卜軸　　　偏　　　’心　　言己録えト軸　　位　　置　　記録計車室一軸伸差　記録計速度一弁位置　記録計軸　　偏　　心　記録計軸　　位　　置　記録計車室一軸伸差　記録計数　量H　盛（mm）1｜222　　　0−0．1　　　　0−0，15−0．8〜0〜十〇．8　−3〜0、十6　　　0−0．1　　　0−0．15−0，8〜0〜十〇．8　−・3、O、十6　　0−O．1　　0−0．15−3〜0〜十60−0．40−100−0．40−0．20−250−0．4　　　0−0．1　　　0−0．15−0，8〜0〜一「O．8　−3〜0〜十60−5，000rpm　O−100％　　　O−O．15−0．8〜0〜十〇．8　−3〜0〜十6納人年月36年2月36年2月136年1月36年5月36年8月製作中製作中製作中製作中1　　　　　　　　　　　　　　　　L八幡製鉄（戸畑4期）1軸受台振動　記録計1　　軸　　　偏　　　’b　　言己録言卜　軸　　　　｛立　　　　置　　　言己録」1’　車室一軸伸差　記録計八幡製鉄（新　洞　岡）関西電力（尼　　　一）関．西電ナJ（多　奈　川）電源開発（若　　松）イ　　ン　　ド（デ　リ　ー）軸　　振　　動　記録計軸　　振　　動　記録計軸　　偏　　心　記録計軸　　偏　　心　記録計　　　0−0．1　1　　　0−0．15．　　　　　　製作‘｜10．8、O〜十〇．8　−．3〜0〜十61；2齢耀謝十軸　振　動　記録計軸　　偏　　心　記録計軸　位　　置　記録計車室一軸伸差　記録計車室膨張記録計八幡製鉄�鞄ｯ岡2期）1軸受台振動　記録計軸　　　偏　　　’亡♪　　§己録言卜軸　位　　置　記録計車室一軸伸差　記録計倉敷レーヨン（中　　　条）大興製紙（富　　　上）三菱化成（水　　島）四国電力（新　徳　島・）軸　　｛辰　　動　　記録計軸　　偏　　心　記録計車室一軸伸差　記録計軸　振　動　記録計軸　振　動　記録計軸　偏　心　記録計車室一軸伸差　記録計軸　　　振　　　動　　言己録言1・軸　偏　心　記録計軸　位　置　記録計車室一軸伸差　記録計車室一膨弓長　　言己録計速度一弁位置　記録計22210−−O．4；二�g0−0．25O．．5，000rpm　　O−．100∫�`0−0，40−0．20−L50−250−40　　　0−0．1　　　0−0．15−0．8〜0〜十〇，8　　−3〜O〜十60−0．40−O．20−250−0．40・−0．40−0．20−25　　0−0，4　　0−0．2　　0一い5　　0−25　　0−40e−5，000　Tpm　　O−100％製作中製作中1・作・製｛乍中製作中製作中製作中製作中製｛乍中製作中204　（204）三菱電機・VoL　36・No．1・19624L曽安全かつ経済的に運用するため運転時および製造過程における迅速確実な測定器の必要性が痛感されてきた．　本器はfイーゼルェンジンのXn：Jリンタ指示’IZ均有効圧力をアナ0づ計算し，直接計器Hに速続的に指示させる測定器で鉄道技術研究所に納入した．　従来指示’［i’均有効圧力を求めるにはインジヶ一タ線図（P−V線図、P：シリンタ圧力，γ：シリッタ容量）を描ぎさらに算出にかなりの手数を要する実験室的手法が用いられていたが，本器においてはこれらの煩雑さを解決し．実用運転中においても各：Jリンつの均・性確認，エン訪出力の推定，軸馬力低一ド時の故障：」リvタ発見および弁調整などを容易に行ないうる．　指示平均有効圧力Pmiは4サイo）レェンジッでは近似的にPmi．≒；」io　4π1）s　’mθdθであらわされる．ここにPは：」リンタ圧力，θはクラ’」ク角度である．　圧力Pは＝」リーJdiの圧力採取穴に差動トラーJス形じ”，クァっづを装着して最大圧力80　kg／cm2を取出す．またクラvク角θはクランク軸にシンク0レジ1レノ1を用いた　回転じリクァっづを装着して取出す．　構成は本体，電源部，圧力じ一，クァリづ，同転じ・クァっづおよび接続コード類から成り，指示計は本体正面に配置されている．／　δ　　　　　図14−12　平均有効圧力計Mean　effective　pressure　indicator　for　diesel　engine．性能の概略は次のとおりである．指示平均有効圧力最大シリンタ圧力軸1・1転数測定誤差葡原0〜15kg／Cln280kg／cm’40〜ユ，500rpm±5％以下AC　50！60　c！sユ00　V　140　W　本器は鉄道技術研究所より≠イーゼル機関回目として製造信頼を受けたものであるが、その他船用，車両用、工業用＝、：イーゼ1レェ7y　Jbvなど各方面に使用することができる．　2，8　X線厚み計　製鉄所の連続冷間および熱間圧延ミ1レのストリっづ厚み制御において、ストリ・・づの厚みを正確に測定することが先ず必要であるが、冷間ミ1レではストリリづ速度が約2，000m／min，熱間では約600　m／minにも達するので．無接触で計測できる装置が望まれる．　この目的に対しX線の吸収を用いて高速，高温用の14．　k−1・　2則　　器　　　　　　　　図14−13　X線厚み計　　　　　　　　X−ray　thickness　gauge．厚み計を開発した．X線管より二つのピームを放射し，一一つはX線放射強度制御用に，．一つはストリリづ厚さ測定に用いる、X線管制御系は標準厚さのストリリづを通過したX線をタンラステッ酸nlU・yウムケィ光物質で受け，光変調放電管からの信号と比較し光電子増倍管、’a　r一管増幅器，磁気増幅器を介してX線管ヒータ電流制御により放射強度を一定にしている．測定系はミ｝レストリリづ透過X線をX線管制御系と同様に増幅し傾斜クサdの移動にょりx線検出器の入射強度を一・定にするよう制御し，セルシンで遠方指示を行ない，またミ1レ電動機制御用の直流信号を得る．測定範囲は鋼板で0．2〜2mm．検出精度1％である．図14−13に装置の外観を示す．　2，9温度シミュレータ　温度制御などのづロ＋L’ス制御では，系に相当大きなむ　　　　　　　　　　　　　だ時間および時間遅れが含　　まれており、それを正確に　　実測することが困難な場合　　が多い．したがって制御系　　を検討し、回路を設計する　　際には各定数に広い裕度を　　もたせ，制御対象と組合せ　　た後に大幅な定数変更をし　　なければ所期の性能を得ら　　れない場合が多い．　　　この温度シミュレータは制　　御系の広範囲な定数の変化　　に対する応答を簡単に検討　　して経済的な制御装置を設　図14−14温度シミュレ＿タ　　計するとともに，炉と制御　Temperature　simulat・n　　装置を組合せた場合の調整方法を容易にすることを日的としたもので全電r管式である．　この＝uミュレータを構成する演算要素は　演算増幅器　　ユ2台　　ポ〒−」一：ヨメータ　　8台　関数発生器　　／台　　信号発生器　　　1台　むだ時間発生器1台　　電源その他（205）　205図14−16　トう一JJiスタ走査　温度制御装置Transistor　s．　Callllillgtemperature　controller．　規準電圧発生器／台から成っている．0．01秒間立に切換えられ，図1415　トラーJJ’スタ走査　温．度制御装置TraDsistor　scanningtemperature　COntroller，　　　　　　　　むだ時間は0．01秒から10秒までを　　　　　　　　　　　　規準電圧発牛器は直流ユ00Vを電源電圧±10V変化に対し，⊥0．01　V以下に安定させている．　2，10　トランジスタ走査式温度制御装置　製造工程の自動化が進むに従って，温度の計測、または制御個所が急激に増加している．従来は各測定点に独立した制御装置を設けるか．もしくは継電器のオッォフによる走査式制御装置が用いられて来た．この走査方式は1台の調節計で多数の制御対象を制御しうる点で経済的な方式であり今後もさらに広範囲に使用されると思われる．制御対象を増し、精度をトげようと思えぽ継電器の使用数および動作回数が多くなるため故障率が大となり，装置の信頼度がいちじるしく劣化する．　これらの欠点をなくし，その特長を生かすため継電　ct）．a．b器に代わってトランづスタスイリチッづを用いたものを試作　tD　6’した．図はサーミスタ検出器を用いた小形恒温そうの制御装置の外観で，その性能は3台のllY｛温そうを40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；当」：20°Cの周囲温度変化に対し，そう内温度を70±0．05°C以内に制御した．なおこの装置は全卜玩○スタ回路で構成しているため小形になり、消耗部がないので動作の信頼度は高い．　2．　11　自動温度補償形サーミスタ風速計　サーミスタ風速計は電流加熱されたピード形サーミスタの気流による冷却効果を利用しているので，広い風速範囲にわたって感度が変わらずしかも気流の温度変化の影響をうけないようにするには完全な自動補償が必要である．かねてから開発中のこの風速計はその…つの試みとして測風素子に組込んだ感温サーミスタの出力で測風サーミスタの印加電流を制御する方式により気流の温度変化に対する補償を自動的におこない，さらに直流増幅器の特性を利用して測風サーミスタの風速に対する飽和特性を補償増幅し風速の指示を直線化する方式のものである．　35年度発表した試作ユ号機はその後新設した風速可変範囲0・一一　60　m，sec，気流温度可変範囲一10〜70°Cの計器206（206）図14−17　自動温度補償形サーミスタ風速計の試験用風胴Test　wind　tunnel　for　autolnatic　temperature　compeng．　ationtype　thermister　air　speed　meter．風胴（図14−17参照）を用いて広範囲な性能試験を実施し、測定精度の向ヒと実｝H化に必要な多くの資料を得ることができた．この装置の仕様は次のとおりである．　　風速測定範囲　　　0〜　10，0〜40mg．．ec　　　　　　　　　　　の2段切換え　　温度補償範田　　　0〜50”C　　風速指示記録および気流温度指示ll］’能　2，12　赤外線ガス分析計の性能改良　化学工業のづotス制御用、危険ガスの検知用，その他　NeePCO2　　　　　　　12中CO　　　l　　　　　l　，　グt⌒咋　　二淑翫隈に　一ヨ∵、ギ’ガ〒T’喜1“亘�_蓑　き．　1−；　　　図14−18　1A−222形赤外線ガス分析計による　　　　CO2．　CO交互分析記録結果（6分ごとにCO，，，　CO交互に切換えている状態がわ　かりやすいようにゼロ点をわずかずらしてある）Performance　of　alternate　analysis　iv　ith　IA−222　analyzer．般の戊玖分析用として完成された1成分用赤外線ガス分析計IA−211形，2成分用赤外線戊1ス分析計IA−222形を改良し感度が大幅に向一ヒしてさらに希薄な濃度のガスも分析できるようになった．　分析n∫能なガスはN，），02，H，，，　He，Aなどの単体11］を除いた他のガス全部で，代表的なものとしてCO、CO，，，　CH4，　C，，H6，　C3Hs，　C．tHie，　C2H1．　C，，HL，．　HCN，　NH3、N，O、　NO2，　SO，，などがあげられる．単体ガス中のこれらのガスの分析はもっとも容易であり、これらのガス相亙の混合物の場合でも赤外スNクトルさえ重複しなければ容易に分析できる．赤外スRクト1レの重複すなわち測定成分スくクト1レと共存成分ボクト1レとの重複がある場合には，三菱電機・Vol．36・No．1・1962《●パクト1レの重複部分を完全に吸収させる干渉tlレ（共存成分中パクト1レの重複するものを高濃度にみたしたもの）を用い，多少感度を犠牲にして分析する．感度はこのように測定対象の状態によると同時に測定dlスの種類によっても異なる．　一例をあげると単体ガス中のCO．CO？，　CH4の場合、それぞれ分析できる濃度範囲としてはO−500　ppm、0・一　70　PPm．0〜500　Ppm（フ1レスケー1レ）で精度±0．5％である．これは最高感度の場合であるが，高い濃度の場合（0〜ユ00％）分析可能な全部のガスについて±1％の精度で分析が可能である．詳細は1一三菱電lSC　’］第35巻第5号臨時増刊を参照されたい．3，科学測器3，1超高真空質量分析計MS415形超高真空用質量分析計は35年電気試験所に　図14−19　超高貞空質量分析刮’Hlgh　vacuum　mass　spectrometer．図14−20　超高真空質量分析計用二次電子増倍管（［攻良形）New　electron　multi−plier　for　the　highvacuum　　Inass　spec−trometer．納入され，自家用装置は36年組立調整を終え，ともに稼働中である．その後分析管に若干の改造が加えられ，イォン」隔づ、イォッ寸一ジの振舞い，超高真空中の残留ガスの成分およびその変化の状況について若干の知見が得られた、　新しい分析管は（1）金リン捌スケリトを採川したこと，（2）電子増倍管を直結できるようにしたこと、（3）F「卜開発中の大形金属パルづに接続可能にしたことなどの改造がほどこされている．その後調整を行なっているが，金リ：ノ捌スケリトの採用によりナはケ1りト部の漏れが1ヶタ以L小さくなり．3×10−Uusccに改善された．　電子増倍管は，電極の酸化処理により105−106の利得が安定に得られるようになった．高真空における残留14．　言十　　証則　　器戊iスの振舞いは高分解能の超高真空質量分析計によって観測すればより1E確な知識が得られるが，高分解能化による感度の低下の問題があった．電f増倍管の利得の向1二によりこの問題が解決され、この方面の研究に大いに寄与することが期待される．　3、2　固体分析用二重収レン質量分析器　MS　1コ5形固体用質量分析器のユ｝ナ機は，京都大学へ納入され稼働中である．この装置はスパーク形イ才ッソースを用いているため分析できる元素が多い特長をもつと同時にイ1−」電流の直接測定がむっかしいという欠点をもっていた．磁場へはいる前のイ1−y電流を測定するモニタ部を改造することにより，スパークィォッソースに対しても振動容量形電位計が使用可能となった．このため露出量をLE確に測定できるようになったので，これを用いて同位体の存在比の測定を行ない、また一・般の定量分析の基礎的検討が進められた．図14−21　固体用二重収レv質量分析器本体Main　assembly　of　the　doしlble　focusing　mass　spectrograph．　自家用の2号機にもこの経験がとり入れられたほか．炭化水素のパリクづラウ’vドを減少させるためにイ1’J　“’　−uづを取付け，実験を進めている．図14−21は2号機の分析管部をしめしたものである．　3，3　磁場測定装置　陽子磁気共鳴法によって，数10ガウスまでの低磁場の精密測定を行なった．共鳴試料としては鉱油（Apiezon　C）図14　・22　陽子磁気共鳴磁場測定装置（ペータ線パクトロづラフ片D　　　　　Proton　resonance　magnet（）meter’．　　　　　　（for　β一ray　spectrograph｝（207）　207あるいは2価の銅，3価の鉄イIT，の水溶液を25　ccくらいのti’ラス製ア“」iレに封入して用いた．づD一つにはマイクoホニリク雑音を減少させるために，ア1レミのづo・・）クから削り出したがんじょうな［y−Jレドを用いている．NMR発振器としてはオート」イン回路を用い，また，磁場が低くなると共鳴の信号はきわめて微弱になり測定困難となるので，モニタ回路を付加し，つねに最適の発振レK）レで信号を検出できるようにした．測定精度は磁場の一様性によって左右されるが．β線パクトロ2）ラフについて実際に測定を行なって，1，400エ1レステ・・）ドで6×／0’　「’、300エ1レステリドで1．2×10−4の他をえた．　3，　4　磁気特性測定用真空管電圧計　ケイ素鋼板の交流磁気特性試験は現在一・般にJISに制定されている25cmエづスクィー」Pt験法によって行なわれている．この測定法で磁束密度および磁化力の評価に用いる磁束電圧計は、現在一・般に1．0級程度の整流器形電圧計が用いられている．現在市販されているこの電圧堂藷差紘03020．1　0−01−02指示（V）図14−23誤差特性Error　characterlstic．15計には周波数特性はかなり良好なものもあるが，温度特性は種々の補償回路が工夫されているにもかかわらずあまり良好でない．この温度の違いによる指示差がしばしば測定誤差の原因となるので，精密測定の場合には測定の都度その直前に較正試験を行なう必要があった．　そこでこうした欠点を除き、日常の測定に無補Eのままで使用できる平均値指示形の真空管電圧計を試作した．この電圧計は11レ謁で，全日盛で150mVから300Vの間をつねに読みやすい指示が得られるようになっており，各指示値に対する誤差は0．5％以内である．このうち15Vレ謁における誤差特性を図14−23に示した．　っぎに周波数特性は25〜ユ04c／s問はまったく平たんで，−3dB点は約106　c／sにあり，ユOkc程度までの高周波磁気測定にも十分使用できる．また，電源電圧が80−−1ユOVにおける誤差特性や非対称波形に対する転極誤差なども皆無であり、0．5級以k　0．25級の磁束電1．E計としても大いに活用している．　3，5　電動機用ブラシの動摩擦係数試験装置　づラシとスリLYづリーJO’または整流子のしゅう動接触の基本的要素の一っは摩擦係数である．　従来までは，電動機入力法あるいはバネパが」，平衡バネパが〕などにより摩擦力の変化の平均的な値が主として測定されたが，ここで試作した装置は試験器本体の可動部分に抵抗線ヒズミ計を取付け、これと電r管式自動平208　（208）　　図14−24　動摩擦試験装置Testing　equipment　of　dynamic　friction，　図14−25　実測例〕　Experimental　result衡記録計をづりっジ回路を通して接続し，摩擦力の瞬時的な変化を電気量に変換し連続的自動的に記録できるようにしたもので，周速25m／scc，電流密度20　A／cm2までの範囲で測定することができる．　この試験器を用いて製法・種別および銅の7〈−tryテー＝：1の異なる種々の金属黒鉛質づラシの摩擦係数を測定し検討したところ，　ユ．銅％の大なるほど低下する傾向がいずれの種別に　　も認められ，銅組織の大きいものあるいはそれを混　　入したものほど低い値を示した．　2．通電したときよりも無通電の場合が一搬に小であ　　った　3．　天然黒鉛質づラシぱ金属黒鉛質よりも一一eeに大き　　く電流の有無によって大差は認められなかった．などの結果が得られた．　引っづき，摩耗接触電圧，温度上昇などとの関連にっいて研究を行なっている．　試験器本体の外観および実測例は図14−24、14−　25のとおりである．4，　放射線計測器　原jt炉を始め，各種原子核装置が次第に広く使用されるようになるにつれ，各種放射線計測器は生物学的および工学的，とくに原子炉などの計測制御にはなくてはならない重要なものになってきた．当社では，いち早くそれに着目し各種放射線計測器の開発，改良研究を続け，かなりの成果をあげてきたが，このたび以下に紹介する各種の放射線計測器を量産する運びとなった．なおここにはのせていないが，ND−1161　RおよびW形（スタンド三菱電機・VoL　36・No．1・1962■）形），ならびにND−1162　RおよびW形（づo一つ形）＝Jッチレー：」ヨーJtsウンタへリドも現在製作中であり，その他の機種も現在開発中である．　4，1前置増幅器（ND−1222形）　比例計数管，パルス式電離箱，：J−Jチレー・JヨッカゥーJタなど放射線検出器からのパ1レスを，そのまま比例増幅器に入れて増幅するにはなお小さすぎるぽあいとか，検出器と比例増幅器との距離が離れているぽあいに比例増幅器と接続して使用する、　本器は真空管3本からなる負帰還増幅器（利得約20倍）と，ユ本のカソードブiOワよりなり，入力イーJt°−di−Jスは1MΩである．　入力端子のほかに高圧電源端子をそなえ，電源は比例増幅器より供給するか，または高圧安定化電源から適当な電圧を印加することができる．　入力および出力極性はともに負で，利得の直線性は±1％の優秀な前置増幅器である．図14−26　前置増幅器Pre．ampli丘er　ND−1222．　4，2　10進計数装置（ND−1312形）　この装置は比例計数管，パ1レス式電離箱，謝チレー＝JヨツカゥーJタ，その他各種の検出器の出力を計数する高速計数装置であり，一般に前置増幅器，比例増幅器，波高分析器などと組合せて使用する．　「起動」「停止」「復帰」の操作は，手動および外部からの電気信号によっても行なうことができる．内蔵のタイマを用いて，づリセリトタイムとづリセv卜力ウvトが行なえ，かっ波高選別器のタイヤルで弁別された入力を計数できる．校正は内蔵試験用発信器による．またネlv管表示の真空管式ユ0進計数ユニリトは，づラづイー」方式であるので，取換えが容易である．　大体の仕様を示すと，入力極性は正または負，入力感14．計測器図14−27　10進計数装置　Scaler　ND−1312．度0．25V以上，入力パ1レス幅0．25μsec以上，時間分解能1μsecまた｝＆　10　p　sec，計数方式真空管式10進づラづイーJユニっト3ケタおよび，機械式ユ0進レづスタ5ヶタ，づリtvトタイム1　sec単位1hまで，づリセ1りト」コウ’v卜IO2，2×102，4×102，6×10L），ユ03　cpmおよびoff，計数出カー30　V（パ1レス幅0．5皿sec），1，000カウットごとにユパルスである．　4，　3　10進計数装置（ND−1313形）　この装置はND−1312形10進計数装置のタイ？が付属しないもので，あとの仕様および性能はまったくそれと同じである．　4，4比例増幅器（ND−1443形）　放射線検出器からの出力パ1レスは普通小さいので，そのままでは計数装置や波高分析器などを働かすことができないから，出力パルスを形を変えることなく増幅するために用いられるのが，この増幅器である．この種の増幅器としては帯域幅が広いこと，また利得が大小さまざまの信号に対して一定であることが必要である．この増幅器はそのために設計されたもので，パ1レス式電離箱，比例計数管，：JVチレー＝Jヨジカゥ’」タなどに広く用いられる．利図14−28　比例増幅器Linear　ampli丘er　ND−1443．得，帯域幅は切換可能で，遅延ケーづルによる波形成形も行なえる．　大体の仕様は次のようである．入力極性は正または負，入力イ詑一タ万ス1，200　n（前置増巾冨器使用の際は100Ω），入力減衰器は粗調整6段，微調整o−6dB可変，利得は最大86dB，利得の直線性±1％（2〜100　V），出力極性は正，出力イーJ　t°−di　−Jス1kΩおよび150Ω，波高弁別器は1〜100Vの範囲を弁別可能，波高弁別器出力＋18　V，このときの立上がり時間およびパルス幅はおのおの，0．1μsecおよび0．3μsecである．　4，5高圧安定化電源（ND−1521形）　この装置は，比例計数管シッチレー・JヨッカゥーJタなどの放射線検出器に印加する高圧電源である．　放射線の精密測定を行なうばあい，検出器に印加する￥’ww　w　図14−29　高圧安定化電源1．5　kV　Power　supply　ND−1521．（209）　209高圧電圧には一般にきわめて高い安定度が要求される．この装置はこのために電源電圧の変動，負荷電流の変動などの外舌Lに対する安定度にとくに留意して設計してある．また長時間使用中の漂動にっいてもきわめて安定である．　大体の仕様は次のようである．出力電圧は＋500〜ユ・500Vで10　Vごとに可変，出力電流0〜1　mA，出力電圧確度±i％，出力電圧安定度は電源電圧90〜110Vの変化に対し0．01％以下，出力電圧漂動±0．01％（8時間）以下，リっづ1レ0．2・V（P−P’）以下．なお単体で使用する場合には，ユニリトケース（ND−2320形）に取付けると便利である．　4．6　高圧安定化電源（ND−1522形）　この装置は比例計数管，＝Y−Jチレー：uヨッカウvタ，GM管などの放射線検出器に印加する高圧電源であり，10〜15mAという大きな電流を取出すことができる．　　　図14−30　高圧安定化電源Stabilized　high　voltage　supply　ND−1522．　この装置は高い安定度の要求される検出器印加用の電源として設計されたものである．したがって電源電圧の変動，負荷電流の変動などの外乱に対する安定度にとくに留意してあり，また長時間使用中の漂動についてもきわめて安定である．　大体の仕様を次に示す．出力電圧は＋600〜＋1，600Vで10Vごとに可変，出力電流は10　mA（600〜1，600　V）およびユ5mA（1，000〜1，500　V）．なお出力電圧安定度，出力電圧の漂動およびリ・，5Jレは，　ND−1521形高圧安定化電源と同じである．　4．7正負切換1．6kV高圧安定化電源（ND−1523形）　放射線検出器に使用される電源は普通一方極性を有した高圧安定化電源であるが，たとえぽある検出管の陰極と陽極の間に高電圧をかける場合に，陽極側の電位をアabin　せ�c　　’210　（210）迦バ簗図14−311．6kV高圧安定化電源1．6kV　Power　supply　ND−1523．一ス電位にして陰極側に負の電位を印加したいような場合に，正負切換えのできる電源があれば非常に便利である．このような目的のために製作されたのが，1．6kV正負切換高圧安定化電源（ND一ユ523）である．装置の特色としては，極性切換えの際に特殊なスイリチによってアークの発生を防止する回路を有していることで，仕様は次のとおりである．　1．　出力電圧　　一F600〜±1，600V（10Vごとに可　　変）　2．　出力電流　　15mA　3．　出力電圧確度　±ユ％（切換スイッチ目盛による）　4・　出力電圧安定度　電源電圧90〜1ユOVの変化に対　　し0．0ユ％以下　5・　リ・viレ　　0．2　V（P−P）以下　6・寸法および重量　標準架台用　20kg　この装置は，単独で使用するぽあいには，ユニリトケースに取付けることもできる．　4．8　高圧安定化電源（ND−1552形）　この装置は，電離箱，比例計数管などの放射線検出器に印加する高圧電源である．　　　図14−32　高圧安定化電源Stabilized　high　voltage　supply　ND−1552．　放射線の精密測定を行なうばあい，検出器に印加する高圧電源にはきわめて高い安定度が要求される．この目的に合うように設計されたこの装置は，電源電圧の変動，負荷電流の変動などの外乱に対する安定度は非常に優秀なもので，長時間使用中の漂動についてもきわめて安定で，すぐれた特性を有する．　大体の仕様は以下に示すとおりである．出力電圧は＋1，000〜＋ユ，500Vで10Vごとに可変，出力電流は0〜1mA，なお出力電圧確度，出力電圧安定度，出力電圧の漂動およびリ・リづ1レは，ND−1521形，　ND一ユ522形およびND−1523形高圧安定化電源と同じ仕様である．　4、9シングルチャネルパルス波高分析器　　　　（ND−1621−B汗多）　本器はND−1443形比例増幅器出力などのような，放射線の強さに比例したパ1レス信号を精密に分析して，波高値が任意の定められた窓幅の中にあるパ1レスだけを出力として取出す装置である．この装置は放射線，とくにγ線のエネルギ分析には必要欠くべからざるものである．　弁別レK）レは0〜80V，窓幅は0〜5　Vでいずれも連続三菱電1幾・Vol．36・No．1・1962（Le可変であり，とくに弁別レdJレは手動操作のほかにペースレ＆」レス杵ナで自動走査させることもできる．これの出力パ1レスはND−1712　A形計数率計，　ND−1312形およびND−13ユ3形10進計数装置などへ直接接続できるようになっている．したがって走査時間を切換えて，計数率計の出力を記録計に接続すると放射線のエネルギ分布を自動的に記録できるわけである．　4，10シングルチャネルパルス波高分析器　　　　（ND−1621形）　このパ1レス波高分析器は，DN一ユ621−B形：J　vdi　Jレチャネ1レ波高分析器にペースレKルス杜ナのついていないもので，その設定は手動だけによるもので，あとの仕様はND−1621−B形とまったく同じである．　4，　11計数率計（ND−1712−A形）　放射線測定器からの信号は，パ1レスで供給されることが多いので，これを増幅後計数する必要がある．計数には，通常計数装置が使われるが，そのほかに，単位時間　　　　　　　　図14−33　計数率計　　　　　C皿nting　rate　meter　ND−1712−A．当たりの計数率を指示する方法がある．これは放射線の強さが刻々変化するばあいの監視や，結果を自動的に記録するぽあいに便利である．　この装置はそのような場合に用いられるものであって，大体の仕様は次に示すとおりである．入力極性は正および負，入力信号電圧は＋2V以上または一2V以下，入力パ1レス幅0．2μsec以上，計数率範囲は3，10，30，100，300，1k，3k，10　k，30　k　cpsおよび300，1k，3k，10　k，30k，100　k，300　k，ユ，000　k，3，000　kcpm，パ1レス出力は入力と同一極性30V（立上がり時間1μsec）記録計出力10　mV（イーJte−di−Jス200・n），時間分解能2μsec，標準偏差0．2，0．7，2，7，20％切換可能，計数率の比例性2％以下である．　4，12　タイマ（ND−2102形）　放射線の計数測定を行なうばあい，希望する時間内の計数を自動測定する，いわゆるづリセリトタイムを必要とするときがある．また希望する計数値に要する時間を自動14．計測器図14−34タイマTimer　ND−2102．測定する，いわゆるづリセリトカウーJトを必要とするときがある．　この装置はこのようなばあい計数装置と組合せて使用するタイマであって，ND−1313形10進計数装置または，ND−5126形GM管用ユ0進計数装置などにタイマのコvセントをそう入するだけでよい．また一般タイマとして使用することも可能である．　大体の仕様を次に示す．計測時間は1・sec単位1hまで，精度±1sec，指針は分針1本および秒針1本，駆動方式は同期電動機式，接点は単極切換えで接点電流容量は2Aとなっている．　4．13　タイマ（ND−2103形）　ND−2102形タイマは標準架台用であるのに対して，この形はヶ一スに入れた携帯用であって，使用方法および仕様は両者ともまったく同じである．　4，14GM管用10進計数装置（ND−5126形）　β線，γ線の測定用としてもっとも広く用いられているGM管用として設計された高圧電源付計数装置である．ND−1122形およびND−1123形GHカゥーJタベ）ドと接続して用いる．　測定上の操作はすべて前面の押しポターJによって行ない，ND−2103形タイマを裏面コ沈ントにそう入するだけで，定時間測定を自動的に行なわせることもできる．図14−35GM管用10進計数装置　　　GM　scaler　ND−5126．　この装置はGM管用としてだけでなく，比例増幅器，波高分析器などの出力に接続して，一般の計数装置としても用いることができる．そして内蔵波高弁別器によって一定の波高の以上の出力をとり出したり，それで別の計数装置を動作さすこともできる．　大体の仕様を示すと，入力極性は正または負，入力イパ＿タンスIO　kΩ，入力感度0．25　V以上，入力パ1レス幅0．1μ　sec以上，波高弁別器は±0．25　V〜±2．O　V弁別可能，時間分解能10μscc以下，ヶタ数は真空管式10進づラづイvユニっト4ケタおよび機械式10進レJiスタ5ケタ，波高弁別器出力＋35VイーJt°一タvス500Ω，　GM管用高圧電源は＋500〜＋1，500V連続可変である．　4．15　GMカウンタヘッド（ND−1122形）　当社製GMカウー」タGM一β1およびGM一βIIを使用して計測を行なうために設計されたへリドで，づローづ形である．出力信号は，上部に組込まれたカンードブfロワから取出され，ND−1312形およびND−1313形計数装置またはND−5126形GM管用計数装置などに接続して（211）　211図14−36　GMカウーJタヘツドGM　counter　head　ND−1123．使用できる．　大体の仕様を示すと，入力極性は負，入力イvte−di　vス1MΩ，利得は約1（6　AK　5のカソードブtロワ），出力極性は負，出力イッピータンスはユkΩである．　4．16　GMカウンタヘッド（ND−1123形）　これは当社製ND−1123形GMカゥーJタヘッドに試料箱が付属したもので，この箱は全体が］Omm厚さの鉛で；J？ヘイされていて，パリククラゥッドを減少させるようにしたスタンド形である．それ以外の仕様はND−1123形とまったく同じである．　4．　17　比例増幅器（Non−Overload　Type）　この増幅器は，放射線医学綜合研究所向けHuman図14−37比例増幅器（Non−Overload　Type）　　Non−Overload　Type　linear　amplifier．Counterの測定系の一部として設計製作したもので，性能の概略はつぎのとおりである．回路利得rise　time最大出力直線性雑音過負荷特性Long　tailed　pair形最大8，000以上調整可能0．2μsec110VO．596以下15μVRMS最大出力を与える入力の100倍の入力信号に対して出力端子で偽後続パ1レスなし，基線の変動7V，2msec以下　また増幅器には，0〜ユ00Vまでの波高選別器が組込まれている．212　（212）　上記の特性は今までのAID形比例増幅器よりすぐれており，また実際に使用した感じも使いやすくできている．　4，18　対数計数率計　メータが対数で目盛られた計数率計で，測定範囲の切換えを行なわず，広い範囲の計数率を測定することができる．特性はつぎのとおりである．　　対数変換回路　タイォードの積重ね　　測定範囲　　　1c／s〜100　kc，5Decade　　入力　　　　　比例増幅器の波高選別器の出力　またこの対数計数率計には，微分回路が組込まれているので原子炉計装用として線源領域での中性子東レdルと原壬炉周期の測定に使用することができる．　図14−38　対数計数率計Logarithmic　count　rate　meter．　4，19　Log　N二炉周期増幅器　対数特性素子として二極管を使用し，入力電流の対数に比例した電圧を得，さらにこれを微分してその変化率をも指示するようになっている．原子炉計装用として中間領域の出力レペルとその炉周期の測定が可能であり，またLog　N部は，広範囲に変化する直流電流（たとえぽ電離箱出力など）をユ個のメータで切換えなしで監視することができる．その特性はつぎのとおりである．入力電流範囲Log特性直線性零点変動炉周期指示微分時定数5×10一工1〜10−4A5％以内ユ％以内（スィYチ投入，30分以後）−30〜＋3秒0．2秒，スクラム0．5秒，指示およびアラーム葵∫“Sxや物《az“’’ll9λ蓑図14−39　Log　N一炉周期増幅器　　Log　N−period　amplifier．三菱電機・Vo1．36・No．1・1962d’川川dlllrll’♂・1‘」‘1川1‘1！tl°’°’1ト川111‘1‘II．・，”°°川dll‘川1祝゜4．’lil‘川ll‘川‘rt　．’1’ILI川illlEII“°オ．’“lb”1［‘11！bhte　t／／川“lill“十1．1al‘°11SIILI川Ml．4．”、川‘川川川レ∀°’「UII川‘川川”・i／’el川1川II川゜，’、°、Ill’1‘II‘H‘《・・15．ランプ・照明器具および照明施設I．amps，　Luminaires　and　Lighting　Installations　　Expansion　of　productive　facilitics　to　respond　to　ever　increasing　demand　of　fluorcscent　lamps　was　still　goingon．　Mercury　lalnps　were　also　recognized　as　the　most　effective　means　of　lighting．　Mitsubishi　then　went　so　much　as　tomake　a　technical　cooperation　with　Westinghouse　Electric　Co．　so　as　to　perfect　the　quality，　strengthen　the　productivecapacity　and　cut　down　the　cast．　Germicidal　lamps　were　favorably　commenLed　with　increasing　demand，1eadillg　to　thedevelopment　of　GB−2　sanitary　lamps　which　are　be丘tting　for　sterilizing　ill　a　small　area　and　dispensed　with　glowstarters．　They　are　sure　to丘nd　much　application　in　future．　Electro　luminescence　has　made　a　considerable　headway　inresearch　and　development．　It　will　not　be　long　before　they　will　come　into　practical　use．　　Luminaires　and　ballasts　were　added　with　new　products．　Lighting　installations　of　new　arrange皿ent　using　fluores−cent　lamps　and　mercury　lamps　were　completed　to　suggest　forthcoming　trend．　High　output且uorescent　lamps　foruse　in　large　scale　establishment　and　mercury　lamps　for　high　ceiling　and　outdoor　equipment　were　fully　accepted　withreputatlon．●　ヶイ光灯，水銀灯業界はいわゆる，所得倍増政策による成長ムードと相まって，昭和36年も急激な発展を遂げた．すなわち，ケィ光ランつの年間における全国生産数量は昭和34年度が3，100万本，昭和35年度は25％増の3，900万本，昭和36年度は5，000万本（推定）をこえ，昭和35年度の約28％増しという年々才々，年を追うごとに生産は増加し，経済界の好況により，全国津々浦々に至る家庭はいうに及ぽず，商工業界，学校，病院などヶイ光灯による照明が普及し，照明がいちじるしく改善された．　また，建築づ＿ムにより，つぎつぎと高層な・ピ）レ≠イーJつが建てられ，これらの建物の壁面照明，夜景をたのしませる観光施設の投光照明，レジャーにつながるゴルフ場のナィタ照明，あるいは急速な自動車の発達に伴う道路照明などに数多くの高圧水銀ラフつが点灯されているが，昭和34年度，水銀ラvつの年間の全国生産数量は16万本，昭和35年度は34年度の80％増の29万本，昭和36年度は35年度の70％増の約50万本（推定）と照明施設の顕著な躍進により，飛躍的に生産は増大した．上記のような活発な生産，需要に伴って当社も近代的設備を増強し，つぎつぎと新製品の開発あるいは改良などを行ない，数多くの業績をのこした．以下，昭和36年度における当社の実績を紹介する．1，ケイ光ランプ　昭和35年度来より急速に増加しつづけて来た需要に間に合わすため36年度もますます生産の増強が行なわれ，そのために起こった生産上の問題の解決に努力が払われた．　また品質に対しても一般の関心が高くなり，その向上のための研究が続けられた．とくにラ6・v　f’スタートケイ光ラッづ，高出力ケィ光ランづについて従来の起動性を主にしたinner　coatingのもののほかにとくに起動の条件がそれほど問題にならない環境に適したうッづとして一部si−Iicone　coatingを実施することが研究された．　またケィ光ランつの増産のため生産設備として，画期的に高能率な新しいラインの増設が計画されその研究ならびに設計がなされた．昭和37年度はこれによりいっそう品質のすぐれたうッつの増産が期待される．2，電気ルミネセンス（電場発光板EL）　電気ルミネセvスは最近各社において開発研究が相当進展している．　ア刈力およびオラーJタ，ドイッ，イ判スにおいてVま，すでに商品として販売されている所もある．　当社としても研究所および大船製作所において種々検討され，研究の成果はすでに電気レミネセッスの商品化の段階に来ている．すなわち商品にはGE社のフレ朽づル形，W社，　R．　C．　A．社などのIJレガニっク私＝JJレパニ？社のセラミリク形と種々形式の変わっているものがあり，その得失に一長一短があるので，それらの材料構成の検討とともにその得点を生かし改良を加えた電気レミネt−Jスを作成するのを目標として来た．現在の電気レミネセンスの特性については，初光束発散度はすでにW社およびR．C．　A．社のものを上回っているものが得られている．またその光束維持率においてもそん色はない．しかしながら，商品として見た場合，光束維持率はなお満足されるべき状況ではない．また初光束発散度においてもなお向上しうる可能性があるので上記2点につき鋭意検討中である．3，水銀ランプ　水銀灯の需要は順調に伸び，生産量も漸増の一途をたどっている．米国ウェスチンづハゥス社との技術提携が結ばれ技術面でいっそう充実したものとなった．この1年間は品質の改善と原価の低減にすべての努力を傾注した．（213）　213まず性能上での大きな改良は，発光管の電極部になされた．必要な電子放射能力をもちかっ耐イォフ衝撃に富むように，陰極物質に新種のものを使用し，ターJO’ステン・コイ1レも特殊の構造とした．この新形電極の400WのラーJづでは，6，000時間点灯後の光度減衰率はわずかに10％あまりで，従来よりも約ユ0％良くなった．このように光度維持率がいちじるしく向上し，寿命も倍増された．　つぎに石英発光管の封止部が新しくピ7チ式（圧潰形）に切換わり，従来の無空棒焼付法に比較して，工作精度が高くなるとともに，気密に対する信頼度がよくなり，また材料および工数ともに節約できるので，原価の低減に大きく貢献した．　ランづの光色の面では，青色の演色性をさらに改善した高演色性ケイ光水銀ランつの量産を始めた．　青写真複写用高圧水銀うッづでは従来品のほかに新しく800Wが開発された．最近需要が急増したこの種の光源として一役買うものと期待される．　殺菌ラッづは衛生思想の向上に伴い，直管形のGL−10，GL−15の需要も増え，用途がますます広くなりつつある．当社電気冷蔵庫用として開発されたサニタリーランづ（GB−2）はこの1年間に約10倍の生産量となった．この小形殺菌ランづはつ0一ラッつが不要で，消費電力も少ないので，小範囲の殺菌に好適で，次第に応用面も広がるであろう．4，安　定　器　ケイ光灯安定器　36年度に開発されたケィ光灯安定器を表15−1に示す．　80W，110W高出力ヶイ光ラ万づ1灯用および32W円形痴づ1灯用安定器は新機種であり，40Wラじ”，ドスタ＿トケイ光ランづ1灯用安定器は改良機種である．　水銀灯安定器　35年度に引続いて，表15−2に示すような機種が開発された．表15−1　ケイ光灯安定器開発品形式記号FDR−6911A5〃　−6911A6〃　−6921A5〃　−6921A6　〃　一一9811B5　〃　−9811B6　〃　−9821B5　〃　−9821B6FD−321｜LA5〃−3211LA6FDR−411LB5〃　−411LB6〃−4｜1HB5〃−411HB6〃　−421LB5〃　−421LB6〃−421HB5〃−421HB6定格電圧（V）IOO〃200〃100tf200TflOOtl1001，”〃200t1tte定格周波数（c！s）506050605060506050605060506050605060定格入力電流（A）1．2trO，6rtT．6〃077｛t0．68〃1．2Tl0．61ll0．59tl0．30tS電力損（W）23！1〃tl30〃32ll8，07．515T415〃13t’｜3．5TT力率（％）90lrfSttt，〃rt1！56Il4ア4690lt46tr90fS適合ランプFLR−80H×1rllfllFLR−110H×1tltt　　〃FCL−32×1uFLR−40×1ltttHttIltt　　〃214　（214）表15−2　水銀灯安定器開発品形式記号HD−121LB5　〃　−121LB6　〃一川LA5　〃一川LA6　〃−111HA5　〃−111HA6　〃−221LA5　〃−221LA6　〃　〜211LB5　〃　−211LB6　〃−211HB5　〃　−211HB6HDR−711A5　〃　−711A6　〃　一ア21A5　〃−721A6定格電圧（V）200〃100ttlsrr200！s｜00〃〃tl100「t200rt定格周波数（c！s）50605060506050605060506050605060定格入力電流（A）1．0〃2．4〃1．35ff1．9tr4，4lt2，6〃8．5｛r4、2〃電力損（W）14tt19lt20ll16〃27Tl30〃110lturl力率（％）58〃50〃90il57〃52〃90u95〃〃v適合ランプ100W　〃　rt　tr”　rt200WTlIflt　〃fl700WtlftIl　700Wう一Jづ用HDR形安定器は定出力形であって，すでに開発のHDR形安定器と同様の特性を有している．　100Wランづおよび200Wラッつの特性が規格化されたのを機会に，これらのランづ用の100V1灯低力率形，高力率形および200Vユ灯低力率形安定器を開発した．200V用安定器を高力率形にするにはHPC形コッデッサを外付けする．　以上のほかに目下開発中のものとしては，300Wおよび400Wランづ用ボー1レ内蔵用安定器がある．100W，200Wおよび250WラーJづ用安定器は，標準形のものでポール内蔵が可能であるので，とくにポ叫レ内蔵用安定器を開発することは考慮していない．5，照明器具　照明器具も需要が生産を上回る状態に終始し，年間を通じて生産設備，人員の増強が絶え間なく行なわれて来た．新規開発状況も従来にない活況を呈し，時代の推移に応じた新形式のものが多く見られた．これらのうち二，三をとり上げると，最近住宅の芸ラリクス化とともに従来のいわゆるホームライト，つまり電球をケイ光灯に素人が付け変えて使える家庭用器具にあき足らず，住宅に固定した設備としての形式の器具が要望されつつある傾向に対して，FP−225，　FP−223，　FCP−30，　FV−W　17などが開発された．スタンドでは単なるスs−vドとしての用途以外に，付随的な用途を加味した各種アクセサリ付のものが多くなった．またヶイ光灯明視スタンドがJIS　C　8112として昭和36年5月に制定されるにおよび，スタッドの持つ機能の標準が明示されたことになり，一般社会人の照明に対する認識も新たにされることと思われる．当社ではJIS制定以前の昭和35年秋にすでにFF−51形ヶイ光灯明視スタンドを発売したが，もちろんJIS制定にともないそれに合格した．続いてFF−52形明視スタンドも開発，発売するに至った．　高出力ケィ光灯器具もさらに多くの実績を作り，その一端は後述の照明施設にも紹介するが，ここに数例の器具を写真で紹介する．三菱電機・VoL　36・No．1・1962¶図15−120W5灯天井灯器具FP−225Ceiling　luminaires　using　5−20　W　FP−2251amps．ゾ図15−210W　1灯づラケリト　FV−W　17Bracket　lumi．naire　for　1一10WFV−W　171amps．図15−3円形30W1灯天井灯器具FCP−30Ceiling　luminaire　using　1−circular　30　WFCP　301amp．図15−420W2灯家庭用器具FK−2162Home　luminaires　with　2−20　W　FK−21621amps．　用器具FCK−332Home　lu【ninaires　with2−circular　FCK−3321amps．図15−610W葡立て付スタvドFF−1231Table　lamp　w三th　pen　holder　and　1−10　WFF−12311amp．＼■図15−7円形20Wスタンド　FCF−22Circular　table　lamp　with20WFCF−221alnp．図15−9　水銀灯外灯HP−313　Mercury　lamp　HP−313．図15−810Wペッドスタンド　FR−16Bed　lamp　with　10　W　FR−16．図15−10　上向き形水銀灯　投光器HS−302Mercury　lamp　ProjectorHS−302．表15−3　照明器具開発品分類工事用ケイ光灯器具家庭用ケイ光灯器具形式記号KL−49FB−45FB−452FB−252FV−222FP−223　FP−225FV−Wl7FCP−30適合ランプ40Wx1ll40W×220W×2It20W×320W×510W×1・円形30W×1　FK−322　FK−2162　FK−21ア2FCK−3121FCK−3131FCK−3141FCK−3151FCK−3161FCK−3171FCK−332　30W×2　20W×2u円形30W×1〃〃”〃ll円形30W×2ケイ光灯水銀灯器具FF．1201　lFF−1211FF−1231FF−1241　　　　　　FF−125｜！FF−1261，FF−1271FF−52FCF−−22FR−15　FR−1610W×1ltIeIltlTf　　〃15W×1円形20W×1　10W×｜　　　　〃HP−313HS−302400〜200W×1IT1噺方法天井直付け天井埋め込み　　　〃Tl壁，天井付け天井直付け　　　　〃壁．天井付け天井直付け天井つり下げ　　　rt〃〃，1llftSl〃tl摘要逆富士形器具下面プラスチック平板lt”プヲスチックカパー付ブラケット下面ブ7スチック成形板住宅用高級器具fl防湿形プヲスチック製ブラケットプラスチックカパー付4段点滅式豆球付　　　　　　　rt　　　　　　〃3段点滅式豆球付　　　　　　　〃　　　　　　　〃　　　　　　　〃lf4段点滅式豆球付グロー兼用グロー兼用グロー兼用卓　上　用　｜鏡，小物入れ付tl「11！　　〃tl11　　〃　　〃枕　元　用　　〃ポール上投　光　器、普及形1・・立・付1貯金箱付　オルゴール付ペン立て，t｛　一’ルベン付3段点滅式豆球付明視スタンド3段点滅式豆球付、　　　　　　　　　　　　　tt1　　　〃カサ付　アクリライトカパー外灯上向き形15．うvS・照明器具および照明施設（215）　215図15−11110W高出力ヶイ光灯器具の各種（上から天井　ラvう露出形，天井埋込力パー付，うラスチ1リクカパーづラケット，　パランスライト式づうケv卜）　　High　output　fluorescent　luminaires　ill　variety．6，自動点滅器　SA−2形・SA−11形自動点滅器　他社にさきがけて大容量の自動点滅器SA−1形（AC100V15A）を発表したが，ひき続き一般向け小容量のSA−2形を発表したので，用途に応じて適宜選択できるようになった．　SA−2形はSA□形と同じく電磁式であり小形の電磁継電器を内蔵している．　その後市場の要望もあり，さらに低価格小容量の新形白動点滅器SA−1］形を開発した．　SA−11形はパイメタ」レを使用した熱動式であるが，発熱部に急変温度をもつ正温度係数のサーミスタを応用した画期的な製品であり，その特長は　ユ．　構造簡単　部品が少ないので安価である．　2．　ヒ＿タの熱がパイメタJレへ直接伝わるので全体が小　　形になる．　3．　ヒータは半永久的な半導体であり，温度のあがる　　日中にtlレも過電流より保護できるので寿命が大き　　い．216　（216）図15−12　SA−2形白動点滅器Type　SA−2　automatic　switch．図15−13　SA−11形白動点滅器Type　SA−／1　automatic　switch．4．　ワリトoスが少ない．5．ヒータからパイメタ1レへの熱伝導効率がよく，ヒータ　の抵抗も小さくできるので感度がよい．6．　部品を固体化しているので機械的・化学的に強く　長年月安定な動作を行なう．仕　様形名SA−2SA−11方　　　式電源電圧周　波　数負荷の電圧負荷の電流点灯照度消灯照度消費電力（V）（c／s）（V）（A）（lx）（】x）（W）電　　磁　　式　AC　IOO　　50．60電源電圧に「司じ　　AC　6突人最大9　　35、70　150以ド　約O．9熱　　動　　式　AC　100　　50．60電源電月三に1司じ　　AC　5突人最大10　　15、30　90以．ド　日中0．9　SU−1形自動時刻点滅器　広告灯など人が見て初めて効果が発生するものは，昼間および人の寝ている深夜には点灯の必要なく、F1没とともに点灯し深夜たとえば0時に消灯し，ふたたび人が活動するたとえば4時に点灯し，日出とともに消灯すれば，もっとも合理的な点滅方式といえる．SU−1形自動時刻点滅器はこのような点滅を自動的に行なうスィっチにして，毎日の時刻を硫化力ドミウム光導電セルと同期電動機により時刻を算出させ，しかも停電事故が発生しても白動的に修正を行ない得るので，設置してからはなんらの保守を要せず四季を通じてつねに正しく広告灯などの点滅制御を行ないうるものである．すなわち深夜の点滅は算出された時刻制御回転子を希望点滅時刻にセvトすることにより希望時刻に回路を開閉して点滅させ，日没時とH出時との点滅は周囲の明るさを光導電セJレで受け回路を開閉して点滅させる．毎日の時刻の算出は同じ図15−14　SU−1形白動時刻点滅器Automatic　time　operatingswitch．三菱電機・Vol．36・No．1・1962’●L●光導電セ川ノを流用して同期電動機を制御して行なわれる．以ヒの動作を行なう構成が非常に簡単なるゆえ，故障すくなく安価なることも大きな特長である．もちろん広告灯の自動点滅に限らず，一般の時計のように累積誤差が発生しないので、無人の場所におけるたとえぽ無人駅無人灯台などにおけるタイムスィ・浮　としての使用もできる．7，照明施設　昭和36年度も屋内・屋外を問わず数多くの新しい照明施設が完成した．　前述のようなヶイ光灯の増産，水銀灯の諸特性の向ヒと量産によりさらに豪華な施設と新しいいくつかの試みがなされた．　建物自体の照明は新しい感覚の都市美を形成するものである．これらは一般に水銀灯による投光照明が多い�@�A．横浜コムじJレの建物の照明は投光照明ではなく各階の中間部の外廓を戊おスづo・）クで形成し，内部にケィ光灯FL−40×2列に装置したもので，夜景を彩どる光の帯は壁面照明の新しい試みである�B．　また、投光照明も単に建物の照明だけではなく投光された建物の周辺まで明るくなるので施設全体があたかも間接照明を行なったように夜空に浮き上がり，昼間とはまた異なった美しさを表わすのが特長である．水銀灯照明の応用として観光照明がある．この数年間，水銀灯の普及とともに全国の観光施設の照明もつ一ムの観があるがこれらの観光施設も単に昼間のものとせず夜問の変わったおもしろさをねらったものとして汁目される．高知の月の名所として有名な桂浜の夜景も太平洋の荒波に打ち勝つような豪快な照明が行なわれた�C．　道路照明も各地とも盛んで水銀灯づ一ムの影響でヶイ光灯によるものよりも水銀灯によるものが全15．ラ“Jづ・照明器具および照明施設�@　愛知県文化会館（名｛1屋）外壁のスノ〕部をHF−400−T×16台の投光器で照射している．�A　山形新聞ピル（山形）ピ）レ屋ヒの塔屋の照明で，H−400　T×5灯を一E向き投光器に使用し，投光器は壁面より突出したパイつの先端に取付けられている．�B　横浜ゴム凸レ（東京）建物壁面のガラス・づ口1ワクの内部FL−40×2列に収めた壁面照明．�D　若宮大路（鎌倉市）HF−250−T，　FC−20各1灯付街路灯�F　東京読売ゴ1レフ場（東京）関東随一の規模をほこるゴ｝レフ場で、ケイ光水銀灯HF−1000−ASDT×384灯（うち電球は2個）ポ叫レの高さe／　16　m，｝スはティー・プ」一一uがともに水平面照度140〜1001x，つエァーウェイが水平面照度501xとなり，夜間ゴルっを楽しむ人々でにぎわっている．�C　桂浜竜王岬（高知）水銀灯H−1000−AT　3灯，　H−200−T　4灯の投光器で山腹竜王殿を西空に浮き出し，夜ふけは再度夕ばえの感覚を出す構想のもの．�E　荒井山スt一場（札幌）80m×220　mのゲレン芋　にFRF−1000−AXT×4灯，　HR−300　NT　18灯，電球RS−500WH　11灯で照明し，光源は高さ15　mのポ＿1レ3本上に取付けられている．照度はポ＿）1ノ直下40〜501x平」勾151x．�G　湘南加卜U一クうつ2階休憩室（神奈川）FL−20×4埋込ド面デラックスパネ1レDP−22E．（217）　217�H　三菱電機　神戸体育館（神戸）デラックスケイ光水銀うvうHF−400−SDT×24灯と高出力ケイ光灯FLR−60　H×396灯，室面積1，036m2（331n×31．4　m）でア＿チ天井最高一ZZ　11　m，演色性をとくに考慮した照明である．�K　飯野ピ1レイイノ・ホー｝レロピー（東京）40W1灯5連16列埋込形アクリライトカバ＿1401x．�I　東京商工会議所内東商ホール（東京）天井間接・釣ンライトー調光付　壁面間接FCL−20平均照度60〜701x．�L　東京商工会議所内国際ホーjレ（東京）光り天井1レーパ付づウンライト・周辺間接照明一調光付800〜4001x．�J　川形新聞ピル内ホーJレ（山形）天井FLR−40×1灯×4列埋込ド面アクリライトカパー壁面FLR−40×2灯2連・3連・4連．�M　大浦天王堂（長崎）ケィ光水銀灯HF−300T×6灯，電球60　W×　8丈∫　｝照度　301x．�N　十合百貨店大阪店（大阪）光り天井バネJU　75枚（ア列ライh）KLR−47432台入り．�Q　中合≠パート（福島市）FLR−110　H−W×1灯×連続天井直付’�P　三菱電機　商品研究所玄関ボー1レ（神奈川）デラvクスパネ｝レDP−33　B　12枚KLR−4736台人り盛をきわめているが，さらに保安灯を兼ねてのケイ光灯と水銀灯併用のものも見られた�D．　スポーッ照明もレ洗一時代を反影してス千一場，」’）bフ場などの夜間の競技に水銀灯照明が行なわれ大規模な施設が数多くできた�E．とくに，東京読売ゴルフ場は関東随一の施設といわれ，水銀灯もHF−400×384灯という多数が使用された�F．さらに加トリークラつの照明も落ち着いたすぐれたものができた�G．　また，室内体育館では従来，ヶイ光灯によるもの，または水銀灯によるものなどがあったが，これらの両光源の併用によってとくに演色性がよく，まぶしさのない，しかも高照度の量・質ともによい照明が得られた�H．218　（218）　劇場の照明も活発であるが、最近の事務所ピ｝レ内に作られる劇場・ホールの照明もこれらの劇場照明の影響を受け，すぐれたものも少なくない．飯野ti）b内のイイノ・ホール，東京商工会議所内ホー）レなどはロ6一も含めて落ち着いたふんい気のものとなっている�I�J�K．　また，東京商工会議所内の国際ボー1レは劇場ではないが天井中央の1レーパ付光り天井とタゥvライト，壁面周辺の間接照明の構成は国際会議場にふさわしいものとなっている�L．　珍らしい例では教会内の水銀灯の照明で電球のづラケ”J卜併川で明るく落ち着いた環境を作り出している�J．　百貨店照明では光り天井のような豪華な施設による売三菱電機・VoL　36・No．1・1962dNほ�Q　三菱電機商品研究所エレベータ前ボー1レ（神奈川）FLR−110　H−W×1灯2連による壁面のバランス照明と天井凹部の1−H形FCL−40　W×8灯つり下げ照明．�S　北海道電力　北見支店（北海道）FLR−110　H−W×1灯2連パイづつりで連続器具平均照度5001x．�S　木挽館　玄関ボーjレ（東京）デラックスパネ）レDP−22　D　165枚床面照度9001x．�R　飯野ピJレ玄関ボー｝レ（東京）半埋込アクiJライトカパーFLR−40×8灯（高照度回路60W）平均照度1，1001x．�S　三菱銀行　虎ノ門支店（東京）FL−40×10灯17台FY形アクljうイト加（一机上面照度1，000〜8001x．�S　飯野ピ1レ事務室（東京）高出力FLR−110　H−W×1灯2連机上面平均照度700〜8001x．�S　三菱信託銀行　新宿支店（東京）芋ラリクスパネ1レDP−34　F形54枚　机上面照度8001x．�S　新三菱重工業　京都製作所設計室（京都）　床面積1，620m2ア列ライト板885枚FLR−40W×1，058灯平均照度8001x．�S　国際基督教大学　図書館（東京）40W×1×8連×20列FY形3001xFLR−40　WW−35　DL使用．場一円形光り天井の構成と同時に対照的なのは明るさ本位の裸ラッつの天井直付照明がある．ここでも高出力ケイ光灯が高照度照明でしかも大規模施設に一役買っている�N�O．　35年の秋竣工した当社商品研究所もその後，所内の設備も充実した．ここでは玄関ロピーおよびエレベータ回りの照明の一部を示すことにする�P�Q．　事務所関係では全館高出力ケイ光灯使用の近代ピルとして定評のある飯野ピ1レの玄関ホール�R，事務室内も高出力ヶイ光灯FLR−110・H−W天井直付の高照度照明�Sで北海道電力北見支店の高出力ヶイ光灯使用のように高照度と高輝度に対して光源と机との関連位置の問題があり，高照度とともに当然起こるまぶしさの問題は光源の方向と机の方向とを一致させることにより解決できた�S．15．うvづ・照明器具および照明施設　銀行営業室は一般に客を迎えるにふさわしい施設を行なうが，低天井の場合の半埋込アクリライトhパー器具と高天井の光り天井の例をあげる�S�S．　さらに，光り天井の例では木挽館の玄関ボーjレおよび各階のエレ“sホーlbの豪華な例がある�S．　また，事務所・設計・製図室なども光り天井施設が高照度でしかも輝度が低くまぶしさの少ない点でよいとされていたが，新三菱重工業京都製作所の設計製図室は本格的な光り天井としてすぐれた施設となっている�S．　学校の図書館の照明としてヶイ光灯3，500°K白色FLR−40　WW−35　DLの連続埋込器具を使用した施設�S，または池の坊お茶の水学園の制作室のFレ30Wを使用した天井波形ルーバ埋込器具�Sがある．　工場照明では数年来，高天井照明として機能を発揮している水銀灯が鋳物工場，機械工場にその真価を表わし（219）　219�S　池の坊　お茶の水学園制作室　（東京）30W2灯24連4列埋込形1レ＿パ付1，0001x．�S　三菱日本重工業　東京自動車製作所川崎工場（神奈川）鋳物工場　床面積22．5　mL’（5×4．5　m）ごとに銀白色HRF−400　XT×1灯の割で取付け『られている．全部で46灯，同数の電球が併用され，作業面で110〜40｜x、光源の高さ8mである．�S　バイvミ＝JV　本社工場（宇都宮）完ックスケイ光水銀ラ“JづHF−400−SDT×56灯木造小屋パリにハンガ直付である．�S　横河電機　三鷹工場メッ千工場（東京）FHR−C　402（FLR−40　x　2）総塩化ピニーJレ製FHR−C　403（FLR−40×3）総塩化ピニー1レ製平均照度400〜2001x．�S　日平産業　横浜工場（神奈川）FLR−110　H−W×1灯×連繊祢rけ．�M　東京都営地下鉄　蔵前駅（東京）FY形埋込形下面ア列うイトカlll−　40　W　5灯および40W3灯、床面平均照度180・−140　lx．�S　三菱口本重工業東京自動車製作所川崎工場（神奈川）工作室10m×5mの小間に4灯ずつHRF−700反射ガサ付光源の高さ8m，�S　づリンス自動車工業　三鷹丁場（東京）FH−4925m間隔につり下げ水平1乍業面照度500　lx，鉛直作業面照度450〜5001　x．�S　帝都高速度交通営団仲御徒町駅（東京）FL−40W×2灯×2連っり下げKL形．てきた�S�S�S�S．さらに自動車の流れ作業として組立・塗装工場に局部全般照明としてヶイ光灯で集中的に高照度を生かして作業本位の照明を行なっている�S．また，耐薬品形ケィ光灯も各種作業に用意されていたがメ・J＋＿［場などで本格的に使用された�L．　東京都内の交通難の緩和案の一助として，都営の地下鉄と帝都高速度交通営団の地下鉄がある．いずれも電車の安全運転と乗降客の安全を第ユに考慮されている�M�O．　また，自動車ラ・p・・」ユに対応してわが国で初めて本格的パーキviEJレができた．日本ガレーづサービスの伊勢丹パー千ンづピルがそれである�S．　以上のほか，昭和36年度の照明施設例は「三菱電機」220　（220）�S　伊勢丹バー：tンづピ）レ（日本ガレーJiサービス）（東京）FL−40　W×1灯×275セット，床面平均照度50〜1001x．第35巻第10号照明特集号に数多く記載されているから参照いただきたい．三菱電機・Vol．36・No。1・1962dIUH‘9／1／11“v、，・”1川川‘“」h，・ttt・’‘1‘Ilrl川1‘1・．’・’・’1‘ldll川1川・．’tt・’1［‘1川‘IFI‘T，・’・’t’11111r川11111・’1’・れll，11「dFMk“・「1a’・”¶1‘「‘’1‘IIIll．1�d’「・”11）1川川‘1「・’・’．「’1「1川川11「1”16．家　庭　用　電　気　品、・・1川川‘1日1‘．、川・“‘川川‘ttTIF�`・，・‘川‘川川lb．．’・’、・urnlll‘「”IT．’・1り．1‘‘‘Il11川‘1・・’・’Ll‘1川‘1川1札’・’・’川川1川1’‘‘・t・t・’Il”川川川・‘「・’・’ld「1川川111‘’・”1‘「川「llHome　Electric　ApPliances　　Degree　of　diffusion　of　homc　appliances　is　a　balometer　of　a　cultural　level　in　domestic　life　of　a　country．　Thegovernment　policy　of　doubling　national　income　instigated　thc　consumption　life　and　resulted　in　unprecedented　prosperitywith　the　production　of　home　appliances．　This　trend　of　increasing　demand　for　domestic　apparatus　had　beencontinuing　to　the　year　of　196／，　establishing　a　new　record　of　production．　Preservation　of　provisions，　the　vital　problemof　daily　life，　is　the　key　to　the　active　demand　of　electric　refrigerators，　while　crave　for　healthy　life　brought　aboutthe　need　of　vacuum　cleaners　and　air　conditioners，　thus　home　appliances　contributing　to　the　improvement　of　domesticfelicity．　On　the　other　hand，　extraordinary　hot　summer　boosted　the　sale　of　electric　fans．　All　the　dealers　soldout　the　quota　of　1961　and　the　factory　had　to　respond　the　demand　by　turning　out　the　next　year’s　allocation．　　For　the　appliances　of　cold　season，　unique　devices　in　th｛s　country　electrified　Kotatsu．a　body　warmer．werewelconled　by　every　home　as　the　most　economical，　safe　and　convenient　heaters．　The　total　number　of　users　is　estimated3，500，000　units，　accounting　for　30％　of　homes．　　TV　receivers　were　also　making　stcady　incrcase　and　reported　to　have　reached　7β00，000　subscribers　at　the　end　ofJuly　according　to　the　N．H．K．　The　reduction　in　cost　was　remarkable，　too．　Some　of　14　inch　TV　receivers　weresold　at￥40，000．　Color　TV　receivers　were　also　drawing　attention　and　sometimes　created　sensation　on　the　market　withanews　of　revolunary　invention．　This　boom　of　home　appliances　kept　Mitsubishi　busy　to　develope　and　producenew　products　one　after　another　with　promise　of　further　prosperity。L）　家庭用電気品の普及はその国の家庭生活文化のバロメータといわれるが，政府の所得倍増計画によって促進された国民所得の増加は，消費生活のいちじるしい発展を伴い，生活水準の向．ヒによる家庭電化製品の急速な伸長となり，識者の予想をはるかにEまわる好調を示し35年度に引続き36年度も生産量の新記録を樹立した．　なかでも耐久消費材に対する需要はますます活発で，電気冷蔵庫，電気掃除機はもちろん、空気調和装置への進出ともなり生活改善の欲求が旺盛である．また今夏の異常炎暑に幸され扇風機がシーズ7Y始めに販売店の店頭でひっぱりだこというような話題を生み，翌年生産分をくり上げ生産するほどの活況を呈した．　一方わが国の家庭構造と生活様式にマi・）チし，しかも経済的で安全で便利な暖房器としての？2」ラ式電気コタッが人気を呼んで急激に伸び，全国普及率30％をこえ　36年度の全国生産予想も350万台を見込まれ，コタツづ一ムを出現した．　テレピ受像機も35年度に引続きつ一ム的伸長を見せ7月末にはNHKの契約台数780万台を突破したが，メーカの生産能力も向上し必然的に激しい価格競争を出現し4万円台テレピが市場に現われるに至った．また新方式によるカラーテレピが発表され証券界にも話題を提供した．　このような家庭電化づ一ムの影響に浴し，当社の製品の業績も日増に隆昌の一途をたどり，数々の新しいアイデァを盛った新製品が登場し，ますます市場占有率を増大することに成功した．1，三菱テレビジョン受像機テレt’受像機はつ一ム的伸長の結果，もはや頭打ちかと思われていたが，受像機価格の引下げによる低所得者層への普及，2台目の購入，買換え，さらに輸出の伸びなどで，36年度は業界始まって以来といわれる好況に恵ぐまれた．かかる状態下において、当社もたゆまざる研究の成果として数多くの機種を市場に送り出すことができた．　1，1三菱テレビジョン14T−120形（14形）　先に好評を博した14T−100形の＝yリーズで，価格的には買いやすい普及形に属するが，性能的には標準形と比べていささかも遜色はないコッパクトタイづである．　チ丁一ナは高周波増幅管にS／Nのすぐれた高Gmの4R−HH　6を採用しているほか，三菱テレビ独特のセ1レフクリーッ機構を備えている．　前面ス亡＿力方式で，タイ？卜一vPO−741形（18×10　cm楕　　　　　　　　　　　　　　円形）ス6一力を採用して　　いる．本機はまたイヤホー　　ッで聞くこともできる．　　　づラウ万管はホーカスのす　　ぐれた14RP　4　Aで，真　　空管はつラウv管を除い　　て16球，ほかにセレーJ整　　流器を使用している．消　　費電力の小さいトラvスレス　　方式で，消費電力は120　　W，音声出力無歪1．OW，　　　　　　　　　　　　　　映像中間周波数26．75Mc，図16−1三菱テレビづヨv・14・T一　音声中間周波数22．25　Mc，120形　　　　　　　　　　　　　　外形寸法は幅544，高さ3Mitsubishi　television，　model　14T−120．　　　　　　　　　　40，奥行363mm，重量（パ（221）221・リキンづケース込）28kgである．　1．2三菱テレビジョン14T−400形（14形）　コー」ソレリトタイつの豪華で，優美なデザイッの標準形テレピである．木eq十Pピネリトの前面に，音質のすばらしい三菱タイヤトーッPO・　950形（23×12　cm楕円形）強力ス6一力を低中音用に，TW−23形（5　cmメL形）ス6一力を高音用に使用しているので，豊かで，美しいハイファイトーッが楽しめる．　本機はABCCシステムを採用しているので，部屋の明るさが変わっても，いちいち輝度と，コーJトラスト調整を行なう必要がなく，たいへん便利である．ABCCには，当社製硫化力ドミゥム光導’9t）レが使用されている．本機はまた裏面にじリクァっづ端子，正面にテレビ，ホノの切換スィーJチを設けてあるので、レコードづレーPを接続すれば手軽に電蓄として使用できる．裏面に音声出力端子が設けてあるので，外部ス6一力や，テーづレコーdが接続できるほか，ラジォへの雑音を軽減できるフィルタを内蔵し，雑音防止用アース端子を取付けてあるので，必要に応じアース線を接続すると，ラジォへ与える雑音をいちじるしく軽減することができる．本機もつラゥン管は14RP　4　Aで，使用真空管はつラゥン管を除いてユ6球，消費電力120W，音声出力無歪1．OWで，千ぱネっトは幅605，高さ455，奥行385mm，脚を取付けた高さ835　mmで，重量はパ，vキッグケース込29　kgである．図16−2三菱テレビジョーJl4T−400形Mitsubishi　television，　model14T−400．図16−3三菱テレビジョン14T−350形Mitsubishi　television，　model　14T−350．222　（222）　1．3三菱テレビジョン14　T−350形（14形）　近代的なコッソレiVトタイつの和洋室いずれにも，マ，・チする≠ザィryである．一三菱テレtiは映像と音質がすぽらしく，その一1二故障が少ないので好評を博しているが，本機も画質は巾し分がなく，音質面では前記ユ4T−400形と同じく2スピー力方式で、合理的な回路設計とすぐれたスte−toの組合せで，ハイファイトー−Jを得ている．標準形に属し，使用づラゥン管を始め主要性能は14T−400形とほぼ同じである．　1．4三菱テレビジョン14T−880形（14形）　本機は木製朴ピネっトに左右にスじ一tsづリ1レを有するづラスチっク製の前面板を配した豪華なコッンレLV卜形高級テレピである．ス6一力としてはタイP卜一ッPO−840形（20×11cm楕円形）が2個，づラゥーJ管の左右に配置されている．　本機はAFT（自動画質調整装置）付であるから，升ネJレを切換えたとき，いちいち微細調整を行なわなくてもつねに最良の画質が自動的に得られるので，電源の切断にポタフを押す以外は，音吊：，画而の微細調整，輝度，およびコントラスト調整のいらない，まさにオ＿トメ＿ショ：yテレビ　といえる．　じワクァリづ端子付であるからレ｝ド演奏も可能なほか，イ？ホーッで音を聞くこともできる．づうウッ管の表面がよごれたときは，正面のピスをゆるめると，前面ガラスが容易に坂はずせるので，づラウーueeを簡単にふくことができる．使用真空管はつラゥッ管を除いて17球，他にパリPつ1レ杵パシ・S−Jスタイオード，セレ7）整流器を1各個使用している．．k記以外の電気的性能は14T−400形とほぼ同じで，キぱネリトの外形寸法は幅662，高さ4ユ5，奥行388mm，屯量はパリキーJb’ケース込30　kgである．　1．5三菱テレビジョン14T−950形（14形）　本機はオーiイオ回路が2升祐設けられ，それぞれに専用のタイ？卜一ッPO−950形（23×12　cm楕円形）とTW−23形（5　cm丸形）の二つのス6一力を使用，合計四つのス6一力を持ったステレォ演奏もできる超豪華ユ4形テレピで，写真でわかるように，角形木製＋vt’ネv卜図16−4三菱テレビ：」，ヨン14T−880形Mistubishi　television，　model　14T−880、図16−5三菱テレ脳ヨン14　T−950形Mistubishi　television，　model　14T−950．三菱電1幾・VoL　36・No．1・1962d‘のtE面左右にそれぞれスピー力群を備えた豪華なう叩イ：1で，36年度業界のヒっト作品といわれた品種である．また前記14・T−880形同様AFT，　ABCC付のほか，　HH超高感度管，イ怖一万，大形升ネ1レイ謁ケータ，ラジオへの雑音防止回路，セJレフクリーvチューす採用など数々の特長を備えている．　使用真空管はつラウ万管を除いて18球，他に�j1レマニウムタイォード6個とセレッ整流器1個を使用している．音声回路以外の性能は前記14T−880形とほぼ同じで，消費電力はユ30W，音声出力は無歪2×2W，最大2×2．5Wで，軒ピネ1ワトの外形寸法は幅706，高さ450，奥行415mm，重量はパリキーJtiケース込36　kgとなっている．　1，6三菱カラーテレビジョン17CT−325形（17形）　本機は当社製17形カラー受像管430AB　22を使用し，広くカラーテレピの普及をはかるべく業界のトっづを切って，価格を引下げ発売したものである．力う一テレピとしては他に，21形の21CT−835形も製作発売したが、ことに本機は日本人の好みに合った，美しい中間色の鮮明な総天然色画像が市場で好評をもって迎えられた．NTS図16−6三菱力ラーテレビジョ“J17　CT−325形Mistubishi　color　tele・−vision，　model　17　CT−325．C力式を採川しているので、カラー放送をカラーで受像できるのはもちろん，白黒放送も十分な明るさで受像できる．おもな定格は次のとおりである．　　電源　　100V（90V，110Vタ・りづ付）50または60　　　　　　C／S　　消費電力　　290W　　受信周波数　1−12チVネル　　映像中間周波数　　　　26．75Mc　　クロミすジス中間周波数　　23．17Mc　　音声搬送波中間周波数　22．25Mc　　受像管　　17形　430AB　22…滅ス方式｛�l謬禦1臓斌クDマ同期安定方式AGC方式AFC方式クOマ複調軸真空管外形寸法重量　　　　位相検波リァクヌッス式　　　　遅延形キードAGC　　　　パ1レス幅AFC　　　　XZ幅受像管を除き25球，他にシ1」コーJas流器2個，器3個幅675，48kg16．家庭用電気品ザJレマニゥムタイォ＿ド2個，セレーJas流高さJ「Ol，奥行460　mm2，三菱ラジオ・三菱トランジスタラジオ　真空管を使用した高出力のホームラ［J’1からトラッジスタボーsづ1レラづオまで各種のラジォはデザィーJの近代化と高性能化によって各セ1りトの特長が認められマーケリトも家族単位から個人単位となりつつあるので需要は依然堅実に増大しつつある．　当社においてもこれらの情勢に対応して楕円形2スte一加ステムを採用したホームラジォなどを新しく加え，その品種を広げた．とくにトラ滅スタラ［Ji　1は35年度を上回る38機種という多数の画期的な新製品を開発して，国内市場の要求に答えるほか、世界のすみずみに輸出されて良心的な設計は高く評価されており一段の発展が期待されている．　2．　1三菱ラジオ5　P−780形　音域の広い強力楕円形ス6一力P−641形（16．5cm×10Cm）をタイ？1レの両側に配置した本格的なワイドトr」・・Jステムを採用している．電気回路は，出力管に高出力の30A5をはじめ，音質調整回路など豊かですばらしい音のムードを楽しむことができる．直線で横長のツートッカラーのスタイルに豪華で見やすい鋪イ1・jレを組込んであり，簡潔で上品な美しさはホームラジォの雄として喜ばれた．　受信周波数535−1，605kc　3．8〜12　Mc出力無歪1W最大1．5W消費電力22　VA外形寸法横幅560，高さ165，奥行130mm重量2．8　kg．　2，2三菱ラジオ5P−940形　前面部をッートッカラーに分割した，新しい芸ザィーJで鋪イヤルの両側に定評あるタイ？卜一ッス6一力P一ユ06形（10Cm）を配して音源を広げている．また回転形の中波・短波・電蓄（FMチューナ）の接続スィっチを設けるなど小形2ス6一力方式のラJ’1としては1級品である．　受信周波数535−L605　kc　3．8〜12　Mc出力無歪1W最大1．5W消費電力22　VA外形寸法横幅477，高さ150，奥行131mm重量2．2　kg．ひ’eb’図16−7　5P−780形Type　5　P−780　radio．図16−95P−460形Type　5　P−460　radio．（223）　223　2，3　三菱ラジオ5　P−460形　本機はとくに1ス6一力の普及形として企画されたラ＝Jiオで，他の標準形と比べていささかも遜色のない性能を持たせるため，構造，意匠の各面にわたって工夫が施されており，5球スーパとしてすぐれた性能を発揮する．　取はずし可能のタイPJレ板前面に設けられた2個口のイヤホーッづヤリクなど，操作やサービスの点でも十分注意して設計されている．　性能は前記5　P−940形に準ずる．スt：−tsタイヤトー−yスピ三一力P一ユ06形（10cm）外形寸法横幅340，高さユ35，奥行115mm重量1．6　kg．　2，4三菱トランジスタラジオTR−803形　電源に単一乾電池4個を使った8石スーパヘテDタイフ方式の高出力ホームトランづスタラづオで，高性能のスチっクァッテナ回路と，電力増幅用の2SB　156×2個の採用により，真空管式に劣らない音量とすぐれた感度で内外の放送をキPvチすることができる．イーi7ホー−Jはもちろん，レコードづレーヤFMチューナの接続が可能である．また目方が軽い一Lにハンドル付のため，持ちはこびが自由で家庭の内外で活用できる．　受信周波数535−　1，605　kc出力無歪400　mW最大500mW消費電流ユ7mAスピーカタイ？b＿vスピ＿力P一ユ07形（10cm）外形寸法横幅300，高さ155，奥行76　mm重量1．5kg．　2，5三菱トランジスタラジオ9X−900形　同調式の高周波増幅回路を採用した9石のスーバヘテロタイーJ方式で，高周波の主要部分は全部ドリフト形の　トランづスタを使って，中波・短波別々のスチリクアンテナ回路と結合してあるため，微弱な電波も容易に朴っチでき，高感度を誇るトラッジスタラジォである．とくに短波帯は2パッドに分割して広げてあり，その一ヒ微調ッマミによりパンドスづレvド方式を併用できるなど，操作面を考慮した親切な設計となっている．　以上のほか音質調整同路，タイヤル照明装置，自蔵のoりドァッテナなどを備えた豪華セリトである．　受信周波数535へ1，605kc　3．5−6．8　Mc　6．7、12　Mc出力無歪220mW最大280　mW電源UM−3　A　4個，　X6＿カタイナミリクスピーカ（7cm）外形寸法横幅ユ95，高さ111，奥行48mm重量820　g．　2，6三菱トランジスタラジオ9X−900　S形　短波帯域を3．5〜18Mcまで拡大した9X−900形の変り形で，高感度の特長をフ1レに活用して海外放送の受信範囲を広げることと，輸出を考慮して開発した機種である．外観と性能の大要は9X−900形に準ずる．　2，7三菱トランジスタラジオ8X−626形　10φ×160mm丸形の中波専用スチっクァvテナ，5×12×60mm偏平形の短波専用スチリクァvテナと分割して，高周波部の　向フト形トラーJ・Jiスタと組合せ，感度の向上をはかるほか、DX−Loca1の切換え，音質調整同路の採用など8石として最高の性能を発揮するトランづスタラ；オである．　受信周波数535〜1，605kc　3．9〜12Mc出ヵ無歪220　mW最大280mW電源UM−3A4個，スピーカタイナミ・ウクスピーカ（7cm）外形寸法横幅191，高さ88，奥行38mm重量630g．　2．8　三菱トランジスタラジオ7　×−347形　高周波回路に丸形のスチ・vクァーJテナ（10φ×150mm）を，低周波回路には4個のトラフづスタを使用して十分な負帰還を行なっており，すぐれた感度とやわらかい音質は7石ポータづJレラづオとして定評がある．電池は単3あるいは積層乾電池のどちらでも使用できるようになっている．　受信周波数535−1，605kc　3．9〜12　Mc出力無歪120　mW最大ユ80mW電源UM−3　A　4個または4AA　1個スピ＿nタイナミリクスピーカ（6．5cm）外形・］法横幅162，高さ89、奥行38mm重量500g．　2．9三菱トランジスタラジオ7X−575形　曲線の構成美をたくみにとり入れたモタッな流線形で，トラッ弓スタラジォの意匠に新しい分野を開いたデザィッといえよう．カメラケーススタイ1レの薄皮ヶ一スに手さげ専用の金具付パッドを用意して，とくに携帯に便利になって224　（224）図16−10　TR−803形Type　TR−803　radio．　図16−13　7X−347形Type　7　X−347　radio．図16−119X−900形Type　9X−900　radio．図16−14　7X−575形Type　7　X−575　radio．図16−128X−626形Type　8　X−626　radio．図16−157X−970形Type　7　X−970　radio．三菱電機・VoL　36・No．1・19624h心いる．性能は音質調整回路付のほか7X−347形に準ずる．　外形寸法横幅181，高さ83，奥行36mm重量500g．　2．10三菱トランジスタラジオ7X−970形　周波数変換をセパレート方式に，中間周波増幅にドリフト形トう滅スタを採用して合理的な部品配置に設計しているため，感度が高く，とくに短波帯域で安定した性能を発揮する．また千古ネっトいっぱいの7cmス6一力を採用して音質の向上をはかった．　受信周波数535〜1，605kc　3．9−一　12　Mc出力無歪120　mW最大180・mW電源UM−3　A　4個，外形寸法横幅145，高さ83，奥行41皿m重量4639．　2、11三菱トランジスタラジオ6　X−148形　中波専用の超小形ボケ，リタづ1レラ＝」’オで，標準乾電池をセ　　　　　　　　　　リト内に収めたラ＝」’1のうちでは』図16−16　6X−148形Type　6　X−148　radiu．世界最小の一つである．6石スーパヘテロタィー」の本機は小形ながら感度もよく，輸出向けとして好評を博した．　受信周波数535−1，605kc出力無歪60mW最大100　mW電源006Pユ個スピーカタイナミ・リクスピーカ（5cm）外形寸法横幅58，高さ95，奥行26mm重量1809．　2，12　三菱トランシーバ　数年前から，米回で普及しはじめた市民無線業務（27Mc帯）に使用される・卜形の携帯用トラーv・J一パはその後急激に需要が増大し，輸出商品としても手ごろのものとして各メーtsが注目していた．一方国内でも，市民パンドを一・・般に開放すべきであるという声がたかまり，ようやく36年6月に電波法の改正，8月に型式検定規則その他の詳細が決まり、各社いっせいに生産に乗り出した．　当社でも，・F初より開発の準備をしていたが，8月の第1回型式検定受付以来5機種のセリトの開発を完了し，一部は量産に移された．図2−11はO．05　W級のTX−727形である．通達距離は，陸上では市街地0．5−1km，郊外1−3km，海ヒでは5〜8kmに達する．表1−61三菱トランシーバ仕様一覧TX−727形送信出力（W）周波数（Mc）電波、7了通信形式数電ス源ヒ　　ー　　カア　　ン　ナ　　ナ胤竺編差部［変調方式誉回路方式部出　　　力二禾　晶　形　式ラジオ（中波）有無外形寸法（mm）重量（電池とも）　　（kg）皮　ケ　ー　ス　　　　　O．05　　2ア．088　　L1一ずれヵ、　　27．120　　1　波　　　A3，単信二一．　　　9−　　　−　g　V，UM−3，6個　　　5．7cm　　　1．3mO−・十40℃において士0．005％以内二二終段コレクタ変調一水晶制御スーパヘテロダィン無歪loe，最天150　mw　　　HC−6iU　　　蚕一一．し　　　　76×163×36　0．8な　　し蚕婁蕊図16−17TX−727形三菱トうンシーパType　TX−727　trans’ceiver，16．家庭用電気品3，音響機器　3，1三菱ステレオ　三菱ステレオもようやくその生産体制を整備し，36年度ステレォ装置3機種，ステレォづレ＿ヤ1機種を発売した．　DSS−702形ステレオ装置　高級ステレォ装置である．数多くの特色を有するが，NHKで36年7月放送用モニタスピーカに採用された20cmウ＿ファと5cmツゥイ＿タの2ウエイスピーカをパスレフキ＋ピネリトに納め，低音まで鮮明な音色を再生する．　アッづはFMチューナ付であり，もちろん短波放送，ステレ1の中波放送も聴取できる．1．F．T．は広帯域切換えが可能であり，音質回路は低音高音とも増減可能で，新機構の音質指示装置つきである．出力段は6BM　8のづッ：」ユづ1レ回路で大きな出力もヒズミなく再生する．またパラ万スおよび同調指示用にマづっクァィがあり，左右のパラーJスを簡単に調整することができる．さらに電源は完全トラーvス式で，低音を上げても不快なハム音を発生することがない．なお補助端子付で，テレビの音声はもちろんステレォテーづレコータにも接続できる．　づレー？は直径25cmの大形ター−uテーづ1レを使用しており，強力大形の四極インタクショッモータとあいまって優秀なS！N比，Wow特性を誇っている．じリクァ・，）eは美しいパイづアームであり，カートリ・滅はつラづイーJ形にして特性の改善を図った．また針圧も自由に調整でき，ステレォ，LP用カートリリづにはdイ怖万ド針を使用しているので針交換の煩わしさがない．さらに大形のレコードヶ一ス付である．　構成はSTA−702形ステレ1アンづ，　S　TP−702形ステレォづレ＿Pの2点1式である．　おもな仕様　1．STA−702形ステレ1アフづ　形式　　3パンドチューす付ステレ1アンづ　受信周波数範囲　　右升ネ1レMW　535−1，605　kc　　　　　　　FM　76〜90　Mc　　左升ネ1レMW　535ヘユ，605　kc　　　　　　SW　3．85〜12　Mc　感度　極微電界級　出力無歪5W×2最大7W×2図16−18DSS−702形ステレオ装置　　Type　D＄S−702　stereo。（225）225卜一ッコーyトロール　BASS　50　c／sで　＋13　dB，−16　dB　TREBLE　15，000　c／sで　＋12　dB，一一ユ5dBFM　アーJテナ　300Ω平衡形真空管類　14球4タイオ＿ド（マJi　．）クアイ付）　6AQ　8　6BE　6×2　6BA　6×3　6AU　6　6AL　5　12A×7　6BM　8×4　5G・一・K20　6E5　ユS86　1N54A×3スE−tsパスレフ形2ウエイス6＿n　PW−203形20　cmウ＿っア　×2　TW−502形　5cmリゥイ＿タ　×2イーJte一タッス　　　16Ω　（400　c／s）公称入力　左右とも5W再生周波数　60〜16，000c／s電源　交流100　V，50c／sおよび60c／s消費電力　ユ35VA外形寸法　幅1，450×高さ870×奥行450mm重量　　　約64kg2・STP−702形ステレ才づレー恒二，。トモータ　4ス6一ド四極イツタク＝Jヨントタ　マづネチっク速度微調整装置付ターッテーづ1レ　直径250mmゴムシ＿ト付t°っクアリつ　づラライッ形ステレオクリスタJレじリクァ．りづ　ST−LP用　タイヤモンド針　SP用　　　サファイヤ針針圧　ST−LP　69（5−89可変）　　　　SP　　　12g（11−14g可変）電源　交流100V，50c／sまたは60　c／s消費電力　　15VA外形寸法　幅400×高さ135×奥行3ユOmn1．重量　　　糸勺4．5kgDSS−506形ステレオ装置　放送局で小形モニタス6一力に採用されているHi−Fiス6一力P−610A形（16cm）と高能率5cm％イ＿タTW−23形を使用した中級ステレォでその音質は定評がある．　アッづは両チャネルとも中波，短波のチュ＿ナ付で，出力管は6BΩ5で出力が大きい．マジっクァィ付でチューナの同調はもちろん簡単にステレ1のパラッスをとりうる．意匠は重厚華麗であり，大形レコードケース付である．わ226（226）16−19　DSS−506ステレオ装置pe　DSS−506　stereo．　外形寸法は　幅1，240×高さ738×奥行400mm　重量　　約30．8kgである．　構成はSTA−506形ステレォァッづ（STP−506形ステレ1づレー？ユニ”）トを含む）SS−506形ステレォス6＿力，　FB−506形ステレ1テーづ1レの3点1式である．　おもな仕様1・STA−506形ステレオアーJづ　形式　2バンドチュ＿ナ付ステレ1ア万づ　受信周波数範囲　　左右升ネ1レとも　　　MW　535へ1，605　kc　　　SW　3．85−12　Mc　感度　極微電界級　出力無歪3W×2最大5W×2　真空管類　9球　ユ2BE　6×2　12　BA　6×2　12　AV　6　　　　　　×2（マづリクァィ付）　6BQ　5×2　6　CA4×1　　　　　　6ME　5×1　電源　交流100V　50c／g．および60　c／s　消費電力　90VA　外形寸法　幅340×高さ328×奥行360mm　重量　　　　13．7kg　（ステレオづレー？ユニ・vト　とも）2．STP−506形ステレオづレ＿ヤユニ1。ト　モータ　四極イツタク＝Jヨー」f＿タ　（マづネチリク速度微調整装置付）　ターンテーづル　直径200mm　ゴムシ＿卜付　te”Jクアリづ　ターフオーパ形ステレオクリスタJレ　　　　　　t°・，クア・りづ　サファイP針使月1　針圧　ST−LP，　SP　とも　79．　電源　交流100V　50　cfs　または　60　c／s　消費電力　約ユ6VA　外形寸法　幅356×高さ］32×奥行259mm　重量　　　3．1k93．SS−506形ステレオスピーカス6＿力　P−6ユOA形16cmモニタスt°−to　　　　TW−23形5cmッゥィータイーJt°−jryス　P−610A形　16Ω（400c／s）　　　　　　TW−・23形　12Ω（3，000　c／s）公称入力左右とも3W再生周波数　70〜13，000c／s外形寸法　幅405×亘さ328×奥行345mm重量　　　左右とも5．Okg2コ2コ図16−20　Dss−307形テレオ装置ype　DSS−307　stereo．三菱電機・Vol．36・No．1・196246●4．　FB・506形ステレオテーづル　外形・1’法　幅1，240×高さ408×奥行400mm　重量　　　　　7．1kg　DSS−307形ステレオ装置　DSS・506形ステレォ同様スt：一力ぱP−6］OA形を使用した普及形ステレ1であるが，このクラスのステレォ装置としては音質抜群である．　アッづはとくに坂扱いが容易なよう留意してあり，中波のステレォ放送，短波放送が聴取できる．　づレー？ユニ1・」トはターッテーづ］レカミ大きくフiノ：」一トも容易に演奏できる　構成はSTA−307形ステレオアフづ，　STP−307形ステレオづレー恒二っト、SS−307形ステレォスピーts，　FB−307形ステレォテーづ1レの4点ユ式である．　おもな仕様　外形寸法　幅1，205×高さ740×奥行295・mm　重：量：　　　　　18．7kg1．STA−307形ステレオアジづ　形式　2パフドチューナ付ステレ1アー」づ　受信周波数範囲　　右升ネ1レMW　535へ1，605　kc　　　　　　　SW　3．85〜12　Mc　　左升ネ1レMW　535〜1，605　kc　感度　極微電界級　出力無歪1．5W×2最大2．5W×2　真空管類　8球1セレツ　　　　12BE　6×2　］2BA　6×2　12　AV　6×2　30　A　5　　　　×2　電源　交流100V50　c／sおよび60　cfs　消費電力　65VA　外形寸法　幅405×高さ295×奥行295mm　重量　　　6．3kg2．STP−307形ステレ1づレーPユニ”）ト　モ＿タ　4スピ＿ド，二極イツタクショ万モータ　　　　マづネチリク速度微調整装置付　ターJテーづ」レ直径ユ75mm　ゴム＝」一卜付　t°・，クア”）づ　ターツオーパ形　ステレオクリスタル　　　　じリクアっづ　サファイヤ針使用　針圧　ST−LP，　SP　とも　89　電源　交流ユ00V50　cfsまたは60　c／s　消費電力　約20VA　外形寸法　幅335×高さ113×奥行228mm　甫冒：　　　　　糸勺1．8kg3．SS−307形ステレ1ス6一力　ス1二＿力　P−610A形　16cmモニ9スt：一力　2コ　イー」じ＿タンス　ユ60　（400c／s）　公称入力　左右とも　3W　再生周波数　70へ13，000　c／fs　外形寸法　　幅340×高さ295×奥行295mm　重量　　　　　　糸勺3．5kg　16．家庭用電気品4．FB−307形ステレオテーづ1レ　外形寸法　　幅1，110×高さ445×奥行295mln　重量　　　　　　糸勺3．5kg　STP−304形ステレオプレーヤ　テレビ，　ラジオに接続してステレオレコード、LP・SPレコード，フーxノ：J一トの演奏ができるもので，意匠は青系統の色で統一されており典雅である．千＋ピネっトは大きくフタをしめたままで30cm盤が演奏できる．　おもな仕様　モータ　4スピード（毎分162／3，331／3，45，78回転）　　　　マラネチリク速度微調整装置付　ターンテーづ〕レ直径175mm　j’ts・J一卜付　じリクアリづ　ターvl一パ形　　　　ステレオクリスタルピ・ワクア・りづ　　　　サファイ？針イ吏用　針圧　ST−LP，　SPとも8g　電源　交流100V50　c／sまたは60　cls　消費電力　約20VA　外形寸法　幅377×高さ134×奥行283　mm　重量　　　　　糸勺3．5kg図16−21STP−304形ステレオづレー？Type　STP−304　stereo　player．3，2　　　T−480形テープレ：1一ダ　本機は普及形テーづレコータとしてT−760形の変わり形として開発したもので，とくにストロボ取付穴を設けたので，8ミリ映写機のト1として使用することができる．19cm／secと9．5　cm／secのテーづ速度は，…つのポターJにより簡単に切換えられる．またイ？ms−’Jで聞きながら，音質，音量の調整ができるモニタ用端子付，録音個所が一目でわかるテーづカウッタ，スマートなデザイッ，簡単な操作　など，760形に代わる普及形として，すぐれた性能を有している．　仕　様　　録音方式　　交流パイァス半幅録音方式　　テーづ速度　　19cm／sec　9．5　cm／sec　　使用テーづ　　最大7号図16−22　T−480形テーフレコータType　T−480　tape　re−corder．（227）　227　マイク　ス6一力　電源　消費電力　外形寸法　重量3，3リタイナミ1リクマイク10×15cm楕円形ACユ00　V　50　c／sおよび60　c！s70W幅343×高さ183×奥行263mm約8kg　　　三菱スピーカ　2　S−208形スピーカ装置　タイP卜一ッスピーカの性能，品質はすでに定評あるところであり，NHKおよび民間放送局に放送用モニタス6一力として2S−305形スピー力装置およびP−6ユ0形スt°一力を納入しているが，このたびNHK技術研究所との技術協力のもとに2S−208形スヒ三一力装置を開発し7月末最初の製品をNHKに納入した．　構成は2U−208形2ウエイスt“＿カユニ・りトとBR・−121形パスレフキ迂ネ”）トの2点1式である．スピーカユニ・・）トはPW−201形低域専用ス6−n（口径20cm）、　TW−501形高域専用スピーカ（口径5cm）、ハイパスフィ1レタ（MPコー」子r」サ）を一つの；」　一］・一・・uにつけたもので、これは2ウェイでっねに問題になるクロスォーパの周波数特性の品質管理を考慮したためである．　おもな仕様　　イフt三一タツス　　　16Ω　　出力音圧レdJレユ00　dB以E周波数特性ヒズミ率許容入力　外形寸法　重量P−107形スピーカ60〜10．000c／sの偏差幅ユOdB以内入力3Wで70，80，90、100，150，200，　400，　700，　1，000，　2，000，　4，000c冷およびクロスォーパ付近数点のtズミ率が5％以下70一ユO，OOO　Cttsで正弦波　　　　　　　2W音声信号のセv頭値　　10Wをユ0時間加えて異常がない幅530×高さ700×奥行310mm約20kgホームトランジスタラジォ用に開発したもので口径10cm、　T図16−23　2s−208形スピー力装置Type　2S−208　speaker．228　（228）図16−24　P−107形スt°＿力Type　P−107　t　peal〈er．R−803形∋オに使用している．　おもな仕様　　口径　ユOcm　　インピーQ’−Jス　　　　　8Ω　　最大許容入力　　2W　　最低共振周波数　170　c／s　　再生周波数帯域　ユ70〜6，000c／s　　高さ　　　　　57mm　　重量　　　　　　270g　P−108形スピーカ　イτ，タホー7Y兼用のホームトラッジスタラジォに使用すべく開発したもので，TR−753形うつオに使用している．　おもな仕様　　口径　10cm　　イ7，ピーcG　7’ス　　　　　50Ω　　最大許容人力　2W　　最低共振周波数　200　c／s　　再生周波数帯域　200〜6，000　c　／s高さ　　50mm看量　　20094，扇　風　機　36年度扇風機は，好天に恵まれて空前の売行きを示し35年度の記録を更新した．36年度の当社扇風機は，新鮮な意匠，使いやすいアイギィァを採用するとともにむだを排除した実用扇にすることに主力をそそいだ．　扇風機の実用性を左右する油切れおよびモータの振動を防止するための自動給油装置，卜1レクリっづ1レのないトタを全而的に採用した．また使いやすさをますリモート首振装置の全面的採用により断然他社を圧することができた．　ファ7Jクーラの冷暖房能力がようやく認識され高く評価されるようになり，機種の数を一挙に3機種に増加しその需要にこたえた．今後の需要の伸びを考えいっそうの研究を行なうべき機種であると考えられる．　換気扇の需要の伸び方は36年度にはいりまことにめざましいものがあり，当社は増産と新機種の開発によりこの需要にこたえた．　4，1卓上扇　お座敷扇　35年業界に先がけて発表したリモート首振装置は，断然他社を圧して好評を博したが、36年はこの装置にさらに改良を加えて全面的に採川した．意匠も近代感覚にマっチした洗練された．、：ザイ7；にさらに修正を加え，落ち着いた色調と涼感を呼ぶ透明づラスチリク羽根を大幅に採川して圧倒的な人気を博した．　とくに36年は機能，品質の面で数多くの改良を行ない，自動循環給油装置の全面的採用とモータの改良により、単相誘導電動機特有の　トルクリっづル　と軸受の油切れに起因する機械的な振動や騒音などを完全に取去って完壁とした．三菱電機・Vol．36・No．1・19624t、L●　自動循環給油装置　油が自動的に毛細管現象で循環し，軸ぱ完全に油膜に浮いて回転し，軸受が摩耗せず，温度も・ヒがらず、性能がいつまでも変わらない．　フロントパネル方式　速度調整スイリチ，タイムスイll」・f、リ1一卜首振スイリチを扇風機スタッドの前面に集中して操作をしやすくしたフD：yトパネjb方式は、35年来意匠分野において新しい扇風機意匠の進み方を示すものとして注目をあつめたが，36年はこれをお座敷扇全機種に採用して好評をはくした．　リモート首振装置　画期的なアィディァとして発売以来好評のり�`卜首振装置にさ醐，菜フレーム切噂　ノ　ソ　r’タノレ1・押え1ン　図16−25　n動循環給油装置Automatic　circuiatic）n　oil　feadingbearin9．　　　　　夢d鱒ge’図16−2730　cm細目扇（DM−30　NJ形）30cm　Fine　mesh　fan．図16−29　30cmデうリクスファン（R−30EC形）30cm　De，luxe　Ian．16．家庭用電気品縫藤図16−26　25cm　rw　H扇（DM−25　G形）25cm　Fine　mesh　fall．Ns図16−2830cm高級お座敷扇（R−30G形）30cln　High　class　OZASI−II−KI　fan．図16−30　35cmお座敷扇（RM−35　AC形）35cm　Room（Ozashiki）fan．らに改良を加えて速度調整用ロータリスイ1りチと同軸の二1穆｛イ？Jレ機構を発表して，その操作を…段と容易にした．　つぎに代表的な機種について簡単に説明をする．　30Cm細目扇（DM−30　N」形）　涼味あふれる二菱独特のスワーJ形スタパで，安定したヂザインはきわめて好評であったが，振動騒音の絶滅で一段と改良された．リモート首振装置は速度調整用ロー列スイvチと同軸の二重iイヤルで操作ができ、押しポターJ方式によるリモートコry卜o−）レスィ”）チを取付け，またこのリモートコントロー；レ用コードは三菱独特の塩化ピニーJレ製着脱づラづコーJセ’Jトで着脱自在である．　30cm高級お座敷扇（R−−30G形）　優雅な意匠と落ち着いた色調はとくに和室のムードによくマ・リチして好調な売行きを見せたが、スクリュー式伸縮機構は扇風機の高さを4割も変えることができるほか，着脱自在の押しポタ：yリモ＿トコvトロー1レスイ・vチ，押しポタ7．．J速度調整スイリチ，o一ダパースなどの機構を備えている．　30cmデラックスファン（R−30　EC形）　オ叫レ前面操作のフ07vトパネルにステ：ルスパイつの涼感を十分に生かした見た目にも涼しい完・リクス版で，性能機能，便利さなどあらゆる面で扇風機の最高水準を行く三菱自慢の機種．　4、2　ファンクーラ　当社が他社に先がけて開発したファrノクーラは，35年度そのすぽらしい冷房能力に好評を博したが，36年度はさらに前面において風向、風速、水量などの調節が同時に操作でき，また冷却水入口、出ロホースの接続法，騒音防止などに改良を加えて品質，性能，デザィッともにいっそうすぐれた新形3機種を開発し、営業用、家庭用に簡易冷房装置として発売した．　∋コ形は和洋室いずれにも調和するが，とくに狭い部屋などの台やたなの高い所に据付けるのに、タテ形は床上に据付けるのに好適である．　　1年を通じてほとんど温度の変わらない清冷な地下水を冷媒として、高能率の冷却器と軸流送風機によって小形3，000kcal大形5，000　kcalの熱交換能力を発揮してすばらしい冷却効果を一ヒげるぼかりでなく気温の上昇に伴って冷房能力が比例的に増加し，従来の冷房装置には見られない特長をもっている．また冷房ばかりでなく冬には温湯を通せば（60℃3　1／minでは約4，000　kcal）快適な暖房効果をあげることができ，現在温泉地において　も大変な好評を得ている．　以Lのようにファvクーラは地下水、温湯が簡単に入丁できるときは、従来の冷房装置にまさる冷暖房能力を有し，安価にしかも容易に据付工事ができるということで発売以来市場の絶賛を博した．　　このため36年度には各社ともこのファryクーラの生産に乗り出す結果となった．この事実からしても将来性の大いに期待のできる新製品といえよう．（229）　229図16−3130CmファンクーラAB形（AR−30　AB）30cm　fan　c《）oler．図16−32　30cm　つアv7一う　図16−33　40　cm　つアンク＿ラAB形（AR−30　B）　　　　　　　形（AR−40　A）30cm　fan　coc）ler．　　　　　　　　　40cIn　fan　cooler．表16−2　仕様一覧表品名13°cm∠蒔クう3°cm　9　’li，・ンクーラ［4°cm砲クーラ形名外形寸法（mm）（高さ×幅×奥行）電源（V）周波数（CIS）消費電力（W）50c／s60csモ　ー　ト　ルフ　　ァ　　ン風　量（m3．i　min）50e！s60c／s冷房能力（kcal’h）冷媒水（井戸水）　（1／h）重量　（kg）イ寸　属　品AR−30AB550×750×45010050，’607383コンfンサーモートyL　　2填30cmフラスチック製　強力羽根2個3236標準3，00050035ホースパンド4個AR−30B943×536×4ア510050／60ア383コン丁ンサーモrトル　　2基30cmフ‘ラスチック製　強力羽根2個3236標準3，00050039ホー“Kバンド4個AB−40A1、083×556×53010050i60160180コンデンサーモートル　　2基40cmプラスチック製　強力羽根1個4655標準5，00072060ホースパンド4個　4．3　換　気　扇　36年度は当社の換気扇系列の中に，台所専川扇として厨房用換気扇が登場した．換気扇が工業用として出発しそれが家庭用に進出して数年になるが，現在では家庭用として使われる数が急激に増加して来ている．　換気扇を家庭用として使った場合には，その使用状態から考えて数多くの考慮が必要になってくる．排気の日的が単なる空気ではなく調理の際に発生する煙や水蒸気それに油蒸気であることもその一例である．このような使用状態の相違から工業用として開発した換気扇を，家230　（230）N図16−3430Cm家庭川換気扇（日動＝」？，リタ）30cm　Home　ventilatingfan　with　automatic　shutter．｝図16−3530Cm厨房用換気扇30cln　Kitchell　ventilatingfan　with　interl｛｝ck　shutter．図16−36　20Cm厨房川換気‘［・120cm　Kitchen　ventilating　fallwith　interlockドhしlttel・．庭用として使用することは需要層に満足を与えることはできないので，換気扇に関する市場調査を実施しその結果に基づいて家庭用換気扇と厨房用換気扇を完成した．　家庭用換気扇・厨房用換気扇　この換気扇を開発するに当たり、とくに考慮した事項はつぎのとおりである．　1　排気の目的が煙や油蒸気であるため非常によごれ　　やすいし、それを清掃することもむずかしい．　2．　羽根に付着した油が周囲に振り飛ばされ部屋をよ　　ごすので，これを防1Lする．　3．　つねに水蒸気の影響を受けるためさびやすい．　4．換気扇の取付けが，むずかしく手同がかかる．　5．家庭用であるから，騒音は極力低くすること．　以上のことから，家庭用および厨房用換気扇に業界初のアルマイト仕上を採用し，絶対にさびず、よごれも簡単にとれるようにした．しかも銀白色の換気扇は台所の清潔感を一段と引立てることができるようになった．羽根に付着した油が周囲に飛ばないように，羽根の回りを油受で囲み、飛び散った油は油受の内側にたまるので，外からはよごれがまったく見えない構垣になっている．しかしこの油受はッマミー・つをゆるめるだけで簡単に取はずすことができるので，清掃は簡単にでぎるのが特長である．　風音は長期にわたる試験と研究の結果きわめて低く，今までの換気扇の致命的な欠点である取H’け，取はずしの困難性を，取付板（実用新案申請中）の採用により解決したのでドライバを使わずに換気扇の取付け，坂はずしができるようになっている．三菱電機・Vol．36・No．1・1962イt図16−3714Cm　bイレlvトフアン　（VX−14　A）Type　VX−14A　toilet　fan．一図16−38　トイレiPトっアン構造図　Toilet　fan　construction，そフ図16−39　トイレットファv取付図　　Toilet　fan　installation．h　4、4　トイレットファン　生活様式および生活感覚の急速な進歩に伴い　トイレっトの悪臭を除去する必要度が高まってきた．　現在ではまだ水洗便所の普及率は非常に低く汲取式便所が大部分をしめている．　この汲取式便所の換気方法として，換気扇を室内に取付ける方法は換気効果を満足させないために，トイレっト専用扇が必要となった．　新開発のユ4cmと18cmトイレっト専用扇は，換気方法が適し，換気量も完全密閉された便所などに有圧換気扇であるところの，トイレリト専用扇は十分な効果を得ることができる．　便所から発生する悪性ガス（アッモニァ・硫化水素）により腐食されるのを防ぐ日的で，主要部分はステーJレス鋼板を使用し、他の部分はメっキした日こさらに塗装を施し耐食効果を十分満足させている．　取付方法は非常に簡単で現在使用されている排気筒上にある自然風排気扇を取はずし、トイレ1リトファ7Yをのせネづで固定するだけでよい．　また便所の位置・構造などから屋外高く設置し換気する必要がある．したがって直接本体が風雨にさらされても，回転部には影響のないように非露出形としてあり，かつ排気される風のノ∫向も悪臭の影響のないように設計されている．トイレっトのほかに，暗室など小さなタクトで大きな換気を計る必要がある所などにも適する．5，　ミ　　シ　　ン　36年度の三菱ミシンは，家庭用，工業用にわたり，新しく4機種を加え、その斬新な意匠と新機構で非常に好評を博した．　すなわち、家庭用ミ：J−」としては、HA　1−MS形（直線本縫、カム天ピの，HE　3形（直線本縫、携帯用電動式）の2機種を，また工業用ミ：fJとしては，　DN　2形（工業用二本針針送りミ：J−J），DM　2形（工業用二本針二重環縫）の2機種を開発した．　HE3形家庭用電動ミシン　はじめからモータ駆動用として設計され，この電動ミ＝」．−vの特長は，　L　本体はアルミタィカスト製であるから，非常に軽く，　　ポータづ1レケースを使用すれぽ場所をとらず，また持運　　びに便利である．　2．　ミ：」−Jモータを，アーム内部に格納しているため，外　　観，意匠が優美である．　3．モーS駆動のため逆転することがなく，また長時　　問仕事をしても疲労することがない．　4．返し縫はレパー式で操作が非常に容易である．●llllPtllev図16−40　HE　3形家庭川電動ミシンType　HE　3　portable　sewiIlg　m三1−chine．16，家庭用電気品図16−41DN　2形工業用2本針針送り三・JンType　DN　210ck　stitch　sewing　ma＿chine．（compaund　feed）図16−42　DM　2形工業用2本針二重循環縫ミシンType　DM　2　chain　stitch　sewingmachine．（231）　231　5．　ツートーJカラーで，トリづカパーに糸巻装置が内蔵して　　ある．　6．　1回転式押え調節器で操作が便利である．　DN2形工業用二本針針送リミシン　布地面のすべるものを2枚合わせて従来のミ＝」；ノで縫った場合，上布と下布とが終端においてズレてくるので．これを防止するため、針を布地に突き刺して布地を送るミ：J−Jである．　おもな仕様縫速度　　4，000針f分用　途　靴sスキ縫　日　　0〜4返し縫不可針　幅　　3．2〜3．8mmカ　マ　　水平全回転力マモータ　　SN　320形クラっチモータ　DM2形工業用二本針二重環縫ミシン　現在製作しているDV　2形二本針二重環縫ミ：」−Jは筒形であるがこのミ：J’Jは普通の平N・Vトで使用しやすいようにアームを11度傾斜させてある．　おもなる仕様縫速度用　途縫　日針　幅給　油モータ5，000針／分ズポッ，　シ1一ツ，　作業着0〜4mm3．2−6．35mm返し縫不可羽根ポッづSN　320形クうっチモ＿タ　RN−11形職業用ミシンモータ　家庭用ミー［vモータRN−2　A形は家庭用足踏ミシンに簡単に取付けられて電動ミ：」−Jとすることができ好評を得ているが，ミ：J−」の原動力としてはこのほかに工業用ミシッに使用されるクうっチトタがあるだけで，職業用ミ：」−Jを使用している方面からこれらの中間程度のミ＝」−Jモータが要望されていた．職業用ミ：」ンの回転力回転数特性は家庭用ミ；JVと大差ないものであるが，職業的に使用されるため回転数が高く所要回転力も大きいと考えられる．したがって従来の家庭用ミ：Y−Jモータより出力の大きいものが要求される．さらに弱ザづミ：」−」などでは送り，縫い目幅など複雑な操作を要するのでE一タ速度の安定な制御および急速な制動が要求される．RN−11形ミ：J’」モータはこの要望を満たすべく開発されたもので、モータ部分は速度制御の容易な単相直巻電動機でその回転力回転数特性は職業用ミ諏に適合するようにとくに考慮され，その制御装置であるSC−1ユ形コ7」卜o一うと連動するパッドづレーi装置が設けられ急速な制動が可能である．さらにSC−11形コこ・卜D一うはオートト≡ス式制御方式を採Hiして損失の少ない安定な操作ができるよう設計されている．　仕　様　　形式　　RN−11形ミ：」−Jモート1レ（SG−　11形コーJトローラ　　　　　　付）232　（232）図16−43　RNI1形ミシンモーySewing　machineInotor．電源　　AC　100／1］OV　50f60　cis電流　　1．5A出力　75W型式承認番号　　▽9−1917重量　　RN−11形ミシツモータ　　1．5　kg　　　　SC−11形コーy卜o一ラ　　1．2　kg付属品　　　　木ネジ，Vペルト取付用形紙、取付用相レbす1・）卜，　　　糸巻装置取付金具6，編　　機　36年度製品としてMH−15形編機を発売した．本機は好評を得た35年度製品MH−10形をさらに改良したζ］図16−44　MH−15一凌編機Knitting　maclline．ものでその特長仕様はつぎのとおり　特　長　　1．数ある編機のうちでもっとも小形軽量である．　　2．　じょうぶで美しいピニト1リづ製ケース，サピないステーJ　　　レススティール製の本体である．　3．　模様編が簡41i．にかつ自由にできる自動模様編器　　付である．　4．　当社独得の小形1一トテーJ・iYヨvで毛糸の引きが理　　想的に行なわれるため編み一Lがりがとても美し　　い．　5．編み上がり段数が．．・目でわかるタイヤル式段数計　　付である．　6．　極細毛糸並太毛糸はもちろんのこと、レース糸・　　サマフ・・）クレ・モヘヤ・川レキー？一ン・ストロー？一：vのよう　　な特殊毛糸までが均一・化された美しさで編める．仕　様針　数形6”Jチ全　長200本　　（200　［i）動針形4．5mm1，000mm三菱電機・Vo1．36・No．1・19624ケース幅ケース厚み全重量155mm72．5mm7．2　kg7，電気冷蔵庫　36．年度家庭用電気冷蔵庫は、冷蔵庫の　トリづ1レクラウv，「強い冷却」「霜取り」「殺菌」のセー｝レスス0一ナ�dのもと，充実した機種と品質とにより，35年度にもまして好調な売行きを示した．　機種　この年発売した全機種の仕様は表16−3のとおりであり、36年より新たに加わったコッパクトタイづのMR−080B形とともに9機種の多きに達した、技術水準の高さを示す二極｝づレ”）サ使用のMR−080　B形、　MR−095　E形，霜取り装置と殺菌装置をあわせ備えたスー11−i’ラ”）クスのMR−095　CDS形，　MR−110・HDS形，ホっ団ス’式霜取装置のMR−205　BD形，　MR−250　BD形，は特筆すべき機種である．　意　匠　35年度，：業界のト・i）づを切って販売，好評を博したスクェ？タイづ（角形）を1101以下の全機種に採用し，　トピラ前面に大きなつラスチリク製のアイポリ，づリッ，コパ1レトの3色の」コラーパネルを機種により使い分け，また，庫内の冷却器トピラやバター千一71つタには透明なづラスチっクを使用するなど，流行のトリづを切る新しい感覚のものを作った．　特　長　三菱電気冷蔵庫のメリ・t・トの豊．富さは従来より定評があるが，36年度もさらに多くのメリっトを実施した．その代表的なものを次にあげる．　L　　コツパクトタイづ，　ホームタイづ　手ごろな値段で実用的な機種として，MR−080　Bコンパクトタイづ，MR−095　Eホームタイづがf乍られた・この2機種には高度の技術を必要とする二極コツづレリサを用い，内箱には断熱性・耐食性のすぐれるづラスチiVクの真空成形品を使用するなど，新しい技術が生かされている．　2．　　二極コンづレ、リサ　冷蔵庫に使用されるコツづレi・）サは小形・高性能化の目的で二極モートルのものが望まれていたが，長年の技術研究の結果ついに完成し36年度製品に登場した．このコフづレっサはコッもサモート】レを使用しているので従来品に使用している起動継電器は不要となり，ラづオ・テレビへの障害もないという特長もあるt　3．　自動霜取装置表16−3　1961年形三菱電気冷蔵庫仕様一覧表形名MR−250BD総　内　容　積　（の250有効内容積（の235MR−2・5BD　1　MR−11・H・・1　MR−ll・H・［MR−11・H2051901｜9119ll3113獺高・幅・奥行（mm）1・512・・・・…6i・312・・・…7・｜1’127・54…461，1・12・・54。×54・1191131，127×540×546MR−095CDS聯・幅・奥行（mm）L16・・・・・・…9・・・・…427［715・42…ア・1　n5・・…37・9592982×540×546ア15×420×3ア6　5ア0×420×384MR−095CD9592982×540×546570×420×384キ　ャ　ビ　ネ　ッ　ト高　　級　　仕　　上　　鋼　　板特殊合成樹脂塗装断熱材ガ　　ラ　　ス　　ウ　　ー　　ルMR−095E9493982×540×5465ア0×420×389MR−080B80799ア2×485×543560×365×393〃　（内箱硬質塩化ビニル）〃（一部フt一ムポリスチレン）冷凍装置誓酩。ll9°（V　　l25W起動コンデンサ付）密閉形　100V　100W　　　　　　　50／’60cis　　（起動コンデンサ付）．密閉形100Vア5W50160　c！s（コンデンサモートル）冷媒R　　−　　12冷却器アルミロールボンド　　全　幅　箱　形、自動霜取装置ホットガス式殺菌灯オフサイクル式GB−2形5wlアルミロールポンド全　幅　L　形パイロットヲンプオフサイクル式GB−2形5wlネオン0．35Wアルミロールボンド　　L　　形6庫　　　内　　　灯15W　カパー付　防湿構造ト　ビ　ラ　だ　な段　　卵20コ・婁忍憂一　　ポックス　　ビール10本　　卵10コ良錫蠕　　ビール8本農｛鷲駕．良懸棄え難1　5本　イ羨｛竃�`製　　氷　　量　（9）1，200L200600600300600製　　x　　皿大2（レバーf・D大2（レパー付）・・（仕切フフスチック）・・（仕切フフスチック）・・（仕切フフスチック）・・（仕切フフスチック）・・（仕切フフスチック）小く砦）・・（仕切フフスチック）皿　　L　　げ1111｜111露受皿兼用肉　　　　　皿｜セット1セット1セット｜セット｜セット1セット1一セット1コ1コた　　　　　な・麟）3（〃）3（〃）3（〃）3（〃）2（〃）2（〃）・（引出式上下10段調節）・（引出式上下10段調節）野　菜　入　れ11111一　一一温度指示計1（トビヲ外面）1（トビラ外面）1（たな）1（たな）1（たな）1（たな）1（たな）一一トビラ用錠カギ　2カギ　2カギ　2カギ　2カギ　2カギ　2カギ　2カギ　2カギ　2フレッシュパツグ奈；）1式奈；）は鵠）1式持）1式奈；）1式奈；）1式糧）は一一脚　　ゴ　　ムあ　　りあ　　りあ　りあ　　りあ　　りあ　りあ　り　　調　節　ネ　ジ2222222一一製　品　重量（kg）12211165656559594342型式承認番号▽9−1294▽9−1294▽9−2094▽9−2G94▽9−2094▽9−2094▽9−2094▽9−2249▽9−224916．家庭用電気品（233）　233　図16−45　MR−250　BD形Type　MR−250BD　refrigerator．　図16−48　MR−09．　5　CD形Type　MR−095　CD　refrigerator．i　図16−46　MR−205　BD形Type　MR−205　BD　refrigerator．　　　翻薦評蒙　　　灘⊆撫一∴…矯難デベ1−…ぷ糠　》でき§、メ慧l　　　　　　t！　　　　　　｛　　　　　St，1／gl／iagf£i’i’igig／gi．　図16−49MR−095　E形Type　MR−095　E　refrigerator．　35年度業界のトリづを切って採用し好評を博した自動霜取装置を，36年度も多くの機種に実施した．とくに業務用の大形冷蔵庫には，急速に霜取りのできるホリトガス式を採用した．また，肉川1は霜取後のドレーJPt理を容易にするため新しい構造のものとした．　4．殺菌装置　冷蔵による食品の貯蔵効果に，殺菌効果をづラスした殺菌装置付の電気冷蔵庫は34年発売以来三菱の独壇場であるが，36年度は自動霜取装置と殺菌装置をあわせ備えた豪華機種を発売し需要に応じ切れないほどの好評を得た．　5．　　コーナータイづ　1101以下の全機種をスクェヤタイづ（角形）とし，トピラを90度開いた位置でキ寵ネリト側面よりトピうがはみ出ないコーナータイつとした．トピラ内板もこの特長が生きるよう独特の形状のものとし，また角度調節式のドァストっパ　も取付けた．8，電気洗タク機　36年度の洗タク機は機種の増加，当社洗タク機の特長の認識，活発な市況によって35年度に比し一段と活234　（234）　　図16−47　MR−110　HDSType　MR−110HDS　refrigerator．　　　　　　　　　　　　図16−50MR−080　B形　　　　　　　　　　　Type　MR−080　B　refrigerator．況を呈した．春にはヒータ付遠心脱水機，および脱水乾燥洗タク機を発売．　ボンつの強力さにおいて好評だった吸排水Jli　−Jづ付洗タク機は，渦巻式から自動反転式に改良し、さらに好評を得，夏には中級品および普及品の2機種を発売し高級品から普級品まで6機種の商品をそろえて品質の向一ヒを計り、使いやすい洗タク機の発売に主眼をおき市場の好評を得た．　つぎの当社洗タク機の共通特長は、需要者の認識を深め洗タク機販売増の大きな要因となっている．　1．　コっク排水方式　洗タク機の排水方式は従来2本の排水，ユス干ホースをはずしたり，かけたりして排水，とめ水をする原始的な方法にたよっていたが，当社洗タク機の中級品以上には，洗タク機上面のコ”）クハンド1レの操作によって排水，とめ水，ユス干排水ができる．　ホースのかけはずしの手間がいらず，使用」二便利を計った．　2．　絞り圧力調節装置付大形絞り機　当社中級品以上の洗タク機絞り機o一ラ幅は，275mmの大形で他社に比しいちばん長い．その上，厚もの薄も三菱電機・Vol．36・No．1・1962のにより絞り圧力を調節でき、なお調節具合が・目でわかる指標がついている．　3．　洗タク機専用モート」レ　当社洗タク機モート1レは洗タク機ごとに設計してあり．すでに定評のあるところであるが，とくに注油の必要もないので安心して使用できると好評である．　以下各機種について述べる．　MD−100形ヒータ付脱水機　遠心脱水機とヒータを組合せたもので，高い脱水率とt一タによる熱風の効果と相まって乾燥を行なうように表16−4各機種仕様一覧形名EWD−402形EW−503形EW−605形MD−100形CW−701形洗タク方式渦巻水流自動反転式渦巻水流自動反転式渦巻水流自動反転式　渦巻水流自動反転式容　量　（kg）1．51．8じ51．81．8外形寸法（mm）幅×奥行×高さ480×450×900幅×奥行×高さ480×450×900幅×奥行×高さ4ア0×4GO×889幅×奥行×高さ390×400×ア50幅×奥行×高さ765×420×800重　量（kg）3229253356型式承認番号9−22｜29−20249−2041一9−2024電源電圧周波数単相100V50c！s60c！s単相IOOVsOc／s60c〆s単相100V50c！s　60c！s単相　　100V　50　c／s　60　c〆s良1相　100V　50　c／s　60　c／s電　動　機　　SLW−6形コンデンサーモータ　　SLW−5形コンデンサーモータ　　SLW−5形コンデンサーモータ　　SLW−7形コンデンサーモータ洗SLW−5形コンデンサーモータ脱SLW一ア形コンデンサーモータタイムスイッチゼンマイ式15分計ゼンマイ式15分計ゼンマイ式15分計ゼンマイ式30分計　　．一洗ワーレンモータ式15分計脱ゼンマイ式30分計ユスギ装置オーバーフロー式オーバーフロー式オーパーフロー式一、オーパーフロー式’一ポ　　ン　　ゾ吸排水ボンプ付　一一　排水装置コック式コック式ホース式一コック式　．ヒータ（W）一一一一600600絞　　り　機手動ローラ圧調付手動ローラ圧調付手動ローヲ（遠心脱水）（遠心脱水）hb歎’k理、．；、　麟tttt）t，　　　＼　　　　　　　”　　　　　　　　　　A図16−51MD−100形ヒータ付脱水機Type　MD−100with　heater．dehydrator図16−54EW−503形自動反転洗タク機Type　EW−503　automatic　revers−ing　washing　machine．16．家庭用電気品一一・＿≡P・図16−52CW−701形脱水乾燥洗タク機Type　CW−701　washing　machine　withdehydrator　and　drier．図16−55EW−605形自動反転洗タク機Type　EW−605　automatic　reversingwashing　machine．図16−53EWD402形吸排水ボンづ付洗タク機Type　EWD−402　washing　mach−ine　with　suction　and　dischargepump・図16−56　洗タク機用RM−11E形自動反転タイムスィッチTime　g．　w　itch　for　automaticreversillg　of　washing　mach−lne．（235）　235なっている．またワタをひらくと自動的につレー千が働き，また偏心による異常振動を防ぐため、安全スィリチがついていて危害予防の考慮も十分に払った．　CW−701形脱水乾燥洗タク機　自動反転式の洗タク機と前記のヒータ付脱水機を組合せたもので，洗タクから乾燥までユ台で行ない得るもので高級層を対象としたものであり，洗タク作業が手順よく進められ，脱水率も高い点が特長である．　EWD−402形吸排水ポンプ付洗タク機　EWD−401形の改良品で洗タク作用を一方回転から自動反転式に変え，しかもその意匠を改善し，使用上の便利さをいっそう考慮したものである．ポッつの吸排水の性能と取扱いの容易さから市場で好評を得ている．　EW−503形自動反転洗タク機　EW−502形の改良品で意匠と使用ilの便利さを改善したものである．当社洗タク機の中での標準品で愛用者がもっとも多い．　EW−605形自動反転洗タク機　EW−601形の意匠取扱いを大幅に改良したもので，小形軽量にもかかわらず1．5kgの洗タク容量を持ち十分な能ノコを発揮している．普及価格の実用本位のものである．　8，1洗濯機用RM−11E形自動反転タイムスイッチ　電気時計式自動反転タイムスィ1・チで　自動反転式洗タク機用として開発した．動力源に強力ワーレッモータを使用しており，自動反転スィ・リチは当社独特の切換方式を採用した．外装は鉄板製密閉ケースにて防水形とし従来のものより小形になった．　仕　様電源電圧周波数最大セ・v卜時限反転時限100V50c／s　　60　c／s　4し∫Hユ5分30秒ごとに反転9，電気掃除機　電気掃除機は最近急速に家庭で使われてきた．　したがって，35年度にくらべて普及率も，全国の生産も約2倍に躍進した．全国生産は過去1年間に100万台を突破している．こういう状況で家庭電化品として根をおろしつつあるということができよう．こういう環境にあって，当社の新製品は，形式，容最ともに変化のあるものをそろえ、従来よりもいっそう強力で幅のある製品網を打ち出し，充実した販売ができるようになった．　とくに36年度は，いわゆる「三つの秘密」として，独特の機構，性能をもった電気掃除機として，　「品質＋使いよさ」という評判をもって，市場へ迎えられたことは特筆されるところであろう．　TC−260形電気掃除機　仕様ならびに性能　　形式　　　角形シリッタ236　（236）　　図16−57　TC−260形電気掃除機Type　TC−260　electric　c［eaner　components、　容量　風量　真空度　製品重量．特　長　1．　2．　3．320W1．7m：3／min980mm水柱4kg　　　小形軽量の家庭用　　　騒音が少なく吸引力が大きい　　　「一三つの秘密」リトトスイリチ付，たたみ，じゅう　　たんに使いわけられる床づうシ，洗って何度でも　　使えるパーマネットタスタをもっている．　4．豊富で使いよいアタ・・チメ：ノトがあるTC−501形電気掃除機仕様ならびに性能形式容量風量真空度　製品重量特　長　1．　大形，大容量家庭用および事務所用　2．　吸引力はとくに大きい角形＝」リフタ500W2．4m3／mill1，100mnl水柱8kg　　　　図16−58　TC−501形電気掃除機　　Type　TC−501　electric　cleaner　components．　3．「三つの秘密」TC−260形と同様の機構をもっ　　ている．　4．　大形で豊富なアタっチメv卜付TC−350形電気掃除機仕様ならびに性能三菱電機・Vol．36・No．1・19624i図16−59TC−350形電気掃除機Type　TC−350　electric　cleaner　colnponents．形式容昂：風量真空度　製品重量：特　長　ユ．　安定がよい家庭用ポっト形　2．　騒音が少なく強い吸引力　3、　大きい集弘容量　4．　独特の3大特長　　吸込が強いので掃除のスじ一ドァ’・）づができる．集　ジン量を知らせるタスタうッづ．　　太くてじょうぶなホースをはじめとする便利なア　タ1ッチメ：ノト．ポ・パ形320W1．8　m31min980mm水柱4．7kg　　　　　　10，電気ジュースミキサ　ジュースミキサはすでに10年の歴史をもつ製品で、性能，価格ともに安定している．　最近の食生活が単に栄養価の充実から脱して，食品に含まれる，小量要素をとり保健代謝をうながす傾向にかわってきたこと、育児の方法，嗜好の変化などによって，ジ亡スミキサは利用されている．36年度の新製品は1種類であったが，従来の小形ミ千サである　JM−602形とともに，Ii生能、デザイン　の良さによって人気を博した．　JM−802形電気ジュースミキサ　仕様ならびに性能　容量　　　800cc　消費電力　180W　電動機　　単相直巻整流子電　　　　　　動機高速12・000・pmt2段ス6一低速10，000，pmFF切換え　製品重量　4．3kg特　長　1．　　弓蛍力なモートル　2．　焼入ステンレス製6枚刃に　　　よる高切削性能　3．　美しいデザイr」16．家庭用電気品］：’凄図16−60JM−802形電気ジュース三村Electric　juice　mixer．　　　　　　　11，電気カミソリ　電気力ミソリは36年度に発売した新製品である．ひげは人により顔以ヒに、複雑であるので、好みもはげしい．また使用場所によって便，不便もちがうので同時に2種類発売した．　SV−1形電気カミソリ　仕　様　　駆動方式　　　電磁振動式（普通のものとはちがい，永久磁石を　　　　併用した当社独特の強力形である．）　　電源　　　単相交流100V50，／60c／s　　振動数　　3，000／3，600　c／m（50／60c／s）　　消費電力　ユOW　　製占II｜重量　　330　g　特　長　　1．　独特の強力振動形　　2．長い毛にも短い毛にも適する（男性用ばかりで　　　なく女性用としてもよい）　　3．　故障がない　SM−300形電気カミソリ　仕　様　　駆動方式　モータ回転式　　電源　　　単二乾電池3個使用DC　4．5　V　　製日吉重景：　2909　特　長　　L　小形，軽量携帯に便利　　2．　切れ味がよい図16−61SV−1形電気力三ンij　　　Electric　razor．愚図16−62　SM−300形電気力ミンリ　　Electric　razor．　　　　　　　12，　家庭用暖房器　36年度暖房器はほとんど全機種にわたり統一一した子ザインで新形を開発し、のキe・vチフレーズで販売し好評をはくした．（237）　237　以下新製品について紹介する．　12，1　ア　ン　カ　K−403形平形アンカ（100V40W▽8−2707）　金属製ケースにコ＿）レテーJをはり付けた密閉丸形のア”Jhで、発熱体にはFi形のスR一スt一タを使用しているのですぐ暖かくなり，温度分布もよい．コード中間スイ・，チ付としてより使いやすくした．　‘　（色は，チェリク，赤，づリント、づ1レー）　K−21形山形アンカ（100V60W▽8−2649）　主として関西地方向として生産したオーソS’　・，クスな9イづの木製山形アーvnで，普及形として発熱体はポtl：ノ式を採用してある．　K−22形山形アンヵ（100V60W▽8−2649）　踏板部分にコー；レテッをはり付けた以外K−21形と同じである．　（色は、チエリク，赤、づ1レー）　K−63形山形アンカ（100V60W▽8−2731）　金属製踏板にコーJレテッばりした密閉形で，コード中間にリモートコットロー；レ4段切換押しポタツスイリチを付けた高級アーJ力である．　K−201形山形ソフトアンヵ（100V20W▽8−2686）　アン力全体はもっとも進んだ合成樹脂スポ滅（ポリエーテルフf一ム）を使用し，コー1レテ：ノ化粧袋で包んだソフトァ“J力で，発熱体部分は着脱式で完全防水になっている．またコード中間スイっチ付としてあるので使いやすい．　（色は，チ’ll・」ク，赤、づ1レー）　K−40形大形ソフトアンカ（100V40W▽8−2750）　アv力全体はポリエーテ1レフi一ムを使用し，コ叫レテーJ化粧袋で包んだ大形高級ソフトァンカである．発熱体は完全防水，着脱式で，コード中間にリモートコット0−）レ3段切換押しポターJスイ”）チを使っているので，使いやすく、アvhとしてだけでなくクiV：Jヨv（スィ1呼を低として）としても使用できるようになっている．　（色は、チェリク，赤，づリーッ）　12．2　ホーム：1タツ　CH−403形反射式ホームコタツ（100　v　400w▽8−2681）　とくに寒冷地向けとして生産された機種で、CH−402形の発熱体をCH−301形の砂うに取付けた製品である．コード中間スイ1ワチ付のため使いやすい．　CH−411形反射式ホームコタツ（100v400W▽8−2696）　ホームコタッとしては他社に例のない当社独特のスR一スt一タを使用しているので，寿命は半永久的であり，均等でソフトな輻射熱を放射する．捗ラは従来のエレVS　−Jトな感じをくずさず，かつ新しい感じをもたせた格子状のデザィッで、新方式（スうイド式）の発熱体部分着脱方式になっている．　CH−513形反射式ホームコタツ（100V500W▽8−2749）　発熱体として定評のあるア1レミカヒータ（＝y一ズワィ？）を使用しているので，寿命は半永久的で，ソフトな暖かさが得られ，コード中間にリモートコーJトローJレ4段ロータリスイ・呼238　（238）図16−63　K−403形　平形アv力K−403bed　warmer．図16−64　K−21形山形アvtjK−2t　bed　warmer．図16−65　K−22形1i1形アーJナ〕K−22bed　warmeT−．図16−66　K63形Ill形アvhK−63bed　warmer．図16−67K−201形1⊥1形ンつトァv力K−201soft　bedwarmer．図16−68K−40形大形ソフトアンカK−40soft　bedwarmer．図16−69　CH−403形　反身｝式ホームコタ・ソCH−403　body　warmer．（Kotatsu）図16−70　CH−411形反射式ホームコタッCH−411　bodywarmer．（Kく）tatsu）三菱電機・Vol．36・No．1・1962dR◆を付け，500　W，200W，120　Wの容量切換えによる温度調節方式となっている．？づラはCH−411形と同じ新しいギザイvのものである．　12，　3　ストーブ　RN−606形ストーブ（100V60W▽8−2643）　石英管式ヒータと，反射効率の良い高級メリキ（Cu−Ni−Cr）を施した反射板を使用しているので熱効率が良い．また反射角度可変と、コード中間スィリチ付とによって非常に使いやすく，経済的な普及形ストづである．　（色は、ローズ，アイポリ，パイ1レ・リト，エPt　5）レド）　RN−605形ストーブ（100v300W×2▽8−2644）　300W石英管式ヒータを2本使用し，3段切換式押しポタッスイっチによって，容量を任意に切換えうる高級600Wストづである．ガードと亡一タの着脱は当社独特の機構となっており，操作は簡単，確実であるため，反射板の掃除など手軽にできるのでより熱効率よく使用でき，t−t9容量切換えと相まって非常に経済的である．　（色は，o〜ズ，アイポリ）　RN−1205形ストーブ（100　v　600　W×2　Ft　8−2654）　600W石英管式t一タを2本使用したRN−605形と相似形の高級ストづである．　（色は，0一ズ，パイオレ1ワト）　RN−2005形ストーブ（100V666W×3▽8−2655）　666W石英管式ヒータを3本使用し、4段切換押しポタツスィvチにより容量を任意に切換えうる高級ストづで戊仁ド，ヒータの着脱構造はRN−605形と同じ機構となっている．またとくに大容量ストーづであるため部屋の乾燥を防止する水皿付となっている．　（色は，づレー）　RH−601形ストーブ（loO　V　600　W▽8−2685）　当社特許の：」ユラvクガラスを使用したイーJスタv卜t一タ（ラーJづと同様、アルコンガスを封入し，発熱線にはタンクステッ線を使用し，線温は1，250℃）を装置した当社独特の超速熱ストーづで，輻射効率の良いといわれる石英管式ヒータよりさらに23％も効率が良く，波長の短い赤外線（ユミクローJ程度）を放射するので皮下の毛細［t［L管まで熱線が浸透し非常に暖かく感じる．また独特のムードをかもしだすその光は，従来のストづでは味わうことのできないものである．　（色は，アイポリ，エメラ1レド）　12，4足温器　F−603形足温器（100v60W▽8−2641）　踏板部分に鋼板を使用した木製ヶ一スにコーJレテvをはり付け，スく一スヒータを使用しているので，速熱性と熱分布が良く，カパーは良質のフェ1レトにウサ干毛の縁取りがしてあるので形がくずれず，使いやすい．またカパーはホリクによる着脱式となっている．　（色は，チェリク，づJb−，　ttiリーン）　F−803形足温器（100v80Wff　8−2708）　鋼板製のケース全体をメ）レトッカパーで包み、踏板には16．家庭用電気品図16−71　CH−513形反射式ホームコタ’りCH−513　bodywarmer．（Kotatsu）馬図16−72　RN−606形ストーづRN−606　electric　stove．図16−73RN−605形ストーづRN−605　electric　stove．↓図16−75　RN−2005形ストーづRN−2005　electric　stove．図16−74　RN−1205形ストーづRN−1205　electric　stove．図16−76　RH−601形スト＿づRH−601　electric　stove．図16−77F−603形足温器F−603foot　warmer．（239）　239図16−78　F−803形足温器F−803foot　warmer，図16−79　F−804形足温器F−804foot　warmer，図16−80　SB−11形．E布SB−11　electric　blanket．べ緩∴sコーJレテ’yをはった斬新なデザィッの足温器で、タイ？）レ操作により温度は無段調節ができる．　（色は、赤）　F−804形足温器（100V80W▽8−2708）　tsパーに豪華なポァー地を使用した高級足温器で，その他はF−803形と同一である．　（色は，赤）　12．5毛　布　SB−11形毛布（100V　120　W▽8−2726）　毛布（外被）と発熱体とはポタッにより着脱できるものとしたので，毛布の洗タクは自由になり，またとくに可擁性の良い新発熱線と，新設計のサ＿モスタvトを6個使用し，その接続部は耐熱tiニールチューづをかぶせて高周波接着したので，防水性，安全性はさらに確実となった．とくに毛布は，毛布メー力保証付のウーJレ100％毛布を使川しており，温度コフトロー】レは，室温補償のできるタイムスイリチ式のコフトローラを使用している．　SB−21形毛布（100　V　120　W▽8−2726）　普及形のため毛布（外被）だけウー1レ60％レーヨフ40％の特製混紡毛織毛布を使用し、その他はSB−11形と同じである．13，　厨房用電熱器　家庭用電熱器として厨房用電熱器の普及は近年急速に高まりつつあるが当社が36年度に開発した厨房用電熱240　（240）器には下記のものがある．とくに，36年度は製品相互の意匠の統一，機能の単純化に力をそそぎ，モタン・1っチry：」リーズ（通称Mシリーズ）として，その第一弾に　トースタ，ボリト，魚焼器を発売するに至った．PT−6形トースタ（100　V　600　W▽8−2301）　落ち着いた色調と洗練されたM：」リーズ意匠のトスタで当社意匠陣の輝かしい成果として36年度づリド≠ザイvコミっティの審査に合格しづり朽ザィッとして受賞の栄に浴している．二連ポっづアリづ式で反射板により熱の分布は均一・に，しかも，能率よくパッがやける構造になっている．　PT−5形トースタ（100　V　600　w▽8−2301キvu？if．動操作式）　Mシリーズ統一・意匠の一．漣’細づアリづ式トスタであるが、運搬をかねた＝FH・リャの操作により／〈−Jの出し入れと電気の入り切りが一度にできる独特の機構を持ったトースタである．キpリ？はトスタの両側から操作することができるので新婚の家庭などへのづレゼント用として好適品で，二人さし向かいの楽しいムードも味わえる製品である．なお，コードは取はずし可能であるため、格納に図16−82　PT−6形卜一スタPT−6　toaster．図16−83　PT−5形b一スタPT−5　toaster．図16−84　EP−13形電気ポットElectric　pot．�n図16−85EP−14形電気ポットE！ectric　pot．三菱電ue　・　Vol．：36・　No．1・19624図16−86　EP−4形竃気ポ1フトElectric　pot．付けられ，上火で加熱することができるので煙がでず，食卓の上で料理を楽しんでいただける製品である．この製品の特長は，反転式と称し発熱体を取付けている上部のケースが反転するようになっているので下火にして使用することも可能で上火でうまく焼けない玉子焼などに使用して便利な製品である．14，家庭用TG−16形タイムスイッチb，｛ww聾や饅潔爵夕噸・tSs図16−87　TF−4形魚焼器Broiler．も運搬にも便利である．　EP−13形電気ポット（100V500Wl，100cc▽8−2670）　Mシリーズ統一意匠の電気ポリトで，写真にみられるように一ヒ部が下部より大きく設計されているので少量の水でも沸すことができ掃除にも便利である．発熱体は円板状の浸水形発熱体を使HJしているので熱のむだがない．なお，　別に専用のコーヒー沸しセリトを用意しているのでコーt一を沸すこともできる．　EP−14形電気ポット（100　V　450W　800　cc▽8−2631）　EP−13形ポットの姉妹品でEP一ユ3形の容量が，1，100ccであるのに比べ，この製品はやや小形で800　ccである．少人数の家庭向の製品である．　EP−4形電気ポット（100　V　450　W　800　cc▽8−2529）　すでに発売しているEP−3形電気ポiv卜（500　W　1，100cc）の姉妹品でEP　14形と同様，少人数の家庭用に好適の製品である．　TF−4形魚焼器（lo〔｝V600　w▽8−2392反転式）　Mシリーズ統一意匠の魚焼器で発熱体は本体の上部に取　家庭用タイムスィっチでは置時計式のTG−15形が好評をはくしたが、このたび装いも新たな改良形TG一ユ6を発売した．　TG−16は新しい感覚をもり込んだづっド：ザインであるとともに扱いやすくするための改良が各所におり込まれている．そのおもな点は　1．電源コードを取はずすことができるので完全な置　　時計として使える．　　　　　　　　　’　2．中3針置時計式であるから時刻を読みやすい．　3．ゼンマイのハンドルやッマミ類は大形で扱いやすい．　4．ヶ一スは耐衝撃性特殊材料を用いているから破損　　のおそれがなく持ちやすい形状である．図16−88家庭用TG−16形タイムスイっチTiine　switch，仕　様AC　125　V　10　A　50／60　c／s用色　青　茶15，　三菱家庭ポンプ　順調な普及を続けている家庭rtl　−vづ（電気井戸ボーJづ）は，すぐれたポッづ性能、オートカーh）卜付モート1レなどその長所が認められ，36年度はかつてない活況を示し，増産につぐ�QN表16−5　三菱家庭ポンプ仕様一覧（36年度）モトノレポンプ形　　　　名　種　　　　類電　　元『（v）出　　）「（w）極　　　　　　　数保　護　斐一一’置　桶　　　　類吸」塙．き（m）　DP　ll8水封式水中形立形単相コンデンサモートル　　　100　　　1252オートカット付　渦流し形　　　12　　　3252WP　　　3262製　　品押上高さ　（m）揚　水　量　　（19min）m2）m2）　管　管　　　重　　量　tkg）515．51．20，63〆4B3〆4B14，8三相誘導電動機2002004オートカyトf寸　渦流し形　　8lO202．21．1lBIB29［WP　1・85単相コンデンサモートル　　　100802オートカット付　渦流し形　　64131．00．53，，4B3／4B12．6WP　1152単相コンデンサモートル1001004オートカット付渦流し形ア．5513．3L20．6314B3／4B｜9図16−89WP　1085形三菱家庭紀うType　WPIO85　Mitsubishi　home　pump．16・家庭用電気品（241）　241図16−90　DP　150，160形一三菱家庭ボンづType　DP　150，160　Mitsubishi　home　I〕ulnp．i図16−91WP　3252，3262形三菱家庭ボンうType　WP　3252，3262　Mitsubishi　home　pump．増産であった．　従来機種も逐次改良形としたが，36年度に発売した新形ボンづはつぎのとおりである．　DP　150、160形水中式深井戸用家庭ポンプ　完全な絶縁材料と水中軸受の実用化により完成された小容量の水中膨づで，地下揚程8一ユ2mを対象とし，従来の深井戸用往復動式ジェっト式に比し，高効率，据付けが簡単，騒音が低いなど、多くの長所をもっている．　WP　3252，3262形浅井戸用家庭ポンプ　おもに農」♀用，営業用として三相200V電源があるところで利用される200W浅井戸用尼づで、オートカv卜付SB−R形三相モート1レ，2線開閉式圧力スイリチを使用している．ll⇔づ構造，性能は好評の単相用Wp　252，262図16−92WP　1152形三菱家庭ボンづType　WP1152　Mitsubishi｝uo．Ille　pumP・図16−93　SF−1形砂コシ器　　Type　SF−l　Filter．形に準じ，自吸式，1”i動空気補給装置付である．　WP　1085，1152形浅井戸用家庭ポンプ（寒地用）　厳寒地，とくに北海道においては，’防づ運転停止時（おもに夜間）凍結より防ぐためにいろいろの方法がとられているが，手軽に、ボこ・づ，圧力タこ’ク、配管の水を井戸に降水させて、凍結防止するようにしたものである．　WP　1085形は普通形WP　85形，　WP　1152は普通形WP　152形を寒地用としたものである．　SF−1形家庭ポンプ用砂コシ器　砂層の多いわが国で、近年打込井戸が盛んに利用されてきた．そのため新しい井戸では揚水に砂の混入があり，これがホンづ羽根車にかみ込んで事故になる．　砂コシ器は吸込管の途中に取付けてこれら砂，異物のボンづ部分への浸入を防止するするもので，大きな貯水部にワィ1レタとして抵抗が少なく，耐食性が強いポリエチレ淋りトを組込んでいる．形名最　大　流　量SF−1351min・・管　径11B重量1　　　　　　　4，2kg16242　（242｝三菱電機・Vol．36・No．1・196211、．‥川川1川川‘1・．．，ト川1‘川1川．、・、’．・川川川川1’へ／lr川川1川‘い．’−1川川川1‘．　．・’川1「‘川川”鴨・’｝，17．　材　　　　　　料　　　　　　Materials　　Remarkable　was　the　progress　in　industry　last　year．　Improvemellt　of　material　and　development　of　new　stuffcome　about　were　striking．　In　other　words　the　improvement　and　completion　bore　the　fruits．　Then　it　is　llo　longer　the。g。　wh，n　th。　m・teri・1・are・・1d　with　th・ir　ch・・a・teri・ti・th・t・1ki・g　P・i・t・・Th・y　are・・w・・ught　f・・with・・m−P。，a・ive　ea，e　by・h・・a・teri・・ics．1・i・1・m・n・・bl・・h・t・number・f・xcel1・n・inv・n・i・n　w・・h・ld・p　by　m・・e　l・・k・f。pP，。P，i。・，　m。teri・1・．　Thi・deadl・・k・an・nly　b・b・・ken　by・ngineers・peci・li・i・g・h・…dy・f　m・…i・1・・Th・f。ll。wi。g　i，　a　b，i，f　rep・・t・f　th・d・v・1・Pment　i・Mit・ubi・hi・n　these　m・tters　d・・｛・g　1961・1・th・i・・ul・t三・n　m・teri・1・the丘rst　to　mention　is　completion　of　resin　for　paint．　Materials　of　hcat　resisting　quality　were　developed　one　afteranother，　and　those　particularly　suitable　for　injection　mold　and　with　long　Iife　and　crack　resistance　werc　brought　to，。mpl。ti。n．　Ph。n・1・re・i・w・・a1・・imp・・v・d，　rea・hi・g・・t・g・・f　p・・d・・i・g　l・mi・・t・d　m・ldi・9　P・・d・・t・eq・i・・le・tto　the　NEMA　XXX　class．　Meanwh｛le，　Diamix　molding　products，　which　had　been　studied　sinceユ960，　was　recognizedby・he　circl。・，丘・di・g・h・i・w・y　i・…h・m・・k…Hi・hirex　w・・imp・・v・d・f　i…ha・a・・eri・・ics　and　i・・d・…dwas　on　the　increase．　Following　this，　insulation　paper　using　stabilizer　of　cellulosic　matter　was　revealed　exceedinglyresistant　against　thermal　dcterioration　and　its　application　to　various　purposes　was　anticipated．　　In　Inagnetic　materials，　development　of　high　resistance　Hiperloy　enlarged　the　range　of　application　to　an　altcrnating丘eld．　Particularly，　this　material　is　expected　very　effective　when　DC　and　AC丘elds　are　superposed．　Completionof　adhered　cores　brough　a　new　era　in　the　construction　of　reactor　transformers　and　the　like．　Ncw　products　of　Ferricorecontributed　a　great　deal　to　the　progress　of　electronic　equipment　and　it�Happlications　coming　out　successively．Plastic　magnets，　the　achievement　of　study　for　past　two　years，　were　considered　adaptable　to　various　sphcres．　　Constituent　materials　were　also　added　to　with　new　discovery　of　high　temperature　characteristics　on　sprlngmaterials．　This　helped　reduce　the　size　of　apparatus　and　furnished　with　valuable　information　to　them　in　the　design　ofworking　temperature．　Establishing　the　production　of　stainless　steel　pipes　for　fuel　element　piping　gave　a　powerfuloutlook　to　the　domestic　manufacture　of　nuclear　power　gencration　equipment．h●　毎年のことながら36年中の工業界の進歩は実にめざましいものであった．これにともなって材料の改良，新しい材料の開発もまことに注目すべきものがあった．というよりむしろ材料の改良，新しい材料の完成によって，これらの成果が得られたといえるであろう．　材料というものがその特性を売り込む時代はすぎ去りっっある．特性というもので材料が求められる時がきたのである．　幾多の新しい優秀な機器が適当な材料を得られぬため完成の一歩手前にあることを銘記すべきである．材料技術者の責務の重大さを今更ながら感ずるものである．さて，つぎに36年中の当社材料関係の動向について概略を説明する．　絶縁材料では，塗料用樹脂として耐熱性のすぐれたものがつぎつぎと開発され注型用樹脂として可使時間の長いしかも耐クラっク性の向．Lしたものの製造に成功した．またフェノ＿1レ樹脂を改良してNEMA　XXX級に相当する積層成型品を得ることができた．しかして35年来研究をつづけたタイ？ミリクス成型品はその真価が買われて市場に進出するにいたり，t・」レ1リクスも特性の改良とともにますます需要の増大をきたしている．つづいてUbローズ質の安定剤を用いた絶縁紙は熱劣化をいちじるしく防止できることが明らかとなり今後の活用が期待されるものである．　磁性材料では、高抵抗ハイパoイの開発は今後この材料の交番磁界での応用範囲をひろめ、ことに直流磁界に市畳する交番磁界ではその活用が期待されるものである．なお，接着鉄心の完成はリアクトル変圧器などの工作方法に新しい時代をきたすものとして大なる希望をよんでいる．しかしてっエリコァの新製品はつぎつぎと生れてくる電子機器およびその応用品にたいする力強い援助を与えている．なおつラスチっク磁石は35年からの研究の成果であり，あらゆる分野へ応用範囲が広がるものと考えられる．　構成材料では，バネ材料の高温特性を明らかにしたことは機器の小形化にともなう機器の使用温度の．ヒ昇にたいして非常に有益な資料を提供したものであり，燃料要素管としてのステ’Jレスパイつの製法の確立は来たるべき原子力発電の国産化にたいし力強い．見通しを与えた．またメ1レコoイーXについて構成材料として、またパネ材料としての製法の分析を行ない，メ1レコDイーDについて溶解法の検討を行ない，ともに外国品に劣らぬ特性を得ることが（243）　243できたことは今後行わるべき超耐熱合金開発にたいして明るい希望を与えたものといえよう．しかして高純度ニッケ1レクoムの製造に成功したことは，わが国電子管工業にいささか寄与できるものとよろこびにたえない．なおCu−Ni−Al合金の特性を明らかにすることができたことは，今後その応用範囲の拡大とともにいささか機器の原価低減に役立つものと思われる．　その他では，硬質大形う仁ムおよびホーッレフレクタ用フローJトパネルの製造に成功したことは樹脂関係に一部輸入品を使用したことはまことに残念であるが，加工技術においては外国に劣らぬものであることを立証し得たことについていささか自慰の感をもつとともに，今後さらに努力をつづけ，優秀なる国産電子機器の出現に微力をささげたいと思うのである．1．絶縁材料1，樹脂　1、1塗料用樹脂　高性能の電気機器の生産増加にともない絶縁塗料の生産高も逐次増加してきた．当社におけるサーモセリトワニス・タイヤレづッおよびエポキ：」ワニスの生産は順調に行なおれている．　図17−1に36年度における当社サーモセリトワニスの生産管理の一例をかかげる．　生産に直結したパイ0りトづラーJトの増設により新製品の開発が進められ，とくにコイ1レワニスについて，さらに品　　　　　　　ff　0．　　　覧　　2三，。。30G　叉枯　　200度u．c＃l　　lOO25L（、　100R　50図17−1サーEセットワニスの比重および粘度の管理図　Ωuality　control　chart　of　specific　gravity　and　viscosity　of　the　thermoset　varnish．244　　（244）表17−1F種ワニスの特性　　　　種　　類項　　目　　　　　＼比　　　重　25°C粘　度告8晋不揮発分％乾　　　　　燥　　110°C（h）内部乾燥　135℃6h加熱軟化性熱可携性　160°C（h）耐　油　性　110°C48h破壊電圧霊1�j常態kV／0．1mm浸水kVto、lmm常　　　態浸　　　水誘電体力率　tanδ誘　電　率　ε導竺0．92238．549．51．0135蛋養h「OKOK14．59．07〜10×10151〜10×1015F種アルキッドワニス0，93956，ア51．60．5OKOK290〜300OK12．1IO．94×10151×10133．94．2フェノールァルキッドワニス0．95622261．ア2．5OKOK44〜55OK12．8IL96×10152×lels6．24．7フェノールレジンワニス0．92922061．71．5OKOK24OK13．110．89×10152×10「43．04．1質的に生産の能率化をはかるためワニス焼付硬化時間の短縮が要求され，これに対してウレタッ結合を利用したB種サーモセリトワニスが開発された．さらにB種以上の耐熱性の要求によりアルキリド系とエポキ：J系のF種ワニスも開発され電車電動機のコイ1レ処理に応用された．　表17−1に速乾性コイ1レワニスとF種ア1レ十・。ドワニスの特性値を示す．　1，2　注型用樹脂　注型樹脂の利用により絶縁性能の向上とともに，機器の小形軽量化，堅牢化等の効果が期待できるので，回転機，静止機をとわず，これの利用はますます盛んになる傾向にあるが，実施にあたり考慮を要する点は樹脂の作業性と硬化後の耐クラリク性である．作業性は処理方式と密接な関係があるが，一般に注型樹脂は2液性であるため，可使時間が短く，また，粘度の高いものが多いので，作業性の改善が処理上要求される．これに対しては潜伏性硬化剤の配合による長可使性樹脂液の研究が推進されており，一部は実施に移されている．また，これとともに，混合注型操作の自動装置化により可使時間の制約を克服する方法も今後の応用面にそなえて研究されている．　耐クラvク性は注型絶縁の場合もっとも考慮を要する点であり，機器構造とともに樹脂組成が大いに影響するため各種の樹脂組成について硬化後の樹脂性能におよぼす影響の関連において比較研究が行なわれている．2、樹脂製品　2，1積層成型品　積層成型品は，機械的強度が大なること，電気絶縁性がすぐれていること，湿気に対して強いこと，耐薬品性が強く腐食しにくいこと，加工が容易なこと，軽いこと，等の特長をもっているため，電気機器の絶縁構成材料として，欠くことのできないものである．三菱電機・Vo1．36・No．1・19624L●表17−2　NEMA　XXX級に相当する　　　当社積層成型品の標準性能試験≡⇒前処・「・・已・性・絶　縁　抵　抗貫層破壊電［ll沿層破壊電圧誘　電　率　1Mc誘電体力率1Mc圧　縮　強　サ引　　張　　強　　サ曲　　ゲ　強　　サ衝撃強サ　シャルピー吸　　　木　　　率比重AD−2100AD−24130AD−2430AA一一一AA＿＿AAAAMΩkV／mmkV　mmEl；kg，’mm2kglmmL’kg　mm2kgcmicmti％104〜厄75×102へ10427〜3325〜307〜126〜日　4，5〜5．5　4．5　〜　5．5FW　35〜40LW　8〜12LW　14〜　18LW　3〜4D−2430　　0．2〜0．31．35　〜　　1，45　　注　試験はJIS改訂案フェノール樹脂積層板試験法による．　当社ではワニスの製造に始まり，処理材料の製造，積層成型，加工仕上と一貫した生産工程によって，安定した品質の積層・成型品を製造し，それぞれの機器に応用している．　電気機器の生産増大にともないこれら製品需要も増大しており，特性としては耐熱性・耐湿性が強く要求され，さらに耐アーク性・難燃性が問題となってきている．これに対しフエノーJレ・メラミf・J・エポキシ・シリコー：　EtriEI脂などの改良研究が行なわれているが，当社においては特殊なフェノーJレ樹脂を用いて処理方法を種々検討の結果吸湿時における電気絶縁性の優秀なNEMA　XXX級に相当する積層成型品が開発された．　表17−2にその特性値を示す．　2，2　ダイヤミックス　タイPミっクスは，当社の商品名でポリェステルレ＝」’　vを主体としたつレミワクス成型材料でN一クライトに比べてとくに耐衝撃性・耐アーク性がすぐれており，配電機D　・」　1コリフづ・　　　表17−3　プレミックス成型品の当社製ダイヤ　　　　　　　ミックスと輸入品の特性比較＞＞x−．一　　　　　試験項目　一理類　　　　　　＼比　　　重　　　ロソクウェルカタサ　　　Mスケール吸　　水　　率　　常温48h水　煮　沸　2h曲ゲ強サ　kgtmm2衝　撃　値　kg　cm2破壊電圧　kVtmm耐　電　圧　20kVl分絶縁抵抗常　　　態水2h煮沸tan　δε収　縮　率　1バ00耐アーク性　（sec）熱　変　形　（°C）離　型　性光沢輸　．h　］．一一．グA　“・’ミ・クスXP−・42BrX146；、’・441−316441−∋644岸52、18850．0230．098．124．5o◇1．19．42184＞200悪い良い2．195970．029O．098619．31．5MΩ1．259．41．5187＞200悪い尚良い2．0696ア0．060．2IO．322、817OK5×1041．657．81182＞200普　通普　通2．084700．0970，1510，823．818．7OK一二1．5×1052．0ア．21182＞200普　通普　通2．385600．150．239．12417．9OKt）c）1．8x1034．48．10．1131＞200良　い良　い17．材料パスタクト絶縁物その他に使用されている．さらに樹脂の改良を行なって成型性が良く、しかも耐湿性のすぐれたタイヤミ，・Jクスを研究中である．3‘ヒシレックス　ヒ＝」レal）クスはマイカレvクスの当社商品名で，耐熱・耐アーク性は，有機質系絶縁物では得られぬすぐれた特性で，電気的機械的強度においてもよい特性をもっている．とくに陶磁器製品に比べて機械的，熱的耐衝撃力がいちじるしく大きい．さらに熱膨張係数が金属に近似であるため金属埋込部の気密性が非常にすぐれている．　これらの特性から電動機のづラ：J保持棒，気密端子，等に応用されている．　つぎにヒシレリクスの標準性能を表17−4に示す．　図17−2，17−3につラシ保持棒と気密端子の外観を示す．　　　　　表17−4　ヒシレックスの標準性能　　　　　　　　　　　1標準枕能1国内規格密度引　張　強　サ　（kglmm2）圧　縮　強　サ　（kgtmm2）カ　　タ　　サ　（ショア）吸　　　水　　　率　　℃の熱膨張係数　（0〜300°C）1耐　　熱　　　度　〔DC）絶縁破壊値　（kV，imm）固亙亘一旦（Ω・・m＞誘　電　率IM・誘電体力率1Mc（％）3，5〜363．4以上6．5〜7．535〜5035〜600．OO、0．258へ9×10−6300以ヒ16〜20｜Oi3〜10157〜8．50，3　〜　0．456以上18以h30〜5003％以下7べ10×10−6300°Cまで変化無し15以上．｜X1013以上8．5以下0．5以下く　亨竃織巌※　。舞＼疑ご＿竺ジ！図17−2　つラ“」保持棒　Bruch　spindles．；；§蝿鞄勢露図17−3　気密端∫si（難竃：）　Air　tight　sealed　terminalS．4，熱劣化防止絶縁紙油入変圧器の寿命はこの中に使用される絶縁紙のよう（245）　245なセ）レo一ズ質絶縁材料の劣化により制せられるといわれている．このため絶縁紙の熱劣化を防止する方法が考えられた．ある種のアミッ化合物を安定剤として絶縁紙に小量含ませるとか，匂レo“の・一部を：Jアノェチ1レ化した紙を使用する方法がこれである．当社は前者による方法が簡単であると考え，これを実用化すべく各種の実験を行なった．図17−4は安定剤処理紙の熱劣化防止効果を未処理と比較して示したものである．熱劣化試験は絶縁油中に紙を浸漬して行なった．あらかじめ脱気した油におのおの窒素，酸素を1気圧で溶解し，これを密閉容器に入れる．これに試料紙を浸漬し，油面Lの空間もそれぞれ，窒素，酸素を1気圧に封入し所定温度で加熱する．劣化は紙の抗張力の低下で示してある．酸素を溶解した油中における紙の劣化は窒素の場合に比していちじるしく早い．しかしいずれの場合も安定剤処理紙の効果は明了である．またこの処理により紙の電気的性質を低下したり、油に悪い影響を与えることはない．これらの処理紙を使用することにより、変圧器にある程度の過負荷運転を許し，また定格以一ドの運転の場合は変圧器の寿命をいちじるしく延ぽすことが期待される．図17−4に油中における絶縁紙の熱劣化を示す．　　　　　100　　　　　　　　80抗張　60・力40・2006℃も　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　へ、　　　　、＼　　　　150°C＼　　　　　　！　　、、し　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　ド　　ト、　　　　、＼］60°C　　　　　＼、　　　｜　　�d・　　　　・、　　　　　　　　・　　　　’、　ll50°C＼・・℃＼綱ス＼tぽ　答！�c　　＼　　　＼　＼・　一　　＼　　＿処理が　　　＼　　　　　＼、　　一　　　＼　　一一一一禾処理紙5　　　］0　　［5　　20　　25　0　　1　　2　　3　4　　5　　6　　7　　　　　　　　　力口ま丸日‡文　（日）図17−4　油中における絶縁紙の熱劣化Thermal　deterioration　of　insulating　Paper　in　the　oil．］1．磁性材料1、高抵抗ハイパロィーA　近年高性能な電子機器が開発されて多く使用されるにともない，特性のすぐれた磁性材料が要求されている．現在，交流機器用鉄材料の心としては性能のすぐれたものを必要とする時は，ケイ素鋼板でなく，パーマoイB（PB），C（PC），　D（PD）等の鉄ニリケ」レ合金の板を用いている．しかし，もっとも高性能なパーマoイCは高価であるので，安価にして性能のすぐれたものが要望されている．　一般に，交流に用いられる場合は固有抵抗が大きく，周波数が高くなってもその特性の落ちないことが必要である．当社においては，従来ハイパoイーA（HMA）として50％Ni−Fe合金を製造しているが，この合金に特殊246　（246）元素を入れ固有抵抗をLげ、さらに，パーマoイBよりわずか二リケ1レが多いだけでその交流および直流特性がパーマロイBおよびCよりははるかにすぐれたものができている．表17−5は高抵抗のハイパoイーAおよびパーマロイB．Cの直流磁気特性の比較である．　従来のノ、イパロィーAは固有抵抗がパーマロイB，CおよびDよりやや低いが，特殊元素の添加により表17−6のようにかなり高くすることができる．　パーマoイDはNiが少なくFeが多いために固有抵抗は大きくなっているが，直流特性は他のパーマoイよりはるかに劣るために直流磁場では用いられていない．当社の製造している高抵抗ハイパDイーAの交流磁場における特性をみると，図17−5のようである、パーマロィCに比較し，二1リケ1レがはるかに少ないために交流磁気特性はバーマoイCには及ばないが、パーマロイBおよびDよりはるかによい特性を示している．したがって、安価なことを考えるとパーマDイcの代用としてト分用いられてよく，電気機器の製造原価を低くすることができるものと思われる．表17−5高抵抗ハイパロイーA（HMA）およびパーマロイの直流磁気特性種類高抵抗HMAの一例初�k率ご磁率‘継；饅ξ藩け36，800　　　　　｜22，900　　．　　　　0．0］7　　1　　　　13，740PB　　1　級　品＞2，500　　　　．、20，000　　　　　＜0．20PC　　1　級　品・2・’・・・　…’。・・1・…25べ14，000＞6，500表17−6高抵抗ハイパロイーA（HMA）およびパーマロイの固有抵抗種類固　　有　　抵　　抗　　ρ（μΩcm）HMA高抵抗HMAPBPCPD36−4060455570三竺璽lc，1°°°°瞬・C　　　　　　　　　I霞］、oooL03周）Gt，k∫（kの10図17−5　高抵抗ハイパロイーA（HMA）の交流磁気特性　　　AC　magnetic　characteristic　of　high　　　resistance　Hiperloy（HMA）．2，接着鉄心5σヶイ素鋼板を接着剤で硬化接着させて接着鉄心とした三菱電機・Vol．36・No．1・19621）場合，鉄心が一体となっているのでつぎのような利点がある．　1．特殊形状の鉄心が製作できる．　2．運搬が容易である．　3．機械加工ができる．　4．騒音が減少する．　しかし．反而接着剤の選定とその加Jl法が問題であり，つぎに使用接着剤の耐老化性が心配となる．また電気的にぱ接着硬化のtズミによる磁気特性の変化などがあり適切な接着剤の選定と使用法の確立が望まれている．そこで各種鉄心用接着剤の接着強度を測定し、さらに耐老化性、耐油性、および耐熱強度特性を試験して使用機種に適応する接着剤を選び出し、それらの電気特性にあたえる変化をしらべ磁気特性として，10％以内の変化におさえうることがわかったので、これら特殊接着剤を使用して巻鉄心，変圧器用鉄心．リァクト1レ等を試作した．　図17−6，17−7にこれら特殊鉄心の一・例を示した．図17−7　リァクト1レ，接着鉄心　Reactor　2Ldhered　core．表17−7マイクロ波用フェリコア材質名「成G−A・1．働周if｛数」・・y・G−E　　　　13，000Mc以｛：Ni−Zn系　　　　1　　　　　　＿Mg−M・系14・°°°M・以上G−6−1　Mg−M・−Al系「・’・9・M・瓦L　　　　　　　　　G．．H　l　Mg−Mn系　　5，000Mc以」二�d9001，1001700旧　　　　　途Rotators図17・6　川形接着　鉄心　1〈ound　adhered　core．縫iG−JトNi−Z・系；・’…M・以1．・・。・Isolators＆Rcta−torsIsolatorsIsolators，　Circula・tors、　＆　　PhaseShiftersIsolators図17−8　マイクロ波洗イレータ用っエうイb　Ferrite　for　microwave　gyrator．もので．Xba．・ndにおいて順方向損失1dB以ド，逆方向損失25dB以1二の性能を得る可能性をもっている．　昭和36年においてはマイクo波用フェリコァの需要が急激に増大したので，これの大駐生産方式を採ることに着手して従来の実験室的製法による試料と比較してもまさるとも劣らない性能の製品を大量に生産することに成功した．図17−8は各種単向管に使用されるマイ夘波用フェリコァ（これを1枚または数枚使用して単向管内に装着する）である．　ディジタル電子計算機用メモリープレン　／．ギィジタ1レ計算機用メモリーコァは電流一致語指定ともすでに量産にはいり，コァ寸法は標準品として80，70ミ1レは製作せず50ミ1レユ種にまとめている．現在30ミ】レ寸法の開発を行なっているが世界でもまた試作の段階でその成果が期待されている．電流一致用の材質としては駆動電流300mAから650　mAまでのあらゆる仕様に応ずるものをユ0種近く完成しS／N，スイっチフづタイムとも世h3sフェリコア　3，1特殊機器用　マイクロ波用フェリコア　マイクロ波用フェライトの需要は，年々増加してきているが，昭和36年には日本電信電話公社のマイクO波回線増設など需要が急増し、6，000Mc電界変位形llξ向管用フエリコァについてはすでに数百本の製造を行ない．いずれも均一なすぐれた性能のものを納入した．　マイクロ波用フェリコァの需要増大にともない，材料の標準化の必要に迫られてきた．そのためつぎの5品種を標準材料に決定し，いつでも需要に応じうる態勢を整えた．　このほかにXbandにおける広帯域専用フェライトも試作に成功し優秀な性能を得た．これはNi系フェライトにより原料および処理方法に細心の注意を払って製造した17．材料140112α＿1001邑’ら180　　iε〔Ji、。［20一二麦R3−D−一一一アメリカ製品　　　　　　　　　　　　　　　　2　T，　　　　　　　　　　　　、J’”・5　　　　　　　　　Rs1　、tl、　　　　合1；　　　　　　　　　　　t”　　　　1、5rジ　　　　　　　　　　　　　、【　　　　　＼　　　　　　　　rf．、−f”s！　　1　　　　　　　　　　’♪ミx　；　　1　　　　　　　　　　　　＼J　　　｛　　　　　　　，v’　　　　　　　　「−　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　05　　　　　　／　　W、SO　1　　1　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　I．γ　　　　　　　　．　　　　X　　　　　　　　　　，　　　ノ　　　　　　　＼aP””’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼tlf°’一　　　　　．一一　　一＿　一．＿t．−L　　200　　　300　　　400　　　500　　　600　　　700　　　　　　　−→Jf　（，■−Y）図17−9パ1レス特性（測定温度25±1C）　　　　Pulse　eharacteris　tic，（247）　247界各社の性能を凌駕している．なお，スィ・vl：yOタイム0．5μsという画期的な材料R3−D（lf＝650　mA，　RS1＞125mV，　WSO〈11　mV，7∫＜0．7μ�H）を開発して高速度コ式ユータの実現に寄与した．これは駆動電流380mAのR2−Fとともに三菱電機ディジタ1レコ詑ユータに用いられることになっている．図17−9は使用駆動電流550mA，　650　mAのアメリ力製品と当社のR，−Dとの性能を比較したパ1レス特性である．　2・　マトリリクスづレー−Jとしてはべ一クうイトモー）レド、エポ千シづリーJ卜（図17−10）2種を生産し編組法に関しても種々の技術をとり入れ高速度作業を一部実施している現状で，図17−11に示す．特殊編組マトリ・。クスもH社に納入した．　ヘッドコア　磁気ドラム用ヘッドコアおよびピ≠オテーづ録画，消去へ・・）　F’コァは図17−12に示す各種のものを生産し、現在〜・ド化を進めている．　3，2　一般機器用　高飽和磁束密度フェリコア　最近テレビの小形化，原価低減のためフライパ・リクトうッスに使用するフェライト材料として磁束密度の大きいこと，キュリー温度の高いこと，温度特性の良いことなどが要求される．それに伴って従来の空気中焼成による製造方法でなく酸素分圧をコットo−1レする焼成いわゆるふんい気焼成が必要となって来た．この要求を満足する材料としてL−NB材を開発し小形フライパっクトラ7vスコァとして製造されている．L−NB材’はM11・Zn系フエライトで下記特性が示すように従来のL−M材よりいちじるしく特性の向上が認められる．図17−13に示すようにフライパ1・Dトラ7．1スコァの小形化が可能になった．　　　　　　表17−8L．M．　L−NB材標準特性｜材料1・B1・（G）IBr（G）「Hc（・・）1・・（…）IT・（℃）1・・Q・m）‘L．M　　3，300　T，2・OlO．2　　1，00。　　120　．｛×1『11・．N・．一・二66…．1・・6−・．・「・．15・ー　ス66−−i・r・・z．　低温度係数フェリコア　近年通信機だけでなくうジォ，テレピ関係においても諸種の要求が高度になって来た．それにつれて低温度係数フェライト材料が要求されてきた．従来はHigh（2，　Highμ。等が問題にされていたが、気温などの変化，小形化などによるコイ1レのイッタクタンスの変化が実用f一支障がない程度に小さいフェうイト材料の開発が要求され，この目的のためにアvテナ，IFTコァ用材料としてL−．S材，　M−L材を開発し下記≠一タの示すように温度係数が従来の同等材料のユ／2程度に小になった．　さらにこの目的のために低損失で温度係数小なる材料の開発が続けられている．　超高周波用フェリコア　現在力ラーTVのIF周波数は40　Mc帯を使用しているが，従来これにはカーポコレコァおよび還元鉄粉コァ（タストコァ）が用いられている．248　（248）図17−10　ペークライト　モーjbド，　エポ千シづIJ　v卜基板を用いた　マトリ1フクスフレーン　　Matrix　plane　　using　bakelite　　　m〈）ld　epoxide　　printed　base　　plates．ζ⊆」ξξぎ上es濫ユ図17−12　磁気ドラム用へっドコァHead　core　for　magnetic　drumh，滅�nば》：叉ぜ　　　　　　　　　　　　　　　u譲澗　　　畠一、日、t・tP＼　　　図17−13　フライパックトラーJスコァ形名　LU　15−M　1，　LU　14−M　5、　LU　I2−NB　g　　　LU　12−　M　6、　LU　10−N、　LU　IO−NB　l　　　Fly　back　transf・rrner　c・res．1。一↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tan�c「1　‘、、）1。，L」ピ　01一一＿−L−＿＿一，一10（Mc）　損失特性10　　　　　　　　ゾ　　　　　　図17−14Loss　versus　frequency　for　L−S，　M−L　materials．三菱電機・Vol，36・No，1・19624●表17−9　　　　　　1　　　　　　L−S、M｛材標準特性已・Blo（G）　　　Br（G）H・（・・）1・・（・・°C）1・・n！…　1・’eclL−S2，800［β000．5…　中5・1・一・M−L・…　い’…tS，“70　　　　　15×10−6　　　　　　　　　　12°OlQ180［l　l　160一　　　　　　　ト14°［　　　　　　　　禦習F12品　2。3’。4。5。6。7。8。9。］。。ll。　　　　　　　　　　f・一∫（Mc）　　図17−15　U−A材2−f特性（トロイタ｝レ1ルづ）　　　　2−fcharacteristic　of　U−A　materiaL　一方フェライトの使用周波数帯も漸次高周波域に達して超高周波用フェリコァとしてU−A材を開発した．　従来のタストコァに代わり40〜300Mcにわたって高性能を有しているものでカラーTV，　FMのIFT用二コァとしての用途が期待されている．　図17−15にU−A材の（？−f特性を示した．4，0P磁　　石　小形電動機のステータにOP−S磁石が用いられるようになった．磁極は独特の方法で内面に2極着磁しているから，外面にはほとんど磁束が現われない．OP−S磁石は保持力が大きいので，逆起電力による減磁場に対する抵抗も大きく，長期間にわたり磁束の安定度が良い．その他軽量で，廉価の点が賞用されている．　可擁性と永久磁石との性質をあわせ有するゴム磁石に，帆布をはり付けたゴム磁石べJレトは，磁気ベルトコー」Klt？や磁気選別機に利用することができる．磁気K）レトコvペヤでは急しゅんなコゥ配でも，水中での運搬も，またさかさに　11600霧塁気11400a，：　1，200磁211000色800図17−16　各種小形　モータ用OP磁石　OP　Magnet　for　Var10US　rrl1CrO−　moters．　　　図17−17　塩ピ磁石　　　　の磁気的，機械的　　　　特性　　　Magnetic　and　me・30　ヅシ　chanical　characteris−　　・E　Jm　i　tic　　of　　vinyl　chlo−　　　ride　magnet．　　カ　　タIOOlgoフ8・7701？．60　引　張50強40：’323・2度36品84°17．材料つるすことも可能である．またゴム磁石に続き塩化ピニー1レ樹脂磁石を開発した．磁気特性・機械的特性およびその耐久性試験結果を次に示す．　塩ピ磁石は塩化ピニール樹脂はいろいろな成型法が可能であるから，どんな形にでも成型できるので、その用途がひらけるものと期待される．　　　　表17−10　塩ビ磁石とゴム磁石の耐久試験磁　石　種　類名　称塩ビ磁石天然ゴム磁石ネオプレン　磁　　石塩ビーNBR磁　　石記　号G−23G−248iilG−11CRC−14CRG−11NBRG−14NBR老　化　　試　験＊カタサlk＊＊試験前帷後認1？llカ6161｝18引張強サ（kglcm2）耐　油　試カタtr4＊＊試験前騨後ご前已後llll6§1題ll塁；§；§lJ191；，1器引張（kg，’試験前19ll21二�l6；摺醗1。結認�f�f7ぴC7°時間処理後＊＊＊　ショァDスケール　　図17−18　ゴム磁石ぺ1レトの磁力線模様Line　of　magnetic　force　of　rubber　magnet　belt．皿．構　成　材料1，バネ材料の高温特性最近産業の発達にともない，計器用各種バネ材料が高温，低温および放射線下で使用される場合が多くなってきた．リッ青銅，洋白，およびBe−Cu合金を市販する当社においてもこれらの環境における特性の変化を検討中であるが，今回はバネ限界値ならびにカタサへの温度影響を調査した．　当社製リーJ青銅（PBS），洋白（NSS）について結果の一例を示すと，図17−19，17−20のように最適に処理されたいずれの試料も温度の上昇とともにバネ限界値，カタサが徐々に降下している．降下の程度は各加工度によって異なるが，リロ青銅では100〜150℃の範囲，洋白では150〜200℃の範囲で常温におけるバネ限界値の約90％となりそれ以上で急激に低下する．高温nsサと高温バネ限界値を対応させると、ほぼ同じ降下率をたどるが，カタサのほうが少しゆるやかで、バネ限界値のほうが温度の影響を少し受けやすいことがわかった．2，燃料要素用ステンレスパイプここ数年来当社では加圧水形原子炉の研究に当たって（249）　249表17−11化学成分・寸法，精度・機械的性質化学成分（％）寸　　法，　　精　　度　　（mm）機　械　的　性　質C＜G．03Si＜0．5Mn　　　P＜1．0　　　＜0．040Sく0．030Crt9’；�J．。。Ni※Sl°9、．。。Fe残外径』6語，内径』δll、肉厚0．53±0．02長サ1，600十IO−O真直度長サ500mmにつき0．5以内引張強∋蹴強サ（kgfmm2）（kg，mmi’）＞49＞17伸ビ（％）＞35注　※　AISI　304Lでは8．OO〜11．00？（9080蒙7°環6°鷲v　　30　　　　　　　・・　　　　　　10　　　　　50　　100　150　200　250　　　　　　温度（℃）9080図17−19　高温バネ限界値の加工度による影響Effect　of　machining　onhigh　temperature　spril191imit　value．三7°F，・i6°ザk・当：　　　　　　　　　　20　　　　　　10　　　　　　50　正OO　150　200　250　300　350　400　　　　　　　　　温度（℃）図17−・20　高温バネ限界値の加工度による影響　Effect　of　machining　on　high　temperature　spring　limit　value．きたが，その一環として表17−11の化学成分・寸法・機械的性質を有するAISI　304　L相当の極低炭素ユ8−8ステvレス製の燃料要素用パイつの開発を行なっていることは本誌34年度回顧号に述べたとおりである．　このパイづは内部に酸化ウラーJの燃料くレリトを装填する炉の核心部であってきわめて厳格な耐食性および機械的性質が要求されている．この製品に要求される性質を以後の研究で判明した事項ともに列挙すると，　1．　オーステナイト相ユ相でありフェライトが混在してはならない．　2．耐食性および機械的性質に有害な不純物，非金属介在物等があってはならない．　3．粒界腐食の原因となる炭化クoムの析出を防止するため原材料の炭素をきわめて微量にするほか製造中の滲炭を押さえ焼鈍を完全に行なわなけれぽならない．　4．　外径，内径，肉厚，真直度等の寸法精度が高くなくてはならない．　5．焼鈍ムラなどの材質ムラがあってはならない．　以．ヒの問題点について種々検討を行なって大体，つぎ250（250）のような結論を得た．　（1）　1一ステナイト相1相にするためには各成分元素量を厳格に管理することによって可能である．　（2）　不純物，非金属介在物を押さえるには原材料を十分吟味し，高度の精錬を行なうことによって可能となる．　当社ではこれらの結論をえて現在まで約200本のパイづを製造し，三菱原子力株式会社および当社研究所に試作品として納入しているが，現在ではさらに寸法の異なる新しい燃料要素パイつの試作も行なっている．　これら燃料要素パイづは前述のようにきわめて厳格な仕様に基いており粗悪な製品が1本でも混在していることは誠に重大な事故を発生する原因であるから寸法・材質の全数非破壊検査が望まれる．そこで当社では材質検査機としてうず電流探傷機（本誌35年度回顧号に詳述）および寸法を測定する非破壊測定機として管内外径測定用超高圧エァマイクoメータを設置し材質および寸法検査を行なっている．　これにより写真に示すような従来検出することのできなかったパイづの内面の割れ内部の巣の発見や厳格な仕様の寸法検査にいちじるしい効果をあげている．　　　）ttt／・　・t；s、図17−21パイうの内面欠陥　　Inner　defect　of　pipe．図17−22　バイつの巣Blow　hole　of　pipe．3、　メノし：1ロイーX　メJレコoイーXは表17−12の化学成分を有する二っケ1レ基の耐熱合金であって，本誌33年度回顧号に述べたように当初は原子炉用密閉電動機の軒ッ材料として開発された．　その後34年度回顧号に詳述されたように当時脚光を浴びたカラーテレピシ＋ドーマスク用耐熱ノは材として開発され以後は一般に電子管関係の高温バネ材としても広く用いられている．表17−12　メルコロイーXの化学成分規格（％）Ni＞70．00Cr　　Cb十Ti　　　TaAlF・　i・・S・14，00　　　225　　　0．70　　0．40　　5，00　　　　　　　　　　　　　く1．00〜17．00　〜2．75　〜1．20　〜1．00　〜9．00＜0．50Cu＜0．2・i・＜O．08＜0．01三菱電機・VoL　36・No．1・19621‘ト表17−13製造法特性構造用材料バネ材料高冷間加工→溶体化処理→時効硬化処理低冷間加工→時効処理抗張力比較的低く伸び大抗張力大で伸び小15・表曹笑100雰k；・，。　　　　　　　　　100　　　　　　200　　　　　　300　　　　　　400　　　　　　ぺ　　　　　　　温度　（℃）　　　　　　　　図17−23　高温バネ特性　　　　High　temperature　spring　characteristics．　一般に時効性合金の構造用とバネ用の製造法と特性は以下のように異なる．すなわちメルコoイーXも時効性合金であってこの例にもれず冷間加工後成型し溶体化処理を行なわず直接時効処理を行なって使用する．そこで成型に可能な低冷間加工を行なったメルコoイーXに2種類の時効処理を施し400DCまでのバネ特性を繰返し携み試験機で測定した．この結果を当社で製造しているバネ用銅合金のNリリウム銅，洋白，リッ青銅の値と比較した結果を図17−23に示す．これを見ても明らかなように，リーJ青銅は150°Cで，洋白，ベリリウム銅も200℃で劣化し始めるが，メ1レコロィーXは時効処理を行なえば400℃までまったく劣化を示さず，かつまたその特性値はこれら銅合金に比べていちじるしく高く，きわめて優秀な材料であることがわかる．　このほか当社では石油工業にて広く使用されている液面指示計のト∫レクチューづにメルコロイーXを用いて好評を得ている．この液面指示計は分溜塔または反応塔などの液面調節に用いられ，時には高温度下で激しい腐食ふんい気にさらされることがあり，このような場合には正確な作動を要求される　ト1レクチューづにはとくに耐熱性，耐食性の優秀なメルコo子Xが必要とされる．かつこのトルクチューづは強度が大きいと同時に，すぐれたジン性を持つことが要求されるが，当該パイづは外径5〜10mm肉厚0．5−1mm，長さ約300　mmであって引張強さはユ30〜150kg／mmもあるにもかかおらず，伸びが8〜10％もあって，厳格な仕様に適合している．4，　メルコロイーD　大形電気機器の性能向上，小形化をはかるため，高強度非磁性，耐熱材料として，メ1レコロイーDの開発をつづけているが，これの使用目的上強度，耐熱性の高いことはもちろん，謁性のすぐれたものが要求されている．こ17．材料表17−14　メルコロイーDの化学成分成分IN・｝C・　IM・1・・IM・　iS・　IF・％　1　・・「13・・1…11・・1・・81…1・・1表17−15　メルコロイーD特性値の経過（漂濡）中！％f　l（麟濡蔦）�k％川力廊r初期試作品第1次改良品現在量産品949104611フ．429．322．020．15ア．081．194．544，652．0427229253280れら要求に対し，健全な素材をつくるための溶解法を研究するかたわら加工方法の検討を行ない，初期製品に比しいちじるしい特性値の向上をはかることができた．この材料はすでに大形内部冷却ターピッ発電機用材料として使用され，今後も大きな役割をはたすものと思われる．　メルコロイーDの主要成分はおおむね表17−14のとおりであり，鉄二りヶルクoムを主体とし，チタvその他の元素を添加した時効性合金で，その熱処理，加工方法の適否が特性におよぼす影響が大きいため，これら条件を変化して最適条件をさだめた．　初期製品より現在までの特性値の向上の経過は表17−15のとおりである．5，高純度ニッケルクロム　電子機器の発達は実にいちじるしく，また，その需要範囲も大へん広くなってきた．したがってこれに使用される電子管もますます高性能なものとなってきた．　これらの高性能の特殊な電子管には構造材料として，非磁性で，しかも耐熱性のすぐれた合金が用いられている．　この目的に普通は二リケ1レクロム1号とか18−8ステンレスが使用されている．　しかしこの高性能を発揮するためには，その合金の加工過程のいかんを問わず非磁性であって，真空中のガス放出および蒸着の少ないことが要求されるのであるが，これに対しては特別に不純物の少ない二・朔レク0ムがもっとも適しているのである．　当社においては特殊電子管用に18−8ステッレスおよび二っヶルクoムをすでに製造しているが，さらに前述のような用途に対して二lvtrJレクロムのとくに高純度のものを今度開発した．　一般に特殊電子管の構成材料としては，つぎの要素をそなえていなくてはならない．ユ．2．3．4．加工過程のいかんをとわず非磁性であること．高温強度が大であること．加工が容易であること．電子管中でガス放出がなく蒸発物の出ないこと．　これらのうちでもっとも製造に注意しなくてはならないものは高真空中でも蒸発元素がないことである．このためにはMn，　Si，　AI，　C等をできるだけ少なくしなくてはならないが，これらの元素を減少すればするほど，（251）　251表17−16　当社および米国Wilbur社製ニクロムの分析値　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）三　菱　電　機　製高純度ニノケルクロム米国W三lbur社製　Topel　ACrMnS三Fe189300．080．94AI001C0．01Ni80．3818−20＜O．Ol＜O．20＜1．0＜002＜0．10残材料の製造は困難になるものである．当社では特殊の製法により非常に高純度な二っヶ1レクoムを製造することに成功したのである．その分析値の一例を示すと表17−16のようで，米国Wilbur社製のものに比し，成分的に何等見劣りがなくその性能においてもまさるとも劣らないことが実証された．6，Cu−Ni−AI合金　各種電気機器のバネ材として使用する洋白は、ロウ付などの温度上昇時に起こる脱亜鉛ならびに軟化がしぼしば問題となり，亜鉛を含まない合金で洋白に代わる合金が望まれている．このような合金の一つとして20％Ni−Cuを基としこれに少量のAIを含有した合金を開発した．　この合金は900℃における溶体化ののち500〜600℃の時効処理によって良好な機械的性質がえられる時効硬化形合金であって，適当な加工と熱処理を行なったものは引張強さ，降伏値，伸びならびに常温および高温におけるバネ限界値がいずれも洋白に比してかなりすぐれていた．とくに高い強度と適当な伸びを兼備することは，従来使用されているCu−Beユ65合金と同様の使途において利用範囲が広いと考えられる．なお耐食性およびロウ付性もまた洋白にほとんど劣らない．つぎにこの合金の機械的性質の一例を示した．　　　　　　　　　　バネ限界イ直（kb）引張強さ　伸び　常温　　　150℃　焼鈍軟化温度97kg／皿m2ユ5％　75kg／Mm2　57kg／Mm2約600℃IV．その他1，硬質ラドームNCW−6／GPS　ラド＿ム（Radar　Dome→Radome）は風雨・氷雪などからアー」テナを保護するドームであるが，レータサイト用のものはアンテナだけでなくレータ装置全体を収容し，機器全体の価格の低減をはかっている．ここに記すものは直径が約17　mもあるレータサイト用の地上大形硬質ラドームである．　昭和35年8月に防衛庁技術研究本部から大形硬質ラドームの国産化にともなう諸問題を解決するために「ラド252　（252）図17−24　硬質うドームNCW−6i，GPS外形図Outline　of　rigid　RadonleNCW−6　GPS．図17−25硬質うドームNCW−61GPS　Rigid　Radome　NCW−6／GPS．一ムの研究」が当社に委託された．当社はすでに日本電信電話公社のパスレ万クスレc’ズおよびホーンリフレクタアンテナの単層薄壁ラドーム，同じく円偏波パラポラァッテナの金網入り誘電体ラドーム，防衛庁沿岸警備レータ用薄皮サーJドィリチラドームおよびジェリト機機首ラドームなどの製作経験を持っており，大形硬質ラドームを設計製作しうる技術を有していたが，その幾何学的構造・力学的構造および電気的構造，材料の機械的性質，物理的性質および電気的性質，ならびにラドーム製作法を再検討し，さらに模型による風胴実験などをも行なって，防衛庁へ「ラドームの研究・成果報告」を昭和36年2月に提出し，昭和36年8月地上大形ラドーム1基を防衛庁へ納入した．　このラドームは機械的性能・電気的性能の優秀なことはもちろん運搬，分解組立が容易でしかも価格低廉なるようにあらゆる注意が払われている．　ドームの形：正二十面体の各正三角形を36分割し，この　　　　　　小三角形の頂点を球面上に引き上げさらに　　　　　　バネ∫レの種類を少なくするように修正して　　　　　　ある．　大きさ：直径約17m高さ約12mで普通の鉄筋コンク　　　　　リート3階建の高さ．　材　料：ガラス繊維強化ポリェステ1レ．　性　能：機械的強度一風速70m／sec，積雪40　cmに耐　　　　　える．　　　　　電気的性能一周波数3，000Mc以下で電力透過　　　　　率が90％以上．　使用材料の機械強度試験および電気性能試験の結果をそれぞれ表17−17，17−18に示す．　なお，このラドームは使用目的によって構成材料を変三菱電機・VoL　36・No．1・19624tt�H表17−17　機械強度試験結果試　験　項　目9k。　mm・12’⊥測織話均’引　張　　強　　さ28引張弾性率曲　　げ　　強　　さ曲げ弾性率圧．　　縮　　強　　さ圧　縮　弾　性　率2、100352，100242，100342，sao463，100272，900表17−18　電気性能試験結果試験項目標　準　状　態24時間水浸規　格測定値　　　　規　格測定値比誘電∋・・3以下誘電体損失　0，020以下42　145以L…12い・・25肝430013えれば割合安価に製作でき，運搬・組立および解体が容易である上にラドーム内部も非常に明るいので，レータ保護用ド＿ム以外にもイッスタvトハウスとして展示会用建物あるいは一時的な倉庫など種々の目的に使用できる．2，ホーンリフレクタアンテナ用　　フロントパネル　当社無線機製作所受注の電々公社電気通信研究所納め新形アーJテナのホー万リワレクタ開口面の風防窓（フローJトパネ1レ）として，図17−26のような扇形寸法のガラス布基材強化表17−19ホーンリフレクタアンテナ用フロントパネル材料の機械的，電気的性質試　　　験　　　項　　　目測　　定　　値引張強サkg！mm2タ　　テヨ　　　　コ誘　　　電　　　率　　（9，3ア5Mc）誘　電　体　力　率　　（9β75Mc）35033．64．20、0153980三〇At＝121216」図17−26　っロントノOネ1レ寸法　Dimensions　of　front　paneL17．材図17−27　ホーンリっレクタァvテナ用フローJトパネ1レFront　panel　of　horn　reflector　antenna・料づラスチっクス積層板を製作した．　これは使用目的上風速毎秒60mの強風に耐える強力なもので，かつ電波透過率も優秀なることを必要とするため厚みはできるだけ薄く（t＝1mm）しかも均一の1枚ものである．そのおもな機械的，電気的性能は表17−19のとおりである．3，国際線航空機用救命いかだ（MR−25A形）　国際線に就航する航空機（旅客機）が洋上を渡る場合は，国際航空安全法によって不時着水時に使用する救命具として定員数を満たすだけの航空機用救命いかだを積載しなけれぽならない．航空機に積載するいかだはつぎの三つの要求を満足するものでなければならない．　1．　軽量であること　2．　格納容積が小さいこと　3．実用に十分耐える強度を有すること　米国においてはこのいかだの性質，性能を米国航空規格ATA　800（Air　Transport　Association　of　AmericaSpecification　No．800）で規定しているが，わが国の航空局においても日米協定によってこの規格を適用している．　しかしわが国においては現在までにこの規格によって航空局の認定試験に合格して型式承認になったいかだはない．したがって現在航空会社で使用されているいかだはすべて外国品である．　当社は35年来このいかだの開発に着手し認定試験を36年8月1日から受けて8月28日に終了し，これに合格した．　つぎにこのいかだの構造・材料・付属品などの概要について説明する．　3，1　構造　このいかだはタ円形の2個の本体気室（上下対称）とその間にはられた底布からなっている．底布の中央にはタ円形の中央甲板気室が取付けてあり，その内側には付属品が収納できるようになっている．またこのいかだは自動ガス充気装置をそなえ炭酸ガスによって短時間で気室を膨張させ，かつ膨脹してから天幕をはることができる．　なお水中から自力で容易に乗船できるように上下本体気室の外側にそれぞれ踏段気室を備えている．このいかだはすべて上下が対称でいずれがトニになってもさしつかえなく使用できる．　いかだの寸法・性能は表17−20のとおりである．　3，2　材料　このいかだに使用される主材料は合成繊維と天然づムからなっていてそのおもな性能は表17−21のとおりである．　3，3　付属品　このいかだに使用される付属品は表17−22のとおりである．（253）　253表17−20項目IM・一・5A形1項目）　MR−25A形本体気室中央甲板気室定　H　（人）踏気段室全　　幅　（m）全　　長　（m）気室直径　（m）全　　幅　（m）全　　長　（m）気宝直径　（m）最大気宝直径（m）全　　長　（m）3s3．フア4，860．3ア0．0ア1360．200．301．40底　　面　　積（mLt）1人当り床面積（m2）容積本体気室（m3）中央甲板気宝（m3）全　　　浮　　　力　（kg）1人当り気室浮力　（kg）※全　重　量（kg）折’たたみ寸法（m）；：；、2．90．13’！！；約　ア30、60φ×0．95注　※印は付属品の重量を含む表17−21一［気室お・び底布用ゴ・布トプ用ゴ・布已用ゴ・布図17−29　航空機用救命い　かだの内部Interior　of　liferaft　forinternatiOnalairline．．べ“、・：響儀FED．　SPEC　STO　595　　Color　No．　33588国際線図17−28　国際線　航空機用救命い　かだ（25人乗）Airline　life　raft．　（25men）　　へや　tt’、ぶ色調LL　．．1＿＿り軋9’mぺ引張強サ　（kg，’25．4mm）引張強サ（kg）タテu竺ヨコ接着力（kgl25．4mm）気密性（1／m2Y24hi25℃）481以ド86．4　以・ド86．4　〃5．9以上5．ア　〃布：布間　　　2．8以上同　左250以下34．134．110以下同　左250以F34．134．11．8以L1．8　〃ゴム：布間　　1．6以上表17−22　図17−28，　17−29にこの救命いかだおよびその内部の写真を示すN・・1品∋⇒摘要IN・．1品名「醐摘12345678910111213収納袋天　　幕天幕支柱カ　　　イフ　イ　ゴホ　ー　ス修理用具あかくみスポンジー応急修理用　　具水のう懐中電灯呼　　笛14十ンパス111221　11式　1233　1　1　1飲料水貯蔵用1516171819旦2122232425262728海水蒸留器予備ひも日光信号鏡信　号　筒ジャックナイフ防水マッチプライヤ海水着色剤釣具海水脱塩器軍手ふかよけフローチングナイフ取扱説明書31161216111121海水を蒸留して真水にする装置海水をケイ光色に染め発見を容易にするもの海水の塩分を化学的に除去する装置図17−30　大形合成ゴムダイPつラムの形状Shape　of　largesize　syntheticrubberdiaphragm．　　　　　　　　　　　　　4，合成ゴムダイヤフラム　　　　　　　圧力調整装置用としての合成づム；iイわラムを当社で製要　　　作しているが，今回厚さ13mm，外径1，200　mmという　　　　　　記録的大きさのものを製作した．　　　　　　　タイヤフラムの形状はおよそ図1子30のようなもので，そ　　　　　　の構成はタイ？フラムの大きさおよび要求強度によるが，　　　　　　およそ合成ゴムの中間にナィoッスクリーフまたはナィo−」クD　　　　　　スを1枚または2枚もつものであって，これによってタ　　　　　　イ？フラムの耐久度を高めている．　　　　　　　今回の大形のものの場合はナィ0−Jスクリーv2枚をもっ　　　　　　ており常用圧力3kg／cm2，最大作用圧力8　kg／cm2とい　　　　　　う仕様に耐えるものである．表17−23に合成ゴムタィフラム　　　　　　用の合成ゴムの特性をかかげ，表17−24にこれに用いる　　　　　　ナイo−Jスクリー−Jおよびナイo−」クロスの特性をかかげる．図　　　　　　17−31は今回製作した記録的製品の写真である．　表17−23　ダイヤフラムに使用する合成ゴムの性能種　別＃7434−1＃7435−2＃5010＃7456−4カタt：アA45±555±550±560士5　引　張　強　サkgtcm280以上140　〃120　〃｜50　〃伸ビ％500以上500　〃600　〃300　　rl圧縮セツト％耐熱老化性常態に対する変化　カ　タ　サ変の化値　引　張変強化サ率の克v　伸　ビ変の化率冤v耐性常態に対する変化80以ド80　rt50　〃⊥201−25以下十15−25〃＿1＿十一10−30　〃十15−15ttASTM　OII　No．1　力変タ化サ値の変引化張率強f，）サ（3の変伸化ビ率の��v変体化積蜜の竺1ASTM　Oil　No．3・・以椙5一50　rt一40　〃一40　〃±；°一・・以下1−・・以下1−4°〃一50　〃　力変タ化サ値の十5−15十5−・15十TO−15十5−15変引鍵語一40以下一45　〃変伸化ビ率の克∨一50以下一50　〃変体化積率の��∀十30以下一40　〃図17−31大形合成ゴムタイ？っラム　Large　size　synthetic　rubber　diaphragm．表17−24　ダイヤフラムに使用するナイロン繊維の性能種別ナイロンスクリーン　　＃2034ナイロンクロス　　＃1101厚　ヴ・（mm）密度（本〆25．4mm）・・1・・…±…51　・・一・6｜33−・・0．3：±：0，05ナイロンクロス　　＃3070・8−43r3・一・・10．1±0．05　　　　　75〜80　　75−80引張強サ（kg／25．4mm）・引・・65以上60　〃65以上60　〃伸　ビ　（％）・叶・・25　〃40±520以上・5〃1・・〃40士520以上20　〃254　（254）三菱電機・VoL　36・No．1・19624ll1．　’rI1オ【rl‘1‘」1‘“，”‘tlllLII‘川．，’・’II川川II川‘．’．’”‘dtdl）rl‘1川17」1’�d’UI“‘”ll‘，llト’t’．、rrllTLItll‘tL‘∵・，’111111、1、、〆18．原　　　子　　　力．．，’川旧‘‘1．‘1‘．’←　．1「「1r‘‘lPllIl，，，．　tt．11／1「‘利1旧　．　’．’‘1‘1‘‘1‘ll‘ITl　　’，．．‘1）11‘1‘‘1‘！b　r　’　‘‘力lldrI‘ld‘」　　’、‘Ill‘1‘Il［ltllt’．Nuclear　Power　　The　year　ofユ961　saw　a　considerable　headway　in　thc　development　of　control　rod　drive　mechanisms　to　startand　control　nuclcar　reactors，　and　also　of　control　consoles，　safety　ampli丘ers　and　neutron　detectors　for　both　experimentand　power　use．　For　testing　equipment　of　obtaining　dynamic　characteristics　of　powcr　reactors，　a　corrosion　tcstloop　was　added　to　the　subcritical　experimental　equipment　and　thermal　model　experimental　equipment　for　the　prepara−tion　of　securing　information　on　design　in　general．　In　the　radiation　generator，　a　Cockcroft　Walton　type　acceleratorwas　built　aside　from　the　Van−de−Graff　accclerator　and　the　linear　accelerator；furthermore　trial　manufacture　of　highcurrent　ion　source　was　on　the　move．　Aspectrograph　and　a　variety　of　neutron　deflectmeters　were　revealed　veryeffective　as　devices　to　utilize　the　radiation　from　the　reactor．　Then　automatic　programming　units　were　added　to　themto　bring　the　matter　advanced　by　far．　Manipulators　to　handle　radio　active　substances　were　improved　to　a　higherstep　both　mechanically　and　electrically．　Also　Co60　irradiat輌on　apparatus　were　manufactured．　Radiation　instrumentswere　being　developed，　resulting　in　completion　of　a　human　counter，　hand　foot　clothes　monitor　and　neutron　areamonitor；they　were　now　ill　the　stage　of　practical　use．　Generally　speaking，　the　control　equipment　and　detectorswere　developed　especially　in　this　year　among　other　outstanding　progrcsses．b、�H　昭和36年度は，原子炉本体を起動制御する制御棒駆動装置，制御盤，安全増幅器および中性子検出装置などの開発を進め，研究用および動力用ともに多大の成果を得た．　動力用原子炉の動特性を求める試験装置として，臨界未満実験装置，熱模型試験装置にさらに腐食試験装置を追加設置して，全般的の設計資料を得る体勢ができた．　放射線発生機器では，パーJ・≠・ララーフ形加速器，線形加速器のほかに，コっク・クロフト形加速器の製作が完了し，さらに大電流イ1−」源の試作も進んだ．　原子炉からの放射線を利用する装置として，パクトoクラフおよび各種回折装置などに幾多の実績を納めているが，さらにこれらの自動運転記録装置を製作し多大の貢献をなした．　放射性物質を取扱うマニづレータに関しては，機械式および電気式ともに一段と向ヒさせ，なおCo6°照射装置も製作した．　放射線計測器として開発を進めて来た，ヒューマーv・カゥーJタ，バッド・つりト・クO一ズ・モニタおよび中性子線エリア・モニタも完成して実際に使用できる段階に来た．　原子力機器全般にわたって格段の進展をみせたが，36年度はとくに各種制御機器および検出器の開発が進んだ．　原子力材料は「材料」編に，汎用放射線計測器は「計測器」編に紹介した．1，　核分裂実験装置試作品　東京工業大学で軽水減速冷却形の研究用原子炉の基礎的研究と学生の教育訓練用として，核分裂実験装置の設置を計画され，これを一括受注した．この装置はまったく新しい設計であるから慎重を期するために，主要部分および設計，製作上困難が予想される部分について試作を行ないすぐれた設計を採用することに努力をはらった．　この核分裂実験装置は，20％濃縮のウラニゥムとア1レミニウムの合金をアルミニゥムで被覆した板状の燃料を使用し，炉心を黒鉛の反射体で囲ったものをさらに，1．4m×ユ．6m，高さ5．3mのターJクの中に収容してある．種々の実験設備や計測制御装置がさらに付属している．したがって製作範囲も炉心，実験設備，冷却設備から計測制御装置にいたる広範囲におよぶものである．この中から次のものを試作した．　1．燃料板を装填するための燃料箱　2．　制御棒の構造部分と駆動装置　3．炉心にポイドを発生させるためのスパージャ装置¶図18−1制御棒駆動装置　Control　rod　drive　mechanism、図18−2　制御棒および案内管Control　rod　and　guide　tubes，（255）　2554．5．図18−3　内面にスロiPトを切った燃料箱　Fuel　boxes　with　interface　slotted．中性子源のイーJタロ”）ク機構中性子計測系用の増幅器類（対数計数率計，対数および周期増幅器，安全増幅器など）　以上の試作品は種々の試験を行なって改良を加え，現在最終製品を製作中であるが，制御棒駆動装置，制御棒および案内管，および燃料箱を図18−1一図18−3に示した．2，　磁気ジャック形制御棒駆動装置　磁気ジ＋っク形制御棒駆動装置は，軽水形動力用原子炉の制御棒駆動装置としてきわめて有望な形式であ1），すでに米国においてはいくつかの発電用原子炉に実川されている．当社においても，とくに加圧水形動力炉に実用しうるものを目標として，数年前から設計上の問題や工作技術ヒの問題の検討を重ねてきたが．ようやく第1号機の完成を見るに至った．磁気完リク形制御棒駆動装置にはフリク＝yヨン形とラリチ形の2形式があるが原理的には同様のものであり、当社で試作したものはフリクション形である．　フリクショー」形は，原子炉圧力容器li部に据付けた制御棒駆動装置の耐圧シェル中でラジァル方向に広がりうる駆動軸と、その外側にあるL下方向に一定間隔だけ動きうる可動［11筒鉄片と．その上部にある固定円筒壁からなる．耐圧う田レ外側の励磁コイ1レにより、磁力の操作で，駆動軸と可動円筒鉄片を吸着させ、可動円筒鉄片を磁力で上下させることにより駆動軸も上一ドさせ、　・定間隔を動いた後は駆動軸だけ固定円筒壁に吸着させ可動円筒鉄片をもとの位置に戻す．この操作を繰り返すことにより制御棒を」二下させる方式で，制御棒重量は可動円筒鉄片また　固定円筒壁に吸着されたときにその間の摩擦により保持されることから，フリクショッ形と呼ばれる．　軽水形動力炉は一・般に高湿高圧であるため駆動軸が耐H｛シェ1レを貫通するような構造のものは好ましくない．この装置は、この欠点を補って耐圧：」・T．）レ外部より磁気的に駆動する完全密閉形で．また回転部のない構造であるため故障も少なく、スクラム動作が確実であり他の駆動装置に比べて比較的安価であるなどの特長がある．256　（256）　設計製作した装置のおもな仕様はつぎのとおりである．　設計圧力　常用圧力　炉内温度　制御棒重量　全ストロ＿ク　1ステ・ワづ長さ1〜3mm　駆動速度　　30steps／min　馬区動コイ1レ部夕卜f茎　　　　　　　約264mmφ　位置指示コイ1レ部外径　　　　　　　約60mmφ　装置最大寸法外径　　　　　　　約310mmφ　　　　長さ　約3．330mm　この装置は磁力によって動作を遂行するものであるから磁性材料の選定と磁気175kg，／cm2140kg／cmLコ340℃ユ20kg］、500mm図18−4　磁気洗ック形制御　棒駆動装置Magnetic　jack　type　controlrod　drive　mechanis．　n1．回路の構成が重要な間題であり，非磁性のステンレス鋼と磁性のステッレス鋼とを適宜使い分けなければならない．またこれら異種材料の溶接や高精度の機械加工など，工作技術上の多くの困難に遭遇したが，これらの問題を解決し，装置の製作を完了し，種々の特性を測定中である．　この装置の本体の外観を図18−4に示す．3，加圧器の試作　加圧水形原子炉（PWR）川機器の開発の一環として，加圧器を試1乍した．加圧器は加圧水形原子炉の一次冷却系の圧力を調節する圧力制御系の主体となるもので，内部にユ41気圧336℃の飽和蒸気と飽和水を保持し、スづレとt一タを備えて，ターピンの負荷変動によって生ずる一次冷却材の圧力変動を基定の範囲内におさめるものである．試作した加圧器は，電気出力10万kW程度の加圧水形原子炉づラーJ卜用のもので，外形約960mm高さ約　　図18−5加圧器胴のステンレス肉盛Stainless　steel　deposit　on　pressurizer　drum，三菱電機・VoL　36・No．1・1962t4》●2，600mm，内面全面にステッレス鋼をクラリドしたSA302B高張力鋼を使用した圧力容器で，内部に140　kWのステッレス被覆ヒータがそう入されている．この試作研究によって厚肉高張力鋼板の溶接，ステーJレス鋼およびステうイト鋼の溶接肉盛，溶接肉盛部の各種非破壊検査法，その他原子炉用圧力容器の設計製作上の貴重な芸一タを得ることができた．　なお現在同時に開発されたレペJレおよび圧力伝送器および原子炉用パ1レつなどを組み込んで，原子炉運転条件での各種試験を計画中である．4，　研究用原子炉制御盤　原子炉を起動し，適当な割合で出力上昇を行なって希望する出力レペJレに到達するためには，種々の計測制御装置が必要であり，とりわけその瞬間における炉出力と直接関係している中性子束を測定することは，原子炉の運転制御を行なう上にもっとも重要である．ところがこの中性子束は原子炉の起動開始から出力運転にいたるまでに10デカード，あるいはそれ以上の範囲にわたって変化するために，これを全領域にわたって測定，監視するためにはいくつかの異なった測定升ネルが必要である．一・般の研究用原子炉の場合は4fVネ1レ程度にわけており，それぞれ適当な測定方式によって中性子束を指示記録し，さらに原子炉を安全に運転するためのイッタ0リク回路や自動制御回路を組み込んである．　当社でははやくから中性子束の測定装置に関する研究開発を進めてきたが，今回それと平行して原子炉用の中性子計測系統と制御装置を組合せた原子炉制御盤の試作を完了した．　この制御盤は図18−6に示すようなもので，つぎの4チャネ1レから構成してある．　1．　起動升ネ1レ　　この升ネ1レは前置増幅器，比例増幅器を経て計数　装置および対数計数率計に接続されており，対数計数　率計の出力は微分されて原子炉周期を指示，記録する　ようになっている．　2．　炉周期升ネ1レ　　この升ネ1レはいわゆる中間領域の測定に用いられ18．原子力搬ジw欝　遠’9．緩緩εミご∫　‥”｛彰　　難　　　　鱗図18−6原子炉制御　　　盤Control　console　ofll　nuclear　react《）r．　るもので，イォッ箱からの電流の対数を取って対数出力　を指示記録するとともにこれを微分して原子炉周期を　指示，記録するようになっている．　3．　　出プ］＄【1御チ十ネ1レ　　このチvネ1レはイ1−J箱からの電流を増幅して指示　記録するとともに自動制御系統に信号を送るようにな　っている．自動制御系統は設定値との偏差を比例＋微　分＋積分の3項からなる調節計を経て制御棒を動かす　二相電動機に信号を送る．この制御盤には制御棒：」ミュ　レータが設けられていて制御棒の動作を模擬できるよ　うになっている．　4．　安全升ネ∫レ　　この弁ネルはイ九箱からの電流が設定値をこえ　た場合，原子炉周期が設定値より短くなった場合，そ　のほか原子炉系に異常を生じた場合に直ちに制御棒　（安全棒）を落下させて原子炉を停止させるためのチ　ャネルであり，いわゆる安全増幅器が使用されている．　以上の4升ネ1レを有機的に連係させて，適当なイvタoっク回路や警報同路，表示回路および制御棒操作回路を組み込んだものがこの原子炉制御盤であり，現在種々の試験を実施中である．5，　動力用原子力プラント制御盤　動力用原子力づラーJトの核計装装置の試作を開始した．ウェスチーJづハゥス社のFN形原子力づラーJ卜制御装置に準拠し，一部はわが国の法規に適するよう改造した．系統としては，線源領域1系統．中間領域1系統，出力領域3系統を含み，将来線源，中間領域はそれぞれ同一のものを2系統に増加する計画である．　保護動作としては、全制御棒そう入およびスクラムの2種とし，その信号としては，線源領域から起動率による全制御棒そう入信号，中間領域から起動率による全制御棒そう入，およびスクラム信号の2種を取り，これらはおのおの独立に動f乍する．出力領域からは20ut　of　3一致回路方式による高中性子束スクラム信号を取る．これらのスクラム信号は，一次系づロセス系および二次系からのスクラム信号とともに安全回路に送られる．安全回路は二重回路方式で，どちらか一方の回路が動作すれぽ，スクラムを起こし，また両者を分離して別々に機能試験を行なうことができる．20ut　of　3一致回路は，1回路ずつ取出し，別の試験用信号と組合せてミー致”の試験を行なう．　回路としてはパルス積分器，対数増幅器，高圧電源，低圧電源，出力領域増幅器、試験バネ1レ，警報およびスクラムバネ1レ，炉停止バネ1レ，炉停止試験バネ1レ，制御棒そう入パネルなどからなる．保護動作として，警報，制御棒引抜き停止などを行な5場合は制御棒そう入バネ1レの簡単な改造により可能であり，このパネ）レの数を増すことにより，保護動作の段階を増すことも容易である．　回路素子としては，真空管と磁気増幅器を使用し，　卜（257）　257ラッづスタは使用していない．また継電器はなるべく使用せず，双安定磁気増幅器で代用している．6，　原子炉用安全増幅器　東京工業大学核分裂実験装置計装の1要素として設計した原子炉用安全増幅器がこのほど完成した．速い応答時間を得るため，従来の装置では継電器を用いていたが，これを電子管式のスイリチ湯同路に改め，危険信号がはいってから保護動作が始まるまでの時間を短縮した．入力は非補償形電離箱2個からのイォち電流である．パネ1レ上のメータには中性子東レペルをパーセット（％）目盛で表示した．高速スクラムは高中性子束レKlレおよび炉周期計からの短炉周期の信号によって起こる．装置はできるだけフェイ1レセイフに設計してあり，電子管式の高速スクラムに付随して、後備用の緩速スクラムも設置し安全度を高めている、−」三要な真空管は継電器で監視されていて故障の場合は後備川のスクラムが起こる．スクラムは安全棒を保持する電磁石の電流を切ることによって起こる．縛ム燈ぎ縞細寮も一、　　　　　ぱ癒磁　　く．　　　　　娩鋤簸　v．w、磁癖癒図187　原子炉安全増幅器　　Safety　amplifier．7，　原子炉制御用中性子検出器　かねてから開発中であった原子炉制御用中性子検出器は試作を完了し．昭36年8月末から9月始めにかけてJRR−1の熱中性子栓を使用してこれら中性子検出器の基本的特性を測定した．　現在試作している中性子検出器としては補償形電削箱（C．LC．），平行板形電離箱（P．C．P．），分裂計数管、　BF3計数管などがあり，それらの構造はウェスチ　−Jづハウス社で製作されている検出器類を参考にして国産可能な方式に考えなおしたものである．C．LC．、　P．C．P．の電極面へのポoッの塗布，および分裂計数管の電極面へのウラvの電着などを含めたいくつかの間題点を解決して試作した．各検出器の外観を図18−8に示す、図18−8　試作した中性子検　出器　左からC．1．C．，　P．CP．，　BF3　Fission　counter．8，　臨界未満実験装置昭年35年以来減速実験装置を使用して実験を続けて258　（258）来た．測定の目的はPWRなどの軽水減速形の原子炉の設計に必要な中性子減速に関する物理量を測定するためでありすでに軽水だけの場合．軽水中に気泡のある場合，および不銃鋼のように非弾性散乱がある場合について測定を行なった．この種の実験はまだ問題が残っているので続ける予定であるが，この装置でさらに実験の範囲を高めることを計画して原子力平和利用に関する補助金を受けて改造を行ない臨界未満実験装置を作成する．　改造の目的は燃料を入れて指数関数炉実験のような臨界未満実験をも行なえるようにするためである．おもな改造個所は次の諸点である．　1．主タックの底部に黒鉛のべ≠スタルを取付け，その　　中にRa−Be中性子源と，中性子発生用加速器のタ　　ーザっトをそう入できるようにした．　2．　天然ウラッの酸化ウラv約2．3tの燃料を配列でき　　るように燃料配列格子板を作った．　3．燃料は直径約24　mm，高さ25　mmのUO2　nllレっ　　トを多数使用し，外径約26mm、厚さユmmのAl　　管に納めたものを製造した．　4．　この装置には制御系は必要ではないが，実験用計　　数管測定系として3系統を装備し，線量監視系兼実　　験用として1系統を取付けた．5．　もっとも重要な測定装置として30回路の時間分　析器を開発した．最高分解能は1μsecとし，遅れ　時間，回路の時間幅などを非常に広範囲に変えられ　るようにした．またRCL−256と組合せて使用する　ための時間波高変換器も製作して使用している．こ　れはユμsecよりも早いほうまで使えるように設計　してある．6．中性子発生装置としてコっク・クロフト・ワ｝レトーJ形の　加速器を製作し，この装置の線源とした．この中性　子発生装置は連続中性子発生，パ】レス中性子発生が　可能であるが，パルス　　法の研究を主眼とし　　ているのでパルス運　　転がおもである．　臨界未満装置の主タ：Jクとべ≠スタ1レ部を図18−9に示す．9，原子炉熱模型　　試験装置　原子力平和利用研究費補助金の交付をうけて，三菱原子力工業（株）研究所に設置したもので，昭和35年6月据付けを終わり，36年3月所期の実験を完了した．　この装置は軽水形原丁図18−9　臨界未満実験装置　主タンクおよびペデスタル部Main　tank　and　pedestal　partill　tlle・ul）critieal　eXperimen−tal　equ輌PInellt．三菱電機・Vol．36・No．1・19624●‘◆炉炉心の熱的設計に必要な強制循環中の高温高圧水の伝熱特性および流動特Wに関する資料を求め，あわせてフランづ継手、各機種からの漏れ防止に関する研究を行なうための実験装置であり，試米こ1部，ヒ1レーづ，浄化系、給水系，および計測制御装置から成る．　試料部は電熱線を不銃鋼管に絶縁封入した燃料棒模型で，全長約600mmであるが外形寸法および構造配置は適当に変えることができる．　主ルーづは伝熱試験部をなす圧力容器、一次ルーづに圧力を加える加圧器，2基のNX　5203形キャッドモータ“°　7vづ，2個のオリフィス流量計．21固の流量調節弁、漏れ試験部およびこれに接続する配管系からなり，設計圧力は180kg／cm2常用圧力140　kg／cmL’である．使用材料はすべてタイづ347不銃鋼である．圧力は加圧器，温度は圧力容器内下部にそう入された電熱予熱器によって一定値に制御される．　浄化系はイォッ交換樹脂により一・次系の連続浄化を高圧下で行ない汚染を防止する系統であり，また給水系は1．5kWの高圧充填杷づにより一一次系に給水を行なう．　実験は外径14mm，13mmの燃料棒模型をじヲチ17m皿の5×5正方格子配列にしたものと，外径40皿mの燃料棒模型に対し等！lll値径20　mmの環状路を形成させた試料について行なった．実験範囲は流速／．4へ9．1m／sec，熱流速0．54×105−1．8×IO°”kcallm　Li　h，温度65〜200℃，圧力30−140kg／cm2であった．燃料棒模型表面温度および流路中の圧力損失を求め．Re数とNu数との関係ならびにRe数と摩擦係数との関係を得た．　漏れ試験については主としてフラッジ継手におけるガスヶリトからの漏れに焦点をおき，平形，ク＝」歯形，リーJb’，渦巻形，など常用されている散ヶ・vトについて常温，高温での漏れ試験を行ない漏れ量の比較を行なった．　この実験は断続的に行なわれたのであるが，延200時間余にわたって十ヤンドモータポッづは良好な運転を続けた．10，　動的腐食試験装置　高温高圧水中での各種原子炉用材料の動的腐食試験，その他高温高圧水を必要とする水化学関係の実験を行なうための装置で，昭和33年9月より計画し，製作したが，昭和36年3月三菱原子力工業（株）研究所に設置を終わった．原子炉用材料に対する試験条件としてはPWR形原子炉の運転条件を対象とし，圧力140kg／cmL），温度316℃を選んだ．装置はこの条件を満足するよう設計してあり，とくに使用材料は耐食性を考慮してすべてタイづ347不銃鋼とした．　装置は主循環系，加圧系，加熱冷却系，冷却清浄系．給排水系，二次冷却系および計測制御系から成立っている．主循環系は4”（100mm），5「t（ユ25　mm），6「i（150　mm）管から成る閉回路で，循環はNX　5203形キa・　−」　E”モータボツづ1台で行なう．回路中に1i／2”（37　mm）の4本の分18・原子力図18−10　動的腐食試験装置全景　View　of　corrosion　test　l（」op．岐管があり試験部を構成する．フうご局をはずして適当な試験試料片をそう人することができる．試験部の流速は試験部出口に設けた流量調節弁により変える．加圧系は系のfE力を制御するための立テ形加圧器が主体であり，加圧器の加熱は外巻の7．5kW電気加熱器で行なう．加熱冷却系は系の温度を調節する系で主循環系の配管に取付けられたユ5kW電気加熱器とキ〕・ッドモータ　lllッづ出口よりバイパスして3基の再生形および2基の非再生形熱交換器を通ってボンづ入口に戻る冷却系とから成立っている．なおこの冷却系にはイlv交換樹脂塔があり清浄系をも兼ねており，主循環系を循環する水の純度を2ppm以下に押える機能を持っている．この清浄系には将来炉過器を併置する予定である．　装置設置後，付帯設備の整備，計測制御系の調整を行ない，昭和36年8月以降運転にはいった．11，VC−3形バン・デ・グラーフ形加速器　工業技術院名古屋工業技術試験所納入のVC−3形パーJ’≒・づラーフ形加速器は，昭和35年来の調整の結果，昭和36年6月末で．初期の目的に達した．この装置は1本の加速管を使って，正イlv，および電子を制御盤上の操f乍だけによって，切換自在に加速できるもので，従来の方式には見られなかった特長を有するものである．　その構造として．まず、1価の正イrt−Jである陽了，重陽子を作るRFイ加源を，高電圧電極内で加速管の真上に取付けており，加速管の加速方向にピームを放出するようになっている．一方負電荷を持った電子は，加速管と直角の方向に取付けられた電子銃より放出され，90度偏向の電磁石によって曲げられてから加速管にはいり，加速を受けるようになっている．　陽子，電子の加速の状況には，かなりの差があるが．最終加速エネ1レギは，ユ．5MeVから3．2　MeVで，ピ＿ム強度は、陽子で0から70μA（分析管入口で）、電子で（259）　2591：：：［；；畔1］°°「　　L　　発雷電圧計電�k　（μA）55∩　　　　600　　　　650　　　　7002M…1151｝　SI2Rlltレ）ゾ）」士□巨γ↓阜ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　160　　　　1　70　　　1　80　　　　190　　　200　　　2　10　　　プロトンェネルギ（MeV）　　　図18−11A127（p・γ）SiL’Bからの共鳴7線分布The　intensity　distributioll　ofγ一rays　in　A127（p・γ）Si28　reactionfor　the　energy　calibration　of　Van・de−Graff　type　acceleratormodel　VC−3．0から250μAである．この加速エネ〕レ干の較正には，いろいろの方法があるが，この装置の場合は，加速陽子による原了核反応を分析して行なった．　AIの原子核は，加速陽了を吸収して，励起されたSiの原子核に変換するが，このときSiから加マ線放出がなされる．この加マ線の強度は，ある特定の陽子エネ1レギにおいて，とくに強く，それをはずれると，ほとんどゼロになってしまう．これを利用して，Alに衝突する陽子の加速エネ」レ干を知ることができる．この核反応で得られたガンマ線の陽子エネ1レギに対する強度分布を図18−11に示した．実験のエネ1ば範囲は，1．6MeVから2．1MeVまでであるが、これを基準にしてすべてのエネ1レ干範囲の較正ができる．　この装置は，現在名工試において順調に運転されており，電子の高分子，半導体などへの照射実験，陽子の核による，弾性，非弾性散乱などの実験が計画実施されている．12，　線形電子加速器用集束偏向装置　大阪府立放射線中央研究所向け線形電子加速器用電子線集束偏向装置が完成した．この装置は線形電子加速器により加速された電子ピームを強集束の四極電磁石で集束したのち，三方向分析用電磁石で＋70し，0°，−70°の各方向に偏向分岐させて，それぞれの実験装置に電子ピームを導くものである．装置の構成は三方向分析用電磁石，電子線集束用四極電磁石，電子流測定用ファラデー・力りづ，エクステーJ・」ヨーJチューづ系、4”（100mm）系排気装置3機，操作盤，その他からなっている．各部はそれぞれつぎのような性能をもっている．四極電磁石は20MeVのエネルギをもって平行入射してくる電子ピームを四極電磁石の後方2〜10mの位置で集束させることができる．三方向分析用電磁石は上記四極電磁石でしぼられてきた20MeVの電子ピームを＋70」，　O‘，一・70°三方向に偏向させ，スリリト系とあわせて高い分解能でピームのエネ1レ干を260　（260）　　図18−12　線形電子加速器用集束偏向装置Focusing　and　deflectinSr　apparatus　for　electron　linearaccelerator．選別できる．これらの電磁石は電流安定度0．oo3％をもったトラッジスタ定電流電源で励磁され，磁場のじゅうぶん広い範囲にわたって5×10−4の磁場の安定度を有している．4”系排気装置3機で排気されるエクステーJ・Jヨン系は系の末端で6xユ0−6mmHgの真空度まで排気される．三方向分析用電磁石で偏向された電子流はファラデー・カリづで測定される．このファラデー・力1りづは20MeVという高いエネ1レ干電子線の測定のためと，大強度の電子線による発熱から装置を冷却するためとで，その構造にはとくに注意がはらわれている．13，500keVコック・クロフト形加速器　昭和35年から改造に着手していた京都大学物理教室向け原子核実験用500keVコリク・クoフト形加速器は据付調整を終わり，正常運転にはいることになった，　この改造の主眼点は，加速エネ1レ干を高くすると同時に，ピームの収束をよくし，強輝度の加速陽子流を得ることである．改造した点はつぎのとおりである．　1・　100keVから600　keVの範囲の任意のエネル干に加速した陽子流を，加速管の出口から940mmの位置に収束させ，しかも，その倍率が1．8−1．7以内におさまる設計とした．加速器は全長2，218　mmで，イォッ引出し系と三つの加速段から成っている．とくに，引出し系の構造を工夫して，収束杵っつの長さを任意に変えうるものにしてある．　2．　イオーJ源の高圧発生装置を改良，R・Fパワーを大きくして，強い陽子流を得ることができる．　3．　この高圧部の駆動を，地下の実験室からの遠隔操作によっておこなえるものとした．　これらの改造目的は達せられ所期の日的を得た．14，　300kV中性子発生装置　三菱原子力工業（株）研究所において建設中の臨界未満実験装置の中性子源として，300kVの〕リク・クロフト形三菱電機・Vo1．36・No．1・19621｛‘■加速装置を製作した．この装置は高電圧発生部と加速管部とからなり，加速管において300kcVに加速された重水素イオッ・ピームは偏向マiネっトおよび．四極マづネリトを経てターげっトにあてられ．10ii　n’sec以Lの中性子を発生することができる．なお，臨界未満実験装置には中W子発生点が2個所あり、したがって偏向マづネ”）トにより，水平方向，および傭角ユ4度の2方向に重水素イォv・亡一ムが走ることができる．　高電圧発生部は4段のコリク・クoフトからなり，使用周波数は800c／sで，最高電圧350　kV，使用電圧300　kV，負荷電流3n1Aをとったとき，電圧のリリづ〕レは±0．25％以下，電圧のドリフトは±2％以下となっている．また整流器には，装置を簡単化するため，−eレッ整流体を用いた．　加速管は4個の電極からなり，高周波放電形イ1−」源より引出された約500μAの重水素イlv・ピームは偏向マづネ・リトの出口にて約5mmφに集束され，さらに四極マづネ1リトにより，ターゲっトの位置にて同じ大きさにふたたび集束することができる．　加速管の真空排気のため，800　lfsecの油拡散ポッづを用い，イlv源の出口において，ピーム取出中に3×10−5mmHg程度の高真空を保つことができる．　また，この装置はパ1レス状中性子を発生することもできる．ピームのパルス化のために加速管部の下端に，ピーム・ディフレクタが取付けてあり，これにパ1レス電圧を供給することにより，パ1レス幅1〜250μsec連続可変，パ1レス繰返し100〜10，000　c／sのバ∫レス状ピームを取出すことができる．15，大電流イオン源　原子力平和利用研究の一環として昭和35年8月以来Von　Ardenne形の大電流イォッ源の製作を行ない，昭和36年10月以降本格的実験に移っている．　従来のイ1−v源では数mAを取出しうる程度であるが，Von　Ardenne形によると既存のイォッ源の10倍程度の18．原子力図18−13　300keV　r　1　T　性子発牛装置　300keV　neutron　generator・大電流を取出しうる．この形のイlv源を試作し、加速器に入射できる性能を持っているか否かを試験研究し，核融合研究に必要な入射用イォコ源の性能を試験する目的である．　・・般に大電流のイlv・ピームを取出すためには基本的な次の三つの事がらが要請されている．すなわち，�@濃度の大きいづラズマを作ること．�Aエミiり・Jヨッ開口においていちじるしく指向性を持ったイ加が出て行くようにする．�Bエミリシ3ン開口自身およびその周囲で壁損失をさけることであってこれに対して，アーク放電により作られたつラズマを強力な磁極レ涙により絞りかつ中間電極により鋭い指向性を持たせるように考慮されている．また大電流を取出すための最適条件を見出すために，アノード・6一ス，中間電極，引出電極などはすべて取換可能とし，またその位置間隔なども変化できるようにしてある．　なお次の項目について試験研究を行なう予定である．�@ガス流量，電磁石電流，アーク電流，引出電圧，集束レンズ電圧などとピーム電流ならびに集束状態との関係を調べる．�Aイォッ・ピームの質量とエネ1レギ分布その他核融合装置への入射用としての最適条件を調べる．16，　べ一タ線スペクトログラフ　永久磁石を用いた高分解能ペータ線パクトOララフを原子力研究所へ製作，納入した．　磁石は励磁コイ1レにより，140本の永久磁石（70φ×100）を着磁し最大1，3800eまでの任意の磁場で用いることができる．おもな仕様は磁　　　極磁極干Pっづ磁場一様性重　　　量で，電子軌道の最大半径は44cm，のエネ1レ干範囲は7keV−3．5　MeVである．磁極面の研摩には細心の注意をはらいづロトッ・レジナンスによる磁場測定を繰り返しつつ仕上を行ない，平行度±7μ最大磁場において磁場’様性0．03％を得ることができた．ベータ線源および写真乾板とともにステッレス製の真空タックに収められ，2，000　1／minの油拡散fi−Jづおよび300　1／min×2の油回転ポッづを用いて，大気圧から1．5時間で1×10−4mmHgまで排気される．真空タックは，恒温そうもかね，温度制御された水を循還させ恒温に保たれる．補助装置としてGM管駆動機構およびGM計数装置が付加されて，スRクトロメータとして使用することもできる．制御盤には真空系電源，温度制御装置，着磁，減磁電源，づ0卜：ノ・レ労ッス磁場測定装置が収められ，ここですべての操作が行なわれるようになっている．　この装置は国内はもちろん，海外にも例のない分解能が期待でき，原子核の構造，RIの研究に多大の貢献をするものと期待できる．104cm×67　cm×7cm6c皿O．03％4．1t　　　　　　分析されるべ一タ線（261）　261図18−14　べ一s線スNg卜　口づラフ本体および排気　系　β一ray　spectrographmain　part　and　thepumping　system．はあらかじめ押しポタvで設定された測定条件，すなわち試料の出し入れ，パリク・づラゥンド測定の有無，繰返し回数，などにしたがって行なわれ．結果は作表されて印字されまたサッ孔される．これが終わるとアーム駆動信号が出，サーボ系によってつぎの角度位置までアームが送られる．アームが停止するとふたたび角度位置の印字サーJ孔が始まり，上にのべたシーヶッスが繰り返される．動作中測定条件はすべてラッづで表示されている．印字と同時にサン孔されるテーづは，電子計算機によって≠一タ処理，断面積の計算などを行なうのに用いられる．この装置により数十時間にわたる実験中モノクoメータは無人で運転され，結果が作表されて得られるので，実験能率を向．ヒするのに大いに寄与している．18，　中性子回折装置17，　中性子モノクロメータ作表装置　さきに日本原子力研究所に中性子モノクロメータを納入したが，この実験能率を高めるため，今般実験手順のシーヶ一Jス制御　と測定結果の：一タ処理を行なわせる作表装置を開発し，昭和36年6月末にJRR−2原子炉室に据付けた．　この装置は中性子計数装置，モノクロメータ・アーム駆動装置，印字装置および制御装置から構成されている．駆動装置は磁気増幅器で，計数装置や制御装置はすべて　トラ7ジスタ・パリヶ一ジと小形継電暑艮でできており，信頼度の向上を図ってある．　この装置はモノクロメータ・アームの角度位置の印字とサン孔，中性子強度の計数と印字サフ孔，モノクロメータ・アームの駆動というような動作を，あらかじめ設定された測定条件のもとで行なう．実験の開始は起動押しポタッにより行なわれ，5ヶタの表示管に示されているアームの角度位置がまず印字，サッ孔される．つづいて中性子測定が始まり，計数装置が計数を始める．計数装置はモニタ系と主測定系の2系統からできており．モニタ系のスヶ一ラがあらかじめ定められた計数値に達するまでの主測定系のスヶ一ラの計数値を印字サッ孔する．この測定262　（262）図18−15　中性子Eノク　ロメータf乍表装置　Schedule　programm−　ing　unit　for　Ileutron　munochromator．　磁性材料や結晶構造などの物性の研究に使われる新しい実験装置である中性子回折装置が相っいで完成し，JRR　2原子炉に据付けられた．日本原子力研究所へ納入した1．号機は35年6月据付けを終わり原子炉の運転にともなって多くの実験成果を納めている．日本電信電話公社電気通信研究所，東京大学物性研究所へ納入した2号機3号機も36年7月JRR−2原子炉に据付けを終わり運転にはいった．2，3号機は単結晶試料の測定を主目的とした装置で、あらかじめ決められた回折像を精度よく短時間に測定できるように，づロづラムにしたがって自動運転が行なえる，世界でもはじめての装置であり，これらの成果は36年9月行なわれた国際磁気結晶学会にも報告された．原子炉の出力がさらに上昇すれぽ今後高分解能の中性子回折実験が行なわれるので、その研究成果が期待されている．　づロづラム・コーJトロー；レ装置は中性子回折装置による各種の測定手順を，電子計算機あるいは手動サッ孔機によって図18−16　JRR−2原了炉に据付けられた三つの　中性r一同折装置　Three　neutron　diffl・actometers　installed　to　the　JRR−2　research　reactor．三菱電機・Vol．36・No．1・19621t●あらかじめサーJ孔したテーつの指令に従って自動的に行なうものでこれによって同折装置は，起動後は長時間にわたり無人運転される．　この装置はつリット配線の　トラ万ジスタ・パリヶ一ジ　約300枚からなる論理回路を主体とし，中性子の計数をそ丁なう2チVネ1レ・スケ＿う　とサーボ機構により機械と結合した位置指示計，論理同路の状態や記憶されている数値（機械部の位置などに対応している）を明了に指示している10進ラッづ指示計，およびトラッジスタ化安定電源を自蔵している．またを付属している．　一連の測定に必要な命令，図18−17　中性子回折装置用　づ0づうム゜⊃ントロー1レ装置　（電電公社通信研究所向け）　Program　control　unit　for　neUtrOn　diffraCtOrneter．テーづ・リータ　と　づリジタ　　　　　　　　　　　　　数値はサフ孔テーつから与えるほか，測定の開始や単純な測定の場合はキーボードから与えることもできる．　この装置によって上オメータのアーム、結晶台が各測定点に精密に設定されピーム：JVリタの自動開閉や中性子の計数および印字記録などが、自動的に能率良く行なわれる．　本機は据付以来，順調に運転され有益な測定結果が得られっつあり，部品の劣化による事故もなく数百時間の運転実績を得ている．19，　中性子速度選択器　中性子ピームを単色化する一つの方法として，写真のようなヘリカ1レな羽を持つo一タの軸方向に中性子を通すと，エネ1レ干の差によって中性子の速度が異なるため，ロータの回転速度に同期した一定のエネル干の中性子を取出すことができる．　ここに示したものは日本原子力研究所に納入した中性子速度選択器でエネ1レ≠0．0003eVから0．04　eVまでの中性子を約1％の分解能で取出せる．ロータは直径190mm，全長440　mm、　KRモネルの単一材より削りだしたもので20，000　rpmの高速に十分耐えられるように設計されている．回転は10“　L’　mmHgの真空容器の中で行な18・原子力図18−−18中性子速度選択器o一タRotor　of　neutrてmvelocity　s＿eleCtOr．われ，15，000rpmの高速直流電動機で駆動する．速度の安定はエネ1峠の単色化にきわめて重要であり，そのためディづタ1レ形速度制御を採用して精度と安定度の向上をはかった．回転速度は駆動歯車に対向させて取付けられた磁気じワクァ・っつから検出され，設定値と比較されて加速または減速信号を発生する．これらの制御回路はトラ謁スタNORを主体とした論理回路で構成され、出力段には磁気増幅器が用いられている．この制御装置により最高回転数で±0．06％という高精度が得られた．20，　パイル・オシレータ　日本原子力研究所で開発されている水均質臨界実験装置の動特性を測定するためにNX−1103形を製作し36年7月納入した．　これは正弦波発生装置と方形波発生装置からなるパイ1レ・わレータである．正弦波発生装置は直径60mmのカドミウム円板を偏心させてカドミゥムの半円形箱の中で等速回転させ正弦波を発生させる．その周期は速度制御された二相サーボ・モータと3段の遠隔操作歯車列によって0．05c／sから30　c／sまでの広範囲に連続的に変化することができる．方形波は吸収体を垂直：JVづ」レ内で上下させる方式で、これを二相サーボ・モータに直結した巻取ドラムによって5秒，10秒，20秒，40秒および80秒の周期で動かし振幅最大40cmの方形波信号を立Lがり0・5秒で取出せる．この上下運動はトランジスタ回路による低周波発振部とサーボ増幅器により炉外から遠隔操作される．21，機械式マスタ・スレイブ・マニプレータ　機械式マスタ・スレイづ・マニづレータMA−M　40形の行動範囲を拡大した移動式のものを昭和電工（株）中央研究所と国立衛生試験所に納入した．昭和電工納めは＝JVヘィ壁の上に2本のレーJレを敷き，この一ヒにマニづレータを取付けた走行台車を置いて左右に3．2m移動するようにし，1．2　m×5mの大形セミホリトケーづを1台のマニづレータで処理できるようになっている．ホリトケーづ内は水柱3cm図18−19　昭和電工中央研究所納めMA−M　41　形マニうレータType　MA　M　411naster−slave−manipulatorinstalled　in　Central　Laboratory　of　Showa　Denko．（263）　263の負圧になっており，気密を保持する必要があるのでスレイっ　アームの可動部分を薄いコム板でふさぎ，走行台車の両端に取付けられた：Ji・・Yタ幕がマニづレータとともに左右に移動する．走行台車には10kgの重量を運搬できる小形の受ザラやペリスコーつも搭載できる．衛生試験所納めは水平アームをローラでささえアーム全体を前後方向に±30cm移動できるようにしたもので，ケーづ内にホイストで重量物を容量に持込むことができる特長がある．22，電気式マスタ・スレイブ・マニプレータ　電気式マニづレータに改良を加え，36年4月の東京国際見本市に2台のテレピを用いた立体テレピによる完全な遠隔操作を行なえるoポっトMA−E　3形を出品した．制御系は従来の磁気増幅器方式に代わって全トラ滅スタ化された方式を開発し，小形軽量化を行なった．このトラvづスタ化に際しては少ないコレクタ損失で大きな出力が得られるようにパ1レス幅変調方式によるサーボ増幅器を用いたが，このため効率は非常に高くなり，また動作のおくれも従来の磁気増幅器式の場合より少なくなり制御系の性能は向上した．23，Cooo照射装置　Co6°照射装置を日本放射線高分S’・協会東京研究所に納入した．これは迷路を出入口とする厚いコーJクリート壁をもつ照射室内に設置され，照射空間を広く有効に使用するため線源押上方式を採用している．装置は線源容器，駆動装置，安全制御装置から成立っている．容器は外被材料に18・8ステッレス鋼板，＝Jbヘイ材料に鉛を用いた円筒状のもので，上部には容器中心より偏心した位置を中心とした同転＝JVリタがある．放射線源は500キューリの棒状Co6°であり，容器：J？ヘィ能力は格納時に容器全面で1mr／h以下である．駆動装置は［n1転：v・i・・vタを180度回転させて，線源を格納位置から照射位置まで押し上げるもので，位置の設定にはリミっトスィリチを用い駆動軸の停止後機械的なロック装置で安全を期している．駆動は原則として電動であるが，停電時あるいは事故時に備え264　（264）図18．・20　Co60照射装置Co60　irradiation　apParatus．て手動駆動も行なえるようになっている．制御安全装置は照射実験を安全確実に行なわせるためのもので、線源格納が完全に行なわれない限り照射室内にはいれない．そのほか種々の安全機構によって誤動作や危険性を排除している．なお実験の便をはかるためタイマを設けて照射時間を設定することによってシャリタと線源のそれぞれの動作はすべて自動的に行なうことができる．24，　ヒューマン・カウンタ　昭和35年3月に日本放射線医学総合研究所から受注したヒューマーJ・カウッタを完成した．この装置は人体内に微量に存在する加マ線放射性物質の量、核種，位置分布などを測定するもので大別して二っの部分からなる．　その一つは人体の身長方向に移動できる駆動装置に取付けられた大形のNaI：J−Jチレータ2個を用いたもので多重波高分析器を用いて，人体内のガッマ線エネ1レギの分析およびシンチレータを移動することにより位置分布の測定が可能となっている．この検出器部分は自然計数を減少させるため，20cmの厚さの鋳鉄に3mmの厚さの鉛板で内張りした升ヘィ室内におかれている．　また，もう一つの部分はユ5cm厚さの鉄室内におかれた大形のづうスチっク・：」−Jチレータで人体の放射能を大きな幾何学的形状で測定するものである．このづラスヂリク・：J−Jチレータは50cm×50　cm×15　cmの＝yvチレータ8枚からなり，上下それぞれ4枚ずつ人体をはさむように配置されていて光電了増倍管は1枚につき4個，計32個用いられている．　この装置で要求される基礎的な特性は，可能なかぎり自然計数率が小さいこと，検出効率のよいことの二つであり検出効率を大きくし自然計率を小さくするためには＝Jeヘィ用鉄室の鉄材，検出器の支持構造物，駆動機構など，検出器の付近にもちこまれる構造物からの放射線を減少させることが有効な方法である．そのために使用する材料のすべてを試験して汚染度の大きいものは用いないようにした．図18−21Nal検出器　Nal　scintillatioll　　detector．図18−22　つラスチ1リク検出器　　　Plastic　scintillati（）11　　　detector．三菱電機・Vol．36・No．1・1962‘（◎％］，000§�eち　〕OO−≡19言810「105　　　10　　　15　　　Energy（MeV）図18−23　Nal（8”φ×4”）による加マ線エネ1レi分布γray　energy　distribution　measured　by　Na　Idetector．　この結果鉄室中のガンマ線の自然計数はNal（3”φ×3”）検Hl器を用いて測定した場合，計ヘィのない場合に比較して約1／70に減少した．またNaI（8”φ×4n）で測定したエネルギ分布は図18−23にしめしてある．　この装置はH本放射医学総合研究所で放射性物質の体内での有効半減期，汚染度，集中部位の決定などの測定に用いられる予定である．25，ハンド・フット・クローズ・モニタ　この装置は，手足や衣服の微量の放射性汚染を検査するためのものであって，放射性物質を取扱う研究室には必ず備え付けなければならないものである．同種のものは研究所でもいままで使用されているが，今度設計をまったく改めて独自の方式によるものを開発し，第1号機を兵庫県工業奨励館に納入した．　この装置の大きな特長は（1）広く用いられている計数率計式をやめ，計数装置式にし，ディジタ1レ化したこと．（2）全トラッジスタ化したこと．である．　被検者が測定台に乗り検査を始めてから終おるまでの待ち時間は，少なくとも20秒，普通は1分近い時間を要している．多数の人が出入する大きな研究室ではこの時間の長さはまことにわずらわしいものである．この装置では計数装置式を採用しまた特殊な測定方式をとったためこれがユ0秒以下で十分となり，汚染が大きい場合はその時間を待たずに警報が出るようになっている．ま／／1ノ．　卵　　t■遥鞭囎図18−24ハvド・っット・ク　0一ス’Eニタ　Hand　foot　clothes　Ill〔｝11itor，18．原f力たトう莇スタ化したために予熱時間を要せず，待機時の電力消費は一般のものの数百Wにくらべわずか12Wにしかすぎない．法令に規定されている汚染の量を十分検出できる感度をもっていることはもちろんである．26，中性子線エリア・モニタ（ND−6301）　この装置は熱中性子に対してもっとも感度がよく広く応用されているBF3計数管を用いて，原子炉や原子核装置の各部分の速中性子および熱中性子の密度を検出し，監視するものである．速中性子の検出には，BF3管にパラフィv箱をかぶせることによりいったん熱中性子に変換してから行なう．　これは，BF3計数管2本（ユ本はパラフィッ箱付），前置増幅器2台，比例増幅器1台，計数率計1台，高圧安定化電源1台，切換盤（速中性子と熱中性子測定時の切換え）1台，記録計ユ台および付属品1式からなっていて，BF3管2本と前置増幅器2台は，独立した支持台に坂付けてある．　このエリァ・モニタの特長を列挙すると，　1．　装置の不感時間が短く，時間分解能が高いので，　　速い計数も可能である．　2．熱中性子と速中性子の計測は，スィリチの切換えに　　よって簡単に行なわれ，速中性子も効率よく計測で　　きる．　3．γ線に対する感度は低く，増幅器回路のパイァス　　によって完全に取除くことができる．　4．　計数率の範囲は，3cps〜30　kcpsおよび，3，000　k　　cpm〜300　cpmとなっていて，記録計により時間的　　変化を記録させることができるし，また警報用づザ　　ーも装備している．　なお，波高弁別された出力を，10進計数装置に導いてづリセリト・カウーJトおよびカセリト・タイムによる計数もできるように組合せることもできる．∨一外…・瀦・徽．図18−25　放射線中央研究所　納め中性子線エリァ・モニS　Neutron　area　monitor，　（ND−6301）（265）　265川‘川lt「t”・t’さ1《IIl‘tl川h．，・・シ・t、」11‘川1川1‘‘．’叫’．”II」lL‘1川Ml．’・．・、．・IIlIlIII川，1‘．‘、．，“・‘‘1川lll川1，r、L・〉〆ll9．研　　　　　究1川川川川・1噛凸1［川1川1川川’・・’．・1川1川，川川凸’・・’川1，III川II’・・．’1川lll川111【II．・tt．・‘1‘Illll‘II川、へ・　　　　　Research　　With　the　rapid　progress　of　science，　the　research　has　come　to　play　an　increasingly　vital　role　in　the　enter−prise．　Since　its　establishment，　Mitsubishi　has　been　placing　great　importance　on　research　and　development　ofproducts，　materials　and　production　techniques，丘ll輌ng　up　the　facilities　and　personnel　of　thc　research　laboratorywith　a　great　stride．　　Kitaitami　Research　Laboratory（with　a　Hoor　space　of　about　3，250　m2），　assigned　to　thc　research　on　solid　statcphysics　and　semi−conductivc　materials，　was　newly　established　in　February，196ユas　a　branch　laboratory．　Adjacentto　this　branch　laboratory　lies　Kitaitami　Works　where　semi．conductive　products　are　manufactured．　The　coopera−tion　of　these　two　organizations　is　sure　to　contribute　a　great　deal　to　the　promotion　of　the　industry．　A　Radiationand　Instrumentation　Laboratory（a　floor　space　of　about　2，080　m2）was　also　built　almost　thc　same　time　in　themain　laboratory　compound．　Furthermore，　a　Standard　Product　Engineering　Laboratory　belonging　to　thc　StandardProducts　Div量sion　was　set　up　in　September，ユ960　for　the　standardization　and　dcvclopment　of　home　electricappliances　and　other　merchandise．　Its　activity　is　on　the　sound　move．　　In　the　back　of　the　company’s　manifold　products　stands　the　cooperative　endevour　of　these　laboratories　andworks，　bringing　marvellous　achievement　in　every丘eld，　such　as　electric　power，　hyper　frequency，　atomic　power，instrumentation　and　control，　electric　computers，　electronic　tubes，　and　solid　statc　electronics，　mechanics　andmachining，　materials　and　home　electric　appliances．　　　　　研究所北伊丹分室Kitaitami　Brancll　of　Research　Laboratory．　科学は急速に進展し，企業における研究活動はますます重要となってきている．当社は創立以来研究開発に意を注いでおり，研究開発設備ならびに陣容は最近急速に充実されつつある．　昭和36年2月研究所北伊丹分室　（床面積3，250m2）を新設し，半導体関係の研究室を移転した．この分室は半導体製品を生産している北伊丹製作所に隣接し，生産と密接な連携を保って研究を行なっている．また同月計測実験室（床面積2，080　mL’）を研究所に増設した．商品研究所を昭和35年9月に創設し，商品事業部担当の家庭電気品，その他小形標準電気機器の研究開発を行なっているが，研究活動も軌道にのってきている．　当社は多種多様の広範囲な機器を生産しているが，その背後に，研究所，商品研究所，各製作所，全社不離一体となった研究開発活動を多方面にわたって行ない，それぞれの方面にみるべき成果を収めた．その成果を電力関係，超高周波関係，原子力関係，計測関係，制御関係，電気計算機関係，電子管および半導体関係，機械および加工関係，材料関係，商品研究などに大別して記述する．266　（266）　　　　　研究所計測実験室Radiation　and　Instrumention　Laboratory　ofResearch　Laboratory．1．電力関係1，電力系統における短絡電流に関する研究　昭和35年に引続き社外の共同研究活動への協力を行ない，電力系統における短絡電流に関しての研究調査を継続した．わが国における将来の系統短絡容量増大は，世界的レNljレから見てもかなり大きなものであることが予想され，とくに都市周辺においては，いわゆる460kV送電の問題とともに，重要な検討課題として浮び上がりつつある．　36年度は，各電力会社の真撃なるご協力によって，わが国系統の現状ならびに将来における短絡電流の実態の調査が広範に実施され，機器適用面から見た系統の特性がかなり明確にされるに至った．とくに，短絡電流の交流分ならびに直流分の減哀特性に関して，詳細な検討を行ない，これらの特性がかなり明確に系統の特長によっ三菱電機・VoL　36・No．1・1962」L◎て類別されうることが判明した．　短絡電流交流分の減衰は，場合によってはかなり大きなものであり，最近問題となっているキOメーNレ故障の苛酷度などに関連して，これを規格面にとり上げるべきであることが明らかとなった．また，直流分については多くの場合に，それを単一時定数の減衰特性であると考えることには問題があり，少なくとも短絡初期の電流ピークを問題とする場合には，複時定数としての取扱いを必要とすることなども明らかとなった．　これらの結果の一部は，昭和37年開催されるCIGREに発表されることとなっている．2，電力系統における並列リアクトルの適用　長距離，超高圧送電線，あるいは，ヶ一つル系統の増大に伴ない，線路の充電容量はいちじるしく増大し，これを補償するために並列リァクト1レが適用されるようになってきたので，つぎのような問題点について実験・研究を行なった．1．2．3．4．5．6．7．並列リアクト）レの容量決定並列リアクト1レの経済性並列リアクト1レの設置方法並列補償線路における単相再閉路単相再閉路の回路電圧」二昇の防止法並列リァクト1レ補償線路の近似回路飽和リァクト1レによる系統電圧制御　並列リァクNレの容量の決定は，系統のBIL，線路コゥ長，発電機運転台数から算出した．　設置方法には，相間にだけ設置（正相回路だけ補償），高圧側に設置（零相回路も補償），の二つがあるが，いずれを採用すべきかは，故障点からみて，系統が有効接地になっているかいなかによって定まる．　並列補償線路において，単相再閉路を行なうと，並列リァクト1レと線路の線間のCとが直列共振を起こして，故障線の回復電圧が異常に高くなり，故障点のアークの消弧不能を招き，単相再閉路を不成功にする．このような共振異常電圧の発生原因は，正相容量c1と零相容量c。とが異なり，したがって正相回路の補償度と零相回路の補償度とが異なるために発生するものである．これらの異常電圧は，正相容量と零相容量を等しくするように零相コーJデーJサを設置する方法，あるいは，特殊接地変圧器により，正相イーJ　te−di　−Jスと零相イーJ　t°一タッスの比率を適当に選ぶことによってほとんどゼロとすることができる．　さらに中性点から直流電流を供給し，リァクトルを飽和させてリァクトルのイッじ一タッスを変化させ，その吸収する無効電力を加減して，系統電圧を制御することができることを検討した．3，強制並列に関する研究　発電機の運転は，しだいに自動化，簡略化される傾向にある．この一つの手段として，近ごろ強制並列方式が19．研究とり上げられるようになってきた．とくに船舶用発電機の並列方式としては将来この強制並列方式が多く採用される見通しである．　この方式を適用するにあたっては，まず発電機がはたして確実に同期に引込まれるかどうか，さらに同期引込みまでにどのぐらいの時間がかかるかを検討しておかなければならない．この間題をとく基礎となる方程式は．　　　　Si9・・ζ雰・…θ一…βなる形で与えられる．2ζ，sinβをパラメータとしてこの方程式の解を詳細にしらべ，さらに，模擬回路，実物回路による実験もあわせて行ない，強制並列回路設計の基礎を明らかにした．　これに関連した問題として，発電機制動特性を明確にする必要がある．これは発電機内部の現象として，今後の一連の研究課題である．4，発電機内部の磁束分布　発電機内部の現象，すなわち，過渡時における内部磁束分布，回転子制動巻線を流れる電流の分布などについての実態はいまだに明らかにされていない．これらの現象を明らかにすることは機器設計上，また運転上貢献するところが大きい．　最近の大形火力，内部冷却発電機は従来のものにくらべて小形になっている．これは磁気装荷は同じであるが，電気装荷を大きくとっているためである．すなわち，電流密度を大きくとっている．このため極部的な磁束密度および固定子端部の漏れ磁束密度は従来のものにくらべて高くなり，いろいろな問題，たとえば，鉄心層間絶縁，進相運転時の固定子鉄心端部過熱などが苛酷になってくる．模擬送電線電源用発電機の固定子鉄心に測定装置を取付け，種々の運転条件における磁束分布を測定し，かなりの成果をえた．　このような機器内部の現象の研究には，それ専用の機械Micro　Machineを用いるのが望ましく，現在製作中である．　5，シャ断器等価試験の実施と各種測定装置　　　の開発　：」V断器の性能の検証は升断試験によらなけれぽならないが，近来のように大形化した＝J？断器に対しては，その容量，あるいは回路の苛酷度の点から等価試験にたよらざるをえない．当社で開発した蓄勢リァクト1レを用いる合成等価試験方法についてはすでに報告したところであるが，現在ではこの方法が多種の＝JP断器に適用され，整備された測定装置と相まって，：JP断現象究明に大いに役だっている．とくに油vp断器およびノズ）レ形空気：Jセ断器に対して電流傾斜による影響，キoメート1レ故障に対するシャ断性能，残留電流特性などの究明に大きな偉力を発揮した．現在使用している蓄勢リアクト1レは25mH（L／r＝0．7）のものであるが，これでも小形短絡発電機の（267）　267能力を10倍程度に拡大することができる．さらに数個の蓄勢リァクト1レを用いて電流を倍加する方式を計画している．この方法によれば大きなエネ1畔を短い時間に集中することができるので他の利用面にっいても検討を行なっている．　高圧大容量のコン≠ンサを設置し，コーJ芸一Jサと限流リァクトルだけによる等価試験をSF6：J・−i・断器，空気シセ断器，真空スイ，Pチなどのモデ1レについて行なった．この方法によれぽ回路およびその試験方法が非常に簡単になるので，各種アークの零点近傍の特性究明にはとくに有効である．　上記の各種試験に対して測定器およびその測定方法は非常に重要であるので，より精密な測定のために多大の努力を払っている．とくに雑音対策に対しては試験場と測定室との隔離，測定ヶ一つ1レ，測定器の完全：Jkヘィ，厳密な一点接地，測定器電源の＝JPヘィなどによって問題をほぼ解決することができた．測定装置としては新しく電流零点検出装置を開発し，零点近傍0．1μsの範囲における電流電圧の測定が可能になった．またSF，　・JP断器のようなアーク時定数のきわめて小さい：JV断器の特性究明のための分布定数増幅器（0〜30　Mc　70　dB）もまもなく完成の予定である．　高電位部分の圧力を測定するためのFM波を用いた圧力測定装置を改良完成した．すでに基礎的実験を終え，150kVまではコロナ雑音などの影響なしに動作することを確認した．　今後＝Jti断試験の際の消弧室の圧力測定に大いに活用される予定である．6，シャ断器ノズルにおける高速気流の研究　高速気流の研究方法としては，しばしば3次元流を2次元流に変換して観測することが行なわれる．その一つの方法として，C−C変換を行なったノズル・モ≠1レによってノズJレ内部気流の状態を研究したが，同時に実物に近い3次元モiJレによっても，気流の観測を行なった．3次元モ≠1レによる研究の結果，2次元流より推察することのできなかった異常現象を認めた．異常現象の中でもっとも顕著なものは，多くのノズJレにおいてウズが発生することである．一般に気流の異常現象は＝JV断器の絶縁回復にパヲ舛を与えるものといわれているが，この気流のウズとかよどみといった現象が，＝Jk断器の：J？断性能に及ぼす影響にっいて検討を行なった．ウズが認められない2次元モデJレと，かなりのウズが発生する3次元モ≠ルとで絶縁回復特性のパヲ井の差を実験的に比較した結果では，見掛上のウズが必らずしもパうッ1の主要な原因ではないことが明らかになった．　また，＝JV断器の絶縁回復特性は，ノズJレ中の流速と圧力勾配の平均値に依存するものであるが，各種のノズJレ・モ≠ルおよびコー」タクト距離に対して絶縁回復特性を実験的に詳細に求め，その定量的関係がかなり明らかとなった．　新しい試みとして，2次元のノズル・モデJレを用いて気流268　（268）中にアークが発生しない場合と発生している場合との比較から、アークと気流の相互作用の究明を行なった．　さらに，実際の＝」・1一断器ノカレの3次元モ≠1レにっいても多くの観測をし、ノズJレならびにコ’Jタクト形状を決定するための開発実験も多数行なった．7，アークの基礎的諸特性についての研究　従来は試験だけに頼って推定されてきた＝Jk断器の：J・’i・断能力を理諭的に推定することを可能にするためにも，合成等価試験方法の妥当性を実証するためにも，アークの基礎的諸特性を十分に明らかにすることがぜひ必要である．このような理由から，各種のアーク現象に関する活発な研究を行なっている．　これらの一連の研究の一部として、昭和36年はとくにアークのづラズマ部分の特性が消弧に支配的な影響を有している高気圧アークを媒体とする升断器を対象として，高圧づラズマの基礎的特性に対する重点的な研究を行なった．　アークは，熱解離，熱電離した高温の空間からなり，電気伝導度，熱伝導率，熱容量などの重要な諸特性は熱解離，熱電離の様相によって決定される．しかして，それらの様相の理論的な推定には，現在のところNernstSahaの式が唯一一の手がかりであろう，しかしながら，状態の変化の速い汁断器内のアーク空間に対しては，熱平衡状態に対してだけ成立するNernst　Saha式の適用の可否が十分検討されなけれぽならない．　以上のような理由から，熱解離，熱電離の反応機構に関する詳細な検討を行ない，つぎの事実が明らかになった．　（1）原子から分子への再結合は3体衝突によって行なわれるので，高圧づラズマ中でも反応速度はかなりおそく，半減時間は数ミリ秒である．　したがって，：J・−1一断器内のアーク空間のように，空間内の粒子が急速に外部に放出される空間では，原子から分子への反応は事実上凍結状態にある．　（2）電子とイォッとから原子への再結合はクーロンカのために粒子間の衝突断面が中性粒子のそれに比して非常に大きいこと，再結合に至る過程としてDissociativeRecombination，3体衝突による再結合，負イ1−Jの形成を介して行なわれるものなど多くの過程が存在することなどに基因して，反応は急速に行なわれる．したがって，電離現象に関する限りでは，：JP断器内のアークでもNernst　Saha式を適用できる．　そしてこれらを考慮すれば，これまでに得られた各種の実験事実を理論的にうまく説明できることを確認した．　なお，これらの現象は単に消弧現象に限らず，たとえばロケリトの大気圏突入の現象の解析やMHD発電問題など，いろいろな面で重要であるので，タイムリジ1レづド・スRクトoララフの設置をまってさらに詳細な研究を進める予三菱電機・Vol．36・No．1・19624L恒定である．8，低圧シャ断器の消弧室に関する研究　いわゆるノーtユーズ・yk断器の：J・一？断性能の向上と小形化を目標として．デァイォッ・づリリド消弧室の特性を色々な条件について実験を行ない，数多くの設計資料を得た．　気中：J・t’断器の性質として，使用電圧に敏感であり，消弧室の小さいことから，≠アイ加・クリッドの冷却効果に限度があり，づりリドの板厚、形状，材質，板数が問題となる．また、づりリド板とづりリド板の半ヤリづに影響する細隙効果，ならびにコ7’タクト距離なども問題である．これらの諸要因を種々変化させて多数の実験を行ない．デァィ17，？M弧室の特性に関しての各種要因の影響を統計的に詳細に検討し，つぎのことが明らかになった．　（1）　づりっド板数と：J　−1・断能力は直線的比例関係にあり，板数の増加はシャ断能力を増加させる．　（2）コvタクト距離は消弧室の大きさにより最適の長さを有する．　（3）　づりっド板厚，材質，細隙長も＝J？断性能に影響する．　（4）　づりリドの構造，接点材質，消弧室の取付位置の影響も少なくない．　これらのデータにもとずいて一層性能のすぐれた消弧室が生まれることになるであろう．9，SF6の消弧特性に関する研究　SF6ガス中アーク動特性の詳細な研究を実施しっつあるが，とくに昭和36年は基礎的実験の可能なモ≠1レ升断器を用い，SFe，ガスだけでなく、他の各種気中アークについても研究を行ない、従来の研究では明らかでなかった小極間距離，大電流：」V断時の際の動特性を把握することができた．これによれぽSF6ガス中では他のtiス，たとえば，A，　He，　H2，　CO2，空気，　N2などに比して格段に，時定数が小さいこと，また絶縁同復特性も非常にすぐれていることが判明した．時定数は並切形SF，＝yP断器においても，明らかに通常の空気：JP断器よりもはるかに小さく，0．3μs以下であることを確認した．この時定数の小さいことは，電流零点でのアークの切れ味のよさを示すもので，たとえぽ，キoメート1レ故障のような苛酷な回路条件に対する：JV断性能の優秀性の目安を与えるものである．とくに時定数の大きさについては，これをより正確に把握するために，現在，試作高性能測定器を調整中であり，従来の各種測定制御機器と組合せることによって，一層の成果が期待される．このほかの動特性，たとえば，時定数と電流波高値との関係，ガス混合による効果などについても興味ある結果が得られている．　すでによく知られているように，高エネ1レ≠・アークにより分解されたSF6ガスは，その安定性が大であるので，そのほとんどはただちに再結合しSF6に戻るのであるが，この過程を，質量分析計によって研究した結果，分19．研究解生成物の大部分は非常に速い再結合時定数を有すること，また残留分解生成物も極微昂：であり、その中には，S，，Floなどの有毒月スはまったく認められてないこと，さらに活性ア1レミナを少量利用することにより，分解fiスは完全に純粋なSF6となしうることなどを確認した．このほか，同じく質量分析計を利用して，SF6陰イ1−Jに関する解析を行ない，SF6ガスの電子付着過程が3通り存在すること．および生成する陰イォッのほとんどがSFボであることなどを確認し，この結果から，SF6ナ］スの電子付着確率が他の電気的負性気体に比して非常に大きいこと．および電子付着係数とSF6ガス中コロナ開始電圧との関係を導き，見るべき成果があった．今後，さらに直視形質量分析計．赤外分光計により，升断後短時間のより精密な分解再結合過程，ならびに，SF6ガス自身の＝」？断現象に及ぼす物理化学的諸特性を把握してゆく予定であり、このための，特殊装置の開発調整も行ないつつある．10，真空スイッチの研究　真空スィリチは，すでにコッデーJサ開閉，負荷開閉用として用いられているだけでなく，r最近では230　kVの汁断器として実用化されるに至っており．その使用分野は年とともに増加しつつある．そこで，各種のモ手ル：」V断器を試作し，真空アークに関する各種の基礎的研究を進めている．　これらの一連の実験の第1段階として，昭和36年は高苛酷度の同路条件における真空スイvgの動作に関する詳細な実験を行なった．試験には，いわゆる合成等価試験方法を適用し，約500c／sの共振周波数を有するL．　C共振同路からなる高電圧源回路からだけ苛酷度を与えたそしてつぎのような真空スィっチの性質が明らかになった．　（1）　電流零点近傍の電流傾斜を20kAの商用周波電流のそれに相当する程度に高めた場合にも，零点直後の絶縁耐力回復はきわめて高く，20〜30kVノμs以上である．　（2）　しかし，零点後1ないし2μs以後では回復はいつたん停止し，それから静特性に至るまでにms程度が必要である．　（3）　私ッづ長をユ〜8mm程度変化させても、零点直後の回復特性にはほとんど変化は認められない．　（4）升断後に残留電流が認められる．その波形は高圧力づうズマとは異なり，零点近傍で急速に減衰する成分とその後長時間にわたって残留し、ゆるやかに減衰する成分の二つに明確に分離できる．　（5）　：」k断限界点以下では両者とも波高値は0．5A以下であるが，限界点に達すると急激に大きくなり，10Aにも達することがある．　（6）　再点弧には，変化の小さい成分が密接に関係していて，再点弧の寸前には多くの場合その急激な増大が見られる．（269）　269　以上は約500c／sの周波数を有する電流を与えた場合の結果であって，商用周波電流に対する特性を推定するためには今後さらに多くの実験を弔ねなければならない．しかしながら，もし非常に正確な同期：Jde断が実現できれぽ，優秀な大電力用：」？断器となることは，以上の結果からだけでも十分に推測できる．また大電力用＝J？断器として実用化された場合には残留電流の測定が：J・断限界の推定に有力な手段となるという便利なことがらも明らかにされている．11，衝撃電圧試験　超高圧機器の衝撃電圧試験においては，高い測定精度がとくに要求され，1μs以下の藏断波や急峻波頭衝撃波に対しても十分な過渡応答をもった分圧器が要求される．この要求に対処するため，高性能づラゥーJ管1・Jロ装置を整備し，また特性のすぐれた：」？ヘィ付抵抗分圧器を試h鞭図19−1：JVヘイ付抵　抗分圧器　Shielded　voltage　divider．z作した（図19−1）．この分圧器は，その電位分布を電界模写器によって測定することによって，実用条件を加味した最適の＝JVヘィ電極の形状とその大きさを決定し，またこの電位分布に合わせて分圧用抵抗を分布して無誘導形にまき，過渡応答特性の改善をはかっている．過渡応答の測定には，　図19−2に示す単位関数発生器を試作してこれを用いた．この発生器は高性能の水銀チョリパによって，ケーづに充電された電荷を，そのサージ・イvじ一タッスに等しい無誘導抵抗に放電させ，単位関数波を発生させるもので，波高値100−500V，波頭水銀チョノパ　　　丁図19−2　単位関数　発生器　　Unit・f皿ction　　　generator・長10”8sec以下の繰返し単位関数波を得ている．試作した分圧器は400kV用であるが，この試験結果をまってさらに高電圧用の分圧器の開発を計画している．12，コロナ試験　コロナ放電の様相や，絶縁材料のコロナ劣化の機構については現在まだ明らかにされていない問題が多いので，引き続き磁界中，気流中の放電，気圧，周囲気体の影響，コロナにさらされた絶縁物の赤外線吸収ス8クト1レの観察，発生ガスの質量分析など基礎的研究を行なった．さらに，これらの研究の一環として，油中コロナ�S特性を調べるために油中コoナ波高分析器を開発した．270　（270）　一方，現用機器の〕ロナ発生量の定量的測定法として広く用いられているコロナ・パ1レスの分布測定回路を解析し，コoナ測定器が実用上具備しなければならない特性を明らかにした．また，この結果に基づき現在のコOナ測定器を改良するとともに，これをトラ滅スタ化した．（図19−3）従来この種のコロナ測定器は大がかりであり，多分に研究室向であったが，装置が非常に小形化されたので，携帯用にも便利となり，現場での測定に広く活用されることを期待している．図19−3　コロナ測定器（トラv・J’スタ化）Transisterized　corona　pulse　analyser．　そのほか，発電機巻線の定量的コoナ測定法を提案した．従来巻線に発生する〕ロナは，複雑な分布定数回路のためにパルスが振動的となって，単にコ0ナの発生の有無しか調べることができなかったが，この方法により定量的な比較試験を行なうことができるようになった．13，水銀整流器の研究　最近直流送電の関心がふたたび高まり，東京湾一周交流環状送電線に対する東京湾横断直流送電，あるいは，北海道，九州と本土間の送電計画などが検討されている．　このような状況に対処するため，100kV以上を目標とする高圧イクナイトロンの開発を活発に進めている，高圧整流器では構造上，中間陽極絶縁封入部が重要な問題となるが，新しい封着法として，大形セうミリクの実用化を完成し，この方法を使用した最高逆耐150kVの整流器を目下製作中である．　なお，上記tubeの製作と並行して放電現象に関する基礎研究を行ない，逆弧機構，中間電位分割法ならびに低気圧中の放電破壊現象に関して多くの有力な成果を収めた．　とくに放電破壊現象については，水銀蒸気中のPaschenのカーづに関する従来の未確認領域，すなわちpdが0−0．5　mmHg．　cmに対する特性を追究し，高圧整流器の電極形状，間隔など，電極部の合理的設計に関して貴重な資料を得た．　このほか，ミ1レモータならびに一般工業用として，陰極無絶縁形エ1サイト0−Jの開発研究を行ない，励弧電流の消滅，および，陰極点の器そう転移現象に対する基礎研究の結果，当社独特の新形エ千サイトロッの実現に成功した．この整流器は，イづナイト0ッとエキサイト0−Jの長所を兼ねたものであり，従来のエキサイトo−Jのような器そう一陰極の絶縁が不要となるので，構造がいちじるしく簡単となり，また，イづナイトローJに比し，制御回路が簡易化され，制御電力が低減できる利点がある．三菱電機・VoL　36・No．1・1962■1悼　そのほか，水銀整流器の低温特性改善策として，希ガス封入整流器の研究を完成し，特殊構造の採用により．2重星形1，500V運転に十分な信頼性を有することが示された．今後，上記新形エキサイトoッとの併用により，電圧制御を必要とする整流器の広範な応用分野への進出を期待している．14，電力用シリコン整流素子の特性研究　電力用：Ji）コーJas流器はすでに本格的な需要期にはいり，年々その生産量は増大しつつある．整流素子自体の製造技術も逐次改良が加えられ，その性能は一段と向」二してきた．これらの＝Jリコフ整流器の製作者および使用者にとって，もっとも関心のある問題の一つは，やはりその破壊限界や特性変化の問題であり，それらを十分把握することによって、機器の信頼性は一段と高まるものである．　そのため，＝JUコッ整流素子に対する過電圧，過電流による破壊現象や，機械的あるいは熱的の苛酷な条件下における特性変化現象に対し各種の実験を繰り返した．とくに破壊現象に対しては、ある条件の下に破壊限界を非破壊的に知る方法をみいだし，それによって破壊機構を追究することができた．また、特性変化に対しては、高温保持試験やサーE；電流試験などにより，特性変化要因の有無を調べることもできるよ5になった．　一方，‘」リコ7；制御整流素子の開発を進め、すでに製作段階にはいっているが，それに並行してその基本特性，とくに応用方面から要求される各種の特性，たとえぽターッォッ，ターッォっ時間，電流角と過電流耐量との関係などについて研究を進めており、それによって：Jリコ？v制御整流素子がすぐれた性能と高い信頼性をもつ制御素子として応用されるための適正な使用条件を見いだしうるであろう．15，電力用シリコン整流器の応用研究　＝」リコッ制御整流素子は，従来のサイラトoッや磁気増幅器などに比し，制御素子として数々のすぐれた点を有しているので，今後急速にその応用分野は拡大されるものと期待されている．　この素子は高い制御利得および効率と，消耗部分がないことによって，すぐれた静止スィ”’チとして使用することができるが，まず直流電源により駆動される車両用パイoっト・モータの制御に，この＝Jリコッ制御整流素子を用いた静止スィvチの使用を試み，実験的にぎわめて満足すべき成果をえた．　＝」リ｝制御整流素子を使用するDC−AC変換器，いわゆるイッパータの研究開発を行なっているが，上述のようにこの整流素子の制御利得が高いため，制御回路はすべてトラ滅スタ化された比較的簡単で小形な装置とすることができた．現在120cls　400　W、400　c／s　l　kVAのものなどの試作を進めている．19．研究　また，＝」リコン制御整流素子による直流電動機の速度制御，正逆転，回生制動などに対する基礎実験をモ芋1レ・セ・りトによって行なっているが，近く実用的容量の電動機に対する試験も行なうことになっている．　このほか，新幹線：」Uコツ電車の誘導障害問題に関連して，車載用フィ1レタの効果．そのほか有効な低減策を検討し，また、電車の加速特性改善に関し，直流電流にリiviレがある場合の，＝Jリコッ整流器の電圧変動率について解析的研究を行なった．16，静止形自励式周波数変換器の研究　今までに2種類の改良形直列インバータの開発を完了し，そのうちの一つはテレピ放送機用電源としてすでに実用されているが，今回これらに改良を加えた第3の方式を案出し，基礎実験により所望の性能が得られることを確認した、この方式は、120および400　c！s小容量電源として実用する予定で，目下その試作を行なっている．これは従来の放電管の代わりに半導体素子を使用する方式のものであるが，今後この種のものの用途は相当広いものと期待している．一方，直列イ7ノパータの某本的な特性について詳細な解析を行なった結果，上記諸方式の設計の基礎となる理論を樹立することができた．II．超高周波関係1，アンテナの研究　（1）マイクロ波超多重通信用アッテナの性能向ヒのために研究が引き続き行なわれている．とくに超広帯域化，多周波数帯共用，偏波共凧広角度放射特性の改善に力を注ぎ，ホーッ1」フレクタ・アンテt，　4，000　Mc帯超広帯域伝送用水平垂直両偏波共用パラボラ・アー」テナおよび800Mc垂直偏波，2，000Mc水平垂直両偏波共用の大口径パラボラ・アーJテナの研究を続行している．　（2）特殊アッテナとしては，遠距離レータ用高利得ア7vテナ，宇宙通信用高利得低雑音アッテナ，衛星追尾レータ用Simultaneous　lobing　antenna，パうパ1レーv・アvテナなどの研究を行なっている．これらの研究成果をもとにして，宇宙通信あるいは宇宙通信研究用の東京大学生産技術研究所納め200Mc帯18　mア？．1テナ，および国際電信電話公社納め4，000　M．帯6mおよび20mアこ庁ナなどの設計資料を作成した．　なお高利得アー」テナピーム走査の種々の方式の研究をも行なっている．　（3）VHFおよびUHFの同軸給電ア；tテナに関しては，航空機のHF通信用埋込み形アーJテナ，　VHF通信用づレード・アvテナおよびテーJレ・キ＋っづ・アッテナならびに環状スo・）卜・アッテナ．VHF航行用空胴ア：」テナ，そしてこれらのアンテナ系総合の研究を通商産業省鉱工業技術試験研究補助金により行ない，良好な結果を得て完了した．（271）　271図19−4航空機用アンテナ研究　の成果一VHF通信用小形軽量広帯域づレーF・アーJテナOne　of　the　fruits　of　research　and　development　on　aircraftantennas−small　size，　light−weight，　broadband　blade　antennafor　very−high　frequency　communication．ユニポー1レ・アvテすの小形広帯域化，環状ス0っト・ア71テナを含む各種スD・v卜・アンテナの広帯域化と放射パターッの成形などの基礎研究とその航空機，列車などへの応用研究，またUHF帯における水平面内無指向性ア：1テすの高利得化，指向性アンテナの亡一△切換えなどの研究を引き続き行なっている．2、超高周波伝送路の研究　（ユ）　マイクロ波伝送路としては，マジリクT，円形管形および：Jヨート・スロっト形などの種々の導波管ハイづりっド回路，容量性棒装荷無反射移相器および各種導波管部品の特性広帯域化の研究を引き続き行ない、これらの研究成果はマイクロ波超多重通信用アTYテナおよびその給電導波管路の性能向上に大きく貢献している．また、衛星通信用追尾レータ用Simultancous　lobing　antcnnaの一次放射器用として，これらの回路を組み合わせた立体回路網の研究が進捗中である．なお、VHFおよびUHFに用いられているストリ・づ線路，誘電体伝送路，イメージ線路および表面波伝送路などの研究も行なっている．　（2）特殊伝送路の研究としては，アッテナ反射鏡に用いる種々の形状の網Hの金網の電波反射透過の理論および実験研究を行なっている，また電子装置全体をアーJテナとともに収容する地上大形ラドームの電力透過率，アッテナピームの偏位，電波の反射および散乱などの研究を行ない，防衛庁納め地ヒ大形ラドームの設計資料を作成した．　（3）マイクロ波測定の研究としては、誘電体材料およびマイク日波フェライトのE，tanδ，μ，　tanμの測定法の研究，常磁性共鳴吸収測定装置の試作研究などを行なっている，3，マイクロ波におけるフェライトの応用　導波管形単向管としては，大電力用および広帯域用共鳴形ならびに低そう入損失の電界変位形の試作研究を行なった．また同軸用単向管としては、�`ネ・vトを用いたストリv）づ線路単16」管をt3および1．68　Gcで試作した．ともに士10Mcでそう入損失0．35　dB以下，逆方向減衰20dB以Fl，　VSIVR　1．05以下の1性能を有している．　サー千ユレータとしては、1．68Gcストリリづ線路Yサーキュレータを試作し，±50Mcでそう入損失Lr≦0．35　dB，減結合量1≧20dB，　L「SIVR≦1．15という性能が得られた．またTサーキュレータは，5．3Gcで導波管形のものを試作272　（272）図19−5　5，300Mcバラメトリ”，　P　wa幅器　5，300Mc　Parametric　amplifier．図19−6　1，680Mcパうメ　トリリク増巾畠器　1，680Mc　Parametric　ampli丘er．し，非対称構造にともなう欠陥を補うため，接合部に金属ウェリジを置き，フェライトと導波管の管壁との間に誘電体をそう入するなどの方法によって，調整を容易にするとともに特性を改善しえた．性能はLア≦0．45　dB，　LB≧22．8　dB，　VS　VVR≦1．17，特定端子のVS　WR＝1．01である．これらサーキュレータは．ヒ記単向管とともにパうメトリリク増幅器に使用する目的で開発したものである．なお同軸用のTサーキュレータの研究も行ない，ユ．3Gc帯で±25Mcでは実用に十分な性能を得ている．　っぎに移相器では．5GcでReggia−Spenccr形の研究を行ない，0−180度の可変移相器でそう入損失0．6dB以下，VSWRユ．2以下、移相量変化時の損失の変化0．3dB以下という性能が得られている．　またファラ≠回転形スイリチとして，同じく5Gcでそう入損失0．8　dB，シ］・断量30　dB以上，スィ”チフづ時間4msec以内のものが得られており，移相器とともに高速度掃引または高速度スィワチンつのものを開発中である．　以Lに用いているマイクロ波用フェライトおよびプi一ネll？トについても研究を行ない、新製品の開発に力を注いでいる．4，パラメトリック増幅器　パラメトリ17ク増幅器の性能向．卜，とくに広帯域化のための理論および実験的研究をり｜き続き行なっている．さきにLパryド・パうメトリ1・ク増帖｛器で，電力利得17dBで帯1或幅34Mcと広帯域化し得た研究に関しては，電気通信学三菱電機・VoL　36・No．1・1962吻h■会より稲田記念学術奨励金を受領した，LパーJ　fiに引き続いて5，300Mc縮退形パラメトリリク増幅器の研究を行ない，利得20dBで帯域幅48　Mcという広帯域特性を得た．この資料に基づいて製作されたものが名古屋地方気象台へ納入された気象レータに取付けられ，10dBの雑音指数を5dBに改善している．ついでユ，680　Mcパラメトリリク増幅器を試作するとともに，広帯域化の研究を行ない，利得10dBで帯域幅ユ60　Mcという空洞形では従来例をみなかった進行波形の帯域幅に匹敵する超広帯域化を実現しえた．これに基づいて製作されたものが，東京大学生産技術研究所納めのoヶっト追尾レータに取付けられ，雑音指数は全系で2．4dBであった．なお，　Lパッド進行波形および4，000Mc宇宙通信用高性能パうメトリ”）ク増幅器の設計資料作成も進行中である．皿．原子力関係1，高温プラズマの研究　昭和33，34年度原子力平和利用委託研究費の交付をうけ，三菱原子力工業株式会社と共同で高温づラズマ発生装置を建設，環状づラズマについて一連の研究を行なうかたわら，電源，測定器の充実をはかり，現在引き続いて昭和36年度委託研究を実施している．　装置の概要は図19−7に示すとおりであって，左側の小形環状放電装置（放電管：ガラス製，断面外径124mm，曲率直径600mm）を用いて重水素，ア1レゴッなどの放電実験を行なっている．通常の＝Jlユー1レ加熱のときの放電電流は25kA，放電時注入電力は25　MW，放電持続時間は300μs，ガス圧は数十ミクロvHg程度である．この装置は放電管がガうス製であるため，従来実施されたこ200　　　　図19−7　環状放電設備の概観Ageneral　view　of　troidal　discharge　apparatus．］｝oigo「＾　←r’tis5｜o　，　　、　　　　　　∩19．研図19−8　くびれを生じたうラズマの流し写真Astreak　photograph　of　wriggling　plasma．究とのない安定磁界反転の実験も可能であって，現在までにこの実験の際のづラズマの不安定現象や分裂現象などについて新しい事実が発見されている．ここにかかげた流し写真図19−8はこれらの現象の典型的な一例を示すものである．この不安定現象は自己磁界のづラズマへの滲透が顕著となる頃に始まるから，今後の環状づラズマ実験は直線ピーJチや磁界による衝撃的加熱の実験と同様短時間内に加熱を完了する方式を採用すべきであると考えられ，目下この方針に基づいて実験を続行している．　また，づラズマ発生工学の問題として，スイvチvク・イdtイトローJの大電流通電時の諸現象や，　空心コイ1レの磁界計算法についても研究を行ない，各種の特筆すべき成果を得ている．2，高速中性子チョッパ　昭和35年度原子力平和利用補助金を受け，高速中性子チョリパを研究試作した．これは研究用原子炉に付属す　　　　　　　　　　　　る中性子実験装置で，　1〜10陣　　　．鳳ジ認輔総灘図19−9　高速中性子チョッパ　Fast　neutron　choPPer．keVの高速中性子を対象とし，原子炉中性子スRクト1レおよび中性子断面積を測定する装置で，その本体は可携性を有する軸により宙づりされた直径50cm，重さ100　kgのスリ”）トを切ったロータを真空中でユ5，000rpmの高速で回転させる縦形回転装置である．この装置で設計上問題になる点は，o一タの強度，起動停止に伴なうロータの疲労破壊，高速回転時の真空軸封，回転系のふれまわり運動および危険速度の通過とタッパの関係などであるが，これらの点について試作品と同形の装置をあらかじめ試作し，それによって研究を行なった．3，高性能中性子回折装置の試作　昭和36年度原子力平和利用補助金をうけて高性能中性子回折装置の試作を行なっている．これは，従来，中性子回折装置は大形実験炉に設置されていたが，小形原子炉を用いてモノクロメータを炉心に接近させ，できるだけ効率よく単色中性子ピームを取り出して，中性子回折を行なおうとするものである．そこで，モノクoメータを生体＝」？ヘイ内に設け，その調整はすべて遠隔操作で行ない，単色巾性子だけを取り出し，放射線の散乱によって測定が舌Lされないような：J？ヘィを考慮した装置を試作中である，4，半導体放射線検出器の開発半導体放射線検出器は固体電離箱ともいうべきもので（273）　273まったく新しい放射線検出器である．小形堅ろう，動作電圧の低いこと，真空中，磁場中，低温中でも支障なく使えること，エネル干分解能，時間分解能がすぐれていることなど数々の特長をもっているので最近注目されはじめた．当社では他社にさきがけて，昭和35年ごろからこれの開発をすすめていたが，昭和36年度通産省より試験研究補助金をうけ，これに一段の拍車をかけることになった．　当社で現在開発中のものはP形またはN形：」リコンを用い，これに不純物を拡散の方法でいれ，PN接合を作っている．構造物には一種のタイ1一ドであるが，比抵抗の高い高純度シリコッにきわめて薄い不純物層を作り，一応な接合面を作ることに努力している．そのほか封止の方法などにも独特な方法をとってある．現在完成しているP−3形はP形1，000〜2，000　n　cm、最大印加逆電圧ユ00Vで15　MeV以下のα線，4MeV以下の陽子線を2％ぐらいの分解能で検出できる．大きさは検出部直径2mm，ケースとも外形寸法約ユO　mmφ×7mmである．5，加速器の研究　粒子加速器の分野では，数年前からパーJ・デ・づラーフ形加速器，線形電子加速器およびコっク・クoフト・ウfJレトッ形加速器の試作開発を行なってきた．この一年間は，同様の分野で研究を進めるとともに，加速器に必要な基礎研究，原子核実験用加速器，およびその他新機種開発のための検討を行なった．　加速器に必要な基礎研究として，これまで行なってきたイlv光学的計算は，イ1−J・ソース引出し系，イォッ・ピーム偏向集束系につき実験を行ない，計算結果と実験結果とを比較検討し，その計算に基づいて設計された各種加速管の工作組立を終わり，現在実験的検討を行なっている．高周波形イォッ・ンース，PIG形パ1レス・イォッ・ソースの実験も引き続いて進めており，出力イォン電流も数ミリァーJくアまで安定に取出しうるようになった．　実験室用として新しく開発研究を進めている加速器はつぎの各種である．　（1）　中性子発生装置　120kVに加速された重水素イォvを三重水素ターゲ・）トにあてて，パ1レス中性子を発生させる装置で，全装置の組立をほぼ終わった．　（2）　コック・ク0フト・ウfJレトーJ形陽子加速器　500keVコ・リク・クoっト・ウfJレトフ形陽子加速器はユ0〜15MeV線形陽子加速器の投入器として建設を進めている．パ1レス・イォッ・ソースを取付けた横形の構造で，パ1レス幅50μs，繰返し20〜60c／s，6一ク3〜5mAの陽子流を取り出すよう計画している．　（3）　ぺ＿タトロツ　エネ1レ干　30　MeV，　X線出力20−50　rad／min（1　m），電子線出力1，000〜2，000rad／minのペータートローJも基本設計を終わり，工作に着手した．医療用としての応用分野に274　（274）ついても検討を加え設計した．6，パルスイオン源の研究　線形陽子加速器への打込み用として製作中の500keVコっク・ク0フト形加速器のイ1−J源として，磁場を併用したPIG形のイォーJ源を作り，そのパ∫レス・1くレー・Jヨンを試みている．一般に打込み用加速器の場合，そのイわ源をパ｝レス化することは，イォッ源および打込み用加速器に平均として過負荷をかけることなく，数ミリァvRアのイォッ・ti一ムが得られるので，きわめて有効である．今までに，信号パルスの幅，繰返しなどに対する出力ピーム波形が明らかになったので，現在はさらにピーム強度を上げること，放電および引出しの安定な動作条件をみつけること，ピーム引出し後のイォッ光学的なようすを知ることなどを実験のねらいとしている．　実験装置の構成は，イォッ源，加速集束系，パルス制御系，その他H，ガス導入系，排気系および各種電源などである．ピームのパ1レス化は，アーク電圧のパ1レス変調によって行なうが，アーク電圧電源は，加速器の高圧づラリト・フf一ム上に置かれるため，この装置ではパルス変調管を接地側から制御する際に，パ1レス発生器からの信号（1〜250μs，40V）をいったん光の信号に変えてから高圧側にトリガ信号として送っている．　現在，陰極材料にアJVミを使ってt°一ク電流4mAまで得ているが，さらにカソード材料を変えること，各電極の大きさ，形状を変えること，イォッシースをピーム引出しに好都合な形にするためカナー1レ周辺に絶縁材料をそう入すること，などにより6一ク電流の増大を目標とした実験を進めている．7，VE−3形バン・デ・グラーフによる　　照射実験　照射実験に先だって，三菱原子力工業株式会社研究所と共同でファラ≠一・力っづを使用して集束ピームの電流測定，走査ピームの電流測定を行ない，あわせてっアラデー・力っづを熱量計として使用して線量率の測定を実施した．　照射実験としては，現在使用されている絶縁ワニス25040芒�_゜圧◎2°　　10　　　　0　　7　　9　　11　13　15　17　19　21　23　25　　　　　　　絶縁ガス圧力（kgんmつ図19−10最高電圧と充填ガス圧力との関係　Characteristics　of　maximum　valtage　and　insulating　gas　pressure．三菱電機・VoL　36・No．1・196244●種類の放射線損傷を調べるため，105radから101°radの範囲で照射を行ない，赤外線吸収による分子構造の変化を調べた結果，105〜108radまでは変化はなく，10g　radで変化し始め，101°radになると変化がいくぷん大きくなることが判明した．照射に要した時間は101°radで約2時間であった．　社外からも高分子の品質改良のための依頼をうけ，照射線量105radから108　radの範囲で照射実験を行ない，良好な結果を得ている．　VE−3形A’−J・デ・づうーっそのものの実験としては加速管を取り除いた状態で窒素ガスと炭酸ガスとの混合充填ガス圧力を変えて最高電圧を調べた結果は図19−10に示すとおりである．充填ガスとしてっレ九12を窒素ガスに混合して測定した結果も同図に示した．8，速中性子用シンチレーション・　　カウンタの開発　＝J−Jチレータに粒子が当たるとき，粒子の種類によって＝J−Jチレー・Jヨッ・パルスの形が違うことを利用して，逆にパ1レスの形から粒子を識別する方法が最近試みられるようになった．現在核実験などに効率の高い速中性子用力ウーJタとして使われはじめている．識別の方法は色々あるが，その中で，光電子増倍管の電極間の空間電荷制限効果を利用するものが簡単で調整しやすい．　；J’Jチレー・Jヨ”J・パ1レスは＝J−Jチレー：」ヨンの大部分を占める速い成分と，小部分のおそい成分から成り立っている．有機甑チレータ（たとえぽア万トラセーJ）に中性子とγ線が当たるとき，両者による：J−Jチレー・Jヨン・パ1レスの大きさが等しい場合，中性子（反跳陽子）による＝J−JチレーショーJは，7線（反跳電子）によるものに比べて，おそい成分が大で，アントラセvでは約2倍ある．シンチレー：Jヨ“Jの大部分を占める速い成分を空間電荷制限で落とし，おそい成分だけを検出するために，光電子増倍管の陽極とその前の電極の間の電圧を適当に低くすれぽ，その電極から取り出すパルスは，おそい成分が大部分で，その振幅の大きさから，中性子とγ線の識別ができる．　この方法により実験を行なった結果，エネル≠範囲0．5−10MeVの速中性子の検出ができ，効率は，25　mmφ×25mmのアーJトラt−Jで，5−20％程度あることがたしかめられた．また光電子増倍管の最後から2番目の電極からパ1レスを取り出し，同時および反同時回路を使つて，中性子およびγ線のエネ1レ干スペクト1レを調べることができるので，この点については，実用化の検討を行なっている．9，放射線を応用した重油燃料分析　重油の燃料分析は，これまで主として化学的な方法にたよってきた．もっと短時間に簡単にしかも化学的な方法と同程度以上の精度で主成分と熱量を測定する方法として，目をつけられたのが放射線計測の応用である．　重油の成分は，C，　H，　S，灰分，水分で，燃焼に主とし19．研究て寄与するのはCとHであるが，このうちHを定量することにより発生熱量を推定することが最近試みられるようになった．これは中性子水分計と同じような原理に基づいている．線源としてはRa−Beの中性子を用いる．この中性子が重油中で主としてHと衝突散乱してくるのを検出器でしらべる．この場合，熱中性子のでき方は，主として重油中のHの数と比例関係が成立するであろうと考えられる．もしHに比例した計数が得られるなら，それから重油の熱量も推定されよう．　実験は関西電力株式会社提供の重油の18資料について行ない，化学分析のヂータと比較した．それによると特殊な資料を除いては大体0．5％程度のずれの範囲で比例関係が成立していると考えられる．実用化の段階では，まだ色々と問題もあろうが，成功すれぽ非常に便利なものと考えられる．　このほかにSの多い重油も好まれないのでその分析も必要である．いろいろな方法で試みつつあるが，この方はまだ実験の芸Lタがそろっていないので明らかな見通しは立てられないが．おそらく十分に精度の高い方法になると考えられる．10，原　　子　　灯　β放射性ガスとして，Kr−85を利用する原子灯について実験した．灯球は耐放射線ガラスで作り，その容積は約3cm3のものとした．ケイ光体は緑色発光のもの3種類から，Co−60を用いたγ線照射実験により耐放射線性のもっとも大きいZnS：Cu（0．01）を用いることにした．量子収率は0．9以上である．ケイ光体塗布厚さの最適値を決め，Kr−85充填量と明るさの関係を求めた．　Kr−85はβ線とともにγ線を出すので，原子灯のラフづハウス外でのッ線線量率を法律で定められた値以下にするために，ランづハゥスにはッ線；J−Jレド効果をもたせなけれぽならない．可搬形にするため全重量を約4kgまでに制限すると約200mc程度しか詰めることができないので，こうした場合の明るさでは，標識灯として十分とはいいぎれない．もう一段明るくするために，ケイ光膜中に半減期が長くて，β線だけを出すラジォ・アイソトーづを固体化合物の形で含ませる方法を検討中である．IV．計　測　関　係1，高周波磁気演算増幅器　一般工業制御用のアナロク演算増幅器として，信頼度が高く，保守が不要で寿命の長い磁気増幅器式のものを開発した．磁気増幅器は一般に入力イー」t°一タvスが低く，応答がおそいことが欠点とされている，前者に対しては電圧帰還をかけることにより，また，後者に対しては高周波電源を用いることにより，この問題を解決し，磁気演算増幅器の実用化を行なった．高周波電源は，　トランジ（275）　275スタと可飽和鉄心を用いたRoyerのイッノ｛一タによって1kcを発振させて使用している．　電圧帰還形とすることによって従来の電子管式演算増幅器とまったく同様な取扱いを行なうことができ便利である．また，出力がパルス幅変調波であることを利用して時分割方式による乗算を行なうことも容易である，　また複数個の入力巻線を用いれば相互に絶縁された入力を扱うこともでき，入力の極性も自由に選べるなど，電子管式では得られなかった特長をも発揮する．　増幅器は125×85×58のヶ一スに組込まれたつラづ・イーJ形となっており，取扱いに便利である．2，磁気増幅器形調節計　磁気増幅器を用いた調節計は，可動部がなく，構造堅牢で安定である．回路構成は図19−11に示すように，そ　　　　　　　　　　　　増幅部　　　　　入力部　　　　　　　　　　　　　　　　　　、出力部　　　　　　　図19−11　調節計回路構成図　　　　　Block　diagram　of　P．1．D．　controUer．の増幅部は2段増幅器よりなり，初段は高電流感度，低ドリフト磁気増幅器，次段はトう一J・」’スタを併用した高電圧利得自己平衡形磁気増幅器である．帰還部はCR回路よりなり，その定数を変えることにより，比例，積分，微分の3動作を調整しうる．出力部はエミ，vタ・フfロワ回路で，負荷抵抗の広い変化に対して定電流性を維持する．手動，自動切換えはスィリチ回路で行なうが，調節計出力は手動出力に追従する方式をとっているので手動一自動切換えでじょう乱を生じない．つぎにその標準特性を記す．入　力　　ユニ5mADC　入力抵抗出　力　　1〜5mADC　出力抵抗比例帯　　1−360％　　積分利得積分時間　0．1〜20分　　微分利得微分時間　O．033−5分　　電　源3，避雷器動作表示器100　n100Ω〜3kΩ100約10AC　100　V　電力系統のサージに基づく避雷器の動作回数を検出する装置として，有孔球干t．・vづを用いた二種類の避雷器動Arr　　　1　　有孔球キヤノブ　　　万ノレス　　　　　　（a）　　　　　図19−12系統　　　　　由Arl．系続　　　有孔堺か・ノブ　ー　　　　度数計；一，li：　了い］＿�d　壬（b）　　　　　　　避雷器動作表示器の原理図Schematic　diagrams　of　arrester　discharge　counter．276　（276）作表示器を開発した．図19−12（a）は避雷器動作電流によって有孔球告りつが放電すると弁りづ内の放電アークにより第3電極と第2電極が短絡され，その結果前もってC1に充電されていた電荷がCI　RL）の時定数で放電し，R2に一定のパ1レスが現われる．このパルスにより冷陰極放電管が通電し，度数計が働いて避雷器の動作回数を示す．図19−12（b）は有孔球ギvりつが放電するとC1の電荷が瞬時に放電し，その後E。より度数計，R2を通してC1に充電する．このとき度数計が働いて動作回数を示す．これらの表示器はいずれも避雷器動作電流の継続時間が5μs以上のサーづに対し，波高値が±50A以上の電流で確実に動作し，また分解能は0．1secである．その他，原理的に有孔球十”　’1・　・vつが放電しなけれぽ動作しないので系統の動揺などによる雑音に対して誤動作しない．また装置が非常に簡単化されているのが特色である．図19−12（b）のタイづは製品化が進められている．4，質量分析法の研究　表面物性の高真空下における研究や，高純度ナ扶の分析，また，高真空技術の研究などへの応用を目的として製f乍した超高真空質量分析計MS−415は電気試験所へ納入したほか，当社においても稼動中である．10−8・・一ユ0−9mmHgの真空度で使用され，残留d．5スの分析，イォーJ・fi　−」つの挙動などについて興味ある成果が得られた．イ1−」電流の検出のためには，2次電子増倍管が不可欠であり，これらの研究が大阪大学および神戸商船大学との共同で進められた．Cu−Be電極ユ2段のものを使用中であるが，電極の酸化処理により，利得は105〜106に増大し，残留ガスの精密測定を行ないうるようになった．また，さらに装置を安定に高真空にするために，金属ガスケリトや金属パ1レつの研究を並行して行ない，金リジグ・ガスヶvトについては，10−7μHg1／sec以下のリーク量のものがえられ，金属パ1レつも試作が完了した．新しい2次電子増倍管および金リッづ・ガスヶっトを用いて分析管の改造を終わり試験中である．　京都大学に納入した固体用2重収レン質量分析器MS−115は，電場と磁場との間にあるモニタ電極を改造することにより，スパーク形イォン源に対しても，露出量を正確に測定できるようになった．この改造により，定量分析法の研究をさらに進めることができ，同位体の存在比の測定を京都大学と共同して行ない，精度，確度の検討により，分析法の基礎となるべきデータが得られた．　日常の種々のガス分析には，中形の質量分析計が引き続き活躍しているが，高分子量のガスの分析の要望が高まりつつあるので．大形の質量分析計をこの種のガス分析用として改造し，より安定なイォッ源の開発と並行して研究している．5，干渉分光法光を分光してスRクトルを観察するのに，普通づリズム三菱電機・Vol．36・No．1・19624レhtや回折格子が使用されているが，これら波長走査形の分光装置はスくクト1レ全域を走査する時間に比べて受光器が特定の波長の光を受け入れる時間が非常に短いので，光源のエネ】レギの利用効率は低い．遠赤外領域になると，装置を大形にしてもS／N比が悪くなり，測定時間も長時間を要する．この欠点を除くために，最近干渉分光法の研究が行なわれるようになってきたが，当社でもその開発研究を進めている，　干渉分光法は干渉計を使って干渉図形を作り，これから数学的操作によってスRクト1レ成分を求める方法であるが，その利点は，干渉図形のある点のエネル判ま全波長領域のエネルギから合成されているので，特定の波長のエネ1レ干はつねに受光器で検知され，観測時間は非常に長くなりSIN比を高くすることができ，エネ1レ半の利用効率もよい．　現在，干渉分光法の基礎実験としてマイケルソッ形の干渉計を利用した装置を作成し，ナトリウムランづ，高圧水銀灯，白熱灯を光源とし，移動鏡を同期電動機によって定速度で送って光路差を連続的に変え，干渉面にスリリトを置き受光器で光量変化を検知している．受光器には光電子増倍管1P21を用い，直流増幅器を通して増幅しその出力をRv書き1・uoiラフに入れて干渉図形を描かせている．　干渉図形のフーリェ解析は，電子計算機Bendix　G−15Dで行なってパクト1レ分布を求めている．づ口づラムで作成した計算コードは，400次の高調波まで求めることができるものである．　普通の分光器では，実験的に困難な遠赤外やサづ三リ波の領域の研究は，干渉分光法の特質を生かせぽ非常に有力であると考えられるので，将来は，遠赤外におけるBeam　Splitter，　Detectorの問題点を検討して，遠赤外の分光装置を試作する予定である．6，赤外領域の分光研究　赤外領域における固体の物性論的研究（価電子帯から伝導帯への転位，格子振動，浅い不純物準位，自由担体，サイクoトロッ共鳴などによる吸収パクト1レ），有機化合物の定性定量研究（分子の振動，回転スペクトル），赤外検知器の研究などが最近非常に重要となってきたが，このために万能形の赤外分光装置を試作した．　直接透過率の測定ができる複光東光学的零位法はむろんのこと，赤外輻射や反射の測定なども能率よくできるように制御部を考慮している．赤外光源は能率のよいネ1レッスト・づロワ，分散系はすぐ交換のできるリトo配置のづリズム・ユニv卜（NaC1：1〜15μ，　LiF：0・5〜5・5μ）を用い，各波長のエネ1レ芋補正づロづラムが任意に与えられるスリリト自動両開き機構，時定数の短いゴレイ検知器，応答の早いサーボ系，白動調速機構などの組合せからなる能率的な増幅記録系統を備えている．　づリズムの潮解性，分散の温度依存性，赤外領域の空気中水蒸気による吸収などのための必要から，分光装置を設置するこう温低湿室（夏：25℃±1℃45％±4％，冬：19．研究20℃±1℃，40％±4％）を完成した．　また，高分解能で普通より波長範囲の長い自記赤外分光光度計（2．5〜40μ）が赤外線ガス分析計開発のために通産省補助金を受けて設置される予定であるが，この目的にも非常に役だつものと思われる．しかしこれでもなお波長範囲は不十分で，遠赤外領域の分光装置が必要であり，gratingまたは干渉分光法を用いる遠赤外分光装置を計画中である．7，分光測定の自動化　ケイ光体，ガラスその他光学的特性を問題にする材料の研究にベリクマッ分光器が大いに活用されてきたが，測定値の補正に大幅の時間を要する不便があった．この対策としてKリクマッ分光器の自動補正および記録式化に成功した．これは波長制御部に関数1ドテーJ・」ヨ・メータを用い，分散率の異なる波長域をサーボ・モータを駆動して直線的な動きに変え，また光電増倍管の分光感度を補正するため折線抵抗器を組合せ，これを経た電気信号をXYレコータに記録する．得られたつラフは横軸が等間隔の波長目盛，縦軸は補正ずみのエネ1レ干で波長範囲は250〜750mμである．　種々の光源の発光スくクトfVはもちろん，これら光源の分光エネ1レ1を各波長において100を示すように設定しておくと，反射率，透過率の真値を連続的に得ることが可能である．　この装置は，目下主としてヶイ光体研究に用いられ大いに偉力を発揮している．8，化学分析法の研究　イォッ交換分析法の研究として，アジパーライトLA−1，またはトリーn一オクチ1レァミーJなどの液状イ1−J交換体を，また，ア1レミ合金中の亜鉛，ニリ切レーマづネ：Jウム合金中の微量亜鉛の分離定量に応用して良好な結果を得た．さらに，銅合金中の亜鉛およびバッタ中のスズと鉛の同時定量に現在使用している．　また，溶媒抽出一光度定量法の研究として，ハイパoイ，≠イス加イ中の微量ア1レミの分析に応用して，良好な結果が得られ，さらに鉄鋼中の微量ホゥ素の分析にも使用している．　その他，半導体，金属間化合物などの微量成分の迅速正確な分析法として，最新のJarrel1−Ash社製回折格子分光器を用いて，着々成果を上げつつある．V．制御関係1，外乱そう入法による多変数最適化制御　多くの変数を制御して，最適点を求める制御の一方法として，さきに自動最適化装置OPCONを開発したが，引き続き外乱そう入法による多変数最適化制御の基本的（277）　277な問題点について検討を加えた．　外乱としては各変数ごとに異なった周波数の正弦波がそう入され，極大または極小に保たれるべき　Perform−ance　Functionへの影響を調べている．　PerformanccFunctionはそれぞれの周波数によって同期検波され，その出力がそれぞれ積分器を通してフィード・パっクされる．　このような制御系においては．周波数がどのように配分されるべきか，極点への応答速度をどの程度まで早くすることができるか，Performance　FunctionのバーJiiイー．b’・ロスはどの程度におさえることができるか，などの諸問題があるが，これらに対して種々の検討を行なった．2，論理と非線形をふくむ制御系　近年，自動制御系の研究において，従来までの帰還制御系より，さらに人間に近い制御動作の行なおれる制御系が検討されている．とくに人間の行なう制御動作のうち重要なものは，非線形的動作と，論理判断を伴なう動作であるが，これらを行なう制御系の解析・設計を行なう場合，現在三つの困難がある．　第1に，非線形動作と理論判断が，時間の経過にしたがって行なわれる事象を，簡単に，かつ統一的に記述する方法のないことであり，第2に，これが記述されても，これを解析的にとく方法の見あたらないこと，第3にこのような制御系の具体例もあまりないことである．　このような問題点を徐々に解決しつつ，設計法を確立することに努めてきたが，その一応用例として東海道新幹線向け列車自動運転制御装置（PTC）の基本設計を行なった．PTCは，　s−t，　s−v，　v−v制御系よりなり，それぞれ定時運転，づロづラム運転，外乱補償の3動作を独立にうけもっている．列車運転の指令は，紙テーづに貯えられ，適当な距離間隔で，制御装置に読み込まれる．昭和36年9月上旬に，モデ）b・テストを行ない，この制御装置が，時間偏差±2sec以内というきわめてすぐれた性能をもつと同時に，非常に安定で，故障の少ないことを確認した．3，逆Z変換について　サンづ1レ値制御系は，最近，各種の制御系に用いられてきたが，その設計にあたって，それが，従来の連続形制御系と，考え方に大きな開きがあり，色々な困難があった．　その一つの理由は，逆Z変換が，定義されていないことである．すなわち，時間関数∫（川またはそのラづラス変換F（s）が与えられれば，そのZ変換Fz（Z）は，一義的に定義できるが，Fz（Z）が与えられても，∫（の，F（S）は，無数に存在し，一義的に求められない．　この点について研究を進め，あらたに主値関数なる概念を導入し，Fz（Z）に1対1の対応をなす，主逆Z変換を定義し，さらに一般の逆Z変換を，主逆Z変換を基礎として，定義した．また，これより，過渡現象に関するサンづリーJづ定理を導いたが，Shannonのサンづリーvづ定理と比べて，一般の自動制御系で成立しており，サッづ1レ278　（278）点の情報より，全時間域の情報を再現することができる．4，無接点制御装置　電車用制御装置は，精度はもちろんのこと，信頼度が高く，保守点検の手数のかからないものが望ましい．この点より無接点化を研究してきたが，現在までにつぎのような無接点装置を完成している．　（1）　パイロット・モータの無接点制御　磁気増幅器式：回転停止が効率よくしかも速応的に行なうことができる．従来の短絡継電器によるものよりも速応性が高い．　トリニスタ式：回転停止逆転が自由に行なえ、速応性は磁気増幅器式よりさらに高い．　（2）　限流制御装置　従来限流継電器で行なっていた方式をDCCTと磁気増幅器またはトうンジスタを組合せた無接点方式で速応性が非常に高い．　（3）　回生づレーキ用電機品　回生づレーキ制御用　として複巻式主電動機の分巻コイ1レを直接制御する磁気増幅器装置，正負出力直流変成器なども開発した．　　　　図19−13　磁気増幅器式パイロ1り　　　　　トE一タ制御器　　　　　Magnetic　amplifier　for　pilot　　　　　mOtOrCOntrOl．VI．電気計算機関係1，ディジタル電子計算機　遅延線形磁気ドラムを主メモリ　とする研究試作電子計算機MELCOM−LDIは，本体だけでなく浮動小数点演算高速化付加装置FLORAをも含めて試験調整ならびに各種づロづラムテストを完了し安定に稼動中である．　この計算機は，クロ・vク約200kcの直列2進計算機であるが，各種演算高速化のくふうがしてあり，さらにFLORAを付加するときは演算速度は相当大きい．　計算機の真価はつロづラム・＝Jステムの完備によってはじめて発揮される．MELCOM−LD1についてもつoづラム・＝Jステムの具体化を着々進めている．機械用語とほぼ1対1の強い関係をもち，命令のバレー・JヨーJ・コードが：J’Jポ1レ化されたDPL＝Jステムを完成した．これは高度に洗練されたサづ・ルーチッや各種・Jステムづロづラムの作成または保守用として用いられるもので，単に命令の変換ぽかりでなく，数値の10進一2進の相互変換も固定小数点，浮動小数点両方について行なうことができる．またパレータのタイづミスなどの誤まりも指摘する簡単な英文をsイづ・三菱電機・Vol．36・No．1・1962酋‘旨アウトするようになっている．このDPL：」ステムを用いてべ・vセ1レ関数のサづ・1レーチーJを作成したがFLORAを使用しての演算速度はBendix　G−15　Dによる場合の約100倍であった．　さらに融通性に富み，かつ，づロづラム作成の容易なものとしてMAMA　・」ステムのづロづラム・テストを引き続いて行なっている．この：」ステムでは，命令とヂータの最適配置を行なうとともに，それらにすべて＝JVポ1レ化された用語を用いることができる．また数式による表現をそのまま用いられるFORTRAN形式のMUSE；」ステムの改良準備を行なっており，さらにつロクラムの訂正変更を容易に手早く行なえ，比較的簡単な方式で相対アドレスを採用したInterpreter形式のASIAも準備している．2，磁心トランジスタ多数決論理演算回路　近時，各種機器の制御にディジタル技術が応用される傾向が強いが，これに用いる論理演算素子としては色々な形のものがある．これらの素子は相当数多く用いられるのが通常で，小形，信頼性，消費電力のわずかなことなどが要求される．この目的のため方形ヒスデリ＝yス・フェライト磁心とトラーJ＝；iスタとを組合せた新しい形の二相クロリク式の諭理演算素子を開発した．基本ユニっトはフェライト磁心1個，トラ滅スタ2個，づイ1一ド2個，抵抗5個，コーJi’vサ1個より構成される．論理演算は各ユニリトの出力巻線を直列に接続して得られる論理ア加づ和電圧とトラフづスタのべ一ス・エミっタ間の非直線性との組合わせで行なわれる．磁心のtv卜，リセ・・）トはトランづスタのコレクタ電流によって行なわれ，コレクタ電流の一部はペース側に帰還されるのでトリガ・パルスだけで動作し，駆動パルス源が簡単で済む．全半導体式論理回路にくらべての利点は，記憶を保持するのにまったく電力を要しないことで、演算途中で電源が切れても途中の結果は記憶されたまま残る．また，論理演算には半導体素子を用いてないので，それだけ半導体の数が少なくて済み，信頼性が向上する．3，記憶用磁心のパルス特性直視装置記憶用磁心の開発を進めてきたが，数種の材料にっい19．研究図19−14　記憶用磁　心パルス特性直視　装置Tracer　of　pulse　re，sponse　of　memorycores．ては開発を完了し，量産体制にある．これら磁心の開発時におけるたとえば最適動作条件の決定などに必要な測定，および量産時の工程管理用≠一タを得るための測定などを能率化するために，磁心のパ1レス特性を直視する装置を考案，製作した．磁心のパ1レス特性USユ，　RS1，WSOは振幅が十lm，＋lrt！2，−lm，−lm　12のパ1レス電流を適当なパターッで磁心に加えて測定されるが，われわれはこの電流振幅万nを自動的に走査することにより，1，nの変化に対するパルス特性の変化をづラゥッ管上で直視できるようにした．この装置は現在生産に活用されている．4，同期スイッチ式アナコム非線形素子　　の半導体化　電力系統の過渡現象の解析には，交流計算盤の素子を利用した同期スィvチ式アナコムが用いられている．　これに関して昭和36年に開発したものは付属装置部分の同期スイリチ，受動非線形素子のトランジスタ化であって，これによって，装置は小形化され，さらに同期スイっチは機械部分がなくなり，全部の部品が国産のものでまにあうようになった．　また，コッタクタッス制御素子の開発によって，従来のON−OFFスィリチによっては不可能であった使用方法も可能となり，たとえばヒューズの奔騰電圧の解析，直流アレスタの解析なども容易となった．さらに飽和要素を新しく開発した．5，マイクロ・プログラム方式を用いた　　万能論理回路　マイクo・づロクラム方式を用いて万能論理回路を設計した．この万能論理回路は，内部にメモリとしてnピリトの遅延線，アキュミュレータとしてユtl，yトの遅延線論理回路としてわずか11個のAnd，　Or　e＿トよりなる回路を持っている．この回路が仕様された論理動作を行なうための一連の命令は紙テーづに打ち込まれ，外部より供給される．命令は3じワト8種類よりなり，その都度メモリの内容と，アキュミュレータの内容に論理動作をほどこして，メモリならびにアキュミュレータの新しい内容として送り込む．この場合，3じリト8種類の命令は，もっとも少ない遅延線のti”）卜，もっとも短い命令の長さで，　与えられた論理動作を遂行するように選ばれている．　このような万能論理回路は，論理動作を行なう時間が長くなる欠点があるが，　（ユ）紙テーづを取換えるだけで，どのような論理回路としてでも働く．　（2）テーづ・リータ，論理回路，遅延線と各部の機能が完全に分離しているので，保守，点検が容易で，各部の信頼性を向Lさせる手段もこうじやすい．　（3）データの処理には適さないが，論理動作だけを行なわせれば，かなりの規模のものまで行なわせることができる．（279）　279などの利点をもっているので，時間的制約の少ないつoセス制御をはじめとする産業用制御回路の≠イジタ1レ回路に応用される可能性があると考える．6，電力系統の過渡現象計算法の確立　電力系統には送電線のような分布回路が含まれるため，雷や開閉サージなどの過渡現象問題については，従来のア加づ計算機では，その模擬の仕方や計算法に，種々の技巧が必要とされる．この点について研究を進めた結果，ディジタ1レ計算機を用いるに便利な手法を確立した．すなわち，送電線路上の電圧，電流波を，それぞれ前進波と後進波とに分けて考えることにより，系統の方程式は，連立定差微分方程式の形で表現され，また，解析にとってもっとも容易なNodal　Formで示される．これはフーリエ級数におけるGibbs現象による誤差を生ぜず，かつ，変数の数も　Nodeの数だけでよいので，≠イ5タ1レ計算機を用いるに当たっては便利な方法である．　さらに，この場合，L，　Cなどの集中定数も，十分な精度で分布回路で近似することができれば，系統の方程式は連立定差方程式となり，微分方程式の数値計算法を用いる必要がなく，単に算術的演算だけによって，過渡現象問題を解くことができ，計算づ口づラムの作成，その他の点でいっそう便利となる．この近似法にっいても，その手法を確立した．7，研究所設置の電子計算機　Bendix　G−15　Dは使用時間約9，000時間に達しているが，順調に運転されている．　最近に計算されたおもな問題を列記するとつぎのようである．　（1）タ＿ピーJ．Rのねじり剛性の計算　　　　（楕円形偏微分方程式）　（2）　国鉄新幹線のPTC制御の特性　　　　（自動制御レーつの解析）　（3）　カラー受像管製作用補正レ7Yズの設計　　　　（常微分方程式境界値問題）　（4）　高速中性子チョリパの応力計算　　　　（常微分方程式境界値問題）（5）（6）（7）物体色の色表示導体球（人工衛星）による散乱微分断面積（ぺ・リセ1レ，ルジ・［P’Jド1レ関数を含む級数計算）工作機の数値制御指令テーつの準備（数値制御フライス盤用）皿．電子管および半導体関係1，熱陰極の研究　マ〉ネトoッその他のマイクロ波管用力ソードについては，高電圧，高電流密度に耐えるよう，材料と調合組成を根280　（280）本的に改変して大出力のものをつくる努力を続け，温度850℃で20kV　1μsのパ1レス電流10　A！cmL’のものが安定して作れるようになった．なお，このヵソードは，普通の酸化物陰極が10’6　mmHgの酸素ガスで，被毒作用があるのに対して10−5皿mHgの酸素圧まで安定している．　含浸形多孔ターJづステッ陰極については，任意の一定多孔度のタンクステ万製法について原料粉末，づレス方法，焼結方法について諸条件を検討し，含浸法についても最適条件を決定し，満足すべきエミ・リ：Jヨッのものが得られた．　づラウーJ管力ソードについては，熱伝導，熱輻射の影響を実験的に検討し，カソード・アセvづりの設計資料を得た．またこれによってエミ，v　：Jヨッの立ち上がりが速く，かつ均一な品質のづラゥ“J管製造に貢献した．　酸化物陰極用基体二りヶ1レの表面酸化汚染層の有無，大小の検出法として酸溶解中の電位測定の方法が有効であることも確かめた．2，冷陰極の研究　（1）MgO陰極　MgO陰極におけるパ1レス電流の立ち上がり時間は，実用の範囲では10μs程度であり，被膜表面電位の上昇時間が絶縁物の正電荷充電効果によって押えられてしまうために，これを飛躍的に短縮することは望めないことを確かめた．また，MgOは安定な酸化物でありながら，動作中に受ける電子衝撃によって，高真空においては酸化物の解離が進行して，寿命は短かいが，酸素圧が15’5mmHg程度であれぽ長時間安定に動作しうることを確かめた．　（2）　Dyke形陰極　針状ターJづステン陰極は近年の超高真空技術の進歩によって，ようやく実用段階に達し，表面物性，電子光学への種々の応用やマイクo波電子源，X線源としての用途が期待される．図19−15に示すような針の曲率半径がユ×10−5cm程度の陰極では，数kVの陽極電圧で107　A／c皿2程度の高電流密度で低雑音の冷電子放出を得ている．試作管のV−1特性と理論式との検討および寿命の安定性に対する針の形状，真空度の影響などについての実験を行ない，現在この陰極を用いて丘ne　beamを得るための実験，およびmm波発生装置への応用を計画している．図19−15　針状Svdiステv　陰極の電子顕微鏡写真　（×9，000×4／5）Electron　microscopeshadowgraph　of　typ−ical　丘eld　emitter．3，ケイ光体の研究カラーTV画像管用ヶイ光体の劣化機構を解明し，その三菱電機・Vol．36・No．1・196241●対策を確立した．その結果，常用の50倍におよぶ電流密度の電子流で刺激しても，まったく安定なカラー管ケイ光面の製作が可能となった．また，各色ケィ光体の界面特性を改善し，塗着作業における相互汚染を減少させることに成功した．　エレクトロ・1レミネセーJス・ケイ光体は，ZnS：Cu・C1系のものについて，すでに満足な結果を得ているが，さらに特性を改善すべく研究を続けている．とくに1レーPt・−」・メイーJテナーJス改良に重要ないとぐちを得，良好な結果を得ることができた．また，赤色系のE．Lヶイ光体について一連の実験を行ない，貴重な資料を得た．　水銀灯用ケイ光体のあらゆる光学的特性を測定しているが，これらの結果はすぐれたヶイ光体を開発する重要な手がかりとなろう．　ケイ光ラッづ用ケイ光体については，引き続き紫外線刺激下における色中心の生成についてしらべている．そうして単に活性体不純物の存否に限らず基体結晶自身の欠陥に影響されるものであることを確めた．　そのほか各種の基体中にある付活剤の挙動についても研究し，興味ある結果を得ている．これらの実験には光学的な手段のほかに新しく完成した電子磁気共鳴吸収測定装置も大いに活用している．4，大電力進行波管　大阪大学で設計したVHF帯で連続出力5kWの大電力進行波管の開発を開始してから約2年になる．この間，各部分の試験は終わり，全体の製作を急いでいる．各部分の内，電子銃は陽極電圧10kVで1．8・Aという設計値どおりの陽極電流を得た．ピームのコレクタへの透過率は約90％である．入出力回路の周波数特性は500Mcから1，000Mcの範囲で定在波比はほぼ1，5　dB以下におさまっている．　全体の工作としては，全長が1．5mにも達する大形管であるため，予期しない種々の困難に逢着した．たとえぽ水冷銅パイづを使用した螺線の支持方法，減衰器のつくり方，外囲器として使用した銅管の真空気密方法などである．まだ技術的に不十分な点は残されているが，それらの点を解決して本誌発行までには出力を出す予定である．5，モレクトロニクス製品の試作　電子装置は，精巧で信頼度の高いものが要求されるようになり，そのため，小形化による単位体積当たりの機能の増大と，新しい技術を使うことによる接続リード線などの減少で，これらの要求を満たそうというのが現今の小形化技術の動向である．昭和36年2月22日に発表した試作品は，この新しい技術への比ラをたたくもので，その可能性を明確にしたわけである．　図19−16はこれら試作品でノコ判波発生器，正弦波発生器，方形波発生器，炉波器などである．19．研究図19−16　モレクト〇ニクス　　Molectronics．6，　リボン状結晶　リポーJ状結晶は半導体装置の量産用として，また樹枝状結晶の生長機構の研究用として興味深いものがある．現在までGe，　Siを中心に実験を進め，内部の不純物分布，転位の分布状態を測定した結果，不純物は特定の場所に偏在し，その度合は不純物の種類によって異なり，また転位も特徴ある分布状態を示すことを見出して結晶の生長機構を明らかにすることことができた．また，この生長機構を利用して内部にgraded　typeのPNP接合を持つ結晶の作成に成功した．リポーy状結晶のエ”」チじりトの分布，その形状は一般の結晶と多くの点で異なっており，これらを比較することによって結晶転位について興味ある結果が得られた．一方この結晶を用いたトラッづスタの製造法の研究も進めている．7，エピタキシャル・グロース　気相から単結晶基板の上に半導体を堆積させて，結晶軸の連続した単結晶を成長させるエ6舛：JleJレ・づO一ス法は，従来の合金法，拡散法についで半導体工業に大きな革新をもたらしつつある．当社では，ザ1レマニゥムヨウ化物の可逆不均衡反応を利用して’ii　JVマニウム単結晶層の製作に成功し，ついでシリコッ塩化物の還元反応を使って；Jリコッ単結晶層の製作をすすめている．成長結晶層の完全性の向上と添加不純物の制御条件の検討を行なっているが，この技術がトランジスタの性能向上や，固体回路の開発に応用される日も近いと思われる．図19−17　ゲ］レマニゥムのエ　teタキ＝UVJレ成長結晶面　（結晶面（111）×250×　4／5）Epitaxial　vapor　grownsurface　of　Ge　crvstaL（on　a（111）plane×250×4／5）（281）　2818，電子冷凍素子　電子冷凍素子の開発を行なってきたが，現在は溶融法によりz＝2．7×ユ0−3deg−1程度の素子を製造中である．また、コストを下げる一つの方法として，ピスマス・テ1レ1レの粉末を焼結して素子を作る方法を開発した．組立て実験のために試作した小形こう温そうは，内容積21のもので，冷却方式としては自然空冷式を採用しており，使用した素子は48組である．室温25℃のとき庫内温度を0°C〜80℃の範囲にコットロー1レすることができる．このこう温そうは振動部分がなく，騒音を発しない．電流の向きを変えるだけで同一点の冷却，加熱を行なうことができる．電流の大きさを変えるだけで温度をコットロー1レすることができるなどの長所があり，トラ謁スタなどの温度特性を測定するのに便利である．9，シリコン・カーバイドの研究　：Jリコン・カーバイド（Sic）はそのエネ1レギ・ギ？vつが2．8eVという大きな値を示す結晶で，高温トラ滅スタ，EL，電子放射源などの材料として注目されている．単結晶の育成については，反応が高温であること，SiC結晶が微細構造をたくさんもっていることが実験を非常に困難にしているが，Sicとしての結晶生長の性質とその生長を助けるのにもっとも適当な炉の構造についての実験を進めている．なお，生長条件と微細結晶構造の関係はX線解析を主にして研究を行なっており，Sic単結晶への端子付けの方法，およびこれの半導体特性の測定もあわせて行なっている．10，正温度係数サーミスタ　強誘電材料であるチターJ酸バリウムにある種の微量の稀土類元素を添加すると，常温の比抵抗が10〜103Ωcmぐらいの半導性物質となり，：tユーリ点近くで比抵抗が異常な正の温度特性を示す．この特性を利用したサーミスタを試作して試用中である．　105104比抵103抗Ωcm102100Hセリウム添加゜−°イットリウム添加50　　　　100　　　150　温度（℃）図19−18　半導性チタン酸パリゥムの　比抵抗一温度特性Resistivity−temperature　charac・teristics　of　sem五conductive　bari−um−titanate．282　（282）E図19−19試作サーミスタPositive　temperaturecoethcient　thermistermade　by　the　semicon・ductive　barium．titanate．　このサーミスタを作るための材料は純度の高い：Jユゥ酸チタゴレパリウム（BaTiO（C204）・4　H，O）を使い，添加する稀土類元素も高純度の酸化物を用いた．原料を加圧成形し，高温焼成した後，切断，研摩を行ない適当な電極を付けた．この正温度係数サーミスタの比抵抗一温度特性の一例を図19−18に示す．　図の抵抗の変化温度は，だいたいチターJ酸バリウムのキューリ点と一致しているが，ストロcrチゥムや鉛などの適当量でパリゥムを置換した固溶体を作ることにより，かなり広い範囲に変化温度を自由に変えることができた．　このサー三スタの応用の一例として，モータの過負荷防止，街灯，ネオフ灯の自動点滅器，こう温器などに試用して良好な結果を得ており，一部のものは量産の予定である．図19−19には試作サーミスタの一例を示す．11，量子エレクトロニクス・メーザの研究　10年ぐらい前から欧米およびわが国でさかんに研究されだしたメーザの研究は，高いcoherencyをもった電磁波とくに光を作りだすことが目的である．画期的な研究として知られているJ．P．　GordonなどのNH3分子ピーム・メーザによるマイクロ波分子発振を初めとして，Bell研究所における1レピー・メーザによる光通信，ガス・メーザによる赤外線の射出などのほか，直接にcoherentな光の射出を目的としない，いわゆる量子エレクトロニクスの研究まで含めると実に多数の研究が行なわれてきた．coherentな光は，たとえぽ通信に利用すれば升ネル数が非常に多くとれるほか，太陽のIO7倍の高輝度光源が得られ，レ誠で収レンさせればエネ1畔密度108W／c皿2，電場の強さ107V／cm程度が実現可能となり，色々の分野でまったく新しい技術が生れる可能性がある．　現在の段階ではメーザの研究に欠くことのできないOptical　Pumpingの技術を研究中であり，ア」レカリ金属についてのZeeman　Sub−Level間のPumping装置を組立て実験中である．この場合のPumping周波数は数Mcであるが，これでも非常に安定な周波数標準となり，また地磁気のユ0万分のユ程度の精密な磁場測定ができる可能性がある．現段階では量子エレクトロニクスの範囲を出ないが，将来は具体的にメーザ装置の実現にまで到達する計画である．12，光電導物質　（1）CdS：一般に知られているCdS匂レはほとんどがCuで活性化したものであるが，　Agで活性化したCdSはCuで活性化した試料と同様すぐれた光導電特性を示すとともに，紫外線励起により，620　mpaおよび750mμにじ一クをもっ発光を示す．そこでCdS：Agの焼結膜を用いて光導電特性と紫外線発光の関係を物性的に検討し，Ag不純物準位などを研究している．　（2）CdSc：Cu，　Clで活性化したCdSc焼結膜は近赤外に比較的すぐれた光導電性を示す．しかも適当な条三菱電機・Vol．36・No．1・19624，s件の下では，物性的に非常に興味のあるsuperlinearの照度特性を示す．また時定数はCdSに比較して約一ケタ小さい．しかしパッド・干i・りつが小さいため温度に対する安定性は非常に悪い．13，光電導セル　光電導体としてもっとも一・般に使用されているのはCdS系である．これを使用する場合いろいろな条件によって特性の変化をきたさないように封入を行なうことが　　　　　　　　　　　　　必要で，普通はガラスと金図19−20　樹脂形光電導セJレ　Plastic　mold　type　phc）te　collductive　cell．属などで行なっているが，これをづラスチっクでおきかえる樹脂形光電導セ1レの研究を進め，図19−20のようなものを試作した．づラスヂリクでヶ一；」−Jづを行なう場合問題となるのは，光電導体との接触による特性変化，吸湿性ならびに劣化であって，これについてあらゆる角度から検討を加えている．14，電気ルミネセンス（EL）　ZnS系ケイ光体を用いたEL発光板として，ガラスを基板としたオーガニック形，鉄を基板としたセラミっク形，づラスチっクを基板とした可挽形のものにつき，その特性ならびに製作上の諸条件を検討し，前二老について一応の試作を終わった．さらに特性の向上，とくに劣化機構の研究を続けている．図19−21は試f乍したオーガニ，vク形EL発光板で，右上は］Ocm角の発光板，左上は数字表示板，下は文字表示板である．　図19−21ELヶイ光板およびEL表示板Electroluminescence　Panels　and　readout　lamps．　CdS単結晶のELについても研究を進めてきたが，その発光機構を追求した研究成果を昭和36年10月ユ0日ニュ＿ヨ＿クで開かれたユ961年度IVミネセッス国際会議に発表した．15，電子写真　さきに電子写真方式による高速度記録への応用を目的として，静電記録装置の試作を完了し，所期の成果をおさめたが，引き続き光学系を内蔵させた装置として開発19．研究を進めている．　つぎに，電子写真用の光導電物質の基礎的問題として，ゼロづラフィ方式の感光層を形成している無定形セレッの真空蒸着時における基板温度が感度特性に及ぼす影響について研究した．　また，エレクトロファクス方式の光導電材料である酸化亜鉛の各種有機色素による増感機構にっいて，電気的性質を中心に研究を行ない，分光感度を最高にするための最適添加量などについて詳しく調べた．16、燃料電池　（ユ）　低温燃料電池：電解質に苛性力リ水溶液を，電極としてはニッヶ1レ，銀および銀で処理した二・ワヶ1レを材料とした二重または三重多孔性焼結体を使用したものについて研究を行なった．特性は60℃端子電圧0．8Vで40〜60　mA！cm2であり，かなり満足すべきものを得ているが，さらに，特性をおもに支配している水素電極についてその反応機構を研究し，今後の電極改良研究のいとぐちが得られた．　（2）高温燃料電池：溶融塩を電解質とし，これを板状のtラミっクのマトリクスに含浸させ，この両面を多孔性金属電極でサーJドイリチにした形のものを試作し，分極その他電池特性を測定し，Gorinが1959年に発表したものとほとんど同じ結果を得た．この電池は500〜700℃の高温で働くため腐食が問題となり，マトリクスとして酸化ペリリゥム，酸化マづネシゥム，電極としては二リケル，銀，金などを比較研究した．また溶融塩についてもできるだけ低温で反応性のよいものを得るためナトリウム，カリウム，リチゥムなどの炭酸塩の組合せについて研究している．皿．機械および加工関係1，構造物の応力解析　応力解析は設計」二重要な地位を占めているが，研究のこ，三について記述する，　ホーッ・リフレクタ・アー」テナの前面風防板は風速60m／sccに耐えることが要求され，厚さ1mm，面積約8．7皿2の扇形ポリェステル・ガラス積層板を周辺固定した構造で使用して　図19−22　大変形薄肉円板の応力測定Stress　measurement　of　circular　thin　plateunder　large　deflection．（283）283いるが，これが寸法の決定に当たり，その応力測定を行ない，周辺を固定された大変形薄板の応力問題として，とくに固定部の応力について解析を加えた．周辺固定の形状を単純化し，厳密解を得ることも試みたが，電子計算機によっても収レーJ性に問題があるため近似解法を使用している．　その他，中心孔を有する回転円板の弾塑性計算，リvづ弁の応力測定と応力計算，クラっド板の残留応力などについても成果を得つつある．2，回転体の振動　回転体の振動問題は，回転機器に必ず付随する重大問題で，複雑な要素を含む場合が多い．これら振動問題の一つとして，遠心脱水機のように，危険速度以上で回転する自動平衡形の振動系について検討を加えた．この種の振動系では，高速定常回転でのふれまわり運動，および危険速度通過時の問題があるが，これらと機器形状との関係について指針を得るために，振動系をモデル化した理論解と実験値との関連について，研究を行なっている．3、銅材の疲労強度　金属材料の疲労強度研究の一つとして，各種銅材の疲労強度について研究を行なっている．導体材料として多くの銅材が使用されているが，近年電気機器の小形化，あるいは，絶縁材料の進歩に伴ない，導体材料としての銅材に作用する動的応力，あるいは，温度は次第に上昇の傾向にある．そのため，タフじリチ銅，無酸素銅，銀入銅の焼なまし材および加工硬化材について，常温と高温の疲労特性を実験し，その基本的芸一タを得つつある．現在のところ，150°C程度の温度になると，銅材の疲労強度はかなり低下するが，無酸素銅と銀入銅はタフじ好銅に比して，低下が少ない結果を得ている．　なお，同時に上記各銅材の平角線に，標準の絶縁を施したモデJレ・コイルを作り，これを疲労破壊させ基本芸一タとの関連についても調べている．4，大形ラドームの形状　前述の地上設置用大形うドームに関連してこの種の大形ラドームの形状について幾何学的に考察を行なった．　この形式のラドームは大略の形は球状であるが，詳細にいえぽ多くの三角形から成る多面体である．この多面体は球に内接する正20面体を考え，その1面である正三角形を適当数に分割して得られる小三角形の各頂点と球の中心とを結ぶ直線を球面まで延長して球面と交わる点を頂点とする三角形（平面）より成るものである．正三角形の分割数としては4，9，16，25，36が考えられるが，防衛庁に納入されたものは36分割してあり，実際には三角形を二つづつ合わせて菱形のバネ1レとしてある．しかし，正20面体のi面である正三角形を36等分したのではでき上がったパネ1レの種類が多くなるので，これが少284　（284）　　　　図19−23　大形うドームの幾f可学的形状模型　　　　　Geometrical　model　of　large　radome．なくなるように分割法にくふう修正がほどこしてある．バネ1レの鋭角部が集合する個所には正五角形，正六角形のハづを入れて接合を楽にしている．これらについては分割点の修正法の解明を行ない，実物製作の際の有力な裏づけとすることができた．写真は防衛庁へ納入したものの模型である．ただしハづははいっていない．5，塑性加工の研究　曲線輪郭を含む比較的不規則な形状の成形加工，あるいは，比較的仲びの少ない板金材料の成形加工には雌形，雄形のいずれにも金形を使用する従来の方法より，むしろ，流体圧を利用する方法が有利である．それは複雑な，とくに薄板の場合のうるさいはめ合公差の雌形が省略できる点，また，その圧力に直交する平面上の変形能が促進され，したがってまたスづリンづ・パリクも少なくなるためである．この方法のうち，もっとも扱いやすいものとして雌形にゴムパリドを用いる方法を採り上げた．　半硬質の銅板，硬質および軟質の冷間圧延鋼板を用い，球状底面を有する楕円絞りにおいて，その素板打抜き，絞り成形をこの方法で実施し，加工に必要なフランジ張力，これを左右する因子（フラ滅面積，しわ押さえ圧力，潤滑状況など），雄金形の輪郭形状，使用するゴムの性質，寸法およびその寸法効果，ならびに成形荷重などの関係を求めた．なおこの場合のゴムパっドにかかる平均面圧は最大100　kg／cm2である．これらの結果を基本的に検討するため，平面底の円筒力りづ絞りの成形条件についても実験を進めている．6、放電加工　放電加工の基礎的研究として，仕上面の構成機構を研究し，単発放電痕の形状と仕上面あらさとの関連を求めた．従来は放電電圧，コ万デッサ静電容量によって，ある範囲を限定して実験式として示されていたにすぎないが，これを解析した結果，仕上面あらさH、a．は　　　Hma。＝2　h，＋h2　　　　　h，：単発放電痕の深さ　　　　　h2：もり上がり高さとして示され，広範囲の加工条件に当てはまることを確　　　　　　　　　　三菱電機・Vo1，36・No．1・19621、”，’かめた．一般にh2とh，との関係は　　　　　h2＝2　h，〜1．5h，である．　高周波放電をコーJデLJサ放電に重畳した場合には，上式のh2が，格段に低くなり，仕上面あらさは1／2〜2／3程度に減少し改善される．7，電解加工　電気分解によって金属材料に穿孔あるいは形ほりなどの成形加工を行なうのを目的とするもので，金属の硬さに無関係な加工法である．被加工物を陽極として加工工具を陰極として，電解液を極間に流し，低電圧のもとに大電流密度で電解することにより，穿孔，形ほりを行なうものである．　（1）　自然落差を利用したごく簡単な装置を用いて溶液を循環させる方法を用いてスデッレス鋼の穴あけ加工を行ない，硫酸系，リン酸系，クロム酸系，硝酸系などのいろいろな電解液について，その電解特性をしらべ，あわせて加工性に対する各溶液の優劣を比較検討した．　（2）　食塩水を使用し極間距離を0．1mm以下の微小芋i　vづに保ち，電解液を極間に流し15〜18V，20〜100A／cm2で電解することにより，8mm角の黄銅電極で厚さ2mmの焼入れ鋼板に8．3　mm角の穴を加工した．その表面は微光沢を呈し，電極消耗は皆無で，加工速度は比較的に速いが，加工クリァラーJスが大きく，加工入口のだれが大きい欠点があった．8、無電気メッキ　無電気メっキは，複雑な形状の品物や小穴にも均一にメリキができ，光沢もあり，しかも表面を塩化パラジゥムと塩化第ユスズまたは次亜リッ酸を用いて，いわゆる活性化すれぽ金属だけでなく絶縁物にもメリキが可能となる．このような性質から最近トラフづスタ，モレクト〇ニクスなどの半導体，およびセラミリク材料，電子管あるいは燃料電池などに無電気メっキの要求が高まりつつある．現在すでに白金，金，銀，銅，二っケル，コパ1レトのメっ十法を確立している．メッキ速度は各金属によって異なり，下地にも大きく左右されるが，金0．75　mg／cm2／10　min，二っヶ1レ0．6mg／cm2／min程度であり，メッ千厚さの最高は金10μ，二”）ケ1レでは30μである．9，電車用超高速主電動機　電車用主電動機の軽量小形化をはかるため，最新の技術を応用し，現用のものより約1．5倍高速化した75kW主電動機を開発した．　　形　名　　　MB−3053−A形　　形　式　　　直流直巻，自己通風式　　1時間定格　75kW　340　V　244　A　2，500　rpm　　　　　　　　（1，500　Vライン用）　　最大回転数　6，500　rpm　　重　量　　　360kg19．研究図19−24MB・3053　−A形超高速主電　動機　Type　MB−3053−A　super−high−speed　traCtiOn　mOtOr．　特長はつぎのとおりである．　（1）現用の75kW主電動機に比し重量は60％にな　　　った．　（2）　界磁コイ1レにはエie十p体固化絶縁を採用した．　（3）　高周速に耐えるべく電機子コイ1レのパィンドにポ　　　リェステ1レ・ガラス・パフドを使用した．　（4）　自己通風式で内部の汚損を防ぐため遠心分離式　　　押込みファンを使用した．　工場試験の結果はすべて所定の性能を満足し，今後の電車経済化の一助として進出が期待されるとともに，将来発展が予想されるモルーJレ・カー駆動用としても最適な主電動機となろう．10，ヘリウム液化装置の開発　近年，極低温における物性，磁性あるいは工学的応用などの研究がようやく盛んに行なわれるようになったが，その理由はヘリウム液化機の発達に負うところが多い．実在気体中でヘリウム・ガスはもっとも低い沸点をもち，大気圧で約4・2°K3×10−4　mmHgで約0．6°Kに達する．このような温度範囲を実現するためにはヘリゥムを冷媒とする冷凍，液化機を利用する以外に方法が見出されていない．　昭和36年開発したヘリウム液化装置は2段の往復動機関による断熱膨脹および1段の絞り過程によるなどエーJタ｝レピ膨脹を利用して大気圧の液体ヘリウムを供給するもので，断熱真空そうに囲まれた液化室内に5段の熱交換　　　　　　　　　　　　　器，トラッづ，液体分離器と　ともに上述の6ストーJtw関お　よびJoule　Thomson膨脹　弁が納められ，機関仕事は　上部のクロス・へリドを介し　て潤滑用油ボンづに吸収さ　れる．給気圧力ユ6atg，排　気圧力0．05atgにおける液　化速度は約21／hである．液　化室は大気圧のヘリウム・ガス　でみたされ，液化ヘリウムは　その底部にたくわえられ，　必要に応じて外部に取り出図19−25ヘリウム液化装置　　される・また上部フラッジに　　Helium　liquefier．　　　　実験孔を有し，液化室内で（285）　285常温から約3°Kまでの種々の実験を行なうこともできる．　現在試運転ならびに細部の調整中であるが早期稼動が各方面から期待されている．11，吸収式調湿機　塩化リチウム水溶液の吸湿性を用いて連続的に大気の湿度を調節する吸収式調湿機の開発を行なっている．その主要部は溶液そう，接触器，再生器，溶液循環ポッづ，送風機および配管系から構成され，接触器において空気流の除湿，再生器においては増湿が行なわれる．その湿度の調節は，吸収液の温度ならびに濃度を制御することによってかなり広範囲に行なうことができる．試作機の除湿能力は処理空気量10　m3／minにおいて約9kg／h，湿度調節範囲は20−80％R．H．である．　　図19−26　吸収式調湿機Absorption　type　humidity　controller．問題となっているので，耐食試験を系統的に実施し，ぽこの問題を解決した．　現在は機器の小形化ならびに，熱源経費の節減化を目標に，研究をすすめている．　年間試験にょりっぎの点が改良された．すなわち接触器のクーラをディスク形から工0フィン形に改め，工作法を変えるとともに熱伝達特性を改善した．再生器ヒータを工ロフィッ・ヒ＿タに変え、ヒータ表面温度を低下させることによって吸収液による腐食を防止した．試作機の調節特性はすでに確認されていたが，構造材料の溶液による腐食がかなりきびしい　　　　　　　　　ほIX．材　料　関　係1，Fe−Al合金の加工性　12〜16％のAlを含有する高A1−Fe合金は比較的すぐれた磁気特性を有し，とくに電気抵抗が高いために高周波特性が良好であり，さらに安価な点に特長があるが，その加工の困難が生産上の大きな問題点となっているので，主としてこの点に関して検討した．　この結果，熱間における加工はインゴリトの溶製ふんい気ならびに加工温度の選択に注意することによってほとんど問題がなくなったが，その後の冷間加工は素材の熱処理的検討だけでは解決されず，合金中における微量介在物の分散が加工中のキレッ発生にいちじるしい影響を及ぼしていることがわかった．さらに高ALFe合金に286　（286）対する少量のMo，　Mn，　Ti，　Zrなど添加の影響をしらべた結果，熱間加工性を改善し，とくにZrの添加は結晶粒度のいちじるしい微細化に伴って冷間加工性をもやや改良することがわかった．2，マンガン系フェライトの生成反応　マvh”v・フェライトを粉末法によって製造する際には，焼成ふんい気によってその生成温度が異なり，空気中焼成にくらべて窒素ガス気流中焼成の場合のほうが，その生成温度が低い．高温X線装置を用いて，その反応の機構を観察しつぎの結果を得た．すなわち，原料をMnO，αFe，，03とした場合には，フェライトを生成する反応式がつぎのように表わされる．　　空気中M…3・・F・…→・M・Fe2・、＋丁・，　　窒素中　Mn30．t＋2Fe304→3　MnFe204窒素中ではマッガン酸化物が空気中よりもより一・段還元された形でマづネタイトと反応し，約200℃低い温度で起こる．還元ふんい気として真空をとり同様の実験をしたところ，上のいずれとも異なる反応形式をとることがわかった．粉末法による固体反応の機構解明に当たり，興味深い結果と思われる．3，シュランク・ガラス　赤色の：JユラーJク・ガラスを，暖房器の発熱体に応用する研究を続けてきたが，その製品化に成功し市場にデピュするに至った．　これは耐熱性および赤外線透過率がよく，かつ不必要な可視光線をシャ断する赤色の＝」ユラック・ガラスを外管とし，これにターJづステーJ線を封入したもので，ヒート・ランつと称している．その効率は従来のニクoムー石英管発熱体にくらべ約30％高く，また劣化が少なくユ，000時間経過後もほとんど出力が変化しない特長をもっている．4，デビトロ・セラミックス　示差熱分析装置を駆使して，ガラスの結晶化への過程を詳細にしらべることができた．すなわち，酸化チタッを結晶核とし，ア1レミニウム，マづネ：」ウム，リチウムなどのケイ酸塩を生成させた，いわゆるデピトロ・セラミ’vクスの研究に重要な資料を得た．従来各方面に使用されているアルミナ磁器などにくらべ，すぐれた機械的，電気的性質をもち，今後の発展が期待される．5，超音波の鋳造への応用　金属，合金の鋳造あるいは造塊の際に，超音波を印加してその性質を改良する研究を行なっているが，昭和36年にはアルミニウムおよびアルミニウム・銅合金鋳物の結晶粒微細化，偏析防止，脱ガスあるいはその後の時効硬化に与える超音波印加の影響について検討した．　その結果を要約すると，　（1）鋳造組織は超音波エネ1レ1が増すに従っていちじ三菱電機・Vol．36・No．1・1962fs4，P■るしく微細化し，柱状品はほとんど認められなくなるが，一定出力以上でその効果が飽和する傾向にある．　（2）　ア1レミニウム・銅合金の銅含有量によって微細化の影響にとくに相違はないが，共晶を2次晶として晶出する5．7％以」二の合金では本来比較的に微細晶であるため，超音波印加の有無による差異は少ない．　（3）　満足な微細晶は超音波印加を凝固完了まで続けた場合に得られ，中断すると自由晶とはなるが微細ではない．　（4）超音波印加によって偏析がかなり防止され，均一な組成の鋳物が得られた．　（5）　時効硬化は印加したもののほうがやや大である．　（6）脱ガスへの影響は鋳造時の印加では効果がなく，溶湯に対して行なうべきである．6，Ag−WおよびAg−WC接点の研究　製法およびAg％の異なる種々のAg−WおよびAg−WC接点について，比較的大電流による消耗移転現象を研究している．　まず，これらの材料について，化学分析，顕微鏡組織，硬度，清浄面の接触抵抗，最小アーク電圧を測定し，さらに，大電流一発作動による消損部の広がり，および深さを比較検討した．続いて，連続作動時の消耗量（移転および飛散量），接触抵抗，アーク発生状態の変化などを測定している．Ag−W，　Ag−WCの両者について，現在までの結果のおもな点を要約するとつぎのとおりである．　（1）硬度，清浄面の接触抵抗はAg％ならびにAg組織の大きさに左右され，その量および粒子の大なるほど低い傾向がある．　（2）　一発作動による消損部痕跡はAg接点では集中しやすく，深く狭い痕跡を生ずるが，W，　WCが混入した場合はいずれも広く浅い痕跡となる．　（3）連続作動試験による消耗量は，Ag％とは明確な関係が得られていないが，Ag組織の大きい製法のほうが消耗量が大きいようである．このことは，また，一発作動による痕跡面積の大小の傾向とも一致している．　作動時の接触抵抗は作動回数が増すと急昇する傾向にあり，それらの値とAg％，　Ag組織の大きさ，消耗量との関係などは今のところ明確ではない．　すでに，Ag−W接点については，消耗接点断面の顕微鏡観察の結果から，その消耗がAgの消失に特長づけられることを報告したが，上述の結果から，Agの消失がその製法ならびに組織に関連深いことを想像することができる．　接点材料としての製造ならびに選択の基準を得るため実験を継続している．7，電子顕微鏡による材料の直接観察近年，電子顕微鏡は加速電圧が上がり，さらに分解能19．研究図19−2718−8不銃鋼薄膜の電子顕微鏡写真（×15，000×3／4）　　　　　（1，050℃，10min，溶体化後20％圧延）　　An　electron　micrograph　of　18−8　stainless　steels　thin　　　films　nlagni丘cation　（×15，000×3／4）．（20％cooled　rolled　after　solution　treatment　1，050℃×10　min）．の飛躍的増大が加わってきた．そのために従来行なわれてきたレづり力法による試料の凹凸だけを観察する方法ではなく，実物試料を用いる直接観察法に変わってきた．現在はこの方法を用いて試料の内部組織を直接観察し，さらに電子回折的研究を併用してその結晶構造を解明し，結品組織の挙動を把握する方向になりつつある．この方法は従来からとくに望まれていた顕微鏡とX線回折装置を組合わせたようなもので，金属合金の物性論的研究の一方法として大きな利益をもたらすことであろう．　透過形電子顕微鏡で，実物試料の内部を直接観察する際いちばん問題になることは，電子線が透過するように　　　　　　500〜1，000Aの薄膜に試料を作成することである．薄片試料作成法にはいろいろの方法があり，おのおの利点，欠点をもっているが，われわれはBollmannの方法と有孔隔壁を用いた電解研摩法で18−8不銃鋼，バネ材料（洋白，Be−Cu，リーv青銅）の直接観察を実施した．図19−27は18−8不銃鋼の透過形電子顕微鏡による直接観察結果であり，転位，積層不整が認められる．また，バネ材料の結晶内部の挙動を直接に観察し，低温焼なまし効果との対応を調査した．8，各種材料の低温試験　寒冷地に設置されるづラーJ卜用電気機器を製作するに当たって，現用の各種材料が，どの程度の低温まで使用に耐えうるかを検討し，さらに，現用材料が不適当ならばそれに代わる別の材料を選定する目的で，金属材料，絶縁材料など，各種材料について一70℃までの低温における試験を行なった．　（1）　金属材料　金属材料としては，各種構造用炭素鋼，低合金鋼，高合金鋼およびその溶接部について，常温から一70℃までの温度範囲でVノリチ・：JV・v6衝撃試験を行ない，低温における脆化の問題を検討した．また，ケイ素鋼板，iJ　−J青銅，パィンド線などの材料については，−70℃までの繰返し曲げ試験と引張試験を行ない低温特性を検討した．　（2）　絶縁材料（287）　287　電気機器に用いられる絶縁材料はきわめて多種多様であるが，それらの材料について，常温から一70℃までの温度範囲において，それぞれつぎのような試験を行ない，低温特性を検討した．　ゴム材料：耐寒屈曲試験ならびに絶縁抵抗の測定　絶縁塗料：粘弾性，膨脹係数，強伸度曲線の測定　接着剤：接着強度試験　積層板：Uノっチ・：J？ルピ衝撃試験，アイジっト衝撃試験　マイラ，ガラステーづ，ピニロン，紙など：引張強度と仲びの　　　　　　　　　　　　　　　　測定また，このような絶縁材料は，複合体として使用される場合も多いので，種々の複合絶縁体について，常温から一70℃までの冷温サイク1レを繰返した場合のクラリクの発生や，絶縁抵抗の変化についても試験した．　（3）潤滑剤　各種天然および合成の潤滑油ならびにつリースについて，−70℃までの低温における流動点ならびに稠度の測定と，四球式試験機による油膜強度の試験を行ない，各種潤滑剤の最低使用温度を検討した．9，機器の絶縁構成に関する研究　定格電圧の上昇と単機容量の増大化につれて，いっそう合理的な絶縁構成の研究が必要となり，また運転中の絶縁劣化の様相を把握してこれに対処した絶縁方式を採用することにより，機器の信頼性を向上させることが必要である．このため，変圧器関係においては，おもに電界の解析による絶縁構造の合理的な改善のための研究を進め，幾多の基礎資料が得られた．また発電機関係では，水車発電機およびターピッ発電機の実物大モデルによる機能試験設備を完成し，水車発電機では昭和36年2月から，またターピーJ発電機では同年ユ0月から試験を続行中で，ヒートサイクJレによるコイ1レ導体の膨脹収縮の様相と，これが絶縁物におよぼす影響，コoナ劣化や熱劣化によるtanδやコロナなどの絶縁特性の変化の様相などを記録中で，絶縁方式とこれら長期劣化の様相との関係が次第に明らかにされている．またコイ1レ・エー」ドの絶縁物中に金属箔を適当に埋め込んだ新しい方式の表面二コロナ防止法に関する基礎実験を行ない，従来の半導体塗料による表面コoナ防止法と，新しい方式とについて，コイル表面の電位分布や絶縁特性の比較資料が得られた．10，絶縁材料の熱劣化の研究　この研究の一つとして，ポ虹ステ1レ・エナメ1レ線に数種のワニスを組合わせ，耐熱寿命を検討した．　ワニスの種類は，油性，サーモセ・）卜系，変性シリコー−Jなどの数種である．ワニス処理を行なったものは，ワニスなしのものに比べてその熱劣化寿命は同程度か，低下するものが多いが変性：」リコーッ・ワニスだけはいちじるしく向上した．これらの試片の寿命終点となる様相を調べるために，試片の表面，断面の状態を顕微鏡観察し，時間的な288　（288）経過をたどってみた．その結果はつぎのようであった．　（ユ）油性，サーモセリト系B，C，　Dワニスを用いた場合は2〜3サイク1レ（220℃，36h／サイク1レ）後エナメ1レ皮膜断面にポァの発生が認められ，以後加熱時間が増すとともにポァは大きくなり，表面にはポァのためか細い凹凸が認められた．3〜5サイ列レ後表面ワニスだけのキレッが認められはじめ，加熱時間が増すとともにその数を増加する．このキレッの発生個所は不規則であった．　（2）　サーモセリト・ワニスの場合もエナメ1レ皮膜にポァを発生するがワニス表面の千レッは認められなかった．　（3）変性シリコーッ・ワニスの場合は，ワニス，エナメル皮膜の厚さが減少するだけであった．　検出電圧によって破壊の始まるサイ9）レは以上のようなボア，キレッなどの欠陥が認められたサイクルより遅れるのが一般である．欠陥の認められない変性；JIJコー−J・ワニスの場合の寿命が，ワニスなしの寿命にくらべいちじるしく大で，サーモセっト・ワニスAのようにワニスキレッの認められないものはいくらか大である．その他欠陥の認められたワニスの場合は同等かむしろ低下を示している．以上の事実から，ポァやワニスtレッなどの欠陥の増大が検出電圧破壊のおもな原因と考えてさしつかえないであろう．ボリェステル線に適合するワニスはポァ，キレッなどを生じないワニスを選ぶべきであり，さらにこのような観点にたって広くどのようなワニスがこれにあたるかを検討している．X．商品研究所の概況　商品研究所は商品事業部担当機器の開発，新製品の調査研究，ならびに材料の応用研究を目的とし，昭和35年9月，鎌倉市大船に鉄筋コvクリート5階建（延坪4，394m2）の規模で創設され，以来，設備，人員の増強をはかり，研究活動も軌道にのりつつある．　現有設備は，家庭電気品，小形電動機，一般配電器具，音響機器，電子応用機器，照明関係の試作，研究，開発およびこれらに使用される材料の応用研究のためのもので，そのおもなものは，低温・こう湿実験室，こう温・　　　　　　図19−28　商品研究所全景Outside　view　of　Standard　Product　Engineering　Laboratory．三菱電機・VoL　36・No．1・19621，rこう湿実験室，耐振実験室，短絡電流試験室，無響室，試聴室，電波障害実験室．材料強弱試験室，工作・試作工場および生活実験室などである．　このほかに家庭電気品をおもにした製品の設置環境との調和およびその内部機構，運動動作などを展示した電化教室をもっている．　　　　　　　　1，機器商品関係　（1）暖房器　わが国では電気による暖房が広く行きわたり，その方式も真接発熱体から熱を得るもののほか，間接式のものがあり，また発熱体にも各種のものがある．商品研究所では新規暖房器の試作，開発と並行して，暖房器による布団類の焼損事故を除くため，その保護装置の基礎ならびに応用研究を実施している．これらの試験は低温実験室で夏冬を問わず行なっている．　低温実験室は16　m2，−／0”・一一20〔C，40〜80％R．H．自動制御方式である．このほか生活実験室で，実用試験，寿命試験を実施している．　（2）　　電動，　酉己電機器　洗濯機，脱水機，集づッ機など電動機応用品の性能，機構および振動，騒音の測定．解析を実施しているが，これらの試験，研究はこう温・こう湿実験室で行なわれ，その仕様は27　m2，20°−40uc，40〜80％R．　H．である．　また配線用：JV断器，電磁接触器などの接点の投入，開路時の動作，電流の過渡状況を高速度力メラで撮影解析している．　　　　　　芦　　1二図19−29　配電　機器実験室　Distribution　apparatu．s　testing　room．　　　　　　　　2，電子商品関係　（1）音響機器　磁気録音機，スじ一n、ステレォなどの音響特性の改良研究は無響室で行ない，実用試験は試聴室で行なっている．ユ9．研図19−30　無響室　Unechoic　room・究　（2）電子機器　半導体（トラ滅スタ，サーモェレメv卜，モレクト0ニクスなど）の応用研究，超音波ならびに高周波利用による家庭電気品の研究を行ない，電波障害については専用の：J−1レド・1レームで実施している．仕様11m2，535　kc〜ユ50　Mc測定可能．　　　　　　　　3，材料関係　各形状の発熱体の特殊試験，研究ならびに殺菌灯付冷蔵庫をはじめとする新しい分野への研究を，基礎的なものと応用の両面から実施している．　また新合成材料の分析，強度および寿命試験を行ない，家庭電気品への応用を研究している．図19−31分析実験室　Chemical　analysis　room．　　　　　　　4，意匠デザイン関係　工業≠ザィ”Jはその形状と色調の双方から美的感覚を高めなけれぽならない．とくに家庭電気品については，住居との調和も強調されるべきものであり，機器の性能と意匠は相関関係にあるので，この意図のもとに意匠デザィッ活動が行なわれている．　　　　　　　　5，電化教室　（1）　モ≠ル・1レーム　ここではキリチッ・ルーム，主婦の裁縫その他仕事部屋．子供部屋，居間などに家庭電気品と配置し，住居の重要構成要素であることを性能，意匠面から展示，説明している．　（2）　　三ノヨー・jL・一ム　家庭電気品の内部構造や，運転原理ならびに動作を現物と図表で解説を加えた展示室で，これらのものから家庭電化への構想と批判とが，消費者はもちろん研究者にももたらされるわけである．　図19−32　電化教室；Jヨー・1レームHome　electric　apPliances　show　room．（289）　289本本社社営業所　研究所　製作所　工場　所在地　東京都千代田区丸の内2丁目3番地（東京ピ｝レ内）（電）　　東　京（201）大代表　1611本踊購業部慧都黍袋田区丸鶴）2丁目2鷹地（三響鴎本社施設部團都諜田区翻�i丁躍豊欝膿璽1東　京　商　品営　業　所大阪営業所名古屋営業所福岡営業所札幌営業所仙台営業所富山営業所広島営業所高松営業所大阪商品営業所小倉出張所静岡出張所金沢駐在員岡山駐在員東京都千代田区丸の内2丁目20番地（三菱商事ピル3階）　（電）東京（211）　代表2511大阪市北区堂島北町8番地1（電）大阪（34）代表5251名古屋市中区広小路通り2の4（電）本局（23）代表6231福岡市天神町58番地　（天神ピル内）（電）　　福　岡札　幌　市　大（電）　　札　幌　（75）通　り　西　（3）　代　表1　丁　目　代　表623113番地9151仙台市大町4丁目175番地（新仙台白レ内）（電）　　仙　台（2）代表　6101富山市安住町23番地2（電）富U」（2）0151広島市八丁堀63番地（昭和ピ）レ内）（電）広島（2）4411〜8高松市寿町1丁日4番地（第一生命ピ｝レ内）（電）　高松　（2）代表5021（ピ1レ）4416（直通）大阪市北区堂島北町8番地1（電）大阪（34）代表5251小倉市京町10丁目281番地（電）小倉（52）8234静岡市七間町9番地10（電）静岡（2）2595（3）2962金沢市田丸町55番地1（電）金沢（3）6213岡山市内山下30番地（佐々木ピ1の（電）岡山（3）2948研　　究　　所　　兵庫県尼崎市南清水字中野80番地（電）大阪（48）8021商品研究所　　神奈川県鎌倉市大船782番地　（電）大船代表3131神戸製作所伊丹製作所長崎製作所無線機製作所名古屋製作所静岡製作所中津川製作所和歌山製作所福岡製作所福山製作所姫路製作所大船製作所世田谷製作所郡山製作所北伊丹製作所鎌倉製作所無線機製作所東　京　工　場札幌修理工場神戸市兵庫区和田崎町3丁目（電）兵庫（6）代表5041兵庫県尼崎市南清水字中野80番地（電）大阪（48）8021長崎市平戸小屋町122番地（電）長崎（3）　代表　3101兵庫県尼崎市南清水字中野80番地（電）大阪（48）8021名古屋市東区矢田町18丁目1番地（電）名古屋（73）1531静岡市小鹿110番地　（電）静岡（3）0141〜0145岐阜県中津川市駒場（電）中津川2121〜8和歌山市岡町91番地（電）和歌山（3）代表1275福岡市今宿青木690番地（電）福岡　（82）代表1568福山市沖野上町6丁目709番地（電）福山代表2800姫路市千代田町840番地（電）姫路代表6900神奈川県鎌倉市大船800番地（電）大船代表2121東京都世田谷区池尻町437（電）東京（414）代表8111福島県郡山市字境橋町ユ番地（電）郡山　1220〜1223伊丹市大鹿字主ケ池1番地（電）伊丹大代表513ユ神奈川県鎌倉市上町屋325番地（電）大船4ユ41東京都世田谷区池尻町305（電）東京（414）代表8111札幌市北二条東12丁目98番地（電）札幌（2）3976次号予定三菱電機Vor，36　No，2○電源開発株式会社滝発電所用水車○電源開発株式会社滝発電所納め50，000kVA水車発電機，　運転制御装置および配電盤設備○電源開発株式会社滝発電所納めランナペーン開度自動調整装置○関西電力株式会社南大阪変電所納め照光式配電盤04，000Mc回転形単向管っエライト○サーボ機構の設計OMIB複合工作機電機品○高圧発電機絶縁の機能試験OCM−44形ネリトワークうロテクタ02S−208形複合2ウエイスe一力装置OMSP形低圧限流リァクト1レ○低圧パスタクト○坑内冷房○通信機バネ用洋白材料の溶解時における炉底に加え　る溶剤○飛体径路の制御と系構成の理論（追尾レータの応用）○技術解説：高周波誘導加熱装置（1）　　　　　加熱電源の周波数、電力とその概要（その1）雑誌「三菱電機」編集委員会委員長常任委員〃〃〃〃〃〃〃〃小　倉　弘　毅浅井徳次郎荒　井　　潔安　藤　安　二小川清一小堀富次雄高井得一郎中　野　光　雄馬　場　文　夫船　橋　正　信常任委員　宗　村　〃　　山　田　栄委　　員　片　岡　高　〃　　樫本俊　〃　　篠崎善　〃　　関　野　〃　　前　田　祐　〃　　米野俊幹　事井上　八　　（以上50音順）平示弥助博雄彦郎昭和37年1月13日印刷　昭和37年ユ月15日発行　　　「禁無断転載」　定価1部　金100円（送料別）編集兼発行人　　鯨都千代田区丸の内2丁目播地　ノ］・　　倉　　弘　　毅印　刷　所　　東京都新宿区市谷加賀町1丁目　大日本印刷株式会社印　刷　者　　東京都新宿区市谷加賀町1丁目発発　　　　　　　　　　　　高　　橋　　武　夫行　所三菱電機株式会社内「三菱電機」編集部東京都千代田区丸の内2丁目3番地　電　話　東　京　（201）1611士一冗　　兀東京都千代田区神田錦町3の1株式会社オーム社書店　　　　　　　　　　電話　（291）　0915・0916　　振牽季東京　　200181290　（290）1●スロットミラー稼働開始去る36年7月以来，神戸製f乍所で，据付整備中であったSlot　Millcrが11月から稼働を開始した．これはTurbo−Generator用Rotor　ShaftのWire　Slot加工のための専用機械であって、西独K611mann社製のものである．SlotはDisc　Cutterおよび6本のEnd　Millを一一一連にして，切削し1Slotはおおむね2工程で完成するよう，設計されている．Bcdは3列併置されMain　BedにはSaddleが乗っており，その上にDisc　Cutter用Hcad、　End　Mill用2Spindle　Headが．三つあり，また配置盤が乗せられ，Bedのしゅう動面は，完全にcovcrされている．Middle　Bcdは工1乍するRotorの乗るBcdでIndcxing　Hcad，　EndSupport・」三振止　補助振止が取付けられる．補助Bedにぼ横補助振止が取伺けられる．R。torがsetされて，各HeadにCutterがsetされると，以後SWの操作により，各振止の締付は自動的にゆるみ，10秒間して、Index−ing　Hcadは回転し，　Rotorは，1［J；1される．づ口洗クタの読みを見て，停止させれば連動的に各振止は締付けられ，切削F1∫能の状態になる．割出盤は精密に製作され，各容量に応じて取換えられる．切削はすべてPendant　Switchの操作により行なわれる．主軸回転数および他軸の回転数，Saddlcの送りをあらかじめ決めておけば，以後切削は押しポタツーつで操作され，切削状態に応じて，作業員がSaddle」二にあってControllして行く．切粉の排除も白動的にできる超デラっクスなものである．一つのツマミで操作できるご家庭向テープレコーダ手軽にステレオ演奏が楽しめる1　　　　録音時間の長いコンパ外タイプ一一テー7レコータ！、T・480　形正価　￥291800月　賦￥31，800ス〒レオスレーヤ・S叩一304形正　価　￥6，380月　賦　￥6，800



